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P-2C42-3384  JP1/NETM/DM Client 08-50  （適用 OS：Windows Server 2008，Windows Vista）
P-1B42-2J71  JP1/NETM/DM NNM連携機能 07-00  （適用 OS：HP-UX）
P-2642-1C74  JP1/NETM/DM Internet Gateway 07-00  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP 
Professional，Windows 2000，Windows NT Server 4.0）
P-2642-1D74  JP1/NETM/DM HTTP Gateway 07-00  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP，
Windows 2000，Windows NT 4.0，Windows Me，Windows 98）
P-2842-1384  JP1/NETM/DM Client 08-00  （適用 OS：Windows Server 2003 (IPF)）
P-9T42-1371  JP1/NETM/DM Client 07-00  （適用 OS：Windows CE .NET 4.1）
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変更内容

変更内容（3020-3-L36-A0，3020-3-L37-A0，3020-3-L38-A0，3020-3-L39-A0）　JP1/NETM/DM 
08-52

追加・変更内容 変更個所

次に示すインベントリ情報を取得できるようにした。
• ハードディスクの電源を切る（AC）
• ハードディスクの電源を切る（DC）
• システムスタンバイ /スリープ（AC）
• システムスタンバイ /スリープ（DC）
• システム休止状態（AC）
• システム休止状態（DC）

また，省電力設定にしていないクライアントを対策する運
用例と，クライアントをシャットダウンさせる運用例を追
加した。

導入：1.2，1.2.2，2.2.1(1)，4.1，4.9，
4.10，付録 C.22
運用 1：4.2.3(6)
運用 2：4.25.14(2)，付録 C.4(3)

オフラインマシンに対して，媒体を利用して稼働監視機能
を使えるようにした。

導入：1.2.2(3)，1.2.4，2.1.7，2.2.6，
2.5.9，付録 D.1(2)，付録 F
構築：8.1.5，付録 G
運用 1：2，3，6.10，7，7.7，付録 A.1～
付録 A.7，付録 F
運用 2：1.2.3，付録 B.3(2)，付録 I

ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追
加した。

導入：2.2.2(1)

中継システムで管理するジョブ数が増えた場合でも，ジョ
ブ処理のスループットの低下を回避できるように，中継シ
ステムのセットアップで管理ファイルのキャッシュ上限サ
イズを指定できるようにした。

導入：5.3.2(2)
構築：5.2.4

64ビットバージョン JP1/NETM/DM Clientの名称を 64
ビット版 JP1/NETM/DM Clientに変更した。

導入：付録 E(6)，付録 E(9)，付録 F
構築：付録 F(6)，付録 F(9)，付録 G
運用 1：付録 E(6)，付録 E(9)，付録 F
運用 2：付録 B，付録 H(6)，付録 H(9)，
付録 I
AIT：1.3

JP1/NETM/DM Clientのインストールに失敗した場合，
自動的に再インストールするようにした。また，再インス
トールに失敗した場合に実行する InstallShield環境削除
ツールの格納場所を掲載した。

導入：付録 F
構築：3.1.17，3.3，付録 G
運用 1：付録 F
運用 2：付録 I

クラスタシステム環境の JP1/NETM/DM Managerを上書
きインストールおよび再インストールする場合の手順を追
加した。

構築：1.2.2，付録 C.5

中継システムで IDジョブがデフォルトで再実行できるよ
うに，中継システムのセットアップの「IDジョブのクラ
イアントの実行結果を記録する」チェックボックスの状態
に関係なく，ジョブの実行結果を記録するようにした。

構築：5.2.4
運用 1：8.5.2(1)

JP1/NETM/DM Managerのデータベースに Embedded 
RDBを使用する場合，作業表領域のサイズを自動で増や
せるようにした。

構築：7.4.1，7.4.3，付録 C.2
運用 2：5.3.2(8)



（凡例）
導入：マニュアル「JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )」
構築：マニュアル「JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )」
運用 1：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )」
運用 2：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )」
AIT：マニュアル「JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )」

変更内容　JP1/NETM/DM 08-51

Embedded RDBを使用して「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースを作成する際，データ
ベースのサイズを自動拡張できるようにした。

構築：10.3.1(1)，10.3.7(3)

jamdbexport.batを実行することで，「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースのバックアップを
CSV形式で取得できるようにした。

構築：10.3.3，10.3.3(2)

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースのバックアップファイルを取得
する，jamemb_backup.batの説明を追加した。

構築：10.3.5，10.3.5(2)

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースの再編成を実行する，
jamemb_reorganization.batの説明を追加した。

構築：10.3.7，10.3.7(2)

リモートインストールマネージャでソフトウェア情報の表
示名が短縮されるホットフィックスに，次の種類を追加し
た。
• Windows XP Application Compatibility Update
• Internet Explorer 7 ホットフィックス 
• Internet Explorer 7 セキュリティ更新 
• Step by Step Interactive Training 

運用 1：3.2.6(1)

検索パターンを使用して操作ログを全件出力する
jamTakeOperationLog.batについて，オプションで，「部
署」，「ユーザ名」および「設置場所」の情報を CSV形式
ファイルに出力できるようにした。

運用 1：6.6.2(6)

次に示すイベント IDのイベントログメッセージを追加し
た。
• 8060
• 8061
• 8064
• 8065
• 8066
• 8067
• 8068
• 8069

運用 2：5.10.2(3)

追加・変更内容 変更個所

JP1/NETM/DM Managerの一部のコンポーネントを，
Windows Vistaで利用できるようにした。

導入：1.3.6
構築：1.1.1，1.1.2(1)

追加・変更内容 変更個所



（凡例）
導入：マニュアル「JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )」
構築：マニュアル「JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )」
運用 1：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )」
運用 2：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )」

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

次に示すインベントリ情報を取得できるようにした。
• モニタの電源を切る（AC）
• モニタの電源を切る（DC）
• プロセッサ調整（AC）
• プロセッサ調整（DC）

導入：2.2.1(1)，付録 C.22
運用 1：4.2.3(6)
運用 2：4.25.14(2)，付録 C.4(3)

ディレクトリ情報から取得する情報の詳細および取得する
際の引き当て方法を明記した。

構築：10.7.6

「Asset Information Manager Limited」のカレンダーで，
前月および翌月の月をボタンから表示できるようにした。

運用 1：10.1.2

コマンドのパラメタファイルで使用する
JOB_DESTINATION_IDタグで，ジョブの実行対象とな
る ID管理中継を指定できるようにした。

運用 2：4.25.10(2)，4.25.10(3)

追加・変更内容 変更個所





はじめに

このマニュアルは，プログラムプロダクト JP1/NETM/DMのシステム構築方法について説明し
たものです。
このマニュアルでは，インストール・セットアップの手順，リレーショナルデータベースの構
築方法，システム構成の管理方法などについて説明しています。
　
なお，このマニュアルを含め，Windows版 JP1/NETM/DMのマニュアルには次の 7冊があり
ます。各マニュアルの目的を次に示しますので，必要に応じてお読みください。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )
最初にお読みいただくマニュアルです。
JP1/NETM/DMの概要や機能，代表的な構築例および使用例を紹介しています。また，
JP1/NETM/DMを導入するための手順や，あらかじめ検討しておく必要があることについ
ても説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )
JP1/NETM/DMのインストール・セットアップの手順，データベースの構築，およびシス
テム構成の管理方法について説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )
ソフトウェアの配布，インベントリ情報の取得および管理，ファイルの収集など，配布管
理システムの各機能の詳細と操作方法を説明しています。また，クライアントの操作方法
についても説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )
他の製品と JP1/NETM/DMとの連携，およびトラブルが発生したときの対処方法について
説明しています。また，Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Client，
64ビット版 JP1/NETM/DM Client，およびWindows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能
についても説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )
他社ソフトウェアをパッケージングするときに使用する AITファイルやレコーダファイル
の作成方法を説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Administrator Kit
JP1/NETM/DM Clientを自動的にインストールするために使用する JP1/NETM/DM 
Administrator Kitについて説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/Remote Control
JP1/NETM/Remote Controlおよび JP1/NETM/DMのリモートコントロール機能について
説明しています。
I



はじめに
■対象読者
このマニュアルは，次の方にお読みいただくことを前提に説明しています。
• JP1/NETM/DMを利用してソフトウェアの配布や資産情報を収集・管理する管理者の方
• JP1/NETM/DMシステムを構築するシステム管理者の方
• Microsoft Windowsの操作に関する基本的な知識をお持ちの方
• ネットワークに関する基本的な知識をお持ちの方
• リレーショナルデータベースに関する基本的な知識をお持ちの方
• Microsoft SQL Serverまたは Oracleに関する基本的な知識をお持ちの方（Microsoft SQL 

Serverまたは Oracleを使用する場合）

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　JP1/NETM/DMのインストールの概要
JP1/NETM/DMの各プログラム，および各コンポーネントのインストールやアンインストールの
概要について説明しています。

第 2章　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
JP1/NETM/DM Managerをマネージャまたは中継マネージャとして使用する場合のインストール
方法について説明しています。また，各コンポーネントのインストール方法についても説明して
います。

第 3章　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
JP1/NETM/DM Clientを中継システムまたはクライアントとして使用する場合のインストール方
法について説明しています。また，各コンポーネントのインストール方法についても説明してい
ます。

第 4章　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
JP1/NETM/DM Managerのセットアップ方法について説明しています。

第 5章　JP1/NETM/DM Client（中継システム）をセットアップする
JP1/NETM/DM Clientを中継システムとして使用する場合のセットアップ方法について説明して
います。

第 6章　JP1/NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする
JP1/NETM/DM Clientをクライアントとして使用する場合のセットアップ方法について説明して
います。

第 7章　リレーショナルデータベースを設定する
リレーショナルデータベースを利用した JP1/NETM/DMシステムの，システム構成や注意事項に
ついて説明しています。また，リレーショナルデータベースの作成方法やメンテナンス方法につ
いても説明しています。

第 8章　システム構成情報とあて先のグループを作成する
システム構成情報の作成方法と，ジョブの配布先をグルーピングして管理する方法について説明
しています。
II



はじめに
第 9章　システム構成情報とあて先のグループをメンテナンスする
システム構成情報と，あて先グループのメンテナンス方法について説明しています。
また，JP1/NETM/DMがインストールされていないホストを検出する方法についても説明してい
ます。

第 10章　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
「Asset Information Manager Limited」でインベントリ情報および操作ログを集計するために必
要な設定方法について説明しています。

付録 A　JP1/NETM/DMのバージョンアップと移行方法
JP1/NETM/DMをバージョンアップする方法や，PCリプレース時の移行方法などについて説明
しています。

付録 B　ターミナルサービス環境での JP1/NETM/DMの運用
ターミナルサービス環境での JP1/NETM/DMの運用方法について説明しています。また，ターミ
ナルサービス環境のローカルコンソールで JP1/NETM/DM Clientを運用する場合の，機能の制限
およびソフトウェアのリモートインストール方法についても説明しています。

付録 C　JP1/NETM/DMのクラスタシステムの構築
JP1/NETM/DMのクラスタシステムを構築する場合の環境構築手順，注意事項などについて説明
しています。

付録 D　HP-UX JP1/NETM/DM NNM連携機能のインストールとセットアップ
HP-UX JP1/NETM/DM NNM連携機能のインストールとセットアップ方法について説明していま
す。

付録 E　インターネットオプションを使った JP1/NETM/DMの導入
インターネットを介したネットワーク環境への JP1/NETM/DMの導入を容易にするための機能，
「インターネットオプション」について説明しています。インターネットオプションは，JP1/
NETM/DM Internet Gatewayと JP1/NETM/DM HTTP Gatewayで構成される機能の名称です。

付録 F　各バージョンの変更内容
JP1/NETM/DMマニュアルの変更内容について説明しています。

付録 G　用語解説
JP1/NETM/DMで使用する用語の意味について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )（3020-3-L36）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )（3020-3-L38）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )（3020-3-L39）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )
（3020-3-L40）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Administrator Kit（3020-3-L41）
III
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• JP1 Version 8 JP1/NETM/Remote Control（3020-3-L45）
• JP1 Version 6 JP1/NETM/DM Manager（3000-3-841）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM SubManager(UNIX(R)用 )（3020-3-L42）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Client(UNIX(R)用 )（3020-3-L43）
• JP1 Version 5 統合ネットワーク管理システム /ソフトウェア配布管理支援 /ワークステーショ
ン JP1/NETM/DM/W（3000-3-817）

• JP1 Version 8 JP1/NETM/Asset Information Manager 導入ガイド（3020-3-L33）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Asset Information Manager 設計・構築ガイド（3020-3-L34）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Asset Information Manager 運用ガイド（3020-3-L35）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Client Security Control（3020-3-L31）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Audit（3020-3-L50）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-K21）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-K22）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-K24）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス
（3020-3-K25）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-K27）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-K28）
• JP1 Version 8 JP1/Integrated Management - Manager システム構築・運用ガイド
（3020-3-K01）
• JP1 Version 8 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-K06）
• JP1 Version 8 JP1/Base メッセージ（3020-3-K07）
• JP1 Version 8 JP1/Base 機能拡張（3020-3-K08）
• JP1 Version 8 JP1/Cm2/Network Node Manager ネットワーク管理ガイド（3020-3-L01）
• JP1 Version 8 JP1/NetInsight II -PortDiscovery Advance（3020-3-L47）
• JP1 Version 8 JP1/秘文セットアップガイド（管理者用）（3020-3-L62）
• HiRDB Version 8 メッセージ（3020-6-358）

■ JP1 Version 8での製品体系の変更について
• JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Editionを廃止し，組み込み型のリレーショナル
データベースを JP1/NETM/DM Managerに統合しました。

• JP1/NETM/DM SubManagerを廃止し，中継機能を JP1/NETM/DM Clientに統合しました。
また，リモートコントロールする側の機能は，JP1/NETM/Remote Control Managerで提供
します。

• 中継システムまたはクライアントとして使用できる JP1/NETM/DM Client - Baseと，三つの
オプション製品を追加しました。JP1/NETM/DM Client - Baseは，三つのオプション製品を
インストールすることで，JP1/NETM/DM Clientと同等の機能を使用できます。オプション
製品は，使用したい機能によって選択できます。

• JP1/NETM/DM Client Light Editionを廃止しました。JP1/NETM/DM Client Light Edition
の機能は，JP1/NETM/DM Client - Baseおよび JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureで
IV
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提供します。

JP1 Version 8での製品体系の変更について，次の図に示します。

■ JP1 Version 8でのマニュアル体系の変更について
JP1 Version 8では，JP1/NETM/DMシリーズのマニュアル体系を変更しました。体系変更後の
各マニュアルの記載内容を次の表に示しますので，目的に応じてご利用ください。

マニュアル名 記載内容の概略

JP1 Version 7i JP1 Version 8

JP1/NETM/DM システム構築
(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM 導入・設計ガ
イド (Windows(R)用 )

• 製品概要
• 機能概要
• 代表的な構築例と運用例
• 導入から運用開始までの作業の
流れ

• システム構成の設計
• リレーショナルデータベースの
構造

• 機能差異

JP1/NETM/DM 構築ガイド
(Windows(R)用 )

• インストールの手順
• セットアップの内容
• リレーショナルデータベースの
設定

• システム構成の管理
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，JP1/NETM/DM関連製品の製品名称を次のように表記します。

JP1/NETM/DM システム運用
1(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM 運用ガイド
1(Windows(R)用 )

• 配布管理システムの操作
• クライアントの操作
• メニュー一覧

JP1/NETM/DM システム運用
2(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM 運用ガイド
2(Windows(R)用 )

• 他プログラムとの連携
• コマンドの文法
• トラブルシューティング

JP1/NETM/DM Automatic 
Installation Toolガイド
(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM Automatic 
Installation Toolガイド
(Windows(R)用 )

Automatic Installation Toolの使
用方法

JP1/NETM/DM Administrator 
Kit

JP1/NETM/DM 
Administrator Kit

JP1/NETM/DM Administrator 
Kitの使用方法

JP1/NETM/Remote Control JP1/NETM/Remote Control リモートコントロール機能の使用
方法

表記 製品名称

64ビット版 JP1/NETM/DM Client Windows Server 2003 (IPF)対応 JP1/NETM/
DM Client

Windows Server 2003 (IPF)対応 JP1/NETM/
DM Client Light Edition

64ビット版 JP1/NETM/Remote Control Agent Windows Server 2003 (IPF)対応 JP1/NETM/
Remote Control Agent

HTTP Gateway JP1/NETM/DM HTTP Gateway

Internet Gateway JP1/NETM/DM Internet Gateway

JP1/NETM/Client Security Controlまたは JP1/
NETM/CSC

JP1/NETM/Client Security Control - Agent

JP1/NETM/Client Security Control - Manager

JP1/NETM/DM JP1/NETM/DM 
Client

JP1/NETM/DM 
Client

JP1/NETM/DM 
Client - Base

JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature

JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature

JP1/NETM/DM Client - Remote Control 
Feature

JP1/NETM/DM Manager

JP1/NETM/Remote Control JP1/NETM/Remote Control Agent

JP1/NETM/Remote Control Manager

マニュアル名 記載内容の概略

JP1 Version 7i JP1 Version 8
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そのほかの製品名称，および名称について次のように表記します。

JP1/Remote Control JP1/Remote Control Agent

JP1/Remote Control Manager

表記 製品名称および名称

AMT Intel(R) Active Management Technology

EUR EUR Print Service 

EUR Professional Edition

EUR Viewer

hp OpenView nnmまたは HP OpenView nnm hp OpenView network node manager

hp OpenView network node manager Starter 
Edition

InstallShield InstallShield(R)

Itanium 2 Intel(R) Itanium(R) 2プロセッサ

JP1/AJS2 JP1/Automatic Job Management System 2

JP1/Cm2/SSO JP1/Cm2/SSO JP1/Cm2/SNMP System Observer

JP1/PFM/SSO JP1/Performance Management/SNMP System 
Observer

JP1/SSO JP1/Server System Observer

JP1/Cm2または JP1/
Cm2/NNM

JP1/Cm2/NNM 250 JP1/Cm2/Network Node Manager 250

JP1/Cm2/Network Node Manager Starter 
Edition 250

JP1/Cm2/NNM 
Enterprise

JP1/Cm2/Network Node Manager Enterprise

JP1/Cm2/Network Node Manager Starter 
Edition Enterprise

JP1/IM JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

JP1/秘文 JP1/秘文 CG Pro JP1/秘文 Advanced Edition CopyGuard 
Professional

JP1/秘文 IC JP1/秘文 Advanced Edition Information 
Cypher

JP1/秘文 IF JP1/秘文 Advanced Edition Information 
Fortress

JP1/秘文 IF Mail 
Option

JP1/秘文 Advanced Edition Information 
Fortress Mail Option

JP1/秘文 IS JP1/秘文 Advanced Edition Information Share

表記 製品名称
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JP1/秘文 LogManager JP1/秘文 Advanced Edition LogManager

Linux Linux(R)

MBSA Microsoft(R) Baseline Security Analyzer

Microsoft Internet Explorer Microsoft(R) Internet Explorer(R)

Windows(R) Internet Explorer(R)

Microsoft Internet Information Services Microsoft(R) Internet Information Services 6.0

Microsoft(R) Internet Information Services 7.0

Microsoft Internet Information Services 5.0 Microsoft(R) Internet Information Services 5.0

Microsoft SQL Server Microsoft(R) SQL Server 2000

Microsoft(R) SQL Server 2005

Microsoft(R) SQL Server 7.0

Oracle Oracle8i

Oracle9i

Pentium Intel(R) Pentium(R)

Sun ONE Web Proxy Server Sun(TM) ONE Web Proxy Server

Visual Test Visual Test 4.0

Visual Test 6.0

Windows Windows 98 Microsoft(R) Windows(R) 98 Operating System

Windows Me Microsoft(R) Windows(R) Millennium Edition 
Operating System

Windows 
NT

Windows 
2000

Windows 
2000 
Advanced 
Server

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced 
Server Operating System

Windows 
2000 
Datacente
r Server

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Datacenter 
Server Operating System

Windows 
2000 
Professio
nal

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional 
Operating System

Windows 
2000 
Server

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server 
Operating System

Windows 
NT 4.0

Windows 
NT Server 
4.0

Microsoft(R) Windows NT(R) Server Network 
Operating System Version4.0

表記 製品名称および名称
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Windows 
NT 
Workstati
on 4.0

Microsoft(R) Windows NT(R) Workstation 
Operating System Version4.0

Windows 
Server 
2003

Windows 
Server 
2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard Edition

Windows 
Server 
2003 
(IPF)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter Edition for Itanium-based Systems

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise Edition for Itanium-based Systems

Windows 
Server 
2003 (x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard x64 Edition

Windows Server 2008 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise 

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Standard 

Windows Vista Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

表記 製品名称および名称
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■このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する主な英略語を次に示します。

Windows 
XP

Windows 
XP Home 
Edition

Microsoft(R) Windows(R) XP Home Edition 
Operating System

Windows 
XP 
Professio
nal

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
Operating System

Windows 95 Microsoft(R) Windows(R) 95 Operating System

Windows CE Microsoft(R) Windows(R) CE Operating 
System

WSUS WSUS 2.0 Microsoft(R) Windows Server(R) Update 
Services 2.0

WSUS 3.0 Microsoft(R) Windows Server(R) Update 
Services 3.0

WUA Windows Update Agent 2.0

Windows Update Agent 3.0

秘文 秘文 IC 秘文 Advanced Edition Information Cypher

秘文 IF 秘文 Advanced Edition Information Fortress

秘文 IF Mail Option 秘文 Advanced Edition Information Fortress 
Mail Option

秘文 IS 秘文 Advanced Edition Information Share

英略語 正式名称

AIF Application Information File

API Application Programming Interface

ASP Active Server Pages

BIOS Basic Input Output System

CD-R Compact Disc Recordable

CD-ROM Compact Disc Read Only Memory

CF CompactFlash

CGI Common Gateway Interface

CPU Central Processing Unit

CSV Comma Separated Value

DB Database

DBA Database Administrator

DBMS Database Management System

表記 製品名称および名称
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DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

DLL Dynamic Linking Library

DNS Domain Name System

DoS Denial of Service

DVD Digital Versatile Disk

FD Floppy Disk

FTP File Transfer Protocol

GUI Graphical User Interface

HTML Hypertext Markup Language

HTTP Hypertext Transfer Protocol 

HTTPS Hypertext Transfer Protocol Security

ICMP Internet Control Message Protocol

ID Identifier

IP Internet Protocol

IPF Itanium Processor Family

ISAPI Internet Server Application Programming Interface

LAN Local Area Network

MAC Media Access Control

MIB Management Information Base

MO Magneto-Optical disk

MS-DOS Microsoft Disk Operating System

NAT Network Address Translation

NIC Network Interface Card

ODBC Open Database Connectivity

OS Operating System

PC Personal Computer

PDA Personal Digital Assistant

PME Power Management Event

PPP Point to Point Protocol

RDBMS Relational Database Management System

RWU Remote-Wake-UP

SCSI Small Computer System Interface

SD Secure Digital

SID System Identifier

SMBIOS System Management Basic Input Output System

英略語 正式名称
XI



はじめに
■マニュアル間の参照指示について
マニュアル「JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )」，「JP1/NETM/DM 構築ガイ
ド (Windows(R)用 )」，「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )」，「JP1/NETM/DM 運
用ガイド 2(Windows(R)用 )」または「JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド
(Windows(R)用 )」間で，相互にマニュアルを参照していただく場合，次の形式で参照指示して
います。
『AAについては，マニュアル「BBB」の「n.n.n　XXXXX」を参照してください。』

AA
参照していただく項目です。

BBB
参照先マニュアルの略称です。マニュアル名称の共通部分（「JP1/NETM/DM」および
「(Windows(R)用 )」の部分）を省略しています。省略されている部分を補ってお読みくだ
さい。

n.n.n
参照先の章・節・項番号です。(1)や (a)などの括弧付き項番が付く場合もあります。

XXXXX
参照先の標題（見出し）です。

SNMP Simple Network Management Protocol

SQL Structured Query Language

SSL Secure Sockets Layer

TCP Transmission Control Protocol

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

UDP User Datagram Protocol

UNC Universal Naming Convention

URI Uniform Resource Identifier

USB Universal Serial Bus

UTC Coordinated Universal Time

UUID Universally Unique Identifier

VPN Virtual Private Network

WAN Wide Area Network

WINS Windows Internet Name Service

WMI Windows Management Instrumentation

WS Workstation

WWW World Wide Web

XML Extensible Markup Language

英略語 正式名称
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■マニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を次のように定義します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

記号 意味

［　］ ウィンドウ，ダイアログボックス，タブ，パネル，メニュー，ボタン，アイコン，
グループ，フォルダ，およびキーの名称を示す。

「　」 画面上の文字列，記号，およびジョブの名称を示す。

［A］－［B］ メニューを連続して選択することを示す。
（例）　［ファイル］－［新規作成］
上記の例では，［ファイル］メニューを選択して，プルダウンメニューから［新規
作成］を選択することを示す。

［X］+［Y］ キーを同時に押すことを示す。
（例）　［Ctrl］＋［C］キー
上記の例では，［Ctrl］キーと［C］キーを同時に押すことを示す。

斜体文字 可変の値を示す。
（例）　日付は YYYYMMDDの形式で指定する。
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■マニュアルの使用方法
• このマニュアルでは，特に記載がない場合，接続先の JP1/NETM/DM製品のバージョンを，

Windows版は 08-52，UNIX版 JP1/NETM/DM Managerは 06-75，UNIX版 JP1/NETM/
DM SubManagerは 08-50と仮定しています。接続先システムが上記より前のバージョンの
JP1/NETM/DM製品を使用している場合，そのバージョンがサポートする機能だけを実現で
きます。

• UNIX版 JP1/NETM/DMとの用語差異および機能差異については，マニュアル「導入・設計
ガイド」の「付録 D.3　UNIX版 JP1/NETM/DMとの差異」を参照してください。

• Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientとの機能差異については，
マニュアル「運用ガイド 2」の「付録 A　Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/
NETM/DM Clientの機能」を参照してください。

• 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientとの機能差異については，マニュアル「運用ガイド 2」の
「付録 B　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能」を参照してください。
• Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientとの機能差異については，マニュアル「運用ガイド

2」の「付録 C　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能」を参照してください。

■ HTMLヘルプについて
JP1/NETM/DMでは，次に示すHTMLヘルプを提供しています。

JP1/NETM/DMのヘルプ（JP1/NETM/DM Manager，JP1/NETM/DM Client（中継システム），
および JP1/NETM/DM Client - Base（中継システム）用）

JP1/NETM/DMのヘルプの内容は，次のマニュアルを統合したものです。
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM Clientのヘルプ（JP1/NETM/DM Client（クライアント）および JP1/NETM/
DM Client - Base（クライアント）用）

JP1/NETM/DM Clientのヘルプの内容は，上記のマニュアルからクライアントの説明を抜
粋したものです。

これらのHTMLヘルプでは，検索したい項目を HTMLヘルプの全文から検索できます。
JP1/NETM/DMの各ウィンドウの［ヘルプ］メニューや各ダイアログボックスの［ヘルプ］ボ
タンから，HTMLヘルプを起動できます。HTMLヘルプは，Microsoft Internet Explorer 5.01
以降がインストールされている PCで参照してください。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）
XIV



はじめに
貼り付け（はりつけ）
汎用（はんよう）
必須（ひっす）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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目次目次目次目次
1 JP1/NETM/DMのインストールの概要 1

1.1　プログラムの適用 OSとコンポーネントの構成 2

1.1.1　適用 OS 2

1.1.2　コンポーネントの構成 4

1.2　JP1/NETM/DMをインストールする 9

1.2.1　JP1/NETM/DMを新規にインストールする場合の手順 9

1.2.2　JP1/NETM/DMの上書きインストールについて 10

1.2.3　プレインストール機能を使用した JP1/NETM/DM Client（クライアント）の
インストール方法 11

1.2.4　インストールセットを使用した JP1/NETM/DM Client（クライアント）の
インストール方法 13

1.2.5　リモートインストール機能を使用して JP1/NETM/DMを配布する場合の注意事項 15

1.3　インストール内容を変更する 19

1.4　JP1/NETM/DMをアンインストールする 21

1.4.1　アンインストール手順 21

1.4.2　アンインストール時の注意事項 21

2 JP1/NETM/DM Managerをインストールする 23

2.1　JP1/NETM/DM Managerのインストール手順 24

2.1.1　ログオン 26

2.1.2　インストーラの起動 26

2.1.3　ユーザ登録 27

2.1.4　インストールディレクトリの設定 28

2.1.5　種別の選択 29

2.1.6　データベースの選択 29

2.1.7　コンポーネントの選択 30

2.1.8　プログラムフォルダの選択 31

2.1.9　ワークディレクトリの設定 32

2.1.10　データベースの設定 35

2.1.11　パッケージの格納先の設定 37

2.1.12　ソフトウェア操作履歴格納ディレクトリの設定 40

2.1.13　ネットワーク接続情報の設定 41

2.1.14　サービスの設定 42

2.1.15　運用キーの設定 42
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2.1.16　同時接続下位システム数の設定 44

2.1.17　ユーザ管理の設定 45

2.1.18　接続先の設定（リモートインストールマネージャ） 45

2.1.19　AMT連携機能の設定 46

2.1.20　Asset Information Manager Limitedの仮想ディレクトリの設定 47

2.1.21　WSUS連携機能の設定 48

2.1.22　接続先の設定（パッケージャ） 49

2.1.23　JP1/Cm2連携機能の設定 50

2.1.24　JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバの設定 52

2.1.25　リモートコントロールエージェントの注意事項の確認 53

2.1.26　インストール内容の確認 53

2.1.27　インストールの終了 54

2.2　リモートインストールマネージャをインストールする 56

2.3　Asset Information Manager Limitedをインストールする 58

2.4　WSUSサーバへ JP1/NETM/DMをインストールする 61

2.5　JP1/Cm2ネットワークノードマネージャへ JP1/NETM/DMをインストール
する 62

3 JP1/NETM/DM Clientをインストールする 65

3.1　JP1/NETM/DM Clientのインストール手順 66

3.1.1　ログオン 68

3.1.2　インストーラの起動 68
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1　 JP1/NETM/DMのインストー
ルの概要
この章では，JP1/NETM/DMの各プログラム，および各コン
ポーネントのインストール方法について説明します。

1.1　プログラムの適用 OSとコンポーネントの構成

1.2　JP1/NETM/DMをインストールする

1.3　インストール内容を変更する

1.4　JP1/NETM/DMをアンインストールする
1



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
1.1　プログラムの適用 OSとコンポーネントの
構成

JP1/NETM/DMには，JP1/NETM/DM Manager，JP1/NETM/DM Client，および JP1/
NETM/DM Client - Baseの三つのプログラムがあります。

また，JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品として，JP1/NETM/DM Client - 
Operation Log Feature，JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureおよび JP1/NETM/
DM Client - Remote Control Featureの三つのプログラムがあります。

それぞれのプログラムは，コンポーネントと呼ばれる幾つかの機能の単位から成ってい
ます。JP1/NETM/DMの各プログラムをインストールするときは，目的のコンポーネン
トを選択してインストールを進めます。

ここでは，各プログラムの適用 OSとコンポーネントの構成について説明します。

1.1.1　適用 OS
各プログラムの適用 OSを次の表に示します。

なお，JP1/NETM/DM Clientおよび JP1/NETM/DM Client - Baseは，中継システムと
して使用するかクライアントとして使用するかによって，適用 OSが異なります。

表 1-1　JP1/NETM/DMの適用 OS

プログラム 適用 OS

JP1/NETM/DM Manager • Windows Server 2008（Standard，Enterprise）
• Windows Vista
• Windows Server 2003（Standard Edition，

Enterprise Edition）
• Windows Server 2003 (x64)
• Windows XP（Professional）
• Windows 2000（Professional，Server，

Advanced Server）

• JP1/NETM/DM Client（中継システム）
• JP1/NETM/DM Client - Base（中継システ
ム）

• Windows Server 2008（Standard，Enterprise）
• Windows Vista
• Windows Server 2003（Standard Edition，

Enterprise Edition）
• Windows Server 2003 (x64)
• Windows XP（Professional）
• Windows 2000（Professional，Server，

Advanced Server）
• Windows NT 4.0
2



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
JP1/NETM/DMを使用する OSの注意事項を次に示します。

●Windows Server 2008の Server Coreオプションには対応していません。

●Windows Server 2008およびWindows Server 2003のリモートデスクトップ機能を利
用して，JP1/NETM/DMをインストールおよび操作できます。
ただし，ターミナルサーバが稼働している場合は，使用できる機能に制限があります。
制限される機能については，「付録 B　ターミナルサービス環境での JP1/NETM/DM
の運用」を参照してください。
リモートデスクトップ機能を利用する場合は，コンソールセッションで接続してくだ
さい。コンソールセッションで接続するには，次のように /consoleを指定して，コマ
ンドラインからリモートデスクトップ機能を実行します。
mstsc.exe /console

なお，コンソールセッションでは，同時に一人のユーザだけが接続できます。

●Windows XPのリモートデスクトップ機能およびユーザの簡易切り替え機能には対応
していません。

●Windows 2000のターミナルサービスを利用した操作には対応していません。ただし，
ターミナルサービスと同居している環境で，JP1/NETM/DMを使用することはできま
す。この場合，ローカルコンソールで操作してください。なお，ローカルコンソール
で操作する場合，使用できる機能に制限があります。制限される機能については，「付
録 B　ターミナルサービス環境での JP1/NETM/DMの運用」を参照してください。

• JP1/NETM/DM Client（クライアント）
• JP1/NETM/DM Client - Base（クライアン
ト）

• Windows Server 2008（Standard，Enterprise）
• Windows Vista
• Windows Server 2003
• Windows Server 2003 (x64)
• Windows XP
• Windows 2000
• Windows NT 4.0
• Windows Me
• Windows 98

JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature • Windows Server 2008（Standard，Enterprise）
• Windows Vista
• Windows Server 2003
• Windows Server 2003 (x64)
• Windows XP
• Windows 2000
• Windows NT 4.0
• Windows Me
• Windows 98

プログラム 適用 OS
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
1.1.2　コンポーネントの構成
ここでは，各プログラムに含まれるコンポーネントの機能の概要について説明します。

なお，JP1/NETM/DM Clientおよび JP1/NETM/DM Client - Baseは，中継システムと
してインストールする場合と，クライアントとしてインストールする場合で，インス
トールできるコンポーネントが異なります。

（1） JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネントを次の表に示します。

なお，一部のコンポーネントは，使用している OSによってインストールできない場合
があります。

表 1-2　JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント

コンポーネント 機能概要

サーバ 配布管理システムの機能を提供します。次のサブコンポーネントに分類でき
ます。
• サーバ本体機能※ 1

配布管理システムの中心となる機能を提供します。中継マネージャとして
インストールする場合は，クライアントの機能も提供します。

• リモートインストールマネージャ
配布管理システムの GUIの機能を提供します。通常は「サーバ」と同じ
PCにインストールしてください。この機能は，サーバとは別の PCにイ
ンストールできます。別の PCにインストールするときは，「サーバ」と
「リモートインストールマネージャ」のバージョンを同じにしてください。
• データベースマネージャ※ 1

リレーショナルデータベースの作成やメンテナンス機能を提供します。
• AMT連携機能

AMTを利用して，クライアントを制御する機能を提供します。

Asset Information 
Manager Limited※ 1※

2

インベントリ情報を集計・参照する GUIと，ソフトウェアの稼働状況を管理
する GUIの機能を提供します。
この機能を使用する場合，JP1/NETM/DM Managerのインストール時に，
「Asset Information Manager Limited」用のリレーショナルデータベースを
作成する必要があります。
PCの負荷を分散させるために，通常は「サーバ」と別の PCにインストー
ルしてください。なお，「サーバ」と別の PCにインストールするときは，
「リモートインストールマネージャ」を合わせてインストールする必要があり
ます。

WSUS連携機能※ 1 JP1/NETM/DMからWSUSを管理する機能です。WSUSサーバにインス
トールしてください。

JP1/Cm2連携機能※ 3 JP1/Cm2または HP OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する機能です。
JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmがインストールされている PCに
インストールしてください。

JP1/Cm2連携ゲート
ウェイサーバ※ 3

JP1/Cm2または HP OpenViewから，Managerの管理情報にアクセスする
ときのゲートウェイ機能を提供します。「サーバ」コンポーネントの「サーバ
本体機能」をインストールする PCにインストールしてください。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
注※ 1
OSがWindows Vistaの場合はインストールできないコンポーネントです。

注※ 2
「Asset Information Manager Limited」コンポーネントをインストールする場合，Microsoft 
Internet Information Servicesがインストールされている必要があります。

注※ 3
OSがWindows Server 2008，Windows VistaまたはWindows Server 2003 (x64)の場合はイン
ストールできないコンポーネントです。

注※ 4
中継マネージャでだけインストールできるコンポーネントです。ただし，リモートコントロー
ルエージェントは，すでにリモートコントロール機能を持つ他製品がインストールされている
PCでは使用できません。このような PCにリモートコントロールエージェントをインストール
した場合は，先にリモートコントロールエージェントをアンインストールしてください。

（2） JP1/NETM/DM Client（中継システム）および JP1/NETM/DM Client 
- Base（中継システム）のコンポーネント

JP1/NETM/DM Client（中継システム）および JP1/NETM/DM Client - Base（中継シ
ステム）のコンポーネントを次の表に示します。

パッケージャ※ 4 リモートインストールするソフトウェアをパッケージングする機能を提供し
ます。

Automatic Installation 
Tool※ 4

ソフトウェアを自動インストールするためのスクリプトを作成するツールで
す。「Automatic Installation Tool」だけを専用の PCにインストールするこ
ともできます。

リモートコントロール
マネージャ

リモートコントロールでの，コントローラの機能を提供します。
チャット

リモートコントロールマネージャ，またはリモートコントロールエー
ジェントとのチャット機能を提供します。

リモートコントロール
エージェント※ 4

リモートコントロールでの，エージェントの機能を提供します。

コンポーネント 機能概要
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
表 1-3　JP1/NETM/DM Client（中継システム）および JP1/NETM/DM Client - Base（中継
システム）のコンポーネント

注※
すでにリモートコントロール機能を持つ他製品がインストールされている PCでは使用できま
せん。このような PCにリモートコントロールエージェントをインストールした場合は，先に
リモートコントロールエージェントをアンインストールしてください。
この機能は，JP1/NETM/DM Client - Baseでは未サポートの機能です。JP1/NETM/DM Client 
- Baseでこの機能を使用するためには，JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureをイ
ンストールしてください。

（3） JP1/NETM/DM Client（クライアント）および JP1/NETM/DM Client 
- Base（クライアント）のコンポーネント

JP1/NETM/DM Client（クライアント）および JP1/NETM/DM Client - Base（クライ
アント）のコンポーネントを次の表に示します。

なお，一部のコンポーネントは，使用している OSによってインストールできない場合
があります。

コンポーネント 機能概要

中継システム 中継システムの機能を提供します。直下のクライアントに対する配布管理シ
ステムの機能，および上位システムに対するクライアントの機能も提供しま
す。
中継システムは，次のサブコンポーネントがあります。
• 中継システム本体機能
中継システムのインストーラの機能です。

• リモートインストールマネージャ
中継システム上で配布管理を実行するための GUI機能です。

• AMT連携機能
AMTを利用して，クライアントを制御する機能を提供します。

パッケージャ リモートインストールするソフトウェアをパッケージングする機能を提供し
ます。

Automatic Installation 
Tool

ソフトウェアを自動インストールするためのスクリプトを作成するツールで
す。「Automatic Installation Tool」だけを専用の PCにインストールするこ
ともできます。

リモートコントロール
エージェント※

リモートコントロールでの，エージェントの機能を提供します。
チャット

リモートコントロールマネージャ，またはリモートコントロールエー
ジェントとのチャット機能を提供します。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
表 1-4　JP1/NETM/DM Client（クライアント）および JP1/NETM/DM Client - Base（クラ
イアント）のコンポーネント

注※ 1
OSがWindows Server 2008，Windows Vista，またはWindows Server 2003 (x64)の場合はイ
ンストールできません。
この機能は，JP1/NETM/DM Client - Baseの場合，未サポートの機能のため表示されません。
JP1/NETM/DM Client - Baseでこの機能を使用するためには，JP1/NETM/DM Client - 
Delivery Featureをインストールする必要があります。

注※ 2
OSがWindows Server 2008，Windows Vista，Windows Server 2003（Service Pack なし，ま
たは Service Pack 1）またはWindows XP Professional（Service Pack 1以降）の場合だけイン
ストールできます。

注※ 3

コンポーネント 機能概要

クライアント クライアントの機能を提供します。クライアントには次のサ
ブコンポーネントがあります。
• パッケージセットアップマネージャ
配布管理システムから配布されたソフトウェアを，クラ
イアント側からの指示でリモートインストールする機能
です。

• 付加機能
ユーザが作成したプログラムを使ってクライアントを操
作するための機能です。通常はインストールする必要は
ありません。

• Visual Test 6.0による配布機能※ 1

Visual Test 6.0を使って他社ソフトウェアを配布する機能
です。

• AMT連携機能※ 2

AMTを利用して，クライアントを制御する機能を提供し
ます。

パッケージャ リモートインストールするソフトウェアをパッケージングす
る機能を提供します。

Automatic Installation Tool ソフトウェアを自動インストールするためのスクリプトを作
成するツールです。「Automatic Installation Tool」だけを
専用の PCにインストールすることもできます。

スタートアップキット機能支援ツール※
3

JP1/NETM/DM Administrator Kitが提供するスタートアッ
プキットを使用して，インストールセットを作成するときに
必要なプログラムです。このコンポーネントをインストール
するには，JP1/NETM/DM Administrator Kitがインストー
ルされている必要があります。

リモートコントロールエージェント※ 4 リモートコントロールでの，エージェントの機能を提供しま
す。
チャット

リモートコントロールマネージャ，またはリモートコン
トロールエージェントとのチャット機能を提供します。

オンラインヘルプ クライアント用のオンラインヘルプを提供します。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
OSがWindows Server 2003, Datacenter Edition，Windows 2000 Datacenter Server，
Windows Me，またはWindows 98の場合はインストールできません。

注※ 4
すでにリモートコントロール機能を持つ他製品がインストールされている PCでは使用できま
せん。このような PCにリモートコントロールエージェントをインストールした場合は，先に
リモートコントロールエージェントをアンインストールしてください。
この機能は，JP1/NETM/DM Client - Baseでは未サポートの機能です。JP1/NETM/DM Client 
- Baseでこの機能を使用するためには，JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureをイ
ンストールしてください。

（4） JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品のコンポーネント

JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureおよび JP1/NETM/DM Client - Remote 
Control Featureのコンポーネントを，表 1-5と表 1-6に示します。なお，JP1/NETM/
DM Client - Operation Log Featureにはコンポーネントはありません。

表 1-5　JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureのコンポーネント

注
JP1/NETM/DM Client - Base（中継システム）にインストールする場合は，自動的にすべての
コンポーネントがインストールされます。インストールするコンポーネントは選択できません。

表 1-6　JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureのコンポーネント

注
すでにリモートコントロール機能を持つ他製品がインストールされている PCでは使用できま
せん。このような PCにリモートコントロールエージェントをインストールした場合は，先に
リモートコントロールエージェントをアンインストールしてください。

コンポーネント 機能概要

JP1/NETM/DM Client - Delivery 
Feature

ソフトウェアをリモートインストールする機能，およびファ
イルを収集する機能です。
Visual Test 6.0による配布機能

Visual Test 6.0を使って他社ソフトウェアを配布する機
能です。OSがWindows Server 2008，Windows 
Vista，またはWindows Server 2003 (x64)の場合はイ
ンストールできません。

コンポーネント 機能概要

リモートコントロールエージェント リモートコントロールでの，エージェントの機能を提供しま
す。

チャット
リモートコントロールマネージャ，またはリモートコン
トロールエージェントとのチャット機能を提供します。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
1.2　JP1/NETM/DMをインストールする

JP1/NETM/DMを新規にインストールする方法について説明します。また，上書きイン
ストールについても説明します。

さらに，プレインストール機能を使って JP1/NETM/DM Client（クライアント）をイン
ストールする手順や，JP1/NETM/DMのリモートインストール機能を使用して JP1/
NETM/DM Clientをバージョンアップする場合の注意事項についても説明します。

なお，JP1/NETM/DMをバージョンアップする方法については，「付録 A　JP1/NETM/
DMのバージョンアップと移行方法」を参照してください。

1.2.1　JP1/NETM/DMを新規にインストールする場合の手順
JP1/NETM/DMを新規にインストールする場合は，次の手順で，上位システムのプログ
ラムから順にインストールしてください。

1. JP1/NETM/DM Managerをインストールする。
配布管理システムの PCに JP1/NETM/DM Managerをインストールします。

2. リレーショナルデータベースを作成する。
データベースマネージャを使用して JP1/NETM/DM用のリレーショナルデータベー
スを作成します。リレーショナルデータベースの作成方法については，「7.　リレー
ショナルデータベースを設定する」を参照してください。

3. JP1/NETM/DM Client（中継システム）をインストールする。
中継システムの PCに JP1/NETM/DM Client（中継システム）をインストールしま
す。

4. JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールする。
クライアントの PCに JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールしま
す。
媒体を使用してインストールしてもかまいませんが，クライアントの台数が多い場合
は，JP1/NETM/DM Administrator Kitで作成したインストールセットを使用してイ
ンストールすると便利です。インストールセットを使用した JP1/NETM/DM Client
（クライアント）のインストール方法については，「1.2.4　インストールセットを使用
した JP1/NETM/DM Client（クライアント）のインストール方法」を参照してくだ
さい。

なお，中継システムまたはクライアントの PCに JP1/NETM/DM Client - Baseおよび
JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品をインストールする場合は，JP1/
NETM/DM Client - Baseをインストールしたあとに，オプション製品をインストールし
てください。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
1.2.2　JP1/NETM/DMの上書きインストールについて
インストールしたあとの JP1/NETM/DMのプログラムは，同一バージョンまたはそれよ
り新しいバージョンで上書きインストールできます。同一バージョンで上書きインス
トールすると，インストール内容を変更したり，同じ設定で修復インストールしたりで
きます。同一バージョンでの上書きインストールによるインストール内容の変更や修正
は，メンテナンスウィザードから行います。詳細は，「1.3　インストール内容を変更す
る」を参照してください。

なお，インストール先のシステムによって，上書きインストールできるプログラムが異
なります。上書きインストールできるプログラムとシステムの関係を次の表に示します。

表 1-7　上書きインストールできるプログラムとシステムの関係

（凡例）○：インストールできる　×：インストールできない

注※
上書きインストールはされません。二つのプログラムがインストールされている状態になりま
す。

上書きインストール時の注意事項を次に示します。バージョンアップ時の注意事項につ
いては，「付録 A.1　JP1/NETM/DMのバージョンアップ」を参照してください。

●上書きインストールした場合，バージョンアップ前の既存の設定内容が引き継がれま
す。インストール時の各ダイアログボックスには既存の設定内容が表示されますので，
変更したい場合だけ設定し直してください。

● JP1/NETM/DM Clientに JP1/NETM/DM Client - Baseを上書きインストールした場
合，インストールしたあとに使用できる機能は，JP1/NETM/DM Client - Baseの機能
の範囲になります。

● JP1/NETM/DM Clientまたは JP1/NETM/DM Client - Baseを，バンドル版の JP1/
NETM/DM Clientに上書きインストールしないでください。上書きインストールした
場合，動作は保障されません。

●「Asset Information Manager Limited」を上書きインストールする場合は，「WWW 

インストールするプログラム インストール先のシステム

マネージャ 中継マネージャ 中継システム クライアント

JP1/NETM/
DM Manager

マネージャ ○ × × ○※

中継マネー
ジャ

○ ○ × ×

JP1/NETM/
DM Clientおよ
び
JP1/NETM/
DM Client - 
Base

中継システム × × ○ ○

クライアント ○※ × × ○
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
Publishing Service」および「Asset Information Synchronous Service」のサービス，
およびタスクをすべて停止してください。

●「Asset Information Manager Limited」を上書きインストールすると，サービス
「Asset Information Synchronous Service」の「スタートアップの種類」は，「手動」
に設定されます。必要に応じて「自動」に変更してください。

●クラスタシステム環境の JP1/NETM/DM Managerを上書きインストールする手順に
ついては，「付録 C.5　クラスタシステム環境を再構築する場合の手順」を参照してく
ださい。

！！！！ 注意事項
 

インストール済みの JP1/NETM/DMのバージョンよりも，古いバージョンでの上書きイン
ストールはできません。特に，JP1/NETM/DM 06-72以降をインストールしたあとには，
JP1/NETM/DM 06-71以前を上書きインストールしないでください。アンインストールが正
常にできなくなります。

1.2.3　プレインストール機能を使用した JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）のインストール方法

JP1/NETM/DM Client（クライアント）のプレインストール機能は，JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）をインストールしたときに生成されるそのクライアント固有の
情報や一時ファイルなどを作成しない状態で，JP1/NETM/DM Client（クライアント）
をインストールできる機能です。したがって，事前にインストールした PCを配布した
り，PCを配布する前にテストをしたりする場合に，便利な機能です。例えば，プレイン
ストール機能を使って JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールした PC
環境を 1台作成し，その PCのハードディスクをコピーするだけで，1台ずつインストー
ルするより効率的に JP1/NETM/DM Clientをインストールできます。

プレインストール機能を使用した JP1/NETM/DM Client（クライアント）のインストー
ルの概要を次の図に示します。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
図 1-1　プレインストール機能を使用した JP1/NETM/DM Client（クライアント）のイン
ストール

プレインストール機能を使って JP1/NETM/DM Client（クライアント）を配布する場合
のコピー元になる PC環境の作成手順を次に示します。

1. JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールする。
「3.1　JP1/NETM/DM Clientのインストール手順」に従って JP1/NETM/DM Client
（クライアント）をインストールします。

2.「接続先の設定」で接続先のホスト名または IPアドレスに「*」を指定する。
接続先に「*」を指定すると，インストールしたディレクトリにそのクライアント固

有の情報は作成されません。

3. JP1/NETM/DM Client（クライアント）のインストール完了。
プレインストール機能を使って JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインス
トールした PC環境が生成されました。この状態でほかの PCへハードディスクをコ
ピーしてください。

なお，一度動作確認テストを実施してからほかの PCへコピーしたい場合は，次に示す
手順に従ってインストールしてください。

1. JP1/NETM/DM Clientをインストールする。
「3.1　JP1/NETM/DM Clientのインストール手順」に従って JP1/NETM/DM Client
（クライアント）をインストールします。この時に「接続先の設定」で接続先にはテ
スト環境で使用する接続先のホスト名または IPアドレスを指定してください。

2. 動作確認テストを実施する。
テスト環境で動作確認テストを実施してください。

3.［スタート］メニューから［セットアップ］を選択し，クライアントセットアップを
起動する。

4.［接続先］パネルで接続先をテスト環境のホスト名または IPアドレスから「*」に変
更して［OK］ボタンをクリックする。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
JP1/NETM/DM Clientのセットアップで，接続先をテスト環境の接続先から「*」に
変更することで，テストで使用したそのクライアント固有の情報や接続先との一時
ファイルを削除し初期化します。

5. JP1/NETM/DM Client（クライアント）のインストール完了。
プレインストール機能を使って JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインス
トールした PC環境が生成されました。この状態でほかの PCへハードディスクをコ
ピーしてください。

1.2.4　インストールセットを使用した JP1/NETM/DM Client
（クライアント）のインストール方法

ここでは，インストールセットを使用した JP1/NETM/DM Client（クライアント）のイ
ンストール方法の概要を説明します。インストールセットの作成方法，およびインス
トールセットからのインストール方法の詳細については，マニュアル「JP1/NETM/DM 
Administrator Kit」を参照してください。

JP1/NETM/DM Client（クライアント）の「スタートアップキット機能支援ツール」と
JP1/NETM/DM Administrator Kitを同じ PCにインストールすると，JP1/NETM/DM 
Clientを自動インストールするためのインストールセットを作成できます。インストー
ルセットは，JP1/NETM/DM Client（クライアント）のプログラムとセットアップ情報
を含んでいます。クライアントユーザは，CD-ROM，ファイルサーバ，または FTPサー
バに格納されたインストールセットを使用して，JP1/NETM/DM Client（クライアント）
を自動インストールできます。

インストールセットを使用した自動インストールの概要を次の図に示します。
13



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
図 1-2　インストールセットを使用した自動インストール

インストールセットを使用して JP1/NETM/DM Client（クライアント）を自動インス
トールする場合，次のような運用ができます。

●ネットワーク環境に応じてインストールセットを使い分ける 
同一のセットアップ情報を設定したインストールセットを CD-ROM，ファイルサー
バ，および FTPサーバに格納しておくと，どのようなネットワーク環境でも JP1/
NETM/DM Client（クライアント）の自動インストールができます。ファイルサーバ
や FTPサーバには，JP1/NETM/DM製品がインストールされていなくてもかまいま
せん。 

●クライアントの IPアドレスによって異なる接続先を設定する 
インストールセットでは，クライアントの IPアドレスの範囲ごとに，それぞれ対応す
る接続先を設定できます。自動インストール時には，各クライアントの IPアドレスに
対応する接続先が自動的に選択されます。そのため，クライアントの接続先が複数存
在する場合も，1種類のインストールセットですべてのクライアントに自動インス
トールできます。 

●インストールと同時に IDへの登録やユーザ情報設定ダイアログボックスの表示をする 
インストールセットには，セットアップ項目以外の情報も設定できます。例えば，ク
ライアントの登録先の IDや取得するユーザインベントリ項目をインストールセット
に設定しておくと，インストールと同時にそのクライアントを IDへ登録したり，イ
ンストール直後にユーザ情報の入力を促すダイアログボックスを表示したりできます。 

●自動インストール機能を利用して中継システムを設置する 
中継システムを新規に設置する場合，目的の PCに，まずクライアントをインストー
14



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
ルするという方法があります。インストールセットを使用してクライアントをインス
トールし，次に，そのクライアントに JP1/NETM/DM Client（中継システム）をリ
モートインストールすることで，遠隔地にも容易に中継システムを設置できます。 

1.2.5　リモートインストール機能を使用して JP1/NETM/DM
を配布する場合の注意事項

JP1/NETM/DM Clientの中継システムまたはクライアントをバージョンアップする場合
は，JP1/NETM/DMを利用してリモートインストールできます。また，JP1/NETM/DM 
Client - Baseのオプション製品をインストールする場合も，リモートインストール機能
を利用できます。リモートインストールの方法は，その他の日立プログラムプロダクト
と同じです。

なお，リモートインストールした JP1/NETM/DM Clientおよび JP1/NETM/DM Client 
- Baseの設定は，クライアントでのインストール前の設定が引き継がれます。

リモートインストール機能を使用して JP1/NETM/DM Clientを配布する場合の注意事項
を次に示します。

（1） プログラムおよびコンポーネントに関する注意事項

●それぞれのプログラムでリモートインストールできるコンポーネントは次のとおりで
す。JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールする場合は，リモートイ
ンストールするコンポーネントを選択できます。

JP1/NETM/DM Client（中継システム）をインストールする場合
• 中継システム

• リモートコントロールエージェント※

• パッケージャ

JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールする場合
• クライアント

• リモートコントロールエージェント※

• パッケージャ
• オンラインヘルプ

注※　JP1/NETM/DM Client - Baseの場合，コンポーネントを選択できません。

● JP1/NETM/DM Client - Baseとオプション製品をリモートインストールする場合の注
意事項を次に示します。
• プログラムごとにパッケージを作成してください。
• パッケージごとにジョブを作成してください。
• JP1/NETM/DM Client - Baseがオプション製品より先にインストールされるよう
に，リモートインストールしてください。オプション製品は任意の順序でインス
トールできます。
15



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
●バージョンが 08-00以前の中継システムに，「AMT連携機能」をリモートインストー
ルするには，次の手順で実行してください。
なお，中継システムには，あらかじめMicrosoft .NET Framework 1.1，2.0または
3.0がインストールされている必要があります。
1. 上位の JP1/NETM/DM Managerのバージョンを 08-02以降にバージョンアップす
る。
バージョンアップ時に，「AMT連携機能」をインストールしてください。

2. JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥DMAMTをパッケージング
する。
パッケージング時のインストール先ディレクトリは，次のように設定してくださ
い。
ドライブ：なし
ディレクトリ：%NETMDMP%

3. パッケージを中継システムに配布する。
4. バージョンが 08-02以降の中継システムをリモートインストールする。
「AMT連携機能」がインストールされます。

●「スタートアップキット機能支援ツール」，または JP1 Version 7i以前のコンポーネン
ト「クライアントWebインストール」がインストールされた PCに対して，JP1/
NETM/DM Client（クライアント）はリモートインストールできません。また，
「Automatic Installation Tool」がインストールされた PCに対して，JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）はリモートインストールできますが，「Automatic 
Installation Tool」は上書きインストールされません。「スタートアップキット機能支
援ツール」および「Automatic Installation Tool」は，手動でインストールしてくださ
い。

●「Automatic Installation Tool」または JP1 Version 7i以前のコンポーネント「クライ
アントWebインストール」がインストールされた PCに対しては，JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）をリモートインストールできません。

（2） リモートインストールに関する注意事項

●リモートインストール先のディスクには，リモートインストールする JP1/NETM/DM 
Clientの約 3倍の空き容量が必要です。

●ほかのパッケージと一緒にリモートインストールしないでください。

●リモートインストールを実行して JP1/NETM/DM Clientを配布する場合，JP1/
NETM/DM Clientと同じバージョンのパッケージャを使用してください。

●パッケージングまたはリモートインストールのジョブ作成時に，［外部プログラム］パ
ネルの「外部プログラム起動」で，インストール直後，およびインストールエラー時
に起動する外部プログラムは指定できません。

●パッケージングまたはリモートインストールのジョブ作成時に，［インストール方法］
パネルの「日立 PPのインストール」で「更新インストール」を指定すると，インス
16



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
トール済みのコンポーネントと同じコンポーネントがインストールされます。「新規イ
ンストール」を選択すると，インストール済みのコンポーネントと同じコンポーネン
トに加え，次のコンポーネントがインストールされます。

JP1/NETM/DM Client（中継システムまたはクライアント）をインストールした場合
• リモートコントロールエージェント

JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureをインストールした場合
• Visual Test 6.0による配布機能

●インストール処理中にコンピュータを再起動するか JP1/NETM/DM Clientのメ
ニューを操作すると，インストールが失敗します。
また，インストールの状況を示すダイアログで［キャンセル］ボタンをクリックする
とインストールは中断されます。

●インストール中のダイアログを表示させない場合，JP1/NETM/DM Clientのインス
トールが完了したあとに再起動が必要なときでもメッセージは表示されません。

● JP1/NETM/DM Clientのインストールを正しく完了させるためには，リモートインス
トールが完了したあと，他製品をインストールする前に手動でコンピュータを再起動
してください。

●バージョンが 08-01以前のクライアントにバージョンが 08-02以降の JP1/NETM/DM 
Clientをリモートインストールする場合，インストール中のダイアログ表示の設定
は，インストールされる側のクライアントのセットアップでの設定に依存します。
なお，バージョンが 08-01以前の JP1/NETM/DM Clientをリモートインストールす
る場合は，インストール中のダイアログ表示の設定は無効となります。インストール
中のダイアログは必ず表示されます。

● JP1/NETM/DM Administrator Kitで作成したインストールセットは，JP1/NETM/
DMのリモートインストール機能からはインストールを実行できません。ただし，リ
モートインストール機能を利用して，インストールセットをクライアントマシンへ配
布することはできます。配布したインストールセットは，クライアントマシンから手
動で実行する必要があります。

●リモートインストールの実行結果は次の方法で確認できます。

JP1/NETM/DM Client（中継システム）をインストールした場合
配布管理システムの［ジョブ実行状況］ウィンドウで確認できます。［ジョブ実行
状況］ウィンドウから表示される［詳細情報］ダイアログボックスの「保守コー
ド」が実行結果のリターンコードです。

JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールした場合
クライアントで，JP1/NETM/DM Client（クライアント）のインストール中であ
ることを示すメッセージボックスが表示されます。インストールが終了すると，
終了を通知するメッセージボックスにリターンコードが表示されます。
なお，インストール中のダイアログを表示しない設定にしている場合は，終了を
通知するメッセージボックスは表示されません。インストールが成功したかどう
17



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
かは，上位システムでジョブの実行結果を確認してください。
リターンコードの意味については，マニュアル「運用ガイド 2」の「5.2.3　保守コー
ド一覧」を参照してください。
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1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
1.3　インストール内容を変更する
一度インストールしたコンポーネントを追加または削除するには，メンテナンスウィ
ザードを使用します。メンテナンスウィザードを使用すると，前回インストールした設
定での再インストールや，製品のアンインストールもできます。

メンテナンスウィザードを起動するには，インストール済みの製品の CD-ROMからイン
ストーラを起動してください。同一バージョンのインストーラで上書きインストールし
ようとすると，メンテナンスウィザードが起動し，［ようこそ］ダイアログボックスが表
示されます。

図 1-3　［ようこそ］ダイアログボックス

［ようこそ］ダイアログボックスの内容は，JP1/NETM/DM Manager，JP1/NETM/DM 
Clientのどちらでも同じです。「変更」，「修正」，または「削除」から，希望する操作を
選択してください。

変更
新しいコンポーネントを追加したい場合や，インストール済みコンポーネントの一
部を削除したい場合に選択します。
「変更」を選択して［次へ］ボタンをクリックすると，JP1/NETM/DM Managerの
場合は［種別の選択］ダイアログボックスが，JP1/NETM/DM Clientの場合は［コ
ンポーネントの選択］ダイアログボックスが表示されます。以降のダイアログボッ
クスで，種別の変更やインストールコンポーネントの変更をし，新規インストール
の場合と同様にインストールを進めてください。インストールが終了すると，［メン
テナンスの完了］ダイアログボックスが表示されます。

修正
前回インストールしたすべてのコンポーネントを再インストールしたい場合に選択
19



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
します。
「修正」を選択して［次へ］ボタンをクリックすると，処理状況を示すダイアログ
ボックスが表示されます。再インストールが完了すると，［メンテナンスの完了］ダ
イアログボックスが表示されます。

削除
すべてのコンポーネントを削除し，製品をアンインストールしたい場合に選択しま
す。
「削除」を選択して［次へ］ボタンをクリックすると，アンインストールが開始され
ます。アンインストール時に表示される確認ダイアログボックスについては，「1.4
　JP1/NETM/DMをアンインストールする」を参照してください。アンインストー
ルが完了すると，［メンテナンスの完了］ダイアログボックスが表示されます。

なお，次に示すプログラムの場合，コンポーネントを選択できないため，メンテナンス
ウィザードは表示されないでプログラムの上書きインストールが実行されます。

• JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature
• JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature（中継システムにインストールされている
場合）
20



1.　JP1/NETM/DMのインストールの概要
1.4　JP1/NETM/DMをアンインストールする

JP1/NETM/DMをアンインストールする方法について説明します。

1.4.1　アンインストール手順
JP1/NETM/DMをアンインストールするには次の二つの方法があります。

●［コントロールパネル］の［アプリケーションの追加と削除］，［プログラムの追加と削
除］または［プログラムと機能］からアンインストールする。

●メンテナンスウィザードの「削除」を選択してアンインストールする。

どちらの場合も，アンインストール中に次のことを確認するダイアログボックスが表示
されます。

• 選択したアプリケーション，およびすべてのコンポーネントを完全に削除しますか？
必ず表示されます。［OK］ボタンをクリックすると，アンインストールが開始されま
す。

• JP1/Cm2/NNMに登録されたシンボルを削除します
「JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバ」が削除された場合に表示されます。「はい」また
は「いいえ」を選択します。

• 上位システムが管理するシステム構成情報から，このホストの情報を削除します
中継マネージャの「サーバ本体機能」，「中継システム」，または「クライアント」が削
除された場合に表示されます。「はい」または「いいえ」を選択します。
「いいえ」を選択した場合，または「はい」を選択したが上位システムへの通知に失敗
した場合は，上位の配布管理システムで，アンインストールしたホストを削除してく
ださい。配布管理システムでのホストの削除方法については，「9.1　システム構成情
報の手動メンテナンス」を参照してください。

アンインストールが終了すると，［メンテナンスの完了］ダイアログボックスが表示され
ます。

1.4.2　アンインストール時の注意事項
JP1/NETM/DMをアンインストールするときの注意事項を次に示します。

●Windows NTでアンインストールする場合，Administrator権限，またはアンインス
トールするプログラムをインストールした管理者ユーザ名でログオンしてください。

● JP1/NETM/DMのプログラムを終了させてから，アンインストールを実行してくださ
い。JP1/NETM/DMのアイコングループから起動する JP1/NETM/DMのプログラム
実行時にアンインストールをすると，異常終了する場合があります。

●「Asset Information Manager Limited」がインストールされている場合，IIS Admin 
Servicesサービスを停止してからアンインストールを実行してください。
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●クライアントがインストールされたWindows NTで，1台の PCに複数のユーザがお
のおののユーザ IDでログオンしている場合，セットアップで「NETM_DM_Pスター
トアップフォルダを作成する」チェックボックスを選択すると，各人の
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダが作成されます。クライアントをアンイン
ストールしたときは，アンインストールを実行したユーザの［NETM_DM_Pスター
トアップ］フォルダだけが削除されます。その他のユーザは各自で［NETM_DM_P
スタートアップ］フォルダを削除してください。

● JP1/NETM/DM Clientと JP1/NETM/DM Manager，または JP1/NETM/DM Client
の中継システムとクライアントがインストールされている PCでは，アンインストー
ルを実行したプログラムの環境だけがアンインストールされます。もう一方のプログ
ラムの環境は削除されません。

● JP1/NETM/DM Client - Baseをアンインストールすると，JP1/NETM/DM Client - 
Baseのオプション製品も同時にアンインストールされます。

● JP1/NETM/DM Encryption Optionには，アンインストーラがありません。前提プロ
グラムである JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ），または JP1/NETM/DM 
Clientをアンインストールすると JP1/NETM/DM Encryption Optionもアンインス
トールされます。

●「Asset Information Manager Limited」を使用している場合，アンインストールして
も，インストールフォルダやファイル，Microsoft Internet Information Servicesの仮
想ディレクトリが削除されないで残ることがあります。再インストールする場合は，
残ったフォルダを削除してください。

●アンインストール時に，「上位システムが管理するシステム構成情報から，このホスト
の情報を削除します」に対して「はい」を選択した場合，そのホストのホスト識別子
管理ファイルが削除されるため，ホスト識別子が無効になります。

●「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースがMicrosoft SQL 
Serverまたは Oracleの場合，アンインストールしてもデータベース内のテーブルは
削除されません。削除するときは，DBMSの機能を使用して削除してください。
Embedded RDBを使用する場合は，アンインストールするとデータベース内のテーブ
ルも削除されます。アンインストールしたあとに使用する場合は，あらかじめバック
アップを取得しておいてください。
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2　 JP1/NETM/DM Managerをイ
ンストールする
この章では，JP1/NETM/DM Managerおよびコンポーネント
のインストール方法について説明します。

2.1　JP1/NETM/DM Managerのインストール手順

2.2　リモートインストールマネージャをインストールする

2.3　Asset Information Manager Limitedをインストールする

2.4　WSUSサーバへ JP1/NETM/DMをインストールする

2.5　JP1/Cm2ネットワークノードマネージャへ JP1/NETM/DMをインス
トールする
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
2.1　JP1/NETM/DM Managerのインストール手
順

JP1/NETM/DM Managerをマネージャまたは中継マネージャとしてインストールする手
順を図 2-1および図 2-2に示します。

図 2-1　JP1/NETM/DM Managerのインストール手順（1/2）
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-2　JP1/NETM/DM Managerのインストール手順（2/2）

インストールコンポーネントとして，「サーバ」のほかに「Asset Information Manager 
Limited」，「WSUS連携機能」，「パッケージャ」，「JP1/Cm2連携機能」，「JP1/Cm2連
携ゲートウェイサーバ」，または「リモートコントロールエージェント」を選択した場合
は，これらの設定もインストール時に行います。

「サーバ」の「リモートインストールマネージャ」は，「サーバ」とは別のマシンにイン
ストールできます。この場合，「サーバ本体機能」はインストールしません。「リモート
インストールマネージャ」のインストール手順については，「2.2　リモートインストー
ルマネージャをインストールする」を参照してください。

「Asset Information Manager Limited」は，「サーバ本体機能」とは別のマシンにインス
トールできます。ただし，前提コンポーネントとしてリモートインストールマネージャ
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が必要です。

「Asset Information Manager Limited」をインストールする場合の注意事項と，「Asset 
Information Manager Limited」を JP1/NETM/DMとは別のマシンにインストールする
手順については，「2.3　Asset Information Manager Limitedをインストールする」を参
照してください。

「WSUS連携機能」はWSUSサーバに，「JP1/Cm2連携機能」は JP1/Cm2ネットワー
クノードマネージャにインストールします。JP1/NETM/DM Managerのインストール媒
体からこれらのコンポーネントだけインストールする手順については，「2.4　WSUS
サーバへ JP1/NETM/DMをインストールする」，または「2.5　JP1/Cm2ネットワーク
ノードマネージャへ JP1/NETM/DMをインストールする」を参照してください。

また，「JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバ」は，「サーバ」の「サーバ本体機能」と同じ
PCにインストールしてください。

2.1.1　ログオン
Administrator権限を持ったユーザの名前でログオンしてください。このユーザが JP1/
NETM/DM Managerを操作するユーザになります。

2.1.2　インストーラの起動
提供媒体を CD-ROMドライブに入れ，起動したインストーラの指示に従ってインストー
ルを進めます。

インストーラを起動すると，JP1/NETM/DM Managerのインストールプログラムが起動
し，［JP1/NETM/DM Manager セットアップ］ダイアログボックスが表示されます。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-3　［JP1/NETM/DM Manager セットアップ］ダイアログボックス

［次へ］ボタンをクリックすると，インストールを続行します。インストールを中止する
ときは［キャンセル］ボタンをクリックします。また，以降のダイアログボックスで
［戻る］ボタンをクリックすると，一つ前のダイアログボックスに戻ります。

2.1.3　ユーザ登録
ユーザの名前と所属する会社名を［ユーザ登録］ダイアログボックスで登録します。

図 2-4　［ユーザ登録］ダイアログボックス
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
2.1.4　インストールディレクトリの設定
JP1/NETM/DM Managerをインストールするディレクトリを設定します。このダイアロ
グボックスは，新規インストール時だけ表示されます。バージョンアップ時は，既存の
インストールディレクトリに自動的にインストールされます。

図 2-5　［インストールディレクトリの設定］ダイアログボックス

デフォルトのインストール先は，C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDMです（C:は
OSがインストールされているドライブ名）。ただし，OSが 64ビット版のWindows 
Server 2008またはWindows Server 2003 (x64)のコンピュータにインストールする場
合，デフォルトのインストール先は C:¥Program Files (x86)¥Hitachi¥NETMDMにな
ります。この場合は，マニュアル中の「Program Files」を「Program Files (x86)」に置
き換えてお読みください。

デフォルトのインストール先ディレクトリを変更するときは，［参照］ボタンをクリック
してディレクトリを設定します。インストール先ディレクトリを変更するときの注意事
項を次に示します。

• インストール先ディレクトリは，半角英数字，半角スペース，および次に示す半角記
号で指定してください。
「_」「¥」「.」「:」「(」「)」
• インストール先ディレクトリの最後に，「¥」を付けないでください。例えば，
「C:¥NETMDM¥」のようには指定しないでください。
• インストール先ディレクトリにドライブ名だけを指定しないでください。例えば，
「C:」のようには指定しないでください。
• レジストリキー
「HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥FileSystem」
の「NtfsDisable8dot3NameCreation」の値が「1」である PCに JP1/Cm2連携機能
28



2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
をインストールする場合は，インストール先ディレクトリにスペースを含めないでく
ださい。スペースを含めると，JP1/Cm2連携機能を使用できません。

2.1.5　種別の選択
JP1/NETM/DM Managerの種別を選択します。マネージャとして使用する場合は，「マ
ネージャ」，中継マネージャとして使用する場合は「中継マネージャ」を選択してくださ
い。中継マネージャを選択した場合は，上位マネージャのホスト名または IPアドレスを
接続先の運用キーに従って設定してください。デフォルトは「マネージャ」です。

図 2-6　［種別の選択］ダイアログボックス

なお，バージョンアップ時の注意事項を次に示します。

• JP1/NETM/DM Managerが「中継マネージャ」としてインストールされていた場合，
「マネージャ」は選択できません。
• JP1/NETM/DM Clientがインストールされていた場合，「中継マネージャ」は選択で
きません。

2.1.6　データベースの選択
JP1/NETM/DM Managerの管理データベースとして使用するデータベースの種類を選択
します。このダイアログボックスは，「サーバ」，「Asset Information Manager 
Limited」，「JP1/Cm2連携機能」のどれかを初めてインストールする場合に表示されま
す。

選択できるデータベースの種類は次のとおりです。

● Embedded RDB
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
●Microsoft SQL Server

● Oracle※

注※　OSがWindows Server 2008の場合は表示されません。

図 2-7　［データベースの選択］ダイアログボックス

デフォルトは Embedded RDBです。Embedded RDBは，JP1/NETM/DM Managerに
あらかじめ組み込まれたデータベースです。

なお，JP1/NETM/DM Managerのインストールパスに半角かたかな，または全角文字が
含まれる場合，「Embedded RDB」は選択できません。

また，データベースに Embedded RDBを選択した場合，「Asset Information Manager 
Limited」をインストールするときは，「Asset Information Manager Limited」のインス
トール先のドライブの直下に「tmp」フォルダが作成されます。「tmp」フォルダは，
Embedded RDBを使用する場合に必要ですので，削除しないでください。

簡易データベースを使用した JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM Managerから上書
きインストールする場合に，「Embedded RDB」を選択できないときは，「付録 A.2　
データベースの種類の変更」の手順に従って JP1/NETM/DM Managerをインストール
してください。

2.1.7　コンポーネントの選択
インストールするコンポーネントおよびサブコンポーネントを選択します。バージョン
アップ時は，コンポーネントやサブコンポーネントの追加はできますが，すでにインス
トールされているものは削除できません。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-8　［コンポーネントの選択］ダイアログボックス

サーバの種別として「マネージャ」と「中継マネージャ」のどちらを選択したかで，表
示されるコンポーネントは異なります。マネージャの場合および中継マネージャの場合
の，それぞれにインストールできるコンポーネントについては，「1.1　プログラムの適
用 OSとコンポーネントの構成」を参照してください。

サブコンポーネントは，コンポーネント名の下にツリー形式で表示されます。

2.1.8　プログラムフォルダの選択
JP1/NETM/DM Managerのアイコンの登録先となるプログラムフォルダを選択します。
このダイアログボックスは，新規インストール時だけ表示されます。バージョンアップ
時は，既存のプログラムフォルダが自動的に使用されます。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-9　［プログラムフォルダの選択］ダイアログボックス

デフォルトでは，［JP1_NETM_DM Manager］グループにアイコンが登録されます。既
存のプログラムフォルダから選択したり，新しいプログラムフォルダを作成したりでき
ます。ただし，プログラムフォルダには「¥」を使用したフォルダ名を指定しないでくだ

さい。

［次へ］ボタンをクリックするとインストールを続行します。

2.1.9　ワークディレクトリの設定
中継マネージャを選択して，「サーバ」の「サーバ本体機能」をインストールする場合に
表示されます。各項目の右側の［変更］ボタンをクリックすると，それぞれのワーク
ディレクトリを変更できます。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-10　［ワークディレクトリの設定］ダイアログボックス

（1） ワークディレクトリの変更

中継マネージャがリモートインストールまたはリモートコレクト時に使用するための，
各デフォルトワークディレクトリを変更できます。ワークディレクトリは，半角英数字，
半角かたかな，半角スペース，および次に示す半角記号で指定してください。

「_」「¥」「.」「:」「(」「)」

変更後，［OK］ボタンをクリックすると［ワークディレクトリの設定］ダイアログボッ
クスに戻ります。

図 2-11　［ワークディレクトリの変更］ダイアログボックス

インストールワークディレクトリ
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
中継マネージャのクライアント機能が，パッケージをインストールするときに使用
します。インストールするパッケージと同じ容量が必要です。通常，空き容量が 50
メガバイト以上のドライブを指定することをお勧めします。

インストール失敗時のリストア用バックアップディレクトリ
中継マネージャのクライアント機能が，リモートインストールするソフトウェアの
バックアップを保存するときに使用します。

リモートコレクトディレクトリ
中継マネージャがリモートコレクトしたファイルを一時的に保管するときに使用し
ます。

（2） 日立 PPインストールワークディレクトリの変更

日立プログラムプロダクトのインストールワークディレクトリ（NETMDMWKディレ
クトリ）のドライブを変更できます。設定したあとに［OK］ボタンをクリックすると
［ワークディレクトリの設定］ダイアログボックスに戻ります。

図 2-12　［日立 PPインストールワークディレクトリの変更］ダイアログボックス

日立 PPインストールワークディレクトリ作成ドライブ
日立プログラムプロダクトのインストールに使用するワークディレクトリを作成す
るドライブを選択してください。なお，ネットワークドライブは指定しないでくだ
さい。ネットワークドライブを指定した場合，動作は保証されません。

日立 PPインストール時に作成・削除する
日立プログラムプロダクトをインストールしたあと，ワークディレクトリを削除す
るかどうかを選択できます。ワークディレクトリを削除する場合は，「日立 PPイン
ストール時に作成・削除する」チェックボックスをオンにします。デフォルトはオ
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
ンです。
「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックスをオンにした場合の
注意事項を次に示します。
• Windows NTで，「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックス
をオンにする場合，作成したドライブの「読み取り」，「書き込み」，および「削
除」のアクセス権が必要です。これらのアクセス権が設定されていないと日立プ
ログラムプロダクトのインストールが失敗します。

•「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックスをオンにした場合
でも，インストールしたあとに NETMDMWKディレクトリが残るときがありま
す。その場合，PCの再起動時，またはポーリング時に削除されます。

2.1.10　データベースの設定
JP1/NETM/DMが管理する情報を記録するデータベースを選択し，データベースを使用
するために必要な情報を設定します。このダイアログボックスは，「サーバ」，「Asset 
Information Manager Limited」，または「JP1/Cm2連携機能」のどれかを初めてインス
トールする場合に表示されます。使用するデータベースによって，表示されるダイアロ
グボックスは異なります。

（1） Embedded RDBの場合

［データベースの選択］ダイアログボックスで「Embedded RDB」を選択した場合は，
次の画面が表示されます。

図 2-13　［データベースの設定］ダイアログボックス（Embedded RDBの場合）

ポート番号
Embedded RDBへ接続するためのポート番号を指定します。デフォルトは 30008
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
です。

管理者ユーザ ID
Embedded RDBへ接続するためのログイン IDを指定します。先頭が英字の 8文字
以内の半角英数字で指定します。デフォルトは「netmdm」です。

パスワード
Embedded RDBへ接続するためのパスワードを入力します。先頭が英字の 30文字
以内の半角英数字で入力します。なお，スペースは使用できません。

パスワード再入力
「パスワード」で入力した内容を，もう一度入力します。

（2） Microsoft SQL Serverの場合

［データベースの選択］ダイアログボックスで「Microsoft SQL Server」を選択した場合
は，次の画面が表示されます。

図 2-14　［データベースの設定］ダイアログボックス（Microsoft SQL Serverの場合）

データベースサーバのホスト名
Microsoft SQL Serverのホスト名を指定します。デフォルトは自ホスト名です。
名前付きインスタンスを使用する場合は，次の形式でホスト名を指定してください。
入力できるホスト名の長さは，インスタンス名も含めて半角で 64文字以内です。
データベースサーバのホスト名¥インスタンス名

データベース名
データベースの名称を指定します。デフォルトは「NETMDM」です。

管理者ユーザ ID
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
Microsoft SQL Serverへ接続するためのログイン IDを指定します。

パスワード
Microsoft SQL Serverへ接続するためのパスワードを入力します。入力できる長さ
は，半角で 30文字以内です。

（3） Oracleの場合

［データベースの選択］ダイアログボックスで「Oracle」を選択した場合は，次の画面が
表示されます。

図 2-15　［データベースの設定］ダイアログボックス（Oracleの場合）

データベースサーバのホスト名
Oracle Database Serverのホスト名を指定します。デフォルトは自ホスト名です。

SID
Oracle SIDを指定します。デフォルトは「NETM」です。

管理者ユーザ ID
Oracleへ接続するためのログイン IDを指定します。

パスワード
Oracleへ接続するためのパスワードを入力します。入力できる長さは，半角で 30
文字以内です。

2.1.11　パッケージの格納先の設定
サーバをインストールする場合，パッケージを格納するデータベースや格納先ディレク
トリを設定します。JP1/NETM/DMの管理情報の記録に使用するデータベースの種類に
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
よって，表示されるダイアログボックスは異なります。

（1） Embedded RDBまたは Oracleの場合

［データベースの選択］ダイアログボックスで「Embedded RDB」または「Oracle」を
選択し，「サーバ」の「サーバ本体機能」をインストールする場合，［パッケージ格納
ディレクトリの設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 2-16　［パッケージ格納ディレクトリの設定］ダイアログボックス

ここでは，パッケージを保管するディレクトリを設定します。デフォルトのパッケージ
格納ディレクトリを変更するときは，［参照］ボタンをクリックして，パッケージ格納
ディレクトリを設定します。

（2） Microsoft SQL Serverの場合

［データベースの選択］ダイアログボックスで「Microsoft SQL Server」を選択し，
「サーバ」の「サーバ本体機能」をインストールする場合，［パッケージ格納方法の選択］
ダイアログボックスが表示されます。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-17　［パッケージ格納方法の選択］ダイアログボックス

JP1/NETM/DMの管理情報の記録にMicrosoft SQL Serverを使用する場合は，パッ
ケージの格納先をリレーショナルデータベース（Microsoft SQL Server）にするか，ま
たはファイルシステムにするか選択できます。ファイルシステムの使用を推奨しますが，
Microsoft SQL Serverをパッケージ格納データベースに使用してもかまいません。デ
フォルトは「ファイルシステム」です。

「ファイルシステム」を選択した場合は，パッケージの格納ディレクトリを指定してくだ
さい。

パッケージ格納ディレクトリ
デフォルトのパッケージ格納ディレクトリを変更するときは，［参照］ボタンをク
リックして，パッケージ格納ディレクトリを設定します。

（3） パッケージの格納先設定時の注意事項

バージョンアップ時やインストール内容の変更時にパッケージの格納先を変更する場合
は，次の点に注意してください。

●変更前のパッケージ格納ディレクトリに格納されているパッケージデータは，変更後
のパッケージ格納ディレクトリへ移動する必要があります。
パッケージを移動しない場合，以前に作成したリモートインストールのジョブなどが
エラーになります。

●パッケージの格納先をリレーショナルデータベースからファイルシステムに変更した
場合，インストールが完了したあとに，データベースマネージャから「データベース
上の資源をファイルシステムに移行する」を実行してください。データベースマネー
ジャでの操作方法については，「7.5.3　データベース上の資源をファイルシステムに
移行する（Microsoft SQL Server）」を参照してください。
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2.1.12　ソフトウェア操作履歴格納ディレクトリの設定
ソフトウェアの稼働状況を監視して操作履歴を取得する場合に，クライアントごとの操
作履歴を格納するディレクトリを設定します。このダイアログボックスは，「サーバ」の
「サーバ本体機能」をインストールする場合に表示されます。

図 2-18　［ソフトウェア操作履歴格納ディレクトリの設定］ダイアログボックス

操作履歴を格納するには多くのディスク容量が必要です。そのため，操作履歴格納用の
ドライブを用意することをお勧めします。

操作履歴格納ディレクトリに，「D:¥」のようなドライブ直下は設定できません。デフォ
ルトの操作履歴格納ディレクトリを変更する場合は，［参照］ボタンをクリックして，操
作履歴格納ディレクトリを設定します。

操作履歴格納ディレクトリにネットワークドライブを指定する場合，UNC形式（¥¥
ネットワークドライブ名 ¥共有名）で指定してください。例えば，
G:¥NETM¥MONITORINGのようなドライブ文字が割り当てられている形式は指定で
きません。また，ネットワークドライブは半角で 127文字（全角で 63文字）以内で指定
してください。半角記号は「-」，「_」，「¥」，「.」，「:」，「(」，および「)」を指定できます。
なお，操作履歴格納ディレクトリには実在するディレクトリを指定してください。

インストールしたあとに操作履歴格納ディレクトリを変更したい場合は，再度インス
トーラを起動して設定し直してください。なお，操作履歴格納ディレクトリを変更する
場合は，操作履歴を移行する必要があります。操作履歴の移行については，マニュアル
「運用ガイド 1」の「6.10　ソフトウェアの稼働監視時の注意事項」を参照してください。

操作履歴は，このパネルで設定したディレクトリの下に作成される OPERATIONディレ
クトリ下に，クライアントごとに格納されます。クライアント 1台当たりの操作履歴の
容量は，操作内容によって異なります。ファイル操作の履歴を取得する場合は，1日に約
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
4メガバイト，取得しない場合は約 1メガバイトです。

2.1.13　ネットワーク接続情報の設定
操作履歴格納ディレクトリまたは操作履歴退避ディレクトリにネットワークドライブを
使用する場合に，ネットワークドライブに接続するための認証情報を設定します。操作
履歴格納ディレクトリにローカルドライブを指定した場合は，設定不要です。設定する
認証情報の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「2.5.3　操作履歴の取
得」を参照してください。

なお，ここで設定した認証情報は，セットアップの［ネットワーク接続］パネルで変更
できます。

図 2-19　［ネットワーク接続情報の設定］ダイアログボックス

ログイン ID
ネットワークドライブに接続するためのログイン IDを，半角で 30文字以内の英数
字および記号で指定します。ただし，次に示す半角記号は使用できません。
「¥」，「/」，「*」，「:」，「;」，「,」，「+」，「<」，「=」，「>」，「?」，「|」，「[」，「]」
なお，操作履歴格納ディレクトリおよび操作履歴退避ディレクトリにネットワーク
ドライブを指定する場合は，パスワードおよびドメイン名も必ず指定してください。

パスワード
ネットワークドライブに接続するためのパスワードを，半角で 30文字以内の英数字
および記号で指定します。なお，スペースは使用できません。

ドメイン名
ネットワークドライブに接続するためのドメイン名を，半角で 127文字以内の英数
字および記号で指定します。ただし，次に示す半角記号は使用できません。
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「¥」，「/」，「*」，「:」，「;」，「,」，「+」，「<」，「=」，「>」，「?」，「|」，「[」，「]」

2.1.14　サービスの設定
サービスのスタートアップの種類を設定します。ここでの設定内容は，［コントロールパ
ネル］の［管理ツール］－［サービス］で Remote Install Serverのプロパティを表示し
たときの内容と同じです。

このダイアログボックスは，「サーバ」の「サーバ本体機能」を初めてインストールする
場合に表示されます。すでに Remote Install Serverサービスが存在する場合，このダイ
アログボックスは表示されません。

図 2-20　［サービスの設定］ダイアログボックス

スタートアップの種類
「自動」または「手動」を選択します。デフォルトは「自動」です。

2.1.15　運用キーの設定
ネットワーク上でホストを管理したり，あて先を識別したりするためのキー（運用キー）
を設定します。このダイアログボックスは，「サーバ」の「サーバ本体機能」，または
「Asset Information Manager Limited」をインストールする場合に表示されます。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-21　［運用キーの設定］ダイアログボックス

運用キーには，ノード識別キーとホスト識別子があります。「キー項目」では，ノード識
別キーを選択します。「ホスト識別子の使用」では，ホスト識別子の使用の有無を設定し
ます。

キー項目
ホスト間で通信するときに，通信する相手先ホストを決定する情報の種類を「ホス
ト名」または「IPアドレス」で指定します。相手先ホストの運用キーの設定に合わ
せて「ホスト名」または「IPアドレス」のどちらかを指定してください。デフォル
トは「ホスト名」です。ホスト名を選択した場合は，「アドレス解決できないあて先
へのジョブ」を設定してください。
なお，JP1 Version 7iの簡易データベースを使用している環境から，JP1 Version 8
へ移行する場合に，運用キーを変更するときは，あらかじめ幾つかの情報を削除し
ておく必要があります。削除する情報については，「4.2.8(2)　キー項目を変更する
場合の注意事項」を参照してください。

アドレス解決できないあて先へのジョブ
ジョブ実行時にあて先のアドレス解決ができなかった場合に，そのジョブをエ
ラーとするかどうかを選択します。デフォルトは「エラーとしない」です。「エ
ラーとしない」を選択した場合，アドレス解決ができないジョブの実行状態は
「実行待ち」となります。実在しないあて先へのジョブの実行状態も「実行待
ち」のまま変化しません。
WINSサーバを使用している環境では，ジョブ実行時にクライアント PCの電
源が OFFの場合，あて先のアドレス解決ができません。したがって「エラーと
する」設定では，休日や夜間にジョブを実行してシステム起動時ポーリングで
インストールする運用ができなくなります。このような場合は，「エラーとしな
い」を設定してください。
なお，「エラーとしない」を選択した場合，実行したジョブにアドレス解決でき
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ないあて先が含まれていると，リモートインストールマネージャの動作が遅く
なるなどの影響があります。

ホスト識別子の使用
JP1/NETM/DMのシステム全体で，ホストを一意に管理する情報としてホスト識別
子を使用するかどうかを選択します。デフォルトは「する」です。

2.1.16　同時接続下位システム数の設定
JP1/NETM/DM Managerの直下に接続するシステムの数を設定します。このダイアログ
ボックスは，「サーバ」の「サーバ本体機能」をインストールする場合に表示されます。

図 2-22　［同時接続下位システム数の設定］ダイアログボックス

設定する値は，次の計算式に従って算出してください。

同時接続下位システム数＝
直接接続するシステム数＋接続するパッケージャ数× 2

なお，選択したデータベースの種類によって，指定できる同時接続下位システム数の範
囲が異なります。

この設定によって，同時に接続する下位システムの数を絞り込むことができます。指定
した値を超えた下位システムからの接続は拒否されます。設定した値は，具体的には
socketコネクションの数となります。socketコネクションの確立から解放までの間，カ

データベース 最小値 最大値 デフォルト

Embedded RDB 4 100 30

Microsoft SQL Serverまたは Oracle 4 256 50
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ウントアップされています。

ここで設定した値は，セットアップ時に変更できます。ネットワークのトラフィックが
高くなり，パケットの衝突が多いときには，この指定値を小さくして下位システムの同
時接続数を減らすことで，トラフィックを下げることができます。

2.1.17　ユーザ管理の設定
JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理するかどうかを選択します。この
ダイアログボックスは，「サーバ」の「サーバ本体機能」をインストールする場合に表示
されます。

図 2-23　［ユーザ管理の設定］ダイアログボックス

JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する場合は，チェックボックスを
オンにしてください。デフォルトはチェックボックスがオフです。

2.1.18　接続先の設定（リモートインストールマネージャ）
サーバとは別の PCに「サーバ」のリモートインストールマネージャ機能だけをインス
トールする場合は，接続先サーバを設定するための［接続先の設定］ダイアログボック
スが表示されます。このダイアログボックスで，リモートインストールマネージャから
接続するサーバを設定します。接続するサーバには，リモートインストールマネージャ
と同じバージョンのサーバを設定してください。接続先は，リモートインストールマ
ネージャの起動時に変更できます。
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図 2-24　［接続先の設定］ダイアログボックス

接続先には，「サーバ」の「サーバ本体機能」がインストールされている PCのホスト名
または IPアドレスを指定してください。デフォルトは「なし」です。

なお，リモートインストールマネージャだけをインストールした PCでは，セットアッ
プの［データベース環境］パネルの設定は無効です。接続先の PCでの設定が有効にな
ります。

2.1.19　AMT連携機能の設定
「AMT連携機能」を使用して，クライアントを制御するために必要な情報を設定します。
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図 2-25　［AMT連携機能の設定］ダイアログボックス

AMT管理ユーザ
クライアントの AMTにアクセスするための情報を設定します。ユーザ名とパス
ワードは，クライアントでの設定と合わせる必要があります。

ユーザ名
クライアントの AMTにアクセスするためのユーザ名を，半角 60文字以内で指
定します。

パスワード
クライアントの AMTにアクセスするためのパスワードを，半角 60文字以内で
指定します。

2.1.20　Asset Information Manager Limitedの仮想ディレクト
リの設定

「Asset Information Manager Limited」を初めてインストールする場合，「Asset 
Information Manager Limited」の仮想ディレクトリの設定画面が表示されます。

ここでは，「Asset Information Manager Limited」の実行時に必要なデータや，ログ
ファイルなどが格納される，「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレクト
リを設定します。
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図 2-26　［Asset Information Manager Limitedの仮想ディレクトリの設定］ダイアログ
ボックス

「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレクトリに設定するディレクトリを
絶対パスで指定します。デフォルトのパスを変更する場合は，［参照］ボタンをクリック
してパスを設定します。

インストールが完了すると，「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレクト
リは，「既定のWebサイト」に作成されます。仮想ディレクトリの名称は「jp1asset」と
なります。

なお，「既定のWebサイト」以外のWebサイトに「Asset Information Manager 
Limited」の仮想ディレクトリを設定したい場合は，インストールしたあとに「Asset 
Information Manager Limited」のセットアップから変更します。「Asset Information 
Manager Limited」のセットアップについては，「10.1　Asset Information Manager 
Limitedをセットアップする」を参照してください。

「Asset Information Manager Limited」のインストール方法の詳細については，「2.3　
Asset Information Manager Limitedをインストールする」を参照してください。

2.1.21　WSUS連携機能の設定
WSUSサーバに「WSUS連携機能」をインストールする場合にこのダイアログボックス
が表示されます。「WSUS連携機能」のインストール方法の詳細については，「2.4　
WSUSサーバへ JP1/NETM/DMをインストールする」を参照してください。

ここでは，WSUSサーバのMicrosoft Internet Information Servicesに JP1/NETM/DM
が連携するためのWebサイトと仮想ディレクトリを設定します。
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図 2-27　［WSUS連携機能の設定］ダイアログボックス

Webサイト名
すでに存在するWebサイト名を指定してください。デフォルトは「既定の Web サ
イト」です。

仮想ディレクトリ
新規に作成する仮想ディレクトリ名を指定してください。デフォルトは「netmWS」
です。

2.1.22　接続先の設定（パッケージャ）
パッケージャの接続先の設定をします。このダイアログボックスは，「パッケージャ」を
インストールする場合に表示されます。

なお，接続先はパッケージャの起動時に変更できます。
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図 2-28　［接続先の設定］ダイアログボックス

製品種別
「JP1/NETM/DM Manager」または「JP1/NETM/DM Client（中継システム）また
は JP1/NETM/DM SubManager」のどちらかを選択します。デフォルトは「JP1/
NETM/DM Manager」です。

接続先
パッケージャの接続先のホスト名または IPアドレスを指定してください。デフォル
トは「なし」です。

2.1.23　JP1/Cm2連携機能の設定
「JP1/Cm2連携機能」をインストールする場合，JP1/Cm2連携機能の設定画面が表示さ
れます。設定内容を次に説明します。「JP1/Cm2連携機能」のインストール手順につい
ては，「2.5　JP1/Cm2ネットワークノードマネージャへ JP1/NETM/DMをインストー
ルする」を参照してください。

（1） JP1/NETM/DM接続ホスト名の設定

JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmが接続する JP1/NETM/DM Managerのホス
ト名または IPアドレスを指定します。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。
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図 2-29　［JP1/NETM/DM接続ホスト名の設定］ダイアログボックス

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmは，設定した JP1/NETM/DM Managerの管
理情報へアクセスします。接続先の JP1/NETM/DM Managerには，「JP1/Cm2連携
ゲートウェイ」がインストールされている必要があります。

（2） JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバとの接続用ポート番号の設定

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmが JP1/NETM/DM Managerとの接続に使用
するポート番号を指定します。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。
51



2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
図 2-30　［JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバとの接続用ポート番号の設定］ダイアログ
ボックス

「ポート番号」には，JP1/NETM/DM Managerセットアップの［サーバセットアップ］
ダイアログボックスの，［JP1/Cm2連携］タブに設定したポート番号と同じ値を設定し
てください。JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmから JP1/NETM/DM Manager
の管理情報へアクセスする場合に使用します。デフォルトは 20049です。

2.1.24　JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバの設定
JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmから，JP1/Cm2連携機能によって JP1/
NETM/DM Managerに接続する場合，JP1/NETM/DM Manager側に「JP1/Cm2連携
ゲートウェイサーバ」をインストールする必要があります。「JP1/Cm2連携ゲートウェ
イサーバ」のインストール時の設定について説明します。

（1） JP1/Cm2連携機能との接続用ポート番号の設定

JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバが，JP1/Cm2連携機能との接続に使用するポート番
号を指定します。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。
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図 2-31　［JP1/Cm2連携機能との接続用ポート番号の設定］ダイアログボックス

「ポート番号」には，JP1/Cm2連携機能のインストール時に［JP1/Cm2連携ゲートウェ
イサーバとの接続用ポート番号の設定］ダイアログボックスで設定するポート番号と同
じ値を設定してください。デフォルトは 20049です。

2.1.25　リモートコントロールエージェントの注意事項の確
認

新規に「リモートコントロールエージェント」をインストールする場合，［注意事項］ダ
イアログボックスが表示されます。［注意事項］ダイアログボックスの内容は，Windows 
Server 2008，Windows Vista，Windows Server 2003，Windows XP，またはWindows 
2000にインストールする場合と，Windows NT 4.0，Windows Me，またはWindows 98
にインストールする場合とで異なります。

表示されるダイアログボックスについては，「3.1.16　リモートコントロールエージェン
トの注意事項の確認」を参照してください。注意事項の詳細は，マニュアル「JP1/
NETM/Remote Control」を参照してください。

2.1.26　インストール内容の確認
設定したコンポーネントの内容が［インストールの確認］ダイアログボックスに表示さ
れるので，確認します。
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図 2-32　［インストールの確認］ダイアログボックス

設定内容に変更が必要な場合は，［戻る］ボタンをクリックして，該当するダイアログ
ボックスを表示し，変更してください。

表示された設定内容でよい場合は，［次へ］ボタンをクリックしてください。インストー
ルが開始されます。

2.1.27　インストールの終了
インストールが終了すると，［インストール終了］ダイアログボックスが表示されます。
［インストール終了］ダイアログボックスには次の 2種類があり，インストール状態に
よって適切な方が表示されます。

●通常の場合
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図 2-33　［インストール終了］ダイアログボックス（通常の場合）

「データベースマネージャの起動」，「Asset Information Manager Limitedセットアッ
プの起動」，および「リモートコントロールエージェントセットアップの起動」のう
ち，インストールが終了したあとに行いたい操作のチェックボックスをオンにし，［完
了］ボタンをクリックしてください。

●再起動が必要な場合

図 2-34　［インストール終了］ダイアログボックス（再起動が必要な場合）

インストールしたあとに再起動が必要な場合は，このダイアログボックスが表示され
ます。すぐ再起動するかあとで再起動するかを選択し，CD-ROMドライブから
CD-ROMを取り出して［完了］ボタンをクリックしてください。
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2.2　リモートインストールマネージャをインス
トールする

「サーバ」のリモートインストールマネージャ機能だけを，サーバとは別の PCにインス
トールする場合の手順を次の図に示します。この場合，「サーバ」の「サーバ本体機能」
はインストールしません。接続するサーバには，リモートインストールマネージャと同
じバージョンのサーバを設定してください。
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図 2-35　リモートインストールマネージャ機能のインストール手順

インストールコンポーネントとして，「サーバ」のほかに「パッケージャ」または「リ
モートコントロールエージェント」も選択した場合は，これらの設定もインストール時
に行います。

各手順の詳細については，「2.1　JP1/NETM/DM Managerのインストール手順」を参照
してください。
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2.3　Asset Information Manager Limitedをイン
ストールする

「Asset Information Manager Limited」を，「サーバ」とは別の PCにインストールする
場合の手順を次の図に示します。

図 2-36　「Asset Information Manager Limited」のインストール手順

「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレクトリの設定については，「2.1.20
　Asset Information Manager Limitedの仮想ディレクトリの設定」を参照してくださ
い。

JP1/NETM/Asset Information Managerがインストールされているコンピュータには，
「Asset Information Manager Limited」はインストールできません。
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（1） インストール前の作業

「Asset Information Manager Limited」をインストールする前に，次の作業を実施して
ください。

•「リモートインストールマネージャ」も合わせてインストールする。
「Asset Information Manager Limited」を，「サーバ」とは別の PCにインストールす
る場合に必要です。

• Microsoft Internet Information Servicesをインストールする。
• サービス「Task Scheduler」を起動する。
•「Asset Information Manager Limited」のサービス，コマンドおよびタスクを停止す
る。
「Asset Information Manager Limited」のサービスは，新規インストールの場合，
World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishingを停止して
ください。
上書きインストールの場合は次に示す順で停止してください。
1. World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishing
2. Asset Information Synchronous Service
3. JP1/NETM/Client Security Control - Manager（JP1/NETM/CSCと連携している
場合）

また，操作を実行したあとに「Asset Information Manager Limited」を使用するとき
は，停止時と逆の順でサービスを起動してください。

• 32ビットのアプリケーションを動作させるための設定をする。
64ビット版のWindows Server 2008およびWindows Server 2003 (x64)に「Asset 
Information Manager Limited」をインストールする場合は，32ビットのアプリケー
ションを動作させるための設定が必要です。
コマンドプロンプトで，カレントディレクトリを
%windir%¥Inetpub¥AdminScriptsに移動したあと，次のコマンドを実行してく

ださい。
cscript.exe adsutil.vbs set W3SVC/AppPools/Enable32BitAppOnWin64 

"true"

64ビット版のWindows Server 2008の場合は，管理者権限でコマンドプロンプトを
起動してください。

• Microsoft Internet Information Services 7.0を使用する場合，仮想ディレクトリが自
動作成されるよう，「Asset Information Manager Limited」をインストールする前に
必要な役割サービスをインストールしておくことをお勧めします。「Asset 
Information Manager Limited」をインストールしたあとで必要な役割サービスをイ
ンストールしても，仮想ディレクトリが自動作成されないので注意してください。役
割サービスのインストール方法については，「10.6.2(1)　役割サービスのインストー
ル」を参照してください。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
（2） Asset Information Manager Limitedの環境設定

「Asset Information Manager Limited」を使用してソフトウェアの稼働状況を管理する
には，「Asset Information Manager Limited」をインストールしたあとに，「Asset 
Information Manager Limited」の環境設定が必要です。

「Asset Information Manager Limited」の環境設定については，「10.1　Asset 
Information Manager Limitedをセットアップする」を参照してください。
60



2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
2.4　WSUSサーバへ JP1/NETM/DMをインス
トールする

ここでは，WSUSサーバに「WSUS連携機能」をインストールする方法について説明し
ます。

JP1/NETM/DMのインストール媒体から「WSUS連携機能」をインストールする手順を
次の図に示します。この図では，［コンポーネントの選択］ダイアログボックスで
「WSUS連携機能」だけ選択した場合の流れを示しています。

図 2-37　WSUS連携機能のインストール手順

WSUS連携機能の設定の詳細については，「2.1.21　WSUS連携機能の設定」を参照し
てください。

なお，JP1/NETM/DMの「WSUS連携機能」は，JP1/NETM/Asset Information 
Managerと共通するコンポーネントです。すでにWSUSサーバに JP1/NETM/Asset 
Information Managerのコンポーネント「WSUS連携」がインストールされている場合
は，インストール不要です。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
2.5　JP1/Cm2ネットワークノードマネージャ
へ JP1/NETM/DMをインストールする

ここでは，JP1/Cm2ネットワークノードマネージャへ「JP1/Cm2連携機能」をインス
トールする方法について説明します。

インストールは，必ず JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmのサービスを起動し
たあとに実行してください。

JP1/NETM/DM Managerのインストール媒体から「JP1/Cm2連携機能」をインストー
ルする手順を次の図に示します。この図では，［コンポーネントの選択］ダイアログボッ
クスで「JP1/Cm2連携機能」だけ選択した場合の流れを示しています。

図 2-38　JP1/Cm2連携機能のインストール手順

レジストリキー
「HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥FileSystem」の
「NtfsDisable8dot3NameCreation」の値が「1」である PCに JP1/Cm2連携機能をイン
ストールする場合は，インストール先ディレクトリにスペースを含めないでください。
スペースを含めると，JP1/Cm2連携機能を使用できません。
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2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする
JP1/Cm2連携機能の設定の詳細については，「2.1.23　JP1/Cm2連携機能の設定」を参
照してください。
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3　 JP1/NETM/DM Clientをイン
ストールする
この章では，JP1/NETM/DM Clientを中継システムまたはク
ライアントとしてインストールする方法について説明します。
また，JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品をイン
ストールする方法についても説明します。

3.1　JP1/NETM/DM Clientのインストール手順

3.2　JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品をインストールする

3.3　JP1/NETM/DM Clientのインストールに失敗したときの対処
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
3.1　JP1/NETM/DM Clientのインストール手順

JP1/NETM/DM Clientは，インストール時に中継システムとして使用するか，クライア
ントとして使用するかを選択します。

JP1/NETM/DM Client - Baseも JP1/NETM/DM Clientと同じ手順でインストールしま
す。ここでは，JP1/NETM/DM Clientと JP1/NETM/DM Client - Baseを特に区別する
必要がない場合，総称して JP1/NETM/DM Clientと呼びます。

なお，JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品のインストール方法については，
「3.2　JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品をインストールする」を参照して
ください。

JP1/NETM/DM Clientを中継システムまたはクライアントとしてインストールする手順
を次の図に示します。
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図 3-1　JP1/NETM/DM Clientのインストール手順

インストールコンポーネントとして，「中継システム」および「クライアント」のほかに
「パッケージャ」または「リモートコントロールエージェント」を選択した場合は，これ
らの設定もインストール時に行います。

JP1/NETM/DM Clientのプレインストール機能を使うと，1台の PCでクライアント環
境を作成し，そのハードディスクをコピーするだけでインストールを完了できます。
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
JP1/NETM/DM Clientのプレインストール機能を使ったインストール方法については，
「1.2.3　プレインストール機能を使用した JP1/NETM/DM Client（クライアント）のイ
ンストール方法」を参照してください。

次に，各手順を説明します。

3.1.1　ログオン
Windows NTの場合，Administrator権限を持ったユーザの名前でログオンしてくださ
い。このユーザが JP1/NETM/DM Clientを操作するユーザになります。ただし，インス
トールしたあとにセットアップで「一般ユーザ権限で使用する」の設定を有効にした場
合は，インストールしたユーザ以外のユーザでも JP1/NETM/DM Clientを使用できま
す。

Windows MeまたはWindows 98の場合は，どのユーザとしてログオンしてインストー
ルしてもかまいません。また，インストールしたユーザ以外でも JP1/NETM/DM Client
を使用できます。

3.1.2　インストーラの起動
提供媒体を CD-ROMドライブに入れ，起動したインストーラの指示に従ってインストー
ルを進めます。

インストーラを起動すると，JP1/NETM/DM Clientのインストールプログラムが起動
し，［JP1/NETM/DM Client セットアップ］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-2　［JP1/NETM/DM Client セットアップ］ダイアログボックス

［次へ］ボタンをクリックし，インストールを続行します。インストールを中止するとき
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
は［キャンセル］ボタンをクリックします。また，以降で説明するダイアログボックス
で［戻る］ボタンをクリックすると，一つ前のダイアログボックスに戻ります。

3.1.3　ユーザ登録
ユーザの名前と所属する会社名を［ユーザ登録］ダイアログボックスで登録します。

図 3-3　［ユーザ登録］ダイアログボックス

3.1.4　インストールディレクトリの設定
JP1/NETM/DM Clientをインストールするディレクトリを設定します。このダイアログ
ボックスは，新規インストール時だけ表示されます。バージョンアップ時は，既存のイ
ンストールディレクトリに自動的にインストールされます。
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
図 3-4　［インストールディレクトリの設定］ダイアログボックス

デフォルトのインストール先は，C:¥Program Files¥HITACHI¥NETMDMPです（C:
は OSがインストールされているドライブ名）。ただし，OSが 64ビット版のWindows 
Server 2008またはWindows Server 2003 (x64)のコンピュータにインストールする場
合，デフォルトのインストール先は C:¥Program Files (x86)¥HITACHI¥NETMDMPに
なります。この場合は，マニュアル中の「Program Files」を「Program Files (x86)」に
置き換えてお読みください。

デフォルトのインストール先ディレクトリを変更するときは，［参照］ボタンをクリック
して，インストール先ディレクトリを設定します。インストール先ディレクトリを変更
するときの注意事項を次に示します。

• インストール先ディレクトリにネットワークドライブを指定しないでください。ネッ
トワークドライブを指定すると，JP1/NETM/DM Clientの動作は保証されません。

• インストール先ディレクトリは，半角英数字，半角かたかな，半角スペース，および
次に示す半角記号で指定してください。
「_」「¥」「.」「:」「(」「)」
• インストール先ディレクトリの最後に，「¥」を付けないでください。例えば，
「C:¥NETMDM¥」のようには指定しないでください。
• インストール先ディレクトリにドライブ名だけを指定しないでください。例えば，
「C:」のようには指定しないでください。

3.1.5　種別の選択
JP1/NETM/DM Clientの種別を選択します。中継システムとして使用する場合は「中継
システム」，クライアントとして使用する場合は「クライアント」を選択してください。

なお，OSがWindows MeまたはWindows 98の場合は「中継システム」をインストー
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
ルできません。「クライアント」だけインストールされるため，このダイアログボックス
は表示されません。

図 3-5　［種別の選択］ダイアログボックス

3.1.6　コンポーネントの選択
インストールするコンポーネントおよびサブコンポーネントを選択します。バージョン
アップ時は，コンポーネントやサブコンポーネントの追加はできますが，すでにインス
トールされているものは削除できません。なお，「中継システム」と「クライアント」
で，表示されるコンポーネントが異なります。
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
（1） 「中継システム」の場合に表示されるコンポーネント

図 3-6　［コンポーネントの選択］ダイアログボックス（中継システムの場合）

サブコンポーネントは，コンポーネント名の下にツリー形式で表示されます。

コンポーネント選択時の注意事項を次に示します。

●「中継システム本体機能」を選択すると，「クライアント」が無条件にインストールさ
れます。

●「中継システム」の「リモートインストールマネージャ」を選択するには，「中継シス
テム」を選択する必要があります。

● JP1/NETM/DM Client - Baseの場合，次のコンポーネントは表示されません。
•「リモートコントロールエージェント」
この機能を使用する場合は，JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureをイ
ンストールしてください。
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
（2） 「クライアント」の場合に表示されるコンポーネント

図 3-7　［コンポーネントの選択］ダイアログボックス（クライアントの場合）

サブコンポーネントは，コンポーネント名の下にツリー形式で表示されます。

コンポーネント選択時の注意事項を次に示します。

●「クライアント」のサブコンポーネントを選択するには，「クライアント」を選択する
必要があります。

●オンラインヘルプだけのインストールはできません。

● JP1/NETM/Remote Control Agentまたは JP1/Remote Control Agentがインストール
されている PCに対しては，JP1/NETM/DM Clientのリモートコントロールエージェ
ントをインストールできません。JP1/NETM/Remote Control Agentまたは JP1/
Remote Control Agentをアンインストールしてからインストールしてください。

● JP1/NETM/DM Client - Baseの場合，次のコンポーネントは表示されません。
•「クライアント」の「Visual Test 6.0による配布機能」
この機能を使用する場合は，JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureをインス
トールしてください。

•「リモートコントロールエージェント」
この機能を使用する場合は，JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureをイ
ンストールしてください。

3.1.7　プログラムフォルダの選択
JP1/NETM/DM Clientのアイコンの登録先となるプログラムフォルダを選択します。こ
のダイアログボックスは，新規インストールのとき，またはプログラムフォルダを作成
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
していない環境への上書きインストールのときだけ表示されます。プログラムフォルダ
が作成済みの環境へ上書きインストールする場合は，既存のプログラムフォルダが自動
的に使用されます。

図 3-8　［プログラムフォルダの選択］ダイアログボックス

デフォルトでは，「作成する」が選択され，［JP1_NETM_DM Client］グループにアイコ
ンが登録されます。既存のプログラムフォルダから選択したり，新しいプログラムフォ
ルダを作成したりできます。ただし，プログラムフォルダには「¥」を使用したフォルダ

名を指定しないでください。

「クライアント」をインストールする場合，「作成しない」を選択すると，GUIインス
トールモードのパッケージはインストールできなくなります。プログラムフォルダを作
成しないで GUIインストールモードのパッケージをインストールするには，次のどちら
かで対処してください。

●「GUIモードインストーラの作成」チェックボックスをオンにする
この項目を選択すると，GUIインストールモードが使用できるようになります。ただ
し，「GUIモードインストーラの作成」を選択できるのは，「クライアント」をインス
トールする場合だけです。「中継システム」をインストールする場合，このチェック
ボックスは表示されません。
なお，「GUIモードインストーラの作成」を選択した場合，プログラムフォルダは作
成されませんが，［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダが作成される場合があり
ます。［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダの作成については，「3.1.13　オプ
ションの設定」を参照してください。

●インストール終了後に，JP1/NETM/DM Clientのインストール先ディレクトリ ¥BIN下
の dmpsetup.exeを起動する
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
3.1.8　ワークディレクトリの設定
このダイアログボックスは，「中継システム」または「クライアント」をインストールす
る場合に表示されます。インストールするコンポーネントによって「中継システム」ま
たは「クライアント」が項目名に表示されます。

各項目の右側の［変更］ボタンをクリックすると，それぞれのワークディレクトリを変
更できます。ワークディレクトリは，半角英数字，半角かたかな，半角スペース，およ
び次に示す半角記号で指定してください。

「_」「¥」「.」「:」「(」「)」

図 3-9　［ワークディレクトリの設定］ダイアログボックス

（1） ワークディレクトリの変更

中継システムまたはクライアントをリモートインストールするときに使用する，各デ
フォルトワークディレクトリが表示されます。ディレクトリを変更したい場合は，ディ
レクトリを変更したあと，［OK］ボタンをクリックすると［ワークディレクトリの設定］
ダイアログボックスに戻ります。
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
図 3-10　［ワークディレクトリの変更］ダイアログボックス

インストールワークディレクトリ
中継システムまたはクライアントがパッケージをインストールするときに使用しま
す。インストールするパッケージと同じ容量が必要です。通常，空き容量が 50メガ
バイト以上のドライブを指定することをお勧めします。

インストール失敗時のリストア用バックアップディレクトリ
中継システムまたはクライアントがリモートインストールするソフトウェアのバッ
クアップを保存するときに使用します。

リモートコレクトディレクトリ
中継システムがリモートコレクトしたファイルを一時的に保管するときに使用しま
す。クライアントの場合は表示されません。

中継パッケージ保管ディレクトリ
中継システムがパッケージの中継時に一時的に保管するときに使用します。クライ
アントの場合は表示されません。

（2） 日立 PPインストールワークディレクトリの変更

日立プログラムプロダクトのインストールワークディレクトリ（NETMDMWKディレ
クトリ）のドライブを変更できます。設定したあとに［OK］ボタンをクリックすると
［ワークディレクトリの設定］ダイアログボックスに戻ります。
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
図 3-11　［日立 PPインストールワークディレクトリの変更］ダイアログボックス

日立 PPインストールワークディレクトリ作成ドライブ
日立プログラムプロダクトのインストールに使用するワークディレクトリを作成す
るドライブを選択してください。ここで選択したドライブの直下にNETMDMWK
ディレクトリが作成されます。なお，ネットワークドライブは指定しないでくださ
い。ネットワークドライブを指定した場合，動作は保証されません。

日立 PPインストール時に作成・削除する
日立プログラムプロダクトをインストールしたあと，そのディレクトリを削除する
かどうかを選択できます。ディレクトリを削除する場合は，「日立 PPインストール
時に作成・削除する」チェックボックスをオンにします。デフォルトはオンです。
「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックスをオンにした場合の
注意事項を次に示します。
• Windows NTで「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックス
をオンにする場合，作成したドライブの「読み取り」，「書き込み」，および「削
除」のアクセス権が必要です。これらのアクセス権が設定されていないと日立プ
ログラムプロダクトのインストールが失敗します。

•「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックスをオンにした場合
でも，インストールしたあとに NETMDMWKディレクトリが残る場合がありま
す。その場合，PCの再起動時，またはポーリング時に削除されます。

3.1.9　接続先の設定
中継システムまたはクライアントが接続する上位システムを設定します。このダイアロ
グボックスは，「中継システム」または「クライアント」をインストールする場合に表示
されます。
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
なお，接続先はセットアップ時に変更できます。

図 3-12　［接続先の設定］ダイアログボックス

製品種別
中継システムまたはクライアントが接続する上位システムの製品種別を，「JP1/
NETM/DM Manager」と「JP1/NETM/DM Client（中継システム）または JP1/
NETM/DM SubManager」から選択します。デフォルトは「JP1/NETM/DM 
Manager」です。

接続先ｚ
中継システムとクライアントで設定できる内容が異なります。

中継システムの場合
中継システムが接続する上位システムの名称を，上位システムが使用するノー
ド識別キー（ホスト名または IPアドレス）で指定します。デフォルトは「な
し」です。接続先にローカルホストの名称は指定できません。

クライアントの場合
クライアントの接続先のホスト名または IPアドレスを指定します。デフォルト
は「なし」です。接続先が未定の場合や，クライアントをオフラインマシンと
してインベントリ管理する場合は，「?」を設定してください。「?」を設定した
クライアントでは，ローカルシステムビューアとシステム監視機能だけが使用
できます。ほかの機能は，上位システムへの接続が必要なため使用できません。
また，プレインストール機能による JP1/NETM/DM Clientのインストールで，
ハードディスクのコピー元となる PC環境を作成する場合は，接続先に「*」を
指定してください。接続先に「*」を指定すると，クライアントは動作しませ
ん。
接続先に「*」以外を指定，かつホスト識別子を使用する運用の場合，システム
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
構成の自動登録で認識されるのは最後の 1台だけです。ほかのクライアントは
認識されません。
一度接続先を設定してから上書きインストールをする場合，「?」は設定できま
すが「*」は設定できません。「*」を設定したい場合は，一度アンインストール
するか，セットアップで接続先を「*」に変更してからインストールし直してく
ださい。

3.1.10　運用キーの設定
ネットワーク上でホストを管理したり，あて先を識別したりするためのキー（運用キー）
を設定します。このダイアログボックスは，「中継システム」をインストールする場合に
表示されます。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。

図 3-13　［運用キーの設定］ダイアログボックス

運用キーには，ノード識別キーとホスト識別子があります。「キー項目」では，ノード識
別キーを選択します。

キー項目
ホスト間で通信するときに，通信する相手先ホストを決定する情報の種類を「ホス
ト名」または「IPアドレス」で指定します。相手先ホストの運用キーの設定に合わ
せて「ホスト名」または「IPアドレス」のどちらかを指定してください。デフォル
トは「ホスト名」です。ホスト名を選択した場合は，「アドレス解決できないあて先
へのジョブ」を設定してください。

アドレス解決できないあて先へのジョブ
ジョブ実行時にあて先のアドレス解決ができなかった場合に，そのジョブをエ
ラーとするかどうかを選択します。デフォルトは「エラーとしない」です。「エ
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ラーとしない」を選択した場合，アドレス解決ができないジョブの実行状態は
「実行待ち」となります。実在しないあて先へのジョブの実行状態も「実行待
ち」のまま変化しません。
WINSサーバを使用している環境では，ジョブ実行時にクライアント PCの電
源が OFFの場合，あて先のアドレス解決ができません。したがって「エラーと
する」の設定では，休日や夜間にジョブを実行してシステム起動時ポーリング
でインストールする運用ができなくなります。このような場合は，「エラーとし
ない」を設定してください。
なお，「エラーとしない」を選択した場合，実行したジョブにアドレス解決でき
ないあて先が含まれていると，リモートインストールマネージャの動作が遅く
なるなどの影響があります。

3.1.11　ネットワークの設定
クライアントが動作するネットワーク環境を選択します。選択したネットワーク環境に
応じて，上位システムへのポーリングのタイミングが設定されます。このダイアログ
ボックスは，「クライアント」をインストールする場合に表示されます。

なお，ポーリングのタイミングの設定はセットアップ時に変更できます。

図 3-14　［ネットワークの設定］ダイアログボックス

LAN
30分ごとにポーリングするように設定されます。

WAN
クライアント起動時だけポーリングするように設定されます。

ダイヤルアップ接続
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ポーリングしないように設定されます。

［次へ］ボタンをクリックすると，「ダイヤルアップ接続」を選択した場合だけ［ダイヤ
ルアップ接続の設定］ダイアログボックスに進みます。「LAN」または「WAN」を選択
した場合は，［オプションの設定］ダイアログボックスに進みます。

3.1.12　ダイヤルアップの設定
クライアントがダイヤルアップ接続する場合に使用する認証情報を設定します。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。

図 3-15　［ダイヤルアップの設定］ダイアログボックス

「ユーザ名」，「パスワード」，および「ドメイン」を設定してください。

3.1.13　オプションの設定
処理中ダイアログの表示，および一般ユーザ権限でのクライアント使用の可否について
設定します。このダイアログボックスは，「クライアント」をインストールする場合に表
示されます。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。
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図 3-16　［オプションの設定］ダイアログボックス

処理中ダイアログ
クライアントでの，ダウンロード，インストールなどの処理の実行中に，処理中で
あることを示すダイアログボックスを表示するかどうか選択します。デフォルトは
「処理中ダイアログを表示する」チェックボックスがオンです。

一般ユーザ権限
Windows NTのクライアントの場合，クライアントをインストールしたユーザ以外
でもパッケージをインストールできるように設定できます。
「一般ユーザ権限で使用する」チェックボックスをオンにすると，クライアントをイ
ンストールしたユーザ以外がログオンした状態でも，GUIインストールモードの
パッケージのインストールができます。そのため，Administrator権限を持たない
ユーザ（一般ユーザ）でも，パッケージのインストールができます。デフォルトは，
「一般ユーザ権限で使用する」チェックボックスがオンです。
一般ユーザ権限でのインストールの詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「11.2.3　Windows NTの一般ユーザ権限でのインストール」を参照してくださ
い。
なお，Windows MeまたはWindows 98のクライアントの場合，この設定は非活性
です。これらのクライアントでは，ログオンしたユーザの権限に関係なくクライア
ントを使用できます。

NETM_DM_Pスタートアップ
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダを作成するかどうかを選択します。
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダには，Windowsの［スタートアップ］グ
ループに登録されたプログラムを移動できます。そのため，Windowsの起動時に，
［スタートアップ］グループに登録されたプログラムの起動と，JP1/NETM/DMに
よるシステム起動時インストールが重複し，リモートインストールに失敗すること
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を避けられます。
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダを作成する場合は，「NETM_DM_Pス
タートアップフォルダを作成する」チェックボックスをオンにしてください。デ
フォルトはオフです。
スタートアッププログラムの移動の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「11.2.2　システム起動時インストールのための準備」を参照してください。
なお，［プログラムフォルダの選択］ダイアログボックスでプログラムフォルダの作
成について「作成しない」を選択し，かつ，「GUIモードインストーラの作成」を選
択しなかった場合，［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダは作成できません。

3.1.14　AMT連携機能の設定
「AMT連携機能」を使用して，クライアントを制御するために必要な情報を設定します。

図 3-17　［AMT連携機能の設定］ダイアログボックス

AMT管理ユーザ
クライアントの AMTにアクセスするための情報を設定します。ユーザ名とパス
ワードは，配布管理システムでの設定と合わせる必要があります。

ユーザ名
クライアントの AMTにアクセスするためのユーザ名を，半角 60文字以内で指
定します。

パスワード
クライアントの AMTにアクセスするためのパスワードを，半角 60文字以内で
指定します。
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3.1.15　接続先の設定（パッケージャ）
パッケージャの接続先の設定をします。このダイアログボックスは，「パッケージャ」を
インストールする場合に表示されます。

なお，この設定は，［JP1/NETM/DMパッケージャ］ウィンドウの［JP1/NETM/DMロ
グオン］ダイアログボックスで変更できます。

図 3-18　［接続先の設定］ダイアログボックス

製品種別
パッケージャの接続先の製品種別を，「JP1/NETM/DM Manager」と「JP1/NETM/
DM Client（中継システム）または JP1/NETM/DM SubManager」から選択しま
す。デフォルトは「JP1/NETM/DM Manager」です。

接続先
パッケージャの接続先のホスト名または IPアドレスを指定してください。デフォル
トは「なし」です。

ダイヤルアップ接続
パッケージャがダイヤルアップ接続を使用して上位システムに接続する場合は，
チェックボックスをオンにしてください。デフォルトはチェックボックスがオフで
す。
なお，このチェックボックスはクライアントの場合だけ表示されます。中継システ
ムの場合は表示されません。

［次へ］ボタンをクリックすると，インストールを続行します。ただし，「ダイヤルアッ
プ接続」を選択した場合だけ，次の設定に進む前に［ダイヤルアップ接続の設定］ダイ
アログボックスが表示されます。内容は，「クライアント」がダイヤルアップ接続する場
合の設定画面と同じです。詳細は「3.1.12　ダイヤルアップの設定」を参照してくださ
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い。なお，クライアントのダイヤルアップ接続とパッケージャのダイヤルアップ接続は
別々に設定します。どちらかだけをダイヤルアップ接続にしてもかまいません。

3.1.16　リモートコントロールエージェントの注意事項の確
認

新規に「リモートコントロールエージェント」をインストールする場合，［注意事項］ダ
イアログボックスが表示されます。JP1/NETM/DM Client - Baseの場合，このダイアロ
グボックスは表示されません。

［注意事項］ダイアログボックスの内容は，Windows Server 2008，Windows Vista，
Windows Server 2003，Windows XP，またはWindows 2000にインストールする場合
と，Windows NT 4.0，Windows Me，またはWindows 98にインストールする場合とで
異なります。

●Windows Server 2008，Windows Vista，Windows Server 2003，Windows XP，または
Windows 2000にインストールする場合

図 3-19　［注意事項］ダイアログボックス（Windows Server 2008，Windows Vista，
Windows Server 2003，Windows XP，またはWindows 2000にインストールす
る場合）

●Windows NT 4.0，Windows Me，またはWindows 98にインストールする場合
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図 3-20　［注意事項］ダイアログボックス（Windows NT 4.0，Windows Me，または
Windows 98にインストールする場合）

注意事項の詳細は，マニュアル「JP1/NETM/Remote Control」を参照してください。

Windows NT 4.0，Windows Me，またはWindows 98の場合，注意事項を確認したら
「注意事項を確認しました」チェックボックスをオンにします。

3.1.17　インストール内容の確認
設定したコンポーネントの内容が，［インストールの確認］ダイアログボックスに表示さ
れるので，確認します。
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図 3-21　［インストールの確認］ダイアログボックス

設定内容に変更が必要な場合は，［戻る］ボタンをクリックして，該当するダイアログ
ボックスを表示し，変更してください。

表示された設定内容でよい場合は，［次へ］ボタンをクリックしてください。インストー
ルが開始されます。

なお，インストールに失敗すると，自動的に再インストールが実行されます。［JP1/
NETM/DM Clientセットアップ］ダイアログボックスが表示されたら，「3.1.3　ユーザ
登録」から入力し直してください。それでもインストールに失敗する場合は，
InstallShield環境削除ツールを実行してから再インストールしてください。

JP1/NETM/DM Clientを再インストールする方法については，「3.3　JP1/NETM/DM 
Clientのインストールに失敗したときの対処」を参照してください。

3.1.18　インストールの終了
インストールが終了すると，［インストール終了］ダイアログボックスが表示されます。
［インストール終了］ダイアログボックスには次の 2種類があり，インストール状態に
よって適切な方が表示されます。

●通常の場合
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図 3-22　［インストール終了］ダイアログボックス（通常の場合）

「セットアップの起動」および「リモートコントロールエージェントセットアップの起
動」のうち，インストールが終了したあとに行いたい操作のチェックボックスをオン
にし，［完了］ボタンをクリックしてください。

●再起動が必要な場合
インストールしたあとに再起動が必要な場合，すぐに再起動するかあとで再起動する
かを選択するダイアログボックスが表示されます。内容は，JP1/NETM/DM Manager
の場合と同様です。どちらかを選択し，CD-ROMドライブから CD-ROMを取り出し
て［完了］ボタンをクリックしてください。
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3.2　JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション
製品をインストールする

JP1/NETM/DM Client - Baseには，次のオプション製品があります。

• JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature
• JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature
• JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature

使用する機能に応じてオプション製品をインストールします。

なお，オプション製品をインストールする前に，JP1/NETM/DM Client - Baseをインス
トールしておく必要があります。JP1/NETM/DM Client - Baseのインストール方法につ
いては，「3.1　JP1/NETM/DM Clientのインストール手順」を参照してください。

ここでは，各オプション製品の前提コンポーネントやインストール手順について説明し
ます。

3.2.1　オプション製品の前提コンポーネント
JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品をインストールする場合，JP1/NETM/
DM Client - Baseの次のコンポーネントをインストールしておきます。

JP1/NETM/DM Client - Baseおよび各オプション製品のコンポーネントについては，
「1.1.2　コンポーネントの構成」を参照してください。

3.2.2　オプション製品のインストール手順
JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品をインストールする手順を次の図に示し
ます。

オプション製品 JP1/NETM/DM Client - Baseのコンポー
ネント

JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature 「中継システム」または「クライアント」
コンポーネントがインストール済み

JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature

JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature コンポーネントのどれか一つがインス
トール済み
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図 3-23　JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション製品のインストール手順

インストール手順は，新規インストールの場合と上書きインストールの場合で共通です。

次に，オプション製品ごとのインストール手順を説明します。

3.2.3　JP1/NETM/DM Client - Operation Log Featureのインス
トール

JP1/NETM/DM Client - Operation Log Featureのインストール手順を説明します。な
お，JP1/NETM/DM Client - Operation Log Featureには，コンポーネントの選択はあ
りません。

（1） ログオン

Windows NTの場合，Administrator権限を持ったユーザの名前でログオンしてくださ
い。

Windows MeまたはWindows 98の場合は，どのユーザとしてログオンしてインストー
ルしてもかまいません。

（2） インストーラの起動

提供媒体を CD-ROMドライブに入れ，起動したインストーラの指示に従ってインストー
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ルを進めます。

インストーラを起動すると，JP1/NETM/DM Client - Operation Log Featureのインス
トールプログラムが起動し，［JP1/NETM/DM Client - Operation Log Featureセット
アップ］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-24　［JP1/NETM/DM Client - Operation Log Featureセットアップ］ダイアログボッ
クス

［次へ］ボタンをクリックし，インストールを続行します。インストールを中止するとき
は［キャンセル］ボタンをクリックします。また，以降で説明するダイアログボックス
で［戻る］ボタンをクリックすると，一つ前のダイアログボックスに戻ります。

（3） インストール内容の確認

インストール先ディレクトリとユーザ名が，［インストールの確認］ダイアログボックス
に表示されるので，確認します。
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図 3-25　［インストールの確認］ダイアログボックス

［次へ］ボタンをクリックすると，インストールが開始されます。

（4） インストールの終了

インストールが終了すると，［インストール終了］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-26　［インストール終了］ダイアログボックス

［完了］ボタンをクリックして，インストールを完了してください。
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3.2.4　JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureのインストー
ル

JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureのインストール手順を説明します。

（1） ログオン

Windows NTの場合，Administrator権限を持ったユーザの名前でログオンしてくださ
い。Windows MeまたはWindows 98の場合は，どのユーザとしてログオンしてインス
トールしてもかまいません。

（2） インストーラの起動

提供媒体を CD-ROMドライブに入れ，起動したインストーラの指示に従ってインストー
ルを進めます。

インストーラを起動すると，JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureのインストール
プログラムが起動し，［JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureセットアップ］ダイア
ログボックスが表示されます。

図 3-27　［JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureセットアップ］ダイアログボックス

［次へ］ボタンをクリックし，インストールを続行します。インストールを中止するとき
は［キャンセル］ボタンをクリックします。また，以降で説明するダイアログボックス
で［戻る］ボタンをクリックすると，一つ前のダイアログボックスに戻ります。

（3） コンポーネントの選択

このダイアログボックスは，JP1/NETM/DM Client - Baseの「クライアント」がインス
トール済みの場合だけ表示されます。JP1/NETM/DM Client - Baseの「中継システム」
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がインストール済みの場合は，コンポーネントが無条件にインストールされるため，ダ
イアログボックスは表示されません。

図 3-28　［コンポーネントの選択］ダイアログボックス

インストールできるコンポーネントは「Visual Test 6.0による配布機能」です。なお，
OSが 64ビット版のWindows Server 2008またはWindows Server 2003 (x64)の場合，
このコンポーネントはインストールできないため，ダイアログボックスは表示されませ
ん。

（4） インストール内容の確認

設定したコンポーネントの内容が，［インストールの確認］ダイアログボックスに表示さ
れるので，確認します。
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図 3-29　［インストールの確認］ダイアログボックス

設定内容に変更が必要な場合は，［戻る］ボタンをクリックして，該当するダイアログ
ボックスを表示し，変更してください。

表示された設定内容でよい場合は，［次へ］ボタンをクリックしてください。インストー
ルが開始されます。

（5） インストールの終了

インストールが終了すると，［インストール終了］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-30　［インストール終了］ダイアログボックス

［完了］ボタンをクリックして，インストールを完了してください。
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3.2.5　JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureのイン
ストール

JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureのインストール手順を説明します。

（1） ログオン

Windows NTの場合，Administrator権限を持ったユーザの名前でログオンしてくださ
い。

Windows MeまたはWindows 98の場合は，どのユーザとしてログオンしてインストー
ルしてもかまいません。

（2） インストーラの起動

提供媒体を CD-ROMドライブに入れ，起動したインストーラの指示に従ってインストー
ルを進めます。

インストーラを起動すると，JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureのインス
トールプログラムが起動し，［JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureセット
アップ］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-31　［JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featureセットアップ］ダイアログボッ
クス

［次へ］ボタンをクリックし，インストールを続行します。インストールを中止するとき
は［キャンセル］ボタンをクリックします。また，以降で説明するダイアログボックス
で［戻る］ボタンをクリックすると，一つ前のダイアログボックスに戻ります。
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（3） コンポーネントの選択

「リモートコントロールエージェント」は無条件にインストールされます。「チャット」
をインストールするかどうか選択できます。

図 3-32　［コンポーネントの選択］ダイアログボックス

（4） 注意事項の確認

［注意事項］ダイアログボックスが表示されます。

注意事項の詳細は，マニュアル「JP1/NETM/Remote Control」を参照してください。

図 3-33　［注意事項］ダイアログボックス
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
（5） インストール内容の確認

設定したコンポーネントの内容が，［インストールの確認］ダイアログボックスに表示さ
れるので，確認します。

図 3-34　［インストールの確認］ダイアログボックス

設定内容に変更が必要な場合は，［戻る］ボタンをクリックして，該当するダイアログ
ボックスを表示し，変更してください。

表示された設定内容でよい場合は，［次へ］ボタンをクリックしてください。インストー
ルが開始されます。

（6） インストールの終了

インストールが終了すると，［インストール終了］ダイアログボックスが表示されます。
［インストール終了］ダイアログボックスには次の 2種類があり，インストール状態に
よって適切な方が表示されます。

●通常の場合
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3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする
図 3-35　［インストール終了］ダイアログボックス（通常の場合）

インストールが終了したあとに続けてセットアッププログラムを起動する場合は，
「セットアップの起動」チェックボックスをオンにし，CD-ROMドライブから
CD-ROMを取り出して［完了］ボタンをクリックしてください。

●再起動が必要な場合

図 3-36　再起動を要求するダイアログボックス

インストールのあとに再起動が必要な場合，再起動を要求するダイアログボックスが
表示されるので，CD-ROMドライブから CD-ROMを取り出して［OK］ボタンをク
リックしてください。

3.2.6　インストール内容の変更
一度インストールしたオプション製品のインストール内容を変更する場合，製品によっ
て変更する方法が異なります。

●上書きインストールする製品
• JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature
• JP1/NETM/DM Client - Baseの「中継システム」に対してインストールした JP1/

NETM/DM Client - Delivery Feature

●メンテナンスウィザードを使用する製品
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• JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature
• JP1/NETM/DM Client - Baseの「クライアント」に対してインストールした JP1/

NETM/DM Client - Delivery Feature

メンテナンスウィザードを使用したインストール内容の変更手順については，「1.3　イ
ンストール内容を変更する」を参照してください。

オプション製品は，［コントロールパネル］の［アプリケーションの追加と削除］または
［プログラムの追加と削除］からアンインストールできます。

なお，JP1/NETM/DM Client - Baseをアンインストールすると，すべてのオプション製
品が自動的にアンインストールされます。
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3.3　JP1/NETM/DM Clientのインストールに失
敗したときの対処

JP1/NETM/DM Clientでは，新規インストールが失敗すると，自動的に再インストール
が実行されます。再インストール中にエラーが発生した場合，インストールは中止され
ます。再インストールに失敗すると，次のダイアログが表示されます。

図 3-37　インストール失敗時に表示されるダイアログ

JP1/NETM/DM Clientをインストールし直す場合は，ダイアログの［OK］ボタンをク
リックしたあと，InstallShield環境削除ツールを実行してください。InstallShield環境
削除ツールは，インストール媒体の disk1フォルダ下に格納されています。

• JP1/NETM/DM Client用のツール：delisclt.exe
• JP1/NETM/DM Client - Base用のツール：delisbs.exe

InstallShield環境削除ツールの実行が完了したら，JP1/NETM/DM Clientをインストー
ルし直してください。
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4　 JP1/NETM/DM Managerを
セットアップする
この章では，JP1/NETM/DM Managerのセットアップ方法に
ついて説明します。
なお，JP1/NETM/DM Managerのセットアップは，
Administrator権限のあるユーザだけが実行できます。

4.1　JP1/NETM/DM Managerのセットアップの流れ

4.2　サーバをセットアップする

4.3　中継マネージャの基本設定をセットアップする

4.4　中継マネージャの詳細設定をセットアップする

4.5　JP1/Cm2連携機能をセットアップする
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4.1　JP1/NETM/DM Managerのセットアップの
流れ

JP1/NETM/DM Managerのセットアップの流れを次に示します。

1.［スタート］メニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［セットアップ］を選択す
る。
［セットアップ］ダイアログボックスが表示されます。

図 4-1　［セットアップ］ダイアログボックス

2. セットアップをするコンポーネントのボタンをクリックする。
選択したコンポーネントのセットアッププログラムが起動します。マネージャでは
「サーバ」，中継マネージャでは「サーバ」，「中継マネージャ基本設定」および「中継
マネージャ詳細設定」を設定します。

3. セットアップが終了したら，［終了］ボタンをクリックする。
セットアップが完了します。

次の節以降で，コンポーネントごとのセットアップ方法を説明します。

なお，「Asset Information Manager Limited」のセットアップについては，「10.　Asset 
Information Manager Limitedを使用するための設定」を参照してください。
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4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
4.2　サーバをセットアップする
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで各パネルを設定し，設定が終わったら
［OK］ボタンをクリックしてください。［セットアップ］ダイアログボックスに戻りま
す。

なお，サーバのセットアップの設定を更新するには，JP1/NETM/DM Managerのセット
アップの終了後，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，Remote 
Install Serverサービスを再起動する必要があります。

サーバのセットアップ項目を次の表に示します。ただし，「リモートインストールマネー
ジャ」だけをインストールした場合，セットアップで表示されるのは［データベース環
境］，［通信関連］，［WSUS連携］および［監査ログ］パネルだけです。

表 4-1　サーバのセットアップ項目

分類 項目

データベース環境 リレーショナルデータベースの設定（データベースサーバのホス
ト名・データベース名・管理者ユーザ ID・パスワード）

通信関連 ポート番号，起動プロトコル，インターバル転送

ダイヤルアップ※ 1 認証情報（ユーザ名・パスワード・ドメイン）

サーバカスタマイズオプション 同時に接続できる下位システム数

下位システムの同時実行要求数

ジョブを削除する時刻の指定

下位システムの起動の監視

下位システムのファイル転送エラーの監視

接続先以外からのファイル転送の中断・再開ジョブの受け付け

マルチキャスト配布 マルチキャスト配布用のポート番号，マルチキャスト配布のジョ
ブの送信設定（マルチキャストアドレス，パケットサイズ）

結果記録オプション ジョブの実行結果の記録

IDジョブのクライアント実行結果の記録

全あて先ジョブの実行結果の記録

システム構成関連 システム構成情報の自動反映

システム構成変更時の連携

システム構成情報の削除履歴

運用キー キー項目

アドレス解決の方法

アドレス解決できないあて先へのジョブ

ホスト識別子の使用

クラスタ設定※ 2 クラスタシステムの使用
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4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
注※ 1
リモートアクセスサービスがインストールされている場合に表示されます。

注※ 2
中継マネージャでは表示されません。

注※ 3
「JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバ」がインストールされている場合に表示されます。

注※ 4
中継マネージャでだけ選択できます。

注※ 5
サーバのサブコンポーネントの「リモートインストールマネージャ」がインストールされてい

JP1/Cm2連携※ 3 JP1/Cm2連携機能の使用

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmのホスト名または IP
アドレス，およびポート番号

JP1/Cm2または HP OpenViewのシンボル一括追加

イベントサービス イベントサービス機能の使用

障害関連 ログ世代管理数

ログエントリ数

イベントビューアへ出力するメッセージ種別

クライアントアラート※ 4 クライアントアラート情報の上位システムへの中継

クライアントアラート情報の出力（CSV形式ファイルおよびイベ
ントビューア）

稼働監視 ソフトウェア稼働監視履歴の保存

ホストごとの操作履歴の削除条件

操作履歴の削除時の退避

抑止履歴を保存する最大イベント数

ネットワーク接続 認証情報（ログイン ID・パスワード・ドメイン）

JP1/NETM/CSC連携 JP1/NETM/Client Security Controlから実行された「メッセージ
の通知」ジョブの正常終了時の削除

WSUS連携※ 5 WSUS連携機能の使用

Directory連携 Active Directoryとの連携

AIM関連 接続する「Asset Information Manager Limited」または JP1/
NETM/Asset Information Managerの URL

［操作ログ一覧］ウィンドウでの管理用データベーステーブルに，
稼働情報を格納するタイミング

AMT連携※ 6 AMT管理ユーザのユーザ IDおよびパスワード

監査ログ 監査ログの出力

分類 項目
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4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
る場合だけ表示されます。

注※ 6
「AMT連携機能」がインストールされている場合に表示されます。

4.2.1　［データベース環境］パネル
［データベース環境］パネルから，必要に応じてリレーショナルデータベースの設定を変
更します。

なお，［データベース環境］パネルは，使用するリレーショナルデータベースによって表
示される設定項目が異なります。

また，「Asset Information Manager Limited」を使用している場合に，［データベース環
境］パネルからリレーショナルデータベースの設定を変更するときには，「Asset 
Information Manager Limited」の「データソース／ネット・サービスの作成」の再設定
が必要になります。データソース／ネット・サービスの作成については，「10.3.8　デー
タソースまたはネット・サービスを作成する」を参照してください。

（1） ［データベース環境］パネル（Embedded RDBの場合）

Embedded RDBを使用する場合の，［データベース環境］パネルの設定方法について説
明します。

［データベース環境］パネルは，「サーバ本体機能」をインストールする場合と，「リモー
トインストールマネージャ」だけをインストールする場合で，設定できる項目が異なり
ます。

「サーバ本体機能」をインストールした場合と，「リモートインストールマネージャ」だ
けをインストールした場合の［データベース環境］パネルを，図 4-2と図 4-3に示しま
す。
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図 4-2　［データベース環境］パネル（「サーバ本体機能」をインストールした場合）

図 4-3　［データベース環境］パネル（「リモートインストールマネージャ」だけをインス
トールした場合）
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ポート番号
データベースとの接続に使用するポート番号を指定します。ポート番号は，5001～
65535で指定してください。デフォルトは，インストール時に［データベースの設
定］に指定したポート番号です。
ポート番号をデフォルトから変更した場合，設定を有効にするためには，セット
アップ完了後に次の操作を行う必要があります。
1. Remote Install Serverサービスを停止する。
2. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥BIN下に格納されている

netmdb_setup.batコマンドを実行する。
netmdb_setup.batコマンドの終了時は，キー入力待ちの状態になります。キー
入力なしでコマンドを終了させたい場合は，オプションに「/nopause」を指定し
てコマンドを実行してください。

3. Remote Install Serverサービスを起動する。

管理者ユーザ ID
データベースにログインする管理者ユーザ IDを指定します。デフォルトは，インス
トール時に指定した管理者ユーザ IDです。
この項目は，「リモートインストールマネージャ」だけがインストールされている場
合に活性化します。

パスワード
データベースにログインするためのパスワードを指定します。デフォルトは，イン
ストール時に指定したパスワードです。
この項目は，「リモートインストールマネージャ」だけがインストールされている場
合に活性化します。

（2） ［データベース環境］パネル（Microsoft SQL Serverまたは Oracle
の場合）

Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用する場合の，［データベース環境］パネルの
設定方法について説明します。

なお，「リモートインストールマネージャ」だけをインストールした PCでは，このパネ
ルの設定は無効です。「リモートインストールマネージャ」のインストール時または起動
時に指定した接続先の PCでの，［データベース環境］パネルの設定が有効になります。
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図 4-4　［データベース環境］パネル（Microsoft SQL Serverまたは Oracleの場合）

データベースサーバのホスト名
データベースサーバとして使用するホスト名を指定します。
名前付きインスタンスを使用する場合は，次の形式でホスト名を指定してください。
データベースサーバのホスト名 ¥インスタンス名

データベース名
データベースの名称を指定します。設定は，データベースマネージャでの設定と合
わせます。この項目はリレーショナルデータベースに，Microsoft SQL Serverを使
用する場合だけ指定します。

SID
データベースのシステム識別子（SID）を指定します。SIDは Oracleデータベー
ス・インスタンスを表す英数字 4文字で指定してください。デフォルトは，
「NETM」です。この項目はリレーショナルデータベースに，Oracleを使用する場
合だけ指定します。

管理者ユーザ IDおよびパスワード
JP1/NETM/DMのデータベースにアクセス権のあるユーザ IDおよびパスワードを
設定します。ここで設定した管理者ユーザ IDは，パッケージャおよびクライアント
接続時に使用されます。なお，リレーショナルデータベースに Oracleを使用する場
合は，管理者ユーザ IDにシステム権限として「UNLIMITED TABLESPACE」が
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4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
必要です。

4.2.2　［通信関連］パネル
ポート番号と起動プロトコルを設定します。

図 4-5　［通信関連］パネル

（1） ポート番号

JP1/NETM/DMが通信するときに使用する，次の 4種類のポート番号を設定します。

• JP1/NETM/DM Manager（デフォルト：30000）
• JP1/NETM/DM Client（中継システム）または JP1/NETM/DM SubManager（デ
フォルト：30001）

• クライアント起動要求（デフォルト：30002）
• JP1/NETM/DM HTTP Gateway（デフォルト：22295）

通常はデフォルトで表示されるポート番号を使用しますが，ほかのプログラムと重複す
るときは変更してください。TCP/IPの servicesファイルにポート番号を設定していると
きは，servicesファイルの設定が有効になります。

「サーバ本体機能」と「リモートインストールマネージャ」を別の PCにインストールし
た場合は，「JP1/NETM/DM Manager」および「JP1/NETM/DM Client（中継システ
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ム）または JP1/NETM/DM SubManager」のポート番号が，両方の PCで同じになるよ
う設定してください。ポート番号が異なる場合は，リモートインストールマネージャか
らサーバに接続できません。

なお，JP1/NETM/DM HTTP Gatewayのポート番号は，JP1/NETM/DM HTTP 
Gatewayを利用する場合にだけ使用されます。詳細については，「付録 E　インターネッ
トオプションを使った JP1/NETM/DMの導入」を参照してください。

（2） 起動プロトコル

ダイヤルアップ接続を使用しない場合に，自システムを起動するときに使用するプロト
コルを，UDPまたは TCPで設定します。デフォルトは「UDPプロトコル」です。

「TCPプロトコル」を選択し，servicesファイルにポート番号を設定しているときは，
servicesファイルに netmdm xxxxx/tcpのエントリを追加してください（xxxxxはポート
番号）。

「UDPプロトコル」を選択した場合，WAN環境などで起動に失敗することがあるので注
意してください。

（3） インターバル転送をする

下位システムへファイル転送が発生する場合，指定した単位ごとにファイルが分割され，
インターバルを置いて実行されます。これによって，ファイル転送時のネットワークの
負荷を軽減することができます。デフォルトはチェックボックスがオフです。

なお，インターバル転送は下位システムから上位システムへのファイル転送時は実行さ
れません。

連続転送バッファ数
ファイルの転送先システムでのセットアップで指定した「ファイル転送バッファサ
イズ」を，ここでの 1単位（個）とします。例えば「ファイル転送バッファサイズ」
が 4,096バイトであるとき，「連続転送バッファ数」に 2個を指定すると，ジョブは
8,192バイト単位で分割されます。
連続転送バッファ数は 0～ 4,294,967,295個で指定してください。デフォルトは 1
個です。0個を指定するとインターバル転送されません。

転送休止時間
インターバル転送時に転送と転送との間のインターバルをどのくらいにするか指定
します。0～ 4,294,967,295ミリ秒で指定してください。デフォルトは 1,000ミリ秒
です。0ミリ秒を指定するとインターバル転送されません。

4.2.3　［ダイヤルアップ］パネル
ダイヤルアップで接続する場合は，「ダイヤルアップで接続する」チェックボックスをオ
ンにし，ダイヤリングで使用するユーザ名，パスワード，およびドメインを設定します。
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4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
このパネルは，リモートアクセスサービスがインストールされている場合だけ表示され
ます。

図 4-6　［ダイヤルアップ］パネル

ダイヤルアップで接続する
ダイヤルアップ接続を使用する場合にチェックボックスをオンにします。デフォル
トはチェックボックスがオフです。

認証情報
ダイヤルアップ接続時に使用する，ユーザ名，パスワード，およびドメインを設定
してください。

なお，ダイヤルアップ接続の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「6.6
　ダイヤルアップ接続の設定」を参照してください。

4.2.4　［サーバカスタマイズオプション］パネル
CPU，メモリ，ネットワークなどに関するチューニング項目を設定します。このパネル
は，配布管理システムがインストールされているホストでだけ表示されます。配布管理
システムが動作する PCの性能やネットワーク構成，動作環境を考慮して，必要な項目
を設定してください。なお，チューニングの考え方については，マニュアル「導入・設
計ガイド」の「6.1.7(2)　同時に接続するホストの台数の調整」を参照してください。ま
た，「同時に接続できる下位システム数」および「下位システムの同時実行要求数」の設
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4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
定によって，ジョブがどのように実行されるかについては，マニュアル「導入・設計ガ
イド」の「2.9.6　実行されたジョブの流れ」を参照してください。

このパネルでは，JP1/NETM/DMがインストールされていないホスト（JP1/NETM/DM
未導入ホスト）を検出する機能での，検出結果の管理方法も設定できます。JP1/NETM/
DM未導入ホストを検出する機能についての詳細は，「9.7　JP1/NETM/DMがインス
トールされていないホストを検出する」を参照してください。

図 4-7　［サーバカスタマイズオプション］パネル

同時に接続できる下位システム数
同時に接続する下位システムの数を絞り込むことができます。具体的には，この値
は socketコネクションの数となります。socketコネクションの確立から解放までの
間，カウントアップされています。
設定する値は，次の計算式に従って算出してください。
Embedded RDBを使用している場合，最小値は 4，最大値は 100，デフォルトは 30
です。
Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用している場合，最小値は 4，最大値は
256，デフォルトは 50です。
同時接続下位システム数＝直接接続するシステム数＋接続するパッケージャ数×2

　
ネットワークのトラフィックが高くなり，パケットの衝突が多いときには，この指
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定値を小さくして下位システムの同時接続数を減らすことで，トラフィックを下げ
ることができます。
指定した値を超える下位システムからの接続は拒否されますが，接続数に空きがで
きると，再度，実行要求が送信されます。
なお，Embedded RDBを使用している場合，設定した値を有効にするためには，
セットアップ完了後に次の操作を行う必要があります。
1. Remote Install Serverサービスを停止する。
2. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥BIN下に格納されている

netmdb_setup.batコマンドを実行する。
netmdb_setup.batコマンドの終了時は，キー入力待ちの状態になります。キー
入力なしでコマンドを終了させたい場合は，オプションに「/nopause」を指定し
てコマンドを実行してください。

3. Remote Install Serverサービスを起動する。

下位システムの同時実行要求数
ジョブを実行するときに，同時に処理する下位システムの数を指定します。具体的
には，配布管理システムが，下位システムに対して起動電文を一度に送信する数，
つまり，一度にジョブを実行するクライアントの数となります。ここで指定した値
よりも多くのクライアントに対してジョブを実行すると，この指定値に応じて分割
してジョブを実行します。
最小値は 0，最大値は 100，デフォルトは 20です。0を指定すると下位システムへ
起動電文を送信しなくなり，上位システム主導のジョブの実行や，クライアント制
御を利用したあて先の起動ができなくなります。配布するファイルの容量が大きい
（10メガバイト以上）と，少数のクライアントの接続でも LANの負荷が高くなるこ
とがありますので，ネットワークの性能に合わせた値を指定してください。「下位シ
ステムの同時実行要求数×パッケージサイズ」が，ネットワーク上に一度に流れる
データ量となります。
この値は，「同時に接続できる下位システム数」以下としてください。また，下位シ
ステムとの接続で回線交換網を経由している場合，契約している回線数以上の数を
指定しても意味がないので注意してください。

ジョブを削除する時刻を指定する
ジョブの定義や実行状況を削除すると，すぐには削除されないで，ここで指定した
時刻に削除されます。0時 0分～ 23時 59分で指定してください。
この設定は，正常に終了したジョブ，実行中のジョブおよびエラーになったジョブ
についてだけ有効です。ただし，実行待ち状態のジョブについては，ジョブ遅延実
行の時間が設定されていても，削除を指示すると即時に削除されます。
デフォルトはチェックボックスがオフです。
通常，配布管理システムは多数のクライアントを管理しています。このため，ジョ
ブの定義や実行状況を削除すると，データベースの削除に時間が掛かり，操作に支
障を来したり，基幹業務に負荷を掛けたりするおそれがあります。ジョブ削除の遅
延実行の時間を指定すると，都合の良い時刻に一斉に削除できるため，このような
問題を回避できます。
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下位システムの起動を監視する
下位システムが起動していないためジョブが実行されない場合，ジョブ実行状態を
「起動失敗」に変更し，それを配布管理システムに通知するかどうかを選択します。
デフォルトはチェックボックスがオンになっています。なお，「起動失敗」のジョブ
は，次回クライアントからのポーリング時に実行されます。

起動失敗要因を細分化する
下位システムが起動に失敗した場合に，その要因を配布管理システムに細分化
して通知するかどうかを選択します。デフォルトはチェックボックスがオフに
なっています。チェックボックスをオンにすると，ジョブ実行状態「起動失敗」
が，次のように細分化表示されます。

なお，起動失敗要因を細分化するには，「下位システムの起動を監視する」と
「起動失敗要因を細分化する」のチェックボックスが両方ともオンである必要が
あります。

下位システムのファイル転送エラーを監視する
次に示すジョブ種別のジョブがファイル転送時に通信エラーになった場合，ジョブ
の実行状態を「通信エラー」に変更し，それを配布管理システムに通知するかどう
かを選択します。デフォルトはチェックボックスがオフになっています。
• パッケージのインストール
• クライアントユーザによるインストール
• 中継までのパッケージ転送
• レジストリ取得項目の転送
• システム情報の取得
• 中継サーバからのコレクトファイル収集
• システム構成情報の取得
• 中継サーバからの結果通知保留
• 中継サーバの結果通知の保留解除
• メッセージの通知

なお，監視される下位システムの範囲は，セットアップで設定した配布管理システ
ムとその直下の中継するシステムおよびクライアントの間のファイル転送に限られ
ます。さらに階層下の通信エラーを監視するには，中継マネージャまたは中継シス
テムのセットアップで設定が必要です。したがって，通信回線の品質に応じてジョ
ブを監視する範囲を設定することができます。

接続先以外からファイル転送の中断・再開ジョブを受け付ける
複数の上位接続先を設定している場合に，デフォルトの接続先として設定した上位
システム以外から「ファイル転送の中断」ジョブおよび「ファイル転送の再開」

ジョブ実行状態 説明

起動失敗（JP1/NETM/DM停止状態） JP1/NETM/DMが停止しているため起動失敗した

起動失敗（電源オフ） PCの電源がオフであるため起動失敗した

起動失敗 上記以外の要因で起動失敗した
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ジョブを受け付けるかどうかを選択します。デフォルトはチェックボックスがオフ
です。
チェックボックスをオンにすると，中断を指示した上位システムとは別の上位シス
テムからファイル転送を再開できます。ただし，このとき，中断を指示した上位シ
ステムのリモートインストールマネージャでは，ファイル転送を再開した下位シス
テムの属性「ファイル転送中断」が「中断状態」と表示されたままになるのでご注
意ください。

新規検出結果を保留にする
JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する機能では，通常，JP1/NETM/DMがイン
ストールされていないコンピュータが，すべて「JP1/NETM/DM未導入ホスト」と
して検出されます。
このチェックボックスをオンにすると，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出を実行
したときに，JP1/NETM/DMがインストールされていないコンピュータが，「保留」
として検出されるようになります。デフォルトはチェックボックスがオフです。
検出されたコンピュータのうち，任意のコンピュータを手動で JP1/NETM/DM未導
入ホストに指定できるため，OSがWindowsのコンピュータと，OSが UNIXのコ
ンピュータが混在している環境で，OSがWindowsのコンピュータだけを未導入ホ
ストとして管理したい場合などに有効です。

4.2.5　［マルチキャスト配布］パネル
ジョブをマルチキャスト方式で下位のシステムに配布する場合の設定です。このパネル
での設定は，「マルチキャスト配布」が指定されたジョブに対して適用されます。
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図 4-8　［マルチキャスト配布］パネル

（1） ポート番号

ジョブのマルチキャスト配布に使用する，次の 2種類のポート番号を設定します。

• マルチキャスト配布（デフォルト：22296）
• 再送要求（デフォルト：22294）

通常はデフォルトで表示されるポート番号を使用しますが，ほかのプログラムと重複す
るときは変更してください。マルチキャスト配布は UDPプロトコルを使用するため，配
布中にパケットの再送が起こります。そのため，「再送要求」のポート番号も設定が必要
です。

なお，TCP/IPの servicesファイルにポート番号を設定しているときは，servicesファイ
ルの設定が有効になります。

（2） マルチキャスト配布のジョブを送信する

「マルチキャスト配布」が指定されたジョブを，下位のシステムにマルチキャスト方式で
送信する場合に選択し，マルチキャストアドレスとパケットサイズを設定してください。
デフォルトはチェックボックスがオフです。

「マルチキャスト配布のジョブを送信する」がオフの場合，「マルチキャスト配布」を指
定したジョブも，下位システムへユニキャスト配布されます。反対に，このチェック
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ボックスをオンにしても，ジョブに「ユニキャスト配布」が指定されている場合はユニ
キャスト配布になります。

なお，ネットワーク中で IPマルチキャストに対応していないルータを使用している場合
は，「マルチキャスト配布のジョブを送信する」をオフにしてください。IPマルチキャス
トに対応していないルータを使用している場合，マルチキャスト配布はできないので，
ユニキャスト配布になります。このとき，「マルチキャスト配布のジョブを送信する」を
オンにしていると，ユニキャスト配布に切り替わってジョブが配布されるまでに時間が
掛かります。

マルチキャストアドレス
配布先のマルチキャストグループに割り当てられた，マルチキャストアドレスを指
定します。224.0.1.0～ 239.255.255.255で，ほかのマルチキャストグループと重複
しない値を指定してください。デフォルトは 239.255.0.1です。
マルチキャストグループは，この JP1/NETM/DM Managerに直接接続する下位シ
ステムをまとめたグループにします。配布先の下位システムのマルチキャストアド
レスがここで設定したマルチキャストアドレスと一致しない場合，その下位システ
ムにはジョブがユニキャスト配布されます。
マルチキャストグループとマルチキャストアドレスの詳細については，マニュアル
「導入・設計ガイド」の「6.2.1　ユニキャスト配布とマルチキャスト配布」および
「6.2.3　マルチキャスト配布をするためのシステム構成」を参照してください。

パケットサイズ
ジョブを配布するときの，1パケット分のサイズを指定します。1～ 60キロバイト
で指定してください。デフォルトは，40キロバイトです。
40キロバイトは，100BASEの通信回線で効率的な値です。通信回線が 10BASEの
場合は 4キロバイトを設定してください。パケットサイズが大き過ぎると，マルチ
キャスト配布に失敗し，途中からユニキャスト配布になりますので，ご注意くださ
い。

4.2.6　［結果記録オプション］パネル
ジョブの実行結果の保存についての設定です。不要な実行結果を記録しないことでディ
スク容量を削減できます。終了したジョブの実行結果が大量に残っていると，リモート
インストールマネージャの動作が遅くなったりする場合があるため，確認が必要な実行
状態のジョブだけを記録しておくことをお勧めします。
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図 4-9　［結果記録オプション］パネル

（1） ジョブの実行結果の記録

IDを指定しないジョブの実行結果をリモートインストールマネージャに記録するかどう
かを選択します。デフォルトはチェックボックスがオンです。記録する場合は，記録す
るジョブの実行状態も選択します。

エラー
エラーのジョブだけをリモートインストールマネージャに記録しておきます。

エラー /インストール拒否
実行状態が，エラーまたはインストール拒否のジョブだけをリモートインストール
マネージャに記録しておきます。

エラー /インストール拒否 /正常終了（デフォルト）
実行状態が，エラー，インストール拒否，または正常終了のジョブをリモートイン
ストールマネージャに記録しておきます。

なお，次に示すジョブは，ジョブが終了しても実行状態を自動的に削除できません。

●「クライアントユーザによるインストール」ジョブ

●「システム情報の取得」ジョブのうち，クライアントでの実行日時が指定されたジョブ

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブのうち，クライアントでの実行日時が指定された
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ジョブ

（2） IDジョブのクライアント実行結果の記録

IDを指定したジョブの，クライアントごとの実行結果を記録するかどうかを選択しま
す。デフォルトはチェックボックスがオンです。記録する場合は，記録するジョブの実
行状態も選択します。

エラー /完了
実行状態が，エラーまたは完了のジョブをリモートインストールマネージャに記録
しておきます。

エラー /完了 /インストール拒否
実行状態が，エラー，完了，またはインストール拒否のジョブをリモートインス
トールマネージャに記録しておきます。

エラー /完了 /インストール拒否 /正常終了（デフォルト）
実行状態が，エラー，完了，インストール拒否，または正常終了のジョブをリモー
トインストールマネージャに記録しておきます。

中継システムが管理する IDに属しているクライアントの実行結果については，すべての
ジョブ種別でこの設定が有効になります。配布管理システムが管理する IDに属している
クライアントの場合，次に示すジョブはこの設定が無効になり，すべての実行状態が，
配布管理システムに記録されます。

●「クライアントユーザによるインストール」ジョブ

●「システム情報の取得」ジョブのうち，クライアントでの実行日時が指定されたジョブ

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブのうち，クライアントでの実行日時が指定された
ジョブ

（3） 全あて先ジョブのクライアント実行結果の記録

全あて先ジョブの，クライアントごとの実行結果を中継マネージャのリモートインス
トールマネージャに記録するかどうかを選択します。デフォルトはチェックボックスが
オンです。記録する場合は，記録するジョブの実行状態もから選択します。

エラー（デフォルト）
エラーのジョブだけをリモートインストールマネージャに記録しておきます。

エラー /インストール拒否
実行状態が，エラーまたはインストール拒否のジョブだけをリモートインストール
マネージャに記録しておきます。

エラー /インストール拒否 /正常終了
実行状態が，エラー，インストール拒否，または正常終了のジョブをリモートイン
ストールマネージャに記録しておきます。
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4.2.7　［システム構成関連］パネル
システム構成情報に関する設定をします。システム構成が変更になったとき，付随して
変更する必要のある情報を，自動的に変更できます。また，システム構成情報からホス
トを削除したときの履歴を管理できます。

図 4-10　［システム構成関連］パネル

（1） システム構成情報の自動反映

下位システムから通知されるシステム構成情報を，自動的にシステム構成のデータベー
スに反映するかどうかを設定します。デフォルトはチェックボックスがオンです。
チェックボックスをオフにすると，ユーザが手動でシステム構成を定義することになり
ます。

JP1/NETM/DMを初めて導入する場合は，チェックボックスをオンにしてください。配
布管理システムでシステム構成を定義する必要がなくなり，作業を軽減できます。

なお，チェックボックスをオンにすると，作成済みのシステム構成情報が自動的に変更
されることになるので注意が必要です。

（2） システム構成変更時の連携

JP1/NETM/DM Managerのシステム構成情報が変更になった場合に，その変更を自動的
に下位システムのシステム構成情報に反映させることができます。また，システム構成
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情報の変更に合わせて，IDの情報も自動的に編集させることができます。したがって，
チェックボックスをオンにした場合は，配布管理システムまたは ID管理中継から，シス
テム管理者がシステム構成情報に合わせて IDを変更する必要がありません。チェック
ボックスをオフにした場合は，手動で IDの情報を編集する必要があります。

この設定は，「システム構成情報を自動反映する」チェックボックスがオンの場合だけ有
効になります。デフォルトはチェックボックスがオンです。ただし，上書きインストー
ルした場合，旧バージョンの設定がオフだったとき，デフォルトはオフになります。

なお，オンにした場合は，システム内のすべての JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/
NETM/DM SubManagerをバージョン 05-21以降にバージョンアップする必要がありま
す。したがって，バージョンが 05-21より前の JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/
NETM/DM SubManagerがシステム内に混在する場合は，オフにしてください。

システム構成情報と IDを連携させた運用の詳細については，「8.4　システム構成情報と
IDを連携させる運用」を参照してください。

（3） システム構成情報の削除履歴

システム構成情報からホストを削除したとき，履歴を残すことができます。チェック
ボックスをオンにすると，いつ，どのような契機でホストが削除されたのかの履歴が記
録されますので，管理情報として活用できます。また，削除履歴を基に，削除されたホ
ストをシステム構成情報に復元することもできます。デフォルトはチェックボックスが
オフで，削除履歴は保管されません。

4.2.8　［運用キー］パネル
ネットワーク上でホストを管理したり，あて先を識別したりするためのキーを設定しま
す。また，ホスト識別子の使用についても設定します。
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図 4-11　［運用キー］パネル

（1） キー項目

ホスト間で通信するときに，通信する相手先ホストを決定する情報の種類を「ホスト名」
または「IPアドレス」で指定します。相手先ホストの運用キーの設定に合わせて「ホス
ト名」または「IPアドレス」のどちらかを指定してください。デフォルトは「ホスト名」
です。キー項目としてホスト名を選択した場合，［アドレス解決の方法］および［アドレ
ス解決できないあて先へのジョブ］を指定してください。

アドレス解決の方法
ジョブ作成または実行時にアドレス解決する方法として，「Windowsネットワーク
を使用する」または「JP1/NETM/DMのシステム構成を使用する」のどちらかを選
択します。デフォルトは「Windowsネットワークを使用する」です。

Windowsネットワークを使用する
ジョブ作成または実行時にWindowsネットワークから IPアドレスを取得しま
す。アドレス解決には，hostsファイルやネームサーバを使用します。アドレス
解決に失敗した場合，JP1/NETM/DMのシステム構成から IPアドレスを取得
します。

JP1/NETM/DMのシステム構成を使用する
ジョブ作成または実行時に JP1/NETM/DMのシステム構成からだけ IPアドレ
スを取得します。したがって，システム構成の IPアドレスは常に正しい状態を
124



4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
保持する必要があります。DHCP環境などの IPアドレスが動的に変化する環
境では，システム構成の自動登録機能を使用することで，システム構成の IPア
ドレスを正しい状態に保持することができます。
夜間などネームサーバが停止した状態でジョブを作成および実行するような環
境では，「Windowsネットワークを使用する」を選択しても，アドレス解決に
失敗し，ジョブを作成できないことがあります。しかし，「JP1/NETM/DMの
システム構成を使用する」を選択すると，アドレス解決に失敗するまでに掛
かっていた時間を短縮できるメリットがあります。
なお，この指定ではアドレス解決をしないで，システム構成情報から IPアドレ
スを取得することでジョブのあて先を決定します。しかし，ホスト識別子運用
の場合，ジョブのあて先が取得できないため，ジョブを実行できないことがあ
ります。この場合にジョブを実行する方法については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「8.2.4(4)　あて先を設定するときの注意事項」およびマニュアル「運
用ガイド 2」の「4.25.9　JOB_DESTINATION（あて先の指定）」を参照して
ください。

アドレス解決できないあて先へのジョブ
ジョブ実行時にあて先のアドレス解決ができなかった場合に，そのジョブをエラー
とするかどうかを選択します。デフォルトは「エラーとしない」です。「エラーとし
ない」を選択した場合，アドレス解決ができないジョブの実行状態は「実行待ち」
となります。実在しないあて先へのジョブの実行状態も「実行待ち」のまま変化し
ません。
WINSサーバを使用している環境では，ジョブ実行時にクライアント PCの電源が
OFFの場合，あて先のアドレス解決ができません。したがって「エラーとする」の
設定では，休日や夜間にジョブを実行してシステム起動時ポーリングでインストー
ルする運用ができなくなります。このような場合は，「エラーとしない」を設定して
ください。
なお，「エラーとしない」を選択した場合，実行したジョブにアドレス解決できない
あて先が含まれていると，リモートインストールマネージャの動作が遅くなるなど
の影響があります。

（2） キー項目を変更する場合の注意事項

運用の途中でキー項目を変更する場合，次に示す情報をリモートインストールマネー
ジャから削除しておいてください。

• システム構成情報
• あて先
• ジョブ定義
• ジョブ実行状況

なお，パッケージ情報は引き継ぐことができるため，削除する必要はありません。

システム構成情報は，削除する前にファイルに出力しておくと便利です。キー項目を変
更したあと，出力したシステム構成情報ファイルを編集し，インポートすることでシス
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テム構成情報を設定できます。出力したシステム構成情報ファイルをインポートする場
合，各ホストのホスト名または IPアドレスが正しく記述されているか確認してくださ
い。例えば，キー項目をホスト名から IPアドレスに変更する場合，出力したシステム構
成情報ファイルに正しく IPアドレスが記述されている必要があります。修正が必要なと
きは，テキストエディタなどでファイルを編集してください。システム構成情報のファ
イルの内容と出力方法については，「8.1.4　システム構成情報をファイルから作成する」
を参照してください。

（3） ホスト識別子の使用

JP1/NETM/DMのシステム全体で，ホストを一意に管理する情報としてホスト識別子を
使うかどうかを選択します。デフォルトは使用「する」です。

なお，「Asset Information Manager Limited」を使用している場合に，「ホスト識別子の
使用」の設定を変更するときには，「Asset Information Manager Limited」の「運用
キー」の設定変更が必要になります。運用キーの設定については，「10.2.4　JP1/NETM/
DM連携の設定」を参照してください。

（4） ホスト識別子を使用する場合の注意事項

システムの運用後にキーを変更した場合，次の点に注意してください。

●ホスト識別子を使用しない運用からホスト識別子を使用する運用に変更する場合
ホスト識別子を使用する場合は次の 2点を確認してください。

データベースのバックアップを取得していること
ホスト識別子を使用する設定で運用を始めると，再度使用しない設定に変更した
場合に，データベースに記録されたパッケージ以外の情報は使用できません。し
たがって，ホスト識別子を使用しない設定で記録されたデータベースがある場合
は，バックアップを取得してください。

上位マネージャがホスト識別子を使用する設定であること
中継マネージャでホスト識別子を使用する場合は，接続先の上位マネージャに設
定した JP1/NETM/DM Managerがホスト識別子に対応しているバージョン
（JP1/NETM/DM Manager 05-21以降）で，かつホスト識別子を使用する設定に
なっている必要があります。
接続先の上位マネージャに設定した JP1/NETM/DM Managerがホスト識別子に
対応していないバージョンである場合，または JP1/NETM/DM Managerのセッ
トアップでホスト識別子を使用しない設定の場合は，中継マネージャではホスト
識別子を使用しないでください。

●ホスト識別子を使用する運用からホスト識別子を使用しない運用に変更する場合
ホスト識別子を使用しない設定に変更すると，ホスト識別子を使用する設定で記録さ
れていたデータベースの情報は，パッケージ以外使用できなくなります。
この場合，次のどちらかの方法で回避してください。
• ホスト識別子を使用しない設定に変更する前に，すべてのデータベースの情報を削
除してください。
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• 以前にホスト識別子を使用しない設定で記録されていたデータベースのバックアッ
プがある場合は，バックアップから回復してください。

4.2.9　［クラスタ設定］パネル
JP1/NETM/DM Managerをクラスタシステムで使用する場合に設定します。チェック
ボックスをオンにして，クラスタシステムの論理ホスト名を，ドメイン名を付けて設定
してください。

図 4-12　［クラスタ設定］パネル

4.2.10　［JP1/Cm2連携］パネル
JP1/Cm2連携機能を使用するための，JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバの設定をしま
す。JP1/Cm2連携機能を使用すると，JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmから，
JP1/NETM/DMのインベントリ情報を参照できます。

なお，［JP1/Cm2連携］パネルの設定を更新するには，JP1/NETM/DM Managerのセッ
トアップの終了後，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，
Remote Install Serverサービスに加えて Remote Installation Gateway Serverサービス
も再起動する必要があります。
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図 4-13　［JP1/Cm2連携］パネル

（1） JP1/Cm2連携機能を使用する

JP1/Cm2連携機能を使用するかどうか選択します。デフォルトは，チェックボックスが
オフです。JP1/Cm2連携機能を使用する場合は，JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView 
nnmのホスト名または IPアドレス，およびポート番号を指定します。

（2） JP1/Cm2シンボル一括追加

JP1/NETM/DMのシステム構成情報を一括して JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView 
nnmに反映するかどうか操作します。JP1/NETM/DMの運用をすでに始めたあとで
JP1/Cm2連携機能を追加して運用したい場合や，JP1/NETM/DM 06-52以降のシステム
で中継マネージャ配下のシステム構成情報を追加したい場合は，［一括追加する］ボタン
をクリックしてください。

4.2.11　［イベントサービス］パネル
JP1/Baseのイベントサービス機能を使用して JP1/IMに通知するイベントについて設定
するパネルです。「イベントサービス機能を使用する」チェックボックスをオンにする
と，JP1/NETM/DMで実行したジョブの結果，および JP1/NETM/DM Managerに異常
が発生したことを JP1イベントとして JP1/IMに通知できます。また，クライアントか
ら通知されたアラート情報を，JP1イベントとして JP1/IMに通知することもできます。
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デフォルトはチェックボックスがオフです。

JP1/IMに実行結果を通知できるジョブ種別を次に示します。

• パッケージのインストール
• 中継システムまでのパッケージ転送
• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• 中継サーバからのコレクトファイル収集
• クライアントユーザによるインストール

これらのジョブについては，ジョブの実行結果を詳細な単位（指令）で通知することも
できます。指令とは，JP1/NETM/DM Managerで作成するジョブの最小単位で，あて先
または配布するソフトウェアごとに作成されます。例えば，二つのあて先に対し，二つ
のソフトウェアを配布するジョブを作成した場合，一つのジョブに対し，四つの指令が
作成されます。

JP1/NETM/DM Managerをクラスタ構成で使用している場合，イベントの転送先は物理
ホストのイベントサービスになります。

図 4-14　［イベントサービス］パネル

ジョブ完了イベント
ジョブの実行結果を JP1/IMに通知する場合，オンにします。

ジョブ正常終了
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すべてのあて先に対するジョブがすべて正常終了したことを通知します。

ジョブエラー終了
エラーのジョブが発生したことを通知します。

指令完了イベント
JP1/NETM/DMで実行したジョブの実行結果を指令で通知する場合，オンにしま
す。

指令正常終了
すべての指令が正常終了したことを通知します。

指令エラー終了
エラーの指令が発生したことを通知します。

サーバダウンイベント
JP1/NETM/DM Managerに異常が発生した場合に通知します。

クライアントアラートイベント
クライアントからアラート情報が通知された場合に，JP1/IMに通知します。

4.2.12　［障害関連］パネル
出力されるログの世代管理数やエントリ数，イベントビューアへ出力されるメッセージ
種別を設定します。

このダイアログボックスでの設定内容は，JP1/NETM/DM Clientの［クライアントセッ
トアップ］ダイアログボックスでの設定内容と同じです。詳細については，「6.2　クラ
イアントをセットアップする」を参照してください。
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図 4-15　［障害関連］パネル

4.2.13　［クライアントアラート］パネル
クライアントから通知されたアラート情報の出力および中継について設定します。
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図 4-16　［クライアントアラート］パネル

上位システムへ中継する
クライアントから通知されたアラート情報を，上位システムへ中継します。中継マ
ネージャの場合に選択でき，デフォルトはオンです。マネージャの場合は非活性に
なります。

CSVファイルに出力する
クライアントから通知されたアラート情報の履歴を，CSV形式のファイルに出力し
ます。デフォルトはオフです。このチェックボックスを選択した場合，「ファイルサ
イズ」を設定してください。

ファイルサイズ
アラート情報の履歴を出力する CSV形式ファイルのサイズを，100～ 2,500キ
ロバイトで指定します。デフォルトは 512キロバイトです。100キロバイト当
たり，約 400件のアラート情報を記録できます。
アラート情報が指定したファイルサイズを超えた場合，古いアラート情報から
削除されます。

イベントビューアへ出力する
クライアントから通知されたアラート情報を，Windows NTのイベントビューアに
出力します。デフォルトはオフです。
「イベントビューアへ出力する」チェックボックスをオンにした場合，［障害関連］
パネルの「イベントビューアへ出力するメッセージ種別」での設定に関係なく，ア
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ラート情報がすべてイベントビューアに出力されます。イベントビューアに表示さ
れるメッセージ種別は，アラートイベントの種別が「危険」または「警告」のとき
は警告メッセージ，「正常」のときは情報メッセージとなります。

4.2.14　［稼働監視］パネル
ソフトウェアの稼働状況を監視した場合に配布管理システムに通知される，操作履歴お
よび抑止履歴の格納方法を設定します。監視するクライアントの台数と，配布管理シス
テムのディスク容量を考慮して設定してください。

図 4-17　［稼働監視］パネル

ソフトウェア稼働監視履歴を保存する
下位システムから通知された操作履歴および抑止履歴を保存するかどうかを設定し
ます。デフォルトはオンです。
チェックボックスをオフにした場合，下位システムから通知された履歴は保存され
ません。ただし，履歴が通知されると，リモートインストールマネージャの［シス
テム構成］ウィンドウ，［あて先］ウィンドウ，または［ディレクトリ情報］ウィン
ドウの［属性］パネルに表示される次の情報は更新されます。
• ソフトウェア稼働情報最終更新日時
• 適用済みソフトウェア稼働監視ポリシー
• 適用済みソフトウェア稼働監視ポリシーバージョン

なお，すでに保存されている履歴は，チェックボックスをオフにしてもそのまま残
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ります。

（1） 操作履歴

操作履歴を削除する条件を指定します。また，削除する操作履歴をほかのディレクトリ
に退避するよう設定できます。

この項目は，「ソフトウェア稼働監視履歴を保存する」チェックボックスがオンの場合に
活性化します。

ホストごとの削除条件

しきい値
クライアントごとに保存される操作履歴の最大サイズを，1～ 100メガバイト
で指定します。デフォルトは 3メガバイトで，約 3日分の操作履歴が保存され
ます。
指定した値を超えた場合，古い操作履歴から削除されます。

しきい値に達した場合の削除サイズ
「しきい値」に指定した値を超えた場合に削除される操作履歴のサイズを，1～
100メガバイトで指定します。デフォルトは 1メガバイトで，しきい値を超え
ると約 1日分の操作履歴が削除されます。
しきい値が 3メガバイトで，削除サイズが 1メガバイトの場合，操作履歴のサ
イズが 3メガバイトを超えると，古い操作履歴が 1メガバイト分削除され，2
メガバイトの操作履歴が残ります。

削除時に退避する
「しきい値」に指定した値を超えて操作履歴格納ディレクトリから削除される操作履
歴を，ほかのディレクトリに退避するかどうかを設定します。デフォルトはチェッ
クボックスがオフです。なお，操作履歴は退避時に約 20%の容量に圧縮されます。

退避ディレクトリ
操作履歴をほかのディレクトリに退避する場合の，退避先のディレクトリを指
定します。退避ディレクトリには，実在するディレクトリを指定してください。
ネットワークドライブを指定する場合は，UNC形式で半角 127文字（全角 63
文字）以内で指定してください。半角記号は「-」，「_」，「¥」，「.」，「:」，「(」，
および「)」を指定できます。ただし，「D:¥」のようなドライブ直下，および
G:¥NETM¥MONITORINGのようなドライブ文字が割り当てられているネッ
トワークドライブは指定できません。
退避した操作履歴は，ここで指定した操作履歴退避ディレクトリの下に作成さ
れる OPERATIONディレクトリ下に，クライアントごとに格納されます。
なお，退避した操作履歴は自動的に削除されません。定期的に操作履歴退避
ディレクトリのサイズを確認して，操作履歴を削除してください。

イベントビューアにメッセージを出力するしきい値
操作履歴退避ディレクトリの操作履歴のサイズがしきい値を超えた場合，イベ
ントビューアにメッセージが出力されます。そのしきい値を，1～ 1,000ギガ
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バイトで指定します。デフォルトは 30ギガバイトです。

（2） 抑止履歴

ソフトウェア起動抑止の抑止履歴を保存する最大イベント数を指定します。ソフトウェ
アの起動抑止 1回がイベント 1件に当たります。

この項目は，「ソフトウェア稼働監視履歴を保存する」チェックボックスがオンの場合に
活性化します。

最大イベント数
すべてのクライアントを合わせて保存されるソフトウェア起動抑止の抑止履歴の最
大イベント数を，500～ 10,000件で指定します。指定した件数を超えた場合，古い
抑止履歴から削除されます。デフォルトは 1,000件です。

4.2.15　［ネットワーク接続］パネル
操作履歴格納ディレクトリまたは操作履歴退避ディレクトリにネットワークドライブを
使用する場合に，ネットワークドライブに接続するための認証情報について設定します。
また，インストール時に［ネットワーク接続情報の設定］ダイアログボックスで認証情
報を設定している場合，このパネルで認証情報を変更できます。

図 4-18　［ネットワーク接続］パネル

ログイン ID
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ネットワークドライブに接続するためのログイン IDを，半角で 30文字以内の英数
字および記号で指定します。ただし，次に示す半角記号は使用できません。
「¥」，「/」，「*」，「:」，「;」，「,」，「+」，「<」，「=」，「>」，「?」，「|」，「[」，「]」
なお操作履歴格納ディレクトリおよび操作履歴退避ディレクトリにネットワークド
ライブを指定している場合は，パスワードおよびドメイン名と併せて必ず指定して
ください。

パスワード
ネットワークドライブに接続するためのパスワードを，半角で 30文字以内の英数字
および記号で指定します。なお，スペースは使用できません。

ドメイン名
ネットワークドライブに接続するためのドメイン名を，半角で 127文字以内の英数
字および記号で指定します。ただし，次に示す半角記号は使用できません。
「¥」，「/」，「*」，「:」，「;」，「,」，「+」，「<」，「=」，「>」，「?」，「|」，「[」，「]」

4.2.16　［JP1/NETM/CSC連携］パネル
JP1/NETM/Client Security Controlからクライアントへメッセージを通知すると，リ
モートインストールマネージャの［ジョブ実行状況］ウィンドウの「CSCSendMessage」
フォルダ下に，JP1/NETM/Client Security Controlから実行された「メッセージの通
知」ジョブが表示されます。この「メッセージの通知」ジョブの扱いについて設定しま
す。
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図 4-19　［JP1/NETM/CSC連携］パネル

正常終了時にジョブを削除する
JP1/NETM/Client Security Controlから実行された「メッセージの通知」ジョブの
うち，正常終了したジョブを［ジョブ実行状況］ウィンドウから自動的に削除する
かどうかを設定します。デフォルトはチェックボックスがオフです。
なお，サーバセットアップの［結果記録オプション］パネルでも，正常終了した
ジョブの実行結果を記録しておくかどうかを設定できます。正常終了した「メッ
セージの通知」ジョブを記録しておく場合と削除する場合，それぞれの設定方法を
次に示します。
• 正常終了した「メッセージの通知」ジョブを記録しておく場合
「正常終了時にジョブを削除する」チェックボックスをオフにしてください。ま
た，［結果記録オプション］パネルで「エラー /インストール拒否 /正常終了」を
選択してください。これ以外を選択すると，正常終了した「メッセージの通知」
ジョブが削除されます。

• 正常終了した「メッセージの通知」ジョブを削除する場合
「正常終了時にジョブを削除する」チェックボックスをオンにしてください。［結
果記録オプション］パネルの設定に関係なく，正常終了した「メッセージの通知」
ジョブが削除されます。

4.2.17　［WSUS連携］パネル
WSUSと連携する場合に，JP1/NETM/DMが接続する「WSUS連携機能」の URLを指
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定します。

図 4-20　［WSUS連携］パネル

WSUSサーバと連携する
WSUSと連携する場合にチェックボックスをオンにします。デフォルトはチェック
ボックスがオフです。

WSUS連携機能の URL
JP1/NETM/DMが接続する「WSUS連携機能」の URLを 127文字以内で指定しま
す。指定する URLの形式を次に示します。
http://WSUSサーバ名[:ポート番号 ]/仮想ディレクトリ名

WSUSサーバ名
「WSUS連携機能」がインストールされているWSUSサーバのホスト名を指定
します。

ポート番号
WSUSサーバ上のWebサーバのポート番号を指定します。この項目は省略で
きます。省略した場合は 80番が設定されます。

仮想ディレクトリ名
「WSUS連携機能」のインストール時に作成した仮想ディレクトリを指定しま
す。

WSUSサーバ名が「wssrv001」，ポート番号が「80」，仮想ディレクトリ名が
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「netmWS」の場合の指定例を次に示します。
http://wssrv001:80/netmWS

4.2.18　［Directory連携］パネル
Active Directoryと連携して，Active Directoryで管理しているディレクトリ情報を配布
管理システムで利用する場合に指定します。

図 4-21　［Directory連携］パネル

Active Directoryと連携する
Active Directoryと連携する場合にチェックボックスをオンにします。デフォルトは
チェックボックスがオフです。

一度に取得できるエントリ数
Active Directoryからディレクトリ情報を取得するときに，一度に取得できるエ
ントリ数を指定します。この値は Active Directoryのページサイズの設定（デ
フォルト 1,000）と一致させてください。
Active DirectoryのページサイズはWindowsの Ntdsutilコマンドを使用して
調べられます。
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4.2.19　［AIM関連］パネル
ソフトウェアの稼働状況を監視する場合に，［操作ログ一覧］ウィンドウ，［操作ログ集
計］ウィンドウ，および［ソフトウェア稼働状況］ウィンドウを使用するための「Asset 
Information Manager Limited」のURLを設定します。

また，クライアントから取得した稼働情報を，［操作ログ一覧］ウィンドウで管理するた
めのデータベーステーブルに格納するタイミングについても設定します。

図 4-22　［AIM関連］パネル

（1） Asset Information Managerによる表示機能を使用する

［操作ログ一覧］ウィンドウ，［操作ログ集計］ウィンドウ，および［ソフトウェア稼働
状況］ウィンドウを起動する場合に，チェックボックスをオンにします。

配布管理システムと同じコンピュータに「Asset Information Manager Limited」がイン
ストールされている場合だけ，デフォルトはオンです。それ以外の場合は，デフォルト
はオフです。

Asset Information Managerの URL
「Asset Information Manager Limited」または JP1/NETM/Asset Information 
ManagerのWebサイトの URLを，次の形式で指定します。Webサイトを SSLで
構築している場合は，「http」を「https」に置き換えてください。
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http://ホスト名[:ポート番号]/jp1asset

なお，配布管理システムと同じコンピュータに「Asset Information Manager 
Limited」がインストールされている場合は，デフォルトで次の URLが設定されま
す。
http://自ホスト名/jp1asset

ホスト名
「Asset Information Manager Limited」または JP1/NETM/Asset Information 
Managerがインストールされているホストのホスト名または IPアドレスを指
定します。

ポート番号
「Asset Information Manager Limited」または JP1/NETM/Asset Information 
ManagerのWebサイトのポート番号を指定します。

（2） ソフトウェア稼働監視履歴データベースにデータを格納する

［操作ログ一覧］ウィンドウで稼働情報を管理する場合に，チェックボックスをオンにし
ます。デフォルトはオフです。

［操作ログ一覧］ウィンドウで稼働情報（抑止履歴および操作履歴）を管理するために
は，［操作ログ一覧］ウィンドウでの管理用のデータベーステーブルに稼働情報を格納す
る必要があります。

時間指定によるデータベースへの格納
前回の格納完了時から「格納間隔」で指定した日数の経過後，「データベース格納時
間」で指定した時刻に稼働情報の格納を開始します。この項目は，デフォルトで選
択されています。
初回の格納は，Remote Install Serverサービスが起動されてから最初の「データ
ベース格納時間」で指定した時刻に開始されます。
「データベース格納時間」は，0時 0分～ 23時 59分で指定します。デフォルトは，
0時 0分です。
「格納間隔」は，1～ 30日で指定します。デフォルトは 1日です。

一定間隔でデータベースへ格納
前回の格納完了時から「格納間隔」で指定した時間の経過後，稼働情報の格納を開
始します。
初回の格納は，Remote Install Serverサービスが起動され，「格納間隔」に指定した
時間の経過後に開始されます。
「格納間隔」は 1～ 24時間で指定します。デフォルトは 1時間です。

データの保存日数
格納された稼働情報を保存しておく日数を，クライアント単位に指定します。
各クライアントでの最新の稼働情報を基準として，指定された日数を経過した稼働
情報が削除されます。
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日数は，1～ 31日で指定します。デフォルトは 7日です。

（a）注意事項

●クライアントからの稼働情報の受信と，［操作ログ一覧］ウィンドウでの管理用のデー
タベーステーブルへの稼働情報の格納が同じタイミングで実行された場合，それぞれ
の処理に時間が掛かることがあります。そのため，クライアントからの稼働情報の受
信と，［操作ログ一覧］ウィンドウでの管理用のデータベーステーブルへの稼働情報の
格納が異なるタイミングで実行されるように，それぞれの実行時間を設定してくださ
い。

●稼働情報の保存日数を以前よりも長く設定し直した場合，設定変更後，初回の定期実
行による格納に時間が掛かることがあります。

●稼働情報の量によっては，データベースへの格納に時間が掛かる場合があります。取
得した履歴の内容やシステムの環境にもよりますが，クライアント 1台当たりの，1
日分の稼働情報の格納に掛かる時間は，10秒を目安にしてください。

4.2.20　［AMT連携］パネル
「AMT連携機能」を使用して，クライアントを制御するために必要な情報を設定します。
デフォルトでは，インストール時に［AMT連携機能の設定］ダイアログボックスで指定
した内容が設定されています。

図 4-23　［AMT連携］パネル
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AMT管理ユーザ
クライアントの AMTにアクセスするための情報を設定します。ユーザ名とパス
ワードは，クライアントでの設定と合わせる必要があります。

ユーザ名
クライアントの AMTにアクセスするためのユーザ名を，半角 60文字以内で指
定します。

パスワード
クライアントの AMTにアクセスするためのパスワードを，半角 60文字以内で
指定します。

4.2.21　［監査ログ］パネル
監査ログを出力するかどうかを設定します。また，監査ログを出力する場合は，監査ロ
グの出力先や出力されるログの粒度などを設定します。

図 4-24　［監査ログ］パネル

監査ログを出力する
監査ログを出力する場合にチェックボックスをオンにします。デフォルトはオフで
す。オンにすると，監査ログの出力に関する設定項目が活性化します。

監査ログの出力ディレクトリ
監査ログを出力するディレクトリを，4～ 127バイトの全角または半角文字，
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および「_」，「¥」，「.」，「:」，「(」，「)」で指定します。
デフォルトでは出力先のディレクトリは指定されていません。指定した出力先
のディレクトリには，JP1/NETM/DMを使用するユーザに対して書き込み権限
を設定しておく必要があります。
監査ログは，ここで指定したディレクトリの直下に生成される
NETMAuditManagern.LOGファイルに出力されます。nはログファイルの世
代番号です。
なお，監査ログの出力ディレクトリに JP1/NETM/DMのインストールディレク
トリを指定した場合，JP1/NETM/DMをアンインストールすると監査ログも削
除されてしまいます。出力ディレクトリは，監査ログの運用方法に合わせて指
定してください。

監査ログのログ世代管理数
監査ログが出力されるログファイルを管理する世代数を 1～ 999で指定します。
デフォルトは 10です。
監査ログの出力件数が「監査ログのエントリ数」で指定した値を超えた場合，
新しいログファイル NETMAuditManager1.LOGが作成され，古いログファイ
ルは NETMAuditManager2.LOGに名称変更されます。以後，新しいログファ
イルが作成されるたびに，古いログファイルのファイル名末尾の世代番号が 1
ずつ増えます。設定した世代数を超えると，最も古いログファイルが削除され
ます。

監査ログのエントリ数
1ファイル当たりに出力される，監査ログの件数を 500～ 9,999件で指定しま
す。デフォルトは 2,000件です。

監査ログの出力レベル
監査ログが出力される粒度を選択します。デフォルトは「ジョブ単位で出力す
る」が選択されています。
「ジョブ単位で出力する」を選択すると，ジョブの実行結果の監査ログは，ジョ
ブごとに出力されます。ただし，次に示すジョブおよび操作については，JP1/
NETM/Audit - Managerからの監査対象外となります。
• IDジョブ
• 定期実行ジョブ
• パッケージセットアップマネージャによるインストール操作

「指令単位で出力する」を選択すると，ジョブの実行結果の監査ログは，あて先
ごとおよびパッケージごとに詳細に出力されるようになります。
この場合，すべての監査ログが JP1/NETM/Audit - Managerからの監査対象と
なります。
なお，JP1/NETM/DMで管理するクライアントの台数が大規模の場合，「指令
単位で出力する」を選択していると，出力された監査ログの容量がディスク容
量を圧迫するおそれがあるので注意してください。
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4.3　中継マネージャの基本設定をセットアップ
する

中継マネージャの基本設定は，中継マネージャが配布管理システムまたは中継システム
として動作するときに必要な項目です。基本設定が終わった時点で，［OK］ボタンをク
リックすると，［セットアップ］ダイアログボックスに戻ります。

引き続いて中継マネージャの詳細設定をしたい場合は，［中継マネージャ詳細設定］ボタ
ンをクリックして［詳細情報の設定］ダイアログボックスを表示してください。詳細設
定をしないで［終了］ボタンをクリックすると，詳細設定はすべてデフォルト値のまま
設定されます。詳細設定については，「4.4　中継マネージャの詳細設定をセットアップ
する」を参照してください。

なお，中継マネージャのセットアップの設定を更新するには，中継マネージャのサービ
スを再起動する必要があります。中継マネージャのサービス起動中に，セットアップを
変更して［中継マネージャセットアップ］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリッ
クすると，中継マネージャのサービスが再起動されます。

中継マネージャの基本設定のセットアップ項目を次の表に示します。

表 4-2　中継マネージャの基本設定のセットアップ項目

4.3.1　［接続先］パネル
中継マネージャの接続先を設定します。

分類 項目

接続先 上位接続先と ID登録先の設定

上位通知 サーバ通知ファイルの送信タイミング

上位システムに対する，ジョブの受信とサーバ通知ファイルの送信を並行実行する

下位システムへのパッケージの分割配布の実行状況を上位システムに通知する

上位システムへ稼働監視履歴を中継する動作を指定する
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図 4-25　［接続先］パネル

（1） 上位接続先

中継マネージャが接続する上位システムを，上位システムが使用する運用キー（ホスト
名または IPアドレス）で指定します。IPアドレスで指定する場合，それぞれの数値の
先頭に「0」を付けないでください。例えば，「100.020.020.010」ではなく
「100.20.20.10」と指定してください。

（2） ID登録先

中継マネージャのクライアント機能が IDへの登録をする上位システムを，上位システム
が使用する運用キー（ホスト名または IPアドレス）で指定します。

4.3.2　［上位通知］パネル
下位システムから受信した通知ファイルを，配布管理システムに送信するタイミングを
設定します。
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図 4-26　［上位通知］パネル

（1） サーバ通知ファイルの送信タイミング

下位システムから受信した通知ファイルを，配布管理システムに送信するタイミングを
設定します。デフォルトは「即時送信」です。

即時送信
下位システムから通知ファイルを受信した時点で，上位システムに送信します。
ジョブの実行結果をすぐに確認したい場合に選択してください。
中継システムと上位システム間の接続回数が通信コストに影響するネットワーク環
境の場合，通信コストが大きくなるおそれがあります。

定期送信
下位システムから受信した通知ファイルを，一定間隔で上位システムに送信します。
そのため，送信が実行されるまではジョブの実行結果を確認できません。
中継システムと上位システム間の接続回数を減らし，通信コストを抑えたい場合に
選択してください。

「定期送信」を選択した場合，［詳細情報の設定］ダイアログボックスの［通信リトライ］
パネルで，「上位システムに送信していない通知ファイルをリトライ送信する」に設定し
た「リトライ回数」および「リトライ間隔」で送信します。「上位システムに送信してい
ない通知ファイルをリトライ送信する」を設定しないで「定期送信」を選択した場合は，
「リトライ回数」および「リトライ間隔」のデフォルトが自動的に設定された状態で通知
ファイルを送信します。
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（2） 上位システムに対する，ジョブの受信とサーバ通知ファイルの送信
を並行実行する

通常，中継マネージャは上位システムへの接続を 1本に制限しています。そのため，
ジョブを受信中にサーバ通知ファイルを上位システムに送信したり，サーバ通知ファイ
ルを送信している間に，ジョブを受信したりすることはできません。

自システムが接続する上位システム（マネージャまたは中継マネージャ）との間でジョ
ブの受信（ダウンロード）と上位システムへの通知ファイルの送信（アップロード）を
並行して実行したい場合に，このオプションをオンにしてください。デフォルトは
チェックボックスがオフです。

このオプションを有効にすると，中継マネージャは上位システムへの接続を 2本用意し，
ダウンロードとアップロードを並行して実行できるようになります。しかし，上位シス
テムへの接続数が増えるため，ネットワークの負荷は増大します。また，リレーショナ
ルデータベースへのクライアント接続数も増加します。したがって，この運用はネット
ワーク環境に余裕がある場合にお勧めします。

● 同時に接続できる下位システム数の見積もり

このオプションをオンに設定した場合，中継マネージャは上位システムへ最大 2本の接
続を用意します。そのため，上位システム（マネージャ）のセットアップの項目「同時
に接続できる下位システム数」を増やしておく必要があります。見積もり方法について
は，下記の計算式を参考にしてください。

同時に接続できる下位システム数
＝直接接続する中継システム数× 2
＋直接接続するクライアント数
＋同時に接続するリモートインストールマネージャ数
＋同時に接続するパッケージャ数× 2

また同時に，上位システムでMicrosoft SQL Serverまたは Oracleを使用している場合，
リレーショナルデータベースのクライアント接続数を増やす必要があります。クライア
ント接続数の見積もり方法は，OracleとMicrosoft SQL Serverの場合で異なります。

Microsoft SQL Serverの場合
見積もり方法については，「7.3.2(2)　データベース環境のチューニング」を参照し
てください。チューニングが必要な項目の「クライアントまたは中継システム同時
接続数」の値を「同時に接続できる下位システム数」として，クライアント接続数
を算出してください。

Oracleの場合
見積もり方法については，「7.3.3(2)　初期化パラメタファイルのチューニング」を
参照してください。
チューニングの必要なパラメタの「クライアントまたは中継システム同時接続数」
の値を「同時に接続できる下位システム数」として，クライアント接続数を算出し
148



4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする
てください。

（3） 下位システムへのパッケージの分割配布の実行状況を上位システム
に通知する

パッケージを分割配布する場合に，下位システムで実行中の分割配布の進行状況を上位
システムへ通知するときは，このチェックボックスをオンにしてください。デフォルト
はチェックボックスがオフです。

このチェックボックスをオンにすると，中継するシステムより下位のシステムで実行中
の分割配布の状況を，上位システムのリモートインストールマネージャの［ジョブ実行
状況］ウィンドウで確認できるようになります。

［ジョブ実行状況］ウィンドウで，分割配布の状況を確認する方法については，マニュア
ル「運用ガイド 1」の「8.4.3　［ジョブ実行状況］ウィンドウで表示される項目」を参照
してください。

なお，このオプションを有効にすると，下位システムから分割配布の実行状況が上位シ
ステムへ通知されるため，通信量の増加によってネットワークの負荷が大きくなります。
したがって，この運用はネットワーク環境に余裕がある場合にお勧めします。ただし，
上位システムのバージョンが 07-53以前，または UNIXの場合，このチェックボックス
をオンにしても下位システムでの分割配布の実行状況を確認できないので，この運用は
しないでください。

（4） 上位システムへ稼働監視履歴を中継する動作を指定する

中継マネージャを経由して稼働監視ポリシーを適用している場合と，中継マネージャか
らジョブを実行して稼働監視ポリシーを適用している場合では，稼働情報の通知先が異
なります。このチェックボックスでは，下位システムから通知される稼働情報を，中継
マネージャで管理するか，上位システムにも通知するかを設定できます。デフォルトは
チェックボックスがオフです。

（a）チェックボックスがオンの場合の動作

「中継する」または「中継しない」のそれぞれを選択した場合の動作について説明しま
す。

中継する
クライアントからの定期的な通知または「ソフトウェア稼働情報の取得」ジョブで
取得される稼働情報は，中継マネージャを経由して必ず上位システムに通知される
ようになります。
上位システムからポリシーを適用している場合，稼働情報はポリシーを適用した上
位システムに通知されます。中継マネージャからポリシーを適用している場合，稼
働情報は中継マネージャの接続先の上位システムに通知されます。

中継しない
下位システムから通知された稼働情報は，この設定をした中継マネージャよりも上
位に通知されなくなります。
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例えば，上位システムから「ソフトウェア稼働情報の取得」ジョブが実行されても，
下位システムの稼働情報は中継マネージャに通知されます。上位システムには通知
されません。

（b）チェックボックスがオフの場合の動作

クライアントからの定期的な通知または「ソフトウェア稼働情報の取得」ジョブで取得
される稼働情報は，稼働監視ポリシーの適用元（「ソフトウェア稼働監視の制御」ジョブ
の実行元）に通知されます。

例えば，上位システムからポリシーを適用した場合に，中継マネージャから「ソフト
ウェア稼働情報の取得」ジョブを実行しても，稼働情報は上位システムに通知されます。
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4.4　中継マネージャの詳細設定をセットアップ
する

中継マネージャの詳細設定は，中継マネージャがクライアントとして動作するときに必
要な項目です。詳細設定が終わった時点で，［OK］ボタンをクリックすると，［セット
アップ］ダイアログボックスに戻ります。

なお，中継マネージャのセットアップの設定を更新するには，中継マネージャのサービ
スを再起動する必要があります。中継マネージャのサービス起動中に，セットアップを
変更して［詳細情報の設定］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックすると，中
継マネージャのサービスが再起動されます。

中継マネージャの詳細設定のセットアップ項目を次の表に示します。

表 4-3　中継マネージャの詳細設定のセットアップ項目

分類 項目

処理中ダイアログ 処理中ダイアログ表示の有無

ダイアログを表示するプログラム

通知ダイアログ ジョブエラー時のダイアログの表示

NETM_DM_Pスタートアップから起動失敗したショートカット
の削除確認ダイアログの表示

起動時のユーザ情報設定ダイアログの表示

ユーザ情報定期取得時のユーザ情報設定ダイアログ表示の有無

クライアント常駐・ポーリング クライアントの常駐

ポーリングの有無

ポーリングのタイミング

通信関連 ポート番号

上位システムからの起動要求プロトコル

ファイル転送バッファサイズ

通信ソフトからの応答待ち時間

複数のネットワークアダプタの設定

システム構成の自動登録

インベントリ情報の通知の有無

通信リトライ ソケットコネクション（リトライ回数 /間隔）

通信エラー（リトライ回数 /間隔）

上位システムへの未送信通知ファイル

障害関連 ログ世代管理数

ログエントリ数
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なお，［詳細情報の設定］ダイアログボックスでの設定内容は，JP1/NETM/DM Client
（クライアント）の［クライアントセットアップ］ダイアログボックスでの設定内容と同
じです。詳細については，「6.2　クライアントをセットアップする」を参照してくださ
い。

イベントビューアへ出力するメッセージ種別

システム監視 システムの監視

［システム監視］アイコンの表示

アラートメッセージの表示

アラートの上位システムへの通知

システム変更時の上位システムへのインベントリ情報の通知

ジョブオプション ダイナミックインベントリの通知の有無

接続先以外の定期実行ジョブの抑止

ジョブのインストール /収集待ち通知の抑止

インストールオプション インストール・収集（リトライ回数 /間隔）

パッケージの分割配布

ダウンロード時のサイズチェック

インストールエラー時のインストール履歴の保管

日立 PPインストールワークディレクトリの削除

インストールシールドからの応答待ち時間

リモートコレクトオプション クライアントで実行するリモートコレクトのジョブの制限

マルチキャスト配布 マルチキャスト配布用のポート番号，マルチキャスト配布のジョ
ブの受信設定（マルチキャストアドレス）

スタートアップ関連 NETM_DM_Pスタートアップフォルダの作成

スタートアッププログラムの移行

NETM_DM_Pスタートアップへ移行するショートカットの選択

分類 項目
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図 4-27　［詳細情報の設定］ダイアログボックス
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4.5　JP1/Cm2連携機能をセットアップする

［JP1/NETM/DM Manager Cm2連携機能セットアップ］ダイアログボックスで JP1/
Cm2連携機能を使用する場合の動作環境を設定します。設定が終わったら［OK］ボタ
ンをクリックし，［セットアップ］ダイアログボックスに戻ります。

4.5.1　［接続する JP1/NETM/DM Manager］パネル
JP1/Cm2連携機能から接続する JP1/NETM/DM Managerのホスト名または IPアドレ
スを指定します。

図 4-28　［接続する JP1/NETM/DM Manager］パネル

4.5.2　［ポート番号］パネル
JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmから JP1/NETM/DM管理情報にアクセスす
るときに使用するポート番号を指定します。
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図 4-29　［ポート番号］パネル

この設定は，サーバセットアップの［JP1/Cm2連携］パネルで指定した値と同じ値を指
定する必要があります。デフォルトは 20049です。
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5　 JP1/NETM/DM Client（中継
システム）をセットアップ
する
この章では，JP1/NETM/DM Client（中継システム）のセッ
トアップ方法について説明します。
なお，JP1/NETM/DM Client（中継システム）のセットアッ
プは，Administrator権限のあるユーザだけが実行できます。

5.1　JP1/NETM/DM Client（中継システム）のセットアップの流れ

5.2　中継システムの基本設定をセットアップする

5.3　中継システムの詳細設定をセットアップする
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5.1　JP1/NETM/DM Client（中継システム）の
セットアップの流れ

JP1/NETM/DM Client（中継システム）のセットアップの流れを次に示します。

1.［スタート］メニューから［JP1_NETM_DM Client］－［セットアップ］を選択する。
［セットアップ］ダイアログボックスが表示されます。

図 5-1　［セットアップ］ダイアログボックス

2.［基本設定］ボタンまたは［詳細設定］ボタンをクリックする。
選択した種類のセットアッププログラムが起動します。

3. セットアップが終了したら，［終了］ボタンをクリックする。
セットアップが完了します。

次の節以降で，中継システムの基本設定，および詳細設定のセットアップ方法を説明し
ます。
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5.2　中継システムの基本設定をセットアップす
る

中継システムの基本設定は，JP1/NETM/DM Client（中継システム）が配布管理システ
ムまたは中継システムとして動作するときに必要な項目です。基本設定が終わった時点
で，［OK］ボタンをクリックすると，［セットアップ］ダイアログボックスに戻ります。

引き続いて中継システムの詳細設定をしたい場合は，［詳細設定］ボタンをクリックして
［詳細情報の設定］ダイアログボックスを表示してください。詳細設定をしないで［終
了］ボタンをクリックしてセットアップを終了すると，詳細設定はすべてデフォルト値
のまま設定されます。詳細設定については，「5.3　中継システムの詳細設定をセット
アップする」を参照してください。

なお，中継システムのセットアップの設定を更新するには，中継システムのサービスを
再起動する必要があります。中継システムのサービス起動中に，セットアップを変更し
て［中継システムセットアップ］ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする
と，中継システムのサービスが再起動されます。

中継システムの基本設定のセットアップ項目を次の表に示します。

表 5-1　中継システムの基本設定のセットアップ項目

分類 項目

接続先 上位システム（JP1/NETM/DM Manager，JP1/NETM/DM Client
（中継システム），または JP1/NETM/DM SubManager）のホスト名
または IPアドレス

複数の上位システムへのポーリングの有無

ID登録先システム（JP1/NETM/DM Manager，JP1/NETM/DM 
Client（中継システム），または JP1/NETM/DM SubManager）の
ホスト名または IPアドレス

通信関連 起動プロトコル（UDPまたは TCP）

インターバル転送

ダイヤルアップ 認証情報（ユーザ名・パスワード・ドメイン）

中継システムカスタマイズオプ
ション

同時に接続できるクライアント数

中継 /クライアントの同時実行要求数

下位クライアントの資源情報の記録

IDジョブのクライアントの実行結果の記録

下位システムの起動の監視

下位システムのファイル転送エラーの監視

接続先以外からのファイル転送の中断・再開ジョブの受け付け

上位通知 サーバ通知ファイルの送信タイミング
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注※
「AMT連携機能」がインストールされている場合に表示されます。

5.2.1　［接続先］パネル
中継システムの接続先を設定します。

上位システムに対する，ジョブの受信とサーバ通知ファイルの送信
を並行実行する

下位システムへのパッケージの分割配布の実行状況を上位システム
に通知する

マルチキャスト配布 マルチキャスト配布のジョブの送信設定（マルチキャストアドレス，
パケットサイズ）

システム構成関連 システム構成情報の自動反映

システム構成変更時の連携

運用キー キー項目（ホスト名 /IPアドレス）の選択

アドレス解決の方法

アドレス解決できないあて先へのジョブの処理

イベントサービス イベントサービス機能の使用

リモートインストールマネー
ジャ

配布管理システムへのインストール状況の通知

配布管理システムへの IDジョブの結果の通知

クライアントアラート クライアントアラート情報の上位システムへの中継

クライアントアラート情報の出力（CSV形式ファイルおよびイベン
トビューア）

AMT連携※ AMT管理ユーザのユーザ IDおよびパスワード

分類 項目
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図 5-2　［接続先］パネル

（1） 上位システム

自システムの上位システムが，JP1/NETM/DM Managerなのか，JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）または JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM SubManagerなの
かを選択してください。また，上位システムのアドレスを上位システムが使用する運用
キー（ホスト名または IPアドレス）で指定してください。

運用キーがホスト名の場合，接続先システムのネットワーク環境で解決できる名称，例
えば DNSサーバを使用している環境であるなら完全修飾ドメイン名（ホスト名のあとに
ピリオドとドメイン名を表記した名前），で設定してください。

選択できる製品種別と対応する製品名
選択できる製品種別と，それに対応する製品名を次に示します。

製品種別 対応する製品名

JP1/NETM/DM Manager Windows版 JP1/NETM/DM Manager
Windows版 NETM/DM Manager
UNIX版 JP1/NETM/DM Manager
UNIX版 JP1/NETM/DM
UNIX版 JP1/NETM/DM/W-AF
UNIX版 NETM/DM
UNIX版 NETM/DM/W-AF
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複数の上位システムへポーリングする
配布管理システムからのジョブの実行経路が複数ある場合に，複数の上位システム
へポーリング（マルチポーリング）するかどうかを選択します。デフォルトはオフ
です。このチェックボックスをオンにすると［上位システムの設定］ボタンが活性
化されます。このボタンをクリックして表示される［上位システムの設定］ダイア
ログボックスで，上位システムの名称，ポーリングの優先順位などを設定してくだ
さい。上位システムの名称は，上位システムが使用する運用キー（ホスト名または
IPアドレス）を使って指定してください。
なお，ID登録先システムとして自システムでない上位システムが設定されている場
合，優先順位が 1位の上位システムを変更すると，ID登録先システムも新しく 1位
に設定した上位システムに変更されます。
また，上位システムの運用キーにホスト名と IPアドレスを混在させた設定はできま
せん。
マルチポーリング機能の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の
「6.4.1　中継システムのマルチポーリング環境」を参照してください。

（2） ID登録先システム

IDへの登録を行う上位システムが，JP1/NETM/DM Managerなのか，JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）または JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM SubManagerなの
かを選択してください。また，上位システムのアドレスを上位システムが使用する運用
キー（ホスト名または IPアドレス）で指定してください。

5.2.2　［通信関連］パネル
起動プロトコルと，インターバル転送するかどうかを設定します。

JP1/NETM/DM Client（中継システ
ム）または JP1/NETM/DM 
SubManager

Windows版 JP1/NETM/DM Client（中継システム）
Windows版 JP1/NETM/DM SubManager
Windows版 NETM/DM SubManager
UNIX版 JP1/NETM/DM SubManager
UNIX版 JP1/NETM/DM/W
UNIX版 NETM/DM/W

製品種別 対応する製品名
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図 5-3　［通信関連］パネル

（1） 起動プロトコル

自システムを起動するときに使用するプロトコルを，UDPまたは TCPで設定します。
デフォルトは「UDPプロトコル」です。

「TCPプロトコル」を選択し，servicesファイルにポート番号を設定しているときは，
servicesファイルに netmdm xxxxx/tcpのエントリを追加してください（xxxxxはポート
番号）。

「UDPプロトコル」を選択した場合，WAN環境などで起動に失敗することがあるので注
意してください。

（2） インターバル転送をする

下位システムへファイル転送が発生する場合，指定した単位ごとにファイルが分割され，
インターバルを置いて実行されます。これによって，ファイル転送時のネットワークの
負荷を軽減することができます。デフォルトはチェックボックスがオフです。

なお，インターバル転送は下位システムから上位システムへのファイル転送時は実行さ
れません。

連続転送バッファ数
ファイルの転送先システムでのセットアップで指定した「ファイル転送バッファサ
イズ」を，ここでの 1単位（個）とします。例えば「ファイル転送バッファサイズ」
が 4,096バイトであるとき，「連続転送バッファ数」に 2個を指定すると，ジョブは
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8,192バイト単位で分割されます。
連続転送バッファ数は 0～ 4,294,967,295個で指定してください。デフォルトは 1
個です。0個を指定するとインターバル転送されません。

転送休止時間
インターバル転送時に転送と転送との間のインターバルをどのくらいにするか指定
します。0～ 4,294,967,295ミリ秒で指定してください。デフォルトは 1,000ミリ秒
です。0ミリ秒を指定するとインターバル転送されません。

5.2.3　［ダイヤルアップ］パネル
ダイヤルアップ接続を使用する場合は，「ダイヤルアップで接続する」チェックボックス
をオンにし，接続時に使用する，ユーザ名，パスワード，およびドメインを設定してく
ださい。このパネルは，ダイヤルアップ接続が利用できる環境でだけ表示されます。

図 5-4　［ダイヤルアップ］パネル

ダイヤルアップで接続する
ダイヤルアップ接続を使用する場合にチェックボックスをオンにします。デフォル
トはチェックボックスがオフです。

認証情報
ダイヤルアップ接続時に使用する，ユーザ名，パスワード，およびドメインを設定
してください。

なお，ダイヤルアップ接続の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「6.6
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　ダイヤルアップ接続の設定」を参照してください。

5.2.4　［中継システムカスタマイズオプション］パネル
自システムを配布管理システムまたは中継システムとして使用する場合の，CPU，メモ
リ，ネットワークなどに関するチューニング項目を設定します。チューニングの考え方
については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「6.1.7(2)　同時に接続するホストの台
数の調整」を参照してください。

図 5-5　［中継システムカスタマイズオプション］パネル

このパネル独自の項目について次に説明します。これ以外の設定値については，JP1/
NETM/DM Managerのサーバのセットアップ項目である「サーバカスタマイズオプショ
ン」と同じです。「4.2.4　［サーバカスタマイズオプション］パネル」を参照してくださ
い。

同時に接続できるクライアント数
同時に接続するクライアントの数を絞り込むことができます。具体的には，この値
は socketコネクションの数となります。socketコネクションの確立から解放までの
間，カウントアップされています。設定する値は，次の計算式に従って算出してく
ださい。

同時に接続できるクライアント数＝
直接接続するシステム数＋接続するパッケージャ数× 2

最小値は 4，最大値は 9,999，デフォルトは 50です。
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ネットワークのトラフィックが高くなり，パケットの衝突が多いときには，この指
定値を小さくしてクライアントの同時接続数を減らすことで，トラフィックを下げ
ることができます。
指定した値を超えるクライアントからの接続は拒否されますが，接続数に空きがで
きると，再度，実行要求が送信されます。

中継 /クライアントの同時実行要求数
ジョブを実行するときに，同時に処理する下位システムの数を指定します。具体的
には，配布管理システムが，下位システムに対して起動電文を一度に送信する数，
つまり，一度にジョブを実行するクライアントの数となります。ここで指定した値
よりも多くのクライアントに対してジョブを実行すると，この指定値に応じて分割
しジョブを実行します。
最小値は 0，最大値は 9,999，デフォルトは 20です。0を指定すると下位システム
へ起動電文を送信しなくなり，上位システム主導のジョブの実行や，クライアント
制御を利用したあて先の起動ができなくなります。配布するファイルの容量が大き
い（10メガバイト以上）と，少数のクライアントの接続でも LANの負荷が高くな
ることがありますので，ネットワークの性能に合わせた値を指定してください。「中
継 /クライアントの同時実行要求数×パッケージサイズ」が，ネットワーク上に一度
に流れるデータ量となります。
この値は，「同時に接続できるクライアント数」以下としてください。また，下位シ
ステムとの接続で回線交換網を経由している場合，契約している回線数以上の数を
指定しても意味がないので注意してください。

管理ファイルのキャッシュ上限サイズ
上位システムまたは中継システムから実行されたジョブの情報（管理ファイル）を，
中継システムのメモリ上にキャッシュする上限サイズを指定します。最小値は 0，
最大値は 1000000（1ギガバイト），デフォルトは 100000（100メガバイト）です。
0を指定すると，管理ファイルのキャッシュ機能を利用しません。
管理ファイルは，ジョブが作成されてから削除されるまでメモリ上にキャッシュさ
れます。上限サイズを超える管理ファイルが発生すると，ジョブ処理のスループッ
トが低下します。ジョブ処理のスループットの低下を回避するために，管理ファイ
ルのキャッシュの上限サイズは運用規模に応じて適切な値を指定することをお勧め
します。指定する値の目安は，次の計算式の各項目の見積もり値を基に算出してく
ださい。

管理ファイルのキャッシュサイズ（キロバイト）＝
中継システムに保管されている，上位システムまたはその中継システムから実
行されたジョブ数
×各ジョブのあて先数
×各ジョブのパッケージ数（リモートインストールのジョブの場合）
× 1キロバイト

管理ファイルの増加によって上限サイズを超える場合は，最も参照頻度の低い管理
ファイルを削除してから，新しい管理ファイルをキャッシュします。

下位クライアントの資源情報を記録する
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下位システムからジョブを実行したときに通知されるシステム情報，およびインス
トールパッケージ情報を記録するかどうかを選択します。デフォルトはチェック
ボックスがオンです。

システム情報
下位システムからジョブを実行したときに通知されるシステム情報を記録した
い場合に選択します。デフォルトはチェックボックスがオンです。

インストールパッケージ情報
下位システムからジョブを実行したときに通知されるインストールパッケージ
情報を記録したい場合に選択します。デフォルトはチェックボックスがオンで
す。

IDジョブのクライアントの実行結果を記録する
正常終了した IDジョブのクライアントの実行結果を記録するかどうかを選択しま
す。エラーとなった IDジョブは，チェックボックスの状態に関係なく記録されま
す。中継システムで IDジョブの実行結果を確認するには，IDを管理している中継
システムでクライアントの実行結果を管理しておく必要があります。各クライアン
トの結果は，IDジョブが無効状態，または IDジョブをキャンセルした場合に削除
されます。デフォルトはチェックボックスがオフです。

5.2.5　［上位通知］パネル
下位システムから受信した通知ファイルをどのタイミングで配布管理システムに送信す
るかを設定します。
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図 5-6　［上位通知］パネル

各項目の設定値は，JP1/NETM/DM Managerの中継マネージャのセットアップ項目であ
る「上位通知」と同じです。「4.3.2　［上位通知］パネル」を参照してください。

5.2.6　［マルチキャスト配布］パネル
ジョブをマルチキャスト方式で下位のシステムに配布する場合の設定です。このパネル
での設定は，「マルチキャスト配布」が指定されたジョブに対して適用されます。

なお，マルチキャスト配布に使用するポート番号，およびパケットの再送要求に使用す
るポート番号は，このパネルでは設定できません。これらのポート番号は，中継システ
ムの詳細設定で指定します。中継システムの場合，ジョブを送信するためのポート番号
と受信するためのポート番号は同じ値を使用します。
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図 5-7　［マルチキャスト配布］パネル

（1） マルチキャスト配布のジョブを送信する

「マルチキャスト配布」が指定されたジョブを，下位のシステムにマルチキャスト方式で
送信する場合に選択し，マルチキャストアドレスとパケットサイズを設定してください。
デフォルトはチェックボックスがオフです。

「マルチキャスト配布のジョブを送信する」がオフの場合，「マルチキャスト配布」を指
定したジョブも，下位システムへユニキャスト配布されます。反対に，このチェック
ボックスをオンにしても，ジョブに「ユニキャスト配布」が指定されている場合はユニ
キャスト配布になります。

なお，ネットワーク中で IPマルチキャストに対応していないルータを使用している場合
は，「マルチキャスト配布のジョブを送信する」をオフにしてください。IPマルチキャス
トに対応していないルータを使用している場合，マルチキャスト配布はできないので，
ユニキャスト配布になります。このとき，「マルチキャスト配布のジョブを送信する」を
オンにしていると，ユニキャスト配布に切り替わってジョブが配布されるまでに時間が
掛かります。

マルチキャストアドレス
配布先のマルチキャストグループに割り当てられた，マルチキャストアドレスを指
定します。224.0.1.0～ 239.255.255.255で，ほかのマルチキャストグループと重複
しない値を指定してください。デフォルトは 239.255.0.1です。
マルチキャストグループは，この JP1/NETM/DM Client（中継システム）に直接接
続する下位システムをまとめたグループにします。配布先の下位システムのマルチ
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キャストアドレスがここで設定したマルチキャストアドレスと一致しない場合，そ
の下位システムにはジョブがユニキャスト配布されます。
マルチキャストグループとマルチキャストアドレスの詳細については，マニュアル
「導入・設計ガイド」の「6.2.1　ユニキャスト配布とマルチキャスト配布」および
「6.2.3　マルチキャスト配布をするためのシステム構成」を参照してください。

パケットサイズ
ジョブを配布するときの，1パケット分のサイズを指定します。1～ 60キロバイト
で指定してください。デフォルトは，40キロバイトです。
40キロバイトは，100BASEの通信回線で効率的な値です。通信回線が 10BASEの
場合は 4キロバイトを設定してください。パケットサイズが大き過ぎると，マルチ
キャスト配布に失敗し，途中からユニキャスト配布になりますので，ご注意くださ
い。

5.2.7　［システム構成関連］パネル
自システムを中継システムとして使用する場合の，上位システムに対する各種の情報の
通知について設定します。

図 5-8　［システム構成関連］パネル

（1） システム構成情報の自動反映

下位システムから通知されるシステム構成情報を上位システムに自動的に通知（中継）
するかどうかを選択します。デフォルトはオンです。
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JP1/NETM/DM Client（中継システム）を新規にインストールする場合，チェックボッ
クスをオンにしてください。配布管理システムで構成定義をする必要がなく，作業を軽
減できます。

JP1/NETM/DM Client（中継システム）がすでにインストールしてあり，バージョン
アップだけをする場合は，チェックボックスをオンにすると，作成済みの構成定義が自
動的に変更されますのでご注意ください。チェックボックスをオフにすると，ユーザが
手動でシステム構成を定義する必要があります。

（2） システム構成変更時の連携

上位システムのシステム構成情報が変更になった場合に，その変更を自動的に中継シス
テムのシステム構成情報に反映させることができます。また，システム構成情報の変更
に合わせて，IDの情報も自動的に編集させることができます。したがって，チェック
ボックスをオンにした場合は，配布管理システムまたは ID管理中継から，システム管理
者がシステム構成情報に合わせて IDを変更する必要がありません。チェックボックスを
オフにした場合は，手動で IDの情報を編集する必要があります。

この設定は，「システム構成情報を自動反映する」チェックボックスがオンの場合だけ有
効になります。デフォルトはチェックボックスがオンです。ただし，上書きインストー
ルした場合，旧バージョンの設定がオフだったとき，デフォルトはオフになります。

なお，オンにした場合は，システム内のすべての JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/
NETM/DM SubManagerをバージョン 05-21以降にバージョンアップする必要がありま
す。したがって，バージョン 05-21より古い JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/
NETM/DM SubManagerがシステム内に混在する場合は，オフにしてください。

システム構成情報と IDを連携させた運用の詳細については，「8.4　システム構成情報と
IDを連携させる運用」を参照してください。

5.2.8　［運用キー］パネル
ノード識別キー，アドレス解決の方法，およびアドレス解決できないあて先へのジョブ
の扱いについて設定します。
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図 5-9　［運用キー］パネル

（1） キー項目

ノードの識別に使用する情報の種類を「ホスト名」または「IPアドレス」で指定してく
ださい。接続先となる上位システムの運用キーの設定に合わせて「ホスト名」または
「IPアドレス」のどちらかを指定してください。デフォルトは「ホスト名」です。キー項
目としてホスト名を選択した場合，［アドレス解決の方法］および［アドレス解決できな
いあて先へのジョブ］を指定してください。

（a）アドレス解決の方法

ジョブ作成または実行時にアドレス解決する方法として，「Windowsネットワークを使
用する」または「JP1/NETM/DMのシステム構成を使用する」のどちらかを選択しま
す。デフォルトは「Windowsネットワークを使用する」です。

Windowsネットワークを使用する
ジョブ作成または実行時にWindowsネットワークから IPアドレスを取得します。
アドレス解決には hostsファイルやネームサーバを使用します。アドレス解決に失
敗した場合，JP1/NETM/DMのシステム構成から IPアドレスを取得します。

JP1/NETM/DMのシステム構成を使用する
ジョブ作成または実行時に JP1/NETM/DMのシステム構成からだけ IPアドレスを
取得します。したがって，システム構成の IPアドレスは常に正しい状態を保持する
必要があります。DHCP環境などの IPアドレスが動的に変化する環境では，シス
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テム構成の自動登録機能を使用することで，システム構成の IPアドレスを正しい状
態に保持することができます。
夜間などネームサーバが停止した状態でジョブを作成および実行するような環境で
は，「Windowsネットワークを使用する」を選択しても，アドレス解決に失敗し，
ジョブを作成できないことがあります。しかし，「JP1/NETM/DMのシステム構成
を使用する」を選択すると，アドレス解決に失敗するまでに掛かっていた時間を短
縮できるメリットがあります。
なお，この指定ではアドレス解決をしないで，システム構成情報から IPアドレスを
取得することでジョブのあて先を決定します。しかし，ホスト識別子運用の場合，
ジョブのあて先が取得できないため，ジョブを実行できないことがあります。この
場合にジョブを実行する方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「8.2.4(4)
　あて先を設定するときの注意事項」およびマニュアル「運用ガイド 2」の「4.25.9
　JOB_DESTINATION（あて先の指定）」を参照してください。

（b）アドレス解決できないあて先へのジョブ

ジョブ実行時にあて先のアドレス解決ができなかった場合に，そのジョブをエラーとす
るかどうかを選択します。デフォルトは「エラーとしない」です。「エラーとしない」を
選択した場合，アドレス解決ができないジョブの実行状態は「実行待ち」となります。
実在しないあて先へのジョブの実行状態も「実行待ち」のままとなります。

WINSサーバを使用している環境では，ジョブ実行時にクライアント PCの電源が OFF
の場合，あて先のアドレス解決ができません。したがって，「エラーとする」の設定で
は，休日や夜間にジョブを実行してシステム起動時ポーリングでインストールする運用
ができなくなります。このような場合に，「エラーとしない」を設定してください。

なお，「エラーとしない」を選択した場合，実行したジョブにアドレス解決できないあて
先が含まれていると，リモートインストールマネージャの動作が遅くなるなどの影響が
あります。

5.2.9　［イベントサービス］パネル
JP1/Baseのイベントサービス機能を使用して JP1/IMに通知するイベントについて設定
するパネルです。「イベントサービス機能を使用する」チェックボックスをオンにする
と，JP1/NETM/DM Client（中継システム）に異常が発生したことを JP1イベントとし
て JP1/IMに通知できます。また，クライアントから通知されたアラート情報を，JP1
イベントとして JP1/IMに通知することもできます。デフォルトではチェックボックス
はオフです。
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図 5-10　［イベントサービス］パネル

サーバダウンイベント
JP1/NETM/DM Client（中継システム）に異常が発生した場合に，JP1/IMにイベ
ントを通知します。

クライアントアラートイベント
クライアントからアラート情報が通知された場合に，JP1/IMに通知します。

5.2.10　［リモートインストールマネージャ］パネル
中継システムのリモートインストールマネージャで実行したリモートインストールの状
況，および中継システムからの IDジョブの実行結果を，上位の配布管理システムに通知
するかどうかを設定します。
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図 5-11　［リモートインストールマネージャ］パネル

配布管理システムへインストール状況通知を行う
リモートインストールマネージャで実行したジョブのパッケージのインストール状
況を，上位の配布管理システムへ通知する場合に選択します。デフォルトでは，
チェックボックスがオンです。

配布管理システムへ IDジョブの結果通知を行う
リモートインストールマネージャで実行した IDジョブの実行結果を，上位の配布管
理システムへ通知する場合に選択します。デフォルトでは，チェックボックスがオ
フです。

5.2.11　［クライアントアラート］パネル
クライアントから通知されたアラート情報の出力および中継について設定します。
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図 5-12　［クライアントアラート］パネル

上位システムへ中継する
クライアントから通知されたアラート情報を，上位システムへ中継します。デフォ
ルトはオンです。

CSVファイルに出力する
クライアントから通知されたアラート情報の履歴を，CSV形式のファイルに出力し
ます。デフォルトはオフです。このチェックボックスを選択した場合，「ファイルサ
イズ」を設定してください。

ファイルサイズ
アラート情報の履歴を出力する CSV形式ファイルのサイズを，100～ 2,500キ
ロバイトで指定します。デフォルトは 512キロバイトです。100キロバイト当
たり，約 400件のアラート情報を記録できます。
アラート情報が指定したファイルサイズを超えた場合，古いアラート情報から
削除されます。

イベントビューアへ出力する
クライアントから通知されたアラート情報を，Windows NTのイベントビューアに
出力します。デフォルトはオフです。
「イベントビューアへ出力する」を選択した場合，［障害関連］パネルの「イベント
ビューアへ出力するメッセージ種別」での設定に関係なく，アラート情報がすべて
イベントビューアに出力されます。イベントビューアに表示されるメッセージ種別
は，アラートイベントの種別が「危険」または「警告」のときは警告メッセージ，
「正常」のときは情報メッセージとなります。
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5.2.12　［AMT連携］パネル
「AMT連携機能」を使用して，クライアントを制御するために必要な情報を設定します。
デフォルトでは，インストール時に［AMT連携機能の設定］ダイアログボックスで指定
した内容が設定されています。

図 5-13　［AMT連携］パネル

AMT管理ユーザ
クライアントの AMTにアクセスするための情報を設定します。ユーザ名とパス
ワードは，クライアントで設定されているものと合わせる必要があります。

ユーザ名
クライアントの AMTにアクセスするためのユーザ名を，半角 60文字以内で指
定します。

パスワード
クライアントの AMTにアクセスするためのパスワードを，半角 60文字以内で
指定します。
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5.3　中継システムの詳細設定をセットアップす
る

中継システムの詳細設定は，JP1/NETM/DM Client（中継システム）がクライアントと
して動作するときに必要な項目です。詳細設定が終わった時点で，［OK］ボタンをク
リックすると，［セットアップ］ダイアログボックスに戻ります。

なお，中継システムのセットアップの設定を更新するには，中継システムのサービスを
再起動する必要があります。中継システムのサービス起動中に，セットアップを変更し
て［中継システムセットアップ］ダイアログボックスまたは［詳細情報の設定］ダイア
ログボックスの［OK］ボタンをクリックすると，中継システムのサービスが再起動され
ます。

中継システムの詳細設定のセットアップ項目を次の表に示します。

表 5-2　中継システムの詳細設定のセットアップ項目

分類 項目

処理中ダイアログ 処理中ダイアログ表示の有無

ダイアログを表示するプログラム

通知ダイアログ ジョブエラー時のダイアログの表示

NETM_DM_Pスタートアップから起動失敗したショートカットの削
除確認ダイアログの表示

起動時のユーザ情報設定ダイアログの表示

ユーザ情報定期取得時のユーザ情報設定ダイアログ表示の有無

クライアント常駐・ポーリング クライアントの常駐

ポーリングの有無

ポーリングのタイミング

通信関連 ポート番号

上位システムからの起動要求プロトコル

ファイル転送バッファサイズ

通信ソフトからの応答待ち時間

複数のネットワークアダプタの設定

システム構成の自動登録

インベントリ情報の通知の有無

通信リトライ ソケットコネクション（リトライ回数 /間隔）

通信エラー（リトライ回数 /間隔）

上位システムへの未送信通知ファイル

システム構成の自動登録
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なお，［詳細情報の設定］ダイアログボックスでの設定内容は，JP1/NETM/DM Client
（クライアント）の［クライアントセットアップ］ダイアログボックスでの設定内容と同
じです。詳細については，「6.2　クライアントをセットアップする」を参照してくださ
い。

障害関連 ログ世代管理数

ログエントリ数

イベントビューアへ出力するメッセージ種別

システム監視 システムの監視

［システム監視］アイコンの表示

アラートメッセージの表示

アラートの上位システムへの通知

システム変更時の上位システムへのインベントリ情報の通知

ジョブオプション ダイナミックインベントリの通知の有無

接続先以外の定期実行ジョブの抑止

ジョブのインストール /収集待ち通知の抑止

インストールオプション インストール・収集（リトライ回数 /間隔）

パッケージの分割配布

ダウンロード時のサイズチェック

インストールエラー時のインストール履歴の保管

日立 PPインストールワークディレクトリの削除

インストールシールドからの応答待ち時間

リモートコレクトオプション クライアントで実行するリモートコレクトのジョブの制限

マルチキャスト配布 マルチキャスト配布用のポート番号，マルチキャスト配布のジョブ
の受信設定（マルチキャストアドレス）

スタートアップ関連 NETM_DM_Pスタートアップフォルダの作成

スタートアッププログラムの移行

NETM_DM_Pスタートアップへ移行するショートカットの選択

権限 一般ユーザ権限での使用

分類 項目
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図 5-14　［詳細情報の設定］ダイアログボックス
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6　 JP1/NETM/DM Client（クラ
イアント）をセットアップ
する
この章では，JP1/NETM/DM Client（クライアント）のセッ
トアップ方法について説明します。
なお，JP1/NETM/DM Client（クライアント）のセットアッ
プは，Administrator権限のあるユーザだけが実行できます。

6.1　JP1/NETM/DM Client（クライアント）のセットアップの流れ

6.2　クライアントをセットアップする
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6.1　JP1/NETM/DM Client（クライアント）の
セットアップの流れ

JP1/NETM/DM Client（クライアント）のセットアップの流れを次に示します。

1.［スタート］メニューから［JP1_NETM_DM Client］－［セットアップ］を選択する。
［クライアントセットアップ］ダイアログボックスが表示されます。

2. セットアップをする項目のタブを選択する。
選択した項目をセットアップします。

3. セットアップが終了したら，［OK］ボタンをクリックする。
セットアップが完了します。なお，セットアップの設定を更新するには，クライアン
トマネージャでクライアントを再起動する必要があります。

次の節以降で，クライアントのセットアップ方法を説明します。
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6.2　クライアントをセットアップする
JP1/NETM/DM Client（クライアント）は，［クライアントセットアップ］ダイアログ
ボックスでセットアップ項目を設定します。これらの項目は，次に示す場合も設定が必
要です。

● JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライア
ント機能を使用する場合

●「スタートアップキット機能支援ツール」を使用してインストールセットにセットアッ
プ情報を設定する場合

これらの場合は，［クライアントセットアップ］ダイアログボックスとほぼ同じ内容の
［詳細情報の設定］ダイアログボックスでセットアップ項目を設定します。ただし，［詳
細情報の設定］ダイアログボックスでは表示されない項目もあります。

クライアントのセットアップ項目を次の表に示します。

表 6-1　クライアントのセットアップ項目

分類 項目

接続先※ 1 製品種別（JP1/NETM/DM Manager，JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）または JP1/NETM/DM SubManager）とホスト名または IPアドレ
ス

実行要求を送信した上位システムを接続先に自動設定する

複数の上位システムへのポーリングの有無

システム構成の自動登録

インベントリ情報の通知の有無

処理中ダイアログ 処理中ダイアログ表示の有無

ダイアログを表示するプログラム名

通知ダイアログ ジョブエラー時のダイアログの表示

NETM_DM_Pスタートアップから起動失敗したショートカットの削除確
認ダイアログの表示

起動時のユーザ情報設定ダイアログの表示

ユーザ情報定期取得時のユーザ情報設定ダイアログ表示の有無

クライアント常駐・ポーリ
ング

クライアントの常駐

ポーリングの有無

ポーリングのタイミング

上位システムへのポーリング形態

ダイヤルアップ※ 1 ダイヤルアップ接続

認証情報（ユーザ名・パスワード・ドメイン）

通信関連 ポート番号
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上位システムからの起動要求プロトコル

ファイル転送バッファサイズ

通信ソフトからの応答待ち時間

複数のネットワークアダプタの設定

通信リトライ ソケットコネクション（リトライ回数 /間隔）

通信エラー（リトライ回数 /間隔）

上位システムへの未送信通知ファイル

障害関連 ログ世代管理数

ログエントリ数

イベントビューアへ出力するメッセージ種別

システム監視 システムの監視

［システム監視］アイコンの表示

アラートメッセージの表示

アラートの上位システムへの通知

システム変更時の上位システムへのインベントリ情報の通知

ジョブオプション ジョブ保留機能

運用管理者からのシャットダウンまたは再起動の許可

ダイナミックインベントリの通知の有無

接続先以外の定期実行ジョブの抑止

ジョブのインストール /収集待ち通知の抑止

ソフトウェア情報での日立プログラムプロダクトの扱い

インストールオプション インストール・収集（リトライ回数 /間隔）

パッケージの分割配布

ダウンロード時のサイズチェック

以前の接続先システムに対応するパッケージ情報の削除

インストールエラー時のインストール履歴の保管

日立 PPインストールワークディレクトリの削除

インストールシールドからの応答待ち時間

リモートコレクトオプショ
ン

クライアントで実行するリモートコレクトのジョブの制限

マルチキャスト配布 マルチキャスト配布用のポート番号，マルチキャスト配布のジョブの受信
設定（マルチキャストアドレス）

スタートアップ関連 NETM_DM_Pスタートアップフォルダの作成

スタートアッププログラムの移行

NETM_DM_Pスタートアップへ移行するショートカットの選択

分類 項目
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注※ 1
JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライアント機能
のセットアップでは表示されません。また，インストールセットへのセットアップ情報設定時
も表示されません。

注※ 2
JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライアント機能
のセットアップでは表示されません。

注※ 3
JP1/NETM/DM Managerのクライアント機能のセットアップでは表示されません。

6.2.1　［接続先］パネル
クライアントの接続先を設定します。このパネルは，JP1/NETM/DM Managerまたは
JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライアント機能のセットアップでは表示さ
れません。また，インストールセットへのセットアップ情報設定時も表示されません。

セットアップの保護※ 2 セットアップ情報の保護

権限（Windows NTの場
合）※ 3

一般ユーザ権限での使用

分類 項目
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6.　JP1/NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする
図 6-1　［接続先］パネル

（1） 接続先

クライアントの接続先（上位システム）が JP1/NETM/DM Managerなのか，JP1/
NETM/DM Client（中継システム）または JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM 
SubManagerなのかを選択してください。また，接続先のアドレスを上位システムが使
用する運用キー（ホスト名または IPアドレス）で指定してください。

接続先が未定の場合や，クライアントをオフラインマシンとしてインベントリ管理する
場合は，「?」を設定してください。「?」を設定すると，ローカルシステムビューアとシ
ステム監視機能だけが使用できます。ほかの機能は，上位システムへの接続が必要なた
め使用できません。

また，プレインストール機能による JP1/NETM/DM Client（クライアント）のインス
トールで，ハードディスクのコピー元となる PC環境を作成する場合は，接続先に「*」
を指定してください。接続先に「*」を指定すると，セットアップ完了時にクライアント
は初期化され，動作しなくなります。

なお，接続先を決定するためのファイルをクライアントに配布すると，各クライアント
PCの IPアドレスに対応して適切な接続先を自動的に設定できます。IPアドレスが変更
されると接続先も自動的に変更されるため，クライアント PCを移動した場合に便利で
す。ただし，接続先に「?」または「*」が設定されているときは，自動変更はできませ
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ん。詳細は，マニュアル「導入・設計ガイド」の「6.5.4　クライアントの接続先の自動
変更」を参照してください。

選択できる製品種別と対応する製品名
選択できる製品種別と，それに対応する製品名を次に示します。

（2） 実行要求を送信した上位システムを接続先に自動設定する

このチェックボックスをオンにすると，接続先に設定された上位システム以外のシステ
ムからジョブの実行要求を受信した場合，クライアントの接続先をジョブの実行要求元
の上位システムに自動的に切り替えます。

この設定をしておくと，クライアントセットアップを設定し直したり，上位接続先情報
ファイルを作成したりしなくても，上位システムからのジョブの実行要求に応じてクラ
イアントの接続先が自動的に変更されます。

なお，このチェックボックスをオンにした場合，次の機能は使用できません。

• 複数の上位システムへポーリングする。
• 複数のネットワークアダプタを設定する。

また，接続先に「*」または「?」が設定されているときは，このチェックボックスをオ
ンにしても接続先は自動設定できません。

（3） 複数の上位システムへポーリングする

配布管理システムからのジョブの実行経路が複数ある場合に，複数の上位システムへ
ポーリング（マルチポーリング）するかどうかを選択します。デフォルトはオフです。
このチェックボックスをオンにすると［上位システムの設定］ボタンが活性化されます。
このボタンをクリックして表示される［上位システムの設定］ダイアログボックスで，
上位システムの名称，ポーリングの優先順位などを設定してください。上位システムの
名称は，上位システムが使用する運用キー（ホスト名または IPアドレス）を使って指定
してください。また，［クライアントセットアップ］ダイアログボックスの［クライアン

製品種別 対応する製品名

JP1/NETM/DM Manager Windows版 JP1/NETM/DM Manager
Windows版 NETM/DM Manager
UNIX版 JP1/NETM/DM Manager
UNIX版 JP1/NETM/DM
UNIX版 JP1/NETM/DM/W-AF
UNIX版 NETM/DM
UNIX版 NETM/DM/W-AF

JP1/NETM/DM Client（中継システム）
または JP1/NETM/DM SubManager

Windows版 JP1/NETM/DM Client（中継システム）
Windows版 JP1/NETM/DM SubManager
Windows版 NETM/DM SubManager
UNIX版 JP1/NETM/DM SubManager
UNIX版 JP1/NETM/DM/W
UNIX版 NETM/DM/W
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ト常駐・ポーリング］パネルで，ポーリング形態を設定してください。

なお，このチェックボックスをオンにし，かつ［通信関連］パネルの「複数のネット
ワークアダプタを設定する」でネットワークアダプタの優先順位を設定した場合，ポー
リングに失敗してリトライしてからリトライアウトするまでに時間が掛かることがあり
ます。

マルチポーリング機能の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「6.5.3　
クライアントのマルチポーリング環境」を参照してください。

（4） システム構成を自動登録する

このチェックボックスをオンにすると，配布管理システムが管理する JP1/NETM/DM
ネットワークに，自システムを自動的に登録します。また，JP1/NETM/DM Client（ク
ライアント）のアンインストール時に，自システムを JP1/NETM/DMネットワークから
削除できます。なお，登録の動作はセットアップ完了のタイミングで実行されます。

デフォルトはチェックボックスがオンです。ファイアウォールを使用する場合は，
チェックボックスをオフにしてください。チェックボックスをオフにしたときは，配布
管理システムでのシステム構成定義時に，このクライアントを定義する必要があります。

バージョンが 06-00以降の JP1/NETM/DMでクライアント制御を利用する場合や，JP1/
NETM/DM未導入ホストを検出する機能を使用する場合も，チェックボックスをオンに
してください。

インベントリ情報も通知する
「システム構成を自動登録する」チェックボックスをオンにすると，この項目が活性
化します。上位システムへシステム構成の情報とともにインベントリ情報について
も通知したい場合に，チェックボックスをオンにしてください。デフォルトは
チェックボックスがオンです。
通知されるインベントリ情報を次に示します。
• システム情報（システム情報およびレジストリ情報）
•［アプリケーションの追加と削除］または［プログラムの追加と削除］に記録され
たソフトウェア情報

• パッチ情報

上位システムへインベントリ情報が通知されるタイミングを次に示します。
• クライアントの新規インストール時
• クライアントセットアップでの接続先の変更時
• 上位システムがホスト識別子を使用しない運用から使用する運用に変更した場合

また，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する機能を使用する場合も，チェック
ボックスをオンにしてください。

6.2.2　［処理中ダイアログ］パネル
配布管理システムからの指示で，JP1/NETM/DM Client（クライアント）が自動的に処
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理を行うときに，処理中であることを示すメッセージダイアログボックスを表示するか
どうかを設定します。また，表示するダイアログボックスの形式についても設定します。

図 6-2　［処理中ダイアログ］パネル

クライアントでの，ダウンロード，インストールなどの処理の実行中に，処理中である
ことを示すダイアログボックスを表示する場合，「処理中ダイアログを表示する」の
チェックボックスをオンにします。デフォルトはオンです。ただし，JP1/NETM/DM 
Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライアント機能のセット
アップでは，デフォルトでオフになっています。

「処理中ダイアログを表示する」のチェックボックスをオンにした場合は，さらに次のど
の処理で表示するかを選択します。また，それぞれのダイアログボックスについて，表
示するダイアログボックスの形式を「標準」と「プログラム指定」から選択します。「標
準」を選択した場合，JP1/NETM/DMが標準で提供しているダイアログボックスを表示
します。「プログラム指定」を選択した場合，ユーザが作成したダイアログボックス表示
用プログラムを起動して表示します。

デフォルトでは，ダウンロードおよびインストールの処理中に，標準の処理中ダイアロ
グを表示します。

（1） 表示するダイアログの種類

ダウンロード中ダイアログ
パッケージのダウンロード処理中であることを示すダイアログボックスを表示しま
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す。デフォルトはオンです。

インストール中ダイアログ
パッケージのインストール処理中であることを示すダイアログボックスを表示しま
す。デフォルトはオンです。

ダイアログの最前面表示
他社ソフトウェアを配布する時にアプリケーションが表示するダイアログを
ユーザが誤って操作するのを抑止するため，インストール処理中ダイアログを
最前面に表示するかどうかを指定します。デフォルトはオフです。

ソフトウェア検索中ダイアログ
インストールされているソフトウェアの検索処理中であることを示すダイアログ
ボックスを表示します。デフォルトはオフです。

接続中ダイアログ
上位システムとの接続処理中であることを示すダイアログボックスを表示します。
デフォルトはオフです。

注意事項
配布されたパッケージに処理中ダイアログの表示または非表示が設定されていた場
合，「ダウンロード中ダイアログ」および「インストール中ダイアログ」はパッケー
ジの設定に従って強制的に表示または非表示になります。この場合，クライアント
セットアップの「処理中ダイアログを表示する」の設定は無効になります。

（2） ダイアログを表示するプログラム

処理中ダイアログの表示方法を「プログラム指定」とした場合に，ダイアログを表示す
るためのプログラム名を指定します。ユーザが作成したダイアログ表示プログラム（拡
張子が exeのプログラムファイル）を，パス名も含めて指定してください。なお，以降
で説明するパラメタやタイトルなどの条件に従っていれば，表示される画面はダイアロ
グでなくてもかまいません。

指定したユーザプログラムが，設定ミスなどによって正しく表示されない場合でも，
ユーザプログラムの動作に関係なく処理は続行されます。

各ダイアログボックスを表示する際に，ダイアログ表示プログラムに渡される引数
（NULLで終わる文字列）の形式を次に示します。ユーザプログラム作成時の参考にして
ください。

形式

パラメタ 1
最前面表示オプション（半角で 1文字）
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1：最前面表示をしません。
2：最前面表示をします。

パラメタ 2
処理中ダイアログの種別（半角で 1文字）
1：ダウンロード中ダイアログ
2：インストール中ダイアログ
3：ソフトウェア検索中ダイアログ
5：接続中ダイアログ

パラメタ 3およびパラメタ 4
パラメタ 3およびパラメタ 4の内容は，パラメタ 2の指定によって次のように
異なります。

注　「(null)」は，値がないことを示す文字列です（半角で 6文字）。

指定例
表示するダイアログボックスごとの指定例を次に示します。
• ダウンロード中ダイアログ
1 1  パッケージ識別 ID  パッケージ名称

• インストール中ダイアログ
（最前面表示をしない場合）
1 2 パッケージ識別 ID パッケージ名称
（最前面表示をする場合）
2 2 パッケージ識別 ID パッケージ名称

• ソフトウェア検索中ダイアログ
1 3 ホスト名 (null)

• 接続中ダイアログ
1 5 (null) (null)

なお，ユーザプログラム作成時，表示させるダイアログボックスのウィンドウ名は次の
ようにしてください。これ以外のウィンドウ名を設定すると，ダイアログボックスを非
表示にできなくなります。また，ウィンドウ名内のかたかなは，半角で作成してくださ
い。

• ダウンロード中ダイアログ：［NETM/DM - ダウンロード］

パラメタ 2 パラメタ 3 パラメタ 4

1 パッケージ識別 ID（半角で 1～ 44文字） パッケージ名称（半角で 1～ 50文
字）

2 パッケージ識別 ID（半角で 1～ 44文字） パッケージ名称（半角で 1～ 50文
字）

3 ホスト名または IPアドレス（半角で 1～ 256文
字）

(null)

5 (null) (null)
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• インストール中ダイアログ：［NETM/DM - インストール］
• ソフトウェア検索中ダイアログ：［NETM/DM - ソフトウェア情報取得］
• 接続中ダイアログ：［NETM/DM - 接続中］

ダイアログボックスの表示停止は，JP1/NETM/DMからユーザプログラムに対して
PostMessage関数（WN_CLOSE指定）を発行して指示します。また，Windows の場合
は，PostMessage関数を発行したあと，TerminateProcess関数を発行してユーザプログ
ラムのプロセスを停止します。

6.2.3　［通知ダイアログ］パネル
各種メッセージダイアログボックス，および［JP1/NETM/DMユーザ情報設定］ダイア
ログボックスを表示するかどうかを設定します。

図 6-3　［通知ダイアログ］パネル

（1） メッセージダイアログの表示

ジョブエラー時のダイアログ
配布管理システムまたは中継システムからのジョブが失敗した場合に，クライアン
ト側でエラーダイアログボックスを表示するかどうかを指定します。エラーダイア
ログボックスを表示させるには，チェックボックスをオンにしてください。デフォ
ルトはチェックボックスがオフです。
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NETM_DM_Pスタートアップから起動失敗したショートカットの削除確認ダイアログ
クライアントの［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダに存在するアイコンや
ショートカットの実行ファイルがすでにアンインストールされていると，アイコン
やショートカットが実行できないことがあります。
この場合，実行できないアイコンやショートカットを削除するかどうかを確認する
ダイアログボックスを表示させることができます。ダイアログボックスを表示させ
るには，チェックボックスをオンにしてください。デフォルトはチェックボックス
がオフです。

（2） ユーザ情報設定ダイアログの表示

起動時のユーザ情報設定ダイアログ
配布管理システムから，ユーザ情報の入力を依頼された（入力項目一覧を配布され
た）とき，システム起動時に自動的に［JP1/NETM/DMユーザ情報設定］ダイアロ
グボックスを表示するかどうかを指定します。デフォルトはチェックボックスがオ
ンです。

ユーザ情報定期取得時のユーザ情報設定ダイアログ
配布管理システムから「ユーザインベントリ情報の取得」ジョブが定期的に実行さ
れる場合，ジョブが実行されるたびに［JP1/NETM/DMユーザ情報設定］ダイアロ
グボックスを表示するかどうかを指定します。デフォルトはチェックボックスがオ
ンです。

6.2.4　［クライアント常駐・ポーリング］パネル
クライアントを常駐させるかどうか，およびポーリングをするかどうかを設定します。
ポーリングをする場合は，ポーリングのタイミングについても設定します。
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図 6-4　［クライアント常駐・ポーリング］パネル

クライアントを常駐する
クライアントを常駐させるかどうかを設定します。デフォルトは「クライアントを
常駐する」チェックボックスがオンです。ただし，ネットワーク環境によってデ
フォルトが変わることがあります。
クライアントを常駐させ，接続先からの指示によって要求処理を実行するのが，通
常のクライアントの運用です。しかし，その場合，ユーザが別の作業を行っていて
も，他社ソフトウェアのインストールが開始されたら作業を中断しなければなりま
せん。また，クライアントを起動していると，クライアントを使用していないとき
でもメモリや CPUを使用してしまいます。クライアントを常駐させないことで，こ
のような問題を回避することができます。
ただし，クライアントを常駐させない場合，クライアントが自動的にポーリングを
行うのはシステム起動時だけとなります。クライアントを常駐しないシステム起動
中にポーリングの必要が発生した場合は［ジョブ実行］アイコンを起動してポーリ
ングしてください。
この項目は，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システ
ム）のクライアント機能のセットアップでは設定できません。デフォルトで常駐に
なります。

ポーリングする
ポーリング（配布管理システムからの指示の監視）するかどうか設定します。
通常，配布管理システムからの指示によって，クライアントは要求された処理を実
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行します。しかし，通信障害や，クライアントの PCが起動していなかったなどの
要因で，配布管理システムからの指示が届かない場合があります。このようなとき，
ポーリングすることで，指示を受信するようになります。クライアント制御を利用
する場合は，ポーリングすることをお勧めします。また，低速なWANを使用して
いる場合は，ポーリングしないことで，むだなデータ送受信を少なくすることがで
きます。
デフォルトは「ポーリングする」チェックボックスがオンです。ポーリングする場
合は，さらにポーリングのタイミングを設定します。

（1） ポーリングのタイミング

ポーリングのタイミングを設定します。デフォルトは「システム起動時からのポーリン
グ」です。

システム起動時からのポーリング
システム起動時を基準としたポーリングをする場合にチェックボックスをオンにし
てください。さらに，ポーリング方法を「システム起動時だけ」と「システム起動
時から一定間隔」から選択してください。
デフォルトは「システム起動時から一定間隔」です。デフォルトのポーリングの間
隔は，プログラムによって異なります。
• JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライア
ント機能のセットアップの場合
2時間ごとにポーリングします。

• JP1/NETM/DM Client（クライアント）のセットアップの場合，インストールセッ
トへのセットアップ情報設定の場合
30分ごとにポーリングします。ただし，ネットワーク環境によってデフォルト値
が変わることがあります。

システム起動時だけ
システム起動時に 1回だけポーリングします。

システム起動時から一定間隔
一定の間隔でポーリングします。ポーリングの間隔は 1分～ 12時間で指定でき
ます。ネットワークの負荷を軽くするため，できるだけ大きな値を指定してく
ださい。
この値は，通信障害などが発生して，リモートインストールの指示がクライア
ントで認識できなかったときに，障害回復を監視するためのタイマ値として使
用されます。

起動時ポーリングのタイミング
システム起動時のポーリングのタイミングを，「システム起動前」にするか「シ
ステム起動後」にするかを選択します。ジョブ実行時にクライアントが起動し
ていなかった場合，この設定によって，「システム起動時インストール」が設定
されたパッケージのインストールタイミングを制御できます。デフォルトは
「システム起動後」です。
•「システム起動前」を指定した場合
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クライアントのシステムを起動したとき，先にポーリングしてから，ダウン
ロード済みのパッケージのインストール処理をします。
システム起動時のポーリングで「システム起動時インストール」が設定され
たパッケージをダウンロードすると，その直後にインストールします。その
ため，1回のシステム起動でインストールが完了します。

•「システム起動後」を指定した場合
クライアントのシステムを起動したとき，ダウンロード済みのパッケージの
インストール処理をしたあとに，ポーリングします。
システム起動時のインストール処理終了後に，ポーリングによって「システ
ム起動時インストール」が設定されたパッケージをダウンロードすると，こ
のパッケージは，2回目のシステム起動時にインストールされます。

「システム起動前」を指定すると，1回のシステム起動でインストールが完了す
るメリットがあります。しかし，［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダに
プログラムを登録している場合，これらのプログラムは，ポーリングによって
ダウンロードされたパッケージのインストール後に起動されるため，起動が遅
くなります。
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダに登録したプログラムの起動を早く
したい場合は，「システム起動後」を指定してください。その場合，これらのプ
ログラムはポーリングを待たないで起動します。
ポーリングの設定によるインストールタイミングの違いについては，マニュア
ル「運用ガイド 1」の「11.2.2　システム起動時インストールのための準備」を
参照してください。

システム起動からポーリングするまでの時間間隔
システムを起動してからポーリングを開始するまでの時間とタイミングを指定
します。
任意の時間にポーリングを開始する
クライアントが起動してから，指定した秒数が経過するまでの任意のタイミン
グでポーリングします。ポーリングする時間を 0～ 300秒で指定します。デ
フォルトは 0秒です。0を指定すると，起動と同時にポーリングを開始します。
複数の PCが同時に起動した場合でも，同時に上位システムへ接続することが
なくなり，ネットワークへの負荷が分散されます。上位システムに接続する PC
の台数が多くてシステム能力が追い付かない場合，またはネットワークに負荷
が掛かり過ぎる場合は，時間間隔の設定値を大きくすることで負荷を軽くでき
ます。
待機してからポーリングを開始する
クライアントが起動してから，指定した秒数が経過するまでクライアントが待
機したあとにポーリングを開始します。クライアントが待機する時間を 0～
7,200秒で指定します。デフォルトは 0秒です。0を指定すると，起動と同時に
ポーリングを開始します。
IEEE802.1Xを使用した，ネットワーク接続時にユーザ認証が必要な環境など
で，クライアントが上位システムと接続されてからポーリングを開始するよう，
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ポーリングのタイミングを遅らせることができます。
なお，このような環境では，OS起動からログインまでに掛かる時間を目安に待
機する時間を設定してください。

起動時ポーリングは
ポーリング方法に「システム起動時だけ」を選択し，「起動時ポーリングのタイ
ミング」に「システム起動前」を指定した場合に，「システム起動の度にポーリ
ングする」か，「初回システム起動時のみポーリングする（1日一回）」かを指
定できます。デフォルトは「システム起動の度にポーリングする」です。なお，
この項目は，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継シ
ステム）のクライアント機能のセットアップでは設定できません。

時刻指定によるポーリング
1日に 1回，決まった時刻にポーリングする場合にチェックボックスをオンにして
ください。チェックボックスをオンにした場合は，ポーリングの実行時刻を指定し
てください。ただし，1日 1回の設定でポーリングを実行したあとにポーリング実
行時刻を変更した場合，変更後の実行時間がきても，その日はポーリングが再実行
されません。
なお，時刻指定によるポーリングは，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/
DM Client（中継システム）のクライアント機能のセットアップでは設定できませ
ん。

（2） 複数の上位システムへのポーリング形態

ポーリング対象の上位システムとしている中継システムが障害などで接続できなくなっ
た場合のポーリング形態を指定します。デフォルトは「ホットスタンバイ」です。なお，
この項目は JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の
クライアント機能のセットアップでは設定できません。

この項目は，［接続先］パネルで「複数の上位システムへポーリングする」チェックボッ
クスをオンにした場合に設定します。

ホットスタンバイ
［上位システムの設定］ダイアログボックスで設定した中継システムに対して，優先
順位の高いものから順番にポーリングする方法です。接続できた中継システムを，
その後のポーリング対象の上位システムと認識します。
ポーリング対象の上位システムが接続できなくなると，そのつど優先順位 1位の中
継システムから順番にポーリングし，ポーリング対象の上位システムを決定します。
ただし，システム起動時（第 1回目）のポーリング形態だけは次の 3種類から選択
できます。
• システム起動時にすべての上位システムへポーリングする。
• システム起動時にメインの上位システムへだけポーリングする。
• システム起動時に優先順位に従ってポーリングする。

デフォルトは「システム起動時にすべての上位システムへポーリングする」ですが，
ネットワーク環境によって変わることがあります。
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マルチホスト
［上位システムの設定］ダイアログボックスで設定したすべての中継システムに対し
てポーリングします。

6.2.5　［ダイヤルアップ］パネル
ダイヤルアップ接続をする場合の設定をします。このパネルは，ダイヤルアップ接続が
利用できる環境でだけ表示されます。JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）のクライアント機能のセットアップでは表示されません。また，
インストールセットへのセットアップ情報設定時も表示されません。

図 6-5　［ダイヤルアップ］パネル

ダイヤルアップ接続
ダイヤルアップ接続を使用する場合にチェックボックスをオンにします。デフォル
トはチェックボックスがオフです。

認証情報
ダイヤルアップ接続時に使用する，ユーザ名，パスワード，およびドメインを設定
してください。

なお，ダイヤルアップ接続の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「6.6
　ダイヤルアップ接続の設定」を参照してください。
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6.2.6　［通信関連］パネル
ポート番号と起動プロトコルを設定します。

図 6-6　［通信関連］パネル

（1） ポート番号

クライアントが通信で使用する，次の 4種類のポート番号を指定します。

• JP1/NETM/DM Manager（デフォルト：30000）
• JP1/NETM/DM Client（中継システム）または JP1/NETM/DM SubManager（デ
フォルト：30001）

• クライアント起動要求（デフォルト：30002）
• JP1/NETM/DM HTTP Gateway（デフォルト：22295）

通常は，デフォルト値のままでかまいません。ほかのプログラムと重複するようであれ
ば，変更してください。TCP/IPの servicesファイルにクライアントで使用するポート番
号を定義している場合は，servicesファイルの設定が優先されます。

パッケージャがインストールされている場合，ここで指定した値はパッケージャにも反
映されます。

JP1/NETM/DM HTTP Gatewayのポート番号は，JP1/NETM/DM HTTP Gatewayを利
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用する場合にだけ使用されます。詳細については，「付録 E　インターネットオプション
を使った JP1/NETM/DMの導入」を参照してください。

（2） 上位システムからの起動要求プロトコル

上位システムから，自システムに対する実行要求情報を受信するための通信プロトコル
を設定してください。次の 2種類から選択できます。

• UDPプロトコル
• TCPプロトコル

このとき，UDPと TCPの両方のプロトコルを指定できます。ファイアウォールを使用
する場合は必ず TCPプロトコルを使用してください。デフォルトは両方のチェックボッ
クスがオンです。

起動要求プロトコルで受信した IPアドレスで上位システムに接続する
上位システムを名前解決できないときにも上位システムに接続できるようにするに
は，チェックボックスをオンにします。デフォルトはオフです。
運用キーにホスト名を使用していると，検疫システムによってクライアントが DNS
サーバへ接続できない環境や，上位システムが複数のネットワークアダプタを使用
している環境などでは，クライアントが上位システムを名前解決できない場合があ
ります。このような場合にチェックボックスをオンにすると，上位システムからの
実行要求情報を受信したタイミングで実行要求情報中の IPアドレスが保管され，ク
ライアントが上位システムへ接続できるようになります。
クライアントで上位システムを名前解決できない場合の接続設定の詳細については，
マニュアル「導入・設計ガイド」の「6.5.6　上位システムを名前解決できない場合
の接続設定」を参照してください。
なお，このチェックボックスは，「TCPプロトコル」または「UDPプロトコル」
チェックボックスをオンにした場合に活性化します。中継するシステムのクライア
ント機能のセットアップでは，常に非活性です。

注意事項
• 運用キーが IPアドレスの場合は設定不要です。
• 上位システムのバージョンが 06-71より前の場合，チェックボックスをオン
にしても正しく接続できません。

• 上位システムがクラスタシステムの場合，正しく接続できないことがありま
す。

• 実行要求情報の通信プロトコルが UDPの場合，上位システムが複数のネット
ワークアダプタを使用した環境では，正しく接続できないことがあります。

（3） ファイル転送バッファサイズ

上位システムとのファイル転送に使用するバッファのサイズを指定します。バッファサ
イズを大きくするほど，転送効率は良くなります。しかし，バッファサイズが大きいと，
上位システム側で「バッファサイズ×クライアントの同時接続数」分のメモリが必要で
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す。上位システム側のメモリ容量によって調整してください。バッファサイズは，512
～ 4,096バイトで指定してください。デフォルトは 4,096バイトです。

なお，UNIXの NETM/DM 01-09以前のファイル転送バッファサイズは 1,024バイトに
固定されているため，UNIXの NETM/DM 01-09以前と接続する場合は 1,024バイトを
超えて指定しても無視されます。

（4） 通信ソフトからの応答待ち時間

クライアントが，TCP/IPからの応答を待つ時間を設定します。この設定をすると，クラ
イアントがファイルをダウンロードする処理などを監視できます。

設定した時間を過ぎても TCP/IPからの応答がない場合，通信エラーが発生したものと
判断します。

応答待ち時間は，0～ 120分で設定します。デフォルトは 5分です。0分を設定した場合
は，TCP/IPからの応答を監視しません。

（5） 複数のネットワークアダプタを設定する

ネットワークアダプタが複数存在する（複数 LAN接続）環境で，JP1/NETM/DMで使
う通信回線に優先順位を付けたい場合に設定します。この項目は，インストールセット
へのセットアップ情報設定時は表示されません。

［ネットワークアダプタの設定］ボタンをクリックすると，［ネットワークアダプタの設
定］ダイアログボックスが表示されます。

通常は優先順位が 1位のネットワークを使い，障害が発生した場合などは，優先順位が
2位以降のネットワークに切り替えて使いたい場合や，JP1/NETM/DMで使うネット
ワークを限定したい場合に設定してください。

［ネットワークアダプタの設定］ボタンは次の場合，非活性になります。

●ネットワークアダプタが一つしかない場合

●ダイヤルアップ接続が設定されている場合
201



6.　JP1/NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする
図 6-7　［ネットワークアダプタの設定］ダイアログボックス

使用するネットワークアダプタの優先順位を設定する
ネットワークアダプタが複数ある場合，ネットワークアダプタごとに優先順位を付
けたいときにチェックします。デフォルトはチェックボックスがオフです。

ネットワークアダプタ一覧
一覧には次の項目が表示されます。

• ネットワークアダプタ※

• MACアドレス
• IPアドレス
• サブネットマスク

注※
［ ］内の数字はWindowsで設定されているバインド順を示します。ただし，
Windowsのバージョンによってはバインド順でない場合があります。

チェックボックスをオンにすると，JP1/NETM/DMで使用するネットワークアダプ
タに設定されます。複数チェックした場合は，一覧の上位にあるほど優先順位は高
くなります。反対に，一つのネットワークアダプタだけチェックボックスをオンに
した場合は，JP1/NETM/DMで専用に使用するネットワークアダプタとして設定さ
れます。なお，使用できないネットワークアダプタは無視されます。
優先順位を変更したい場合は，変更したいネットワークアダプタを選択状態にして，
［上へ移動］または［下へ移動］ボタンを使って上下させてください。
ただし，一つのネットワークアダプタに複数の IPアドレスを設定している場合，最
後に設定した IPアドレスだけが「ネットワークアダプタ一覧」に表示され，JP1/
NETM/DMで使用することができます。

クライアントの IPアドレスとして使用する
優先順位の設定に従って使用するネットワークアダプタの IPアドレスを，クラ
イアントの IPアドレスとして上位システムに通知したいときにチェックしま
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す。デフォルトはチェックボックスがオフです。チェックボックスがオフの場
合は，Windowsで設定されているバインド順で，優先順位が最も高いネット
ワークアダプタの IPアドレスが上位システムに通知されます。なお，IPアド
レスが「0.0.0.0」のネットワークアダプタは無視されます。

注意事項
「使用するネットワークアダプタの優先順位を設定する」をオンにする場合，ホ
スト名をノード識別キーとして使用することをお勧めします。ノード識別キー
として IPアドレスを使用する場合，ホスト識別子を併用することで運用できま
すが，上位システムのリモートインストールマネージャで表示される IPアドレ
スは，ここで指定する「ネットワークアダプタ一覧」の IPアドレスとは異なる
ことがあります。ただし，「クライアントの IPアドレスとして使用する」の
チェックボックスをオンにすることで，ここで指定する「ネットワークアダプ
タ一覧」の IPアドレスが上位システムに通知され，リモートインストールマ
ネージャに表示されるようになります。

（6） システム構成を自動登録する

この項目は，次に示す場合に表示されます。

• JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライア
ント機能のセットアップ

• インストールセットへのセットアップ情報設定時

指定内容については，「6.2.1　［接続先］パネル」を参照してください。

（7） インベントリ情報も通知する

この項目は，次に示す場合に表示されます。

• JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライア
ント機能のセットアップ

• インストールセットへのセットアップ情報設定時

指定内容については，「6.2.1　［接続先］パネル」を参照してください。

6.2.7　［通信リトライ］パネル
エラーが発生した場合などの，リトライ回数を指定します。

指定した回数分リトライしても成功しなかった場合は，処理が中断されます。中断され
た処理は，上位システムへのポーリング，上位システムでのジョブの実行，再実行など
を契機に再開されます。
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図 6-8　［通信リトライ］パネル

（1） ソケットコネクション

ソケットコネクション確立のリトライの回数および間隔を指定します。パッケージャが
インストールされている場合，このパネルで指定したソケットコネクションの値は，
パッケージャにも反映されます。

ソケットコネクション確立のリトライ回数
クライアントが上位システムにソケットコネクションの確立処理を行ってエラーに
なった場合の，ソケットコネクション確立のリトライ回数を指定します。次に指定
する「ソケットコネクションリトライ間隔」の時間ごとに，この指定値の回数分リ
トライします。リトライ回数は，0～ 100回で指定してください。デフォルトは 0
回です。0を指定した場合はリトライしません。なお，バージョンアップした場合
のデフォルト値は前のバージョンでの回数を引き継ぎます。

ソケットコネクション確立のリトライ間隔
クライアントが上位システムにソケットコネクションの確立処理を行ってエラーに
なった場合の，ソケットコネクション確立のリトライの間隔を指定します。ここで
指定した間隔ごとに，上記の「ソケットコネクションリトライ回数」で指定した回
数分リトライします。リトライ間隔は，1～ 1,800秒で指定してください。デフォ
ルトは 3秒です。
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（2） 通信エラー

上位システムからクライアントへのファイル転送中に通信障害が発生した場合の，リト
ライ回数と間隔を指定します。

リトライが実行されると，ファイル転送が中断された時点のファイルから転送が再開さ
れます。通信障害が発生した以前のファイルは再転送されないため，むだな通信量が削
減できます。

なお，ここで指定したリトライ回数と間隔は，ユニキャスト配布の場合に有効になりま
す。

通信エラー発生時のリトライ回数
ファイル転送中に通信障害が発生した場合の，リトライの回数を指定します。次に
指定する「エラー発生時のリトライ間隔」の時間ごとに，この指定値の回数分リト
ライします。リトライ回数は，0～ 999回で指定してください。デフォルトは 5回
です。ただし，デフォルトはネットワーク環境によって変わることがあります。

通信エラー発生時のリトライ間隔
ファイル転送中に通信障害が発生した場合の，リトライの間隔を指定します。ここ
で指定した間隔ごとに，上記の「エラー発生時のリトライ回数」で指定した回数分
リトライします。リトライ間隔は，1～ 7,200秒で指定してください。デフォルト
は 5秒です。

（3） 上位システムへの未送信通知ファイル

上位システムへ送信していない通知ファイルの送信リトライをするかどうかを選択しま
す。デフォルトは「上位システムに送信していない通知ファイルをリトライ送信する」
チェックボックスがオンです。

上位システムに送信していない通知ファイルをリトライ送信する
上位システムへ送信していない通知ファイルがあるかどうかを監視し，あれば送信
します。リトライの回数および間隔を指定できます。

リトライ回数
リトライの回数を次の二つから選択します。指定した「リトライ間隔」の時間
ごとに，この指定値の回数分リトライします。
・無制限
・指定する
デフォルトは「指定する」です。また，「指定する」を選択した場合，リトライ
回数を 1～ 300回で指定できます。JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/
NETM/DM Client（中継システム）のクライアント機能のセットアップでは，
デフォルトは 10回です。JP1/NETM/DM Client（クライアント）のセット
アップ，およびインストールセットへのセットアップ情報の設定では，デフォ
ルトは 2回です。

リトライ間隔
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リトライの間隔を指定します。300～ 3,600秒で指定できます。デフォルトは
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）のク
ライアント機能のセットアップの場合は 300秒です。JP1/NETM/DM Client
（クライアント）のセットアップ，およびインストールセットへのセットアップ
情報設定の場合は 1,800秒です。

6.2.8　［障害関連］パネル
出力するログの世代管理数やエントリ数，イベントビューアへ出力するメッセージ種別
を設定します。

図 6-9　［障害関連］パネル

（1） ログ情報

トラブルの分析に役立てるため，インストールディレクトリ ¥logに，情報の種類別にロ
グファイルが出力されます。通常の運用では，デフォルト値を変更する必要はありませ
んが，ログが増えてディスク容量を圧迫するようであれば，値を調整してください。

ログ世代管理数
各ログを何個まで保存するかを指定します。1～ 999個で指定します。デフォルト
は 5個です。

ログエントリ数
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次に示す各ログエントリの出力行数を指定します。500～ 9,999行で指定します。
デフォルト値，および各ログエントリのファイル名を次に示します。

次に示すログファイルは，ログ世代管理数およびログエントリ数を設定できません。

• ALERTERR.LOG
• ALERTHIS.LOG
• CSVODBC.LOG

項目 デフォルト値 ファイル名

MAINログエントリ数 700 • MAIN.LOG

USERログエントリ数 700 • BUILD.LOG
• SCRIPT.LOG
• USER.LOG

COMPOログエントリ数 700 • API.LOG
• ATRFILE.LOG
• BSAPI.LOG
• CLTPROTO.LOG
• DEFAULT.LOG
• EXCFILE.LOG
• INVENTRY.LOG
• MNGFILE.LOG
• RDBMENTE.LOG
• SCHEDULE.LOG
• SERVICE.LOG
• SRVSOCK.LOG
• STSFILE.LOG
• WSH.LOG

FUNCログエントリ数 2,000 • AMTAPI.LOG
• CLIENT.LOG
• CLTDEL.LOG
• DCMAMT.LOG
• DISCVRY.LOG
• DLL.LOG
• DPT.LOG
• MLTPROTO.LOG
• NDGMENT.LOG
• PSM.LOG
• SERVER.LOG
• SITE.LOG
• SRVAPI.LOG
• USER_CLT.LOG
• WRAPPER.LOG

LONGログエントリ数 700 • DUMP.LOG
• NODE.LOG
• NODEOPR.LOG
• RDBSRV.LOG
• USERINV.LOG
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• CSVODBCSYS.LOG
• DMOLEDB.LOG
• INVODBC.LOG
• RIMFIND.LOG
• SMARTn.LOG
• SMC.LOG
• SMCAPP64.LOG
• SMCCMDS.LOG
• SMCCSAPP.LOG
• SMCUAP64.LOG
• SMCUSAPP.LOG

各ログファイルの容量は，次に示す計算式で算出できます。

ログファイルの容量（バイト）＝
（ヘッダ部のサイズ＋（1エントリのサイズ×エントリ数））×（世代数＋ 1）

ヘッダ部のサイズ：17バイト

1エントリのサイズ：192バイト（LONGログ以外）または 300バイト（LONGログ）

（2） イベントビューアへ出力するメッセージ種別

Windows NTのイベントビューアへ出力するメッセージ種別を選択します。次の 3種類
から選択できます。

• エラーメッセージを出力（デフォルト）
• エラーメッセージ，警告メッセージを出力
• エラーメッセージ，警告メッセージ，情報メッセージを出力

6.2.9　［システム監視］パネル
クライアントが，自 PCのハードウェアを監視する機能を，システム監視と呼びます。
ここでは，クライアントのシステム監視について設定します。
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図 6-10　［システム監視］パネル

システムを監視する
自 PCのハードウェアの状態を監視するかどうかを指定します。デフォルトは，
チェックボックスがオフです。
このチェックボックスをオンにすると，ローカルシステムビューアの［システム監
視の状態］パネルに，ハードディスクやメモリの状態を表示できます。また，監視
対象で異常を検知したとき，アラートを通知させることができます。
システム監視の対象項目やアラート通知の出力方法の詳細は，［システム監視の条件
設定］ウィンドウで設定してください。ただし，クライアントセットアップで「シ
ステムを監視する」をオンにしたときだけ，［システム監視の条件設定］ウィンドウ
での設定が有効になります。
「システムを監視する」をオンにすると，次に示す三つの設定ができます。

システム監視アイコンをタスクバーの通知領域に表示する
［システム監視］アイコンをタスクバーの通知領域に表示するかどうかを選択し
ます。デフォルトは，チェックボックスがオフです。
［システム監視］アイコンを表示すると，アイコンの状態によって，システム監
視中の有無，およびアラートの有無を確認できます。また，［システム監視］ア
イコンをダブルクリックするとローカルシステムビューアが起動し，アラート
が発生した項目を確認できます。
［システム監視］アイコンの詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の
「11.8.3　［システム監視］アイコンの利用」を参照してください。
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アラートメッセージを表示する
アラート発生時にポップアップメッセージを表示して，ユーザに通知するかど
うかを選択します。デフォルトは，チェックボックスがオフです。無人の PC
をリモートコントロールしている場合は，このチェックボックスをオフにして
ください。
なお，［システム監視の条件設定］ウィンドウで，監視項目ごとに設定した「ア
ラートメッセージの表示」オプションを有効にするには，ここで「アラート
メッセージを表示する」をオンにする必要があります。

アラートを上位システムに通知する
アラート発生時にアラートメッセージを上位システムに通知するかどうかを選
択します。デフォルトは，チェックボックスがオフです。
この設定は，クライアントが上位システムに接続している場合だけ有効です。
通知された上位システムでは，CSV形式のアラート情報の履歴ファイル，
Windows NTのイベントビューア，または JP1/IM - Viewの［イベントコン
ソール］画面でアラートメッセージを確認できます。
なお，［システム監視の条件設定］ウィンドウで，監視項目ごとに設定した「ア
ラートを上位システムへ通知」オプションを有効にするには，ここで「アラー
トを上位システムに通知する」をオンにする必要があります。

システム変更時にインベントリ情報を上位システムへ通知する
ホスト名の変更やソフトウェアのアンインストールといった，システム情報やソフ
トウェア情報の更新時に，自動的にインベントリ情報を上位システムへ通知するか
どうかを選択します。デフォルトはチェックボックスがオフです。
自動的に上位システムへインベントリ情報を通知する機能，および通知されるイン
ベントリ情報の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「2.13.4(3)　
更新されたインベントリ情報の自動通知」を参照してください。

6.2.10　［ジョブオプション］パネル
ジョブの保留機能や，ジョブ実行時のクライアント制御などを使用するかどうかを設定
します。
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図 6-11　［ジョブオプション］パネル

（1） ジョブ保留機能

ジョブの保留機能について設定します。ジョブの保留機能の詳細については，マニュア
ル「導入・設計ガイド」の「2.13.1(2)(a)　ジョブの保留とキャンセル機能を使用する」
を参照してください。なお，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client
（中継システム）のクライアント機能のセットアップでは，表示されるだけで設定はでき
ません。

ジョブを保留する
ジョブの保留機能を使用するかどうかを選択します。デフォルトはチェックボック
スがオフです。

ダイアログ表示時間
ジョブの保留・キャンセル機能を使用する場合に，［ジョブの保留・キャンセル］ダ
イアログボックスの表示時間を設定します。ダイアログボックス上には，実行まで
の残り秒数が表示されます。
ダイアログボックスに対し，ユーザからの操作がまったくないままこの表示時間が
経過して，残り秒数が 0になると，表示された動作を自動的に実行して，ダイアロ
グボックスが閉じます。
0～ 1,800秒で設定します。デフォルトは 180秒です。0秒を設定すると，ユーザが
操作するまでダイアログボックスが表示されたままとなります。
211



6.　JP1/NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする
（2） 運用管理者からのシャットダウンまたは再起動許可

運用管理者は，クライアント制御によってジョブ実行後にコンピュータをシャットダウ
ンするように，ジョブに指定できます。また，パッケージのインストール後にコン
ピュータを自動的に再起動させるように，パッケージに指定できます。

この項目では，ジョブ実行後のシャットダウンがジョブに指定されていた場合にクライ
アント側でシャットダウンを許可するか，およびパッケージにインストール後の再起動
が指定されていた場合にクライアント側で再起動を許可するかを設定します。また，
シャットダウンや再起動を許可する場合の確認ダイアログの動作も設定します。

なお，この項目は，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）のクライアント機能のセットアップでは設定できません（デフォルトはオフにな
ります）。

運用管理者の指示でコンピュータをシャットダウンまたは再起動する
運用管理者が，ジョブ実行後のシャットダウンやパッケージインストール後の再起
動を指定した場合に，指示に従ってシャットダウンや再起動をするかを設定します。
デフォルトはチェックボックスがオンです。
運用管理者が無人の PCをクライアント制御によって起動し，ジョブを実行する場
合は，指示に従ってシャットダウンするようにチェックボックスをオンにします。
常時起動している PCの場合には，チェックボックスをオフにしてください。
また，運用管理者の指示に従って，パッケージのインストール後にコンピュータを
自動的に再起動したい場合は，チェックボックスをオンにしてください。
なお，「運用管理者の指示でコンピュータをシャットダウンまたは再起動する」
チェックボックスを選択した場合，シャットダウンまたは再起動の前に確認ダイア
ログボックスが表示されます。

確認ダイアログの表示時間
「運用管理者の指示でコンピュータをシャットダウンまたは再起動する」をオン
にした場合，シャットダウンまたは再起動の前に表示される確認ダイアログ
ボックスの表示時間を指定します。クライアントで確認ダイアログボックスを
表示してからここで指定した時間を過ぎた場合，シャットダウンまたは再起動
を開始します。1～ 60分で指定します。デフォルトは 3分です。「無制限」を
指定した場合は，ユーザの入力があるまでシャットダウンまたは再起動は開始
されません。また，クライアントのパッケージセットアップマネージャから
ジョブを実行した場合は，ここで表示時間を指定しても，ユーザの入力がある
までシャットダウンまたは再起動は開始されません。

クライアント制御によるコンピュータのシャットダウンについては，マニュアル「導入・
設計ガイド」の「6.3.3　シャットダウン時の注意事項」を参照してください。また，コ
ンピュータの自動的な再起動については，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.2.8　［オプ
ション］パネル」を参照してください。
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（3） ダイナミックインベントリを通知する

インストールを実行したことで変化する，自システムのハードディスクの空き容量など
の情報を，インストール結果とともに上位システムへ通知するかどうかを指定します。
ダイナミックインベントリの通知をすると，1回のインストール指示ごとに 500バイト
程度の通信量が増加します。デフォルトはチェックボックスがオフです。

（4） 接続先以外の定期実行ジョブを抑止する

「システム情報の取得」，「ソフトウェア情報の取得」，および「ユーザインベントリ情報
の取得」ジョブのうち，「毎日実行」，「毎週実行」または「毎月実行」のようにクライア
ントでの定期的な実行を設定されたジョブを定期実行ジョブと呼びます。

この定期実行ジョブは，そのジョブが実行された接続先へ定期的に実行結果を通知しま
す。そのため，移動などによってクライアントが接続先と通信できない環境になっても
実行結果を通知しようとします。このような場合，このチェックボックスをオンにする
と変更後の接続先以外への定期実行ジョブの実行を抑止でき，不要な通信を止めること
ができます。

デフォルトはチェックボックスがオンです。

このオプションを設定しても抑止されないで実行される定期実行ジョブを，製品種別や
設定条件別に示します。

なお，このオプション使用時の注意事項を次に示します。

●接続先を変更しても同じジョブを実行したい場合
「接続先以外の定期実行ジョブを抑止する」の設定がオンになっている場合，接続先を
変更すると変更前の接続先への定期実行ジョブは実行されません。変更後の接続先へ
同じ定期実行ジョブの実行を希望する場合は，次のように運用してください。
• IDジョブによる運用時（同じ IDを使ったネットワーク内での接続先の変更）
「システム構成変更時の連携」ありの場合
クライアントで接続先を変更しても IDと連携するため，同じ定期実行のジョブが
実行されます。
「システム構成変更時の連携」なしの場合
クライアントで接続先を変更後，IDへの登録を再度実行してください。

• あて先グループによる運用時

製品種別と設定条件 抑止対象外の定期実行ジョブ

クライアント 複数の上位システムへ
のポーリング

なし 変更後の接続先のジョブ

あり 変更後の接続先，かつ複数の上位システムの
ジョブ

中継システム 変更後の接続先，かつ中継システム自身のジョ
ブ

中継マネージャ 変更後の接続先，かつ中継マネージャ自身の
ジョブ
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変更後の接続先システムで定期的に定期実行ジョブを削除および実行してください。

●オフラインマシンで使用する場合
オフラインマシンで接続先以外からの定期実行ジョブを抑止し，接続先からの定期実
行ジョブを実行したい場合は，hostsファイルに接続先のホスト名および IPアドレス
を設定して，アドレス解決できる状態にしてください。アドレス解決できないときは，
接続先からの定期実行ジョブも抑止されます。
アドレス解決できない場合に定期実行ジョブを実行したいときは，チェックボックス
をオフにしてください。ただし，接続先以外からの定期実行ジョブを抑止できなくな
ります。

●完了しないジョブの発生
定期実行ジョブを抑止するタイミングによっては，ジョブが一度も実行されないまま
抑止されるおそれがあります。その場合，配布管理システムではジョブ実行状況が
70%のままとなり，完了しません。

（5） ジョブのインストール /収集待ち通知を抑止する

クライアントにジョブが配布されたとき，ジョブの実行状態が「インストール /収集待
ち」であることを上位システムに通知することがあります。通知された上位システムは，
［ジョブ実行状況］ウィンドウでこのジョブの実行状態を「インストール /収集待ち」に
変更します。通常，ジョブの配布完了後，インストールや収集の完了（またはエラー）
を上位システムに通知するまでに間があるため，通知ごとに［ジョブ実行状況］ウィン
ドウの表示が変わります。

しかし，「インストール /収集待ち」の通知の直後に「完了」または「エラー」の通知を
する場合もあります。このような場合，このチェックボックスをオンにすると「インス
トール /収集待ち」の通知をしません。「インストール /収集待ち」の通知をしないと，
通知 1回につき 170バイト（IDジョブの場合 340バイト）の通信量が削減できるため，
ネットワークの負荷を軽減できます。また，上位システムでのジョブ実行状態の更新処
理も削減できます。デフォルトはチェックボックスがオフです。

「インストール /収集待ち」の通知を抑止できるジョブの種類は，次のとおりです。

• パッケージのインストール
• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• システム情報の取得
• ソフトウェア情報の取得
• ユーザインベントリ情報の取得

これらのジョブの実行時に次表の「ジョブの指定」をした場合で，かつ「抑止する条件」
をすべて満たしたとき「インストール /収集待ち」の通知が抑止されます。抑止する条件
は，ジョブの指定の組み合わせによって異なります。
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（凡例）○：指定する　×：指定しない

注※ 1
「リモートコレクト」ジョブおよび「中継までのリモートコレクト」ジョブは抑止の対象外で
す。

注※ 2
「パッケージのインストール」ジョブの場合だけ抑止の対象になります。

（6） 日立プログラムプロダクトを［アプリケーションの追加と削除］ソ
フトウェアとしても扱う

日立プログラムプロダクトのソフトウェア情報は，種別が「日立プログラムプロダクト」
のインストールパッケージとして上位システムに通知されます。そのため，「アプリケー
ションの追加と削除のソフトウェアを検索」が指定された「ソフトウェア情報の取得」
ジョブを受信しても，日立プログラムプロダクトの情報は通知されません。

ジョブの指定 抑止する条件

「インストー
ル日時」

「システム起動時
インストール」

「GUIインス
トールモード」

○※ 1 × × • ジョブの配布が完了した時点で指定日時が経
過した。

× ○ × • クライアントで「起動時ポーリングのタイミ
ング」に「システム起動前」を設定した。

• 起動時ポーリング時にジョブが配布された。

○ ○ × • クライアントで「起動時ポーリングのタイミ
ング」に「システム起動前」を設定した。

• 起動時ポーリング時にジョブが配布された。
• ジョブの配布が完了した時点で指定日時が経
過した。

× × ○※ 2 • ジョブの配布が完了した時点でクライアント
がログオン済み。

○ × ○※ 2 • ジョブの配布が完了した時点で指定日時が経
過した。

• ジョブの配布が完了した時点でクライアント
がログオン済み。

× ○ ○※ 2 • クライアントで「起動時ポーリングのタイミ
ング」に「システム起動前」を設定した。

• 起動時ポーリング時にジョブが配布された。
• ジョブの配布が完了した時点でクライアント
がログオン済み。

○ ○ ○※ 2 • クライアントで「起動時ポーリングのタイミ
ング」に「システム起動前」を設定した。

• 起動時ポーリング時にジョブが配布された。
• ジョブの配布が完了した時点で指定日時が経
過した。

• ジョブの配布が完了した時点でクライアント
がログオン済み。
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チェックボックスをオンにすると，［コンロトールパネル］の［アプリケーションの追加
と削除］または［プログラムの追加と削除］に登録されている日立プログラムプロダク
トの情報が，「アプリケーションの追加 /削除」のインストールパッケージとして通知さ
れるようになります。これによって，［コンロトールパネル］の［アプリケーションの追
加と削除］または［プログラムの追加と削除］に登録されているソフトウェア情報を，
日立プログラムプロダクトを含めて一括して取得できるようになります。デフォルトは
チェックボックスがオフです。

なお，チェックボックスをオンにした場合，次の操作は実行しないでください。日立プ
ログラムプロダクトの情報が「日立プログラムプロダクト」としても通知されるように
なり，上位システムで管理するソフトウェア情報が重複してしまいます。

●配布管理システムから，「すべてのソフトウェアを検索」を指定してソフトウェア情報
を取得する。

●クライアントで，パッケージセットアップマネージャの［実行］－［ソフトウェア情
報収集］を実行する。

JP1/NETM/Asset Information Managerと連携している場合，インストールパッケージ
情報が重複すると，JP1/NETM/Asset Information Manager上で情報を正しく管理でき
なくなるおそれがあります。

6.2.11　［インストールオプション］パネル
リモートインストール中にエラーが発生した場合のリトライ回数や，パッケージを分割
配布するかどうかなどを設定します。
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図 6-12　［インストールオプション］パネル

（1） インストール・収集

ユーザプログラム・データのリモートインストールまたはリモートコレクトの処理中に
エラーが発生した場合の，リトライの回数および間隔を指定します。

インストール・収集リトライ回数
0～ 100回で指定します。デフォルトは 10回です。0を指定した場合はリトライし
ません。

インストール・収集リトライ間隔
0～ 3,600秒で指定します。デフォルトは 1秒です。0を指定した場合は間隔を置か
ないでリトライします。

（2） パッケージの分割配布

「分割配布する」チェックボックスをオンにすると，配布されたパッケージがここで指定
したサイズより大きい場合に，ここで指定したサイズに分割されて配布されます。また，
分割配布のパッケージが配布される場合でも，配布元の分割サイズがここで指定したサ
イズよりも大きいパッケージの場合は，ここで指定したサイズに分割されて配布されま
す。ネットワークの負荷を軽減したい場合に設定してください。デフォルトは，チェッ
クボックスがオンです。

なお，分割配布のパッケージが配布されても，このチェックボックスがオフの場合には，
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分割配布されません。

分割サイズ
パッケージを分割するサイズを指定します。分割配布の実行時に，ここで設定した
分割サイズと配布されるパッケージのサイズを比較して，小さい方のサイズに分割
されて配布されます。指摘できる範囲は次のとおりです。デフォルトは 2,097,151
キロバイトです。
• キロバイトで指定する場合：1～ 2,097,151
• メガバイトで指定する場合：1～ 2,047

なお，分割サイズは転送するパッケージごとに適用されます。したがって，複数の
パッケージを一括して転送する場合でも，個々のパッケージのサイズが分割サイズ
に満たないパッケージは，分割配布の対象にはなりません。

転送休止時間
分割したパッケージが転送される場合に，転送と転送の間にインターバルを設定で
きます。1分～ 24時間で指定します。デフォルトは 1時間です。
転送休止時間は，配布元と配布先の分割サイズを比較して，小さい値の分割サイズ
が指定された側の転送休止時間が有効になります。分割サイズが同じだった場合は，
配布先の転送休止時間が有効になります。

（3） ダウンロード時にサイズチェックする

リモートインストールによる，パッケージのダウンロード時に，自システムの空き容量
をチェックするかどうかを選択します。サイズチェックをして，空き容量がなかった場
合，上位システムにエラーを通知します。デフォルトはチェックボックスがオンです。

（4） 以前の接続先システムに対応するパッケージ情報を削除する

セットアップで接続先のシステムを変更した場合に，以前の接続先システムに対応した
パッケージ情報を削除するかどうかを選択します。デフォルトはチェックボックスがオ
ンです。接続先システムをたびたび変更するシステムでは，パッケージ情報が蓄積され
てハードディスクの容量を圧迫することがあるので，以前の接続先システムに対する
パッケージ情報を削除するよう設定してください。

複数システムと接続している場合は，チェックボックスをオンにしても，接続先システ
ムとして指定されているシステムに対応したパッケージ情報は削除されません。

なお，この項目は JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システ
ム）のクライアント機能のセットアップでは表示されるだけで設定はできません。

（5） パッケージのインストールエラー時にインストール履歴を保管する

パッケージを上書きインストールしようとしてエラーとなったときに，上書きされる側
のインストール済みパッケージの情報を保管するかどうかを選択します。デフォルトは
チェックボックスがオフです。パッケージをインストールする際にソフトウェア条件を
設定したい場合は，チェックボックスをオンにしてください。
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●チェックボックスがオフの場合
上書きされる側のインストール済みパッケージの情報が，エラー時に削除されます。
上書きインストールの際にエラーが発生すると，インストール済みだったパッケージ
（ソフトウェア）が正常に動作するかどうか保証できなくなるためです。
パッケージの情報の削除に伴い，エラー発生後は，ソフトウェア条件を設定してパッ
ケージをインストールできなくなります。また，パッケージセットアップマネージャ
では，インストール済みだったパッケージの表示がインストールされていない状態に
変わります。
なお，チェックボックスがオフの場合で，上書きインストールしようとしてエラーが
発生したときは，それ以降，削除されたパッケージのバージョンまたは世代番号をソ
フトウェア条件に設定してインストールできなくなります。インストールするには，
次の手順を実施してください。
1.「パッケージのインストールエラー時にインストール履歴を保管する」のチェック
ボックスをオンにする。

2. クライアントを再起動する。
3. ソフトウェア条件を設定しないで，インストール済みだった（情報が削除された）
パッケージを再度インストールする。

4. ソフトウェア条件を設定してパッケージをインストールする。

●チェックボックスがオンの場合
上書きされる側のインストール済みパッケージの情報が，エラー発生後も保管されま
す。したがって，エラー発生後も，ソフトウェア条件を設定してパッケージをインス
トールできます。また，パッケージセットアップマネージャでのインストール済み
パッケージの表示は変わりません。
なお，チェックボックスがオンの場合で，ソフトウェア条件を設定しないで上書きイ
ンストールしようとしてエラーが発生したときは，それ以降，インストールされてい
たパッケージを再度インストールする際に，［インストール条件の変更］ダイアログ
ボックスの［システム条件］パネルで，「同じパッケージがあったら上書き」のチェッ
クボックスをオンにしてください。

（6） 日立 PPインストールワークディレクトリをインストール時に作
成・削除する

日立プログラムプロダクトをインストールしたあと，「日立 PPインストールワークディ
レクトリ」（NETMDMWKディレクトリ）を削除するかどうかを選択できます。ディレ
クトリを削除する場合は，「日立 PPインストールワークディレクトリをインストール時
に作成・削除する」チェックボックスをオンにします。デフォルトはオンです。

この設定をオンにした場合の注意事項を次に示します。

• インストールセットのセットアップ情報では，設定できません。
• Windows NTの場合，作成したドライブの「読み取り」，「書き込み」および「削除」
のアクセス権が必要です。これらのアクセス権が設定されていないと日立プログラム
プロダクトのインストールが失敗します。

• 設定した場合でも，インストール後にNETMDMWKディレクトリが残る場合があり
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ます。その場合，PCの再起動時，またはポーリング時に削除されます。

（7） インストールシールドからの応答待ち時間

日立プログラムプロダクトをリモートインストールした場合に，インストールシールド
からの応答を待つ最大時間を設定します。この時間を過ぎてもインストールシールドか
ら応答がない場合は，上位システムにエラーを通知します。180～ 7,200秒で設定しま
す。デフォルトは 1,800です。

6.2.12　［リモートコレクトオプション］パネル
クライアントで実行されるリモートコレクトのジョブを制限するかどうかを設定します。

図 6-13　［リモートコレクトオプション］パネル

制限の対象となるリモートコレクトのジョブを次に示します。

• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• 中継サーバからのコレクトファイル収集
• 中継サーバのコレクトファイル削除

設定は，「すべて実行する」，「指定したサーバからのジョブだけ実行する」，および「実
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行しない」から選択できます。デフォルトは「すべて実行する」です。

すべて実行する
上位システムからのリモートコレクトのジョブをすべて実行させたい場合に指定し
ます。

指定したサーバからのジョブだけ実行する
特定の上位システムからのリモートコレクトのジョブだけを実行させたい場合に指
定します。指定の方法は，上位システムを直接指定する方法と上位接続先だけを指
定する方法があります。

許可サーバからのジョブを実行する
「リモートコレクト許可サーバ一覧」に指定できる上位システムは最大 8個で
す。［追加］ボタンをクリックすると［リモートコレクト許可サーバ］ダイアロ
グボックスが表示されます。ホスト名または IPアドレスで上位システムを指定
します。指定できるホスト名または IPアドレスは半角で 64文字までです。
「リモートコレクト許可サーバ一覧」で上位システムを選択状態にして［削除］
ボタンをクリックすると一覧から上位システムを削除できます。

接続先からのジョブを実行する
［接続先］パネルで指定した上位接続先および複数の上位システムからのリモー
トコレクトのジョブだけを実行させたい場合に指定します。［接続先］パネルで
指定されていないシステムからのジョブは実行されません。

実行しない
上位システムからのリモートコレクトのジョブを一切実行させたくない場合に指定
します。

 なお，［接続先］パネルの［実行要求を送信した上位システムを接続先に自動設定する］
機能によって接続先が変更され，かつ［上位システム一覧］に新しい接続先が設定され
ていない場合でも，新しい接続先は一覧に自動追加されません。

6.2.13　［マルチキャスト配布］パネル
ジョブをマルチキャスト方式で上位のシステムから受信する場合の設定です。このパネ
ルでの設定は，「マルチキャスト配布」が指定されたジョブに対して適用されます。
221



6.　JP1/NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする
図 6-14　［マルチキャスト配布］パネル

（1） ポート番号

ジョブをマルチキャスト配布で受信するために使用する，次の 2種類のポート番号を設
定します。

• マルチキャスト配布（デフォルト：22296）
• 再送要求（デフォルト：22294）

通常はデフォルトで表示されるポート番号を使用しますが，ほかのプログラムと重複す
るときは変更してください。マルチキャスト配布は UDPプロトコルを使用するため，配
布中にパケットの再送が起こります。そのため，「再送要求」のポート番号も設定が必要
です。

なお，TCP/IPの servicesファイルにポート番号を設定しているときは，servicesファイ
ルの設定が有効になります。

（2） マルチキャスト配布のジョブを受信する

「マルチキャスト配布」が指定されたジョブを，上位のシステムからマルチキャスト方式
で受信する場合に選択します。デフォルトはチェックボックスがオフです。ジョブをマ
ルチキャスト方式で受信したい場合は，このチェックボックスをオンにして，接続先の
上位システムに設定されたマルチキャストアドレスと同じ値を設定してください。
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「マルチキャスト配布のジョブを受信する」チェックボックスがオフの場合は，「マルチ
キャスト配布」を指定したジョブも，ユニキャストで受信します。反対に，このチェッ
クボックスをオンにしても，ジョブに「ユニキャスト配布」が指定されている場合はユ
ニキャスト配布になります。

なお，ネットワーク中で IPマルチキャストに対応していないルータを使用している場合
は，「マルチキャスト配布のジョブを受信する」チェックボックスをオフにしてくださ
い。IPマルチキャストに対応していないルータを使用している場合，マルチキャスト配
布はできないので，ユニキャスト配布になります。このとき，「マルチキャスト配布の
ジョブを受信する」チェックボックスをオンにしていると，ユニキャスト配布に切り替
わってジョブが配布されるまでに時間が掛かります。

マルチキャストアドレス
接続先の上位システムに設定されたマルチキャストアドレスと同じ値を設定します。
これで，その上位システムが配布先とするマルチキャストグループに登録したこと
になります。指定できる範囲は，224.0.1.0～ 239.255.255.255の値です。デフォル
トは 239.255.0.1です。
接続先の上位システムのマルチキャストアドレスがここで設定したマルチキャスト
アドレスと一致しない場合，ジョブはユニキャスト配布されます。マルチキャスト
グループとマルチキャストアドレスの詳細については，マニュアル「導入・設計ガ
イド」の「6.2　マルチキャスト配布をするための設定」を参照してください。

6.2.14　［スタートアップ関連］パネル
［スタートアップ］グループに登録されたプログラムをリモートインストールするために
必要な設定をします。
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図 6-15　［スタートアップ関連］パネル

（1） NETM_DM_Pスタートアップフォルダを作成する

［スタートアップ］グループに登録されたプログラムを移動させるための，
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダを作成するかどうかを選択します。デフォル
トはオフです。

［スタートアップ］グループに登録されたプログラムは，Windowsの起動と同時に自動
的に起動されます。しかし，JP1/NETM/DMによるシステム起動時インストールのタイ
ミングも，スタートアッププログラムと同じです。スタートアッププログラムの起動中
に，JP1/NETM/DMがそのプログラムをリモートインストールしようとすると，インス
トールが失敗します。このことを避けるには，［NETM_DM_Pスタートアップ］フォル
ダを作成し，スタートアッププログラムをこのフォルダへ移動させます。スタートアッ
ププログラムの移動の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の「11.2.2(2)　ス
タートアッププログラムの移行」を参照してください。

（2） NETM_DM_Pスタートアップへの移行

スタートアッププログラムを移行する
クライアントで［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダを作成する場合，［ス
タートアップ］グループのプログラムを自動的に［NETM_DM_Pスタートアップ］
フォルダへ移動できます。自動的に移動させる場合は，「スタートアッププログラム
224



6.　JP1/NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする
を移行する」のチェックボックスをオンにしてください。デフォルトはオフです。

移行するショートカット
「スタートアッププログラムを移行する」を選択している場合に指定できます。
ショートカットの一覧を表示するには，［一覧を表示する］ボタンをクリックしてく
ださい。
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダへ移動するショートカットのチェック
ボックスをオンにします。チェックボックスをオフにしたショートカットは移動さ
れません。デフォルトではオンになっています。
チェックボックスをオフにしたショートカットが，すでに［NETM_DM_Pスタート
アップ］フォルダに登録されている場合，ショートカットを［NETM_DM_Pスター
トアップ］フォルダから［スタートアップ］グループに自動的に戻すと同時に，
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダへの移行対象外とします。
なお，インストールセットのセットアップ情報の場合，「移行するショートカット」
をあらかじめ設定することはできません。「スタートアッププログラムを移行する」
チェックボックスをオンにすることで，JP1/NETM/DM Client（クライアント）の
インストール先の［スタートアップ］グループに登録されているすべてのプログラ
ムが移動します。

6.2.15　［セットアップの保護］パネル
セットアップ情報を保護するためのパスワードを設定します。

このパネルは，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システ
ム）のクライアント機能のセットアップでは表示されません。
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図 6-16　［セットアップの保護］パネル

クライアントセットアップで設定した内容（セットアップ情報）は，だれでも変更でき
るため不用意に変更されるとプログラムの動作を保証できません。このため，このパネ
ルでパスワードを設定しておくことで，セットアップ情報を保護します。このパネルを
設定すると，次回のクライアントセットアップの起動時またはセットアップ情報の変更
時から，パスワード要求のダイアログボックスが表示されます。

パスワードを設定する
セットアップ情報にパスワードを設定する場合にチェックボックスをオンにしてく
ださい。デフォルトはオフです。

パスワード
セットアップ情報を保護するためのパスワードを，半角英数字 14文字以内で指
定します。「パスワードを設定する」のチェックボックスをオンにしている場合
は，この項目の設定を省略できません。

パスワード再入力
確認のため，パスワードを再入力します。

パスワード要求
［パスワードの入力］ダイアログボックスをどのタイミングで表示するかを選択
します。
• セットアップ起動時
クライアントセットアップの起動時にパスワードを要求します。パスワード
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を知らないユーザはセットアップ情報を参照できません。
• セットアップ更新時
セットアップ情報の更新時に，パスワードを要求します。パスワードを知ら
ないユーザでも，セットアップ情報の参照だけできます。

6.2.16　［権限］パネル（Windows NTの場合）
Administrator権限を持たない一般ユーザ権限で，クライアントを使用するかどうかを
設定します。

図 6-17　［権限］パネル

Windows NTのクライアントの場合，クライアントをインストールしたユーザ以外でも
パッケージをインストールできるように設定できます。このパネルは，JP1/NETM/DM 
Managerのクライアント機能のセットアップでは表示されません。

一般ユーザ権限で使用する
このチェックボックスをオンにすると，クライアントをインストールしたユーザ以
外がログオンした状態でも，GUIインストールモードのパッケージのインストール
および処理中ダイアログの表示ができます。そのため，Administrator権限を持た
ないユーザ（一般ユーザ）でも，パッケージのインストールができます。
JP1/NETM/DM Client（クライアント）の場合，デフォルトはオンです。
JP1/NETM/DM Client（中継システム）の場合，デフォルトはオフです。
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一般ユーザ権限でのインストールの詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「11.2.3　Windows NTの一般ユーザ権限でのインストール」を参照してくださ
い。

非常駐でジョブ実行またはパッケージセットアップマネージャを使用する
このチェックボックスは，JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライア
ント機能のセットアップでは表示されません。このチェックボックスは，JP1/
NETM/DM Client（クライアント）で次の設定をしている場合に活性化します。
•「一般ユーザ権限で使用する」チェックボックスがオン
•［クライアント常駐・ポーリング］パネルの「クライアントを常駐する」
チェックボックスがオフ

このチェックボックスをオンにすると，クライアントが非常駐の場合でも，一
般ユーザ権限でログオンしたときに，クライアントのパッケージセットアップ
マネージャまたは［ジョブ実行］アイコンで，次のパッケージをインストール
できるようになります。
• サービスの登録，開始または停止が必要なパッケージ
• レジストリキーを新規に作成するパッケージ
• インストール先ディレクトリおよびファイルのアクセス権に，「読み取り」，
「書き込み」および「削除」が設定されていないパッケージ

なお，このチェックボックスをオンにすると，「dmpusers.exe」というプロセ
スが常駐します。
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スを設定する
この章では，JP1/NETM/DMシステムで使用するリレーショ
ナルデータベースの種類によるシステム構成の違いや，環境設
定の方法，データベースマネージャを使用したデータベースの
作成・メンテナンスの方法について説明します。

7.1　必要なプログラムとシステム構成

7.2　リレーショナルデータベース使用時の注意事項

7.3　リレーショナルデータベースの環境設定

7.4　データベースマネージャの操作方法（Embedded RDBの場合）

7.5　データベースマネージャの操作方法（Microsoft SQL Serverまたは
Oracleの場合）
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7.1　必要なプログラムとシステム構成
ここでは，リレーショナルデータベースを使用するときに必要なプログラムとシステム
構成について説明します。

7.1.1　必要なプログラム
JP1/NETM/DMの Embedded RDBを使用する場合は，リレーショナルデータベース用
のプログラムを別途用意する必要はありません。

JP1/NETM/DMで Embedded RDB以外のリレーショナルデータベースを使用するとき
は，次に示すプログラムが必要です。

リレーショナルデータベースのサーバ
データベースを管理するサーバプログラムです。次のどれかが使用できます。なお，
それぞれのプログラムに対応する ODBCドライバが必要です。

Microsoft SQL Serverの場合
• Microsoft SQL Server 2005 Standard Edition
• Microsoft SQL Server 2005 Standard x64 Edition
• Microsoft SQL Server 2005 Enterprise Edition
• Microsoft SQL Server 2005 Enterprise x64 Edition
• Microsoft SQL Server 2000 Enterprise Edition
• Microsoft SQL Server 2000 Standard Edition
• Microsoft SQL Server 7.0 Enterprise Edition
• Microsoft SQL Server 7.0

Oracleの場合
• Oracle9i Release 2 Enterprise Edition R 9.2.0
• Oracle9i Release 2 Standard Edition R 9.2.0
• Oracle9i Enterprise Edition R 9.0.1
• Oracle9i Standard Edition R 9.0.1
• Oracle8i Enterprise Edition R 8.1.7
• Oracle8i Workgroup Server R 8.1.7

データベースサーバ以外のコンピュータからデータベースにアクセスする場合には，
クライアント機能が必要です。

7.1.2　システム構成
リレーショナルデータベースを使用するときのシステム構成について説明します。
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（1） Embedded RDBを使用する場合

Embedded RDBを使用する場合，リレーショナルデータベースのサーバと JP1/NETM/
DM Managerの「サーバ本体機能」は，別のコンピュータに配置できません。「リモー
トインストールマネージャ」は別のコンピュータに配置できます。

Embedded RDBを使用する場合に，「サーバ本体機能」と「リモートインストールマ
ネージャ」を別のコンピュータに配置したときのシステム構成の例を次の図に示します。

図 7-1　Embedded RDBを使用したシステム構成

Embedded RDBを使用する場合は，データベースのプログラムは必要ありません。
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（2） Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用する場合

Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用する場合，JP1/NETM/DM Managerとは別
のコンピュータにデータベースサーバを配置できます。「サーバ本体機能」，「リモートイ
ンストールマネージャ」，およびデータベースサーバを，それぞれ別のコンピュータに配
置した場合の例を次の図に示します。

図 7-2　Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用したシステム構成

Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用する場合は，「サーバ本体機能」および「リ
モートインストールマネージャ」をインストールしたコンピュータに，データベースの
クライアントをインストールする必要があります。
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（a）リレーショナルデータベースのサーバ

Microsoft SQL Serverまたは Oracleのリレーショナルデータベースのサーバは，配布管
理システムと同じコンピュータに配置しても，別のコンピュータに配置してもかまいま
せん。

リレーショナルデータベースのサーバと配布管理システムを別のコンピュータに配置す
る場合は，リレーショナルデータベースの新規作成時に，データベースデバイスが作成
されません。この場合，リレーショナルデータベースでデータベースデバイスをあらか
じめ作成しておくか，またはリレーショナルデータベースのサーバが動作しているホス
トに，データベースマネージャをインストールして，リレーショナルデータベースを作
成してください。

なお，複数の配布管理システムを配置するシステム構成の場合は，配布管理システムご
とにリレーショナルデータベースを作成する必要があります。複数の配布管理システム
で一つのリレーショナルデータベースを共用することはできません。

（b）リレーショナルデータベースのクライアント

Microsoft SQL Serverまたは Oracleのリレーショナルデータベースのサーバを配布管理
システムと別のコンピュータに配置した場合，配布管理システムのコンピュータにリ
レーショナルデータベースのクライアントが必要です。

また，配布管理システムとリモートインストールマネージャが別のホストにあるときは，
リモートインストールマネージャのコンピュータにもリレーショナルデータベースのク
ライアントが必要です。
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7.2　リレーショナルデータベース使用時の注意
事項

リレーショナルデータベースを使用するときの注意事項を次に示します。

●リレーショナルデータベースに Embedded RDBを使用する場合，システムをシャッ
トダウンするときは，事前に次の手順で JP1/NETM/DMおよび Embedded RDBを終
了させてください。
1. リモートインストールマネージャを停止する。
2.［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，「Remote Install 

Server」サービスを停止する。
3. JP1/NETM/DMのデータベースにアクセスしている製品を停止する。
例えば，JP1/NETM/Asset Information Managerから JP1/NETM/DMのデータ
ベースにアクセスしている場合，JP1/NETM/Asset Information Managerのサー
ビス，コマンド，タスクなどをすべて停止します。

4. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥BINに格納されている
netmdb_stop.batコマンドを実行してデータベースを停止する。

●リレーショナルデータベースに Embedded RDBを使用する場合，Embedded RDBを
直接参照するツールはありません。

●リレーショナルデータベースにMicrosoft SQL Serverを使用する場合，インストール
時に設定する並べ替え順には「バイナリ順」を選択してください。「大文字小文字を区
別しない」を選択した場合，［あて先］ウィンドウの［検索］ダイアログボックスで，
「大文字と小文字を区別する」を選択しても有効になりません。また，インベントリ
ビューアの集計機能や CSV出力ユティリティの出力範囲の設定機能でも，大文字と小
文字を区別しなくなります。

●リレーショナルデータベースに Oracleを使用する場合，アカウントのパスワードを変
更したときは，必ず Remote Install Server サービスの「アカウント」および「パス
ワード」も変更してください。

●リレーショナルデータベースに Oracleを使用する場合，データベースインスタンス作
成時には，必ず「JA16SJIS」のキャラクタセットを指定してください。

●管理情報の追加，変更または削除によってリレーショナルデータベースの断片化が進
むと，データベースへのデータの格納効率が低下します。効率良く運用するために，
リレーショナルデータベースは定期的に再編成してください。
リレーショナルデータベースに Embedded RDBを使用している場合の再編成につい
ては，「7.4.6　データベースを再編成する」を参照してください。
リレーショナルデータベースにMicrosoft SQL Serverまたは Oracleを使用している
場合，リレーショナルデータベースの断片化の確認および再編成については，各
RDBMSのマニュアルを参照してください。
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7.3　リレーショナルデータベースの環境設定
ここでは，リレーショナルデータベースの環境設定の方法について，それぞれ説明しま
す。

7.3.1　Embedded RDBの環境設定
Embedded RDBを使用している場合，運用開始後に OSのホスト名を変更するときは，
次の手順に従ってください。

（1） 運用開始後のホスト名の変更

運用開始後に，OSのホスト名を変更するときの手順を次に示します。JP1/NETM/DM
および Embedded RDBを終了させてから，ホスト名を変更します。

1. リモートインストールマネージャを停止する。

2.［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，「Remote Install Server」
サービスを停止する。

3. JP1/NETM/DMのデータベースにアクセスしている製品を停止する。
例えば，JP1/NETM/Asset Information Managerから JP1/NETM/DMのデータベー
スにアクセスしている場合，JP1/NETM/Asset Information Managerのサービス，
コマンド，タスクなどをすべて停止します。

4. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥BINに格納されている netmdb_stop.bat
コマンドを実行してデータベースを停止する。

5. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥NETMDB¥confに格納されている pdsys
ファイルをテキストエディタで開く。

6.「pdunit -x 変更前ホスト名 -u unt1 -d "JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ
¥NETMDB"」の「変更前ホスト名」を変更する。

7. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥NETMDB¥confに格納されている
pdutsysファイルをテキストエディタで開く。

8.「set pd_hostname = 変更前ホスト名」がある場合は「変更前ホスト名」を変更する。

9. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥NETMDB¥conf¥embに格納されている
次の五つのファイルをテキストエディタで開く。
• HiRDB.iniファイル
• reload.batファイル
• reorganization_al.batファイル
• reorganization_tb.batファイル
• unload.batファイル
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10.「PDHOST=変更前ホスト名」の「変更前ホスト名」を変更する。

11. OSのホスト名を変更する。

12.OSを再起動する。

（2） 運用開始後にホスト名を変更するときの注意事項

運用を開始後にホスト名を変更するときの注意事項を次に示します。

●ホスト名の指定方法は，「8.1.2　JP1/NETM/DMでのホスト名の付け方」を参照して
ください。

●次のどれかのジョブがある場合は，これらのジョブを削除し，削除完了したことを確
認してからホスト名を変更してください。
• 実行状態が正常終了またはエラー終了していないジョブ
•「クライアントユーザによるインストール」ジョブ
• 定期的にインベントリ情報を取得するジョブ

これらのジョブを削除しないでホスト名を変更すると，実行中のジョブが止まったり，
下位システムのジョブを連携して削除できなくなったりします。

7.3.2　Microsoft SQL Serverの環境設定
Microsoft SQL Serverのリレーショナルデータベースの場合，次に示す設定が必要です。

●ネットワークプロトコルの設定

●データベース環境のチューニング

●メモリ割り当ての設定

●環境設定オプションのチューニング

●認証モードの設定

●リレーショナルデータベースのアクセス権の設定

●トランザクションログの設定

次に，各設定について説明します。

（1） ネットワークプロトコルの設定

リレーショナルデータベースを使用するには，リレーショナルデータベースのサーバお
よびクライアントの両方で，ネットワークプロトコルの設定が必要です。リレーショナ
ルデータベースのプログラムごとの設定を次に示します。

●リレーショナルデータベースのサーバでの設定
リレーショナルデータベースのサーバでは，配布管理システムやリモートインストー
ルマネージャに接続できるプロトコルを選択してください。通常は，「TCP/IPソケッ
ト」または「名前付きパイプ」を使用します。
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●リレーショナルデータベースのクライアントでの設定
リレーショナルデータベースのクライアントでは，サーバで選択したプロトコルと同
じプロトコルを設定してください。

ネットワークプロトコルの設定方法の詳細については，Microsoft SQL Serverのマニュ
アルを参照してください。

ここで設定したプロトコルおよびサーバの名称は，リレーショナルデータベースの作成
時に必要になりますので，控えておいてください。

（2） データベース環境のチューニング

Microsoft SQL Server 2005，Microsoft SQL Server 2000およびMicrosoft SQL Server 
7.0には動作環境を自動的にチューニングする機能があるため，設定は不要です。必要に
応じてデータベースのサーバの設定を変更することもできます。

ロック数の設定を変更したい場合は，Transact-SQLを使用します。また，ユーザ接続数
およびメモリの設定を変更したい場合は，［SQL Serverのプロパティ］ダイアログボッ
クスの［接続］パネルおよび［メモリ］パネルから実行できます。メモリについては固
定サイズを割り当てることもできます。

（3） メモリ割り当ての設定

JP1/NETM/DMを使用して効率良くリモートインストールするには，Microsoft SQL 
Serverへのメモリ割り当ての設定が重要になります。Microsoft SQL Serverでのメモリ
概算式を次に示します。

（a）データキャッシュ

データキャッシュは，各テーブルのインデックスページおよびデータページから構成さ
れます。次のメモリ概算式は，頻繁にアクセスするテーブルのインデックスページおよ
びデータページのサイズを示します。頻繁にアクセスするテーブルについて，インデッ
クスページは 100%，データページは 20%をメモリに割り当てられる量が設定の目安で
す。メモリに余裕があれば，データページについても 100%割り当てられる量を設定し
てください。パッケージ数とは，配布済みパッケージおよび配布予定のパッケージを加
算した数です。

インデックスページ
クライアント管理台数×パッケージ数× 0.0005(メガバイト )

データページ
クライアント管理台数×パッケージ数× 0.0045(メガバイト )

（b）プロシージャキャッシュ

プロシージャキャッシュは，Microsoft SQL Serverの実行プランなどから構成されます。
JP1/NETM/DMを使用する場合には，プロシージャキャッシュへの割り当てが，5メガ
バイト程度となるように設定してください。
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（4） 環境設定オプションのチューニング

Microsoft SQL Server 2005，Microsoft SQL Server 2000およびMicrosoft SQL Server 
7.0では，性能を最適化してメモリサイズを動的に調整するため，システム管理者がメモ
リサイズを意識する必要はありません。しかし，自動拡張または縮小によるオーバヘッ
ドも考慮し，最大および最小値を設定することをお勧めします。

最小値
16メガバイト以上

最大値

搭載メモリ－（OSの使用するメモリ容量＋ JP1/NETM/DMのメモリ所要量※＋ほ
かのアプリケーションの使用するメモリ容量＋ 5メガバイト）
注※　マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.3.2　メモリ所要量」を参照してくだ
さい。

（5） 認証モードの設定

認証モードには「混合モード」を選択してください。［SQL Serverのプロパティ］ダイ
アログボックスの［セキュリティ］パネルの「セキュリティ」で設定してください。

（6） リレーショナルデータベースのアクセス権の設定

JP1/NETM/DM Managerでアクセスする IDを，Microsoft SQL Serverシステム管理者
以外の IDに設定する場合は，リレーショナルデータベースの各テーブルにアクセス権を
設定する必要があります。必要なアクセス権は，SELECT，INSERT，UPDATE，およ
び DELETEです。アクセス権の設定方法を次に示します。

Microsoft SQL Server 2005の場合
1.［Microsoft SQL Server Management Studio］ウィンドウから，アクセス権を設定
するオブジェクトを選択する。
ユーザ単位で設定する場合はデータベースを，オブジェクト単位で設定する場合
はテーブルを選択してください。

2. 右クリックで表示される［プロパティ］メニューを選択する。
［データベースのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ダイアログボックスの左側で［権限］を選択して，アクセス権を設定する。

Microsoft SQL Server 2000および Microsoft SQL Server 7.0の場合
1.［SQL Enterprise Manager］ウィンドウで，アクセス権を設定するオブジェクト
を選択する。
ユーザ単位で設定する場合はデータベースを，オブジェクト単位で設定する場合
はテーブルを選択してください。

2. 右クリックで表示される［プロパティ］メニューを選択する。
データベースを選択していた場合は［XXXXXプロパティ］ダイアログボックス
（XXXXXはデータベース名）が表示されます。テーブルを選択していた場合は
238



7.　リレーショナルデータベースを設定する
［オブジェクトのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。
3.［権限］パネルでアクセス権を設定する。

（7） トランザクションログの設定

Microsoft SQL Serverでは，リレーショナルデータベースの更新についてアクセスの履
歴をトランザクションログに採取しています。JP1/NETM/DM Managerではリレーショ
ナルデータベースの作成時にトランザクションログを割り当てていますが，履歴情報が
満杯になると，以降リレーショナルデータベースへのアクセスができなくなります。ト
ランザクションログは，自動的に切り捨てる運用をお勧めします。

Microsoft SQL Server 2005の場合
1. Management Studioを起動する。
2. 該当データベースを選択し，［データベースのプロパティ］ダイアログボックス
を開く。

3.「オプション」メニューを選択する。
4. ダイアログボックスの右側の「復旧モデル」から，「単純」を選択する。

Microsoft SQL Server 2000の場合
1. Enterprise Managerを起動する。
2. 該当データベースを選択し，［プロパティ］ダイアログボックスを開く。
3.［オプション］パネルの［モデル］から「シンプル」を選択する。

Microsoft SQL Server 7.0の場合
1.［SQL Enterprise Manager］ウィンドウで該当データベースを右クリックして
［プロパティ］メニューを選択する。

2.［XXXXXプロパティ］ダイアログボックス（XXXXXはデータベース名）の［オ
プション］パネルで「チェックポイント時のログ切り捨て」をチェックする。

自動切り捨てを設定していない場合に，トランザクションログが満杯になったときは，
JP1/NETM/DM Managerでは「セグメントにオブジェクトの領域を割り当てられない」
という内容のメッセージが RDBSRV.LOGに出力されます。この場合，次の方法でトラ
ンザクションログを切り捨ててください。

Microsoft SQL Server 2005の場合
Management Studioでデータベースを右クリックして表示されるメニューから，
［タスク］－［バックアップ］を選択し，［データベースのバックアップ］ダイアロ
グボックスを表示します。［データベースのバックアップ］ダイアログボックスの
［全般］タブから，トランザクションログのバックアップを取得してください。取得
したバックアップ分のトランザクションログが切り捨てられます。

Microsoft SQL Server 2000の場合
Enterprise Managerの［データベースのバックアップ］メニューからトランザク
ションログのバックアップを取得してください。取得したバックアップ分のトラン
ザクションログが切り捨てられます。
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Microsoft SQL Server 7.0の場合
Enterprise Managerの［ログの切り捨て］メニューからトランザクションログを切
り捨ててください。またはクエリアナライザで DUMPステートメント（DUMP 
TRANSACTION データベース名 WITH NO_LOG）を記述してトランザクションロ
グを削除してください。

7.3.3　Oracleの環境設定
Oracleのリレーショナルデータベースの場合，次に示す設定が必要です。

●データベースインスタンスの作成およびサービスの作成

●初期化パラメタファイルのチューニング

●リレーショナルデータベースのアクセス権の設定

また，Asset Information Manager Limitedを使用する場合は，Asset Information 
Manager Limitedのリレーショナルデータベースの環境を設定する必要があります。

次に，各設定について説明します。

（1） データベースインスタンスの作成およびサービスの作成

リレーショナルデータベースを使用するには，リレーショナルデータベースのサーバで，
データベースインスタンスを作成する必要があります。また，リレーショナルデータ
ベースのクライアントで，サービスを作成する必要があります。それぞれの作成方法に
ついては Oracleのマニュアルを参照してください。

（a）リレーショナルデータベースのサーバでの設定

リレーショナルデータベースのサーバで，データベースインスタンスを作成してくださ
い。作成には，Oracle Database Configuration Assistantを使用してください。

（b）リレーショナルデータベースのクライアントでの設定

リレーショナルデータベースのクライアントで，サービスを作成してください。作成に
は，次のプログラムを使用してください。

Oracle8iの場合
Oracle Net8 Assistant

Oracle9iの場合
Oracle Net Manager

なお，サービス名は次の形式で指定してください。

「NETM_接続先サーバ名」

「接続先サーバ」とは，JP1/NETM/DM Managerのサーバがインストールされている
PCを示します。また，接続先サーバ名は DNS名称を含まない名称で指定してくださ
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い。

（例）
接続先のサーバ名が「dmp380.Hitachi.co.jp」の場合
NETM_dmp380

なお，リモートインストールマネージャの［JP1/NETM/DMログオン］ダイアログボッ
クスで指定した接続先の「NETM/DMサーバ」にホスト名でなく IPアドレスを指定し
ている場合，「接続先サーバ名」に IPアドレスの指定も必要です。指定する場合は，ピ
リオドを「_」（アンダーバー）に変更して指定してください。

（例）
接続先のサーバ名が「172.18.22.31」の場合
NETM_172_18_22_31

（2） 初期化パラメタファイルのチューニング

JP1/NETM/DMを使用する上で，チューニングを必要とするパラメタおよびチューニン
グ方法について説明します。

（a）チューニングの必要なパラメタ

db_block_buffers
データベースブロック数を指定します。このパラメタ値は，データキャッシュのサ
イズを制御します。実際に割り当てられるデータキャッシュサイズは，
db_block_size × db_block_buffersになります。

shared_pool_size
共用プールサイズ（単位：バイト）を指定します。共用プールには，Oracleの管理
情報（SQLを解析した結果のライブラリキャッシュやディクショナリキャッシュ）
が含まれます。

processes
同時に接続できるユーザ数の最大値を指定します。JP1/NETM/DMが必要とする同
時に接続できるユーザ数の算出方法を次に示します。

同時接続数
＝ 25
＋リモートインストールマネージャ同時接続数× 5
＋パッケージャ同時接続数× 2
＋クライアントまたは中継システム同時接続数× 2
＋WWWブラウザからの同時接続数× 5
＋ JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmからの同時接続数× 5

（b）チューニング方法

db_block_buffers
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割り当ての目安となる値を示します。データベース稼働状態で，次の SQLを実行
し，データキャッシュのヒット率が 90%以下の場合には，バッファ数を多くしてく
ださい。

データキャッシュヒット率を求める SQL
Select (a.value + b.value) "Log_Reads", c.value "Rhy_Reads",
Round(((1 - (c.value / (a.value + b.value))) * 100), 3) "Buffer Hit Ratio"
from v$sysstat a,v$sysstat b,v$sysstat c
where a.name = 'db block gets' and b.name = 'consistent gets'
and c.name = 'physical reads';

shared_pool_size
32メガバイト程度の値を指定してください。データベース稼働状態で，次の SQL
を実行し，ライブラリキャッシュおよびディクショナリキャッシュのヒット率が
90%以下の場合には，割り当てサイズを大きくしてください。

ライブラリキャッシュヒット率を求める SQL
Select sum(pins) "Executions", sum(reloads) "Misses",
Round(100*(1-sum(reloads)/sum(pins)),3) "Hit Ratio" from v$librarycache;

ディクショナリキャッシュヒット率を求める SQL
Select sum(gets) "Gets", sum(getmisses) "Misses",
Round(100*(1-sum(getmisses)/sum(gets)),3) "Hit Ratio"
from v$rowcache where gets <> 0;

processes
同時に接続できるユーザ数を指定してください。

（3） リレーショナルデータベースのアクセス権の設定

リレーショナルデータベースを運用するにはアクセス権の設定が必要です。次に設定方
法を示します。

データベース作成後にユーザを作成する場合は，次の手順で作成してください。

1. ロール権限に「CONNECT」「EXP_FULL_DATABASE」「INP_FULL_DATABASE」お
よび「RESOURCE」を与える。

2. JP1/NETM/DMの全テーブルにオブジェクト権限としてすべての権限を与える。
SYSTEMでデータベース作成し，NETM_USER01を作成した場合の例
GRANT ALL ON "SYSTEM"."NETMDM_CABINET" TO "NETM_USER01"

3. JP1/NETM/DMの全テーブルをユーザから参照するためにシノニムを作成する。
SYSTEMでデータベースを作成し，NETM_USER01を作成した場合の例
CREATE SYNONYM "NETM_USER01"."NETMDM_CABINET" FOR 
"SYSTEM"."NETMDM_CABINET"
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7.4　データベースマネージャの操作方法
（Embedded RDBの場合）

JP1/NETM/DMで使用するリレーショナルデータベースを作成したり，メンテナンスを
したりするには，JP1/NETM/DM Managerのコンポーネントの一つであるデータベース
マネージャを使用します。データベースマネージャは，メニューから［JP1_NETM_DM 
Manager］－［データベースマネージャ］を選択して起動します。

なお，データベースマネージャを使用するときは次のことに注意してください。

● JP1/NETM/DMのリレーショナルデータベースを使用するアプリケーションは，すべ
て終了してください。
JP1/NETM/Asset Information Managerと連携している場合は，JP1/NETM/Asset 
Information Managerのすべてのサービス，タスク，コマンドなども停止してくださ
い。

●データベースマネージャは，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］
で「Remote Install Server」を停止したあと，起動してください。

●データベースマネージャは，Administrator権限を持つユーザだけが使用できます。

データベースマネージャが起動すると，データベースマネージャでの操作を選択する
［Welcome］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-3　［Welcome］ダイアログボックス
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なお，Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用している場合は，［Welcome］ダイア
ログボックスに表示される項目が異なります。Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使
用している場合のデータベースマネージャの操作については，「7.5　データベースマ
ネージャの操作方法（Microsoft SQL Serverまたは Oracleの場合）」を参照してくださ
い。

データベースマネージャで実行したい操作を選択します。

データベースを新規作成する
データベースを新規に作成します。JP1/NETM/DM Managerのインストール後，
この項目からデータベースを新規に作成する必要があります。

ファイルシステム上の管理ファイルを移行する
JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DMの簡易データベースから，リレーショナル
データベース（Embedded RDB）へデータベースを移行します。なお，この項目を
選択する場合は，リレーショナルデータベースが作成されている必要があります。

データベースをアップグレードする
リレーショナルデータベースをアップグレードします。JP1/NETM/DMをバージョ
ンアップした場合や，JP1 Version 7iの JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB 
Editionから JP1 Version 8の JP1/NETM/DM Managerへ移行したあとで選択しま
す。
また，作成済みのデータベース領域のサイズを変更する場合も選択してください。

データベースをバックアップする
データベースのバックアップを実行します。データベースの定期的なバックアップ
を取得する場合などに選択します。

データベースをバックアップから復元する
バックアップファイルからデータベースを復元します。「データベースをバックアッ
プする」で取得したバックアップを復元する場合に選択します。

データベースを再編成する
データベースの使用率が 80%を超えた場合は，データベースを編成し直してくださ
い。データベースの使用率が 80%を超えたかどうかは，イベントログに出力される
メッセージから判断できます。出力されるメッセージについては，「7.4.6　データ
ベースを再編成する」を参照してください。

データベースのパスワードを変更する
データベースにログインするためのパスワードを変更します。

データベース上の不要インベントリ情報を削除する
データベース上に残っている不要なインベントリ情報を削除し，データベースの空
き領域を増やします。

操作を選択して［次へ］ボタンをクリックすると，［データベースの認証情報］ダイアロ
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グボックスが表示されます。

図 7-4　［データベースの認証情報］ダイアログボックス

データベースにログインする管理者ユーザ IDとパスワードを入力してください。データ
ベースマネージャからデータベースを操作するには，ユーザ認証を行う必要があります。

次に，ユーザ認証後の各操作について説明します。

7.4.1　データベースを新規作成する
JP1/NETM/DM Managerを新規にインストールしたあとは，データベースを作成する必
要があります。

ここでは，データベースを新規に作成する手順と，運用規模ごとに想定されるデータ件
数の目安について説明します。

（1） データベースの作成手順

Embedded RDBのデータベースを新規に作成する手順を次に示します。

データベース領域のパスは，半角英数字，半角スペース，および次に示す記号を使用し
て，実在するディレクトリを指定してください。

「:」，「.」，「¥」，「#」，「@」，「(」，「)」，「「」，「」」

1.［Welcome］ダイアログボックスで「データベースを新規作成する」を選択して，［次
へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
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定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-5　［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックス

JP1/NETM/DM Managerをクラスタシステム環境で使用する場合，「クラスタシステ
ム環境で使用する」チェックボックスをオンにします。JP1/NETM/DM Managerを
クラスタシステム環境で使用する場合の設定については，「付録 C　JP1/NETM/DM
のクラスタシステムの構築」を参照してください。
ここでは，通常のネットワーク環境で，JP1/NETM/DM Managerで使用するデータ
ベースを作成する場合について説明します。

3.［次へ］ボタンをクリックする。
［運用規模の設定］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-6　［運用規模の設定］ダイアログボックス

JP1/NETM/DM Managerを使用する環境に応じて，運用規模を選択してください。
選択した運用規模に合わせて，データベースの領域サイズのデフォルト値が設定され
ます。データベースの領域サイズは，以降のダイアログボックスで変更できます。
ここでは，特に支障がないかぎり，「大規模」を選択することをお勧めします。クラ
イアントの稼働状況を監視する場合は，必ず「大規模」を選択してください。運用規
模ごとに想定されるデータ件数の目安については，「(2)　運用規模ごとのデータ量の
目安」を参照してください。

4.［次へ］ボタンをクリックする。
［管理データベースの設定］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-7　［管理データベースの設定］ダイアログボックス

管理データベース領域
作業表領域を含む JP1/NETM/DM Managerのデータベースを格納するディレク
トリのパスを，半角 46文字以内で指定します。
クラスタシステム環境で使用する場合，作業表領域を除く管理データベース領域
のファイル（フェールオーバー発生時に引継ぎが必要なデータ）を格納する，共
有ディスクのパスを指定します。
管理データベース領域のサイズは，4,270メガバイトで固定です。作業表領域の
サイズは，「作業表領域」の「サイズ」欄で指定します。

作業表領域
作業表領域のサイズを 50～ 1,048,575メガバイトで指定します。
作業表領域のサイズのデフォルト値は，［運用規模の設定］ダイアログボックス
で選択した運用規模によって異なります。選択した項目ごとの，データベース領
域ファイルのサイズのデフォルト値を次の表に示します。

なお，「パス」欄は，クラスタシステム環境で使用する場合に活性化します。作
業表領域のファイル（フェールオーバー発生時に引継ぎが不要なデータ）を格納
する，ローカルディスクのパスを，半角 46文字以内で指定します。

自動増分を行う
「自動増分を行う」チェックボックスをオンにすると，作業表領域の使用容量が
「サイズ」欄に入力した値を超える場合，自動で作業表領域が増えるようになり

選択した運用規模 作業表領域のデフォルト値（メガバイト）

大規模 22,852

中規模 6,855

小規模 1,142
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ます。
運用に伴い，見積もりで算出した作業表領域のサイズが指定した値を超える可能
性のある場合は，チェックボックスをオンにしてください。デフォルトは，
チェックボックスがオンです。
なお，作業表領域はディスクに空きがあれば最大 1,048,575メガバイトまで増分
します。
クラスタシステム環境で使用する場合，「自動増分を行う」チェックボックスは，
実行系と待機系で同じ設定にしてください。

5.［管理データベースの設定］ダイアログボックスの項目を設定して，［次へ］ボタンを
クリックする。
［データベースの詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-8　［データベースの詳細設定］ダイアログボックス

このダイアログボックスでは，データベース領域ファイルのパスおよびサイズを設定
できます。
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データベース領域ファイルのパスは，それぞれ半角 104文字以内で指定してくださ
い。ただし，OSが 64ビット版のWindows Server 2008またはWindows Server 
2003 (x64)の場合，%Systemroot%¥system32ディレクトリ下のパスは指定できませ
ん。
データベース領域ファイルのサイズのデフォルト値は，［運用規模の設定］ダイアロ
グボックスで選択した運用規模によって異なります。選択した運用規模ごとの，デー
タベース領域ファイルのサイズのデフォルト値，最小値，および最大値を次の表に示
します。

表 7-1　運用規模ごとのデータベース領域ファイルサイズのデフォルト値，最小値，およ
び最大値

各データベース領域ファイルの，詳細な容量の計算方法については，マニュアル「導
入・設計ガイド」の「5.4　データベース容量の見積もり」を参照してください。
なお，ソフトウェアの稼働監視機能で［操作ログ一覧］ウィンドウを使用しない場
合，ソフトウェア稼働監視履歴ファイルは使用されないため，小さいサイズを指定す
ることをお勧めします。例えば，50メガバイト（最小値）です。

6.［データベースの詳細設定］ダイアログボックスの項目を設定して，［次へ］ボタンを
クリックする。
［データベース作成の実行］ダイアログボックスが表示されます。

データベース領域ファイル デフォルト値（メガバイ
ト）

最小値（メ
ガバイト）

最大値（メ
ガバイト）

大規模 中規模 小規模

常駐表ファイル 5,060 1,455 241 50 1,048,575

索引ファイル 22,870 404 67 50 1,048,575

ジョブ関連バイナリオブジェクトファイル 13,420 4,232 951 250 1,048,575

資産情報関連バイナリオブジェクトファイル 131 131 131 100 1,048,575

ソフトウェア稼働監視履歴ファイル 43,454 50 50 50 1,048,575

更新プログラム管理ファイル 3,200 3,200 3,200 120 1,048,575

一時表ファイル 17,438 1,795 865 680 1,048,575
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図 7-9　［データベース作成の実行］ダイアログボックス

7.［作成］ボタンをクリックする。
データベースが作成されます。

（2） 運用規模ごとのデータ量の目安

［運用規模の設定］ダイアログボックスで運用規模を選択する目安として，各運用規模で
想定されるデータの件数を次の表に示します。データベースマネージャに設定される
データベースの領域ファイルのデフォルト値は，ここで示すデータの件数を基に算出さ
れます。

表 7-2　運用規模ごとに想定されるデータの件数（データベース領域）

項番 項目 想定されるデータの件数

大規模 中規模 小規模

1 キャビネット数 5 5 5

2 リモートコレクト関連のジョブ数 2 2 2

3 ジョブ当たりの平均クライアント数 10,000 3,000 500

4 リモートインストール関連のジョブ数 20 20 20

5 ジョブ当たりの平均パッケージ数 1 1 1

6 リモートインストール関連のジョブ以外のジョブ数 8 8 8

7 ID管理中継で管理されている，リモートインストール関連
の IDジョブ数

20 20 20

8 ID当たりの平均クライアント数 5,000 1,500 250

9 リモートインストール関連のジョブ以外の IDジョブ数 8 8 8

10 ID数 10 10 10
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11 ID当たりの平均管理中継数 10 3 0

12 ID当たりの平均クライアント登録数 5,000 1,500 250

13 クライアント数 10,000 3,000 500

14 ソフトウェアインベントリの検索によって取得するファイル
数の平均値

100 100 100

15 取得するシステム情報数の平均値 100 100 100

16 ジョブ定義数 55 55 55

17 フォルダ数 5 5 5

18 リモートコレクト関連のジョブ定義数 3 3 3

19 リモートインストール関連のジョブ定義数 20 20 20

20 「ソフトウェア情報の取得」ジョブ定義数 4 4 4

21 「ユーザインベントリ情報の転送」ジョブ定義数 1 1 1

22 ジョブ数 55 55 55

23 ID管理中継で管理されている IDジョブ数 250 75 0

24 IDジョブで指定されている ID数の合計 25 25 25

25 ソフトウェア検索リスト項目数 200 200 200

26 Cm2連携使用時の場合，システム構成にあるホスト数 0 0 0

27 あて先グループ数 100 30 5

28 パッケージ数 40 40 40

29 スケジュール指定して実行したジョブ数 5 5 5

30 リモートインストール関連以外のジョブ数 8 8 8

31 ユーザインベントリ項目数 20 20 20

32 取得するソフトウェア情報数の平均値 200 200 200

33 全あて先ジョブ数 1 1 1

34 全あて先ジョブで指定した中継マネージャ数の合計 3 0 0

35 レジストリ情報取得対象ホスト数 10,000 3,000 500

36 取得するレジストリ項目数 10 10 10

37 作成したレジストリ取得項目数 10 10 10

38 システム構成にあるホスト数 10,000 3,000 500

39 ソフトウェアインベントリ辞書で管理するファイル数 100 100 100

40 ライセンス管理するファイル数 10 10 10

41 ソフトウェアインベントリ辞書で削除管理するファイル数 10 10 10

42 Microsoft Office製品取得対象クライアント数 10,000 3,000 500

43 管理するMicrosoft Office製品数 5 5 5

項番 項目 想定されるデータの件数

大規模 中規模 小規模
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7.4.2　ファイルシステム上の管理ファイルを移行する
JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DMの簡易データベースから，リレーショナルデータ
ベース（Embedded RDB）へデータベースを移行する場合，あらかじめ，新規にリレー
ショナルデータベースを作成します。その後，作成したリレーショナルデータベースに，
既存の JP1/NETM/DM Managerの簡易データベースの内容を移行します。

44 ウィルス対策製品取得対象クライアント数 10,000 3,000 500

45 管理するウィルス対策製品数 5 5 5

46 あて先自動メンテナンスのポリシー数 2 2 2

47 ID自動メンテナンスのポリシー数 2 2 2

48 システム構成情報の削除履歴数 100 30 5

49 JP1/NETM/DM未導入ホスト数 100 30 5

50 ホスト探索の条件設定数 5 5 5

51 ホスト探索設定で設定したコミュニティ数 5 5 5

52 ホスト探索で見つかったホスト数 10,000 3,000 500

53 「メッセージの通知」ジョブのジョブ定義数 10 10 10

54 ソフトウェア稼働監視ポリシー数 1 0 0

55 監視対象のプログラム数 10 0 0

56 稼働時間取得対象のプログラム数 10 0 0

57 ソフトウェア稼働監視の許可情報数 10 0 0

58 ソフトウェア稼働監視結果の起動抑止情報数 10 0 0

59 「ソフトウェア稼働情報の制御」ジョブ定義数 2 0 0

60 稼働監視ポリシーで設定したフィルタリングの条件数 10 0 0

61 ソフトウェア稼働監視の対象となるクライアントの台数 10,000 0 0

62 1クライアント当たりの 1日に取得する稼働情報量 1,500 0 0

63 稼働情報の保存日数 5 0 0

64 パッチ情報数 789 789 789

65 ダウンロード済みのパッチ数 100 100 100

66 インストールスクリプト数 10 10 10

67 あて先グループに属するクライアント数 10,000 3,000 500

68 IDに属するクライアント数 10,000 3,000 500

69 起動抑止履歴のあるクライアント数 10,000 3,000 500

70 稼働情報（抑止履歴および操作履歴）の総数 500,000 0 0

項番 項目 想定されるデータの件数

大規模 中規模 小規模
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（1） リレーショナルデータベースへ移行するときの制限

リレーショナルデータベースは，作成できるグループの階層などで，次に示す制限があ
ります。制限を超えた構成の JP1/NETM/DM Managerの簡易データベースから，リ
レーショナルデータベースへ移行する場合は，制限を超えた部分の情報だけが移行され
ません。

［システム構成］ウィンドウでの階層
［システム構成］ウィンドウで作成できる階層は，末端のホストを含めて 7階層まで
です。また，階層ごとの文字数の合計（ホスト名とホスト名の間の区切り文字を含
む）は，半角で 255文字までです。

［あて先］ウィンドウでの階層
［あて先］ウィンドウで作成できる階層は，末端のホストを含めて 7階層までです。
また，最上層からあて先グループ名を連結した文字数（各あて先グループ名の先頭
の区切り文字を含む）と，末端のホスト名の文字数（ホスト名の先頭の区切り文字
を含む）の合計は半角で 255文字までです。

［ジョブ定義］および［ジョブ実行状況］ウィンドウでのフォルダの階層
［ジョブ定義］および［ジョブ実行状況］ウィンドウで作成できるフォルダの階層
は，4階層までです。

（2） リレーショナルデータベースへの移行方法

JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM Managerの簡易データベースから，リレーショ
ナルデータベースへ移行する手順を次に示します。

注意事項
簡易データベースからリレーショナルデータベースへ移行する際に，パッケージ格
納ディレクトリを変更した場合は，以前のパッケージ格納ディレクトリのファイル
を，新しく設定したパッケージ格納ディレクトリへ移動してから次の作業を実施し
てください。

1.［Welcome］ダイアログボックスで「ファイルシステム上の管理ファイルを移行する」
を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［簡易データベースの移行］ダイアログボックスが表示されます。
254



7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-10　［簡易データベースの移行］ダイアログボックス

3.［実行］ボタンをクリックする。
簡易データベースから Embedded RDBへデータが移行されます。

7.4.3　データベースをアップグレードする
Embedded RDBを使用した JP1/NETM/DM Managerをバージョンアップした場合，
Embedded RDBをアップグレードする必要があります。また，JP1 Version 7iの JP1/
NETM/DM Manager Embedded RDB Editionから，Embedded RDBを使用した JP1 
Version 8の JP1/NETM/DM Managerへ移行する場合にも，この項目からデータベース
をアップグレードします。

（1） アップグレード時の注意事項

● 08-00以前のバージョンから 08-02以降のバージョンへアップグレードする場合
データベースの構造が変更されているため，データベースの所要量が異なります。そ
のため，アップグレード時に容量の不足によるエラーが発生するおそれがあります。
この場合，データベースの所要量を見積もり直してからアップグレードを実行してく
ださい。データベースの容量は，アップグレードするときに変更できます。08-00以
前のバージョンから 08-02以降のバージョンへアップグレードする場合の容量の見積
もりについては，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.4.1(9)　08-00以前と 08-02
以降の容量の差分について」を参照してください。
データベースのアップグレード前に取得したバックアップファイルは，アップグレー
ドしたあとはデータベースの構造が異なるため復元できません。データベースをアッ
プグレードしたあと，再度バックアップを取得してください。

●「Asset Information Manager Limited」をインストールしている場合
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
「Asset Information Manager Limited」をインストールしている場合，JP1/NETM/
DMで使用するリレーショナルデータベースをアップグレードまたは削除するときは，
サービス，タスク，コマンドなど，「Asset Information Manager Limited」で実行中
の業務をすべて停止させてください。
また，ODBCデータソースで，接続プールが設定されていると，「Asset Information 
Manager Limited」の業務を停止させてから，接続プールで設定されているタイムア
ウトの時間が経過するまで接続状態が継続されます。そのため，接続状態が解除され
るまで待ってから，アップグレードまたは削除を実行してください。

（2） データベースのアップグレード（Embedded RDBの場合）

データベースのアップグレードは，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービ
ス］で，「Remote Install Server」サービスを停止してから実行してください。

データベースをアップグレードする手順を次に示します。

1.［Welcome］ダイアログボックスで「データベースをアップグレードする」を選択し
て，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-11　［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックス

アップグレードするデータベースがクラスタ環境で使用されている場合は，既存の
データベースを新規作成したときと同じ設定にしてください。

3.［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックスの項目を設定して，［次へ］ボタ
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ンをクリックする。
［管理データベースの設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-12　［管理データベースの設定］ダイアログボックス

作業表領域のサイズを変更できます。デフォルトは，新規作成時に設定した値が表示
されます。ただし，自動増分を指定している場合は現在のサイズが表示されます。
現在割り当てられている作業表領域の値が，見積もりで算出したサイズと変わらない
場合は，自動増分をする設定にしてください。
クラスタシステム環境で使用する場合，「自動増分を行う」チェックボックスは，実
行系と待機系で同じ設定にしてください。

4.［管理データベースの設定］ダイアログボックスの項目を設定して，［次へ］ボタンを
クリックする。
［データベースの詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-13　［データベースの詳細設定］ダイアログボックス

データベース領域ファイルのサイズを変更できます。デフォルトは，新規作成時に設
定した値が表示されます。
［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックスで「待機系」を選択した場合，
ダイアログボックスは表示されません。

5.［データベースの詳細設定］ダイアログボックスの項目を設定して，［次へ］ボタンを
クリックする。
［アップグレード用一時ファイル出力先の指定］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-14　［アップグレード用一時ファイル出力先の指定］ダイアログボックス

データベースのアップグレード時に出力される，一時ファイルの出力先を指定しま
す。
［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックスで「待機系」を選択した場合，
ダイアログボックスは表示されません。

アップグレード用一時ファイル格納先のパス
アップグレード時の一時ファイルの出力先フォルダを指定します。指定したフォ
ルダには，次のファイルが出力されます。
・netmUpgTemp
・netmdm_cabinet
・netmdm_collect
・netmdm_inspackage
・netmdm_jobgen_collect
・netmdm_jobgen_pack
・netmdm_package_inf
・UPGTemp.log

6.［アップグレード用一時ファイル出力先の指定］ダイアログボックスの項目を設定し
て，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースのアップグレードの実行］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-15　［データベースのアップグレードの実行］ダイアログボックス

7.［実行］ボタンをクリックする。
データベースがアップグレードされます。
アップグレードが完了すると，アップグレード時の一時ファイルは自動的に削除され
ます。
アップグレード時にデータベース領域ファイルのサイズが不足している旨のエラーが
表示された場合，必要なデータベース容量を見積もり直して，アップグレード時に十
分なサイズを指定してください。
「データベースのアップグレードが正常終了しました」というメッセージが表示され
ても，次の表に示すイベントがアプリケーションログに出力されることがあります。
この場合，アップグレードは正常終了しているので対処は不要です。

なお，データベースをアップグレードした場合，ソフトウェアの稼働監視の抑止履歴と
操作履歴は移行されません。［操作ログ一覧］ウィンドウを使用して稼働情報を管理して
いる場合は，dcmmonrstコマンドを使用して稼働情報を移行してください。dcmmonrst
コマンドについては，マニュアル「運用ガイド 2」の「4.13　dcmmonrst.exe（稼働情報
のデータベースへの格納）」を参照してください。

項番 ソース 種類 イベント ID メッセージ ID

1 HiRDBEmbeddedEdition_JN1 警告 30001 KFPH22004-W

2 HiRDBEmbeddedEdition_JN1 警告 30001 KFPX24231-W

3 HiRDBEmbeddedEdition_JN1 エラー 30001 KFPH22003-E

4 HiRDBEmbeddedEdition_JN1 エラー 30001 KFPH00306-E
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7.4.4　データベースをバックアップする
データベースをバックアップします。データベースをバックアップするには，データ
ベースマネージャを使用する方法と netmdb_backup.batコマンドを使用する方法があり
ます。

PCリプレースなど，異なる環境へデータベースを移行する場合のバックアップについて
は，「付録 A.4(4)　Embedded RDBを使用している場合のデータ移行」を参照してくだ
さい。

なお，［操作ログ一覧］ウィンドウを使用する場合，管理する操作ログの容量によって
データベースのバックアップに時間が掛かることがあります。

データベースマネージャまたは netmdb_backup.batコマンドから取得したバックアップ
を復元する場合は，データベースマネージャの「データベースをバックアップから復元
する」を使用します。

次に，データベースのバックアップ方法を説明します。

（1） データベースのバックアップ手順

データベースをバックアップする手順を次に示します。

なお，データベースのバックアップは，［コントロールパネル］の［管理ツール］－
［サービス］で，「Remote Install Server」サービスを停止してから実行してください。

1.［Welcome］ダイアログボックスで「データベースをバックアップする」を選択して，
［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースのバックアップ］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-16　［データベースのバックアップ］ダイアログボックス

パッケージファイルをバックアップする
データベースのバックアップ時に，パッケージファイルもバックアップするかど
うかを選択します。デフォルトは，チェックボックスがオフです。

ソフトウェア操作履歴をバックアップする
データベースのバックアップ時に，操作履歴格納ディレクトリもバックアップす
るかどうかを選択します。デフォルトは，チェックボックスがオフです。

バックアップファイル格納先ディレクトリ
データベースのバックアップ時に生成されるバックアップファイルの格納先ディ
レクトリを指定します。

3.［データベースのバックアップ］ダイアログボックスの項目を設定して，［次へ］ボタ
ンをクリックする。
［データベースバックアップの実行］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-17　［データベースバックアップの実行］ダイアログボックス

4.［実行］ボタンをクリックする。
データベースのバックアップが実行され，バックアップファイルが生成されます。
バックアップファイルは，バックアップファイル格納先ディレクトリ下に，
「netmdbbackup」という名前で生成されます。バックアップファイルの名称は変更

してもかまいません。
なお，バックアップ実行時に，バックアップ格納先ディレクトリに
「netmdbbackup」の名前でバックアップファイルが格納されている場合，バック

アップファイルが上書きされます。

パッケージファイルをバックアップする場合
バックアップファイル格納先ディレクトリ下に「RESOURCE」フォルダが作成
され，パッケージファイルが格納されます。
なお，バックアップ実行時に，バックアップファイル格納先ディレクトリに
「RESOURCE」フォルダがある場合は，「RESOURCE」フォルダが上書きされ
ます。

ソフトウェア操作履歴をバックアップする場合
バックアップファイル格納先ディレクトリ下に「MONITORING」フォルダが作
成され，ソフトウェア操作履歴のファイルが格納されます。
なお，バックアップ実行時に，バックアップファイル格納先ディレクトリに
「MONITORING」フォルダがある場合は，「MONITORING」フォルダが上書き
されます。

（2） コマンドを使用したデータベースのバックアップ

データベースをバックアップする，netmdb_backup.batコマンドについて説明します。
このコマンドは，JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥bin下に格納
263



7.　リレーショナルデータベースを設定する
されています。

機能
データベースをバックアップします。パッケージファイルおよびソフトウェア操作
履歴もバックアップできます。

形式
netmdb_backup.bat [/P]
                  [/h]
                   /i JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
                   /b バックアップファイル格納先ディレクトリ
                   /o 実行結果の出力先ファイル名

オプション
• /P
パッケージファイルをバックアップする場合に指定します。

• /h
ソフトウェア操作履歴をバックアップする場合に指定します。

• /i
JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリをフルパスで指定します。

• /b
バックアップファイル格納先ディレクトリをフルパスで指定します。ディレクト
リ名は 150バイト以内で指定することをお勧めします。極端に長いパスで指定す
ると，ディレクトリの作成に失敗するおそれがあります。なお，格納先ディレク
トリはローカルドライブを指定してください。また，格納先ディレクトリは，半
角英数字，半角スペース，および次に示す記号で指定してください。
「:」，「.」，「¥」，「#」，「@」，「(」，「)」，「「」，「」」
• /o
実行結果を出力するファイル名をフルパスで指定します。

リターンコード
netmdb_backup.batコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

注意事項
• netmdb_backup.batコマンドの BATファイルの内容を変更しないでください。
変更した場合，データベースをバックアップできなくなります。

• データベースのバックアップは，［コントロールパネル］の［管理ツール］－
［サービス］で，JP1/NETM/DM Managerの「Remote Install Server」サービス
を停止してから実行してください。

• netmdb_backup.batコマンドを使用してデータベースをバックアップする場合，
コマンドを実行するユーザに Administrator権限が必要です。

リターンコード 内容

0 正常終了

-1 異常終了
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• データベースのバックアップを実行すると，格納先ディレクトリに以下のファイ
ルまたはフォルダが作成されます。
・netmdbbackupファイル
・「RESOURCE」フォルダ
・「MONITORING」フォルダ
バックアップする場合，格納先ディレクトリに指定したパスに上記のファイルお
よびフォルダがあるとき，これらは上書きされます。

• netmdb_backup.batコマンドのオプションは，形式で示した順序で設定してくだ
さい。

実行例
データベースをバックアップするときに，パッケージファイルおよびソフトウェア
操作履歴もバックアップする場合を例に説明します。
この実行例では，各ディレクトリを次のように指定しています。
• JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ

C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM
• バックアップファイル格納先ディレクトリ

C:¥NETMDB
• 実行結果の出力先ファイル名

C:¥NETMDB¥backup.txt

また，コマンドを実行する前に，バックアップファイル格納先ディレクトリおよび
実行結果の出力先ファイルの格納先ディレクトリを作成しておいてください。
コマンドの実行例を次に示します。
netmdb_backup.bat /P /h /i "C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM" /b 
C:¥NETMDB /o C:¥NETMDB¥backup.txt

7.4.5　データベースをバックアップから復元する
JP1/NETM/DMが使用する Embedded RDBに，データベースマネージャまたは
netmdb_backup.batコマンドで取得したバックアップファイルから，データを復元する
手順を次に示します。

注意事項
• データを復元するデータベースは，バックアップを取得したデータベースと同じ
環境になっている必要があります。

• データベースのアップグレード前に取得したバックアップファイルは，アップグ
レード後はデータベースの構造が異なるため復元できません。データベースを
アップグレード後，再度バックアップを取得してください。

•［操作ログ一覧］ウィンドウを使用している場合，管理する操作ログの容量によっ
てデータベースの復元に時間が掛かることがあります。

データベースの復元は，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，
JP1/NETM/DM Managerの「Remote Install Server」サービスを停止してから実行し
てください。
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1.［Welcome］ダイアログボックスで「データベースをバックアップから復元する」を
選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの復元］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-18　［データベースの復元］ダイアログボックス

バックアップファイルのパス
データベースを復元するバックアップファイルを指定します。なお，OSが 64
ビット版のWindows Server 2008またはWindows Server 2003 (x64)の場合，
%Systemroot%¥system32ディレクトリ下にあるバックアップファイルは指定で
きません。

3.［データベースの復元］ダイアログボックスでバックアップファイルを指定して，［次
へ］ボタンをクリックする。
［データベース復元の実行］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-19　［データベース復元の実行］ダイアログボックス

4.［実行］ボタンをクリックします。
データベースが復元されます。

7.4.6　データベースを再編成する
Embedded RDBでは，レコードが削除された領域は再利用できない領域になります。こ
のため，データベース領域に再利用できない領域が増えると，データベース領域の使用
率を圧迫することがあります。

そこで，データベース領域の使用率が 80%以上になった場合は，データベースを再編成
して領域を再利用できるようにする必要があります。

データベース領域の使用率が 80%以上かどうかは，イベントログに次の IDのメッセー
ジが表示されるかどうかで判断できます。

• KFPA12300-I
• KFPH00211-I

メッセージの詳細については，マニュアル「HiRDB Version 8 メッセージ」を参照して
ください。

なお，データベースを再編成してもデータベースの容量不足を示すメッセージが表示さ
れる場合は，データベースの容量を拡張する必要があります。「データベースをアップグ
レードする」から，データベース領域ファイルのサイズを大きくしてください。

メッセージに出力される RDエリア（Embedded RDBで表およびインデックスを格納す
る論理的なエリア）の名称，データベースを再編成する範囲，および拡張するデータ
ベース領域ファイルの対応を次の表に示します。
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表 7-3　メッセージ，再編成する範囲および拡張するデータベース領域ファイルの対応

注※　nには 1～ 8の数字が入ります。

Embedded RDBを再編成するには，データベースマネージャを使用する方法と，コマン
ドを使用する方法があります。それぞれについて説明します。

メッセージの RDエリア名称 再編成する範囲 拡張するデータベース領域ファイル

NETMDM_NETM_TABLES 全体 常駐表ファイル

NETMDM_NETM_INDEXES 全体 索引ファイル

NETMDM_COLLECT_SERVPATH
NETMDM_EXECUTION_SITE_SYSINF
NETMDM_EXECUTION_SYSINF
NETMDM_JOBGEN_COLLECT_DIR
NETMDM_JOBGEN_COLLECT_SCRPT
F
NETMDM_JOBGEN_COLLECT_SYSIN
F
NETMDM_JOBGEN_PACK_ATTRINF
NETMDM_JOBGEN_PACK_SCRPTF
NETMDM_JOBGEN_SOFT_CONDF
NETMDM_JOBSCRIPT_SCRPTF
NETMDM_SYSTEMJOB_REQUESTFIL
E
NETMDM_SYSTEMJOB_RESULTFILE
NETMDM_MNGLIST_LIST
NETMDM_SCHEDULE_SYSINF
NETMDM_JOBGEN_MESSAGE

ジョブ ジョブ関連バイナリオブジェクト
ファイル

NETMDM_CABINET_SYSINF
NETMDM_PACKAGE_INF_SYSINF
NETMDM_PACKAGE_PACKAGE
NETMDM_PACKAGE_SCRPTF
NETMDM_INSPACKAGE_SYSINF
NETMDM_USERINVLIST_ITEMVALS
NETMDM_USERINVLIST_SYSINF

パッケージ，イ
ンベントリ

資産情報関連バイナリオブジェクト
ファイル

NETMDM_NETM_MONITORING 稼働監視履歴 ソフトウェア稼働監視履歴ファイル

NETMDM_OSPATCH_FILEn※
NETMDM_OSPATCH_SCRIPT

更新プログラム 更新プログラム管理ファイル

NETMDM_NETM_TEMP_TABLES
NETMDM_NETM_TEMP_INDEXES
NETMDM_T6_DIRn※

NETMDM_T6_SCRPTFn※

NETMDM_T7_CONDFn※

NETMDM_T11_ATTRINFn※

NETMDM_T11_SCRPTFn※

NETMDM_T12_UINVINFn※

NETMDM_T14_ITEMVALSn※

NETMDM_T15_ITEMVALSn※

NETMDM_T30_MESSAGEn※

全体 一時表ファイル
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（1） データベースマネージャを使用したデータベースの再編成

データベースマネージャを使用してデータベースを再編成する手順を次に示します。

なお，データベースの再編成は，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービ
ス］で，「Remote Install Server」サービスを停止してから実行してください。

1.［Welcome］ダイアログボックスで「データベースを再編成する」を選択して，［次
へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの再編成］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-20　［データベースの再編成］ダイアログボックス

再編成範囲
データベースを再編成する範囲を選択できます。
「全体」チェックボックスをオンにすると，ほかのすべてのチェックボックスが
非活性になります。「全体」チェックボックスをオフにすると，すべてのチェッ
クボックスが活性化します。
また，「全体」以外のチェックボックスをオンにすると，「全体」チェックボック
スが非活性になります。デフォルトは，「全体」チェックボックスがオンです。
再編成される範囲に対応するテーブルの一覧を次の表に示します。
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表 7-4　再編成される範囲に対応するテーブル一覧

3.［データベースの再編成］ダイアログボックスで再編成する範囲を設定し，［次へ］ボ
タンをクリックします。
［データベース再編成の実行］ダイアログボックスが表示されます。

再編成範囲 テーブル

全体 システム構成 netmdm_nnm_management，netmdm_system，netmdm_lastupdate，
netmdm_host_withoutdm，netmdm_system_delete，
netmdm_systeminf，netmdm_suspend

パッケージ netmdm_cabinet，netmdm_package，netmdm_package_inf

あて先 netmdm_id，netmdm_id_policy，netmdm_identry，netmdm_node，
netmdm_node_policy，netmdm_node_policy_detail

ジョブ netmdm_collect，netmdm_execution，netmdm_execution_site，
netmdm_execution_summary，netmdm_jobgen，
netmdm_jobgen_collect，netmdm_jobgen_id，netmdm_jobgen_node，
netmdm_jobgen_pack，netmdm_jobgen_soft，
netmdm_jobgen_system，netmdm_jobgen_userinv，netmdm_jobsch，
netmdm_jobsch_site，netmdm_jobscript，netmdm_schedule，
netmdm_stscnt，netmdm_jobgen_msg，netmdm_jobgen_monitoring，
netmdm_stscnt_site，netmdm_stscnt_summary，netmdm_systemjob

インベントリ netmdm_clientlist，netmdm_inspackage，netmdm_inventry，
netmdm_mnglist，netmdm_registry，netmdm_reglist，
netmdm_softwaredic，netmdm_softwaredel，
netmdm_softwarelicence，netmdm_userinventry，
netmdm_userinvlist，netmdm_oidlist，netmdm_discovery_setup，
netmdm_discovery_community，netmdm_discovery_info，
netmdm_discovery_options，netmdm_monitoring_filter，
netmdm_monitoring_policy，netmdm_monitoring_program，
netmdm_monitoring_permission，netmdm_monitoring_result，
netmdm_monitoring_work，netmdm_vidlist，
netmdm_activedirectory，netmdm_adproperty，
netmdm_addictionary，netmdm_adupdate，
netmdm_monitoring_webfilter

稼働監視履歴 netmdm_monitoring_security，netmdm_monitoring_workresult

更新プログラム netmdm_ospatch_patchinf，netmdm_ospatch_productref，
netmdm_ospatch_classref，netmdm_ospatch_xmlinf，
netmdm_ospatch_script
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-21　［データベース再編成の実行］ダイアログボックス

4.［実行］ボタンをクリックします。
データベースの再編成が実行されます。

（2） コマンドを使用したデータベースの再編成

データベースを再編成する，netmdb_reorganization.batコマンドについて説明します。
このコマンドは，JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥bin下に格納
されています。

機能
データベースを再編成します。再編成する範囲は「全体」になります。

形式
netmdb_reorganization.bat ポート番号
                          管理者ユーザID
                          パスワード
                          /i JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
                          /o 実行結果の出力先ファイル名

オプション
• ポート番号
データベースに接続するポート番号を指定します。

• 管理者ユーザ ID
データベースにログオンする管理者ユーザ IDを指定します。

• パスワード
データベースにログオンするためのパスワードを指定します。

• /i
JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリをフルパスで指定します。
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• /o
このオプションを指定すると，データベースの再編成の結果を通知するファイル
が出力されます。実行結果を出力するファイル名をフルパスで指定します。

リターンコード
netmdb_reorganization.batコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

注意事項
• netmdb_reorganization.batコマンドの BATファイルの内容を変更しないでくだ
さい。変更した場合，データベースを再編成できなくなります。

• データベースの再編成は，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービ
ス］で，JP1/NETM/DM Managerの「Remote Install Server」サービスを停止し
てから実行してください。

• netmdb_reorganization.batコマンドを使用してデータベースを再編成する場合，
コマンドを実行するユーザに Administrator権限が必要です。

• netmdb_reorganization.batコマンドのオプションは，形式で示した順序で設定し
てください。

実行例
netmdb_reorganization.batコマンドを使用して，データベースを再編成する例を説
明します。
この実行例では，各ディレクトリを次のように指定しています。
• JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ

C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM
• 実行結果の出力先ファイル名

C:¥NETMDB¥reorg.txt

また，コマンドを実行する前に，実行結果の出力先ファイルの格納先ディレクトリ
を作成しておいてください。
コマンドの実行例を次に示します。
netmdb_reorganization.bat ポート番号 管理者ユーザID パスワード /i 
"C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM" /o C:¥NETMDB¥reorg.txt

7.4.7　データベースのパスワードを変更する
データベースにログインするためのパスワードを変更する手順を次に示します。

なお，データベースのパスワードの変更は，［コントロールパネル］の［管理ツール］－
［サービス］で，「Remote Install Server」サービスを停止してから実行してください。

1.［Welcome］ダイアログボックスで「データベースのパスワードを変更する」を選択

リターンコード 内容

0 正常終了

-1 異常終了
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して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースのパスワード変更］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-22　［データベースのパスワード変更］ダイアログボックス

変更後のパスワードを入力してください。

3.［データベースのパスワード変更］ダイアログボックスでパスワードを指定し，［次
へ］ボタンをクリックする。
［データベースのパスワード変更の実行］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-23　［データベースのパスワード変更の実行］ダイアログボックス

4.［変更］ボタンをクリックする。
データベースのパスワードが変更されます。次回以降データベースにログインすると
きは，ここで設定したパスワードを使用してください。

7.4.8　データベース上の不要なインベントリ情報を削除する
ファイルを使ってシステム構成情報を更新した場合など，削除したホストのインベント
リ情報が削除されないで，そのままデータベースに残ることがあります。このようなイ
ンベントリ情報は，JP1/NETM/DMで使用されることはなく，その分だけデータベース
の空き領域が少なくなります。これらの不要なインベントリ情報を，データベースマ
ネージャから一括して削除できます。

不要なインベントリ情報は次のような場合に発生します。

●ファイルを作成してシステム構成を更新した場合に，ファイルに記述されていないホ
ストが削除された。

●［システム構成］ウィンドウでホストを削除した場合に，関連するインベントリ情報を
削除しなかった。

●システム構成にないホストからインベントリ情報が通知された。

大量のホストを削除した場合には，不要なインベントリ情報が多数残っているおそれが
あります。このような場合には，不要なインベントリ情報を削除することをお勧めしま
す。

データベースマネージャを使って削除できるインベントリ情報は，システム構成上に存
在しないホストについての，次の表に示すインベントリ情報です。
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表 7-5　削除対象となるインベントリ情報

不要なインベントリ情報を削除する方法を次に示します。

なお，不要なインベントリ情報を削除する場合は，［コントロールパネル］の［管理ツー
ル］－［サービス］で，「Remote Install Server」サービスを停止してから実行してくだ
さい。

1.［Welcome］ダイアログボックスで「データベース上の不要なインベントリ情報を削
除する」を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの認証情報］ダイアログボックスが表示されます。

2.［データベースの認証情報］ダイアログボックスで管理者ユーザ IDとパスワードを指
定して，［次へ］ボタンをクリックする。
［不要インベントリの削除］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-24　［不要インベントリの削除］ダイアログボックス

3.［実行］ボタンをクリックする。

分類 インベントリ項目

システム情報 システム情報

レジストリ情報

ソフトウェア情報 インストールパッケージ情報

ソフトウェアインベントリ情報

ウィルス対策製品情報

Microsoft Office製品情報

ユーザインベントリ情報 ユーザインベントリ情報
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Embedded RDB上から不要なインベントリ情報が削除されます。情報が削除された
あとは，データベースが自動的に再編成され，Embedded RDBの空き容量が確保さ
れます。
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7.5　データベースマネージャの操作方法
（Microsoft SQL Serverまたは Oracleの場
合）

Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用している場合に，JP1/NETM/DMで使用す
るリレーショナルデータベースを作成したり，メンテナンスしたりするには，JP1/
NETM/DM Managerのコンポーネントの一つであるデータベースマネージャを使用しま
す。データベースマネージャは，メニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［デー
タベースマネージャ］を選択して起動します。

なお，データベースマネージャを使用するときは次のことに注意してください。

● JP1/NETM/DMのリレーショナルデータベースを使用するアプリケーションは，すべ
て終了してください。
JP1/NETM/Asset Information Managerと連携している場合は，JP1/NETM/Asset 
Information Managerのすべてのサービス，タスク，コマンドなども停止してくださ
い。

●データベースマネージャは，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］
で「Remote Install Server」を停止したあと，起動してください。

●データベースマネージャは，Administrator権限を持つユーザだけが使用できます。

データベースマネージャが起動すると，データベースマネージャでの操作を選択する
［Welcome］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-25　［Welcome］ダイアログボックス

なお，Embedded RDBを使用している場合は，［Welcome］ダイアログボックスに表示
される項目が異なります。Embedded RDBを使用している場合のデータベースマネー
ジャの操作については，「7.4　データベースマネージャの操作方法（Embedded RDBの
場合）」を参照してください。

データベースマネージャで実行したい操作を選択します。

データベースを新規作成する
データベースを新規に作成します。JP1/NETM/DM Managerのインストール後，
この項目からデータベースを新規に作成する必要があります。

ファイルシステム上の管理ファイルを移行する
JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DMの簡易データベースから，リレーショナル
データベースへ，データベースを移行します。この項目を実行する場合は，リレー
ショナルデータベースが作成されている必要があります。

データベース上の資源をファイルシステムに移行する
パッケージデータの格納先をリレーショナルデータベースからファイルシステムへ
移行します。なお，この項目は，サーバのインストール時に Oracleを選択した場
合，非活性になります。

データベースをアップグレードする
データベースをアップグレードします。

データベースを回復する
リレーショナルデータベースを障害から回復させます。なお，この項目は，サーバ
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のインストール時に Oracleを選択した場合，非活性になります。

データベース上の不要インベントリ情報を削除する
データベース上に残っている不要なインベントリ情報を削除し，データベースの空
き領域を増やします。

次に，各項目での操作について説明します。

7.5.1　データベースを新規作成する
JP1/NETM/DMのデータベースを新規に作成します。

なお，データベース領域のパスは，半角英数字，半角スペース，および次に示す記号を
使用して，実在するディレクトリを指定してください。

「:」，「.」，「¥」，「#」，「@」，「(」，「)」

データベースを作成する手順は，Microsoft SQL Serverを使用している場合と，Oracle
を使用している場合で異なります。それぞれについて説明します。

（1） リレーショナルデータベースの新規作成（Microsoft SQL Serverの
場合）

Microsoft SQL Serverの場合のリレーショナルデータベースを新規に作成する手順を次
に示します。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「データベースを新規作成する」を選択して，［次へ］ボタンをクリッ
クする。
［データベースの選択］ダイアログボックスが表示されます。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-26　［データベースの選択］ダイアログボックス

データベースサーバ
リレーショナルデータベースのサーバを設定します。
ネットワークプロトコルに，TCP/IPソケットを使用している場合はサーバ名，
名前付きパイプを使用している場合はコンピュータ名を設定します。
名前付きインスタンスを使用する場合，次の形式でホスト名を指定してくださ
い。
データベースサーバのホスト名 ¥インスタンス名

データベース名
JP1/NETM/DM Managerのセットアップで設定したデータベース名を設定しま
す。

管理者ユーザ ID
リレーショナルデータベースのシステム管理者（SA）の IDを設定します。管理
者ユーザ IDとパスワードを設定することで，不当なユーザのアクセスを防ぐこ
とができます。

パスワード
管理者ユーザ IDに対応したパスワードを設定します。入力したパスワードはア
スタリスク（*）で表示されます。

ホスト名または IPアドレスの選択
ノードの識別に使用する情報の種類を選択します。

2. 項目を設定して［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。
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図 7-27　［データベースの詳細設定］ダイアログボックス

このダイアログボックスでは，データベースファイルのパス，サイズの初期値，上限
値，および増加量を設定できます。
［...］ボタンをクリックすると，ファイルのパスを参照して設定できます。
なお，OSが 64ビット版のWindows Server 2008またはWindows Server 2003 (x64)
の場合，%Systemroot%¥system32ディレクトリ下のパスは設定できません。また，
データベースマネージャがインストールされているマシンとは別のマシンにデータ
ベースを作成する場合，データベースファイルのパスは，実在するパスを指定してく
ださい。実在しないパスを指定したときは，データベースの作成に失敗します。
各サイズの算出方法については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.4　データ
ベース容量の見積もり」を参照してください。それぞれのデフォルト値を次の表に示
します。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
表 7-6　データベースの詳細設定のデフォルト値（Microsoft SQL Serverの場合）

注※ 1
0を指定すると，ディスクがいっぱいになるまでファイルが拡張されます。

注※ 2
1回の増加量をメガバイト単位またはパーセント（%）単位で指定します。数値だけを指定した
場合はメガバイト，「%」を付けた場合はパーセントが増加の単位となります。

注※ 3
ソフトウェアの稼働監視機能で［操作ログ一覧］ウィンドウを使用しない場合，ソフトウェア
稼働監視履歴データベースファイルは使用されないため，小さいサイズを指定することをお勧
めします。

Microsoft SQL Serverでは，更新プログラムの管理用の領域は「データベースファイ
ル」に含まれます。

3.［次へ］ボタンをクリックする。
［データベース作成の実行］ダイアログボックスが表示されます。

ファイルの種類 パス 初期サイ
ズ（単
位：メガ
バイト）

上限値
（単位：
メガバイ
ト）※ 1

増加
量※ 2

データベースファイル C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥MSSQL¥
DB.mdf

3,250 0 10%

トランザクションログファ
イル

C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥MSSQL¥L
OG.ldf

20 0 10%

ソフトウェアパッケージ
データベースファイル

C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥MSSQL¥P
ACK.ndf

200 0 10%

ソフトウェア稼働監視履歴
データベースファイル※ 3

C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥MSSQL¥
MONITOR.sdf

2,000 0 10%
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-28　［データベース作成の実行］ダイアログボックス

4.［作成］ボタンをクリックする。
リレーショナルデータベースが作成されます。リレーショナルデータベースで使用す
るファイル内にデータがあるときは，データの初期化を確認するメッセージが表示さ
れます。

（2） リレーショナルデータベースの新規作成（Oracleの場合）

Oracleの場合のリレーショナルデータベースを新規に作成する手順を次に示します。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「データベースを新規作成する」を選択して，［次へ］ボタンをクリッ
クする。
［データソースの設定］ダイアログボックスが表示されます。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-29　［データソースの設定］ダイアログボックス

データソース名
データソース名は自動的に設定されます。指定できません。

ユーザ ID
ユーザを作成した場合は，ユーザ名を指定してください。このとき，作成した
ユーザには DBAロール権限が与えられている必要があります。ユーザを作成し
ていない場合は，「system」と指定してください。

パスワード
ユーザを作成した場合は，ユーザのパスワードを指定してください。作成してい
ない場合は，systemユーザのパスワードを指定してください。

ネット・サービス名
次の形式で指定してください。「NETM_接続先サーバ名」
接続先サーバ名は DNS名称を含まない名称で指定してください。
<接続先サーバ名が「dmp380.Hitachi.co.jp」の場合の例 >
NETM_dmp380

2. 項目を設定して［次］ボタンをクリックする。
［表領域の設定］ダイアログボックスが表示されます。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-30　［表領域の設定］ダイアログボックス

［表領域の設定］ダイアログボックスでは，作成する表領域名を指定します。

ユーザ表領域
ユーザ表領域の表領域名を設定します。デフォルトは「NETM_USER_DATA」
です。

インデックス表領域
インデックス表領域の表領域名を設定します。デフォルトは
「NETM_INDEX_DATA」です。

一時表領域
一時表領域の表領域名を設定します。デフォルトは「NETM_TEMP_DATA」で
す。

ロールバック表領域
ロールバック表領域の表領域名を設定します。デフォルトは
「NETM_ROLLBACK_DATA」です。

ソフトウェア稼働監視履歴表領域
ソフトウェア稼働監視履歴表領域の表領域名を設定します。デフォルトは
「NETM_MONITOR_DATA」です。

更新プログラム管理表領域
更新プログラム管理表領域の表領域名を設定します。デフォルトは
「NETM_OSPATCH_DATA」です。

［詳細］ボタン
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
［表領域の詳細設定］ダイアログボックスが表示され，データベースファイルの
パス，サイズの初期値，および上限値を設定できます。

図 7-31　［表領域の詳細設定］ダイアログボックス

［...］ボタンをクリックすると，ファイルのパスを参照して設定できます。
なお，OSがWindows Server 2003 (x64)の場合，%Systemroot%¥system32ディレ
クトリ下のパスは設定できません。また，データベースマネージャがインストールさ
れているマシンとは別のマシンにデータベースを作成する場合，データベースファイ
ルのパスは，実在するパスを指定してください。実在しないパスを指定したときは，
データベースの作成に失敗します。
各サイズの算出方法については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.4　データ
ベース容量の見積もり」を参照してください。それぞれのデフォルト値を次の表に示
します。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
表 7-7　表領域の詳細設定のデフォルト値（Oracleの場合）

注※ 1
通常はユーザ表領域の 60%の大きさを指定してください。

注※ 2
通常はユーザ表領域の 10%の大きさを指定してください。

注※ 3
ソフトウェアの稼働監視機能で［操作ログ一覧］ウィンドウを使用しない場合，ソフトウェア
稼働監視履歴表領域は使用されないため，小さいサイズを指定することをお勧めします。

3.［次］ボタンをクリックする。
［データベース作成の実行］ダイアログボックスが表示されます。

表領域の種類 パス 初期サイズ
（単位：メガ
バイト）

上限値
（単位：
メガバイ
ト）

ユーザ表領域 C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥oracle¥USER.DAT

30 150

インデックス
表領域

C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥oracle¥INDEX.DAT

20 100

一時表領域 C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥oracle¥TEMP.DAT

20 100※ 1

ロールバック
表領域

C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥oracle¥ROLLBACK.DAT

30 100※ 2

ソフトウェア
稼働監視履歴
表領域※ 3

C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥oracle¥MONITOR.DAT

2,320 11,600

更新プログラ
ム管理表領域

C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDB¥oracle¥OSPATCH.DAT

3,200 12,800
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-32　［データベース作成の実行］ダイアログボックス

4.［作成］ボタンをクリックする。
リレーショナルデータベースが作成されます。リレーショナルデータベースで使用す
るファイル内にデータがあるときは，データの初期化を確認するメッセージが表示さ
れます。

7.5.2　ファイルシステム上の管理ファイルを移行する
JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM Managerの簡易データベースからリレーショナ
ルデータベースに移行する場合，あらかじめ，新規にリレーショナルデータベースを作
成します。その後，作成したリレーショナルデータベースに，既存の JP1/NETM/DM 
Managerの簡易データベースの内容を移行します。

簡易データベースから，リレーショナルデータベースへ移行した場合に，制限される内
容については，「7.4.2(1)　リレーショナルデータベースへ移行するときの制限」を参照
してください。

JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM Managerの簡易データベースから，リレーショ
ナルデータベースへ移行する手順を次に示します。

注意事項
簡易データベースからリレーショナルデータベースへ移行する際に，パッケージ格
納ディレクトリを変更した場合は，以前のパッケージ格納ディレクトリのファイル
を，新しく設定したパッケージ格納ディレクトリへ移動してから次の作業を実施し
てください。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「ファイルシステム上の管理ファイルを移行する」を選択して，［次
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
へ］ボタンをクリックする。
［簡易データベースの移行］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-33　［簡易データベースの移行］ダイアログボックス

JP1/NETM/DMインストールディレクトリまたはパッケージ格納ディレクトリを変
更するときは，それぞれの項目に付けられている［...］ボタンをクリックします。ま
た，パッケージを移行する場合は，「パッケージ格納ディレクトリ」のチェックボッ
クスをオンにしてください。

2.［実行］ボタンをクリックする。
データベースが，JP1/NETM/DM Managerの簡易データベースから，リレーショナ
ルデータベースに移行されます。

7.5.3　データベース上の資源をファイルシステムに移行する
（Microsoft SQL Server）

パッケージデータの格納先を，リレーショナルデータベースからファイルシステムへ移
行する手順を次に示します。

なお，この項目は，サーバのインストール時に Oracleを選択した場合，非活性になりま
す。

注意事項
パッケージデータの格納先をファイルシステムへ移行する場合は，事前に，メンテ
ナンスウィザードでパッケージデータの格納先をリレーショナルデータベースから
ファイルシステムに変更しておく必要があります。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「データベース上の資源をファイルシステムに移行する」を選択して，
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの選択］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-34　［データベースの選択］ダイアログボックス

2. 移行の対象となるリレーショナルデータベースの情報を設定し，［次へ］ボタンをク
リックする。
［ファイルシステムへの移行］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-35　［ファイルシステムへの移行］ダイアログボックス

パッケージ格納先ディレクトリを変更するときは，項目に付けられている［...］ボタ
ンをクリックします。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
3.［実行］ボタンをクリックする。
パッケージ格納ディレクトリが，リレーショナルデータベースからファイルシステム
へと移行されます。

7.5.4　データベースをアップグレードする
リレーショナルデータベースをアップグレードします。

データベースをアップグレードする手順は，Microsoft SQL Serverを使用している場合
と，Oracleを使用している場合で異なります。それぞれについて説明します。

（1） アップグレード時の注意事項

● JP1 Version 7iより前のバージョンを使用している場合
JP1 Version 7iより前のバージョンで次に示すリレーショナルデータベースを使用し
ている場合は，JP1/NETM/DM Managerをアップグレードする際に，リレーショナ
ルデータベースもアップグレードする必要があります。
• Oracle8i R8.1.5または R8.1.6
• Oracle8
• Microsoft SQL Server 6.5

JP1/NETM/DM Managerのアップグレードの際にリレーショナルデータベースを
アップグレードする場合は，リレーショナルデータベースをアップグレードしたあと
で，データベースマネージャを使用して JP1/NETM/DMのデータベースをアップグ
レードしてください。

●「Asset Information Manager Limited」をインストールしている場合
「Asset Information Manager Limited」をインストールしている場合，JP1/NETM/
DMで使用するリレーショナルデータベースをアップグレードまたは削除するときは，
サービス，タスク，コマンドなど，「Asset Information Manager Limited」で実行中
の業務をすべて停止させてください。
また，ODBCデータソースで，接続プールが設定されていると，「Asset Information 
Manager Limited」の業務を停止させてから，接続プールで設定されているタイムア
ウトの時間が経過するまで接続状態が継続されます。そのため，接続状態が解除され
るまで待ってから，アップグレードまたは削除を実行してください。

（2） データベースのアップグレード（Microsoft SQL Serverの場合）

Microsoft SQL Serverの場合の，データベースのアップグレード手順を次に示します。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「データベースをアップグレードする」を選択して，［次へ］ボタンを
クリックする。
［データベースの選択］ダイアログボックスが表示されます。

2. アップグレード先のリレーショナルデータベースの情報を設定し，［次へ］ボタンを
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
クリックする。
作成されていないデータベースファイルがある場合，［データベースの詳細設定］ダ
イアログボックスが表示されます。

図 7-36　［データベースの詳細設定］ダイアログボックス

ソフトウェア稼働監視履歴データベースファイルを設定できます。

3.［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースのアップグレードの実行］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-37　［データベースのアップグレードの実行］ダイアログボックス

4.［実行］ボタンをクリックする。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
リレーショナルデータベースがアップグレードされます。

（3） データベースのアップグレード（Oracleの場合）

Oracleの場合の，データベースのアップグレード手順を次に示します。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「データベースをアップグレードする」を選択して，［次へ］ボタンを
クリックする。
［データソースの設定］ダイアログボックスが表示されます。設定内容については，
「7.5.1(2)　リレーショナルデータベースの新規作成（Oracleの場合）」を参照してく
ださい。

2.［次へ］ボタンをクリックする。
作成されていないデータベースファイルがある場合，［表領域の設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。

図 7-38　［表領域の設定］ダイアログボックス

［詳細］ボタンをクリックすると，［表領域の詳細設定］ダイアログボックスが表示さ
れ，データベースファイルのパス，サイズの初期値，および上限値を設定できます。
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7.　リレーショナルデータベースを設定する
図 7-39　［表領域の詳細設定］ダイアログボックス

3.［次］ボタンをクリックする。
［データベースのアップグレードの実行］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-40　［データベースのアップグレードの実行］ダイアログボックス

4.［実行］ボタンをクリックする。
リレーショナルデータベースがアップグレードされます。

7.5.5　データベースを回復する（Microsoft SQL Server）
JP1/NETM/DM Managerは，リレーショナルデータベースに障害が発生したときに，論
理的に不整合なデータベースを修復し，障害から回復する機能を持ちます。
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リレーショナルデータベースに障害が発生すると，通常はロールバックによって自動的
に回復します。しかし，何らかの原因で自動的に回復しないときは，データベースマ
ネージャを使用してリレーショナルデータベースを回復する必要があります。

なお，この項目は，サーバのインストール時に Oracleを選択した場合，非活性になりま
す。

リレーショナルデータベースを回復する手順を次に示します。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「データベースを回復する」を選択して，［次へ］ボタンをクリックす
る。
［データベースの選択］ダイアログボックスが表示されます。

2. 回復の対象とするデータベースの，サーバ，データベース名，管理者ユーザ IDおよ
びパスワードを設定し，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの回復］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-41　［データベースの回復］ダイアログボックス

修復の対象となるテーブルが一覧表示されます。チェックボックスをオンにしたテー
ブルについて修復します。すべてのテーブルを選択すると，リレーショナルデータ
ベース全体を検索して，テーブルの不整合を修復します。
• ソフトウェアパッケージテーブル
パッケージに関するテーブルを修復します。

• ジョブ実行管理テーブル
ジョブの実行に関するテーブルを修復します。

• ジョブ定義管理テーブル
ジョブの定義に関するテーブルを修復します。

3.［実行］ボタンをクリックする。
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選択したテーブルが修復され，リレーショナルデータベースが回復されます。

7.5.6　データベース上の不要なインベントリ情報を削除する
ファイルを使ってシステム構成情報を更新した場合など，削除したホストのインベント
リ情報が削除されないで，そのままデータベースに残ることがあります。このようなイ
ンベントリ情報は，JP1/NETM/DMで使用されることはなく，その分だけデータベース
の空き領域が少なくなります。これらの不要なインベントリ情報を，データベースマ
ネージャから一括して削除できます。

不要なインベントリ情報は次のような場合に発生します。

●ファイルを作成してシステム構成を更新した場合に，ファイルに記述されていないホ
ストが削除された。

●［システム構成］ウィンドウでホストを削除した場合に，関連するインベントリ情報を
削除しなかった。

●システム構成にないホストからインベントリ情報が通知された。

大量のホストを削除した場合には，不要なインベントリ情報が多数残っているおそれが
あります。このような場合には，不要なインベントリ情報を削除することをお勧めしま
す。

データベースマネージャを使って削除できるインベントリ情報は，システム構成上に存
在しないホストのインベントリ情報です。削除対象となるインベントリ情報を，次の表
に示します。

表 7-8　削除対象となるインベントリ情報

不要なインベントリ情報を削除する方法を次に示します。

1.［Welcome］ダイアログボックスで，「使用するリレーショナルデータベースシステ
ム」を選択し，「データベース上の不要インベントリ情報を削除する」を選択して，
［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの選択］ダイアログボックス（Microsoft SQL Serverの場合）または
［データソースの設定］ダイアログボックス（Oracleの場合）が表示されます。

分類 インベントリ項目

システム情報 システム情報

レジストリ情報

ソフトウェア情報 インストールパッケージ情報

ソフトウェアインベントリ情報

ウィルス対策製品情報

Microsoft Office製品情報

ユーザインベントリ情報 ユーザインベントリ情報
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2. 必要な情報を入力し，［次へ］ボタンまたは「次」ボタンをクリックする。
［不要インベントリの削除］ダイアログボックスが表示されます。

図 7-42　［不要インベントリの削除］ダイアログボックス

3.［実行］ボタンをクリックする。
不要なインベントリ情報の削除処理が開始されます。削除処理中は実行状況を示すダ
イアログボックスが表示されます。
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8　 システム構成情報とあて先
のグループを作成する
この章では，システム構成情報の作成方法と，ジョブの配布先
をグルーピングして管理する方法について説明します。

8.1　システム構成情報を作成する

8.2　あて先グループを作成する

8.3　IDを作成する

8.4　システム構成情報と IDを連携させる運用
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8.1　システム構成情報を作成する
JP1/NETM/DMの運用を開始する前に，中継するシステムとクライアントの構成を管理
するための情報，システム構成情報を作成しておく必要があります。システム構成情報
には，システム構成と各ホストのアドレスを定義します。各ホストのアドレスには，
ノード識別キーで選択したアドレス（ホスト名または IPアドレス）を設定します。

ここでは，システム構成情報の作成方法の種類やホスト名の付け方，システム構成情報
を作成および変更する方法について説明します。

8.1.1　システム構成情報の作成方法の種類
ここでは，システム構成情報の作成方法の種類と，作成方法を選択するときの基準につ
いて説明します。

（1） 作成方法の種類

システム構成情報の作成方法には，次の 4種類があります。

システム構成情報を自動的に作成する
配布管理システム，中継するシステム，クライアントのそれぞれのセットアップ時
に，システム構成を自動反映するように設定しておくと，物理的なネットワーク構
成を基にシステム構成情報が自動的に作成され，［システム構成］ウィンドウに反映
されます。
クライアントまたは中継システムが増設，削除されたり，ホスト名または IPアドレ
スが変更されたりしたとき，その情報が配布管理システムに自動的に通知されるた
め，配布管理システムではシステム構成情報をメンテナンスする必要がありません。
また，システム構成の自動登録機能を使うと，システム構成の変更に合わせて IDも
自動的に変更されます。システム構成情報と IDの連携については，「8.4　システム
構成情報と IDを連携させる運用」を参照してください。
なお，ネットワークにファイアウォールを使用している場合，システム構成の自動
登録機能を使用しない運用をお勧めします。また，すでに JP1/NETM/DMを導入し
ていてバージョンアップする場合，システム構成の自動登録機能を使用すると，旧
バージョンで作成済みのシステム構成情報が自動的に変更されてしまうので，注意
が必要です。

システム構成情報をファイルから作成する
システム構成情報をテキスト形式のファイルで作成し，このファイルをリモートイ
ンストールマネージャに読み込みます。システム構成情報ファイルは，hostsファイ
ルのデータを利用すると，比較的簡単に作成できます。
なお，システム構成に変更がない場合，システム構成情報ファイルを保存しておく
と，システムにトラブルが発生したときなど，システム構成情報を復旧するのに役
立ちます。
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システム構成情報を［システム構成］ウィンドウで作成する
リモートインストールマネージャの GUI上で，クライアントや中継システムのホス
ト名または IPアドレスを一つ一つ定義します。

中継マネージャ配下のシステム構成情報を取得する
配布管理システムを階層化したシステムで，マネージャからシステム全体のシステ
ム構成情報を管理するには，次の手順で中継マネージャ配下のシステム構成情報を
取得する必要があります。
1. 中継マネージャごとにシステム構成情報を作成する。
2. マネージャから各中継マネージャをあて先にして，「システム構成情報の取得」
ジョブを実行する。
システム全体のシステム構成情報をマネージャで取得できます。

システム全体のシステム構成情報を取得したあとのシステム構成情報のメンテナン
スには，システム構成の自動登録機能を使用できます。中継マネージャ配下でシス
テム構成が変更されると，変更内容が中継マネージャからマネージャへ自動的に通
知されます。
なお，3階層以上の大規模システムで，中継マネージャまたは中継システムの接続
先を変更した場合，変更先の配布管理システムに，移動したシステム配下の情報が
反映されないことがあります。反映されていない場合には，変更先の配布管理シス
テムで，移動した中継マネージャまたは中継システムに対して，「システム構成情報
の取得」ジョブを実行してください。

（2） 作成方法の選択基準

システム構成情報を［システム構成］ウィンドウで作成する方法は，小規模なシステム
やシステム構成の変更が少ない場合に利用します。

システム構成情報を自動的に作成する方法は，ホストが増設，削除されたり，ホスト名
または IPアドレスが変更されたりしたとき，その情報が配布管理システムに自動的に通
知されるため，システム構成情報のメンテナンスの手間を省けます。ただし，次のよう
な場合は，システム構成の自動登録機能を使用しないで，システム構成情報をファイル
から作成する方法をお勧めします。

• DHCPとWINSを使用している環境で，IPアドレスの有効期限が短い場合
• システム構成情報の通信量がネットワークに負荷を掛ける場合
システム構成情報を配布管理システムに通知すると，次に示す通信量を使用します。
配布先システム 1台につき，1回の通信量（バイト）
＝（300＋（a－ 1）× 50）×（a－ 1）
a：配布先システムにジョブが転送されるまでに経由する中継システムの数＋ 2

なお，システム構成の自動登録機能の使用はセットアップで設定します。新規に JP1/
NETM/DMを導入する場合または NETM/DM Version 3.0から移行する場合，デフォル
トは，システム構成の自動登録機能を使用する設定になっています。
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8.1.2　JP1/NETM/DMでのホスト名の付け方
ホスト名の付け方について説明します。

（1） ホスト名の付け方

ホスト名は 64バイトまで設定できます。ただし，次の条件に従ってください。

• 半角英字（A～ Z，a～ z），数字（0～ 9），「-」（マイナス），および「.」（ピリオド）
を使用する。

•「.」（ピリオド）はドメイン名の区切り文字としてだけ使用する。
• DNSを利用している場合，ホスト名は「ホスト名 .ドメイン名」とし，ドメイン名を
含めた長さを 64バイト以内にする。

• ホスト名の最初の文字には英字を使用する。
• スペースは使用できない。
• 大文字と小文字は区別されないため，大文字を小文字に（または小文字を大文字に）
変換すると同一名称となるような名称は使用できない。

• 全角文字は使用できない。
• 最後の文字に「-」（マイナス）および「.」（ピリオド）は使用できない。
• ホスト名として，hostsファイルに定義されている別名は使用できない。
• ホスト名をノード識別キーとしているシステムでは，JP1/NETM/DMを使用するすべ
てのホストにユニークなホスト名を設定する。

• ホスト名として「localhost」は使用できない。
• Windows 95のクライアントのホスト名に「_」（アンダーバー）は使用できない。

なお，配布管理システム（システム最上位のホスト）の直下のホストから最下位のホス
トまでのホスト名を合計した長さ（ホスト名とホスト名の間の区切り文字を含む）が
255バイトを超える名称は設定できません。また，UNIXシステムなど，大文字と小文
字を区別するシステムがあるため，JP1/NETM/DMを使用するネットワークでは，ホス
ト名を大文字または小文字のどちらかに統一することをお勧めします。

（2） ホスト名を 64バイトまで設定できない NETM/DMシステム

ホスト名を 64バイトまで設定できないNETM/DMシステムを次に示します。

配布管理システム
• NETM/DM Manager 03-20以前
• NETM/DM 01-00

中継システム
• NETM/DM SubManager 03-20以前
• NETM/DM/W-AF 01-08以前
• NETM/DM/W 01-13以前
• NETM/DM/W Version 3.0 03-00
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クライアント
• NETM/DM Client 03-20以前
• NETM/DM/W 01-13以前
• NETM/DM/W Version 3.0 03-00

（3） ホスト名を 64バイトまで設定できないシステムが混在する場合

ホスト名を 64バイトまで設定できないシステムでは，次に示す条件でホスト名を設定し
てください。

• 各ホストのホスト名は 32バイトまで
• 配布管理システム（システム最上位のホスト）の直下のホストからホスト名を連結し
たアドレスは，64バイトまで

下位の中継システムに，ホスト名を 64バイトまで設定できない NETM/DMシステムが
ある場合，上位の中継システムや配布管理システムのホスト名は，32バイト以内で設定
してください。

8.1.3　システム構成情報を自動的に作成する
中継システムやクライアントのセットアップ終了後，上位システムへ自動的にシステム
構成情報を通知して登録させるシステム構成の自動登録機能を使用して，システム構成
情報を自動的に作成する方法について次に説明します。

（1） システム構成情報を自動登録する場合に必要な TCP/IP環境の設定

配布管理システムをホスト名で設定する場合，TCP/IPの定義データベースに配布管理シ
ステムの定義が必要です。また，中継システムでは，TCP/IPの定義データベースに下位
ホストの定義が必要です。

（2） システム構成情報の自動登録方法

セットアップで次の設定をしてください。中継システムとクライアントのシステム構成
情報は，セットアップ終了時に自動的に上位システムに通知されます。

配布管理システム
［システム構成関連］パネルの「システム構成情報を自動反映する」のチェックボッ
クスをオンにしてください。

中継システム
［システム構成関連］パネルの「システム構成情報を自動反映する」を選択します。
また，システム構成の変更に合わせて，IDの情報も変更するには，「システム構成
変更時の連携」で「システム構成の変更を連携させる」のチェックボックスをオン
にしてください。

クライアント
［接続先］パネルで，「システム構成を自動登録する」のチェックボックスをオンに
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してください。
　

なお，システム構成の自動登録機能を使用することで，配布管理システムからクライア
ントの接続先を変更し，変更結果をシステム構成情報に自動的に反映できます。その手
順を次に示します。

1. セットアップで次の設定をする。

配布管理システム
［システム構成関連］パネルで，次のチェックボックスをオンにしてください。
・「システム構成情報を自動反映する」
・「システム構成の変更を連携させる」

中継システム
［システム構成関連］パネルで，次のチェックボックスをオンにしてください。
・「システム構成情報を自動反映する」
・「システム構成の変更を連携させる」

クライアント
［接続先］パネルで，次のチェックボックスをオンにしてください。
・「実行要求を送信した上位システムを接続先に自動設定する」
・「システム構成を自動登録する」

2. 接続先を変更したいクライアントに対して，新しく接続先としたい中継システムに経
路を変更して，ジョブを実行する。
なお，ジョブ実行前に［システム構成］ウィンドウでクライアントを移動させないで
ください。その後クライアントにジョブを実行すると接続先が変更されますが，変更
前の接続先の中継システムにクライアントの情報が残ってしまいます。

（3） システム構成情報を自動登録する場合の注意事項

システム構成情報を自動登録するシステムでは，次の点に注意してください。

（a）ホスト識別子を使う場合

新規にホスト識別子を運用キーとして使用する場合，システムのバージョンアップは必
ず上位システムから実行してください。

上位システムのシステム構成情報を誤って削除してしまった場合やデータベースが壊れ
てしまった場合は，バックアップから回復，または下位システムから再度システム構成
情報ファイルを通知させてください。

（b）ホスト識別子管理ファイルの障害対策

クライアントでホスト識別子管理ファイルに障害が発生した場合，上位システムから次
の手順で回復してください。

1. リモートインストールマネージャの［システム構成］または［あて先］ウィンドウ
で，［ファイル］－［ファイルへ保存］を選択し，ファイルを出力する。
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2. 障害が発生したクライアントのホスト名または IPアドレスをキーにして出力した
ファイル内を検索し，障害が発生したクライアントを特定する。
ノード識別キーがホスト名の場合はホスト名を，IPアドレスの場合は IPアドレスを
キーにして検索します。

3. 障害が発生したクライアントの情報を，ホスト識別子管理ファイルとして保存する。
ホスト識別子管理ファイルのファイル名は，「netmdmp.hid」にしてください。ホス
ト識別子管理ファイルのファイル形式は，システム構成情報またはあて先グループを
ファイルから作成する場合のファイル形式と同じです。システム構成情報のファイル
形式については，「8.1.4　システム構成情報をファイルから作成する」を参照してく
ださい。あて先グループファイルのファイル形式については，「8.2.3　あて先グルー
プをファイルから作成する」を参照してください。

4. 作成したホスト識別子管理ファイルを障害が発生したクライアントへファイル転送し
リストアする。
ホスト識別子管理ファイルのファイルは，OSのインストールディレクトリ下に作成
してください。

5. クライアントを再起動する。

なお，あて先グループファイルからホスト識別子管理ファイルを作成する場合，誤って
ほかのクライアントのあて先をホスト識別子管理ファイルとして作成したり，あて先グ
ループファイルからカット&ペーストしたあて先の内容をユーザが変更したりすると，
ホスト識別子がシステム内で一意に保てなくなります。この場合，システムの動作を保
証できません。

（c）ホスト識別子を使用しない運用でホスト名が重複した場合

ノード識別キーにホスト名を使用して運用する場合，JP1/NETM/DMを使用する各ホス
トに，ユニークなホスト名を付ける必要があります。システム構成情報が自動的に通知
され，ホスト名が重複した場合はログ情報が出力されます。ログ情報を参照して，ホス
ト名が重複したクライアントの TCP/IP環境の再設定をしてください。

●ログ情報の格納場所
ログ情報は，次に示すディレクトリに格納されています。

配布管理システムの場合
JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥LOG¥NODE.LOG

中継システムの場合
JP1/NETM/DM Client（中継システム）のインストールディレクトリ
¥LOG¥NODE.LOG

●ログ情報の内容

WARNING: The host name （ホスト名） already exists.  Processing will continue.
配布管理システム（または中継システム）のシステム構成情報に登録されている
ノードと同一のホスト名，および IPアドレスを持つホストの情報が，通知され
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ました。

WARNING: A host with the host name （ホスト名） already exists, but the existing host 
has a different IP Address.  Processing will continue.

配布管理システム（または中継システム）のシステム構成情報に登録されている
ノードと同一のホスト名で IPアドレスが異なるホストの情報が，通知されまし
た。

●対処方法
ログ情報で通知されたホストの TCP/IP環境の設定を見直し，重複している場合は，
ホスト名を変更してください。ホスト名を変更したあと，クライアントのセットアッ
プを再度実行してください。

（d）システム構築時の注意事項

●中継システムのシステム構成情報が登録されていないときに，下位システムからのシ
ステム構成情報が通知されると，下位システムの構成情報が消失してしまう場合があ
ります。そのため，JP1/NETM/DMシステムをバージョンアップする場合，配布管理
システム，中継システム，クライアントの順に，バージョンアップをしてください。

●システム構成の自動登録機能を使用している場合は，配布管理システムでシステム構
成情報を編集しないでください。この機能を使ったシステム構成情報を構築した場合
は，最初に JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）および JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）のセットアップを終了させ，JP1/NETM/DM Managerのシ
ステム構成情報にそれらのシステム構成情報を反映させてください。
JP1/NETM/DM Client（クライアント）は JP1/NETM/DM Manager（中継マネー
ジャ）および JP1/NETM/DM Client（中継システム）のシステム構成情報が JP1/
NETM/DM Manager上に構築されたあとにセットアップする必要があります。万一，
正しくシステム構成情報が構築されていない場合は，JP1/NETM/DM Manager（マ
ネージャ）から「システム構成情報の取得」ジョブを実行してください。

（e）システム構成情報編集時の注意事項

システム構成情報を自動登録する場合，配布管理システムでシステム構成情報を編集し
ないでください。編集する必要がある場合はリモートインストールマネージャで，シス
テム構成情報をファイルへ出力し，バックアップを取得してから編集してください。

特に，システム構成情報中の中継システムを削除してしまうと，この中継システムに接
続しているクライアントのシステム構成情報も削除されます。システム構成情報が削除
されたクライアントからシステム構成情報が通知されても配布管理システムには記録さ
れなくなります。

システム構成情報をファイルへ出力する方法およびファイルから作成する方法について
は，「8.1.4　システム構成情報をファイルから作成する」を参照してください。

（f） 中継システムであて先を誤って追加した場合の削除方法

システム構成情報を自動登録した環境では，中継システムで誤ってあて先を追加した場
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合，次の手順で削除してください。

1.［スタート］メニューから［クライアントマネージャ］を選択し，表示される［クラ
イアントマネージャ］ダイアログボックスで［停止］ボタンをクリックする。

2. 中継システムのセットアップの［システム構成関連］パネルで，「システム構成情報
を自動反映する」のチェックボックスをオフに変更する。

3. 中継システムのセットアップを終了する。

4.［クライアントマネージャ］ダイアログボックスの［起動］ボタンをクリックする。

5. リモートインストールマネージャを起動し，誤って追加したあて先を削除する。

6. リモートインストールマネージャを終了し，［クライアントマネージャ］ダイアログ
ボックスの［停止］ボタンをクリックする。

7. 中継システムのセットアップの［システム構成関連］パネルで，「システム構成情報
を自動反映する」のチェックボックスをオンに変更する。

8. 中継システムのセットアップを終了する。

9.［クライアントマネージャ］ダイアログボックスの［起動］ボタンをクリックする。

8.1.4　システム構成情報をファイルから作成する
システム構成情報を設定したファイルから，システム構成情報を作成できます。また，
システム構成情報をファイルに出力することもできます。

システム構成情報のバックアップを取得する場合は，システム構成情報をファイルに出
力してください。システム構成情報をリストアする場合は，出力したファイルからシス
テム構成情報を作成してください。

ここでは，システム構成情報ファイルの作成方法，ファイルからシステム構成情報を作
成する方法，およびシステム構成情報をファイルに出力する方法について説明します。

（1） システム構成情報ファイルを作成する

システム構成情報ファイルでは一つのホストごとに，IPアドレス，ホスト名，ホストの
タイプ，作成日時，コメント，経路などを設定します。ただし，作成日時を設定できる
のは，JP1/NETM/DM Managerだけです。

ファイルはテキスト形式で，1カラム目に「'」（シングルクォーテーション）または「#」
（シャープ）を付けると，その行はコメントと見なされます。

形式
IPアドレス ホスト名 HID=ホスト識別子,TYPE=ホストのタイプ,MAC=MACアドレ
ス,COMMENT=コメント,ROOT=経路,DATE=作成日時

説明
ホスト識別子以降の順序は任意です。
• IPアドレス（必ず設定）
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ホストの IPアドレスを設定します。
設定した IPアドレスは，JP1/NETM/DM Manager上では管理されませんが，
TCP/IPの hostsファイルと形式を一致させるために設定します。
TCP/IPの hostsファイルを，システム構成情報ファイルとして直接入力すること
もできます。この場合は，すべてのホストがクライアントとして設定されます。
TCP/IPの hostsファイルを基に，ホストのタイプ（TYPE），コメント
（COMMENT），経路（ROOT）を追加すると，より簡単にシステム構成情報ファ
イルを作成できます。

• ホスト名（必ず設定）
ホスト名の指定方法については，「8.1.2　JP1/NETM/DMでのホスト名の付け方」
を参照してください。

• HID=ホスト識別子
ホストを一意に認識するホスト識別子を設定します。［システム構成］ウィンドウ
で［ファイル］－［ファイルへ保存］を選択してシステム構成情報をファイルに
出力し，ホスト識別子が設定されていた場合，必ずこのホスト識別子をそのまま
設定してください。なお，［ファイルへの保存］で出力したシステム構成情報ファ
イルに，ホスト識別子が設定されていないホスト，または新規に追加するホスト
については，このオペランドを指定しないでください。

• TYPE=ホストのタイプ
ホストのタイプとして，「MASTER」（中継システム，オフラインフォルダ）また
は「CLIENT」（クライアント，オフラインマシン）を設定します。省略したとき
は，デフォルトで「CLIENT」が設定されます。
TCP/IPの hostsファイルとシステム構成情報ファイルを共用する場合は，
「TYPE」の前に「#」を指定します。「#」と「TYPE」の間には半角スペースを指
定してください。TCP/IPの hostsファイルでは，「#」以降の記述はコメントと見
なされます。

• MAC=MACアドレス
ホストのMACアドレスを設定します。MACアドレスの情報は，Wake on LAN
機能などに関連する情報のため，基本的にこのオペランドは変更しないでくださ
い。変更すると機能が動作しないおそれがあります。

• COMMENT=コメント
コメントを設定します。コメントに「,」は使用できません。半角で 64文字まで
の文字列が設定できます。

• ROOT=経路
複数の中継システムを経由する場合に，上位の中継システムから下位の中継シス
テムまでのフルパスを，ホスト名，IPアドレス，またはホスト識別子のどれかで
設定します。二つ以上の中継システムを経由する場合は，「¥」または「!」で区
切って設定します。JP1/NETM/DM Managerと接続するホストの場合は，設定す
る必要はありません。

• DATE=作成日時
ホストをマネージャまたは中継マネージャに初めて登録する（した）日時です。
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年月日時分秒を YYYY/MM/DD/hh/mm/ssの形式で入力します。YYYYに指定で
きる値は 1971～ 2037で，hhに指定できる値は 0～ 23です。
省略した場合は，［ファイルから作成］を実行したときの日時が設定されます。

（2） ファイルからシステム構成情報を作成する

ファイルからシステム構成情報を作成する方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウで，［ファイル］－［ファイルから作成］を選択する。
ファイルを選択するためのダイアログボックスが表示されます。

2. 作成したシステム構成情報ファイルを選択し，［OK］ボタンをクリックする。
ファイルに設定されたシステム構成情報から，システム構成情報が作成されます。

ファイルからシステム構成情報を作成する場合，次の点に注意してください。

• すでにシステム構成情報を作成していた場合，［システム構成］ウィンドウの内容は
ファイルに設定された内容に置き換えられます。既存のシステム構成情報にあって，
ファイルに記述されていないホストは，システム構成情報から削除されます。なお，
ホストが削除された場合，削除されたホストのインベントリ情報がデータベースに残
ります。削除されたホストのインベントリ情報は，データベースマネージャを使って
削除できます。削除方法については，「7.5.6　データベース上の不要なインベントリ
情報を削除する」を参照してください。

• 既存の［あて先］ウィンドウの内容は，IDの情報以外はすべて削除されます。
• 既存の［システム構成］ウィンドウの内容にホスト識別子が設定されている場合，必
ずホスト識別子をそのまま設定してください。

• ホスト識別子を使用した環境で，ファイルからシステム構成情報を作成中に，システ
ム構成の自動登録機能の処理が発生すると，「root不正」のエラーになることがありま
す。この場合，しばらく待ってから実行し直してください。

（3） システム構成情報をファイルに出力する

［システム構成］ウィンドウに表示したシステム構成情報をファイルに出力できます。シ
ステム構成情報を変更する場合は，変更前のシステム構成情報をファイルに出力し，こ
のファイルを編集すると便利です。

なお，配布管理システムを階層化している場合，マネージャで出力したファイルには，
中継マネージャ配下のシステム構成情報は含まれません。中継マネージャ配下のシステ
ム構成情報を出力する場合は，中継マネージャでシステム構成情報をファイルに出力し
てください。

システム構成情報をファイルに出力する方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウで，［ファイル］－［ファイルへ保存］を選択する。
［システム構成の保存］ダイアログボックスが表示されます。なお，この操作は，［最
新の情報に更新］を実行したあと，行ってください。自動反映によって画面の状態と
内部データの不一致が発生した場合，正しい情報が出力されないことがあります。
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2. ファイル名を設定し，［OK］ボタンをクリックする。
システム構成情報がファイルに出力されます。

システム構成情報のファイル出力例を次に示します。

図 8-1　システム構成情報のファイル出力例

なお，システム構成からファイルを作成した場合，IPアドレスの位置に
「xxx.xxx.xxx.xxx」が設定されます。出力したファイルを利用して，ホストを IPアドレ
スで管理する場合，テキストエディタなどで IPアドレスを記述する必要があります。

8.1.5　システム構成情報を［システム構成］ウィンドウで作
成する

［システム構成］ウィンドウで，ホストを定義する方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウをアクティブにし，ホストを設定する位置を選択する。
選択した位置の下位にホストを設定します。

2.［ファイル］－［ホストの新規作成］を選択する。
［ホストの作成］ダイアログボックスが表示されます。
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図 8-2　［ホストの作成］ダイアログボックス

名前の指定
ホスト名，または IPアドレスを指定します。マネージャの場合は，必ずホスト
名を指定してください。
ホスト名の指定方法は「8.1.2　JP1/NETM/DMでのホスト名の付け方」を参照
してください。

タイプ
ホストのタイプとして，マネージャ，中継，またはクライアントを選択します。
選択しなかったときは，クライアントがデフォルトで選択されます。

コメント
任意のコメントを，半角で 64文字まで入力できます。

3. 項目を設定後，［終了］ボタンをクリックする。
ホストが定義されます。［追加］ボタンをクリックすると，続けてホストを追加でき
ます。

！！！！ 注意事項
 

オフラインマシンのインベントリ情報および稼働情報を管理すると，システム構成ウィンド
ウに「{OFFLINE}」という名称のオフラインフォルダが自動的に作成されます。しかし，
このオフラインフォルダ下には［ホストの作成］ダイアログボックスでのホストの追加をし
ないでください。

8.1.6　中継マネージャ配下のシステム構成情報を取得する
配布管理システムを階層化したシステムでは，マネージャで中継マネージャ配下のシス
テム構成情報を作成，変更することはできません。中継マネージャが管理するシステム
構成情報を「システム構成情報の取得」ジョブを実行して取得し，マネージャのシステ
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ム構成情報に追加します。システム構成の自動登録機能を使用して取得することもでき
ますが，下位システムより先に上位システムの設定を完了させておく必要があります。
そのため，導入時やシステム構成情報を大きく変更するときなど，設定の順番を考慮で
きない場合は，「システム構成情報の取得」ジョブを実行して取得してください。

マネージャ配下のシステム構成情報を取得したあとのメンテナンスには，システム構成
の自動登録機能を使用します。中継マネージャ配下のシステム構成情報に変更が発生し
た時点で，中継マネージャから自動的に変更内容が通知され，マネージャのシステム構
成情報に反映されます。

なお，3階層以上の大規模システムで，中継マネージャまたは中継システムの接続先を変
更した場合，変更先の配布管理システムに，移動したシステム配下の情報が反映されな
いことがあります。反映されていない場合には，変更先の配布管理システムで，移動し
た中継マネージャまたは中継システムに対して，「システム構成情報の取得」ジョブを実
行してください。

（1） 「システム構成情報の取得」ジョブの実行方法

（a）ジョブの作成と実行

システム構成情報を取得するための，ジョブの作成手順を次に示します。操作および設
定内容の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の「8.2　ジョブを作成する」を
参照してください。

1.［あて先］または［システム構成］ウィンドウで［実行］－［ジョブの実行］を選択
する，または［ジョブ定義］ウィンドウで［ファイル］－［ジョブ定義の新規作成］
を選択する。
［ジョブ定義の新規作成］ダイアログボックスが表示されます。

2.［ジョブ定義の新規作成］ダイアログボックスでジョブ種別（システム構成情報の取
得）を指定し，［OK］ボタンをクリックする。
［ジョブの作成］ダイアログボックスが表示されます。

3. 各パネルの項目を設定する。
［ジョブの作成］ダイアログボックス上に表示されるパネルの種類および設定内容は
次のとおりです。

［ジョブ］パネル
ジョブ名を設定します。

［あて先］パネル
システム構成情報を取得する中継マネージャを指定します。中継マネージャ，ま
たは中継マネージャのあて先グループを指定してください。

［スケジュール］パネル
ジョブの登録日時，実行日時，および実行期限を設定します。

4.［実行］，［保存］，または［保存 &実行］ボタンをクリックする。
ジョブが保存または実行されます。
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（b）実行結果の確認

ジョブを実行するとマネージャの［システム構成］ウィンドウに，中継マネージャ配下
のシステム構成情報が反映されます。

図 8-3　［システム構成］ウィンドウ

（c）ジョブ実行時の注意事項

「システム構成情報の取得」ジョブを実行すると，システム構成情報だけでなく，中継マ
ネージャ配下のあて先グループの情報もマネージャの［あて先］ウィンドウに反映され
ます。しかし，中継マネージャ配下の IDの情報は，システム構成情報と IDを連携させ
る運用をしていたとしても，マネージャの［あて先］ウィンドウには反映されません。

（2） システム構成の自動登録機能の設定

マネージャで次の設定をすると，中継マネージャが管理するシステム構成情報が自動的
にマネージャに通知され，マネージャのシステム構成情報に反映されます。

設定内容
［システム構成関連］パネルの「システム構成情報を自動反映する」のチェックボッ
クスをオンにします。デフォルトはオンとなっているため，最初はオフに設定して
おき，中継マネージャ配下のシステム構成情報をマネージャで取得したあと，オン
に変更してください。
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！！！！ 注意事項
 

システム構成の自動登録機能を設定しておくと，システム構成情報だけでなく，中継マネー
ジャ配下のあて先グループの情報もマネージャの［あて先］ウィンドウに反映されます。し
かし，中継マネージャ配下の IDの情報は，マネージャの［あて先］ウィンドウには反映さ
れません。IDの情報も反映するには，システム構成情報と IDを連携させる設定にする必要
があります。システム構成情報と IDの連携については，「8.4　システム構成情報と IDを連
携させる運用」を参照してください。

8.1.7　システム構成情報を変更する
中継システム，クライアントを追加または削除すると，システム構成の自動登録機能を
使用している場合は，変更した内容が自動的に配布管理システムに通知されます。通知
された内容は，［システム構成］ウィンドウに自動的に反映されます。システム構成の自
動登録機能を使用していない場合は，ユーザが配布管理システムを操作してシステム構
成情報を修正する必要があります。ここでは，配布管理システムからの操作でシステム
構成情報を変更する方法について説明します。

なお，配布管理システムまたは中継するシステムのホスト名（IPアドレス運用の場合は
IPアドレス）を変更する場合は，事前にすべてのジョブを完了させるか，または削除す
る必要があります。特に定期実行ジョブは，必ず削除するようにしてください。

（1） ファイルから変更する

変更前のシステム構成情報をファイルに出力します。出力したファイルを更新したあと，
このファイルからシステム構成情報を作成します。

システム構成の一部だけを変更する場合も，システム構成に残すすべてのホストをファ
イルに記述してください。ファイルに記述されていないホストは，システム構成から削
除されます。

ホストを削除する場合は，そのホストの情報をファイルから削除してください。

システム構成情報をファイルに出力する方法，およびファイルからシステム構成情報を
作成する方法については，「8.1.4　システム構成情報をファイルから作成する」を参照し
てください。

（2） システム構成ウィンドウで変更する

ここでは，［システム構成］ウィンドウからシステム構成情報を変更する方法を説明しま
す。変更，削除するホストを検索する方法については，「9.1.1　名称によるホストの検索
方法」を参照してください。

（a）ホストを移動する

中継システムを移動すると，中継システムの下位のホストもすべて移動します。複数の
ホストを同時に移動するときは，［システム構成］ウィンドウの右枠で移動するホストを
314



8.　システム構成情報とあて先のグループを作成する
選択します。

ホストの移動方法は，以下のとおりです。

1.［システム構成］ウィンドウをアクティブにし，移動するホストを選択する。
選択したホストが反転表示されます。

2.［編集］－［切り取り］を選択する。
選択したホストが切り取られます。なお，［切り取り］選択後は，左枠の「ネット
ワーク」をダブルクリックしないでください。ダブルクリックすると［編集］メ
ニューの［貼り付け］が非活性になり，ホストを貼り付けられなくなります。この場
合は，再度［切り取り］を選択し直してください。

3. 移動先の位置を選択する。
選択した位置が反転表示されます。

4.［編集］－［貼り付け］を選択する。
切り取ったホストが，移動先に貼り付けられます。
なお，ホストの移動は，ドラッグ &ドロップの操作でも実行できます。

（b）ホストを削除する

一度削除したホストを，元に戻すことはできません。中継システムを削除すると，下位
の中継システムおよびクライアントもすべて削除されます。複数のホストを同時に削除
するときは，［システム構成］ウィンドウの右枠で削除するホストを選択します。［シス
テム構成］ウィンドウでホストを削除すると，［あて先］ウィンドウの同じ名称のホスト
も同時に削除されます。

下位ホストのある中継システムを削除する場合，［ホストの削除］ダイアログボックスで
インベントリ情報の削除を選択しても，下位ホストの情報は削除されません。

ホストを削除する際には，［ホストの削除］ダイアログボックスが表示され，削除するホ
ストに関連するインベントリ情報を削除するかどうかを選択できます。削除を選択する
と，削除するホストに関連するシステム情報，ソフトウェア情報，およびユーザインベ
ントリ情報が同時に削除されます。インベントリ情報の削除を選択しなかった場合，そ
のホストのインベントリ情報はそのままデータベースに残り，その分だけデータベース
の空き領域が少なくなります。削除するホストに関連するインベントリ情報は，できる
だけ削除するようにしてください。なお，不要なインベントリ情報は，データベースマ
ネージャを使って削除することもできます。データベースマネージャでの削除方法の詳
細については，「7.5.6　データベース上の不要なインベントリ情報を削除する」を参照し
てください。

ホストの削除方法は，以下のとおりです。

1.［システム構成］ウィンドウをアクティブにし，削除するホストを選択する。
選択したホストが反転表示されます。

2.［編集］－［削除］を選択する。
確認ダイアログボックスが表示されます。
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3.［OK］ボタンをクリックする。
選択したホストが削除されます。

ホストを検索したあと，［検索］ダイアログボックスでホストを削除することもできま
す。詳細は，「9.1.5　検索したホストをシステム構成情報から削除する」を参照してくだ
さい。

（c）ホスト名または IPアドレスを変更する

ホスト名または IPアドレスを変更すると，変更した内容が自動的に配布管理システムに
通知されます。通知された内容は，［システム構成］ウィンドウに自動的に反映されま
す。一度設定したホスト名（または IPアドレス）を，［システム構成］ウィンドウ上の
操作で変更する手順を次に示します。

なお，［システム構成］ウィンドウでホスト名を変更すると，［あて先］ウィンドウにあ
る同じホスト名も変更されます。また，インベントリ情報を表示するときのホスト名も
あわせて変更されます。

1.［システム構成］ウィンドウで名称を変更するホストを選択する。
選択したホストが反転表示されます。

2.［ファイル］－［名前の変更］を選択する。
［名前の変更］ダイアログボックスが表示されます。

3.「新しい名前」を設定後，［OK］ボタンをクリックする。
設定した名前に変更されます。

（d）ホストの属性を変更する

中継システムをクライアント（またはクライアントを中継システム）に変更したり，経
路やコメントを変更したりする場合は，［ファイル］－［属性の変更］を選択すると表示
される［属性の変更］ダイアログボックスを使用します。

なお，ホスト種別を変更する場合は，次の点にご注意ください。

•［システム構成］ウィンドウでホストの属性を変更すると，［あて先］ウィンドウにあ
る同じホストの属性も変更されます。

• 中継マネージャのホスト種別は変更できません。中継マネージャの場合，「IPアドレ
ス」，「コメント」だけが変更できます。
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図 8-4　［属性の変更］ダイアログボックス

ホスト名
ホスト名が表示されます。

IPアドレス
IPアドレスが表示されます。

タイプ
ホストのタイプとして，中継システムまたはクライアントを選択します。ホストの
タイプを中継システムからクライアントに変更すると，変更前に設定されていた中
継システム下のホストは，すべて削除されます。

経路
ホスト名を「!」で区切って，経路を設定します。存在しない経路を設定したとき
は，経路は変更されないで，エラーとなります。

［参照］ボタン
システム構成から経路を選択できる［パスの設定］ダイアログボックスが表示され
ます。

コメント
任意のコメントを半角で 64文字まで入力できます。

（3） 中継マネージャ配下のシステム構成情報を変更する

マネージャから，中継マネージャ配下のシステム構成情報を変更することはできません。
中継マネージャ配下のシステム構成情報が変更された場合は，システム構成の自動登録
機能を使用する，またはマネージャから「システム構成情報の取得」ジョブを実行して，
変更された情報をマネージャのシステム構成情報に反映してください。

ただし，マネージャの［システム構成］ウィンドウで，中継マネージャ配下のホストの
コメントを変更することはできます。
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なお，3階層以上の大規模システムで，中継マネージャまたは中継システムの接続先を変
更した場合，変更先の配布管理システムに，移動したシステム配下の情報が反映されな
いことがあります。反映されていない場合には，変更先の配布管理システムで，移動し
た中継マネージャまたは中継システムに対して，「システム構成情報の取得」ジョブを実
行してください。

（4） システム構成情報を変更するときの注意事項

システム構成情報を変更するときの注意事項を次に示します。

●ノード識別キーを変更する場合
ノード識別キーを変更する場合，システム構成情報をリモートインストールマネー
ジャから削除しておいてください。システム構成情報は，ファイルに出力しておくと
便利です。ノード識別キーを変更したあと，出力したファイルを使用してシステム構
成情報を設定できます。
なお，システム構成情報の自動登録機能を使用しないで，システム構成情報を手動で
作成した場合，出力したシステム構成情報ファイルには，使用中のノード識別キーで
各ホストのアドレスが記述されています。そのため，出力したファイルに各ホストの
ホスト名または IPアドレスを記述する必要があります。例えば，ノード識別キーをホ
スト名から IPアドレスに変更する場合，ノード識別キーを変更する前に出力したファ
イルには IPアドレスが記述されていません。メモ帳などで IPアドレスを記述する
か，hostsファイルを読み込んで，システム構成情報を作成してください。

●オフラインマシンのインベントリ情報を管理している場合
• オフラインフォルダの移動，名称の変更，および属性の変更はできません。
• システム構成に登録するためにオフラインマシンの接続先を設定した場合は，接続
先がオフラインマシンからのシステム情報を受信した時点で，オフラインマシンが
システム構成に登録されます。システム構成への登録後はクライアントとして扱わ
れます。

●ホスト名を変更する場合
• JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のホスト
名を変更したときは，そのホストに接続する下位システムのセットアップで，接続
先のホスト名を変更してください。

• 運用キーのキー項目がホスト名のときは，ホスト名を変更したあと，コンピュータ
を再起動してください。

8.1.8　システム構成情報を作成するときの注意事項
システム構成情報を作成するときの注意事項を次に示します。

●作成できるシステム構成情報の階層は 7階層までです。

●システム構成に中継システムを作成する場合は，ノード識別キーで選択したアドレス
（ホスト名または IPアドレス）で中継システムと同一名称のクライアントを，中継シ
ステム下に作成する必要があります。中継システム下に作成した，中継システムと同
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一名称のクライアントは，ほかの経路に移動しないでください。

● UNIXの中継システムに対してリモートインストールやインベントリ情報の取得を実
行する場合は，システム構成情報で，UNIXの中継システム下に同一ホスト名のクラ
イアントを定義してください。ジョブのあて先には，このクライアントを指定します。
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8.2　あて先グループを作成する
［あて先］ウィンドウでは［システム構成］ウィンドウで設定したホストを，あて先グ
ループに分けて管理できます。

ここでは，あて先グループの作成方法について説明します。

8.2.1　あて先グループの作成方法の種類
あて先グループを作成するには，次の四つの方法があります。どの方法で作成するかは，
あて先グループの特性によって判断してください。

システム構成情報を利用して作成する
システム構成情報をテキストファイルに出力して，これを編集してあて先グループ
を作成し，［あて先］ウィンドウに取り込む方法です。物理的なネットワーク構成に
沿ったグループを作成する場合は，この方法が便利です。
詳細については，「8.2.3　あて先グループをファイルから作成する」を参照してくだ
さい。

［あて先］ウィンドウ上の操作で作成する
GUI操作で，直接［あて先］ウィンドウ上にあて先グループを作成する方法です。
ネットワーク構成と関係のないあて先グループを作成する場合や，すでに作成して
いるあて先グループの情報を変更する場合は，この方法が便利です。
詳細については，「8.2.4　あて先グループを［あて先］ウィンドウで作成する」を参
照してください。

条件（ポリシー）に従って自動作成する
あらかじめ設定しておいたグルーピング条件（ポリシー）に従って，新たに追加さ
れたホストや移設されたホストを，あて先グループに自動的に振り分ける方法です。
詳細については，「9.3　あて先グループの自動メンテナンス」を参照してください。

集計結果から作成する
集計機能を利用して，同じインベントリ情報を持つホストであて先グループを作成
する方法です。例えば，OSごとにホストの台数を集計し，Windows 2000のホスト
であて先グループを作成できます。このあて先グループに対して特定の配布を実行
したい場合などに便利です。
集計結果からあて先グループを作成する方法については，マニュアル「運用ガイド
1」の「4.2.7　集計結果からあて先グループを作成する」を参照してください。

8.2.2　グループ名の付け方
あて先グループ名および ID名は，32バイトまで設定できます。ただし，次に示す制限
があります。

●次に示す半角文字は使用できません。
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「!」「"」「%」「'」「*」「.」「/」「:」「<」「>」「?」「@」「¥」「|」

●スペースは使用できません。

●大文字と小文字は区別されないため，大文字を小文字に（または小文字を大文字に）
変換すると同一名称となるような名称は使用できません。

また，作成できるあて先グループの階層は 7階層までです。最上層からあて先グループ
名を連結した文字数（各あて先グループ名の先頭の区切り文字を含む）と，末端のホス
ト名の文字数（ホスト名の先頭の区切り文字を含む）を合計した文字数が 255バイトを
超える名称は設定できません。

8.2.3　あて先グループをファイルから作成する
あて先グループの情報を設定したファイル（あて先グループファイル）を作成して，あ
て先グループを作成します。

（1） あて先グループファイルを作成する

あて先グループファイルには，一つのあて先につき，あて先名，あて先のタイプ，所属
あて先グループのパスなどを設定します。ファイルはテキスト形式で，1カラム目に「'」
（シングルクォーテーション）または「#」を付けると，その行はコメントと見なされま
す。

なお，システム構成情報をテキストファイルに出力し，これを加工すると簡単にあて先
グループファイルを作成できます。作成例については，「8.2.6　あて先グループの作成
例」を参照してください。

形式
あて先名 HID=ホスト識別子,TYPE=あて先のタイプ,MAC=MACアドレス,ROOT=所
属あて先グループのパス,DATE=作成日時

説明
TYPE＝あて先のタイプ以降の順序は任意です。

●あて先名（必ず設定）
あて先グループまたはホストの名称を設定します。
あて先名があて先グループの場合は，「* あて先グループ名」という形式で指定

します。先頭の「*」は半角です。「*」とあて先グループ名の間を半角スペース

で区切ります。あて先グループ名はユニークに設定します。あて先グループ名
の付け方については，「8.2.2　グループ名の付け方」を参照してください。
あて先名がホストの場合，あて先名の指定方法はノード識別キーによって異な
ります。
ノード識別キーにホスト名を使用している場合，あて先名は「* ホスト名」と

いう形式で指定します。先頭の「*」は半角です。「*」とホスト名の間を半角ス

ペースで区切ります。「*」の代わりに，別の文字または文字列（スペース以外）

を設定してもかまいません。例えば，「*」の部分に，IPアドレスを設定するこ
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ともできます。
ノード識別キーに IPアドレスを使用している場合，あて先名は「IPアドレス 
*」という形式で指定します。先頭の IPアドレスと半角の「*」の間は半角ス
ペースで区切ります。「*」の代わりに，別の文字または文字列を設定してもか

まいません。例えば，「*」の部分に，ホスト名を設定することもできます。ま

た，「*」を省略してもかまいません。

● HID=ホスト識別子
ホストを一意に認識するホスト識別子を設定します。［あて先］ウィンドウで
［ファイル］－［ファイルへ保存］を選択してあて先グループの情報をファイル
に出力し，ホスト識別子が設定されていた場合，必ずこのホスト識別子をその
まま設定してください。なお，［ファイルへ保存］で出力したあて先グループ
ファイルにホスト識別子が設定されていないホスト，または新規に追加するホ
ストについては，このオペランドを指定しないでください。

● TYPE=あて先のタイプ
あて先のタイプとして次のホスト種別を設定できます。省略したときは，デ
フォルトで「CLIENT」が設定されます。
• GROUP（あて先グループ）
• MANAGER（中継マネージャ）
• MASTER（中継システム）
• CLIENT（クライアント）

● MAC=MACアドレス
ホストのMACアドレスを設定します。MACアドレスの情報は，Wake on 
LAN機能などに関連する情報のため，基本的にこのオペランドは変更しないで
ください。変更すると機能が動作しないおそれがあります。

● ROOT=所属あて先グループのパス
所属あて先グループをフルパスで設定します。ROOTを設定しない場合は，直
前のあて先グループを所属あて先グループとして，TYPEオペランドで設定さ
れたタイプであて先を作成します。

● DATE=作成日時
ホストをマネージャまたは中継マネージャに初めて登録する（した）日時です。
年月日時分秒を YYYY/MM/DD/hh/mm/ssの形式で入力します。YYYYに指定
できる値は 1971～ 2037で，hhに指定できる値は 0～ 23です。
省略した場合は，［ファイルから作成］を実行したときの日時が設定されます。

（2） ファイルからあて先グループを作成する

あて先グループファイルからあて先グループを作成すると，［あて先］ウィンドウの内容
は，あて先グループファイルに設定された内容に置き換えられます。既存の［あて先］
ウィンドウのあて先グループを保存するときは，ファイル名を付けて保存してください。

既存の［あて先］ウィンドウの内容にホスト識別子が設定されている場合，必ずホスト
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識別子をそのまま設定してください。

ファイルからのあて先グループの作成方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウで，［ファイル］－［ファイルから作成］を選択する。

2. 作成したあて先グループファイルを選択し，［OK］ボタンをクリックする。

（3） あて先グループをファイルに出力する

［あて先］ウィンドウのあて先グループの構成をファイルに出力できます。あて先グルー
プを変更する場合は，変更前のあて先グループをファイルに出力し，このファイルを編
集すると便利です。

あて先グループの構成をファイルに出力する方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウで，［ファイル］－［ファイルへ保存］を選択する。
［あて先の保存］ダイアログボックスが表示されます。なお，この操作は，［最新の情
報に更新］を実行したあと，行ってください。自動反映によって画面の状態と内部
データの不一致が発生した場合，正しい情報が出力されないことがあります。

2. ファイル名を設定し，［OK］ボタンをクリックする。
あて先グループの構成がファイルに出力されます。

あて先グループの構成のファイル出力例を次に示します。

図 8-5　あて先グループの構成のファイル出力例

8.2.4　あて先グループを［あて先］ウィンドウで作成する
あて先グループを作成したあと，あて先グループに属するホスト（中継システムまたは
クライアント）を登録します。

（1） あて先グループの作成手順

あて先グループの作成方法を次に示します。あて先グループ下にあて先グループを作成
することはできますが，上位のあて先グループと同じ名称を下位のあて先グループに付
けることはできません。作成できるあて先グループの階層は 7階層までです。
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1.［あて先］ウィンドウをアクティブにし，あて先グループを作成する位置を選択する。
選択した位置の下位にあて先グループを作成します。

2.［ファイル］－［グループの新規作成］を選択する。
［あて先グループの作成］ダイアログボックスが表示されます。

図 8-6　［あて先グループの作成］ダイアログボックス

「あて先グループの作成」を選択し，作成するあて先グループの名称をユニークに設
定します。あて先グループ名の付け方については，「8.2.2　グループ名の付け方」を
参照してください。

3. 項目を設定後，［実行］ボタンをクリックする。
あて先グループが作成されます。作成をやめるときは［終了］ボタンをクリックして
ください。

（2） ホストの登録

作成したあて先グループに，ホストを登録する方法を次に示します。［システム構成］
ウィンドウにないホストは，［あて先］ウィンドウでは設定できません。

1.［あて先］ウィンドウをアクティブにし，ホストを設定する位置を選択する。
選択した位置の下位にホストを設定します。

2.［ファイル］－［あて先の新規作成］を選択する（または，ホストの作成ボタンをク
リックする）。
［あて先の作成］ダイアログボックスが表示されます。
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図 8-7　［あて先の作成］ダイアログボックス

所属あて先グループ名
ホストを登録するあて先グループの名称が表示されます。

あて先名
登録するホストのホスト名または IPアドレスを指定します。

［追加］ボタンをクリックしたあと，ホスト識別子を使用した運用では，システム構
成内に同じホスト名のホストが複数存在する場合，［あて先の選択］ダイアログボッ
クスが表示されます。どのホストを選択するか指定します。

図 8-8　［あて先の選択］ダイアログボックス

3. 項目を設定後，［終了］ボタンをクリックする。
設定を保存して［あて先の作成］ダイアログボックスが閉じます。
このとき［追加］ボタンをクリックすると，続けてホストを追加できます。

また，［システム構成］ウィンドウに表示されているホストをあて先グループのアイコン
にドラッグ &ドロップして，ホストを登録することもできます。

8.2.5　あて先グループを変更する
ここでは，あて先グループを変更する方法を説明します。

（1） ファイルから変更する

変更前のあて先グループの構成をファイルに出力します。出力したファイルを更新した
あと，このファイルからあて先グループを作成します。

あて先グループの構成をファイルに保存する方法，および保存したファイルからあて先
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グループを作成する方法については，「8.2.3　あて先グループをファイルから作成する」
を参照してください。

（2） ［あて先］ウィンドウで変更する

［あて先］ウィンドウから，あて先グループを変更する方法を説明します。変更するあて
先グループまたはホストを検索する方法については，「9.1.1　名称によるホストの検索方
法」を参照してください。

（a）あて先グループ名の変更

あて先グループ名を変更する方法を説明します。

なお，［あて先］ウィンドウでは，ホストのあて先名は変更できません。

1.［あて先］ウィンドウで名称を変更するあて先グループを選択する。
選択したあて先グループが反転表示されます。

2.［ファイル］－［名前の変更］を選択する。
［名前の変更］ダイアログボックスが表示されます。

3. 名称を設定後，［OK］ボタンをクリックする。
設定した名称に変更されます。

（b）あて先グループまたはホストの編集（削除，コピー，移動）

あて先グループまたはホストを編集（削除，コピー，移動）する場合，［あて先］ウィン
ドウをアクティブにし，編集するあて先グループまたはホストを選択して［編集］メ
ニューから［削除］，［コピー］，［切り取り］，および［貼り付け］を選択します。なお，
［コピー］または［切り取り］選択後は，左枠の「ネットワーク」をダブルクリックしな
いでください。ダブルクリックすると［貼り付け］が非活性になり，ホストを貼り付け
られなくなります。この場合は，再度［コピー］または［切り取り］を選択してくださ
い。

また，あて先グループまたはホストは，ドラッグ &ドロップの操作でも編集できます。

（c）あて先を編集するときの注意事項

［あて先］ウィンドウで，あて先グループまたはホストを編集（削除，コピーまたは移
動）しているときに通信障害などが発生すると，障害前の状態に戻すことができない場
合があります。このため，多数のあて先グループまたはホストを編集する場合，編集す
る前にあて先グループの構成をファイルに保存しておくことをお勧めします。

あて先グループの構成をファイルに保存する方法，および保存したファイルからあて先
グループを作成する方法については，「8.2.3　あて先グループをファイルから作成する」
を参照してください。

8.2.6　あて先グループの作成例
システム構成情報およびあて先グループの作成例を次に示します。
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●システム構成情報およびあて先グループの構成
次の図に示す構成で，システム構成情報は自動的に作成し，あて先グループはシステ
ム構成情報ファイルを編集して作成します。

図 8-9　システム構成およびあて先グループの構成

●システム構成情報ファイル
自動的に作成されたシステム構成情報をファイルに出力した結果を，次に示します。
327



8.　システム構成情報とあて先のグループを作成する
図 8-10　システム構成情報ファイル

●あて先グループファイル
システム構成情報ファイルを編集して作成したあて先グループファイルを，次に示し
ます。システム構成情報を出力するには，［システム構成］ウィンドウで［ファイル］
－［ファイルの保存］を選択します。

図 8-11　あて先グループファイル
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8.3　IDを作成する

IDも，あて先グループと同様，リモートインストールマネージャの［あて先］ウィンド
ウで作成します。IDを作成するのは配布管理システムですが，作成した IDは，IDを管
理する中継するシステム（ID管理中継）に通知され，管理されます。クライアント側か
らの IDへの登録状況も，ID管理中継で管理されます。

ここでは，IDの運用の概要を説明したあと，IDの作成やクライアントの登録の詳細を
説明します。

8.3.1　IDの運用方法
IDの運用例を次の図に示します。

図 8-12　IDの運用例

次に，IDの運用手順，マネージャを階層化したシステムでの運用方法，および JP1/
NETM/DM Client（中継システム）で IDを使用する場合の運用方法について説明しま
す。
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（1） IDの運用手順

（a） IDを作成する

IDは，配布管理システムで次に示す情報を設定して作成します。

● IDの名称
ここで設定した ID名称が，ジョブの配布時に配布先として選択できます。

●パスワード（オプション）
クライアントが IDに登録するときに登録を許可するパスワードを設定できます。パ
スワードを設定すると IDにクライアントが登録するときは，ここで指定したパス
ワードを入力する必要があります。

● ID管理中継
ID管理中継として使用するホスト（中継マネージャまたは中継システム）を指定しま
す。オフラインマシンおよびオフラインフォルダは指定できません。ID管理中継は，
一つの IDに対して複数指定できます。

（b）クライアントを IDへ登録する

IDへの登録はクライアントで実行します。クライアントから ID管理中継に接続して，
その ID管理中継が管理している IDに登録します。また，配布管理システム側および中
継システム側でクライアントを IDに登録することもできます。JP1/NETM/DMシステ
ムに新規に追加されたクライアントを自動的に IDに登録することもできます。

クライアントから IDへ登録する ID管理中継は，セットアップ時に，［接続先］パネル
（JP1/NETM/DM Clientの場合）で指定した上位システムとなります。JP1/NETM/DM 
Managerの場合は，中継マネージャのセットアップで設定した上位システムとなりま
す。マルチホスト環境で動作するクライアントの場合，ID管理中継は優先順位が 1位の
中継システムとなります。

（c）配布管理システムからあて先に IDを指定したジョブを実行する

あて先に IDを指定できるジョブは次のとおりです。

• パッケージのインストール
• クライアントユーザによるインストール
• システム情報の取得
• ソフトウェア情報の取得
• ユーザインベントリ情報の取得
• レジストリ取得項目の転送
• ユーザインベントリ情報の転送（ユーザインベントリ項目の配布だけ）
• メッセージの通知
• ソフトウェア稼働監視の制御
• ソフトウェア稼働情報の取得
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あて先に IDを指定したジョブ（IDジョブ）は，指定した IDを管理する ID管理中継に
転送されます。ID管理中継では転送されたジョブを保管し，この IDに登録されている
クライアントに対してジョブを実行します。IDジョブが実行されたあと，この IDにク
ライアントが登録されると，登録した時点で保存されている IDジョブが実行されます。
そのため，「パッケージのインストール」ジョブおよび「クライアントユーザによるイン
ストール」ジョブで IDを指定する場合は，配布するパッケージの中継システムでの保管
期限を考慮してください。中継システムでの保管期限を過ぎるとパッケージが中継シス
テムから削除されるため，IDに登録したクライアントへパッケージが配布されません。

（d） IDジョブの実行結果

次に示すジョブで IDを指定した場合，クライアントでの実行結果を配布管理システムで
確認できます。IDジョブの実行結果の確認方法については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「8.4.4　ジョブの実行状況の表示方法」を参照してください。

• パッケージのインストール
• クライアントユーザによるインストール

（e） IDの編集

作成した IDは，IDを作成した配布管理システムおよび ID管理中継で次に示す編集がで
きます。

IDを作成した配布管理システム
• ID管理中継の追加・削除
• パスワードの変更
• IDの削除
• クライアントを IDへ登録（ファイルから）
• ID管理中継への IDの登録

ID管理中継
• パスワードの変更
• IDの削除
• クライアントを IDへ登録（ファイルから）
• クライアントを IDへ登録（［あて先］ウィンドウから）
• IDに登録しているクライアントを削除

（2） 配布管理システムを階層化したシステムでの IDの運用方法

配布管理システムを階層化したシステムで，IDを使用する場合の運用方法を次に示しま
す。

（a）マネージャでの IDの作成

マネージャで IDを作成する場合，ID管理中継として次のホストを設定できます。
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• 配下の中継マネージャ，中継システム
• 中継マネージャ配下の中継システム

マネージャで，中継マネージャを ID管理中継として作成した IDの例を次に示します。

図 8-13　マネージャで中継マネージャを ID管理中継として作成した ID

（b）中継マネージャでの IDの管理

中継マネージャでは，中継マネージャで作成した IDのほか，上位マネージャから ID管
理中継として指定された IDが［あて先］ウィンドウに表示されます。

中継マネージャでは，上位のマネージャが作成した IDに対して次の操作ができます。

• パスワードの変更
• IDの削除
• IDに登録しているクライアントを削除

（c）複数の配布管理システムで同じ IDを管理する場合

次の図に示すように，マネージャと中継マネージャで，同一の IDを作成できます。
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図 8-14　複数の配布管理システムで同じ IDを管理する

マネージャおよび中継マネージャの両方で，Sub00を ID管理中継として，
「Windows98」の IDを作成できます。

ただし，マネージャがMan01を ID管理中継として，「Windows98」の IDを作成する
ことはできません。中継マネージャでは同一名称の IDが作成済みのため，自システムで
作成した IDと同じ IDに対して，上位のマネージャの ID管理中継となることはできま
せん。

IDを削除または，ID管理中継を変更した場合は，変更したシステムから上位のシステ
ムへ変更内容が通知され，上位のシステムに自動的に反映されます。

複数の配布管理システムで管理されている IDを削除する例を，次の図に示します。
333



8.　システム構成情報とあて先のグループを作成する
図 8-15　複数の配布管理システムで管理されている IDを削除する

（3） 中継システムでの IDの運用方法

JP1/NETM/DM Client（中継システム）では，JP1/NETM/DM Managerの配布管理シ
ステムと同様，IDを作成して IDジョブを配下のクライアントに対して実行できます。
なお，JP1/NETM/DM Client（中継システム）で IDを使用する場合，ID管理中継の役
割を JP1/NETM/DM Client（中継システム）自身で行うため，ID管理中継の設定は不
要です。

JP1/NETM/DM Client（中継システム）で作成した IDを指定したジョブの実行結果は，
JP1/NETM/DM Client（中継システム）で確認するほか，JP1/NETM/DM Managerの
配布管理システムでも確認できます。JP1/NETM/DM Managerで，JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）が実行した IDジョブの実行結果を通知するには，JP1/NETM/
DM Client（中継システム）のセットアップで次の設定が必要です。

•［リモートインストールマネージャ］パネルで，「配布管理システムへ IDジョブの結
果通知を行う」のチェックボックスをオンにする。

8.3.2　IDの作成
IDを作成する方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウで，［ファイル］－［IDの作成］を選択する。
［IDの作成］ダイアログボックスが表示されます。
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図 8-16　［IDの作成］ダイアログボックス

ID名称
IDの名称を設定します。ID名の付け方については，「8.2.2　グループ名の付け
方」を参照してください。

パスワード
クライアントが IDに登録するときに入力するパスワードを設定します。半角英
数字で 14文字までのパスワードが設定できます。パスワードの指定は省略でき
ます。なお，入力した文字は「*」に変換して表示されます。

ID管理中継の設定
ID管理中継を設定します。複数のホストを ID管理中継として設定できます。
「システム構成」には，［システム構成］ウィンドウに表示されるホストのうち，
中継マネージャと中継システムが表示されます。オフラインマシンおよびオフラ
インフォルダは表示されません。「システム構成」で ID管理中継にするホストを
選択し，［>］ボタンをクリックすると，ID管理中継に設定されます。「システム
構成」では，同時に複数のホストを選択できます。
また，［ALL>］ボタンをクリックすると，すべての中継マネージャおよび中継シ
ステムを，一括して ID管理中継に設定できます。

2. IDを設定後，［追加］ボタンをクリックする。
IDが作成されます。
ID管理中継を追加するときに，追加処理に失敗して「登録中」のままとなることが
あります。このような場合は，失敗要因を取り除いてから再実行してください。
「登録中」状態の管理中継は「IDの削除」で強制的に削除することができます。

3.［終了］ボタンをクリックする。
［IDの作成］ダイアログボックスが閉じます。
定義した IDは，［あて先］ウィンドウで確認できます。IDを管理する中継システム
は，［あて先］ウィンドウの右枠の［ID管理中継］タブを選択すると表示されます。
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図 8-17　［あて先］ウィンドウの［ID管理中継］パネル

8.3.3　クライアントの登録方法
IDへクライアントを登録させる方法には次の 4種類があります。なお，オフラインマシ
ンは IDに登録できません。

• クライアントから IDへ登録する。
• 配布管理システムからファイルを使ってクライアントを IDに登録する。
• ID管理中継からクライアントを IDに登録する。
• IDの自動メンテナンスを使用してクライアントを IDに登録する。

（1） クライアントから IDに登録する

クライアントは，メニューの［IDへの登録］を選択して表示される［IDへの登録］ダ
イアログボックスを使用して，IDへ登録します。

IDへの登録は，ID管理中継と接続されている状態で処理します。しかし，ID管理中継
と接続されていない状態でも，IDへの登録や IDからの登録解除を待ち状態にすること
ができます。ID管理中継と接続できる状態になってからあとにログオンした時，または
［IDへの登録］メニューを選択した時に，実際の登録や登録解除を ID管理中継に通知し
ます。そのため，プレインストールやシステム構築の準備段階でも IDへの登録ができま
す。また，クライアントがリモートインストールなどを実行している最中は，ID管理中
継とは別機能で接続している状態です。この場合も，ID管理中継と接続されていないと
きと同じように扱われます。

クライアントでの IDへの登録方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「11.2.1
　IDへの登録」を参照してください。

（2） 配布管理システムからファイルを使ってクライアントを IDに登録
する

バージョン 05-20以降の JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継
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システム）で構成されたシステムでは，配布管理システム上で，ファイルを使ってクラ
イアントを IDに登録できます。新規導入時などに，大量のクライアントを IDに登録す
る必要がある場合などに便利です。ファイルには，複数クライアントの ID登録情報を設
定しておきます。このようなファイルを IDファイルと呼びます。ファイルを使ってクラ
イアントを IDに登録する方法を次に示します。

（a） IDファイルを作成する

IDファイルでは，一つのホストごとに，ホスト名，ホスト識別子，ID名称，ID管理中
継名称などを設定します。

ファイルはテキスト形式で，1カラム目に「'」（シングルクォーテーション）または「#」
を付けると，その行はコメントと見なされます。

形式
ホスト名 HID=ホスト識別子,MAC=MACアドレス,ID=ID名称,MASTER=ID管理中継
名称

説明

●ホスト名（必ず設定）
IDに追加するホスト名または IPアドレスを指定します。64バイトまで指定で
きます。

● HID=ホスト識別子
ホストを一意に認識する識別子を設定します。［ファイル］－［IDホストを
ファイルへ保存］でファイルに出力した IDにホスト識別子が設定されていた場
合は，［ファイルから ID登録］でクライアントを IDへ登録する場合にも，こ
のホスト識別子を必ずそのまま設定してください。なお，［IDホストをファイ
ルへ保存］で出力したファイルの IDにホスト識別子が設定されていないホス
ト，または新規に追加するホストについては，このオペランドを指定しないで
ください。

●MAC=MACアドレス
ホストのMACアドレスを設定します。MACアドレスの情報は，Wake on 
LAN機能などに関連する情報のため，基本的にこのオペランドは変更しないで
ください。変更すると機能が動作しないおそれがあります。

● ID=ID名称（必ず設定）
追加する ID名称を指定します。32バイトまで指定できます。

●MASTER=ID管理中継名称
追加する IDが存在する中継システムまたは中継マネージャの名称を指定しま
す。中継システムの場合は，ホスト名，IPアドレス，またはホスト識別子を指
定します。中継マネージャの場合は，ホスト名またはホスト識別子を指定しま
す。［IDホストをファイルへ保存］で IDをファイルに出力し，ホスト識別子が
設定されていた場合は，必ずこのホスト識別子をそのまま設定してください。
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64バイトまで指定できます。配布管理システムまたは中継マネージャでこのパ
ラメタを省略した場合，配布管理システム上の IDにクライアントを登録しま
す。また，中継システム上ではこのパラメタを指定しても無視されます。この
場合，中継システム上の IDに登録されます。

（b）ファイルを使ってクライアントを IDに登録する

作成した IDファイルを使ってクライアントを IDに登録するには，配布管理システムの
［あて先］ウィンドウで，メニューの［ファイル］－［ファイルから ID登録］を選択し，
作成した IDファイルを選択します。

なお，バージョンが 05-20より前の JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM 
SubManagerで構成されたシステムでは，ファイルからの ID登録を実行しても，クラ
イアントが IDに登録されません。［あて先］ウィンドウに「登録中」のクライアントが
残るので，削除してください。また，［ジョブ実行状況］ウィンドウの［IDグループの
編集］フォルダ下の ID名称のフォルダに，「エントリの追加」というジョブが残るので，
削除してください。

（c） IDをファイルに出力する

配布管理システムに設定した IDと，IDに登録されているホストの情報をファイルに出
力するには，［あて先］ウィンドウで，［ファイル］－［IDホストをファイルへ保存］を
選択します。なお，この操作は，［最新の情報に更新］を実行したあと，行ってくださ
い。自動反映によって画面の状態と内部データの不一致が発生した場合，正しい情報が
出力されないことがあります。

IDの情報のファイルへの出力例を次に示します。

図 8-18　IDの情報のファイルへの出力例

（3） ID管理中継からクライアントを IDに登録する

JP1/NETM/DM SubManagerをインストールした PCを ID管理中継として使用してい
る場合，［あて先］ウィンドウで，自システムに接続しているクライアントを IDへ登録
できます。IDへ登録するクライアントが多数ある場合，ID管理中継側で一括して登録
できるため，クライアント側で登録する手間が省けます。
338



8.　システム構成情報とあて先のグループを作成する
ID管理中継でクライアントを IDに登録する場合，クライアントの接続先が，自システ
ム（ID管理中継）であることを確認してください。

クライアントを IDに登録するには，メニューを使用する方法とドラッグ &ドロップで
操作する方法とがあります。

（a）メニューを使用する方法

1. リモートインストールマネージャの［あて先］ウィンドウで，クライアントを追加す
る IDを選択する。

2.［ファイル］－［IDへホストを追加］を選択する。
［IDへホストを追加］ダイアログボックスが表示されます。

図 8-19　［IDへホストを追加］ダイアログボックス

ID名
［あて先］ウィンドウで選択した IDの名称が表示されます。

IDへ追加するホスト
IDへ追加するクライアントのホスト名または IPアドレスを指定します。
なお，IDへ追加できるのは，接続先として自システムを設定しているクライア
ントだけです。クライアントの接続先が自システムであることを確認してくださ
い。

3.［追加］ボタンをクリックする。
指定したクライアントが IDに登録されます。

（b）ドラッグ &ドロップで登録する方法

1. リモートインストールマネージャの［あて先］ウィンドウで，IDに登録するクライア
ントを選択する。
あて先グループ，ID，および IDに属しているホストは選択できません。

2. 登録先の IDへドラッグしたあと，ドロップする。
クライアントが IDに登録されます。

（4） IDの自動メンテナンスを使用してクライアントを IDに登録する

IDの自動メンテナンスを使用して，一定の条件に一致したクライアントを自動的に ID
に登録できます。
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IDの自動メンテナンスを使用してクライアントを IDに登録する方法については，「9.4
　IDの自動メンテナンス」を参照してください。

8.3.4　IDの編集
IDを作成した配布管理システム，および ID管理中継では次に示す IDの編集ができま
す。

• ID管理中継を変更する。
• パスワードを変更する。
• IDを削除する。
• クライアントを IDへ登録する。
• IDに登録しているクライアントを削除する。
• ID管理中継へ IDを登録する。

（1） ID管理中継およびパスワードの変更

ID管理中継，および IDへの登録時に必要なパスワードを変更する方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウで，［ファイル］－［IDの属性変更］を選択する。
［IDの属性変更］ダイアログボックスが表示されます。

2. 変更後の ID管理中継を設定する。
変更後の ID管理中継，またはパスワードを設定します。ID管理中継ではパスワード
だけを変更できます。なお，入力した文字は「*」に変換して表示されます。

3. ID管理中継を変更後，［OK］ボタンをクリックする。
ID管理中継が変更されます。
ID管理中継を変更する場合，処理に時間が掛かることがあります。［あて先］ウィン
ドウに変更した結果が表示されない場合は，しばらく時間をおいたあと，メニューの
［ウィンドウ］－［最新の情報に更新］を選択して，再度表示させてください。

（2） IDの削除

IDを削除する方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウで削除する IDを選択し，［ファイル］－［IDの削除］を選択す
る。
削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

2.［OK］ボタンをクリックする。
選択した IDが削除されます。削除した IDは，［あて先］ウィンドウでは「削除中」
の状態で表示され，削除されません。IDの削除が完了したあと，メニューの［ウィ
ンドウ］－［最新の情報に更新］を選択すると，削除されます。
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（3） IDに登録したクライアントの削除

IDに登録したクライアントの削除方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウで，削除するクライアントを選択し，［編集］－［削除］を選択
する。
削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

2.［OK］ボタンをクリックする。
選択したクライアントが削除されます。多階層の構成では，削除に時間が掛かる場合
があります。
削除したクライアントは，削除した時点では「削除中」の状態で［あて先］ウィンド
ウに表示されています。登録していた IDから削除が完了したあと，メニューの
［ウィンドウ］－［最新の情報に更新］を選択すると，表示されなくなります。

（4） ID管理中継への IDの登録

IDを作成した配布管理システムで，ID管理中継へ IDを登録できます。複数の IDを一
括して ID管理中継へ登録できるので，ID管理中継を増設した場合に便利です。

ID管理中継を IDへ登録する場合は，「(1)　ID管理中継およびパスワードの変更」を参
照してください。

（a） ID管理中継へ IDを登録する

ID管理中継へ IDを登録する方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウで，［ファイル］－［ID管理中継への IDの登録・削除］
を選択する。
［ID管理中継への IDの登録・削除］ダイアログボックスが表示されます。
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図 8-20　［ID管理中継への IDの登録・削除］ダイアログボックス

2.「ID一覧」から登録する IDを選択し，［＞］ボタンをクリックする。
「管理する ID一覧」へ IDが追加されます。

3.［OK］ボタンをクリックする。
ID管理中継へ IDが登録されます。

（b） ID管理中継から IDを削除する

ID管理中継に登録されている IDを削除する方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウで，［ファイル］－［ID管理中継への IDの登録・削除］
を選択する。
［ID管理中継への IDの登録・削除］ダイアログボックスが表示されます。

2.「管理する ID一覧」から削除する IDを選択し，［＜］ボタンをクリックする。
「管理する ID一覧」から IDが削除されます。

3.［OK］ボタンをクリックする。
ID管理中継から IDが削除されます。

8.3.5　IDを使用する場合の注意事項
IDを使用する場合の注意事項を次に示します。

（1） クライアントのホスト名を変更する場合

IDを使用している環境では，IDの情報が連動して変更されません。そのため，ホスト
名を変更する場合は，変更する前にクライアントで登録している IDを解除してくださ
い。そして，ホスト名を変更したあと，再度クライアントで IDへの登録を実行してくだ
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さい。

（2） IDに登録しているクライアントでシステム構成情報を削除した場合

IDに登録しているクライアントがセットアップの設定でシステム構成情報を削除して
も，登録している IDの情報は連動して削除されません。そのため，クライアントのシス
テム構成情報を削除する前に，登録している IDを解除してください。

IDを解除しないで，システム構成情報を削除した場合，リモートインストールマネー
ジャから削除してください。削除方法については，「8.3.4　IDの編集」を参照してくだ
さい。

なお，自動的にシステム構成情報と IDの情報を連携させる運用もできます。詳細につい
ては，「8.4　システム構成情報と IDを連携させる運用」を参照してください。

（3） ［IDグループの編集］フォルダが作成された場合

［ジョブ実況状況］ウィンドウに［IDグループの編集］フォルダが作成された場合は，
［IDグループの編集］フォルダ，およびフォルダ内のジョブを削除しないでください。

［IDグループの編集］フォルダには，クライアントを IDに登録したり，ID管理中継を
追加したりするためのジョブが格納されます。これらの IDを編集するジョブは，自動的
に作成され，正常終了すると自動的に削除されます。

IDを編集するジョブを手動で削除してしまった場合は，IDの編集が実施されなくなる
ため，IDを編集する操作（クライアントの IDへの登録や ID管理中継の追加など）をし
直してください。
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8.4　システム構成情報と IDを連携させる運用

システム構成情報が変更された場合，システム内の関連する IDの情報を連携して変更さ
せることができます。この機能を利用するとシステム管理者が IDを管理する負担を軽減
できます。

8.4.1　システム構成情報と IDを連携させるには
システム構成情報と IDの情報を連携させたい場合は，次の設定が必要です。

● JP1/NETM/DM Managerの場合
JP1/NETM/DM Managerのセットアップで，［システム構成関連］パネルの「システ
ム構成の変更を連携させる」のチェックボックスをオンにしてください。

● JP1/NETM/DM Client（中継システム）の場合
JP1/NETM/DM Client（中継システム）のセットアップで，［システム構成関連］パ
ネルの「システム構成の変更を連携させる」のチェックボックスをオンにしてくださ
い。

8.4.2　システム構成情報と IDの連携例
システム構成情報と IDの連携の例を次に示します。

（1） システム構成情報からの削除

システム構成情報から ID管理中継または IDに登録されたクライアントを削除した場合
の，システム構成情報と IDの情報の連携について説明します。

（a） ID管理中継を削除した場合

ID管理中継として定義されている中継システムが削除された場合の例を次の図に示しま
す。
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図 8-21　ID管理中継として定義されている中継システムが削除された場合の例

（b） IDに登録されたクライアントを削除した場合

IDに登録されたクライアントを削除した場合の例を次の図に示します。
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図 8-22　IDに登録されたクライアントを削除した場合の例

（2） システム構成情報での経路変更

システム構成情報から ID管理中継または IDに登録されたクライアントの経路を変更し
た場合の，システム構成情報と IDの情報の連携について説明します。

（a） ID管理中継の経路変更の場合

ID管理中継として定義されている中継システムの接続先を変更した場合の例を次の図に
示します。
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図 8-23　ID管理中継として定義されている中継システムの接続先を変更した場合の例

（b） IDに登録されたクライアントの経路変更の場合

IDに登録されたクライアントの接続先を変更した場合の例を次の図に示します。
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図 8-24　IDに登録されたクライアントの接続先を変更した場合の例

（3） システム構成情報での名称変更

システム構成情報から ID管理中継または IDに登録されたクライアントの名称を変更し
た場合の，システム構成情報と IDの情報の連携について説明します。

（a） ID管理中継の名称変更の場合

ID管理中継として定義されている中継システムの名称を変更した場合の例を次の図に示
します。
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図 8-25　ID管理中継として定義されている中継システムの名称を変更した場合の例

（b） IDに登録されたクライアントの名称変更の場合

IDに登録されたクライアントの名称を変更した場合の例を次の図に示します。
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図 8-26　IDに登録されたクライアントの名称を変更した場合の例

8.4.3　システム構成情報と IDの連携時の注意事項
システム構成情報と IDを連携させる場合の注意事項を次に示します。

（1） パスワードのある IDの扱い

パスワードのある IDに登録されたクライアントのシステム構成情報が変わった場合，
IDの情報は変更されません。また，IDの作成元でパスワードを設定していなくても，
ID管理中継でパスワードを設定していることがあります。この場合も，IDに登録され
たクライアントのシステム構成情報に変更があっても，IDの情報は変更されません。

（2） 運用キーの異なる接続先へ変更した場合

ホスト識別子を使用していない環境の ID管理中継や IDに登録されたクライアントを，
運用キーの異なる環境に接続を変更した場合，接続を変更した ID管理中継や IDに登録
されたクライアントは，新規追加と認識されるため IDの情報は連携して変更されませ
ん。
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（3） ジョブとの連携
• システム構成情報から ID管理中継または IDに登録されたクライアントが削除された
場合，その ID管理中継あてまたは経由のジョブ，およびクライアントあてのジョブ
は削除されます。

• 経路変更時にはジョブは連携されません。したがって，旧経路に存在している ID
ジョブは削除されません。

• 名称変更時はジョブは連携されません。したがって，名称が変更された時点でその ID
管理中継あてまたは経由するジョブは使用できなくなります。

（4） セットアップの設定について
• システム構成情報と IDを連携するためには，すべての JP1/NETM/DM Managerお
よび JP1/NETM/DM Client（中継システム）のセットアップで「システム構成の変更
を連携させる」のチェックボックスをオンにしておく必要があります。設定が一致し
ていないと，上位システムと下位システムとで管理情報が不一致になることがありま
す。

• システム内にバージョンが 05-21より前の JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/
NETM/DM SubManagerが存在する場合は，この機能を使用できません。この場合，
システム内の JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM SubManagerでは
「システム構成の変更を連携させる」のチェックボックスをオフにしておく必要があり
ます。

（5） クライアント側でのネットワークからの削除

クライアント側でネットワークからクライアントまたは中継システムを削除した場合，
以前の接続先に登録されている IDからもすべて削除されます。ただし，新しい接続先へ
の ID連携は実行されません。新しい接続先では新規登録のクライアントと見なされるた
め，IDへの登録が再度必要です。

（6） 中継するシステムの場合

中継マネージャまたは中継システムの IDへの登録先は自システムとする必要がありま
す。上位システムを IDへの登録先とする場合はそのシステムについてはシステム構成情
報と IDが正しく連携しない場合があります。

（7） IDに登録されているクライアントの接続先を変更した場合

IDに登録されているクライアントの接続先を変更した場合，そのクライアントが新しい
接続先の IDに自動的に登録されますが，時間が掛かる場合があります。IDを指定した
ジョブの実行前にまず IDの登録状況を確認してください。システム構成情報との IDの
連携が実行されると構成変更対象となるクライアントの IDへの追加ジョブが自動的に生
成されリモートインストールマネージャのジョブ実行状況画面で参照できます。
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（8） UNIXの中継システムが混在するシステム構成の場合

UNIXの中継システムが混在するシステム構成では，UNIXの中継システム配下と，
Windowsの配布管理システムおよび中継システム配下間で，システム構成情報が変更に
なっても，システム構成情報と IDを連携させる運用はできません。
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9　 システム構成情報とあて先
のグループをメンテナンス
する
この章では，運用を開始したあとで，システム構成情報とあて
先のグループをメンテナンスする方法について説明します。ま
た，JP1/NETM/DMがインストールされていないホストを検
出する方法についても説明します。

9.1　システム構成情報の手動メンテナンス

9.2　システム構成情報の自動メンテナンス

9.3　あて先グループの自動メンテナンス

9.4　IDの自動メンテナンス

9.5　ポリシーをファイルから作成する

9.6　システム構成情報の削除履歴を管理する

9.7　JP1/NETM/DMがインストールされていないホストを検出する
353



9.　システム構成情報とあて先のグループをメンテナンスする
9.1　システム構成情報の手動メンテナンス
JP1/NETM/DM Managerの［システム構成］または［あて先］ウィンドウで，新しく追
加されたホストを検索してあて先グループに登録したり，不要なホストを検索してシス
テム構成情報から削除したりできます。

検索方法には次の 3種類があります。

●あて先名，あて先グループ名，ID名などの名称をキーにした検索 

●ホストの登録日やインベントリ情報の最終更新日などの日付をキーにした検索 

●ホスト識別子は異なるが，MACアドレス，IPアドレス，またはホスト名が一致する
ホスト（重複ホスト）の検索 

ここでは，各検索方法について説明します。また，検索結果のホストを［あて先］ウィ
ンドウにコピーする方法や，システム構成情報から削除する方法についても説明します。

9.1.1　名称によるホストの検索方法
IPアドレス，あて先名，あて先グループ名，ID名などの名称をキーにしたホストの検索
方法を次に示します。

1.［システム構成］または［あて先］ウィンドウの［オプション］－［検索］を選択す
る。
［検索］ダイアログボックスが表示されます。［システム構成］ウィンドウから表示し
た場合と［あて先］ウィンドウから表示した場合とで，ダイアログボックスの表示項
目は異なります。
それぞれのウィンドウから表示した［検索］ダイアログボックスを次に示します。
354



9.　システム構成情報とあて先のグループをメンテナンスする
図 9-1　［システム構成］ウィンドウから表示した［検索］ダイアログボックス

図 9-2　［あて先］ウィンドウから表示した［検索］ダイアログボックス

あて先（［あて先］ウィンドウから表示した場合だけ）
あて先名を検索対象とする場合に指定します。

あて先グループと ID（［あて先］ウィンドウから表示した場合だけ）
あて先グループ名と ID名を検索対象とする場合に指定します。
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検索文字列
検索文字列を最大 64バイトで指定します。ただし，次に示す記号および半角ス
ペースは指定できません。
「¥」「/」「*」「"」「:」「!」「|」「<」「>」「?」「%」「@」「'」
指定した文字列を含むあて先が検索されます。

ホスト名を検索
ホスト名をキーにして検索する場合に選択します。
［検索］ダイアログボックスを［あて先］ウィンドウから表示した場合，検索対
象に「あて先グループと ID」を選択しているときは，非活性になります。

IPアドレスを検索
IPアドレスをキーにして検索する場合に選択します。
［検索］ダイアログボックスを［あて先］ウィンドウから表示した場合，検索対
象に「あて先グループと ID」を選択しているときは，非活性になります。

完全に一致するものだけを検索
指定した検索文字列と完全に一致するものだけを検索したい場合に，チェック
ボックスをオンにします。

大文字と小文字を区別する
大文字と小文字を区別して検索したい場合に，チェックボックスをオンにしま
す。ただし，リレーショナルデータベースにMicrosoft SQL Serverを使用し，
Microsoft SQL Serverの並べ替え順の設定で「大文字小文字を区別しない」を選
択している場合，ここで，「大文字と小文字を区別する」を選択しても無効にな
ります。

2. 検索条件を設定し，［検索］ボタンをクリックする。
検索が開始され，下部の「検索結果」リストに検索結果が表示されます。
［検索］ダイアログボックスは，見やすいサイズに変更できます。

3.「検索結果」リストから任意のあて先を選択して［ジャンプ］ボタンをクリック，ま
たはダブルクリックする。
［システム構成］または［あて先］ウィンドウがアクティブになり，選択したあて先
の情報が表示されます。

9.1.2　日付によるホストの検索方法
次に示す日付をキーにした検索ができます。

• 作成日時
ホストを，初めてマネージャまたは中継マネージャへ登録した日時。

• システム情報最終更新日時
「システム情報の取得」ジョブで情報を取得した最終日時。
• ユーザインベントリ情報最終更新日時
ユーザインベントリ情報が更新された最終日時。

• インストールパッケージ情報最終更新日時
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「ソフトウェア情報の取得」ジョブの「JP1/NETM/DMでインストールしたソフト
ウェアを検索」，「すべてのソフトウェアを検索」，または「アプリケーションの追加と
削除のソフトウェアを検索」でソフトウェア情報を取得した最終日時。

• ソフトウェアインベントリ情報最終更新日時
「ソフトウェア情報の取得」ジョブの「ファイルを検索」，「Microsoft Office製品を検
索」，または「ウィルス対策製品を検索」でソフトウェア情報を取得した最終日時。

• ソフトウェア稼働監視情報最終更新日時
ソフトウェアの稼働状況を監視して，抑止履歴または操作履歴が更新された最終日時。

日付をキーにしたホストの検索方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウの［オプション］－［検索］を選択する。
［検索］ダイアログボックスが表示されます。

2.［日付による検索］タブを選択する。

図 9-3　［日付による検索］パネル

3. 検索するホストの種類を選択する。

一定期間内に作成されたホスト
「日付指定」で指定した期間内に，新規に追加されたホストを検索します。

一定期間内にインベントリ情報が更新されたホスト
「日付指定」で指定した期間内に，インベントリ情報またはソフトウェア稼働情
報が更新されているホストを検索します。

一定期間内にインベントリ情報が更新されなかったホスト
「日付指定」で指定した期間内に，インベントリ情報またはソフトウェア稼働情
報が更新されていないホストを検索します。
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4.「一定期間内にインベントリ情報が更新されたホスト」または「一定期間内にインベ
ントリ情報が更新されなかったホスト」を選択した場合は，検索対象となる情報の種
類を選択する。

システム情報
「システム情報の取得」ジョブで情報を取得した最終日時を検索します。

ユーザインベントリ情報
ユーザインベントリ情報が更新された最終日時を検索します。

インストールパッケージ情報
「ソフトウェア情報の取得」ジョブの「ファイルを検索」以外でソフトウェア情
報を取得した最終日時を検索します。

ソフトウェアインベントリ情報
「ソフトウェア情報の取得」ジョブの「ファイルを検索」でソフトウェア情報を
取得した最終日時を検索します。

ソフトウェア稼働監視情報
ソフトウェアの稼働状況を監視して，抑止履歴または操作履歴が更新された最終
日時を検索します。

組み合わせ
情報の種類を複数選択した場合は，それらの条件を「すべて」満たすものを検索
するのか，「いずれか」を満たしているものを検索するのかを指定します。

5. 検索する日付の範囲を指定する。

範囲指定
検索する日付範囲の開始日と終了日の両方，またはどちらか一方を指定します。
入力形式は YY/MM/DDで，YYは西暦下 2けたを，MMは月を，DDは日を表
します。検索できる日付の範囲は 1971年 1月 1日～ 2037年 12月 31日です。
なお，開始日または終了日のどちらか一方だけを指定する場合は，指定しない方
のチェックボックスをオフにしておきます。

過去 nか月間
現在の日付から何か月前までを検索範囲にするのかを指定します。指定できる月
数は 1～ 999です。ただし，指定した月数が，検索可能範囲である 1971年 1月
1日以前になる場合は，1971年 1月 1日から現在の日付までが，検索範囲にな
ります。

過去 n日間
現在の日付から何日前までを検索範囲にするのかを指定します。指定できる日数
は 1～ 999です。ただし，指定した日数が，検索可能範囲である 1971年 1月 1
日以前になる場合は，1971年 1月 1日から現在の日付までが，検索範囲になり
ます。

インベントリ情報を取得していないホストも検索する
インベントリ情報またはソフトウェア稼働情報を一度も取得していないホスト
も，検索対象に加えます。この項目を選択できるのは，「一定期間内にインベン
358



9.　システム構成情報とあて先のグループをメンテナンスする
トリ情報が更新されたホスト」を選択した場合だけです。

6. 検索条件を設定し終わったら，［検索］ボタンをクリックする。
検索が開始され，下部の「日付による検索結果」リストに検索結果が表示されます。
［検索］ダイアログボックスは，ダイアログボックス枠をドラッグして，見やすいサ
イズに変更できます。

7.「日付による検索結果」リストから任意のホストを選択して［ジャンプ］ボタンをク
リック，またはダブルクリックする。
［システム構成］ウィンドウがアクティブになり，選択したホストの情報が表示され
ます。

9.1.3　重複しているホストの検索方法
ホスト識別子は異なりますが，MACアドレス，IPアドレス，またはホスト名が一致し
ている重複ホストの検索方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウの［オプション］－［検索］を選択する。
［検索］ダイアログボックスが表示されます。

2.［重複ホスト検索］タブを選択する。

図 9-4　［重複ホスト検索］パネル

3. 検索する条件の組み合わせを選択する。
ホスト識別子が異なり，かつ，ここで選択した条件に合致するホストを検索します。
複数の条件を選択した場合は AND条件で検索します。なお，MACアドレスを条件
に含めると，UNIX版クライアントおよび PPP接続のクライアントは検索対象にな
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らないので注意してください。ただし，UNIX版クライアントが 08-10以降の場合，
システム構成情報にMACアドレスを取得する設定にしているときは，重複ホストと
して検索できます。

MACアドレスが一致する
システム構成情報のMACアドレスが一致するホストを検索します。

IPアドレスが一致する
システム構成情報の IPアドレスが一致するホストを検索します。

ホスト名が一致する
システム構成情報のホスト名が一致するホストを検索します。

大文字と小文字を区別する
ホスト名で検索する場合に，大文字と小文字を区別して検索したいときは，
チェックボックスをオンにします。ただし，リレーショナルデータベースに
Microsoft SQL Serverを使用し，Microsoft SQL Serverの並べ替え順の設定で
「大文字小文字を区別しない」を選択している場合，ここで，「大文字と小文字を
区別する」を選択しても無効になります。

4. 検索条件を設定し終わったら，［検索］ボタンをクリックする。
検索が開始され，下部の「重複ホスト検索結果」リストに検索結果が表示されます。
日付が最新でないホストは反転表示されます。
［検索］ダイアログボックスは，ダイアログボックス枠をドラッグして，見やすいサ
イズに変更できます。

5.「検索結果」リストから任意のホストを選択して［ジャンプ］ボタンをクリック，ま
たはダブルクリックする。
［システム構成］ウィンドウがアクティブになり，選択したホストの情報が表示され
ます。

9.1.4　検索したホストを［あて先］ウィンドウにコピーする
［システム構成］ウィンドウで検索したホストを，［あて先］ウィンドウにコピーできま
す。新規に追加されたホストを検索したあと，あて先グループへ登録するのに便利です。
検索したホストを［あて先］ウィンドウにコピーする方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウを表示する。

2.［システム構成］ウィンドウをアクティブにし，［オプション］－［検索］を選択す
る。
［検索］ダイアログボックスが表示されます。

3.［検索］ダイアログボックスでホストを検索する。

4. 検索結果のリストで任意のホストを右クリックし，［コピー］メニューを選択する。

5.［あて先］ウィンドウのあて先グループを右クリックし，［貼り付け］メニューを選択
する。
指定したあて先グループにコピーされます。
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上記操作の代わりに，ドラッグ&ドロップでも，［あて先］ウィンドウにコピーできま
す。

9.1.5　検索したホストをシステム構成情報から削除する
［システム構成］ウィンドウで検索したホストをシステム構成情報から削除できます。削
除できるホストはクライアントだけです。中継マネージャまたは中継システムと同一 PC
上に存在するクライアントは削除できません。

クライアントをシステム構成情報から削除すると，所属するあて先グループおよび IDか
らも同時に削除されます。また，削除したクライアントのインベントリ情報もすべて削
除されます。

中継するシステムのバージョンが 05-21以降で，IDを連携させる運用をしている場合，
マネージャから中継するシステム配下のクライアントを削除できます。その際，削除し
たクライアントは，中継するシステムで管理しているシステム構成情報，あて先グルー
プ，および IDからも削除され，インベントリ情報も削除されます。IDを連携させる運
用については，「8.4　システム構成情報と IDを連携させる運用」を参照してください。

なお，中継マネージャでクライアントを削除した場合は，削除した中継マネージャの上
位システムから「システム構成情報の取得」ジョブを実行して，システム全体のシステ
ム構成情報を一致させてください。

●多数のクライアントを削除する場合の注意事項
誤って削除してしまったときの回復手段として，多数のクライアントを削除する場合
は，あらかじめ，システム構成情報，あて先グループ，および IDのバックアップを
とっておいてください。これらの情報をファイルに出力する方法およびファイルから
作成する方法については，「8.1.4　システム構成情報をファイルから作成する」，
「8.2.3　あて先グループをファイルから作成する」，および「8.3.3(2)(c)　IDをファイ
ルに出力する」を参照してください。

（1） クライアントを削除する方法

検索したクライアントをシステム構成情報から削除する方法を，次に示します。

1.［検索］ダイアログボックスで条件を指定し，ホストを検索する。

2. 検索結果のリストで削除するクライアントを右クリックし，［システム構成から削除］
メニューを選択する。

3. 確認のメッセージに対して［OK］ボタンをクリックする。
指定したクライアントが，システム構成情報，あて先グループ，IDから削除されま
す。同時にインベントリ情報も削除されます。

（2） 削除したクライアントの情報を参照する

削除したクライアントの情報はログファイルに出力され，インストールディレクトリ
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¥rmtins¥guiに 9ファイルまで保存されます。

ログファイル名は rimfindn.logで，nは 1～ 9の番号です。削除を実行するたびに番号
が一つずつ増えて，rimfind1，rimfind2，rimfind3，（中略），rimfind9というファイル
名が順次付けられます。ファイルが rimfind9まで作成されると，古いファイルが順次上
書きされます。

ログファイルの先頭には検索条件が出力され，それに続いて，削除したクライアントの
情報が，システム構成情報ファイルと同じ形式で出力されます。必要に応じて参照して
ください。

ログファイルの出力例を次に示します。

図 9-5　ログファイルの出力例

9.1.6　システム構成情報の手動メンテナンスの例
ここでは，システム構成情報の手動メンテナンスの例として，新規に追加されたクライ
アントを管理する例と，不要なクライアントを削除する例について説明します。

（1） 新規に追加されたクライアントを管理する例

ホストが初めてマネージャまたは中継マネージャに登録された日付をキーにして，一定
期間に新規に追加されたクライアントを検索できます。新規に追加されたクライアント
を定期的に検索することで，管理漏れのないように，ジョブの実行やあて先グループへ
の登録などを実施できます。

任意の期間に新規に追加されたクライアントを管理する例を，次の図に示します。
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図 9-6　任意の期間に新規に追加されたクライアントを管理する例（1/2）
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図 9-7　任意の期間に新規に追加されたクライアントを管理する例（2/2）

また，新規に追加されたクライアントを 14日間ごと（隔週の特定曜日）に定型的に管理
する例を，次の図に示します。新規に追加されたクライアントを一定の間隔で管理する
場合は，この例のように指定します。
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図 9-8　14日間ごと（隔週の特定曜日）に新規追加クライアントを管理する例（1/2）
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図 9-9　14日間ごと（隔週の特定曜日）に新規追加クライアントを管理する例（2/2）

（2） 不要なクライアントを削除する例

インベントリ情報の取得ジョブを定期的に実行している場合，実際には存在しないクラ
イアントがシステム構成上に存在すると，ジョブが実行されないため，そのクライアン
トのインベントリ情報最終更新日時は，更新されることなく古いまま残ります。

このインベントリ情報が更新された最終日時をキーにして，一定期間インベントリ情報
を取得することができなかったクライアントを検索できます。検索されたクライアント
は，不要資産と見なして，システム構成情報から削除する運用ができます。

例えば，半年以上インベントリ情報を取得できなかったクライアントをシステム構成情
報から削除する場合は，次の図のように操作します。
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図 9-10　半年以上インベントリ情報を取得できなかったクライアントをシステム構成情
報から削除する例

（3） 重複しているクライアントを削除する例

ホスト識別子を使用する運用では，次の場合にホスト識別子が再生成されるため，同じ
クライアントがシステム構成上に重複して登録されてしまいます。

• ハードディスクを交換した PCに JP1/NETM/DM Client（クライアント）を再インス
トールした場合

• 上位システムに通知しないで JP1/NETM/DM Client（クライアント）をアンインス
トールし，その後再インストールした場合

• PCをリプレースして，JP1/NETM/DM Client（クライアント）を新規インストール
した場合

ホスト識別子が異なるクライアントがシステム構成上に重複して登録されている場合，
目的のクライアントに対してジョブを実行できなかったり，意図しないクライアントに
ジョブが実行されたりするおそれがあります。
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このような場合に，重複しているホストを検索して更新日時が古いクライアントを削除
することで，システム構成情報に重複して登録されているクライアントをなくせます。

例えば，ホスト識別子は異なるが，MACアドレス，IPアドレス，およびホスト名が一
致するクライアントをシステム構成情報から削除する場合は，次の図のように操作しま
す。

図 9-11　ホスト識別子は異なるが MACアドレスなどが一致するクライアントをシステ
ム構成情報から削除する例
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9.2　システム構成情報の自動メンテナンス
不要なホストを検知して，システム構成情報，あて先グループ，および IDから自動的に
削除できます。

システム構成情報の自動メンテナンスには，次の 2種類があります。

●更新がないクライアントを自動的に削除する。

●重複するクライアントを自動的に削除する。

ここでは，システム構成情報の自動メンテナンスの方法と，出力されるログファイル，
および自動メンテナンス運用時の注意事項について説明します。

9.2.1　更新がないクライアントを自動的に削除する
一定期間更新がないため不要なホストとして判断されるインベントリ情報の更新日時に
は，次の種類があります。

• システム情報最終更新日時
• インストールパッケージ情報最終更新日時
• ユーザインベントリ情報最終更新日時
• レジストリ情報最終更新日時
• ソフトウェアインベントリ情報最終更新日時

インベントリ更新日時を設定して，更新がないクライアントを自動的に削除する方法を
次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウの［オプション］－［システム構成情報の自動メンテナ
ンス］を選択する。
［システム構成情報のメンテナンス］ダイアログボックスが表示されます。

2.［インベントリ更新日時の設定］タブを選択する。
［インベントリ更新日時の設定］パネルが表示されます。
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図 9-12　［インベントリ更新日時の設定］パネル

3.「自動的に削除する」をチェックして，各項目を設定する。

過去 nか月間
現在の日付から何か月前までを検索範囲にするのかを指定します。指定できる月
数は 1～ 999です。ただし，指定した月数が，検索できる範囲である 1971年 1
月 1日以前になる場合は，1971年 1月 1日から現在の日付までが，検索範囲に
なります。

過去 n日間
現在の日付から何日前までを検索範囲にするのかを指定します。指定できる日数
は 1～ 999です。ただし，指定した日数が，検索できる範囲である 1971年 1月
1日以前になる場合は，1971年 1月 1日から現在の日付までが，検索範囲にな
ります。

スケジュール
クライアントの自動削除を開始する時刻と処理時間を指定します。指定した処理
時間に達した時点で削除するクライアントが残っていた場合でも，処理は中断さ
れます。処理を中断したくない場合は，処理時間に「0」を指定してください。
なお，処理が中断された場合，次回の処理は中断された時点から再開されます。

4. 設定が終わったら［OK］ボタンをクリックする。
システム構成の自動メンテナンスの開始時刻は，設定した翌日から設定の内容が有効
になります。したがって，設定した開始時刻が過ぎていない場合でも，システム構成
のメンテナンスが実行されるのは，翌日の開始時刻からになります。
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9.2.2　重複しているクライアントを自動的に削除する
重複しているホストを検索する条件を設定して，更新日時が古い重複しているクライア
ントを自動的に削除する方法を次に示します。

1.［システム構成］ウィンドウの［オプション］－［システム構成情報の自動メンテナ
ンス］を選択する。
［システム構成情報のメンテナンス］ダイアログボックスが表示されます。

2.［重複条件の設定］タブを選択する。
［重複条件の設定］パネルが表示されます。

図 9-13　［重複条件の設定］パネル

3.「自動的に削除する」をチェックして，各項目を設定する。
ホスト識別子が異なり，かつ，ここで選択した条件に合致するホストを検索します。
複数の条件を選択した場合は AND条件で検索します。なお，MACアドレスを条件
に含めると，UNIX版クライアントおよび PPP接続のクライアントは検索対象にな
らないので注意してください。ただし，UNIX版クライアントが 08-10以降の場合，
システム構成情報にMACアドレスを取得する設定にしているときは，重複ホストと
して検索できます。

MACアドレスが一致する
システム構成情報のMACアドレスが一致するホストを検索します。

IPアドレスが一致する
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システム構成情報の IPアドレスが一致するホストを検索します。

ホスト名が一致する
システム構成情報のホスト名が一致するホストを検索します。

大文字と小文字を区別する
ホスト名で検索する場合に，大文字と小文字を区別して検索したいときは，
チェックボックスをオンにします。ただし，リレーショナルデータベースに
Microsoft SQL Serverを使用し，Microsoft SQL Serverの並べ替え順の設定で
「大文字小文字を区別しない」を選択している場合，ここで，「大文字と小文字を
区別する」を選択しても無効になります。

スケジュール
クライアントの自動削除を開始する時刻と処理時間を指定します。指定した処理
時間に達した時点で削除するクライアントが残っていた場合でも，処理は中断さ
れます。処理を中断したくない場合は，処理時間に「0」を指定してください。
なお，処理が中断された場合，次回の処理は中断された時点から再開されます。

4. 設定が終わったら［OK］ボタンをクリックする。
システム構成の自動メンテナンスの開始時刻は，設定した翌日から設定の内容が有効
になります。したがって，設定した開始時刻が過ぎていない場合でも，システム構成
のメンテナンスが実行されるのは，翌日の開始時刻からになります。

9.2.3　システム構成情報の自動メンテナンスのログファイル
削除したクライアントの情報は，検索条件とともにログファイルに出力され，インス
トールディレクトリ ¥logに 5ファイルまで保存されます。

削除を実行するたびに，ログファイルには cltdel.log，cltdel.log1，cltdel.log2，
cltdel.log3，cltdel.log4というファイル名が順次付けられます。ファイルが cltdel.log4
まで作成されると，古いファイルが順次上書きされます。必要に応じて参照してくださ
い。

9.2.4　システム構成情報の自動メンテナンス運用時の注意事
項

●削除したホストがあて先としてジョブ定義に残っていても，そのあて先は削除されま
せん。

●次の場合，クライアントをシステム構成情報に登録した直後は，インベントリ情報の
最終更新日時が空欄になり，インベントリ情報を取得していないクライアントとして
扱われます。
• バージョン 06-51のクライアントで，システム構成の自動登録時にインベントリ情
報を通知しない場合

• バージョン 06-01以前のクライアントの場合
• クライアントをシステム構成情報に手動で追加した場合
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システム構成情報の自動メンテナンスを実行する前に，「システム構成情報の手動メン
テナンス」機能などを利用して，このようなクライアントを検出し，インベントリ情
報の取得ジョブを実行しておいてください。また，インベントリ情報の取得は，定期
的に実行することをお勧めします。

●中継マネージャでシステム構成情報の自動メンテナンスを実施している場合は，その
中継マネージャの上位システムから「システム構成情報の取得」ジョブを定期的に実
行して，システム全体のシステム構成情報を一致させてください。

●オフラインマシンも，システム構成情報の自動メンテナンスの対象になります。オフ
ラインマシンのインベントリ情報は定期的に更新されないため，システム構成情報の
自動メンテナンスでシステム構成から削除されてしまうことがあります。このような
場合に備えて，オフラインマシンからインベントリ情報を取得してきた媒体を，保管
しておくことをお勧めします。または，システム構成情報を手動でメンテナンスして，
オフラインマシンが削除されないようにしてください。
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9.3　あて先グループの自動メンテナンス
新たに追加されたホストや移設されたホストを自動的に検知し，あらかじめ作成してお
いたグルーピング条件（ポリシー）に従ったあて先グループに自動的に振り分けること
ができます。これをあて先グループの自動メンテナンスと呼びます。

ここでは，あて先グループのポリシーを設定する方法やあて先グループにポリシーを一
括して反映する方法について説明します。また，あて先グループにポリシーを設定する
運用例についても説明します。

9.3.1　あて先グループのポリシーを設定する
あて先グループのポリシーを設定する方法を次に示します。

なお，ポリシー設定時にあて先グループ名を指定する際には，「8.2.2　グループ名の付け
方」を参照してください。

1.［あて先］ウィンドウで，［オプション］－［あて先グループ /IDの自動メンテナンス］
を選択する。
［ポリシーの設定］ダイアログボックスが表示されます。
［ファイル］－［グループの新規作成］を選択し，［あて先グループの作成］ダイアロ
グボックスを表示させ，「あて先グループのポリシーの作成」を実行してもこのダイ
アログボックスを表示できます。

図 9-14　［ポリシーの設定］ダイアログボックス

［ポリシーの設定］ダイアログボックスには，条件が半角で 260文字（全角で 130文
字）まで表示されます。260文字を超えた部分は表示されませんが，条件として正し
く設定されています。
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新規にポリシーを設定したい場合は，［追加］ボタンをクリックしてください。
既存のポリシーを変更したい場合は，変更したいポリシーを選択して［変更］ボタン
をクリックしてください。一覧表示内の「グループ名称」および「経路」をダブルク
リックすると，直接編集することもできます。
既存のポリシーを削除したい場合は，削除したいポリシーを選択して［削除］ボタン
をクリックしてください。なお，ポリシーを削除しても，そのポリシーによって作成
されたあて先グループは削除されません。また，ポリシーによって登録されたホスト
も，あて先グループからは削除されません。

2.［追加］ボタンをクリックする。
［メンテナンス対象の選択］ダイアログボックスが表示されます。

図 9-15　［メンテナンス対象の選択］ダイアログボックス

3.「あて先グループの自動メンテナンス」を選択し，［次へ］ボタンをクリックする。
［ポリシー種別の選択］ダイアログボックスが表示されます。
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図 9-16　［ポリシー種別の選択］ダイアログボックス

4. 設定したいポリシー種別を選択し，［次へ］ボタンをクリックする。

5. 表示されたダイアログボックスでポリシーを設定する。
選択した項目ごとに，表示されるダイアログボックスが異なります。各ダイアログ
ボックスでの設定については，次の表に示す (1)～ (4)を参照してください。

6. ポリシーの設定が完了したら，［次へ］ボタンをクリックする。
［ポリシーの確認］ダイアログボックスが表示されます。

選択項目 参照先

IPアドレスによるグルーピング (1)　［IPアドレスによるグルーピング］ダイアログ
ボックスでの設定

新規作成ホストによるグルーピング (2)　［新規作成ホストによるグルーピング］ダイアロ
グボックスでの設定

OS種別によるグルーピング (3)　［OS種別によるグルーピング］ダイアログボック
スでの設定

ユーザインベントリ項目によるグルーピング (4)　［ユーザインベントリ項目によるグルーピング］
ダイアログボックスでの設定
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図 9-17　［ポリシーの確認］ダイアログボックス

［ポリシーの確認］ダイアログボックスには，条件が半角で 260文字（全角で 130文
字）まで表示されます。260文字を超えた部分は表示されませんが，条件として正し
く設定されています。

あて先グループに追加されるホストの種別
ポリシーによって追加されるホストの種別を選択します。「クライアントだけ」
を指定した場合，中継マネージャおよび中継システムと同じ PC上のクライアン
トは対象外になります。中継マネージャおよび中継システムへの配布やインベン
トリ情報の取得が不要な場合に選択してください。
　

7.［完了］ボタンをクリックする。
ポリシーが作成され，［ポリシーの一括反映］ダイアログボックスが表示されます。
ただし，作成したポリシーの種別が新規作成ホストの場合は，このダイアログボック
スは表示されないで，［ポリシーの設定］ダイアログボックスに戻ります。

図 9-18　［ポリシーの一括反映］ダイアログボックス

［ポリシーの一括反映］ダイアログボックスでは，追加，変更したポリシーを即時に
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一括反映するかどうか選択します。
［今すぐ実行する］ボタンをクリックすると，追加，変更したポリシーを即時にあて
先グループに一括反映します。［あとで実行追加，変更する］ボタンをクリックする
と，［ポリシーの設定］ダイアログボックスに戻ります。
なお，複数のポリシーが同じあて先グループに登録する設定になっていても，エラー
にはなりません。

図 9-19　［ポリシーの設定］ダイアログボックス

（1） ［IPアドレスによるグルーピング］ダイアログボックスでの設定

指定した IPアドレスの範囲でクライアントをグルーピングします。一括指定と範囲指定
が選択できます。

［一括指定］パネル
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図 9-20　［一括指定］パネル

あて先グループ名称と IPアドレスを指定します。IPアドレスの指定に「*」をワイ
ルドカードとして使用してください。
例えば，「172.20.20.*」と指定した場合，「172.20.20.0～ 172.20.20.255」の IPア
ドレスがグルーピングされます。
［追加］ボタンをクリックすると，一覧表示に条件が追加されます。IPアドレスに
よるグルーピングでは，複数の異なる条件を設定することができます。既存の条件
を削除するには［削除］ボタンをクリックしてください。

［範囲指定］パネル
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図 9-21　［範囲指定］パネル

IPアドレスを範囲指定できます。ポリシーの追加時，「あて先グループ名称」には，
デフォルトの上位の経路として「IPアドレス ¥Default」が表示されます。

［経路参照］ボタン
各タブで［経路参照］ボタンをクリックすると，［グループ一覧］ダイアログボック
スが表示されます。
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図 9-22　［グループ一覧］ダイアログボックス

現在のあて先グループの一覧がツリー表示され，あて先グループの経路を設定でき
ます。

（2） ［新規作成ホストによるグルーピング］ダイアログボックスでの設
定

システム構成情報に新規に登録されたホストをグルーピングします。このポリシーを
使ったあて先グループは一つしか設定できません。
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図 9-23　［新規作成ホストによるグルーピング］ダイアログボックス

ポリシーの追加時，「あて先グループ名称」には，デフォルトとして「新規作成ホスト」
が表示されます。

［経路参照］ボタンをクリックすると，(1)で説明した［グループ一覧］ダイアログボッ
クスが表示され，経路を指定できます。

（3） ［OS種別によるグルーピング］ダイアログボックスでの設定

システム情報の「OS種別」単位でクライアントをグルーピングします。
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図 9-24　［OS種別によるグルーピング］ダイアログボックス

チェックボックスがオンの OS種別が，グルーピングの対象となります。OS種別ごとの
あて先グループ名は任意に設定できます。複数の OS種別に対して同じあて先グループ
名を設定すれば，複数の OS種別のホストを一つのあて先グループで管理することもで
きます。

ポリシーの追加時，デフォルトの上位の経路として「OS種別 ¥」が表示されます。

［経路参照］ボタンをクリックすると，(1)で説明した［グループ一覧］ダイアログボッ
クスが表示され，経路を指定できます。

［全選択］ボタンをクリックすると，すべての OS種別のチェックがオンになります。
［全選択解除］ボタンをクリックすると，すべての OS種別のチェックがオフになりま
す。

「OSサブバージョンレベルまでグルーピングする」チェックボックスをオンにすると，
OS種別のあて先グループの配下に，Service Packなどの OSサブバージョン単位でグ
ルーピングされるようになります。ただし，システム情報の「OSサブバージョン」の値
を取得できない場合は，OS種別のあて先グループに登録されます。「OSサブバージョ
ン」の値が半角で 32文字（全角で 16文字）を超えた場合は，あて先グループ名は
「unknown」となります。

（4） ［ユーザインベントリ項目によるグルーピング］ダイアログボック
スでの設定

ユーザインベントリ項目でクライアントをグルーピングします。クライアントから入力
されたユーザインベントリ情報をあて先グループ名に設定し，グルーピングします。表
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示されるユーザインベントリ項目は自管理項目および共通管理項目だけです。このポリ
シーは 16個まで作成できます。

図 9-25　［ユーザインベントリ項目によるグルーピング］ダイアログボックス

ユーザインベントリ項目を階層別に指定することによって，作成されるあて先グループ
を階層化できます。ただし，設定できる階層は 6階層までです。

［経路参照］ボタンをクリックすると，(1)で説明した［グループ一覧］ダイアログボッ
クスが表示され，経路を指定できます。

なお，あて先グループの自動メンテナンスでは，クライアントで入力するユーザインベ
ントリ情報について，次の制限事項があります。

●半角で 32文字（全角で 16文字）を超えるユーザインベントリ情報は，あて先グルー
プとして扱われません。

●次に示す半角記号とタブ文字は使用できません。
「¥」「/」「*」「"」「'」「:」「;」「,」「&」「!」「|」「.」「<」「>」「?」「@」「%」

●文字列の末尾の半角スペースは無視されます。

●データの途中にスペースは使用できません。

●あて先のグルーピング時には，大文字と小文字の区別がありません。

●ポリシーでの階層が異なるユーザインベントリ項目には，同じユーザインベントリ情
報を指定できません。あて先グループ名はユニークな必要があるため，ユーザインベ
ントリ情報が同じ場合，あて先グループが作成されません。
［n階層目に設定］ボタンをクリックすると，選択したユーザインベントリ項目を n階
層目のあて先グループとして設定します。設定後，ボタン名が［n階層目を解除］に
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変わります。［n階層目を解除］ボタンをクリックすると，設定した階層が解除されま
す。下位項目がある場合は，下位項目すべてが解除されます。
なお，ユーザインベントリ情報のデータ内にスペースが入力された場合，ポリシーで
指定したとおりのあて先グループを作成することができません。ご注意ください。

●上位システムで共通管理項目のユーザインベントリ項目を削除・変更した場合，その
項目が中継するシステムでポリシーに設定されていても中継するシステムにユーザイ
ンベントリ項目の変更・削除は反映されません。このような場合，不正なユーザイン
ベントリ項目が中継するシステムのポリシーに設定され，自動メンテナンスが正しく
実行されなくなるおそれがあります。

9.3.2　あて先グループにポリシーを一括反映する
あて先グループに既存のポリシーを一括反映する方法を次に示します。なお，あて先グ
ループに一括反映できるのはシステム構成情報に登録済みのホストです。新規作成ホス
トは一括反映できません。

1.［あて先］ウィンドウで，［オプション］－［あて先グループ /IDの自動メンテナンス］
を選択する。
［ポリシーの設定］ダイアログボックスが表示されます。
［ファイル］－［グループの新規作成］を選択し，［あて先グループの作成］ダイアロ
グボックスを表示させ，「あて先グループのポリシーの作成」を実行してもこのダイ
アログボックスを表示できます。

図 9-26　［ポリシーの設定］ダイアログボックス

2.［ポリシーの一括反映］ボタンをクリックする。
［ポリシーの一括反映］ダイアログボックスが表示されます。
385



9.　システム構成情報とあて先のグループをメンテナンスする
図 9-27　［ポリシーの一括反映］ダイアログボックス

3. 一括反映したいポリシー種別を次の種類から選択し，［実行］ボタンをクリックする。

すべてのポリシー
［ポリシーの設定］ダイアログボックスのポリシー一覧に表示されているすべて
のポリシーを，あて先グループに一括反映します。ただし，新規作成ホストを条
件とするポリシーは反映しません。
なお，IDのポリシーは種別に関係なく，一括反映しません。

ポリシー種別ごとに一括反映をする
一括反映するポリシー種別を次の中から選択します。複数のポリシー種別を選択
できます。
・IPアドレス
・OS種別
・ユーザインベントリ

ポリシー種別を選択後，［実行］ボタンをクリックしてください。選択したポリシー
に従って，システム構成情報に登録されているホストがあて先グループに振り分けら
れます。

（1） 新規作成ホストを即時にグルーピングする方法

設定したポリシーに従って，新規作成ホストを即時にあて先グループへ反映したい場合
は，次の方法で更新してください。

● IPアドレスによるグルーピング
中継マネージャおよび中継システムに対して，「システム構成の取得」ジョブを実行し
てください。中継マネージャと同じ PC上のクライアントの場合，［あて先］ウィンド
ウの［ファイル］－［あて先の新規作成］から追加してください。

●新規作成ホストによるグルーピング
［システム構成］ウィンドウの［オプション］－［検索］で日付による検索を実行後，
検索したホストをあて先グループへ登録してください。

● OS種別によるグルーピング
「システム情報の取得」ジョブを再度実行してください。
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●ユーザインベントリ項目によるグルーピング
「ユーザインベントリ情報の取得」ジョブを再度実行してください。

（2） あて先グループのバックアップを保存する方法

あて先グループのバックアップを保存したい場合は，［あて先］ウィンドウで，バック
アップとして保存したいあて先グループの名称を変更してください。名称を変更すると，
変更後の名称のあて先グループは自動メンテナンスされなくなるので，バックアップと
して保存できます。名称を変更してからホストの追加や変更があった場合には，ポリ
シーの設定に従い，変更前の名称のあて先グループが再度作成され，以降，更新されま
す。

9.3.3　ユーザインベントリ項目によるグルーピング例
ユーザインベントリ項目をポリシーに設定した場合のグルーピング例を，次の図に示し
ます。なお，ここでは「ソフトウェア事業部」に所属するクライアントを例としていま
す。
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図 9-28　ユーザインベントリ項目によるグルーピング例（1）

図 9-28のグルーピング結果について，次に説明します。

● clt01は，ポリシーの設定に従って，「課名」の直下に追加されます。

● clt02は，「役職」が「部長」であるため，「課名」がありません。この場合は，「課名」
に対応する階層が繰り上げられ，「部名」の直下に clt02が追加されます。

● clt03は，所属する「検査部」が「ソフトウェア事業部」の直属であるため，「本部名」
がありません。この場合も clt02と同様に，「本部名」に対応する階層が繰り上げら
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れ，最上位に「部名」が追加されて，「部名」の下に「課名」が，「課名」の下に clt03
が追加されます。

● clt04は，図 9-28のポリシー設定ではグルーピングされません。clt04がグルーピング
されるようにするには，例えば，ポリシーを次のように設定する方法があります。
• ポリシーの 4階層目に「役職」を設定
• ポリシーの 1階層目として「事業部名」を挿入

それぞれの設定でグルーピングし直した結果を，次の図に示します。

図 9-29　ユーザインベントリ項目によるグルーピング例（2）
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9.4　IDの自動メンテナンス

IDにポリシーを設定して，自動的にクライアントを IDに登録する運用を，IDの自動メ
ンテナンスと呼びます。

ここでは，IDにポリシーを設定する方法と，IDの自動メンテナンス運用時の注意事項
について説明します。

9.4.1　IDのポリシーを設定する
IDのポリシーは，IDを管理するマネージャまたは ID管理中継に指定された中継マネー
ジャから設定できます。IDのポリシーを設定する方法を次に示します。

1.［あて先］ウィンドウで，［オプション］－［あて先グループ /IDの自動メンテナンス］
を選択する。
［ポリシーの設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 9-30　［ポリシーの設定］ダイアログボックス

2.［追加］ボタンをクリックする。
既存のポリシーを変更したい場合は，変更したいポリシーを選択して［変更］ボタン
をクリックしてください。ポリシーを削除したい場合は，削除したいポリシーを選択
して［削除］ボタンをクリックしてください。
［追加］ボタンをクリックすると，［メンテナンス対象の選択］ダイアログボックスが
表示されます。
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図 9-31　［メンテナンス対象の選択］ダイアログボックス

「IDの自動メンテナンス」を選択してください。

3.［次へ］ボタンをクリックする。
［ポリシー種別の選択］ダイアログボックスが表示されます。

図 9-32　［ポリシー種別の選択］ダイアログボックス

4. 設定したいポリシー種別を選択し，［次へ］ボタンをクリックする。
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5. 表示されたダイアログボックスでポリシーを設定する。
選択した項目ごとに，表示されるダイアログボックスが異なります。各ダイアログ
ボックスでの設定については，次の表に示す (1)または (2)を参照してください。

6.［次へ］ボタンをクリックする。
［ポリシーの確認］ダイアログボックスが表示されます。

図 9-33　［ポリシーの確認］ダイアログボックス

ポリシーを設定する IDを確認してください。変更する場合は，［戻る］ボタンをク
リックして IDを選択し直してください。

7.［完了］ボタンをクリックする。
設定されたポリシーが，［ポリシーの設定］ダイアログボックスに表示されます。

選択項目 参照先

新規作成ホストによる ID登録 （1）　［新規作成ホストによる ID登録］ダイアログ
ボックスでの設定

ユーザインベントリ項目による ID登録 （2）　［ユーザインベントリ項目による ID登録］ダイ
アログボックスでの設定
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図 9-34　［ポリシーの設定］ダイアログボックス

（1） ［新規作成ホストによる ID登録］ダイアログボックスでの設定

システム構成情報に新規に登録されたホストを自動的に IDに登録します。このポリシー
は一つだけ設定できます。

図 9-35　［新規作成ホストによる ID登録］ダイアログボックス

［参照］ボタンをクリックすると，［ID一覧］ダイアログボックスが表示されます。ポリ
シーを設定する IDを選択します。
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また，IDを新規作成する場合は，［ID一覧］ダイアログボックスの［IDの作成］ボタン
をクリックしてください。

（2） ［ユーザインベントリ項目による ID登録］ダイアログボックスでの
設定

クライアントから通知されたユーザインベントリ情報を基に，クライアントを IDに登録
します。ポリシーに指定できるのは，自管理項目および共通管理項目だけです。設定で
きるポリシー数に上限はありません。

なお，ID自動メンテナンスの実行に掛かる時間は，設定したポリシー数によって異なり
ます。IDの自動メンテナンスの実行に掛かる時間の見積もり式を次に示します。

（ポリシーによって登録される ID数× 15）＋（登録先 IDに実行されているジョブ数×
50）＋ 20　（単位：ミリ秒）

図 9-36　［ユーザインベントリ項目による ID登録］ダイアログボックス

［ユーザインベントリ項目による ID登録］ダイアログボックスでの設定方法を次に示し
ます。

1. 設定したい「ユーザインベントリ項目」欄の選択項目を選択して［>］ボタンをク
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リックする。
選択した選択項目を「条件」欄に追加します。条件は 10個まで設定できます。なお，
一つのポリシー内で，同じユーザインベントリ項目は複数指定できません。
「条件」欄から選択項目を削除したい場合は，削除したい選択項目を選択して［<］ボ
タンをクリックしてください。

2.［参照］ボタンをクリックする。
［ID一覧］ダイアログボックスが表示されます。ポリシーを設定する IDを選択して
ください。
また，IDを新規作成する場合は，［ID一覧］ダイアログボックスの［IDの作成］ボ
タンをクリックしてください。

3.［追加］ボタンをクリックする。
「条件」欄で指定したポリシーを「ポリシー一覧」に追加します。
ポリシーを削除したい場合は，削除したいポリシーを選択して［削除］ボタンをク
リックしてください。

9.4.2　IDの自動メンテナンス運用時の注意事項
IDの自動メンテナンス運用時の注意事項を次に示します。

●同じポリシーは複数設定できません。

● IDの自動メンテナンスでは，IDのパスワードの有無に関係なく自動的にクライアン
トが登録されます。

●中継マネージャおよび中継システムは，IDの自動メンテナンスの対象外となります。
これらを IDに登録するには，手動で IDに登録する必要があります。

● IDジョブは，クライアントが IDに登録されたあとで再度上位システムと通信が発生
したタイミングで実行されます。そのため，IDジョブを実行してから IDの自動メン
テナンスを使用する場合，クライアントが自動的に IDに登録されますが，IDジョブ
が実行されるタイミングはクライアントによって異なります。
クライアントが IDに登録されたタイミングで IDジョブを実行したいときは，クライ
アント側で次の操作を実施してください。
1.［スタート］メニューの［IDへの登録］アイコンから［IDへの登録］ダイアログ
ボックスを表示して，IDに登録されたことを確認する。

2.［スタート］メニューの［ジョブ実行］アイコンを選択して，IDジョブを受信す
る。

● IDが削除された場合，その IDを指定したポリシーも自動的に削除されます。ただ
し，ポリシーを設定中にほかのリモートインストールマネージャから IDが削除され
たときは，その IDを指定したポリシーは自動的には削除されません。このような場
合，そのポリシーを削除するか IDの指定を変更してください。指定した IDが存在し
ないため，自動メンテナンスの対象外となります。
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●ポリシーを削除しても，IDに登録済みのクライアントは IDから解除されません。

●上位システムで共通管理項目のユーザインベントリ項目を削除・変更した場合，その
項目が中継するシステムでポリシーに設定されていても中継するシステムにユーザイ
ンベントリ項目の変更・削除は反映されません。このような場合，不正なユーザイン
ベントリ項目が中継するシステムのポリシーに設定され，IDの自動メンテナンスが正
しく実行されなくなるおそれがあります。

●中継マネージャで，上位システムで作成された共通管理項目のユーザインベントリ項
目と IDをポリシーに設定する場合，上位システムと同じ条件で，登録先の IDが異な
る設定はしないでください。

●ポリシーを設定中に IDを新規に作成し，さらにその IDを ID管理中継で管理する場
合，ポリシーの設定が完了する前に中継するシステムが ID管理中継に設定される必
要があります。中継するシステムが管理中継に設定されたことを確認してからポリ
シーの設定を完了してください。
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9.5　ポリシーをファイルから作成する
あて先グループおよび IDの自動メンテナンスのポリシーを，テキスト形式ファイルに出
力できます。複数のポリシーを作成し，目的に合わせてファイルを入力することで，ポ
リシーを一括して設定できます。また，ポリシーを出力したテキスト形式ファイルを編
集することで，既存のポリシーの設定を流用してポリシーを新規に作成できます。

ポリシーの設定を記載したファイルを自動メンテナンスポリシーファイルと呼びます。

ここでは自動メンテナンスポリシーファイルの入出力方法と，編集方法について説明し
ます。

9.5.1　自動メンテナンスポリシーファイルの入出力方法
自動メンテナンスポリシーファイルは，［ポリシーの設定］ダイアログボックスの［ファ
イルから追加］ボタンおよび［ファイル出力］ボタンから入出力できます。

図 9-37　［ポリシーの設定］ダイアログボックス

［ファイルから追加］ボタン
［ファイルから追加］ボタンをクリックすると，［自動メンテナンスポリシーの追加］
ダイアログボックスが表示されます。入力対象の自動メンテナンスポリシーファイ
ルを指定して，［開く］ボタンをクリックすると，ファイルに記述された内容でポリ
シーが追加されます。
なお，自動メンテナンスポリシーファイルの入力には，次の注意事項があります。
• 自動メンテナンスポリシーファイルでユーザが入力したコメントは，ファイル入
力時に消去されます。そのため，ファイル出力時には出力されません。

• ポリシー種別によって設定できる数に制限があります。［ポリシーの設定］ダイア
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ログボックスの［追加］ボタンからポリシーを作成した場合，ポリシー種別の制
限数に達すると，ポリシーの作成は自動的に制限されます。自動メンテナンスポ
リシーファイル上で制限数より多いポリシー種別を作成した場合，ファイル入力
時にエラーメッセージが表示され，自動メンテナンスポリシーファイルのポリ
シーは反映されません。ポリシー種別の制限数を次の表に示します。

表 9-1　ポリシー種別の制限数

［ファイル出力］ボタン
［ファイル出力］ボタンをクリックすると，［自動メンテナンスポリシーの出力］ダ
イアログボックスが表示されます。格納先ディレクトリを指定して，［保存］ボタン
をクリックするとファイルが出力されます。

9.5.2　自動メンテナンスポリシーファイルの編集方法
自動メンテナンスポリシーファイルは，「//」で始まるコメントおよび <POLICY>と </
POLICY>のタグに囲まれたポリシーによって構成されます。

自動メンテナンスポリシーファイルの出力例を次の図に示します。

自動メンテナンス種別 ポリシー種別 制限数

あて先グループ 新規作成ホスト 1

ユーザインベントリ項目 16

ID 新規作成ホスト 1
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図 9-38　自動メンテナンスポリシーファイルの出力例

<POLICY>と </POLICY>内のタグの記述を変更することで，ポリシーの設定を変更で
きます。

自動メンテナンスポリシーファイルで使用するタグを次の表に示します。

表 9-2　自動メンテナンスポリシーファイルで使用するタグ

（凡例）○：該当する　×：該当しない

次に，<POLICY>と </POLICY>内に記述するタグの記述ルール，説明形式，および詳
細な記述方法について説明します。

タグ 説明 必須のタグ

<DEST> 自動メンテナンスの種別を設定します。 ○

<KIND> ポリシーの種別を指定します。 ○

<COND> 選択したポリシー種別の条件を設定します。 ×

<PATH> あて先グループのグルーピングを実行する経路を設定
します。

×

<NAME> あて先グループ /ID名を設定します。 ×

<TARGET> ホスト種別を設定します。 ×

<SUBVER> OSのサブバージョンを設定します。 ×
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（1） タグの記述ルール

タグを記述するときの記述ルールを説明します。

●タグは，半角英大文字，半角の記号，および半角スペースで記述します。

●タグおよび値は複数行にわたって記述できません。

●タグと同じ行にコメントは記述できません。

●コメントまたはタグは，<POLICY>および </POLICY>の行に記述できません。

●タグの値は省略できません。

● <POLICY>と </POLICY>内のタグの記述順序は任意です。

（2） タグの説明形式

自動メンテナンスポリシーファイルの各タグを次の形式で説明します。

形式
タグの記述形式を示します。

説明
タグの記述方法を説明します。

注意事項
タグを記述するときの注意事項を説明します。

記述例
タグの値が数字以外の場合，記述例を示します。

（3） <DEST>（自動メンテナンス種別の設定）

自動メンテナンス種別を設定します。このタグは必ず設定してください。

形式
<DEST>自動メンテナンス種別

説明
自動メンテナンス種別を，0または 1で指定してください。

注意事項
• 0または 1以外の値は指定できません。
• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

自動メンテナンス種別 値

あて先グループ 0

ID 1
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（4） <KIND>（ポリシー種別の設定）

ポリシー種別を指定します。このタグは必ず設定してください。

形式
<KIND>ポリシー種別

説明
ポリシー種別を，0～ 3で指定してください。なお，<DEST>の値によって，ポリ
シー種別に指定できる値が異なります。

注意事項
• 上記以外の組み合わせはできません。
• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

（5） <COND>（条件の設定）

<KIND>で指定したポリシー種別の条件を設定します。

なお，<DEST>と <KIND>の値によって記述するタグが異なります。

<DEST>および <KIND>の組み合わせに応じて記述するタグを次の表に示します。

各タグの記述方法を次に示します。

（a）<COND IP_ADRESS>（IPアドレスの設定）

あて先グループの自動メンテナンスの条件に IPアドレスを設定する場合に，自動メンテ
ナンスの対象となる IPアドレスの範囲を指定します。

<DEST>の値 ポリシー種別 値

0（あて先グループ） IPアドレス 0

新規作成ホスト 1

OS種別 2

ユーザインベントリ項目 3

1（ID） 新規作成ホスト 1

ユーザインベントリ項目 3

<DEST>の値 <KIND>の値 記述するタグ

0（あて先グループ） 0（IPアドレス） <COND IP_ADRESS>

2（OS種別） <COND OS>

3（ユーザインベントリ項目） <COND USER>

1（ID） 3（ユーザインベントリ項目） <COND USER_VALUE>
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形式
<COND IP_ADRESS>IPアドレスの範囲

説明
IPアドレスの範囲を，「-」（ハイフン）でつないで指定してください。
IPアドレスに指定できる範囲は，0.0.0.0～ 255.255.255.254です。
一けたまたは二けたの値の場合は，値の前に 0は不要です。

注意事項
• 必ず値が小さい IPアドレスを「-」の前に，値が大きい IPアドレスを「-」の後に
記述してください。

•「-」の前後に半角スペースおよびタブは記述できません。
• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

記述例
• <COND IP_ADRESS>178.10.10.0-178.10.10.255

（b）<COND OS>（OS種別の設定）

あて先グループの自動メンテナンスの条件に OS種別を設定する場合に，自動メンテナ
ンスの対象となる OS種別を指定します。

形式
<COND OS>OS種別

説明
OS種別を，0～ 20で指定してください。一度に指定できる値は，一つだけです。

OS種別 値

Windows 95 0

Windows 98 1

Windows Me 2

Windows NT 3

Windows 2000 4

Windows XP 5

Windows Server 2003 6

MS-DOS+Windows 7

Windows CE 8

Windows CE .NET 9

HP-UX 10

Solaris 11

AIX 12

HP Tru64 UNIX 13
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注意事項
• 複数の OS種別をポリシーに設定したい場合は，異なるポリシーを作成してくだ
さい。

• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

（c） <COND USER>（ユーザインベントリ項目の設定（あて先グループ））

あて先グループの自動メンテナンスの条件にユーザインベントリ項目を設定する場合に，
自動メンテナンスの対象となるユーザインベントリ項目を指定します。

形式
<COND USER>ユーザインベントリ項目（1階層目）,・・・,ユーザインベントリ
項目（6階層目）

説明
ユーザインベントリ項目を，階層ごとに「,」（コンマ）で区切って指定してくださ
い。ユーザインベントリ項目は 6階層まで指定できます。

注意事項
• ユーザインベントリ項目の値には，半角スペースおよびタブだけを記述すること
はできません。

• 最後の階層の後には，「,」は付けられません。
•「,」と「,」間に何も記述されていない場合，エラーとなります。
• 末尾の半角スペースは無視されます。

記述例
• <COND USER>本部名 ,部名 ,社員番号

（d）<COND USER_VALUE>（ユーザインベントリ項目の設定（ID））

IDに自動メンテナンスの条件にユーザインベントリ項目を設定する場合に，IDへの登
録の対象となるユーザインベントリ項目とユーザインベントリ項目の選択項目を指定し
ます。

形式
<COND USER_VALUE>ユーザインベントリ項目 ,ユーザインベントリ項目の選択
項目

説明

HI-UX/WE2 14

Linux 15

Windows Vista 19

Windows Server 2008 20

OS種別 値
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ユーザインベントリ項目とユーザインベントリ項目の選択項目を「,」（コンマ）で区
切って指定してください。一つのポリシー内に同時に 10個まで設定できます。

注意事項
• ユーザインベントリ項目の値には，半角スペースおよびタブだけを記述すること
はできません。

• 末尾の半角スペースは無視されます。

記述例
<COND USER_VALUE>本部 ,ソフトウェア開発部
<COND USER_VALUE>部 ,公共部
<COND USER_VALUE>課 ,第 1課

（6） <PATH>（経路の設定）

あて先グループが作成される経路を設定します。

形式
<PATH>経路

説明
グループが作成される経路を指定してください。
複数の経路を「¥」で区切って指定することもできます。各経路は 32バイト以内で
指定してください。複数の経路を指定する場合 ,あて先グループ名および区切り文字
の「¥」を含めて 190バイトまで記述できます。
また，経路の名称には，「¥」「/」「*」「"」「'」「:」「!」「|」「.」「<」「>」「?」「@」
「%」および半角スペースは使用できません。

注意事項
• <DEST>1を指定した場合，<PATH>を指定しても無視されます。
• それぞれの経路で，同じ経路名は指定できません。
• 新しい経路を記述した場合，自動メンテナンス実行時に新たに経路が作成されま
す。

• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

記述例
<PATH>¥group1¥group2¥group

（7） <NAME>（あて先グループ名または ID名）

自動メンテナンスの対象となる，あて先グループ名または ID名を設定します。

形式
<NAME>あて先グループ名または ID名

説明
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あて先グループ名または ID名を記述してください。あて先グループ名および ID名
は 32バイト以内で指定してください。ただし，「¥」「/」「*」「"」「'」「:」「!」「|」
「.」「<」「>」「?」「@」「%」および半角スペースは使用できません。

注意事項
• <DEST>0を指定し，<KIND>の入力値が 0，1，および 2の場合は，必ずあて先
グループ名を指定してください。

• <DEST>1を指定した場合，必ず ID名を入力してください。
• 経路で指定したあて先グループ名と同じ名称は指定できません。
• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

（8） <TARGET>（ホスト種別の設定）

自動メンテナンスの対象となるホスト種別を設定します。このタグは省略できます。

形式
<TARGET>ホスト種別

説明
ホスト種別を，0または 1で指定してください。

注意事項
• <KIND>の値が 0および 2の場合は，<TARGET>の値を統一してください。
• タグを省略した場合，<DEST>0を指定していると自動的に 0が指定されます。

<DEST>1を指定していると自動的に 1が指定されます。
• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

（9） <SUBVER>（OSサブバージョンの有無の設定）

ポリシー種別に OS種別を指定している場合の，OSサブバージョンの有無を設定しま
す。このタグは省略できます。

<SUBVER>はポリシー種別に OS種別を選択した場合だけ指定できます。

形式
<SUBVER>OSサブバージョンの有無

説明
OSサブバージョンの有無を，0または 1で指定してください。

ホスト種別 値

すべてのホスト 0

クライアントだけ 1

OSサブバージョンの有無 値

無 0
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注意事項
• タグを省略した場合，自動的に 0が指定されます。
• OS種別以外のポリシー種別を選択した場合，このタグは指定しても無視されま
す。

• 値の前後の半角スペースおよびタブは無視されます。

9.5.3　ポリシーの作成例
あて先グループの自動メンテナンスで，IPアドレスの範囲が 100.0.0.0～ 100.0.0.255の
クライアントを，経路が「開発部」のあて先グループ「第 1グループ」に登録するポリ
シーを設定する場合，自動メンテナンスポリシーファイルには次のように指定します。

図 9-39　自動メンテナンスポリシーファイルの作成例

また，このポリシーをコピーして，IPアドレスの範囲，あて先グループ名などを変更す
ることで，IPアドレスを条件にした異なるポリシーを作成できます。このように，既存
のポリシーをコピーして編集することで，効率良く複数の自動メンテナンスポリシーを
作成できます。

有 1

OSサブバージョンの有無 値
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9.6　システム構成情報の削除履歴を管理する
JP1/NETM/DM Managerでは，いつ，どのような契機で，各システムがシステム構成情
報から削除されたか，その削除履歴を管理できます。

システム構成情報の削除履歴を管理するには，JP1/NETM/DM Managerのセットアップ
で，次の設定をしてください。

JP1/NETM/DM Managerのセットアップ
［システム構成関連］パネルの「削除履歴を保管する」チェックボックスをオンにし
てください。

9.6.1　削除履歴の表示
システム構成情報の削除履歴は，［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスに
表示されます。［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスは，［ファイル］－
［システム構成情報の削除履歴］を選択して，表示します。リモートインストールマネー
ジャのどのウィンドウからでも表示できます。

図 9-40　［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックス

［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスには，システム構成情報である「あ
て先」，「サブキー」，「経路」に加えて，次の 2項目が，削除されたホストごとに表示さ
れます。

削除要因
システム構成情報からホストが削除された要因が，次の三つに分けて表示されます。
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削除日時
システム構成情報からホストが削除された日時です。

［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスには，次の項目を追加表示すること
もできます。

ホスト識別子，MACアドレス，コメント，作成日時，更新日時

追加表示するには，右クリックして表示されるメニューから［表示する情報］を選択し
たあと，表示項目を選択します。

［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスは，ダイアログボックス枠をドラッ
グして，見やすいサイズに変更できます。また，各列名をクリックするたびに，昇順，
降順のソートが繰り返されます。

9.6.2　削除履歴の CSV形式ファイルへの出力
システム構成情報の削除履歴を CSV形式ファイルへ出力できます。ホストごとに次の情
報が出力されます。

ホスト名称，IPアドレス，ホスト識別子，MACアドレス，タイプ，経路，コメント，
削除要因，削除日時，作成日時，更新日時

削除履歴を CSV形式ファイルへ出力する方法は，次のとおりです。

1.［ファイル］－［システム構成情報の削除履歴］を選択する。
［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスが表示されます。

2.［CSV出力］ボタンをクリックする。
［削除履歴の CSV出力］ダイアログボックスが表示されます。

3. ファイルを保存する場所とファイル名を指定し，［保存］ボタンをクリックする。
指定したファイルに，削除履歴が CSV形式で保存されます。
CSV形式ファイルの出力を途中で中止する場合は，［中止］ボタンをクリックしてく

削除要因 意味

アンインストール結果受信
による削除

• クライアント，中継システム，または中継マネージャからアンインス
トールが通知された。

•「システム構成情報の取得」ジョブによって，ホストが削除された。

管理者による削除 •［システム構成］ウィンドウから，クライアント，中継システム，お
よび中継マネージャを手動で削除した。

• システム構成情報の自動または手動メンテナンスによって，クライア
ントを削除した。

上位マネージャの指示によ
る削除

• 下位システムが接続先を変更したとき，中継マネージャが上位マネー
ジャから，旧経路に残っている下位システムのシステム構成情報の削
除通知を受信した。

• 中継マネージャが上位マネージャから，システム構成情報の自動また
は手動メンテナンスによる削除通知を受信した。
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ださい。

9.6.3　削除したホストのシステム構成情報への復元
システム構成情報の削除履歴を基に，削除したホストをシステム構成情報に復元できま
す。ただし，削除したホストのあて先グループ，ID，およびインベントリ情報は復元さ
れません。

ホスト削除時の経路が存在しない場合，同じホストがシステム構成情報に登録されてい
る場合は，復元できません。また，配布管理システムを階層化したシステムの場合，上
位マネージャから，中継マネージャ配下の中継システムおよびクライアントは復元でき
ません。

なお，削除したホストをシステム構成情報に復元しても，［システム構成情報の削除履
歴］ダイアログボックスの削除履歴からは削除されません。削除履歴は，必要に応じて，
削除してください。

削除したホストをシステム構成情報に復元する方法は，次のとおりです。

1.［ファイル］－［システム構成情報の削除履歴］を選択する。
［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスが表示されます。

2. 復元したいホストを選択し，［復元］ボタンをクリックする。
システム構成情報に復元されます。
複数のホストを選択して，一括して復元することもできます。

9.6.4　削除履歴の削除
削除履歴を基に，ホストをシステム構成情報に復元しても，［システム構成情報の削除履
歴］ダイアログボックスの削除履歴からは削除されません。削除履歴が大量に残ってい
ると，データベース容量を圧迫しますので，不要な履歴は定期的に削除することをお勧
めします。

削除履歴を削除するには，［システム構成情報の削除履歴］ダイアログボックスで，履歴
の不要なホストを選択し，［削除］ボタンをクリックします。［すべて削除］ボタンをク
リックすると，すべての削除履歴が削除されます。

なお，［システム構成］ウィンドウから手動でホストを削除した際に，インベントリ情報
を削除しない設定にしていた場合，システム構成情報からホストは削除されても，イン
ベントリ情報は残っています。このような場合には，削除履歴を削除しても，インベン
トリ情報は削除されません。
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9.7　JP1/NETM/DMがインストールされていな
いホストを検出する

配布管理システムからネットワーク上のホストを探索（ホスト探索）し，JP1/NETM/
DMがインストールされていないホスト（JP1/NETM/DM未導入ホスト）を検出するこ
とで，JP1/NETM/DMのインストール状況を確認できます。

ここでは，JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出される条件，JP1/NETM/DM未導
入ホストを検出する方法，および検出したあとの運用について説明します。

9.7.1　JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出される条件
配布管理システムに登録されているホストのMACアドレスと，ネットワーク上から探
索されたホストのMACアドレスを比較して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出しま
す。

ここでは，検出対象となるMACアドレスおよび JP1/NETM/DMのバージョンについて
説明します。

配布管理システムに登録されているMACアドレスには，次の 2種類があります。

• システム構成情報として登録されているMACアドレス
•「システム情報の取得」ジョブで取得したMACアドレス

探索されたホストのMACアドレスが，これらのMACアドレスと一致しない場合，JP1/
NETM/DMがインストールされていないと見なされ，JP1/NETM/DM未導入ホストとし
て検出されます。

また，MACアドレスを取得できない JP1/NETM/DMがインストールされているホスト
は，すべて JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出されます。そのため，JP1/NETM/
DM未導入ホストの検出結果を利用するには，MACアドレスを取得できるバージョンの
JP1/NETM/DMでシステムを構築している必要があります。MACアドレスを取得でき
る JP1/NETM/DMのバージョンを次の表に示します。

表 9-3　MACアドレスを取得できる JP1/NETM/DMのバージョン

JP1/NETM/DM バージョン

Windows版 Manager（中継マネージャ） 05-12以降※

SubManager 03-10以降※

Client 03-10以降※

UNIX版 06-71以降
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注※
インベントリ情報を管理しない運用の場合，MACアドレスを取得できるバージョンは 06-00以
降となります。
また，複数のネットワークアダプタを使用しているホストが存在する環境での運用の場合，
MACアドレスを取得できるバージョンは 06-01以降となります。

9.7.2　JP1/NETM/DM未導入ホストの検出方法
JP1/NETM/DM未導入ホストを検出するには，次の 2とおりの方法があります。

• ホスト探索を実行して検出する。
• ネットワーク構成情報ファイルを入力して検出する。

それぞれについて説明します。

（1） ホスト探索を実行して検出する

ホスト探索を実行して，探索されたホストのMACアドレスと，配布管理システムに登
録されているMACアドレスを比較して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出します。

新規に JP1/NETM/DMシステムを構築した場合や，ネットワーク上にホストが追加され
た場合などに，この方法を使用して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出してください。

ホスト探索を実行して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する流れを次に示します。

1.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスを表示する。
［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスを表示する方法について
は，「9.7.3　［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの操作」を参
照してください。

2.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスから，［ホスト探索］ダイア
ログボックスを表示する。

3. ホスト探索を実行する。
ホスト探索が完了すると，自動的に JP1/NETM/DM未導入ホストが検出されます。

4.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスに検出結果を表示する。
［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの［最新情報］ボタンをク
リックして，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を表示してください。

ホスト探索を実行して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する方法の詳細については，
「9.7.4　JP1/NETM/DM未導入ホストの検出」を参照してください。

（2） ネットワーク構成情報ファイルを入力して検出する

ホスト探索を実行する代わりに，ネットワーク構成情報ファイルを入力して JP1/NETM/
DM未導入ホストを検出できます。

ネットワーク上のホストの構成が固定されている環境や，ネットワークに負荷を掛けな
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いで運用する必要がある環境では，この方法を使用して JP1/NETM/DM未導入ホストを
検出してください。

ネットワーク構成情報ファイルを入力して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する流れ
を次に示します。

1. ネットワーク構成情報ファイルを作成する。
ネットワーク構成情報ファイルの作成方法については，「9.7.8　ネットワーク構成情
報ファイルの作成」を参照してください。

2.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスを表示する。
［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスを表示する方法について
は，「9.7.3　［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの操作」を参
照してください。

3.［CSV入力］ボタンをクリックしてネットワーク構成情報ファイルを入力する。
JP1/NETM/DM未導入ホストが検出され，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダ
イアログボックスに検出結果が表示されます。

また，JP1/NETM/DMが提供する dcmhstwoコマンドを使用して，ネットワーク構成情
報ファイルから JP1/NETM/DM未導入ホストを検出することもできます。dcmhstwoコ
マンドを使用して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する方法については，マニュアル
「運用ガイド 2」の「4.9　dcmhstwo.exe（JP1/NETM/DM未導入ホストの検出）」を参
照してください。

9.7.3　［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボック
スの操作

［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスでは，JP1/NETM/DM未導入
ホストを検出したり，JP1/NETM/DM未導入ホストを管理したりできます。また，ホス
ト探索を実行する［ホスト探索］ダイアログボックスも，ここから表示します。

［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスは，リモートインストールマ
ネージャで［オプション］－［JP1/NETM/DM未導入ホストの検出］を選択して表示し
ます。

［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスを次に示します。
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図 9-41　［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックス

ダイアログボックスの左枠には，検出されたホストがネットワークアドレスごとにツ
リー形式で表示されます。ただし，サブネットマスクの情報を持たないホストは「不明」
として表示されます。

右枠には，左枠で選択した項目ごとに，ネットワークアドレスに含まれるホストの情報
や，選択したホストの情報が表示されます。ホストの情報では，ホストが初めて検出さ
れた日時（検出日時）と，ホストが最後に検出された日時（最終更新日時）を確認でき
ます。検出日時は，ホストが初めて検出されたときに設定され，以降の検出時には更新
されません。最終更新日時は，ホストが再度検出されたり，検出対象外に指定したりし
て，ホストの情報が更新されたときに設定されます。これらの日時を比較することで，
ホストに JP1/NETM/DMがインストールされていない期間を確認できます。

［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスのアイコンおよびボタンにつ
いて説明します。

［保留］アイコン
JP1/NETM/DM Managerのセットアップで，［サーバカスタマイズオプション］パ
ネルの「新規検出結果を保留とする」チェックボックスをオンにしている場合，検
出された JP1/NETM/DM未導入ホストは，すべて［保留］アイコン下に表示されま
す。
［保留］アイコンを使用する運用では，検出されたコンピュータのうち，任意のコン
ピュータを手動で JP1/NETM/DM未導入ホストまたは検出の対象外に指定できま
す。そのため，OSがWindowsのホストと，OSが UNIXのホストが混在している
環境で，OSがWindowsのホストだけを未導入ホストとして管理したい場合などに
有効です。

［未導入ホスト］アイコン
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JP1/NETM/DM未導入ホストとして管理するホストが表示されます。デフォルトで
は，検出された JP1/NETM/DM未導入ホストは，すべて［未導入ホスト］アイコン
下に表示されます。

［検出対象外］アイコン
JP1/NETM/DM未導入ホストの検出の対象外として管理するホストが表示されま
す。ここに表示されているホストは，次回検出時に JP1/NETM/DMがインストール
されていなくても，JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出されません。
JP1/NETM/DM未導入ホスト検出時に，種別が「コンピュータ」以外のホストが存
在した場合は，自動的に［検出対象外］アイコン下に表示されます。

［最新情報］ボタン
［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの表示を更新します。ホ
スト探索を実行したあと，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を表示する場合
などに使用します。
［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの表示の更新が必要なタ
イミングについては，「9.7.5　検出結果の更新」を参照してください。

［探索 /検出］ボタン
［探索 /検出］ボタンをクリックすると，次のメニューが表示されます。

［ホスト探索画面を起動する］メニュー
［ホスト探索］ダイアログボックスが表示されます。［ホスト探索］ダイアログ
ボックスでは，ネットワーク上のホストを探索して JP1/NETM/DM未導入ホス
トを検出できます。
ネットワーク上のホストを探索して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する方
法については，「9.7.4　JP1/NETM/DM未導入ホストの検出」を参照してくだ
さい。

［未導入ホストを検出する］メニュー
以前に実行したホスト探索の探索結果に登録されているホストのMACアドレ
スと，配布管理システムに登録されているホストのMACアドレスを比較して，
JP1/NETM/DM未導入ホストを検出します。
以前にホスト探索を実行したときと，ネットワーク上のホストの構成に変更が
ない場合は，ホスト探索を実行する必要がないため，このメニューを使用して
JP1/NETM/DM未導入ホストを検出します。
［未導入ホストを検出する］メニューから JP1/NETM/DM未導入ホストを検出
するタイミングについては，「9.7.5　検出結果の更新」を参照してください。

［未導入ホスト］ボタン
選択したホストを JP1/NETM/DM未導入ホストに指定できます。［保留］アイコン
または［検出対象外］アイコン下に表示されているホストを選択した場合に活性化
します。

［検出対象外］ボタン
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選択したホストが，次回検出時に JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出されない
よう，「検出対象外」に指定できます。［保留］アイコンまたは［未導入ホスト］ア
イコン下に表示されているホストを選択した場合に活性化します。
ホストを検出対象外として管理する方法については，「9.7.6　ホストを検出対象外に
する方法」を参照してください。

［CSV入力］ボタン
ネットワーク構成情報ファイルを入力するダイアログボックスが表示されます。
ホスト探索を実行する代わりに，ネットワーク構成情報ファイルを入力して JP1/
NETM/DM未導入ホストを検出する場合に使用します。

［CSV出力］ボタン
［CSV出力］ボタンをクリックすると，次のメニューが表示されます。

［ホスト探索結果］メニュー
ホストの探索結果を CSV形式ファイルに出力します。

［未導入ホスト情報］メニュー
JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を CSV形式ファイルに出力します。

ホストの探索結果，および JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を CSV形式
ファイルへ出力する方法，出力される項目などについては，「9.7.7　検出結果の
CSV形式ファイルへの出力」を参照してください。

9.7.4　JP1/NETM/DM未導入ホストの検出
ここでは，ホスト探索を実行して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する方法について
説明します。

ホスト探索が完了すると，JP1/NETM/DM未導入ホストが自動的に検出されます。JP1/
NETM/DM未導入ホストの検出結果は，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアロ
グボックスに表示されます。

（1） 検出手順

ホスト探索を実行して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する手順と注意事項を次に示
します。

1.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスを表示する。

2.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスから，［ホスト探索］ダイア
ログボックスを表示する。
ホスト探索は，［ホスト探索］ダイアログボックスから実行します。［ホスト探索］ダ
イアログボックスを表示する方法，および［ホスト探索］ダイアログボックスの操作
方法については，「(3)　［ホスト探索］ダイアログボックスの操作」を参照してくださ
い。

3. ホスト探索の詳細を設定する。
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ホスト探索は，探索するネットワークの範囲や探索スケジュールを設定した「ホスト
探索設定」に従って実行されます。ホスト探索設定を設定する方法については，「(4)
　ホスト探索の詳細設定」を参照してください。
また，探索されたホストの情報を保管しておく期間を設定できます。探索されたホス
トの情報を保管しておく期間の設定については，「(5)　探索結果の有効期間の設定」
を参照してください。

4. ホスト探索を実行する。
ホスト探索を実行する方法については，「(6)　探索の実行」を参照してください。
探索が完了すると，自動的に JP1/NETM/DM未導入ホストが検出されます。

5. 検出結果を表示する。
［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの［最新情報］ボタンをク
リックして，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を表示してください。

JP1/NETM/DM未導入ホスト検出時の注意事項を次に示します。

●複数のネットワークアダプタを使用している UNIX版 JP1/NETM/DMのホストは，
一つのMACアドレスだけが配布管理システムに登録されます。そのため，ホストが
持つほかのMACアドレスによって JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出されてし
まいます。
この場合，ほかのMACアドレスによって検出された JP1/NETM/DM未導入ホストを
検出対象外に指定して対処してください。

●中継マネージャで JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する場合，中継マネージャが
管理しているシステム構成の範囲内でホスト探索を実行してください。中継マネー
ジャが管理している範囲外のホストは，すべて JP1/NETM/DM未導入ホストとして
検出されます。

● JP1/NETM/DM未導入ホストの検出中に，システム構成の自動登録やシステム情報の
通知によって，配布管理システムにホストが新規登録された場合，新規登録されたホ
ストが，JP1/NETM/DM未導入ホストとしても検出されてしまうときがあります。こ
のとき，［未導入ホストを検出する］メニューから再度検出を実行してください。JP1/
NETM/DM未導入ホストの検出結果から，配布管理システムに登録されたホストの情
報が削除されます。正しく登録されているかどうかは，配布管理システムのシステム
構成情報と，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を比較して確認してください。

（2） ホストとして探索される条件

ホスト探索では，SNMPを使用して，ホスト探索設定で指定した IPアドレスの範囲内
で電源がオンのホストを探索します。電源がオフのホストは探索されません。

また，ホスト探索時にはホストの情報も取得します。取得したホストの情報は JP1/
NETM/DM未導入ホストの情報として管理できます。

なお，探索されるホストが SNMPをサポートしているかどうかによって，取得できるホ
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ストの情報が異なります。ホスト探索で取得できるホストの情報を次の表に示します。

表 9-4　ホスト探索で取得できるホストの情報

（凡例）○：取得できる　×：取得できない

注※ 1
ルータが SNMPをサポートしている場合に情報を取得できます。

注※ 2
IPアドレスからホスト名を名前解決できる場合に情報を取得できます。

注※ 3
MIBに値が設定されている場合に情報を取得できます。

注※ 4
種別を判定できない場合，または SNMPをサポートしていないホストの場合，「コンピュータ」
が設定されます。

（3） ［ホスト探索］ダイアログボックスの操作

［ホスト探索］ダイアログボックスでは，ホスト探索を実行したり，ホスト探索設定を追
加・変更したりできます。［ホスト探索］ダイアログボックスを表示する手順を次に示し
ます。

1.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの［探索 /検出］ボタンをク
リックする。

2. 表示されるメニューの［ホスト探索画面を起動する］を選択する。
［ホスト探索］ダイアログボックスが表示されます。

ホストの情報 SNMPをサポートしているホスト SNMPをサポートしていないホスト

MACアドレス※ 1 ○ ○

IPアドレス ○ ○

ホスト名※ 2 ○ ○

サブネットマスク※ 3 ○ ×

ノード種別※ 4 ○ ×

説明※ 3 ○ ×
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図 9-42　［ホスト探索］ダイアログボックス

［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスが表示され，ホスト探索設定を作成で
きます。

「ホスト探索設定」で選択している設定を削除します。

「ホスト探索設定」で選択している設定で，ホスト探索を開始します。

「ホスト探索設定」で選択した，実行中のホスト探索を停止します。

ホスト探索の実行状況（ステータス）の表示を最新の状態に更新します。

ホスト探索設定
［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスで設定したホスト探索設定の内容や，
ホスト探索の状況などが表示されます。［ホスト探索設定の追加］ダイアログボック
スでの設定方法については，「(4)　ホスト探索の詳細設定」を参照してください。
また，表示されているホスト探索設定の内容を変更することもできます。ホスト探
索を実行中のホスト探索設定の内容を変更する場合は，ホスト探索を停止させる必
要があります。
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ホスト探索設定の内容を変更するには，変更したいホスト探索設定を選択して，［編
集］－［変更］から［ホスト探索設定の変更］ダイアログボックスを表示します。
［ホスト探索設定の変更］ダイアログボックスでの設定方法は，［ホスト探索設定の
追加］ダイアログボックスでの設定方法と同様です。ただし，変更時にはホスト探
索設定の「名称」は変更できません。

名称
［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスで設定した，ホスト探索設定の名
称です。必ず表示されます。

IPアドレス範囲
［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスで設定した，ホスト探索を実行す
るネットワークの範囲です。必ず表示されます。

スケジュール
［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスで設定した，ホスト探索のスケ
ジュールです。デフォルトで表示されます。

ステータス
ホスト探索の実行状況です。デフォルトで表示されます。
実行状況は自動的に更新されます。更新の間隔は，［表示オプション］ダイアロ
グボックスで設定できます。

完了数
「IPアドレス範囲」に含まれる IPアドレスのうち，ホスト探索を実行した IP
アドレスの数です。デフォルトでは表示されません。

開始日時
ホスト探索を開始した日時です。デフォルトでは表示されません。

終了日時
ホスト探索が終了した日時です。デフォルトでは表示されません。

［開始］ボタン
「ホスト探索設定」で選択している設定で，ホスト探索を開始します。

［停止］ボタン
「ホスト探索設定」で選択した，実行中のホスト探索を停止します。

［閉じる］ボタン
［ホスト探索］ダイアログボックスを閉じます。

なお，「ホスト探索設定」の表示項目や，ホスト探索の実行状況（ステータス）の表示の
更新間隔を変更したい場合は，［表示オプション］ダイアログボックスから設定を変更で
きます。

［表示オプション］ダイアログボックスは，［表示］－［表示オプション］から表示でき
ます。
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図 9-43　［表示オプション］ダイアログボックス

表示列
「ホスト探索設定」に表示される項目を設定します。表示したい項目はチェックボッ
クスをオンに，非表示にしたい項目はチェックボックスをオフにしてください。
なお，「名称」および「IPアドレス範囲」は必ず表示されます。
デフォルトは，「スケジュール」および「ステータス」チェックボックスがオンで
す。

自動更新間隔
「ホスト探索設定」に表示される，探索の実行状況（ステータス）を更新する間隔
を，0～ 60分で設定します。デフォルトは 15分です。0分を指定した場合，表示
は更新されません。

（4） ホスト探索の詳細設定

ホスト探索を実行するためには，ホスト探索の対象となるネットワーク上の IPアドレス
の範囲や，ホスト探索の実行日時などを指定したホスト探索設定を設定する必要があり
ます。

ホスト探索設定は，［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスで設定します。［ホス
ト探索設定の追加］ダイアログボックスを表示する方法を次に示します。

•［ホスト探索］ダイアログボックスで をクリックする。

•［ホスト探索］ダイアログボックスで［編集］－［追加］を選択する。

［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスを次に示します。
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図 9-44　［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックス

探索設定
ホスト探索設定の名称，およびネットワークの探索範囲を指定します。

名称
ホスト探索設定の名称を半角で 64文字（全角で 32文字）以内で指定します。
ホスト探索設定は複数追加できるため，管理しやすい名称を指定することをお
勧めします。この項目は，省略することもできます。

IPアドレス－開始（必ず指定）
ホスト探索を実行するネットワークの範囲の，IPアドレスの開始値を指定しま
す。

IPアドレス－終了（必ず指定）
ホスト探索を実行するネットワークの範囲の，IPアドレスの終了値を指定しま
す。

コミュニティ名（必ず指定）
ホスト探索で使用する SNMPのコミュニティ名を 255文字以内で指定します。デ
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フォルトでは，「public」が指定されています。
コミュニティ名は，一つのホスト探索設定につき 10個まで登録できます。
コミュニティ名を登録する場合は，［追加］ボタンをクリックして登録するコミュニ
ティ名を指定してください。「コミュニティ名」に表示されているコミュニティ名を
変更または削除する場合は，該当するコミュニティ名を選択して，［変更］ボタンま
たは［削除］ボタンをクリックしてください。

スケジュール設定
ホスト探索をすぐに実行するか，日時を指定して実行するかを選択します。

即時実行
「即時実行」を選択した場合，［保存して開始］ボタンをクリックすると，ホス
ト探索設定を設定するのと同時にホスト探索を実行します。

スケジュール実行
指定した日時にホスト探索を実行します。
「毎月」を選択した場合，「日」ドロップダウンリストから，ホスト探索を実行
する日付を選択してください。なお，日付に「31日」を指定した場合の 4月な
ど，該当する日付がないときは，その月の最終日にホスト探索が実行されます。
「毎週」を選択した場合，「日」ドロップダウンリストから，ホスト探索を実行
する曜日を選択してください。
ホスト探索を実行する時刻は，次の範囲で指定してください。
• 時：0～ 23
• 分：0～ 59

オプション
ホストの情報を取得する方法を選択します。

ホスト名を取得する
ホスト探索でホスト名を取得する場合にチェックボックスをオンにしてくださ
い。デフォルトはチェックボックスがオンです。
JP1/NETM/DM未導入ホストの情報としてホスト名が不要な場合は，この
チェックボックスをオフにしてください。名前解決を行わなくなるため，ホス
ト探索が完了する時間を短縮できるときがあります。
なお，SNMPをサポートしているホストは，チェックボックスをオフにしてい
てもホスト名が取得されます。

情報取得範囲
ホストの情報を取得する範囲を選択します。デフォルトは，「ルータから情報取
得」です。
ルータから情報取得
ルータから探索できたホストに対して，SNMPを使用してホストの情報を取得
します。通常は，この項目を選択することをお勧めします。
全端末から情報取得
探索範囲として指定された IPアドレスすべてに対して，SNMPを使用してホ
ストの情報を取得します。VPN環境など，探索経路に SNMPに応答しない
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ルータが含まれる場合は，この項目を選択してください。また，「ルータから情
報取得」を選択してホスト探索を実行した結果，実際のホスト数に比べて探索
結果が少ない場合に選択してください。
なお，指定された IPアドレスを持つホストが存在しなかったり，ホストの電源
がオフであったりしてもホストの情報の取得を試みるため，ホスト探索が完了
するまでに時間が掛かります。
起動確認する
「全端末から情報取得」を選択した場合に「起動確認する」チェックボックスを
オンにすると，ホストの起動を確認してから，ホストの情報の取得を試みます。
探索範囲として指定された IPアドレスのうち半数以上が，ホストが存在しな
かったり，ホストの電源がオフだったりする場合は，チェックボックスをオン
にするとホスト探索が完了する時間を短縮できるときがあります。
なお，ネットワークの探索範囲に，OSがWindows XP Service Pack 2や
Windows Server 2003 Service Pack 1などの ICMPポートが使用できないホス
トが存在する場合は，チェックボックスをオフにしてください。

［保存］ボタン
ホスト探索設定を設定します。ホスト探索設定は，［ホスト探索］ダイアログボック
スの「ホスト探索設定」に表示されます。

［保存して開始］ボタン
ホスト探索設定を設定して，ホスト探索を開始します。「即時実行」を選択した場合
は，ホスト探索設定を設定するのと同時にホスト探索が実行されます。「スケジュー
ル実行」を選択した場合は，設定した日時になるとホスト探索が実行されます。
ホスト探索設定は，［ホスト探索］ダイアログボックスの「ホスト探索設定」に表示
されます。

［キャンセル］ボタン
ホスト探索設定を設定しないで，［ホスト探索設定の追加］ダイアログボックスを閉
じます。

（5） 探索結果の有効期間の設定

探索しても情報を取得できなかったホストが，電源がオフの状態なのか，ネットワーク
上から撤去されたのかを判定するために，探索結果の有効期間を設定できます。

探索しても情報を取得できなかったホストは，ホスト探索完了時の JP1/NETM/DM未導
入ホストの検出で，ネットワーク上に存在しないと判断されてしまいます。これを避け
るために，情報を取得できなかった場合でもホストの情報を有効にしておく期間を設定
します。

最後にホストが探索された日から，設定した期間を過ぎてホスト探索を実行した場合，
探索しても情報を取得できなかったホストは，ネットワーク上から撤去されたと見なさ
れ，JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出されなくなります。

探索結果の有効期間は，［探索］－［探索オプション］から表示される，［探索オプショ
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ン］ダイアログボックスで設定します。

図 9-45　［探索オプション］ダイアログボックス

有効期間
探索されたホストの情報を有効にしておく期間を設定します。1～ 365日で設定し
てください。デフォルトは 90日です。

（6） 探索の実行

ホスト探索を実行するには，［ホスト探索］ダイアログボックスで実行したいホスト探索

設定を選択し， または［開始］ボタンをクリックします。

ホスト探索が開始されると，「ステータス」に「実行中」と表示されます。

ホスト探索が完了すると，「ステータス」の表示が「完了」となり，JP1/NETM/DM未
導入ホストが自動的に検出されます。

なお，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果は，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検
出］ダイアログボックスに反映されません。検出結果を表示するには，［JP1/NETM/DM
未導入ホスト検出］ダイアログボックスの［最新情報］ボタンをクリックして，表示を
更新する必要があります。

ホスト探索を途中で停止する場合は， または［停止］ボタンをクリックしてくださ

い。「ステータス」の表示が「キャンセル」となり，ホスト探索が停止します。ホスト探
索を途中で停止した場合，停止するまでに探索されたホストの情報は，配布管理システ
ムに登録されます。ただし，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出は実行されません。

9.7.5　検出結果の更新
検出結果を更新することで，最新の JP1/NETM/DM未導入ホストの情報を確認できま
す。

次に示す場合では，JP1/NETM/DM未導入ホストの情報が更新されていたり，JP1/
NETM/DM未導入ホストがネットワークに追加されていたりしますが，検出結果には自
動的に反映されません。検出結果を更新して，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダ
イアログボックスから最新の JP1/NETM/DM未導入ホストの情報を確認してください。

• ホスト探索を実行した場合
424



9.　システム構成情報とあて先のグループをメンテナンスする
• JP1/NETM/DM未導入ホストに JP1/NETM/DMをインストールした場合
• JP1/NETM/DMがアンインストールされた場合
• ネットワークに JP1/NETM/DM未導入ホストが追加された場合
• ネットワークからホストが撤去された場合
• システム構成情報をファイルから作成した場合
• dcmhstwoコマンドを実行して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出した場合

それぞれの場合で，検出結果を更新する方法について説明します。

（1） ホスト探索を実行した場合

［最新情報］ボタンをクリックして，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログ
ボックスの表示を更新してください。

ホスト探索を実行して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出した場合，JP1/NETM/DM
未導入ホストの情報が更新されますが，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアロ
グボックスの表示は更新されません。

（2） JP1/NETM/DM未導入ホストに JP1/NETM/DMをインストールした
場合

［最新情報］ボタンをクリックして，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログ
ボックスの表示を更新してください。

システム構成情報の自動登録機能，「システム構成情報の取得」または「システム情報の
取得」ジョブによって，JP1/NETM/DMをインストールしたホストのMACアドレスが
配布管理システムに登録されると，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果から，該当
するホストの情報が自動的に削除されます。

なお，検出対象外に指定している JP1/NETM/DM未導入ホストに JP1/NETM/DMをイ
ンストールした場合，検出対象に戻しても，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果か
ら，該当するホストの情報は自動的に削除されません。この場合，最新の情報を表示す
るには，ホストを検出対象に戻したあとで，［探索 /検出］ボタンをクリックして表示さ
れる［未導入ホストを検出する］メニューを選択してください。

（3） JP1/NETM/DMがアンインストールされた場合

配布管理システムに登録されているシステム構成情報から，該当するホストの情報を削
除し，［探索 /検出］ボタンをクリックして表示される［未導入ホストを検出する］メ
ニューを選択してください。

なお，システム構成の自動メンテナンス機能を使用している場合，JP1/NETM/DMがア
ンインストールされたホストを自動的にシステム構成情報から削除できます。この場合，
JP1/NETM/DMをアンインストールしてから［探索 /検出］ボタンをクリックして表示
される［未導入ホストを検出する］メニューを選択すると，自動的に JP1/NETM/DM未
導入ホストとして検出されます。
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（4） ネットワークに JP1/NETM/DM未導入ホストが追加された場合

ホスト探索を実行して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出してください。

ホスト探索が完了したら，［最新情報］ボタンをクリックして，［JP1/NETM/DM未導入
ホスト検出］ダイアログボックスの表示を更新してください。

（5） ネットワーク上からホストが撤去された場合

ホスト探索を実行して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出してください。ただし，
ネットワーク上から撤去されたホストの情報は，探索結果の有効期限を過ぎている場合
に削除されます。探索結果の有効期限については，「9.7.4(5)　探索結果の有効期間の設
定」を参照してください。

ホスト探索が完了したら，［最新情報］ボタンをクリックして，［JP1/NETM/DM未導入
ホスト検出］ダイアログボックスの表示を更新してください。

（6） システム構成情報をファイルから作成した場合

システム構成情報をファイルから作成した場合，JP1/NETM/DM未導入ホストの情報は
更新されません。次の方法で，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出してください。

ネットワーク上のホストが探索されている場合
［探索 /検出］ボタンをクリックして表示される［未導入ホストを検出する］メ
ニューを選択して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出してください。

ネットワーク上のホストが探索されていない場合
ホスト探索を実行して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出してください。
ホスト探索が完了したら，［最新情報］ボタンをクリックして，［JP1/NETM/DM未
導入ホスト検出］ダイアログボックスの表示を更新してください。

（7） dcmhstwoコマンドを実行して JP1/NETM/DM未導入ホストを検出
した場合

［最新情報］ボタンをクリックして，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログ
ボックスの表示を更新してください。

dcmhstwoコマンドを実行して，ネットワーク構成情報ファイルから JP1/NETM/DM未
導入ホストを検出した場合，JP1/NETM/DM未導入ホストの情報が更新されますが，
［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの表示は更新されません。

9.7.6　ホストを検出対象外にする方法
JP1/NETM/DM未導入ホストとして管理する必要のないホストがネットワーク上に存在
する場合，JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出されたホストを，次回の検出時から
検出の対象外に指定できます。また，検出対象外に指定されたホストを検出対象に戻す
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こともできます。

なお，ルータやプリンタといった，種別が「コンピュータ」以外のネットワーク機器は，
自動的に「検出対象外」として検出されます。

また，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を［保留］アイコン下に表示する設定に
している場合，検出結果のうち，JP1/NETM/DM未導入ホストとして管理したいホスト
と，次回の検出時から検出の対象外とするホストを手動で指定する必要があります。

（1） ホストを検出対象外にする

検出対象外に指定されたホストは，［検出対象外］アイコンの下に表示されます。検出対
象外に指定されたホストは，未導入ホストに指定するまで検出されません。

ホストを検出対象外にする方法を説明します。

1.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの左枠で，検出対象外にし
たいホストを選択する。
［保留］アイコン，［未導入ホスト］アイコン，またはネットワークアドレスを選択し
た場合，選択した項目の下位に表示されているすべてのホストが選択されます。

2.［検出対象外］ボタンをクリックする。
選択したホストが［検出対象外］アイコンの下に表示され，次回検出時から，JP1/
NETM/DM未導入ホストの検出の対象外になります。

（2） ホストを検出対象にする

［保留］アイコン下に表示されているホストや検出対象外に指定されているホストを JP1/
NETM/DM未導入ホストに指定して，検出対象にすることができます。

ホストを検出対象にした場合，［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボック
スでのホストの表示位置は変更されますが，検出は実行されません。最新の情報を表示
するには，再度検出を実行してください。

ホストを検出対象にする方法を説明します。

1.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスの左枠で，検出対象にした
いホストを選択する。
［保留］アイコン，［検出対象外］アイコン，またはネットワークアドレスを選択した
場合，選択した項目の下位に表示されているすべてのホストが選択されます。

2.［未導入ホスト］ボタンをクリックする。
選択したホストが［未導入ホスト］アイコンの下に表示され，次回検出時から，JP1/
NETM/DM未導入ホストの検出の対象になります。
最新の JP1/NETM/DM未導入ホストの情報を表示するには，再度検出を実行してく
ださい。
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9.7.7　検出結果の CSV形式ファイルへの出力
ネットワーク上のホストの探索結果，および JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果
を，CSV形式ファイルに出力できます。

出力した CSV形式ファイルは，ネットワーク構成情報ファイルとしても使用できます。

（1） ネットワーク上のホストの探索結果を出力する

CSV形式ファイルには，ホストごとに次の情報が出力されます。

IPアドレス，ノード種別，ノード名称，MACアドレス，サブネットマスク，ネット
ワークアドレス，最終更新日時，説明

探索結果を CSV形式ファイルに出力する方法を説明します。

1.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスで［CSV出力］ボタンをク
リックする。

2. 表示されるメニューから［ホスト探索結果］を選択する。
探索結果の CSV形式ファイルを保存するダイアログボックスが表示されます。

3. ファイルを保存する場所とファイル名を指定し，［保存］ボタンをクリックする。
指定したファイルに，検出結果が CSV形式ファイルで保存されます。

また，JP1/NETM/DMが提供する dcmcsvuコマンドを使用して，探索結果を CSV形式
ファイルに出力することもできます。dcmcsvuコマンドを使用して探索結果を CSV形式
ファイルに出力する方法については，マニュアル「運用ガイド 2」の「4.5　
dcmcsvu.exe（CSV出力）」を参照してください。

（2） JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を出力する

CSV形式ファイルには，ホストごとに次の情報が出力されます。ただし，保留または検
出対象外に指定されているホストの情報は出力されません。

IPアドレス，ノード種別，ノード名称，MACアドレス，サブネットマスク，ネット
ワークアドレス，検出日時，最終更新日時，説明

検出結果を CSV形式ファイルに出力する方法を説明します。

1.［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボックスで［CSV出力］ボタンをク
リックする。

2. 表示されるメニューから［未導入ホスト情報］を選択する。
検出結果の CSV形式ファイルを保存するダイアログボックスが表示されます。

3. ファイルを保存する場所とファイル名を指定し，［保存］ボタンをクリックする。
指定したファイルに，検出結果が CSV形式ファイルで保存されます。

また，JP1/NETM/DMが提供する dcmcsvuコマンドを使用して，検出結果を CSV形式
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ファイルに出力することもできます。dcmcsvuコマンドを使用して検出結果を CSV形式
ファイルに出力する方法については，マニュアル「運用ガイド 2」の「4.5　
dcmcsvu.exe（CSV出力）」を参照してください。

9.7.8　ネットワーク構成情報ファイルの作成
ホスト探索を実行する代わりに，ネットワーク上に存在するホストのMACアドレス，
IPアドレスなどの情報を記述した CSV形式ファイル（ネットワーク構成情報ファイル）
を入力して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出できます。

ネットワーク構成情報ファイルを作成するには，次の方法があります。

●ホストの探索結果，または JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を CSV形式ファ
イルに出力する。

●手動または任意のツールを使用して作成する。

ここでは，ネットワーク構成情報ファイルの記述形式と，記述する項目について説明し
ます。また，ツールを使用してネットワーク構成情報ファイルを作成する例として，
JP1/NetInsight II -PortDiscoveryを使用してネットワーク構成情報ファイルを作成する方
法についても説明します。JP1/NetInsight II -PortDiscoveryを使用してネットワーク構
成情報ファイルを作成する方法については，「(3)　JP1/NetInsight II -PortDiscoveryを
使用してネットワーク構成情報ファイルを作成する」を参照してください。

（1） ネットワーク構成情報ファイルの記述形式

ネットワーク構成情報ファイルは，CSV形式で記述します。1行目に「タイトル行」を
記述し，2行目以降で 1行ごとに各ホストの情報を記述します。

ネットワーク構成情報ファイルの記述例を次の図に示します。

図 9-46　ネットワーク構成情報ファイルの記述例

タイトル行では，ホスト情報に記述する項目の順序を定義します。タイトル行は任意の
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順序で項目を記述できますが，タイトル行に記述する項目の順序と，ホスト情報に記述
する項目の順序は，同じにする必要があります。

なお，ネットワーク構成情報ファイルは，次に示す範囲内で記述してください。

• 1行に指定できる項目数：32項目以内
• 1行当たりのデータ量：16キロバイト以内

（2） ネットワーク構成情報ファイルの項目

ネットワーク構成情報ファイルのタイトル行に記述する項目と，ホスト情報に記述する
項目について説明します。

（a）タイトル行に記述する項目

タイトル行に記述する項目と，各項目の形式を次に示します。

●「MACアドレス」（必ず記述）
「MAC」は半角大文字で，「アドレス」は全角かたかなで記述します。

●「IPアドレス」（必ず記述）
「IP」は半角大文字で，「アドレス」は全角かたかなで記述します。

●「サブネットマスク」
全角かたかなで記述します。

●「ノード名称」
すべて全角で記述します。

●「ノードの説明」
すべて全角で記述します。

●「検出日時」
すべて全角で記述します。

●「ノード種別」
すべて全角で記述します。

同じ項目は複数記述しないでください。「MACアドレス」と「IPアドレス」以外の項目
は省略できます。

タイトル行に，形式が異なる項目や記述できない項目が含まれる場合，その項目は無視
されます。また，その項目の記述位置に対応するホスト情報の項目も無視されます。例
えば，タイトル行の三つ目に「機器情報」という項目を記述した場合，「機器情報」は記
述できない項目なので，ネットワーク構成情報ファイル内の 3列目に位置するホスト情
報の項目が，すべて無視されます。

（b）ホスト情報に記述する項目

タイトル行に記述した項目，および項目の順序に対応するよう，ホストごとに次に示す
項目を記述します。
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● MACアドレス（必ず記述）
ホストのMACアドレスを，12～ 17バイトの 16進数で記述します。英字の大文字と
小文字は区別されません。MACアドレスを 2けたずつ区切る場合は，半角の「:」
（コロン），「-」（ハイフン），またはスペースのうち，どれか一つを区切り文字に使用

してください。
なお，同じMACアドレスを持つホスト情報が複数記述されている場合，該当するホ
スト情報のうち，最後に記述されたホスト情報だけが検出の対象になります。

● IPアドレス（必ず記述）
ホストの IPアドレスを記述します。

●サブネットマスク
ホストのサブネットマスクを記述します。

●ノード名称
ホストの名称を，半角で 80文字（全角で 40文字）以内で記述します。通常はホスト
名やコンピュータ名を記述します。

●ノードの説明
ホストの説明を，半角で 255文字（全角で 127文字）以内で記述します。

●検出日時
JP1/NETM/DM未導入ホストとして初めて検出された日時です。JP1/NETM/DM未
導入ホストの検出時に，自動的に設定されます。
検出日時を記述する場合は，YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で記述します。「YYYY/
MM/DD」と「hh:mm:ss」の間には半角スペースを記述してください。
• YYYY ：西暦年（1970～ 2038）
• MM ：月（01～ 12）
• DD ：日（01～ 31）
• hh ：時（00～ 23）※

• mm ：分（00～ 59）※

• ss ：秒（00～ 59）※

注※
省略できる項目です。省略した場合は，それ以降の項目も省略する必要がありま
す。省略した項目には 00が設定されます。

●ノード種別
ホストの種別を指定します。指定できる種別を次に示します。
• コンピュータ（全角かたかな）
• ルータ（全角かたかな）
• ブリッジ（全角かたかな）
• リピータ（全角かたかな）
• プリンタ（全角かたかな）
• RMON（半角英文字）
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省略した場合は「コンピュータ」が設定されます。また，上記以外の項目を記述した
場合，JP1/NETM/DM未導入ホストの検出時にエラーとなります。
JP1/NETM/DM未導入ホストを検出時には，種別が「コンピュータ」以外のホスト
は，自動的に検出対象外に指定されます。

（c）ネットワーク構成情報ファイル作成時の注意事項

●ネットワーク構成情報ファイルに，JP1/NETM/DMが管理しているネットワークの範
囲外のホストが記述されている場合，該当するホストはすべて JP1/NETM/DM未導
入ホストとして検出されます。

●ホスト情報に「"」（ダブルクォーテーション）および「,」（コンマ）が含まれる項目

を指定する場合，次に示す方法で指定してください。
ホスト情報の項目は，「"」で囲んで指定できます。

（例）「Windows 2000 Professional」と記述する場合
…,"Windows 2000 Professional",…

また，ホスト情報の項目中に「,」または「"」を使用する場合は，次の規則に従って

指定してください。

ホスト情報の項目中に「,」を使用する場合
項目を「"」で囲んでください。

（例）「Windows 2000, Professional」と記述する場合
　　…,"Windows 2000, Professional",…

ホスト情報の項目中に「"」を使用する場合
項目中の「"」は文字列と見なされるので，そのまま指定してかまいません。

（例）「Windows "2000" Professional」と記述する場合
　　…,Windows "2000" Professional,…

ただし，項目を「"」で囲んで指定する場合は，項目中の「"」を二つ連続して記

述してください。
（例 1）「Windows "2000" Professional」と記述する場合
　　…,"Windows ""2000"" Professional",…

（例 2）「"Windows 2000 Professional"」と記述する場合
　　…,"""Windows 2000 Professional""",…

ホスト情報の項目中に「,」および「"」を使用する場合
項目を「"」で囲んでください。また，項目中の「"」を二つ連続して記述してく

ださい。
（例）「Windows "2000", Professional」と記述する場合
　　…,"Windows ""2000"", Professional",…

（3） JP1/NetInsight II -PortDiscoveryを使用してネットワーク構成情報
ファイルを作成する

JP1/NETM/DMシステムと JP1/NetInsight II -PortDiscoveryを同じネットワーク内で
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運用している場合，JP1/NetInsight II -PortDiscoveryを使用してネットワーク構成情報
ファイルを作成できます。

JP1/NetInsight II -PortDiscoveryは，ネットワークに接続している機器の情報を収集
し，ネットワークの構成情報の一覧を作成するプログラムです。ネットワークに接続さ
れている機器の種別や IPアドレスなどの情報を一覧形式で確認できます。また，定期的
にネットワークの構成情報を収集したり，不正な接続を監視したりすることもできます。
JP1/NetInsight II -PortDiscoveryの機能および操作方法の詳細については，マニュアル
「JP1/NetInsight II -PortDiscovery Advance」を参照してください。

JP1/NetInsight II -PortDiscoveryを使用してネットワーク構成情報ファイルを作成する
方法について説明します。

1. JP1/NetInsight II -PortDiscoveryのエクスプロ－ラを起動する。

2. エクスプローラの［コントローラ］画面で，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出した
いネットワークの範囲を指定して，［探索］－［実行］を選択する。
指定した範囲内に接続されている機器の情報が取得されます。
探索結果が，JP1/NetInsight II -PortDiscoveryのエクスプローラに表示されます。

3. エクスプローラで，［編集］－［検索］を選択する。
［検索］ダイアログボックスが表示されます。探索結果から，ネットワーク構成情報
ファイルに記載する情報を抽出します。
［検索］ダイアログボックスでの指定方法について説明します。
•［検索条件］パネル

図 9-47　［検索条件］パネル
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9.　システム構成情報とあて先のグループをメンテナンスする
検索項目
「クラス」を指定します。

比較条件
「=」を指定します。

値
ホストの情報を抽出するので，「端末」を指定します。
OSのルータ機能を使用しているホストや，プリンタサーバ用のソフトウェアを
インストールしているホストは，クラスが「ルータ」「プリンタ」として探索さ
れます。そのため，探索されたすべてのホストを JP1/NETM/DM未導入ホスト
の検出の対象にするには，「ルータ」と「プリンタ」も検索条件に加えてくださ
い。

各項目を設定したら，［OR追加］ボタンをクリックして「検索条件一覧」に検索条件
を追加します。
•［出力項目］パネル

図 9-48　［出力項目］パネル

出力対象
ネットワーク構成情報ファイルに記載する項目を指定します。
MACアドレス（必ず指定），IPアドレス（必ず指定），サブネットマスク，ノー
ド名称，およびノードの説明をそれぞれ選択し，［追加］ボタンをクリックして
「出力項目一覧」に追加します。

出力項目一覧
ネットワーク構成情報ファイルに記載される項目が表示されます。項目の順序は
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任意に設定してください。

4.［検索開始］ボタンをクリックする。
［検索結果表示］ダイアログボックスに，検索結果が表示されます。

図 9-49　［検索結果表示］ダイアログボックス

5.［検索結果表示］ダイアログボックスで，［ファイル出力］ボタンをクリックする。
検索結果が CSV形式ファイルで出力されます。出力された CSV形式ファイルは，そ
のまま，ネットワーク構成情報ファイルとして使用できます。
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10　Asset Information Manager 
Limitedを使用するための設
定
この章では，「Asset Information Manager Limited」を使用し
て，インベントリ情報や操作ログを集計するために必要な設定
について説明します。

10.1　Asset Information Manager Limitedをセットアップする

10.2　Asset Information Manager Limitedのサーバをセットアップする

10.3　Asset Information Manager Limitedのデータベースをセットアップする

10.4　仮想ディレクトリを設定する

10.5　Asset Information Manager Limitedで使用するサービスの設定

10.6　Microsoft Internet Information Services 6.0以降を使用する場合の設定

10.7　タスクスケジューラに登録されるタスクの設定

10.8　部署単位で操作ログを集計するための設定

10.9　Asset Information Manager Limitedで表示できるインベントリ情報
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10.1　Asset Information Manager Limitedをセッ
トアップする

「Asset Information Manager Limited」を使用してインベントリ情報や操作ログを集計
するには，「Asset Information Manager Limited」の環境設定が必要です。環境設定の
手順は，データベースの種類や JP1/秘文の操作ログを参照するかどうかによって異なり
ます。

「Asset Information Manager Limited」をセットアップする流れを，次の図に示します。
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図 10-1　「Asset Information Manager Limited」のセットアップの流れ

なお，「Asset Information Manager Limited」をセットアップするときは次の点に注意
してください。

●「Asset Information Manager Limited」のデータベースを使用するアプリケーション
は，すべて終了してください。

●「Asset Information Manager Limited」のセットアップを実行するためには，
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
Administrator権限を持つユーザでログオンしてください。

サーバセットアップから仮想ディレクトリの設定までは，「Asset Information Manager 
Limited」の［セットアップ］ダイアログボックスを使用して設定します。

「Asset Information Manager Limited」の［セットアップ］ダイアログボックスは，［ス
タート］メニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［Asset Information Manager］
－［セットアップ］を選択して表示します。

図 10-2　［セットアップ］ダイアログボックス

実行したい操作のボタンをクリックすると，設定するダイアログボックスが表示されま
す。

サーバセットアップ
「Asset Information Manager Limited」のセットアップに必要な情報を［サーバ
セットアップ］ダイアログボックスで設定します。「Asset Information Manager 
Limited」のセットアップ方法については，「10.2　Asset Information Manager 
Limitedのサーバをセットアップする」を参照してください。

データベースマネージャ
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの環境を作成するには，
データベースマネージャを使用します。「Asset Information Manager Limited」の
データベースマネージャの操作方法については，「10.3　Asset Information 
Manager Limitedのデータベースをセットアップする」を参照してください。

データソース／ネット・サービスの作成
配布管理システムのデータベース，および「Asset Information Manager Limited」
のデータベースに接続するためのデータソースまたはネット・サービスを作成しま
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
す。また，JP1/秘文の操作ログを参照する場合は，JP1/秘文 LogManagerのデー
タベースに接続するためのデータソースの作成も必要です。
データソースおよびネット・サービスの作成方法については，「10.3.8　データソー
スまたはネット・サービスを作成する」を参照してください。

仮想ディレクトリの設定
「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレクトリを，「既定のWebサイ
ト」以外のWebサイトに設定します。
また，Microsoft Internet Information Services 6.0を使用している場合に，「Asset 
Information Manager Limited」の仮想ディレクトリに関連づけるアプリケーション
プールを作成・変更します。
仮想ディレクトリの設定方法，およびアプリケーションプールを作成・変更方法に
ついては，「10.4　仮想ディレクトリを設定する」を参照してください。

これ以降で，「Asset Information Manager Limited」のセットアップの各手順について
説明します。
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
10.2　Asset Information Manager Limitedのサー
バをセットアップする

「Asset Information Manager Limited」のサーバのセットアップに必要な情報は，［サー
バセットアップ］ダイアログボックスで設定します。設定内容を次に示します。

• データベース情報
「Asset Information Manager Limited」のデータベースに接続するためのログイン ID
やサービス名などを設定します。

• セッション情報
「Asset Information Manager Limited」の操作画面，およびリモートインストールマ
ネージャから起動する［操作ログ一覧］ウィンドウ，［操作ログ集計］ウィンドウ，
［ソフトウェア稼働状況］ウィンドウから，強制ログアウトさせる時間および同時にロ
グインできるユーザ数を設定します。

• 基本情報
検索結果の表示件数，部署を管理するための項目を設定します。

• JP1/NETM/DM連携
配布管理システムのデータベースに接続するためのログイン IDやサービス名などを
設定します。また，「Asset Information Manager Limited」のデータベースにインベ
ントリ情報を取り込むための，引き当て方法も設定します。

• JP1/秘文連携
JP1/秘文 LogManagerのデータベースに接続して操作ログを参照するためのログイ
ン IDやサービス名を設定します。なお，JP1/秘文の操作ログを参照しない場合には，
連携しないことを設定する必要があります。

［サーバセットアップ］ダイアログボックスの各項目を設定する手順について説明しま
す。

1. スタートメニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［Asset Information Manager］
－［セットアップ］を選択する。
「Asset Information Manager Limited」の［セットアップ］ダイアログボックスが表
示されます。

2.「サーバセットアップ」を選択する。
［サーバセットアップ］ダイアログボックスが表示されます。
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
図 10-3　［サーバセットアップ］ダイアログボックス

3. 使用する環境に合わせて各項目を設定する。
各項目の設定内容については，各項目の説明を参照してください。
なお，次に示す項目を設定する場合は，［パスワード］ボタンをクリックすると表示
される［パスワード設定］ダイアログボックスで，パスワードを設定してください。
•「データベース情報」の「ログイン ID」
•「JP1/NETM/DM連携」の「JP1/NETM/DMデータベースログイン ID」

4.［OK］ボタンをクリックする。
指定した内容で「Asset Information Manager Limited」のサーバ環境が設定されて，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスが閉じます。
環境設定をしないで［サーバセットアップ］ダイアログボックスを閉じるには，
［キャンセル］ボタンをクリックします。

次に，各項目の内容について説明します。

10.2.1　データベース情報の設定
「Asset Information Manager Limited」のデータベースに接続するためのログイン IDや
サービス名などを設定します。
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
データベース情報で設定する項目を次に示します。

（1） ログイン ID

データベース接続ユーザのログイン IDを設定します。ここで設定するのは，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベース作成時に使用する接続ユーザ IDです。
データベースの作成方法については「10.3.1　データベースを新規作成する」を参照して
ください。

また，［パスワード設定］ダイアログボックスでパスワードを設定します。

この項目は必ず設定してください。

●指定できる値
1～ 29バイトの文字です（「ログイン ID」およびパスワード）。ただし，Embedded 
RDBの場合，「ログイン ID」には 1～ 8バイトの文字を指定してください。デフォル
トは，「ログイン ID」およびパスワードのどちらも「admin」です。
「ログイン ID」およびパスワードに指定する値には，DBMSの種類によって制限があ
ります。各 DBMSでの指定できる値の制限を次の表に示します。

表 10-1　「ログイン ID」およびパスワードに指定できる値の制限

ここで設定した値は，次に示すダイアログボックスの「接続ユーザ ID」に反映されま
す。ただし，データベースの新規作成後に値を変更した場合は，データソースまたは
ネット・サービスを再作成してください。

•［データベースの基本設定］ダイアログボックス
•［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックス

（2） サービス名

「Asset Information Manager Limited」のデータベース用のサービス名を設定します。
ここで設定するのは，「Asset Information Manager Limited」のデータベース作成時に
使用する ODBCデータソース名（Embedded RDBまたはMicrosoft SQL Serverの場
合）またはネット・サービス名（Oracleの場合）です。データベースの作成方法につい
ては，「10.3.1　データベースを新規作成する」を参照してください。

この項目は，必ず設定してください。

●指定できる値

DBMSの種類 指定する値の制限

Embedded RDB 先頭の文字には，必ず半角英字を指定してください。

Microsoft SQL Server 「!」，「(」，「)」，「*」，「,」，「;」，「=」，「?」，「@」，「[」，「]」，「{」，「}」および
半角スペースは指定できません。

Oracle 「"」は指定できません。
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
1～ 63バイトの半角英数字および記号です。デフォルトは「ASSET_DB_SERVICE」
です。
「サービス名」に指定する値には，DBMSの種類によって制限があります。各 DBMS
での指定できる値の制限を次の表に示します。

表 10-2　「サービス名」に指定できる値の制限

ここで設定した値は，次に示すダイアログボックスの「ODBCデータソース名」および
「ネット・サービス名」に反映されます。ただし，データベースの新規作成後に値を変更
した場合は，データソースまたはネット・サービスを再作成してください。

•［データベースの基本設定］ダイアログボックス
•［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックス

（3） 同時接続コネクション数

データベースに同時に接続するコネクション数を設定します。

なお，この項目は設定を省略できます。

●指定できる値
1～ 64です。デフォルトは 20です。この項目では，「データベース情報」の「検索用
接続コネクション数」よりも大きい値を指定してください。空白を指定した場合は，
デフォルトの値が設定されます。

（4） 検索用接続コネクション数

データベースに長時間接続する必要のある処理が同時に接続できるコネクション数を設
定します。この設定をすることで，検索要求といった，長時間の処理によるデータベー
ス接続の占有を防げます。

なお，この項目は設定を省略できます。

●指定できる値
1～ 64です。デフォルトは 5です。この項目では，「データベース情報」の「同時接
続コネクション数」よりも小さい値を指定してください。空白を指定した場合は，デ
フォルトの値が設定されます。

（5） LIKE検索時の大文字小文字の区別（Embedded RDB）

「LIKE検索時の大文字小文字の区別（Embedded RDB）」では，Embedded RDBを使用

DBMSの種類 指定する値の制限

Embedded RDBまたは
Microsoft SQL Server

「!」，「(」，「)」，「*」，「,」，「;」，「=」，「?」，「@」，「[」，「]」，「{」，「}」および
半角スペースは指定できません。

Oracle 「!」，「"」，「#」，「$」，「%」，「&」，「'」，「(」，「)」，「*」，「+」，「,」，「/」，「:」，
「;」，「<」，「=」，「>」，「?」，「@」，「[」，「¥」，「]」，「^」，「`」，「{」，「|」，「}」，
「~」および半角スペースは指定できません。
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
している場合，前方一致および後方一致を含む部分一致で検索するときに，大文字と小
文字を区別するかどうかを設定します。

●指定できる値
•「区別する」（デフォルト）
大文字と小文字を区別します。

•「区別しない」
大文字と小文字を区別しません。

10.2.2　セッション情報の設定
［操作ログ一覧］ウィンドウから強制ログアウトさせる時間，および同時にログインでき
るユーザ数を設定します。

セッション情報で設定する項目を次に示します。

（1） 無通信監視時間

WWWブラウザから一定時間操作しない場合に，強制ログアウトするまでの時間を設定
します。

なお，この項目は設定を省略できます。

●指定できる値
1～ 2,880分です。デフォルトは 60分です。空白を指定した場合は，デフォルトの値
が設定されます。

（2） 同時利用ログイン数

同時に利用できるログインユーザ数を設定します。

この項目は，必ず設定してください。

●指定できる値
1～ 100,000です。デフォルトは 300です。

10.2.3　基本情報の設定
「基本情報」では，操作画面に表示される項目，操作を実行する際の上限値などを設定し
ます。

なお，次の項目は，JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合に使用する設定
です。JP1/NETM/Client Security Controlと連携しない場合は，設定不要です。

• PDFボタンの表示
• PDFファイル作成時のタイムアウト時間

各項目の内容については，マニュアル「JP1/NETM/Asset Information Manager 設計・
構築ガイド」を参照してください。
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そのほかの項目について説明します。

（1） 検索結果の一覧表示行数

検索した結果の一覧の表示件数を設定します。この設定は，検索結果がページで区切ら
れていない画面に適用されます。

なお，この項目は設定を省略できます。

●指定できる値
1～ 1,000件です。デフォルトは 200件です。空白を指定した場合は，デフォルトの
値が設定されます。

（2） 表示件数欄の表示

1ページに表示する検索結果の件数を指定する「表示件数」の欄を，操作画面に表示する
かどうかを選択します。この設定は，検索結果がページで区切られて表示される画面の
うち，検索を実行する画面に適用されます。

●指定できる値
•「表示する」（デフォルト）
「表示件数」の欄を表示します。
•「表示しない」
「表示件数」の欄を表示しません。1ページ当たりに表示される検索結果の件数は，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスの「基本情報」の「1ページに表示する
検索結果の件数」で設定した値で固定となります。

（3） 1ページに表示する検索結果の件数

検索した結果の一覧の表示件数を設定します。この設定は，検索結果がページで区切ら
れて表示される画面に適用されます。

この項目は設定を省略できます。

●指定できる値
1～ 1,000件です。デフォルトは 200件です。空白を指定した場合は，デフォルトの
値が設定されます。

（4） 部署削除用の「ゴミ箱」部署 ID

部署を削除した場合に，削除した部署に登録されていたユーザ情報を一時退避するため
に「ゴミ箱」という部署が自動的に作成されます。「部署削除用の「ゴミ箱」部署 ID」
では，「ゴミ箱」の部署 IDを設定します。

なお，この項目は設定を省略できます。

●指定できる値
0～ 64文字の英数字です。デフォルトは，「99999999」です。空白を指定した場合
は，デフォルトの値が設定されます。
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（5） 設置場所削除用の「ゴミ箱」設置場所 ID

設置場所を削除した場合に，削除した設置場所を一時退避するために「ゴミ箱」という
設置場所が自動的に作成されます。「設置場所削除用の「ゴミ箱」設置場所 ID」では，
「ゴミ箱」の設置場所 IDを設定します。

なお，この項目は設定を省略できます。

●指定できる値
0～ 64文字の英数字です。デフォルトは，「99999999」です。空白を指定した場合
は，デフォルトの値が設定されます。

（6） 部署別 IPグループを使用した部署の設定

「部署別 IPグループを使用した部署の設定」では，IPアドレスに合わせて，機器を使用
している部署を設定するかどうかを選択します。IPアドレスに対応する部署は，業務メ
ニュー「IPグループ管理」で登録します。また，「部署」は，ハードウェア資産情報の
「IPアドレス」に合わせて設定されます。

この設定は，サービス「Asset Information Synchronous Service」，タスク「インベント
リ情報の取込み」，およびタスク「データメンテナンス」の実行時に有効になります。た
だし，タスク「データメンテナンス」の実行時に有効にするには，設定ファイル
（taskopt.ini）を変更する必要があります。設定ファイルの変更方法については，
「10.7.2(2)　設定ファイルの作成」を参照してください。

●指定できる値
•「設定しない」

IPアドレスに対応した機器の「部署」は設定されません。
•「設定する」

IPアドレスに対応する部署が，機器の「部署」として設定されます。すでに値が設
定されていても，対応する IPグループの部署の値で上書きされます。
業務メニュー「IPグループ管理」での設定に合わせて「部署」を更新する場合は，
この値を指定してください。

•「部署が未設定のときのみ設定する」（デフォルト）
機器の「部署」が登録されていないときだけ，IPアドレスに対応する部署が設定さ
れます。
主に，新規登録の機器に「部署」を設定したい場合などに，指定してください。

注意事項
「設定する」を選択した場合でも，ユーザインベントリの値，または［機器詳細］ダ
イアログボックスで入力した値が設定されている場合は，上書きされません。
そのため，すべての機器に対応する IPグループの部署の値を設定したい場合は，業
務メニュー「一括変更」で，一度すべての「部署」の値を削除してください。また，
業務メニュー「インベントリ情報の引き当て」で，「部署情報 .部署名」の「上書き
設定」を「上書きする（NULLまたは N/Aは上書きしない）」に設定するか，タス
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ク「データメンテナンス」を使用して上書きする設定にしてください。タスク
「データメンテナンス」での設定方法については，「10.7.2　タスク「データメンテナ
ンス」で実施する作業の指定」を参照してください。

（7） 設置場所別 IPグループを使用した設置場所の設定

「設置場所別 IPグループを使用した設置場所の設定」では，IPアドレスに対応する設置
場所を機器の「設置場所」に設定するかどうかを選択します。IPアドレスに対応する設
置場所は，業務メニュー「IPグループ管理」で登録します。また，「設置場所」は，ハー
ドウェア資産情報の「IPアドレス」に合わせて設定されます。

この設定は，サービス「Asset Information Synchronous Service」，タスク「インベント
リ情報の取込み」，およびタスク「データメンテナンス」の実行時に有効になります。た
だし，タスク「データメンテナンス」の実行時に有効にするには，設定ファイル
（taskopt.ini）を変更する必要があります。設定ファイルの変更方法については，「10.7.2
　タスク「データメンテナンス」で実施する作業の指定」を参照してください。

●指定できる値
•「設定しない」（デフォルト）

IPアドレスに対応した機器の「設置場所」は設定されません。
•「設定する」

IPアドレスに対応する設置場所が，機器の「設置場所」として設定されます。すで
に値が設定されていても，対応する IPグループの設置場所の値で上書きされます。
業務メニュー「IPグループ管理」での設定に合わせて「設置場所」を更新する場合
は，この値を指定してください。

•「設置場所が未設定のときのみ設定する」
機器の「設置場所」が登録されていないときだけ，IPアドレスに対応する設置場所
が設定されます。
主に，新規登録の機器に「設置場所」を設定したい場合などに，指定してください。

注意事項
「設定する」を選択した場合でも，ユーザインベントリから取得した値，または［機
器詳細］ダイアログボックスで入力した値が設定されている場合は，上書きされま
せん。そのため，すべての機器に対応する IPグループの設置場所の値を設定したい
場合は，業務メニュー「一括変更」で，一度すべての「設置場所」の値を削除して
ください。また，業務メニュー「インベントリ情報の引き当て」で，「設置場所情報
.設置場所名」の「上書き設定」が「上書きする（NULLまたは N/Aは上書きしな
い）」に設定されていることを確認してください。
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参考
 

タスク「データメンテナンス」を使用することで，ユーザインベントリから取得した値，ま
たは［機器詳細］ダイアログボックスで入力した値が設定されている場合でも，業務メ
ニュー「IPグループ管理」での設定に合わせて設置場所を更新できます。タスク「データ
メンテナンス」での設定方法については，「10.7.2　タスク「データメンテナンス」で実施す
る作業の指定」を参照してください。

（8） 操作ログの検索結果取得件数

検索に時間が掛かり過ぎるのを防ぐため，配布管理システムと JP1/秘文のテーブルごと
の，操作ログを検索する件数を指定します。

操作ログを管理しない場合でも，値を空白にすることはできません。

●指定できる値
1～ 100,000件です。デフォルトは 5,000件です。

（9） 操作ログ一覧の検索期間の警告

検索に時間が掛かり過ぎるのを防ぐため，業務メニュー「操作ログ一覧」および［操作
ログ一覧］ウィンドウでの検索期間に対して，警告する範囲を設定します。「検索期間
（開始）」から「検索期間（終了）」までに設定した時間が，この項目で設定した時間を超
えている場合，警告が表示されます。なお，この項目に 0を設定した場合，警告は表示
されません。

操作ログを管理しない場合でも，値を空白にすることはできません。

●指定できる値
0～ 10,080分です。デフォルトは 60分です。

（10） トレース時の表示階層

「トレース時の表示階層」では，業務メニュー「操作ログ一覧」および［操作ログ一覧］
ウィンドウで操作を追跡する際に，バックアイコンまたはフォワードアイコンを選択し
て一度に表示される階層の数を設定します。

操作ログを管理しない場合でも，値を空白にすることはできません。

●指定できる値
0～ 10階層です。デフォルトは 10階層です。0を設定した場合は，すべての階層が
表示されます。

（11） トレース時間範囲の設定

「トレース時間範囲の設定」では，業務メニュー「操作ログ一覧」および［操作ログ一
覧］ウィンドウで，あるクライアントに対するネットワーク経由の操作を追跡する場合
に，同時刻と見なす時間の範囲を設定します。
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操作ログを管理しない場合でも，値を空白にすることはできません。

●指定できる値
0～ 300秒です。デフォルトは 60秒です。この場合，基準となるノードから前後それ
ぞれ 60秒が同時刻と見なされます。

10.2.4　JP1/NETM/DM連携の設定
配布管理システムのデータベースに接続するためのログイン IDやサービス名，インベン
トリ情報のデータベースへの登録方法などを設定します。

(4)～ (9)のインベントリ情報と「Asset Information Manager Limited」の資産情報との
引き当ての設定については，「10.2.6　インベントリ情報の引き当て方法の設定」を基に
決定した値を設定してください。

なお，次の項目は，JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合に使用する設定
です。JP1/NETM/Client Security Controlと連携しない場合は，設定不要です。

• 削除された資産に設定するコード
• パッケージ識別 IDの取得
• JP1/NETM/DMで使用するジョブ格納フォルダ名

各項目の内容については，マニュアル「JP1/NETM/Asset Information Manager 設計・
構築ガイド」を参照してください。

そのほかの項目について説明します。

（1） JP1/NETM/DMデータベースログイン ID

配布管理システムのデータベースに接続するためのログイン IDを設定します。

また，［パスワード設定］ダイアログボックスでパスワードを設定します。

この項目は必ず設定してください。

●指定できる値
1～ 29バイトの文字です（「JP1/NETM/DMデータベースログイン ID」およびパス
ワード）。ただし，Embedded RDBの場合，「JP1/NETM/DMデータベースログイン
ID」には 1～ 8バイトの文字を指定してください。デフォルトは，「JP1/NETM/DM
データベースログイン ID」およびパスワードのどちらも「admin」です。
「JP1/NETM/DMデータベースログイン ID」およびパスワードに指定する値には，
DBMSの種類によって制限があります。各 DBMSでの指定できる値の制限を次の表
に示します。
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表 10-3　「JP1/NETM/DMデータベースログイン ID」およびパスワードに指定できる値
の制限

ここで設定した値は，［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックスの
「接続ユーザ ID」に反映されます。

（2） JP1/NETM/DMデータベース接続サービス名

配布管理システムのデータベースに接続するためサービス名を設定します。この項目で
は，配布管理システムのデータベースに接続するために使用するに ODBCデータソース
名（Embedded RDBまたはMicrosoft SQL Serverの場合）またはネット・サービス名
（Oracleの場合）を指定します。

この項目は必ず設定してください。

●指定できる値
1～ 63バイトの半角英数字および記号です。デフォルトは「NETM_DB_SERVICE」
です。
「JP1/NETM/DMデータベース接続サービス名」に指定する値には，配布管理システ
ムの DBMSの種類によって制限があります。各 DBMSでの指定できる値の制限を次
の表に示します。

表 10-4　「JP1/NETM/DMデータベース接続サービス名」に指定できる値の制限

ここで設定した値は，［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックスの
「ODBCデータソース名」および「ネット・サービス名」に反映されます。

（3） JP1/NETM/DM未導入機器の取り込み

ネットワークにある，JP1/NETM/DM Clientをインストールしていない機器（JP1/
NETM/DM未導入ホスト）の情報を取得するかどうかを選択します。

DBMSの種類 指定する値の制限

Embedded RDB 先頭の文字には，必ず半角英字を指定してください。

Microsoft SQL Server 「!」，「(」，「)」，「*」，「,」，「;」，「=」，「?」，「@」，「[」，「]」，「{」，「}」および
半角スペースは指定できません。

Oracle 「"」は指定できません。

DBMSの種類 指定する値の制限

Microsoft SQL Server
および Embedded RDB

「!」，「(」，「)」，「*」，「,」，「;」，「=」，「?」，「@」，「[」，「]」，「{」，「}」および
半角スペースは指定できません。

Oracle 「!」，「"」，「#」，「$」，「%」，「&」，「'」，「(」，「)」，「*」，「+」，「,」，「/」，「:」，
「;」，「<」，「=」，「>」，「?」，「@」，「[」，「¥」，「]」，「^」，「`」，「{」，「|」，「}」，
「~」および半角スペースは指定できません。
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JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「取り込む」（デフォルト）

JP1/NETM/DM Clientがインストールされているかどうかに関係なく，ネットワー
クにあるすべての機器のインベントリ情報を取得します。

•「取り込まない」
JP1/NETM/DM Clientがインストールされている機器のインベントリ情報だけを取
得します。

（4） 運用キー

配布管理システムでの設定に合わせて，運用キーにホスト識別子を使用しているかどう
かを選択します。配布管理システムで「ホスト識別子の使用」の有無を変更したら，こ
の設定も合わせて変更してください。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「ホスト識別子あり」（デフォルト）
配布管理システムで，運用キーにホスト識別子を使用している場合に設定します。
この値を選択すると，ホスト識別子を使用して JP1/NETM/DMのインベントリ情
報と「Asset Information Manager Limited」の資産情報を引き当てます。

•「ホスト識別子なし」
配布管理システムで，運用キーにホスト識別子を使用していない場合に設定します。
システム構成情報の「ノード識別キー」が「ホスト名運用」の場合は，MACアドレ
ス，ホスト名が同一の資産を引き当てます。引き当てられなかった場合は，MACア
ドレスが同一の資産を引き当てます。MACアドレスで引き当てられなかった場合
は，ホスト名が同一の資産を引き当てます。
システム構成情報の「ノード識別キー」が「IPアドレス運用」の場合は，MACア
ドレス，IPアドレスが同一の資産を引き当てます。引き当てられなかった場合は，
MACアドレスが同一の資産を引き当てます。MACアドレスで引き当てられなかっ
た場合は，IPアドレスが同一の資産を引き当てます。

（5） 資産情報の引き当てキー

配布管理システムで収集した情報を「Asset Information Manager Limited」の資産情報
に対応づけて登録する際，識別するための引き当てキーを選択します。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
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•「運用キーに従う」（デフォルト）
「運用キー」で指定した値をキーに，JP1/NETM/DMのインベントリ情報と「Asset 
Information Manager Limited」の資産情報が引き当てられます。

•「資産番号を使用する」
インベントリ情報の引き当てで資産番号に設定した値が，引き当てキーとなります。
インベントリ情報の引き当てでは，デフォルトは自動採番する設定になっています。
そのため，デフォルトの設定のままではインベントリ情報を引き当てられないので，
必ず設定を変更してください。
インベントリ情報の引き当てでの設定については，「10.2.6　インベントリ情報の引
き当て方法の設定」を参照してください。

（6） 資産情報の引き当て 1

JP1/NETM/DMのインベントリ情報を取得するときの，「Asset Information Manager 
Limited」の資産情報の引き当て方法を選択します。この設定は，「資産情報の引き当て
キー」の値が「運用キーに従う」で，「運用キー」の値が「ホスト識別子あり」の場合に
有効になります。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「ホスト識別子のみが同一の資産を引き当てる」（デフォルト）

JP1/NETM/DMのシステム構成情報の「ホスト識別子」で引き当てられなかった場
合は，ほかの値を使って引き当てることはしません。

•「MACアドレスが同一の資産を引き当てる」
JP1/NETM/DMのシステム構成情報の「ホスト識別子」で引き当てられなかった場
合は，MACアドレスが同一の資産を引き当てます。

•「運用方式に従って引き当てる」
JP1/NETM/DMのシステム構成情報の「ホスト識別子」で引き当てられなかった場
合は，MACアドレス，ホスト名，IPアドレスが同一の資産を引き当てます。
引き当てられなかった場合は，システム構成情報の「ノード識別キー」が「ホスト
名運用」のときは，MACアドレス，ホスト名が同一の資産を引き当てます。また，
システム構成情報の「ノード識別キー」が「IPアドレス運用」のときは，MACア
ドレス，IPアドレスが同一の資産を引き当てます。
それでも引き当てられなかった場合は，MACアドレスが同一の資産を引き当てま
す。
　

なお，どの値を選択した場合でも，「Asset Information Manager Limited」の資産情
報の「引き当てキー」には，ホスト識別子の値が登録されます。
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（7） 資産情報の引き当て 2

「資産情報の引き当て 1」で引き当てられなかった場合の引き当て方法を選択します。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「IPアドレスとホスト名を使用して引き当てる」（デフォルト）
「資産情報の引き当て 1」で引き当てられなかった機器の中から，ホスト名と IPア
ドレスが同一の資産を引き当てます。
引き当てられなかった場合，システム構成情報の「ノード識別キー」が「ホスト名
運用」のときはホスト名が同一の資産，「ノード識別キー」が「IPアドレス運用」
のときは IPアドレスが同一の資産を引き当てます。

•「引き当てを行わない」
引き当てられなかった資産は登録されません。

（8） 引き当たらなかった資産の新規登録

引き当てられなかった資産があった場合に，新規に登録するかどうかを選択します。「運
用キー」で「ホスト識別子あり」を選択した場合は，「資産情報の引き当て 1」および
「資産情報の引き当て 2」で引き当てられなかった資産が対象になります。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「新規登録する」（デフォルト）
データベースに登録されている資産と引き当てられなかったインベントリ情報が
あった場合，新規資産として登録します。

•「新規登録しない」
データベースに登録されている資産と引き当てられなかったインベントリ情報は登
録されません。
この値を設定した場合，新規に追加された資産が登録されないことがあるので注意
してください。

（9） ダイヤルアップ接続の MACアドレス

ダイヤルアップ接続のMACアドレスを，「Asset Information Manager Limited」の資
産情報と引き当てるための情報に加えるかどうかを選択します。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「引き当て情報にする」
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ダイヤルアップ接続のMACアドレスを使用して，「Asset Information Manager 
Limited」の資産情報と引き当てます。

•「引き当て情報にしない」（デフォルト）
「Asset Information Manager Limited」の資産情報との引き当てに，ダイヤルアッ
プ接続のMACアドレスは使用しません。「資産情報との引き当て 1」で「MACア
ドレスが同一の資産を引き当てる」を選択して，「資産情報との引き当て 2」で「引
き当てを行わない」を選択している場合は，ホスト識別子で引き当てられなかった
「Asset Information Manager Limited」の資産情報は，引き当てられなくなるので
注意してください。

（10） 取り込む情報の種別

配布管理システムから「Asset Information Manager Limited」のデータベースに取り込
む情報の種類を設定します。

ソフトウェア適用状況画面からソフトウェアを配布する場合は，配布対象とする機器を
検索するために，ソフトウェア情報を取り込むように設定してください。

配布管理システムから取り込むことによって更新される情報の詳細については，「10.9　
Asset Information Manager Limitedで表示できるインベントリ情報」を参照してくだ
さい。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「ハードウェア情報」
ハードウェアに関する情報だけが登録されます。

•「ハードウェア情報＋ソフトウェア情報」（デフォルト）
ハードウェアに関する情報とソフトウェアに関する情報が登録されます。ソフト
ウェアに関する情報は，クライアントにインストールされているすべての情報が取
得されます（取捨選択できません）。

•「ハードウェア情報＋ソフトウェアインベントリ情報」
ハードウェアに関する情報と，ソフトウェアインベントリ辞書で管理対象に設定し
たソフトウェアの情報が登録されます。

•「ハードウェア情報＋ソフトウェア情報＋ソフトウェアインベントリ情報」
ハードウェアに関する情報とソフトウェアに関する情報，およびソフトウェアイン
ベントリ辞書で管理対象に設定したソフトウェアの情報が登録されます。

（11） 監視間隔

インベントリ情報が更新されたかどうかを監視する間隔を指定します。この設定は，値
を空白にすることはできません。

●指定できる値
1～ 429,496秒です。デフォルトは 60秒です。
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（12） JP1/NETM/DMで削除された資産の機器状態

「JP1/NETM/DMで削除された資産の機器状態」では，インベントリ情報の更新をリア
ルタイムに取得する場合，削除機器として取得された機器の機器状態を設定します。

JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合は，JP1/NETM/Client Security 
Controlと連携するための設定値を優先してください。

●指定できる値
•「廃棄」
機器状態が「廃棄」に設定されて，タスク「データメンテナンス」でほかの情報と
の関連づけが削除されます。

•「仮廃棄」
インベントリ情報の引き当て対象となります。情報が引き当てられた場合は，機器
状態が「運用」に戻ります。
なお，タスク「データメンテナンス」では，「廃棄」と同様にほかの情報との関連づ
けが削除されます。

•「抹消」（デフォルト）
「抹消」に設定されて，タスク「データメンテナンス」で削除されます。
•「コード指定」
「削除された資産に設定するコード」で指定したコードの状態になります。
•「何もしない」
機器状態は変更されません。

10.2.5　JP1/秘文連携の設定
JP1/秘文の操作ログを参照するためのログイン IDやサービス名を設定します。JP1/秘
文の操作ログを参照しない場合は，連携しない設定にしてください。

「JP1/秘文連携」で設定する項目を次に示します。

（1） JP1/秘文との連携設定

JP1/秘文 LogManagerのデータベースに接続して JP1/秘文の操作ログ情報を参照する
かどうかを選択します。

この項目は必ず設定してください。

●指定できる値
•「連携する」（デフォルト）

JP1/秘文と連携します。
•「連携しない」

JP1/秘文と連携しません。
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（2） JP1/秘文データベースログイン ID

JP1/秘文 LogManagerのデータベースに接続するためのログイン IDを設定します。

また，［パスワード設定］ダイアログボックスでパスワードを設定します。

JP1/秘文 LogManagerのデータベースに接続する場合，この項目は必ず設定してくださ
い。JP1/秘文と連携しない場合でも，値を空白にすることはできません。

●指定できる値
1～ 29バイトの文字です。（「JP1/秘文データベースログイン ID」およびパスワー
ド）。ただし，「!」，「(」，「)」，「*」，「,」，「;」，「=」，「?」，「@」，「[」，「]」，「{」，「}」お
よび半角スペースは指定できません。デフォルトは，「JP1/秘文データベースログイ
ン ID」およびパスワードのどちらも「admin」です。

ここで設定した値は，データソースを作成するダイアログボックスの「接続ユーザ ID」
に反映されます。

（3） JP1/秘文データベース接続サービス名

JP1/秘文 LogManagerのデータベースに接続するためのサービス名を設定します。この
項目では，JP1/秘文 LogManagerのデータベース接続のセットアップで設定するデータ
ソース名を指定します。

JP1/秘文 LogManagerのデータベースに接続する場合，この項目は必ず設定してくださ
い。

●指定できる値
1～ 63バイトの半角英数字および記号です。ただし，「!」，「(」，「)」，「*」，「,」，「;」，
「=」，「?」，「@」，「[」，「]」，「{」，「}」および半角スペースは指定できません。デフォ
ルトは，「HIBUN_DB_SERVICE」です。

10.2.6　インベントリ情報の引き当て方法の設定
インベントリ情報を，「Asset Information Manager Limited」のデータベースに取り込
んで管理するためには，JP1/NETM/DMでのクライアントと，「Asset Information 
Manager Limited」での管理対象を一致させて，同一の機器の情報が別の機器の情報と
して登録されてしまうなどの，誤登録を避ける必要があります。

JP1/NETM/DMで収集した情報を，正確に「Asset Information Manager Limited」の
資産情報に引き当てるために，インベントリ情報および「Asset Information Manager 
Limited」の資産情報のキーとなる情報を設定します。

インベントリ情報の「Asset Information Manager Limited」の資産情報への引き当て方
法は，［サーバセットアップ］ダイアログボックスで設定します。設定する項目について
は，「10.2.4　JP1/NETM/DM連携の設定」を参照してください。
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ここでは，［サーバセットアップ］ダイアログボックスでの設定に従って，どのようにイ
ンベントリ情報が登録されるかについて，詳しく説明します。

［サーバセットアップ］ダイアログボックスでの設定と引き当ての流れを次の図に示しま
す。

図 10-4　［サーバセットアップ］ダイアログボックスでの設定と引き当ての流れ
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図中の (1)～ (11)の数字は，これ以降の説明の見出しと対応しています。

注意事項
•［サーバセットアップ］ダイアログボックスでの設定「ダイヤルアップ接続の

MACアドレス」で，「引き当て情報にしない」を指定している場合，ダイヤル
アップ接続の機器はMACアドレスで引き当てられません。

• 引き当て先となる資産情報の機器種別が「システム装置」（「機器種別」のコード
が 100～ 199）ではない場合，資産が新規に登録されます。

（1） 「資産情報の引き当てキー」の種類

インベントリ情報の「Asset Information Manager Limited」の資産情報への引き当て方
法は，JP1/NETM/DMの運用キーを使用する方法と，業務メニュー「インベントリ情報
の引き当て」で設定した資産番号への引き当て項目を使用する方法があります。

●業務メニュー「インベントリ情報の引き当て」で設定した資産番号を使用する場合
業務メニュー「インベントリ情報の引き当て」での，資産番号への引き当ての設定に
従います。

●運用キーを使用する場合
ユーザインベントリ情報で資産番号を管理していない場合は，運用キーを使用して，
「Asset Information Manager Limited」の資産情報に引き当てます。この場合は JP1/
NETM/DMでの運用キーによって引き当て方法が異なります。

（2） 運用キーを使用する場合

ホスト識別子とは，JP1/NETM/DMシステム内で一意な値で，各機器を識別するキー情
報です。ホスト識別子は JP1/NETM/DM Clientのインストール時に生成され，JP1/
NETM/DMサーバに自動的に通知されます。したがって，ホスト識別子は，ノード識別
キーに比べて，ネットワーク構成の変化による影響を受けません。

JP1/NETM/DMの設定でホスト識別子ありの運用にしている場合は，このホスト識別子
を使用して引き当てます。「ホスト識別子あり」を選択していない場合は，ノード識別
キーを使用して引き当てます。

ノード識別キーには，ホスト名または IPアドレスが使用できます。どちらで管理するか
は JP1/NETM/DMのセットアップ時に選択します。両方を混在して使用することはでき
ません。

（3） 引き当て処理（ノード識別キーが「IPアドレス運用」の場合）

次の順序で引き当てられます。

1. MACアドレスおよび IPアドレスが同じ「Asset Information Manager Limited」の
資産情報が引き当てられます。

2. MACアドレスが同じ「Asset Information Manager Limited」の資産情報が引き当て
られます。
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3. IPアドレスが同じ「Asset Information Manager Limited」の資産情報が引き当てら
れます。

登録，更新時には，「Asset Information Manager Limited」の資産情報の「引き当て
キー」に IPアドレスが設定されます。

（4） 引き当て処理（ノード識別キーが「ホスト名運用」の場合）

次の順序で引き当てられます。

1. MACアドレスおよびホスト名が同じ「Asset Information Manager Limited」の資産
情報が引き当てられます。

2. MACアドレスが同じ「Asset Information Manager Limited」の資産情報が引き当て
られます。

3. ホスト名が同じ「Asset Information Manager Limited」の資産情報が引き当てられ
ます。

登録，更新時には，「Asset Information Manager Limited」の資産情報の「引き当て
キー」にホスト名が設定されます。

（5） ホスト識別子で引き当てられなかった場合

ホスト識別子で引き当てられなかった場合は，［サーバセットアップ］ダイアログボック
スでの設定「資産情報の引き当て 1」で指定します。

なお，登録，更新時には，「Asset Information Manager Limited」の資産情報の「引き
当てキー」に，ホスト識別子が設定されます。

（6） 引き当て処理（「ホスト識別子のみが同一の資産を引き当てる」を
指定した場合）

ホスト識別子と「引き当てキー」の値が同じ「Asset Information Manager Limited」の
資産情報が引き当てられます。

（7） 引き当て処理（「MACアドレスが同一の資産を引き当てる」を指定
した場合）

次の順序で引き当てられます。

1. ホスト識別子と「引き当てキー」の値が同じ「Asset Information Manager Limited」
の資産情報が引き当てられます。

2. 該当する資産情報がない場合，MACアドレスが同じ「Asset Information Manager 
Limited」の資産情報が引き当てられます。

（8） 引き当て処理（「運用方式に従って引き当てる」を指定した場合）

次の順序で引き当てられます。
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1. ホスト識別子と「引き当てキー」の値が同じ「Asset Information Manager Limited」
の資産情報が引き当てられます。

2. MACアドレス，IPアドレス，ホスト名が同じ「Asset Information Manager 
Limited」の資産情報が引き当てられます。

3. ノード識別子が「ホスト名運用」の場合，MACアドレスとホスト名が同一の，
「Asset Information Manager Limited」の資産情報が引き当てられます。

4. ノード識別子が「IPアドレス運用」の場合，MACアドレスと IPアドレスが同一の，
「Asset Information Manager Limited」の資産情報が引き当てられます。

5. 3.と 4.のどちらの場合でも，該当する資産情報がない場合は，MACアドレスが同じ
「Asset Information Manager Limited」の資産情報に引き当てられます。

（9） 「資産情報の引き当て 1」で指定した方法で引き当てられなかった場
合

「資産情報の引き当て 1」で指定した方法で引き当てられなかった場合（ホスト識別子ま
たはMACアドレスが同じ資産がなかった場合）は，「資産情報の引き当て 2」での指定
に従います。ホスト識別子で引き当てられなかった場合とは，リプレースで機器が異な
る場合，または OSを再インストールした場合が該当します。

（10） 引き当て処理（「IPアドレスとホスト名を使用して引き当てる」を
指定した場合）

次の順序で引き当てられます。

1. IPアドレスとホスト名が同じ「Asset Information Manager Limited」の資産情報が
引き当てられます。

2. ノード識別子が「ホスト名運用」の場合，ホスト名が同一の「Asset Information 
Manager Limited」の資産情報が引き当てられます。
ノード識別子が「IPアドレス運用」の場合，IPアドレスが同一の「Asset 
Information Manager Limited」の資産情報が引き当てられます。

（11） 引き当たらなかった資産の新規登録

該当する「Asset Information Manager Limited」の資産情報がない場合は，［サーバ
セットアップ］ダイアログボックスでの設定「引き当たらなかった資産の新規登録」の
指定に従って，登録されるかどうかが決まります。「新規登録する」を指定した場合は，
新規に登録されます。「新規登録しない」を指定した場合は，登録されません。

（12） 運用キー別の資産情報の引き当て方法

［サーバセットアップ］ダイアログボックスでの設定「資産情報の引き当てキー」で，
「運用キーに従う」を指定した場合に，引き当てキーとなる情報が更新されたときの引き
当て方法を次の表に示します。
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表 10-5　JP1/NETM/DMの運用キー別の引き当て方法

注※
「資産情報の引き当て 2」で「IPアドレスとホスト名を使用して引き当てる」を選択している場
合の引き当て方法です。

リプレースを例に，［サーバセットアップ］ダイアログボックスでの設定方法を説明しま
す。なお，［サーバセットアップ］ダイアログボックスでの設定「資産情報の引き当て
キー」で，「運用キーに従う」を指定して，「運用キー」で「ホスト識別子あり」を指定
していることを前提とします。

リプレースすると，ホスト識別子とMACアドレスが異なるため，「資産情報の引き当て
1」では引き当てられません。そのため，「資産情報の引き当て 2」の設定に従って引き
当てられます。

リプレースの際は，リプレース後の機器を新規機器とするか，リプレース前の資産と同
一の機器とするかによって，次のように指定します。

リプレースした機器を新規資産として登録するには
•「資産情報の引き当て 2」で「引き当てを行わない」を指定する。
•「引き当たらなかった資産の新規登録」で「新規登録する」を指定する。

リプレースした機器を前の機器と同じ資産として引き当てるには

インベントリ情報が ホスト識別子あり ホスト識別子なし

更新される状況
（更新される情報）

ホスト名 IPアドレス

IPアドレスの変更
（IPアドレス）

ホスト識別子で引き当
てる。

MACアドレスとホス
ト名で引き当てる。

MACアドレスで引き
当てる。

ホスト名の変更
（ホスト名）

ホスト識別子で引き当
てる。

MACアドレスで引き
当てる。

MACアドレスと IP
アドレスで引き当て
る。

OSの再インストール
（ホスト識別子）

次のどれかで引き当て
る。
• MACアドレス
• MACアドレス，ホ
スト名および IPア
ドレス

• MACアドレスおよ
びホスト名

• MACアドレスおよ
び IPアドレス

MACアドレスとホス
ト名で引き当てる。

MACアドレスと IP
アドレスで引き当て
る。

リプレース
（ホスト識別子，MACア
ドレス）

次のどれかで引き当て
る。※

• ホスト名および IP
アドレス

• ホスト名
• IPアドレス

ホスト名で引き当て
る。

IPアドレスで引き当
てる。
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•「資産情報の引き当て 2」で「IPアドレスとホスト名を使用して引き当てる」を指
定する。
リプレース前の機器とホスト名または IPアドレスが一致した場合は，リプレース
前の機器の情報と引き当てられます。

注意事項
• 該当する資産が複数存在する場合は，登録日が最新の資産の情報が更新されます。
• PCカードなど移動可能なネットワークカードを複数の機器で共有する場合は，

JP1/NETM/DMで「ホスト識別子あり」の運用にしてください。
• JP1/NETM/DMで「ホスト識別子あり」の運用にしている場合，機器の OSをイ
ンストールし直すと，「ホスト識別子」が新たに採番されます。そのため，「引き
当てキー」による引き当てができなくなります。
この場合，「資産情報の引き当て 1」および「資産情報の引き当て 2」での設定に
従って引き当てられます。

• 引き当てには，ハードウェア資産情報の「MACアドレス」，「IPアドレス」およ
び「ホスト名」の値が使用されます。

• 引き当てられた「Asset Information Manager Limited」の資産情報の状態が，
「廃棄」（「機器状態」のコードが 500～ 699）の場合，情報は更新されません。
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10.3　Asset Information Manager Limitedのデー
タベースをセットアップする

「Asset Information Manager Limited」で使用するデータベースを作成したり，メンテ
ナンスしたりするには，「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネー
ジャを使用します。

また，JP1/秘文の操作ログを参照する場合は，JP1/秘文 LogManagerのデータベース
に接続するためのデータソースの作成も必要です。データソースおよびネット・サービ
スの作成方法については，「10.3.8　データソースまたはネット・サービスを作成する」
を参照してください。

「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャの起動方法を次に示
します。

1. スタートメニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［Asset Information Manager］
－［セットアップ］を選択する。
「Asset Information Manager Limited」の［セットアップ］ダイアログボックスが表
示されます。

2.「データベースマネージャ」を選択する。
［データベースマネージャ］ダイアログボックスが表示されます。

図 10-5　［データベースマネージャ］ダイアログボックス

なお，データベースの種類がMicrosoft SQL Serverまたは Oracleの場合は，
「Embedded RDBのバックアップ」，「Embedded RDBのリストア」，および
「Embedded RDBの再編成」の項目は表示されません。
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「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャで実行したい操作を
選択します。

データベースの新規作成
「Asset Information Manager Limited」のデータベースを新規に作成します。

データベースのアップグレード
「Asset Information Manager Limited」のデータベースをアップグレードします。
配布管理システムをバージョンアップした場合に選択します。
なお，データベースのアップグレードは，すでに作成されているデータベースに対
して実行します。

データベースの CSVバックアップ
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの情報を CSV形式ファイル
に出力して，データベースのバックアップを実行します。
データベースの定期的なバックアップを取得する場合などに選択します。

データベースの CSVリストア
CSV形式のバックアップファイルから「Asset Information Manager Limited」の
データベースを復元します。
「データベースの CSVバックアップ」で取得したバックアップを復元する場合に選
択します。

Embedded RDBのバックアップ
Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースの
バックアップを実行します。
データベースの定期的なバックアップを取得する場合などに選択します。
なお，この項目は，データベースの種類が Embedded RDBの場合に表示されます。

Embedded RDBのリストア
「Embedded RDBのバックアップ」で取得したバックアップファイルから「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースを復元します。
なお，この項目は，データベースの種類が Embedded RDBの場合に表示されます。

Embedded RDBの再編成
Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースを
再編成します。
なお，この項目は，データベースの種類が Embedded RDBの場合に表示されます。

なお，「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャで作成した
Microsoft SQL Serverおよび Oracleのデータベースは，「Asset Information Manager 
Limited」をアンインストールしても削除されません。RDBMSのツールを使用して削除
してください。

次に，各項目での操作について説明します。
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10.3.1　データベースを新規作成する
「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用して，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースを新規に作成します。

データベースを作成する手順は，データベースの種類によって異なります。それぞれに
ついて説明します。

（1） Embedded RDBの場合

「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用すると，次の
処理が実施されます。

•「Asset Information Manager Limited」のサーバのセットアップ時に指定したサービ
ス名（ODBCデータソース名）の作成

• データベースの作成
• データベースの初期化

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースを新規
に作成する手順を次に示します。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「データベースの新規作成」を選
択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［クラスタシステム設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」をクラスタシステムで使用する場
合に必要な情報を設定します。クラスタシステムを使用しない場合は，［次へ］ボタ
ンをクリックします。

図 10-6　［クラスタシステム設定］ダイアログボックス
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クラスタシステム環境で使用する
「Asset Information Manager Limited」をクラスタシステムで使用する場合は，
このチェックボックスをオンにします。デフォルトはチェックボックスがオフで
す。このチェックボックスをオンにすると，ほかの項目が活性化して設定できる
ようになります。

実行系 / 待機系
インストール先のクラスタノード種別を「実行系」または「待機系」から選択し
ます。デフォルトは「実行系」です。

論理ホスト名
クラスタシステムに作成した論理ホスト名を 1～ 64バイトの半角英数字，全角
文字，および次に示す記号で指定します。
「%」，「-」，「_」

実行系ホスト名
「実行系 / 待機系」で「待機系」を選択した場合に，クラスタシステムの実行系ホ
スト名を 1～ 64バイトの半角英数字，全角文字，および次に示す記号で指定し
ます。
「%」，「-」，「_」
なお，「実行系 / 待機系」で「実行系」を選択した場合，この項目は非活性です。

2. 項目を設定して［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの基本設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースを作成す
るのに必要な接続情報を設定します。

図 10-7　［データベースの基本設定］ダイアログボックス（Embedded RDBの場合）

ポート番号
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「Asset Information Manager Limited」が Embedded RDBへ接続するための
ポート番号を指定します。未使用のポート番号を指定してください。指定できる
値は 5001～ 65535です。デフォルトは 30010です。

ODBCデータソース名
ODBCデータソース名が表示されます。
ODBCデータソース名を変更したい場合は，［サーバセットアップ］ダイアログ
ボックスで「データベース情報」の「サービス名」の設定を変更して，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースマネージャを再起動してくださ
い。

接続ユーザ ID
「Asset Information Manager Limited」のデータベースにログオンする接続ユー
ザ IDが表示されます。
接続ユーザ IDを変更したい場合は，［サーバセットアップ］ダイアログボックス
で「データベース情報」の「ログイン ID」の設定を変更して，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースマネージャを再起動してくださ
い。

3. 項目を設定して［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースを作成す
るのに必要な領域の情報を設定します。

図 10-8　［データベースの詳細設定］ダイアログボックス（Embedded RDBの場合）

格納先フォルダ名
「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースの格納先フォル
ダ名を指定します。デフォルトのデータベース格納先フォルダ名を変更する場合
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は，［...］ボタンをクリックして，データベース格納先ディレクトリを設定しま
す。デフォルトは，「JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
¥jp1asset¥db」です。
データベース領域のパスは，1～ 125バイトの半角英数字，半角スペース，およ
び次に示す記号で指定してください。
「_」，「¥」，「:」，「.」，「(」，「)」

サイズ
「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースのサイズを指定
します。単位はメガバイトです。30以上を指定してください。デフォルトは容
量概算に設定された値が指定されています。
なお，作成したデータベースのサイズは変更できません。サイズを変更するに
は，領域を削除してから再作成する必要があります。

［容量概算］ボタン
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの容量概算を実施しま
す。容量概算については，「(4)　データベースの容量概算」を参照してください。

「自動拡張」
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのサイズを自動拡張させ
たい場合に，チェックボックスをチェックします。デフォルトではチェックされ
ていません。このチェックボックスにチェックした場合，「サイズ」は 100～
65535の整数で指定してください。

管理領域
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの管理領域に必要なサイ
ズが表示されます。
管理領域は，「サイズ」で設定した値によって自動的に割り当てられ，「格納先
フォルダ名」配下に自動的に作成されます。

動作領域
Embedded RDBの動作時に必要なサイズが表示されます。
動作領域は，Embedded RDBの動作時に必要な値が自動的に割り当てられ，
JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥jp1asset配下に自動的
に作成されます。

4. 項目を設定して［作成］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースが作成されます。
なお，Embedded RDBのサイズを変更するには，必要に応じて CSV形式ファイルで
バックアップを取得したあとで，データベースを再作成します。

（2） Microsoft SQL Serverの場合

「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用すると，次の
処理が実行されます。

•「Asset Information Manager Limited」のサーバのセットアップ時に指定したサービ
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ス名（ODBCデータソース名）の作成
• データベースの作成
• データベースアクセス用ユーザの作成
• データベースの初期化

注意事項
［データベースマネージャ］ダイアログボックスから「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースを作成する場合，データベースはMicrosoft SQL Server
のカスタムインストール時（Microsoft SQL Server 2005の場合はインストール時）
に設定した照合順序で作成されます。
そのため，カスタムインストール時に設定した照合順序とは別の照合順序でデータ
ベースを作成する場合は，手動でデータベースを作成する必要があります。

Microsoft SQL Server環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースを
新規に作成する手順を次に示します。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「データベースの新規作成」を選
択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの基本設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースを作成す
るのに必要な接続情報を設定します。

図 10-9　［データベースの基本設定］ダイアログボックス（Microsoft SQL Serverの場
合）

サーバ
「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースのサーバ名およ
び IPアドレスを指定します。デフォルト値は空白です。
指定できる値は，1～ 63バイトの文字列および次に示す記号です。
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「%」，「~」，「-」，「_」，「.」，「/」，「¥」

データベース名
「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースの名称を指定し
ます。デフォルト値は空白です。
指定できる値は，1～ 128バイトの半角英数字および記号です。ただし，次に示
す記号およびスペースは使用できません。
「¥」，「/」，「*」，「"」，「'」，「|」，「.」，「<」，「>」，「?」

ODBCデータソース名
ODBCデータソース名が表示されます。
ODBCデータソース名を変更したい場合は，［サーバセットアップ］ダイアログ
ボックスで「データベース情報」の「サービス名」の設定を変更して，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースマネージャを再起動してくださ
い。

接続ユーザ ID
「Asset Information Manager Limited」のデータベースにログオンする接続ユー
ザ IDが表示されます。
接続ユーザ IDを変更したい場合は，［サーバセットアップ］ダイアログボックス
で「データベース情報」の「ログイン ID」の設定を変更して，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースマネージャを再起動してくださ
い。

2. 項目を設定して［次へ］ボタンをクリックする。
［認証確認］ダイアログボックスが表示されます。

図 10-10　［認証確認］ダイアログボックス（Microsoft SQL Serverの場合）

管理者 ID
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの管理者 IDを指定しま
す。
デフォルト値は空白です。指定できる値は，1～ 30バイトの半角英数字および
「¥」を除く記号です。

パスワード
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「Asset Information Manager Limited」のデータベースの管理者 IDに対するパ
スワードを指定します。
デフォルト値は空白です。指定できる値は，1～ 30バイトの半角英数字および
記号です。

3. 管理者 IDとパスワードを指定して，［OK］ボタンをクリックする。
［データベースの詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースを作成す
るのに必要なデータファイルとトランザクションログファイルの情報を設定します。

図 10-11　［データベースの詳細設定］ダイアログボックス（Microsoft SQL Serverの場
合）

ファイルタイプ
「データファイル」と「トランザクションログ」が表示されます。

ファイルパス
データファイルとトランザクションログファイルのパスを絶対パスで指定しま
す。デフォルトのファイルパスを変更する場合は，［...］ボタンをクリックして，
ファイルパスを指定します。ファイルパスは，1～ 255バイトの半角英数字，半
角スペースで指定してください。ただし，次に示す記号は使用できません。
「"」，「|」，「*」，「<」，「>」，「?」，「&」，「^」，「/」
デフォルトでは，接続先masterデータベースのデータファイル格納フォルダ内
のデータファイルとトランザクションログファイルのパスが指定されています。
データファイル名は「AIMDB.mdf」，トランザクションログファイル名は
「AIMDB.ldf」です。

初期サイズ
データファイルとトランザクションログファイルの初期サイズを指定します。単
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位はメガバイトです。デフォルトでは，データファイルは容量概算で設定された
値が，トランザクションログファイルは 20メガバイトが指定されています。

ファイルの自動拡張
データファイルとトランザクションログファイルのサイズを拡張する場合は，領
域リストからファイルの種類を選択して，このチェックボックスをオンにしま
す。デフォルトはチェックボックスがオンです。このチェックボックスをオンに
すると，ほかの項目が活性化して設定できるようになります。

ファイルの最大サイズ
ファイルサイズの上限値の設定を，次のどちらかから選択します。
・「ファイルを無制限に拡張」
・「ファイル拡張の上限」
デフォルトは「ファイルを無制限に拡張」です。
「ファイル拡張の上限」を選択した場合は，ファイルサイズの上限値を指定しま
す。単位はメガバイトです。デフォルトは 1です。

増加量
ファイルサイズの増加量の単位を選択して，増加量を指定します。デフォルトは
「パーセントごと」の 10%です。
・「MB単位」
メガバイト単位で増加量を設定したい場合に選択します。1以上の整数を入力領
域に指定してください。
・「パーセントごと」
パーセントごとに増加量を設定したい場合に選択します。1～ 100の整数を指定
してください。「パーセントごと」のデフォルトは 10です。

［容量概算］ボタン
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの容量概算を実施しま
す。容量概算については，「(4)　データベースの容量概算」を参照してください。

4. 項目を設定して［作成］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースが作成されます。

（3） Oracleの場合

「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用すると，次の
処理が実施されます。

•「Asset Information Manager Limited」のサーバのセットアップ時に指定したサービ
ス名（ネット・サービス名）の作成

• データベースの作成
• データベースアクセス用ユーザの作成
• データベースの初期化

Oracle環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースを新規に作成す
る手順を次に示します。
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1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「データベースの新規作成」を選
択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの基本設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースを作成す
るのに必要な接続情報を設定します。

図 10-12　［データベースの基本設定］ダイアログボックス（Oracleの場合）

サーバ
「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースのサーバ名およ
び IPアドレスを指定します。デフォルト値は空白です。
指定できる値は，1～ 63バイトの文字列および次に示す記号です。
「%」，「~」，「-」，「_」，「.」，「/」，「¥」

SID
Oracle 8iの場合は，接続するデータベースの SIDを指定します。Oracle 9iの場
合は，接続するデータベースのサービス名を指定してください。デフォルト値は
空白です。
指定できる値は，1～ 8バイトの半角英数字です。

ポート番号
「Asset Information Manager Limited」が Oracleへ接続するためのポート番号
を指定します。指定できる値は 1～ 65535です。デフォルトは 1521です。

ネット・サービス名
ネット・サービス名が表示されます。
ネット・サービス名を変更したい場合は，［サーバセットアップ］ダイアログ
ボックスで「データベース情報」の「サービス名」の設定を変更して，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースマネージャを再起動してくださ
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い。

接続ユーザ ID
「Asset Information Manager Limited」のデータベースにログオンする接続ユー
ザ IDが表示されます。
接続ユーザ IDを変更したい場合は，［サーバセットアップ］ダイアログボックス
で「データベース情報」の「ログイン ID」の設定を変更して，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースマネージャを再起動してくださ
い。

2. 項目を設定して［次へ］ボタンをクリックする。
［認証確認］ダイアログボックスが表示されます。

図 10-13　［認証確認］ダイアログボックス（Oracleの場合）

管理者 ID
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの管理者 IDを指定しま
す。
デフォルト値は空白です。指定できる値は，1～ 30バイトの半角英数字および
「¥」を除く記号です。

パスワード
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの管理者 IDに対するパ
スワードを指定します。
デフォルト値は空白です。指定できる値は，1～ 30バイトの半角英数字および
記号です。

3. 管理者 IDとパスワードを指定して，［OK］ボタンをクリックする。
［データベースの詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」が使用するデータベースを作成す
るのに必要な表領域の情報を設定します。
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図 10-14　［データベースの詳細設定］ダイアログボックス（Oracleの場合）

ファイルタイプ
「ユーザ表領域」と「一時表領域」が表示されます。

領域名
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの領域名を 1～ 30バイ
トで指定します。ただし「"」は使用できません。Oracleの SQLリファレンスに
記載されているスキーマ・オブジェクトのネーミング規則に従って指定してくだ
さい。

ファイルパス
ユーザ表領域と一時表領域のパスを絶対パスで指定します。デフォルトのファイ
ルパスを変更する場合は，［...］ボタンをクリックして，ファイルパスを指定し
ます。ファイルパスは，1～ 255バイトの半角英数字，半角スペースで指定して
ください。ただし，次に示す記号は使用できません。
「"」，「|」，「*」，「<」，「>」，「?」，「&」，「^」，「/」
デフォルトでは，ユーザ表領域は「JP1/NETM/DM Managerのインストール
ディレクトリ ¥jp1asset¥db¥asset_db.dbf」が，一時表領域は「JP1/NETM/DM 
Managerのインストールディレクトリ ¥jp1asset¥db¥asset_temp.dbf」が指定
されています。

初期サイズ
ユーザ表領域と一時表領域の初期サイズを指定します。1以上の整数を指定して
ください。単位はメガバイトです。デフォルトでは，容量概算で設定された値が
指定されています。

ファイルの自動拡張
ユーザ表領域と一時表領域のサイズを拡張する場合は，領域リストからファイル
の種類を選択して，このチェックボックスをオンにします。デフォルトはチェッ
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クボックスがオンです。このチェックボックスをオンにすると，ほかの項目が活
性化して設定できるようになります。

ファイルの最大サイズ
ファイルサイズの上限値の設定を，次のどちらかから選択します。
・「ファイルを無制限に拡張」
・「ファイル拡張の上限」
デフォルトは「ファイルを無制限に拡張」です。
「ファイル拡張の上限」を選択した場合は，ファイルサイズの上限値を指定しま
す。単位はメガバイトです。デフォルトは 1です。

増加量
ファイルサイズの増加量を指定します。1以上の整数を指定してください。単位
はメガバイトです。デフォルトは 1です。

［容量概算］ボタン
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの容量概算を実施しま
す。容量概算については，「(4)　データベースの容量概算」を参照してください。

4. 項目を設定して［作成］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースが作成されます。

（4） データベースの容量概算

「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャの［データベースの
詳細設定］ダイアログボックスの［容量概算］ボタンをクリックすると，［容量概算］ダ
イアログボックスが表示されます。

ここでは，「Asset Information Manager Limited」のデータベース容量の概算値の算出
に必要な情報を設定します。
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図 10-15　［容量概算］ダイアログボックス

運用規模
使用する情報ごとの登録数を指定します。

概算値
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの容量の概算値が表示され
ます。

［デフォルト］ボタン
運用規模の各登録数をデフォルトに戻します。

［保存］ボタン
「運用規模」で指定した登録数をテキスト形式のファイルに保存します。

［適用］ボタン
概算値が「Asset Information Manager Limited」のデータベースの領域を設定する
ダイアログボックスに反映されます。

10.3.2　データベースをアップグレードする
「Asset Information Manager Limited」のデータベースをアップグレードします。配布
管理システムをバージョンアップした場合に選択します。

注意事項
•「Asset Information Manager Limited」のデータベースをアップグレードする前
に，データベースをバックアップしてください。

•「Asset Information Manager Limited」のアップグレードを実行すると，作業用
フォルダにデータベースの内容が格納されます。そのため，十分な空き容量のあ
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るドライブのフォルダを指定してください。

「Asset Information Manager Limited」のデータベースをアップグレードする手順を次
に示します。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「データベースのアップグレード」
を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースのアップグレード］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」のデータベースをアップグレード
するために必要な作業用フォルダ名の情報を設定します。

図 10-16　［データベースのアップグレード］ダイアログボックス

作業用フォルダ名
「Asset Information Manager Limited」のデータベースをアップデートするため
の作業用フォルダ名を絶対パスで指定します。
デフォルトは，「JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
¥jp1asset」です。デフォルトのファイルパスを変更する場合は，［...］ボタンを
クリックして，ファイルパスを設定します。
ファイルパスを直接指定する場合，1～ 255バイトの半角英数字，半角スペース
で指定してください。ただし，次に示す記号は指定できません。
「/」，「*」，「?」，「"」，「<」，「>」，「|」

2. 項目を設定して［実行］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースがアップグレードされます。
アップグレードが完了すると，アップグレード時の一時ファイルは自動的に削除され
ます。
480



10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
10.3.3　データベースを CSV形式ファイルでバックアップす
る

「Asset Information Manager Limited」のデータベースを CSV形式ファイルでバック
アップするには，「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを
使用する方法と jamdbexport.batを使用する方法があります。

データベースに障害が発生したときに，データベースを回復するために，定期的にバッ
クアップすることをお勧めします。

また，障害回復のためのバックアップのほかに，次の目的にも利用できます。

● OSのバージョンアップ時や PCリプレース時などに，このバックアップファイルを
「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用してリスト
アすると，データベースを移行できます。

● Embedded RDBの場合にデータベースの容量を拡張するには，「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースマネージャを使用してデータベースを再作成した
あとに，このバックアップファイルをリストアします。

なお，「Asset Information Manager Limited」のデータベースをバックアップするとき
は，次に示す順にサービスを停止してください。

1. World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishing
2. Asset Information Synchronous Service，「Asset Information Manager Limited」の
コマンドおよびタスク

3. JP1/NETM/Client Security Control - Manager（JP1/NETM/CSCと連携している場
合）

また，データベースマネージャを操作したあとに「Asset Information Manager 
Limited」を使用するときは，停止時と逆の順でサービスを起動してください。

次に，「Asset Information Manager Limited」のデータベースを CSV形式ファイルで
バックアップする方法を説明します。

（1） データベースを CSV形式ファイルでバックアップする手順

「Asset Information Manager Limited」のデータベースを CSV形式ファイルでバック
アップする手順を次に示します。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「データベースの CSVバックアッ
プ」を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの CSVバックアップ］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップ
ファイルを格納するフォルダ名やコメントなどの情報を設定します。
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図 10-17　［データベースの CSVバックアップ］ダイアログボックス

バックアップフォルダ名
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップファイル
を格納するフォルダ名を絶対パスで指定します。
デフォルトは，「JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
¥jp1asset¥backup」です。デフォルトのフォルダパスを変更する場合は，［...］
ボタンをクリックして，フォルダパスを設定します。
フォルダパスを直接指定する場合，1～ 223バイトの半角英数字，半角スペース
で指定してください。ただし，次に示す記号は指定できません。
「"」，「|」，「*」，「<」，「>」，「?」，「&」，「^」，「/」

コメント
バックアップの履歴情報としてコメントを指定します。
この項目は省略できます。デフォルト値は空白です。指定できる値は，1～ 64
バイトの文字です。

履歴
バックアップの履歴が日付の降順に 10件まで表示されます。
履歴リストの項目を選択すると，「バックアップフォルダ名」および「コメント」
に情報が反映されます。

2. 項目を設定して［実行］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップが実行され，
CSV形式のバックアップファイルが生成されます。
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（2） コマンドを使用した CSV形式ファイルでのデータベースのバック
アップ

［データベースマネージャ］ダイアログボックスからのバックアップと同等のバックアッ
プを，「Asset Information Manager Limited」のサーバ上のコマンドラインから実行す
る jamdbexport.batの機能，形式，オプションおよびコマンド実行時の注意事項につい
て説明します。

jamdbexport.batは次のフォルダに格納されています。

「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ ¥exe

（a）機能

「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップを取得します。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのデータをすべて CSV形式ファ
イルで出力します。jamdbexport.batを実行すると，バックアップ用フォルダに「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースの内容が格納されます。

（b）形式
jamdbexport.bat ［バックアップ用フォルダのパス］ ［-rp］

（c）オプション

バックアップ用フォルダのパス
バックアップ用フォルダをフルパスで指定します。バックアップ用フォルダに指定
するドライブには，十分な空き容量を確保してください。パスを指定する際は，次
のことに注意してください。
• フォルダ名にスペースを含めないでください。
• フォルダ名を "（ダブルクォーテーション）で囲まないでください。
• 既存のフォルダ名を指定しないでください。

パスを省略した場合，「Asset Information Manager Limited」のインストールフォ
ルダ ¥backupが設定されます。

-rp
このオプションを指定すると，バックアップの実行前にキー応答を待たないで実行
を開始します。
このオプションを指定しないとキー応答待ちになります。このとき，実行を中止し
たい場合は，［Ctrl］+［C］を押してください。

（d）コマンド実行時の注意事項
• オプション「-rp」を指定した場合，処理が終了するとコマンドプロンプトが閉じてし
まうため，エラーが発生したかどうかを確認できません。

• jamdbexport.batを実行して取得した CSV形式ファイルのファイル名および内容は変
更しないでください。「Asset Information Manager Limited」のデータベースをリス
トアできなくなります。
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10.3.4　データベースを CSV形式ファイルからリストアする
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの CSV形式のバックアップファ
イルを使用して，データベースのリストアを実行します。

OSのバージョンアップ時や PCリプレース時などに「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースを移行することもできます。

リストアする前に，「Asset Information Manager Limited」のデータベースが作成され
ていることを確認してください。「Asset Information Manager Limited」のデータベー
スが作成されていない場合は，［データベースマネージャ］ダイアログボックスで
「Asset Information Manager Limited」のデータベースを新規に作成したあとで，リス
トアを実行してください。

「Asset Information Manager Limited」のデータベースを CSV形式ファイルからリスト
アすると，次の処理が実施されます。

• データベースの初期化
• バックアップデータ（データベース）の復元

なお，「Asset Information Manager Limited」のデータベースをリストアするときは，
次に示す順にサービスを停止してください。

1. World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishing
2. Asset Information Synchronous Service，「Asset Information Manager Limited」の
コマンドおよびタスク

3. JP1/NETM/Client Security Control - Manager（JP1/NETM/CSCと連携している場
合）

また，データベースマネージャを操作したあとに「Asset Information Manager 
Limited」を使用するときは，停止時と逆の順でサービスを起動してください。

「Asset Information Manager Limited」のデータベースをリストアする手順を次に示し
ます。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「データベースの CSVリストア」
を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データベースの CSVリストア］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップ
ファイルが格納されているフォルダ名の情報を設定します。
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図 10-18　［データベースの CSVリストア］ダイアログボックス

バックアップフォルダ名
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップファイル
が格納されているフォルダ名を絶対パスで指定します。
デフォルトは，「JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
¥jp1asset¥backup」です。デフォルトのフォルダパスを変更する場合は，［...］
ボタンをクリックして，フォルダパスを設定します。
フォルダパスを直接指定する場合，1～ 255バイトの半角英数字，半角スペース
で指定してください。ただし，次に示す記号は指定できません。
「/」，「*」，「?」，「"」，「<」，「>」，「|」，「&」，「^」

コメント
バックアップ時に履歴情報として指定したコメントが表示されます。

履歴
バックアップの履歴が日付の降順に 10件まで表示されます。
履歴リストの項目を選択すると，「バックアップフォルダ名」および「コメント」
に情報が反映されます。

2. 項目を設定して［実行］ボタンをクリックする。
バックアップファイルのリストアが実行され，「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースが復元されます。

10.3.5　Embedded RDB環境でデータベースをバックアップ
する

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースをバッ
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
クアップするには，「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャ
を使用する方法と jamemb_backup.batを使用する方法があります。

データベースに障害が発生したときに，データベースを回復するために，定期的にバッ
クアップすることをお勧めします。

なお，「Asset Information Manager Limited」のデータベースをバックアップするとき
は，次に示す順にサービスを停止してください。

1. World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishing
2. Asset Information Synchronous Service，「Asset Information Manager Limited」の
コマンドおよびタスク

3. JP1/NETM/Client Security Control - Manager（JP1/NETM/CSCと連携している場
合）

また，データベースマネージャを操作したあとに「Asset Information Manager 
Limited」を使用するときは，停止時と逆の順でサービスを起動してください。

次に，Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベース
をバックアップする方法を説明します。

（1） Embedded RDB環境でデータベースをバックアップする手順

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースをバッ
クアップする手順を次に示します。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「Embedded RDBのバックアッ
プ」を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［Embedded RDBのバックアップ］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップ
ファイル名やコメントなどの情報を設定します。
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図 10-19　［Embedded RDBのバックアップ］ダイアログボックス

バックアップファイル名
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップファイル
名を絶対パスで指定します。
デフォルトは，「JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
¥jp1asset¥db¥backup.dat」です。デフォルトのファイルパスを変更する場合
は，［...］ボタンをクリックして，ファイルパスを設定します。
ファイルパスを直接指定する場合，1～ 255バイトの半角英数字，半角スペース
で指定してください。ただし，次に示す記号は指定できません。
「"」，「|」，「*」，「<」，「>」，「?」，「&」，「^」，「/」

コメント
バックアップの履歴情報としてコメントを指定します。
この項目は省略できます。デフォルトの設定はありません。指定できる値は，1
～ 64バイトの文字です。

履歴
バックアップの履歴が日付の降順に 10件まで表示されます。
履歴リストの項目を選択すると，「バックアップファイル名」および「コメント」
に情報が反映されます。

2. 項目を設定して［実行］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップが実行され，
バックアップファイルが生成されます。

注意事項
ここで作成したバックアップファイルをリストアするには，「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースを作成したときの環境（ポート番号やデータ
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ベース格納先など）が同一であることが必要です。
なお，「Asset Information Manager Limited」のデータベースを作成したときの環
境を変更してバックアップファイルをリストアしたい場合は，「データベースの
CSVバックアップ」を使用してバックアップを取得してください。「データベース
の CSVバックアップ」からのデータのバックアップ方法については，「10.3.3　
データベースを CSV形式ファイルでバックアップする」を参照してください。

（2） コマンドを使用した Embedded RDB環境でのデータベースのバッ
クアップ

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバッ
クアップファイルを取得する jamemb_backup.batの機能，形式，オプション，戻り値，
コマンド実行時の注意事項および実行例について説明します。なお，
jamemb_backup.batは，Embedded RDBだけで有効です。

jamemb_backup.batは次のフォルダに格納されています。

「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ ¥exe

（a）機能

「Asset Information Manager Limited」のデータベースをバックアップします。

（b）形式
jamemb_backup.bat -b バックアップファイルのパス -o 結果ファイルのパス [-y]

（c）オプション

-b バックアップファイルのパス
バックアップを取得するファイルをフルパスで指定します。このオプションは必ず
指定してください。

-o 結果ファイルのパス
実行結果を出力するファイルをフルパスで指定します。このオプションは必ず指定
してください。

-y
このオプションを指定すると，バックアップの実行前にキー応答を待たないで実行
を開始します。
このオプションを指定しないとキー応答待ちになります。このとき，実行を中止し
たい場合は，［Ctrl］+［C］を押してください。

（d）戻り値

次の戻り値を返します。
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（e）コマンド実行時の注意事項

Administrators権限を持つユーザで jamemb_backup.batを実行してください。

（f） 実行例
jamemb_backup.bat -b C:¥temp¥backup¥Backup.dat -o 
C:¥temp¥backup¥kekka.log -y

10.3.6　Embedded RDB環境でデータベースをリストアする
「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用して作成した，
Embedded RDB環境での「Asset Information Manager Limited」のデータベースの
バックアップファイルをリストアします。

「Asset Information Manager Limited」のデータベースをリストアする手順を次に示し
ます。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「Embedded RDBのリストア」を
選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［Embedded RDBのリストア］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップ
ファイル名を設定します。

戻り値 内容

0 正常終了。結果ファイルを参照してバックアップの詳細を確認できます。

11 オプションの書式に誤りがあります。

101以上 そのほかのエラーで終了しました。
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図 10-20　［Embedded RDBのリストア］ダイアログボックス

バックアップファイル名
「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップ時に指定
した「バックアップファイル名」を絶対パスで指定します。
デフォルトは，「JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
¥jp1asset¥db¥backup.dat」です。デフォルトのファイルパスを変更する場合
は，［...］ボタンをクリックして，ファイルパスを設定します。
なお，「Asset Information Manager Limited」のデータベースのバックアップ時
に指定したバックアップファイルの格納先が変更されている場合は，「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースをリストアできません。バック
アップファイルの格納先を元に戻してから，「バックアップファイル名」を指定
してください。

コメント
バックアップ時に履歴情報として指定したコメントが表示されます。

履歴
バックアップの履歴が日付の降順に 10件まで表示されます。
履歴リストの項目を選択すると，「バックアップファイル名」および「コメント」
に情報が反映されます。

2. 項目を設定して［実行］ボタンをクリックする。
バックアップファイルのリストアが実行され，「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースが復元されます。

10.3.7　Embedded RDB環境でデータベースを再編成する
Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースを再編
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成するには，「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用
する方法と jamemb_reorganization.batを使用する方法があります。

Embedded RDBでは，レコードが削除された領域は再利用できない領域になります。こ
のため，データベース領域に再利用できない領域が増えると，データベース領域の使用
率を圧迫することがあります。そこで，データベースを再編成して領域を再利用できる
ようにする必要があります。

なお，「Asset Information Manager Limited」のデータベースを再編成してもデータ
ベースの容量不足になる場合は，データベースの容量を拡張してください。

次に，Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベース
を再編成する方法を説明します。

（1） Embedded RDB環境でデータベースを再編成する手順

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースを再編
成する手順を次に示します。

1.［データベースマネージャ］ダイアログボックスで「Embedded RDBの再編成」を選
択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［Embedded RDBの再編成］ダイアログボックスが表示されます。

図 10-21　［Embedded RDBの再編成］ダイアログボックス

2.［実行］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースの再編成が実行されます。
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（2） コマンドを使用した Embedded RDB環境でのデータベースの再編
成

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースの再編
成を実行する jamemb_reorganization.batの機能，形式，オプション，戻り値，コマン
ド実行時の注意事項および実行例について説明します。

jamemb_reorganization.batは次のフォルダに格納されています。

「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ ¥exe

再編成に失敗した場合は，「Asset Information Manager Limited」のデータベースが使
用できなくなります。バックアップしたデータをリストアして「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースを復旧してください。

（a）機能

「Asset Information Manager Limited」のデータベースを再編成します。

（b）形式
jamemb_reorganization.bat ポート番号 ユーザID パスワード -o 結果ファイル
のパス [-y]

（c）オプション

ポート番号
ポート番号には，「Asset Information Manager Limited」のインストール時に指定
したデータベース接続用のポート番号を指定してください。設定したポート番号は，
「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ
¥aimdb¥conf¥embに格納されている HiRDB.iniファイルの PDNAMEPORTで確
認できます。このオプションは必ず指定してください。

ユーザ ID，パスワード
［サーバセットアップ］ダイアログボックスの「データベース情報」の「ログイン
ID」で指定した値を指定してください。このオプションは必ず指定してください。

-o 結果ファイルのパス
実行結果を出力するファイルをフルパスで指定します。このオプションは必ず指定
してください。

-y
このオプションを指定すると，再編成の実行前にキー応答を待たないで実行を開始
します。
このオプションを指定しないとキー応答待ちになります。このとき，実行を中止し
たい場合は，［Ctrl］+［C］を押してください。

（d）戻り値

次の戻り値を返します。
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（e）コマンド実行時の注意事項
• jamemb_reorganization.batを実行する前に，「Asset Information Manager Limited」
のサービスを次に示す順で停止してください。
1. World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishing
2. Asset Information Synchronous Service
3. JP1/NETM/Client Security Control - Manager（JP1/NETM/CSCと連携している
場合）

また，jamemb_reorganization.batを実行したあとに「Asset Information Manager 
Limited」を使用するときは，停止時と逆の順でサービスを起動してください。

• Administrators権限を持つユーザで jamemb_reorganization.batを実行してくださ
い。

（f） 実行例
jamemb_reorganization.bat 30010 admin admin -o 
C:¥temp¥backup¥kekka.log -y

（3） Embedded RDBの作業表用ファイルで自動拡張された領域の解放

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager Limited」のデータベースを新規
作成する際，自動拡張する設定にしていると，データベースを作成したドライブの空き
容量が著しく減少する場合があります。

これは，Embedded RDBの作業表用ファイル（SQL文を実行するときに必要とする一
時的な情報を格納するファイル）の容量が，自動拡張された影響による可能性がありま
す。

作業表用ファイルの容量は，大量の検索結果を出力したときに自動拡張されます。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースを作成したドライブの空き容量
が圧迫された際には，jamemb_workcomp.exeを実行することで，作業表用ファイルで
自動拡張された領域を解放できます。

ここでは，Embedded RDBの作業表用ファイルで，自動拡張された領域を解放する
jamemb_workcomp.exeの機能，形式，戻り値およびコマンド実行時の注意事項につい
て説明します。

jamemb_workcomp.exeは次のフォルダに格納されています。

Asset Information Managerのインストールフォルダ ¥exe

戻り値 内容

0 正常終了。結果ファイルを参照して再編成の詳細を確認できます。

11 オプションの書式に誤りがあります。

101以上 そのほかのエラーで終了しました。
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（a）機能

Embedded RDBの作業表用ファイルで，自動拡張された領域を解放します。

（b）形式
jamemb_workcomp.exe

（c）戻り値

次の戻り値を返します。

（d）コマンド実行時の注意事項

Administrators権限を持つユーザで jamemb_workcomp.exeを実行してください。

10.3.8　データソースまたはネット・サービスを作成する
配布管理システムおよび配布管理システムの「Asset Information Manager Limited」の
データベースとして作成したデータベースに接続するためのデータソース（Embedded 
RDBおよびMicrosoft SQL Serverの場合），またはネット・サービス（Oracleの場合）
を作成します。

また，［操作ログ一覧］ウィンドウで JP1/秘文の操作ログを管理する場合には，JP1/秘
文 LogManagerのデータベースに接続するためのデータソースを作成します。

データベースと接続するためのデータソースおよびネット・サービスの作成手順を次に
示します。

1. スタートメニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［Asset Information Manager］
－［セットアップ］を選択する。
「Asset Information Manager Limited」の［セットアップ］ダイアログボックスが表
示されます。

2.「データソース／ネット・サービスの作成」を選択する。
［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックスが表示されます。

戻り値 内容

0 正常終了。

11 オプションの書式に誤りがあります。

101以上 そのほかのエラーで終了しました。
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図 10-22　［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックス

JP1/NETM/Asset Information Manager
「Asset Information Manager Limited」のデータベースに接続するためのデータ
ソース（Embedded RDBおよびMicrosoft SQL Serverの場合）またはネット・
サービス（Oracleの場合）を作成します。
既存の「Asset Information Manager Limited」のデータベースに接続する場合
に選択してください。「Asset Information Manager Limited」のデータベースマ
ネージャでデータベースを作成する場合は，データベース作成時にデータソース
（Embedded RDBおよびMicrosoft SQL Serverの場合）またはネット・サービ
ス（Oracleの場合）が作成されるので実施不要です。

JP1/NETM/DM
配布管理システムのデータベースに接続するためのデータソース（Embedded 
RDBおよびMicrosoft SQL Serverの場合）またはネット・サービス（Oracleの
場合）を作成します。
データベースの種類が Oracleの場合に選択してください。Embedded RDBまた
はMicrosoft SQL Serverの場合は，インストール時にデータソースが作成され
るので実施不要です。
なお，配布管理システムのデータベース環境を変更したとき，または配布管理シ
ステムに接続できないとき（「Asset Information Manager Limited」のインス
トール時の指定値誤りなどのため）は，設定を変更してください。

JP1/秘文 LogManager
JP1/秘文 LogManagerのデータベースへ接続するためのデータソースを作成し
ます。
［操作ログ一覧］ウィンドウで JP1/秘文の操作ログを管理する場合に選択してく
ださい。
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3.「接続先一覧」から接続するデータベースの製品名を選択して，［次へ］ボタンをク
リックする。
［データソースの作成］ダイアログボックスが表示されます。

なお，［データソースの作成］ダイアログボックスは，データベースの種類によって異な
ります。それぞれについて説明します。

（1） Embedded RDBの場合

「接続先一覧」で指定したデータベースに接続するためのデータソースを作成します。

Embedded RDBのデータソースを作成する手順を次に示します。

1.［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックスで，「接続先一覧」か
ら接続するデータベースの製品名を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データソースの作成］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，データソースを作成するために必要なサーバおよびポート番号を指定しま
す。

図 10-23　［データソースの作成］ダイアログボックス（Embedded RDBの場合）

サーバ
接続先のデータベースのサーバ名または IPアドレスを指定します。デフォルト
値は，［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックスの接続先
一覧で選択した項目によって異なります。
・「JP1/NETM/Asset Information Manager」の場合：local host
・「JP1/NETM/DM」の場合：空白
指定できる値は，1～ 63バイトの文字列および次に示す記号です。
「%」，「~」，「-」，「_」，「.」，「/」，「¥」
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ポート番号
接続先のデータベースサーバのポート番号を指定します。指定できる値は 5001
～ 65535です。デフォルト値は，［データソース／ネット・サービスの作成］ダ
イアログボックスの接続先一覧で選択した項目によって異なります。
・「JP1/NETM/Asset Information Manager」の場合：30010
・「JP1/NETM/DM」の場合：30008

ODBCデータソース名
ODBCデータソース名として，選択した接続先に応じてデータベース接続サービ
ス名が表示されます。
ODBCデータソース名を変更したい場合は，次の作業が必要です。
接続先一覧で「JP1/NETM/Asset Information Manager」を選択した場合は，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで「データベース情報」の「サービ
ス名」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/NETM/DM」を選択した場合は，［サーバセットアップ］ダ
イアログボックスで「JP1/NETM/DM連携」の「JP1/NETM/DMデータベース
接続サービス名」の設定を変更してください。

接続ユーザ ID
データベースにログオンする接続ユーザ IDとして，セットアップで設定した
データベースのログイン IDが表示されます。
なお，接続ユーザ IDを変更したい場合は，次の作業が必要です。
接続先一覧で「JP1/NETM/Asset Information Manager」を選択した場合は，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで「データベース情報」の「ログイ
ン ID」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/NETM/DM」を選択した場合は，［サーバセットアップ］ダ
イアログボックスで「JP1/NETM/DM連携」の「JP1/NETM/DMデータベース
ログイン ID」の設定を変更してください。

2. 項目を設定して［OK］ボタンをクリックする。
データソースが作成されます。

（2） Microsoft SQL Serverの場合

「接続先一覧」で指定したデータベースに接続するためのデータソースを作成します。

Microsoft SQL Serverのデータソースを作成する手順を次に示します。

1.［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックスで，「接続先一覧」か
ら接続するデータベースの製品名を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［データソースの作成］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，データソースを作成するために必要なサーバおよびデータベース名の情報
を設定します。
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図 10-24　［データソースの作成］ダイアログボックス（Microsoft SQL Serverの場合）

サーバ
接続先のデータベースのサーバ名または IPアドレスを指定します。デフォルト
値は空白です。
指定できる値は，1～ 63バイトの文字列および次に示す記号です。
「%」，「~」，「-」，「_」，「.」，「/」，「¥」

データベース名
接続先のデータベースの名称を指定します。デフォルト値は空白です。
指定できる値は，1～ 128バイトの半角英数字および記号です。ただし，次に示
す記号およびスペースは使用できません。
「¥」，「/」，「*」，「"」，「'」，「|」，「.」，「<」，「>」，「?」，

ODBCデータソース名
ODBCデータソース名として，選択した接続先に応じてデータベース接続サービ
ス名が表示されます。
なお，ODBCデータソース名を変更したい場合は，次の作業が必要です。
接続先一覧で「JP1/NETM/Asset Information Manager」を選択した場合は，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで「データベース情報」の「サービ
ス名」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/NETM/DM」を選択した場合は，［サーバセットアップ］ダ
イアログボックスで「JP1/NETM/DM連携」の「JP1/NETM/DMデータベース
接続サービス名」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/秘文 Log Manager」を選択した場合は，［サーバセットアッ
プ］ダイアログボックスで「JP1/秘文連携」の「JP1/秘文データベース接続
サービス名」の設定を変更してください。

接続ユーザ ID
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データベースにログオンする接続ユーザ IDとして，セットアップで設定した
データベースのログイン IDが表示されます。
なお，接続ユーザ IDを変更したい場合は，次の作業が必要です。
接続先一覧で「JP1/NETM/Asset Information Manager」を選択した場合は，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで「データベース情報」の「ログイ
ン ID」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/NETM/DM」を選択した場合は，［サーバセットアップ］ダ
イアログボックスで「JP1/NETM/DM連携」の「JP1/NETM/DMデータベース
ログイン ID」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/秘文 Log Manager」を選択した場合は，［サーバセットアッ
プ］ダイアログボックスで「JP1/秘文連携」の「JP1/秘文データベースログイ
ン ID」の設定を変更してください。

2. 項目を設定して［OK］ボタンをクリックする。
データソースが作成されます。

（3） Oracleの場合

「接続先一覧」で指定したデータベースに接続するための Oracleネット・サービスを作
成します。

Oracleのデータソースを作成する手順を次に示します。

1.［データソース／ネット・サービスの作成］ダイアログボックスで，「接続先一覧」か
ら接続するデータベースの製品名を選択して，［次へ］ボタンをクリックする。
［ネット・サービスの作成］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，ネット・サービスを作成するために必要なサーバおよびポート番号の情報
を設定します。
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図 10-25　［ネット・サービスの作成］ダイアログボックス（Oracleの場合）

サーバ
接続先のデータベースのサーバ名および IPアドレスを指定します。
デフォルト値は空白です。指定できる値は，1～ 63バイトの文字列および次に
示す記号です。
「%」，「~」，「-」，「_」，「.」，「/」，「¥」

SID
Oracle 8iの場合は，接続するデータベースの SIDを指定します。Oracle 9iの場
合は，サービス名を指定してください。
デフォルト値は空白です。指定できる値は，1～ 8バイトの半角英数字です。

ポート番号
接続先のデータベースサーバのポート番号を指定します。指定できる値は 1～
65535です。デフォルトは 1521です。

ネット・サービス名
ネット・サービス名として，選択した接続先に応じてデータベース接続サービス
名が表示されます。
なお，ネット・サービス名を変更したい場合は，次の作業が必要です。
接続先一覧で「JP1/NETM/Asset Information Manager」を選択した場合は，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで「データベース情報」の「サービ
ス名」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/NETM/DM」を選択した場合は，［サーバセットアップ］ダ
イアログボックスで「JP1/NETM/DM連携」の「JP1/NETM/DMデータベース
接続サービス名」の設定を変更してください。

接続ユーザ ID
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データベースにログオンする接続ユーザ IDが表示されます。
なお，接続ユーザ IDを変更したい場合は，次の作業が必要です。
接続先一覧で「JP1/NETM/Asset Information Manager」を選択した場合は，
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで「データベース情報」の「ログイ
ン ID」の設定を変更してください。
接続先一覧で「JP1/NETM/DM」を選択した場合は，［サーバセットアップ］ダ
イアログボックスで「JP1/NETM/DM連携」の「JP1/NETM/DMデータベース
ログイン ID」の設定を変更してください。

2. 項目を設定して［OK］ボタンをクリックする。
データソースが作成されます。
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10.4　仮想ディレクトリを設定する
Microsoft Internet Information Servicesに，「Asset Information Manager Limited」の
仮想ディレクトリを設定します。

Microsoft Internet Information Services 6.0以降を使用している場合は，アプリケー
ションプールを作成および変更できます。

注意事項
Windows Server 2003に「Asset Information Manager Limited」をインストールす
る場合，インストール終了後にMicrosoft Internet Information Servicesにアプリ
ケーションプールの設定が必要です。既存のアプリケーションプールを使用する場
合，「10.6.1(1)　アプリケーションプールの作成」と同様の設定になるようにしてお
く必要があります。

「Asset Information Manager Limited」が使用するWebサイトを変更する場合，および
アプリケーションプールを作成・変更する場合の手順を次に示します。

なお，［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックスを使用してアプリケーションプー
ルを設定できるのは，Microsoft Internet Information Services 6.0以降を使用している
場合だけです。

1. スタートメニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［Asset Information Manager］
－［セットアップ］を選択する。
「Asset Information Manager Limited」の［セットアップ］ダイアログボックスが表
示されます。

2.「仮想ディレクトリの設定」を選択する。
［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックスが表示されます。
ここでは，「Asset Information Manager Limited」の実行時に必要なデータや，ログ
ファイルなどが格納される，「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレク
トリを設定します。
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
図 10-26　［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックス

なお，インストールされているMicrosoft Internet Information Servicesのバージョ
ンが 5.1以前の場合，アプリケーションプールの項目は表示されません。

Webサイト
「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレクトリを登録するWebサ
イトを指定します。コンボボックスから「Webサイト」を選択してください。入
力はできません。デフォルトでは，「Asset Information Manager Limited」の仮
想ディレクトリが表示されているWebサイトが指定されています。仮想ディレ
クトリが登録されていない場合は，「既定のWebサイト」が指定されます。ただ
し，Webサイトが登録されていない場合は，空白が指定されます。

アプリケーションプール
「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレクトリと関連づけるアプリ
ケーションプールを指定します。コンボボックスから「アプリケーションプー
ル」を選択してください。デフォルトでは，「Asset Information Manager 
Limited」の仮想ディレクトリと関連づいているアプリケーションプールが表示
されます。仮想ディレクトリが登録されていない場合は，「AIMPool」が表示さ
れます。
なお，インターネットインフォメーションサービスマネージャで，「=」，「:」お
よび「,」を含んだ名称のアプリケーションプールを登録していた場合，コンボ
ボックスには表示されません。
新しくアプリケーションプールを作成する場合は，作成するアプリケーション
プールの名前を入力してください。指定できる値は，1～ 255バイトの文字で
す。ただし，「/」，「¥」，「=」，「:」および「,」は指定できません。アプリケー
ションプールは，「10.6.1(1)　アプリケーションプールの作成」または
「10.6.2(2)　アプリケーションプールの作成」と同様の設定で作成されます。
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10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
3. 項目を設定して［OK］ボタンをクリックする。
仮想ディレクトリの変更およびアプリケーションプールの作成・変更が実行されま
す。変更が完了すると，仮想ディレクトリの設定が完了したことを示すメッセージが
表示されます。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックスが閉じます。

既存のアプリケーションプールを「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレ
クトリに関連づける場合は，インターネットインフォメーションサービスマネージャを
使用して「アプリケーションプール」を設定してください。インターネットインフォ
メーションサービスマネージャを使用した「アプリケーションプール」の設定について
は，次に示す説明個所を参照してください。

• Microsoft Internet Information Services 6.0を使用する場合
「10.6.1(1)　アプリケーションプールの作成」
• Microsoft Internet Information Services 7.0を使用する場合
「10.6.2(2)　アプリケーションプールの作成」
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10.5　Asset Information Manager Limitedで使用
するサービスの設定

「Asset Information Manager Limited」では，次のサービスを使用します。

• IIS Admin Services
• World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishing
• Asset Information Synchronous Service
インベントリ情報の更新をリアルタイムに取得する場合に必要です。JP1/NETM/DM 
Managerのインストール時に，コンポーネント「Asset Information Manager 
Limited」を選択すると作成されます。

「Asset Information Manager Limited」で使用するサービスは，自動的に開始する設定
にしておきます。「Asset Information Manager Limited」をインストールしたあとは，
Asset Information Synchronous Serviceは自動的に開始する設定になっていないので，
次の手順で自動的に開始するように設定してください。

1.［サービス］ウィンドウで，「Asset Information Synchronous Service」を選択する。

2. メニューから「操作」－「プロパティ」を選択する。
［プロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

3.［全般］タブで，「スタートアップの種類」を「自動」に変更する。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［プロパティ］ダイアログボックスが閉じて，サービス「Asset Information 
Synchronous Service」が自動的に開始する設定になります。

5. サービス「Asset Information Synchronous Service」を開始する。

また，「Asset Information Manager Limited」のサーバで使用するほかのサービスのプ
ロパティを確認して，自動的に開始する設定になっていない場合は，同じ手順で自動的
に開始するように設定してください。
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10.6　Microsoft Internet Information Services 6.0
以降を使用する場合の設定

ここでは，Microsoft Internet Information Services 6.0以降を使用している場合，
「Asset Information Manager Limited」をインストールしたときに必要な設定および注
意について説明します。

なお，Microsoft Internet Information Services 5.1以前を使用している場合は，ここで
説明する設定を実施する必要はありません。

10.6.1　WWWサーバの設定（Microsoft Internet Information 
Services 6.0の場合）

Microsoft Internet Information Services 6.0を使用している場合，「Asset Information 
Manager Limited」をインストールしたときに必要な設定および注意について説明しま
す。

（1） アプリケーションプールの作成

既存のアプリケーションプールを「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレ
クトリに関連づける場合は，ここで説明する設定内容に合わせてください。「Asset 
Information Manager Limited」のセットアップからアプリケーションプールを新規に作
成した場合は，この設定は不要です。

インターネットインフォメーションサービスマネージャを使用して「アプリケーション
プール」を設定する手順を次に示します。

1. インターネットインフォメーションサービスマネージャを起動する。

2.「Asset Information Manager Limited」のサーバの「アプリケーションプール」を選択
する。

3. メニューから「操作」－「新規作成」－「アプリケーションプール」を選択する。
［新しいアプリケーションプールの追加］ダイアログボックスが表示されます。

4.「アプリケーションプール ID」に，任意のアプリケーションプール名を入力して，
［OK］ボタンをクリックする。

5. アプリケーションプール名には，「=」，「:」および「,」を指定しないでください。［仮
想ディレクトリの設定］ダイアログボックスのコンボボックスに表示されなくなりま
す。

6. 作成したアプリケーションプールのプロパティを表示する。

7.［リサイクル］タブ，［パフォーマンス］タブで，オプションのチェックをすべてオフ
にする。
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8.［識別］タブで，「アプリケーションプール ID」に「定義済み」－「Local System」を
選択する。

9.「Asset Information Manager Limited」の「Webサイト」から，「既定のWebサイト」
－「jp1asset」を選択し，プロパティを表示する。

10.手順 4.で作成したアプリケーションプールを選択して，［OK］ボタンをクリックす
る。

11. World Wide Web Publishing Serviceを再起動する。

なお，［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックスの「Webサイト」に指定した仮想
ディレクトリには，ワーカプロセスをリサイクルするWebサイトを作成しないでくださ
い。

（2） Asset Information Manager Limitedのサイトの追加

Microsoft Internet Information Services 6.0を使用している場合，Microsoft Internet 
Explorerから「Asset Information Manager Limited」を使用するためには，「Asset 
Information Manager Limited」のサイトの追加が必要です。

「Asset Information Manager Limited」のサイトを追加する手順を次に示します。

1. Microsoft Internet Explorerの［ツール］－［インターネットオプション］を選択する。
［インターネットオプション］ダイアログボックスが表示されます。

2.［セキュリティ］タブの［イントラネット］アイコンを選択して，［サイト］ボタンを
クリックする。

3. 表示されたダイアログボックスから「Asset Information Manager Limited」のサイトを
追加して，［閉じる］ボタンをクリックする。

（3） サイトを作成する場合の注意事項

Microsoft Internet Information Services 6.0の場合，「Asset Information Manager 
Limited」をインストールしたときは，［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックス
の「Webサイト」に指定した仮想ディレクトリに，ワーカープロセスをリサイクルする
サイトを作成しないでください。「Webサイト」には，デフォルトでは「既定のWebサ
イト」が指定されています。

10.6.2　WWWサーバの設定（Microsoft Internet Information 
Services 7.0の場合）

Microsoft Internet Information Services 7.0を使用している場合，「Asset Information 
Manager Limited」をインストールしたときに必要な設定および注意について説明しま
す。
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（1） 役割サービスのインストール

Microsoft Internet Information Services 7.0を使用している場合，用途に応じた役割
サービスをインストールする必要があります。

Microsoft Internet Information Services 7.0の役割サービスをインストールする手順を
次に示します。

1.［サーバーマネージャ］の「役割」を選択し，「役割サービスの追加」を選択する。
役割サービスを選択するダイアログボックスが表示されます。

2. 用途に応じた役割サービスを選択し，［次へ］ボタンをクリックする。
インストールオプションを確認するダイアログボックスが表示されます。
「Asset Information Manager Limited」のサーバおよびWSUSサーバの構築時に選
択する役割サービスを次の表に示します。

表 10-6　「Asset Information Manager Limited」のサーバおよびWSUSサーバの構築時に
選択する役割サービス

（凡例）
○：選択が必要な役割サービス
△：選択を推奨する役割サービス
－：該当なし

注※　AIM Limited：Asset Information Manager Limited

3. 手順 2.で選択した役割サービスが表示されていることを確認し，［インストール］ボ
タンをクリックする。
インストールが完了すると，インストールの結果を示すダイアログボックスが表示さ
れます。

4.［閉じる］ボタンをクリックする。

項目 役割サービス AIM Limited
※サーバ

WSUSサー
バ

HTTP基本機能 静的なコンテンツ ○ ○

既定のドキュメント △ －

ディレクトリの参照 ○ －

HTTPエラー △ △

アプリケーション開発 ASP.NET － ○

ISAPI拡張 ○ －

ISAPIフィルタ ○ －

パフォーマンス 静的なコンテンツの圧縮 △ －

IIS管理コンソール IIS管理コンソール ○ ○

IIS6管理互換 IIS6メタベース互換 ○ ○
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（2） アプリケーションプールの作成

既存のアプリケーションプールを「Asset Information Manager Limited」の仮想ディレ
クトリに関連づける場合は，ここで説明する設定内容に合わせてください。「Asset 
Information Manager Limited」のセットアップからアプリケーションプールを新規に作
成した場合は，この設定は不要です。

インターネットインフォメーションサービスマネージャを使用して「アプリケーション
プール」を設定する手順を次に示します。

1. インターネットインフォメーションサービスマネージャを起動する。

2.「Asset Information Manager Limited」のサーバの「アプリケーションプール」を選択
する。

3.「操作」メニューから「アプリケーションプールの追加」を選択する。
［アプリケーションプールの追加］ダイアログボックスが表示されます。

4.「名前」に，任意のアプリケーションプール名を入力し，「マネージパイプラインモー
ド」を「クラシック」にして［OK］ボタンをクリックする。
アプリケーションプール名には，「=」，「:」および「,」を指定しないでください。［仮
想ディレクトリの設定］ダイアログボックスのコンボボックスに表示されなくなりま
す。

5. 作成したアプリケーションプールを選択し，「操作」メニューから「詳細設定」を選
択する。
［詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。

6. 必要な項目を指定し，［OK］ボタンをクリックする。
［詳細設定］ダイアログボックスの各項目に，次のように指定してください。ほかの
項目はデフォルトの設定でかまいません。

（全般）
キューの長さ：「4000」
32ビットアプリケーションの有効化：「True」（64ビット版のWindows Server 
2008の場合だけ）

プロセスモデル
ID：「LocalSystem」
Pingの有効化：「False」
アイドル状態のタイムアウト（分）：「0」

ラピッドフェール保護
有効：「False」

リサイクル
異常が報告された ISAPI：「True」
手動リサイクル：「True」
特定の時間：「True」
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変更されたアプリケーションプール構成：「True」
要求制限の超過：「True」
構成の変更時のリサイクルを無効にする：「True」
定期的な間隔（分）：「0」

7.「操作」メニューから「リサイクルの設定」を選択する。
［アプリケーションプールのリサイクル設定の編集］ダイアログボックスが表示され
ます。

8. リサイクル条件のチェックボックスをすべてオフにし，［次へ］ボタンをクリックす
る。

9. ログを記録するリサイクルイベントのうち，アプリケーションプールのリサイクル時
にログを記録するリサイクルイベントのチェックボックスをオンにして，［終了］ボ
タンをクリックする。
活性化されているチェックボックスをすべてオンにすることをお勧めします。アプリ
ケーションプールのリサイクル時にログを記録したくないリサイクルイベントがある
場合は，チェックボックスをオフにしてから［終了］ボタンをクリックしてくださ
い。

10.World Wide Web Publishing Serviceを再起動する。

なお，［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックスの「Webサイト」に指定した仮想
ディレクトリには，ワーカプロセスをリサイクルするWebサイトを作成しないでくださ
い。

（3） アプリケーション（仮想ディレクトリ）の設定

役割サービスの「IIS6メタベース互換」を，「Asset Information Manager Limited」を
インストールしたあとで追加した場合は，インターネットインフォメーションサービス
マネージャでのアプリケーション（仮想ディレクトリ）の設定が必要です。

アプリケーション（仮想ディレクトリ）を新規で作成する手順を次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」のサーバの「サイト」から，「Default Web Site」
を選択して右クリックし，「アプリケーションの追加」を選択する。
［アプリケーションの追加］ダイアログボックスが表示されます。

2.［選択］ボタンをクリックして，「アプリケーションプール」に作成したアプリケー
ションプールを指定する。

3.「物理パス」に「Asset Information Manager Limited」のサーバの仮想ディレクトリを
指定し，［OK］ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のサーバの仮想ディレクトリは，デフォルト
では「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ ¥wwwrootで
す。

また，すでにアプリケーション（仮想ディレクトリ）がある場合の，設定の変更手順を
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次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」のサーバの「サイト」から，「Default Web Site」
－「jp1asset」を選択して，操作メニューから「詳細設定」を選択する。
［詳細設定］ダイアログボックスが表示されます。

2.「アプリケーションプール」に作成したアプリケーションプール，「物理パス」に
「Asset Information Manager Limited」のサーバの仮想ディレクトリを指定し，［OK］
ボタンをクリックする。
「Asset Information Manager Limited」のサーバの仮想ディレクトリは，デフォルト
では「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ ¥wwwrootで
す。

（4） ISAPIの制限の設定

役割サービスの，「IIS6メタベース互換」および「ISAPI拡張」を，「Asset Information 
Manager Limited」をインストールしたあとで追加した場合は，インターネットイン
フォメーションサービスマネージャでの ISAPIの制限の設定が必要です。

ISAPIの制限の設定手順を次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」のサーバを選択して，「ISAPIおよび CGIの制
限」を選択する。

2.「操作」メニューから「追加」を選択する。
［ISAPIまたは CGIの制限の追加］ダイアログボックスが表示されます。

3.「ISAPIまたは CGIパス」にファイルのパスを指定し，「拡張パスの実行を許可する」
チェックボックスをオンにして，［OK］ボタンをクリックする。
「ISAPIまたは CGIパス」には，「Asset Information Manager Limited」のサーバの
仮想ディレクトリに格納された次のファイルのパスを指定します。
• jamwscript.dll
• bin¥jamlogin.dll
• jamenter.dll
• jamfile.dll
• jamhtmlfile.dll

手順 1.～手順 3.を繰り返して，これらのファイルをすべて追加してください。
「Asset Information Manager Limited」のサーバの仮想ディレクトリは，デフォルト
では「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ ¥wwwrootで
す。

（5） ISAPIフィルタの設定

役割サービスの，「IIS6メタベース互換」および「ISAPIフィルタ」を，「Asset 
Information Manager Limited」をインストールしたあとで追加した場合は，インター
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ネットインフォメーションサービスマネージャでの ISAPフィルタの設定が必要です。

ISAPIフィルタの設定手順を次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」のサーバの「サイト」から，「Default Web Site」
を選択して，「ISAPIフィルタ」を選択する。

2.「操作」メニューから「追加」を選択する。
［ISAPIフィルタの追加］ダイアログボックスが表示されます。

3.「実行可能ファイル」にファイルのパスを指定し，［OK］ボタンをクリックする。
「実行可能ファイル」には，「Asset Information Manager Limited」のインストール
フォルダに格納された「bin¥jamssessionfilter.dll」のパスを指定します。
「フィルタ名」は変更する必要はありません。

（6） ハンドラマッピングの設定

役割サービスの「IIS6メタベース互換」を，「Asset Information Manager Limited」を
インストールしたあとで追加した場合は，インターネットインフォメーションサービス
マネージャでのハンドラマッピングの設定が必要です。

ハンドラマッピングの設定手順を次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」のサーバの「サイト」から，「Default Web Site」
－「jp1asset」を選択して，「ハンドラマッピング」を選択する。

2.「操作」メニューから「機能のアクセス許可の編集」を選択する。
［機能のアクセス許可の編集］ダイアログボックスが表示されます。

3. すべてのチェックボックス（「読み取り」，「スクリプト」および「実行」）をオンに
し，［OK］ボタンをクリックする。

（7） ディレクトリの参照の設定

役割サービスの，「IIS6メタベース互換」および「ディレクトリの参照」を，「Asset 
Information Manager Limited」をインストールしたあとで追加した場合は，インター
ネットインフォメーションサービスマネージャでのディレクトリの参照の設定が必要で
す。

ディレクトリの参照の設定手順を次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」のサーバの「サイト」から，「Default Web Site」
－「jp1asset」－「log」を選択して，「ディレクトリの参照」を選択する。

2.「操作」メニューから「有効にする」を選択する。

（8） サイトの追加

Microsoft Internet Information Services 7.0を使用している場合，Microsoft Internet 
Explorerから「Asset Information Manager Limited」を使用するためには，「Asset 
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Information Manager Limited」のサイトの追加が必要です。

「Asset Information Manager Limited」のサイトを追加する手順を次に示します。

1. Microsoft Internet Explorerの［ツール］－［インターネットオプション］を選択する。
［インターネットオプション］ダイアログボックスが表示されます。

2.「セキュリティ」タブの「ローカルイントラネット」アイコンを選択して，［サイト］
ボタンをクリックする。

3. 表示されたダイアログから「Asset Information Manager Limited」のサイトを追加し
て，［閉じる］ボタンをクリックする。

（9） サイトを作成する場合の注意

Microsoft Internet Information Services 7.0の場合，「Asset Information Manager 
Limited」をインストールしたときは，［仮想ディレクトリの設定］ダイアログボックス
の「Webサイト」に指定した仮想ディレクトリに，ワーカープロセスをリサイクルする
サイトを作成しないでください。「Webサイト」には，デフォルトでは「Default Web 
Site」が指定されています。
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10.7　タスクスケジューラに登録されるタスク
の設定

「Asset Information Manager Limited」では，日々の資産管理業務で発生する資産情報
のメンテナンスおよび監視作業をWindowsのタスクスケジューラの機能を使用して自動
的に実行できます。

「Asset Information Manager Limited」をインストールすると，Windowsのタスクスケ
ジューラに，各作業を実行するためのタスクが作成されます。このタスクのスケジュー
ルや，タスクの有効と無効の設定を，資産情報の運用に合わせて変更します。

なお，「Asset Information Manager Limited」のインストール時は，すべてのタスクは
無効になっています。

ここでは，各タスクの内容や設定手順について説明します。

注意事項
• Administrators権限を持つユーザでタスクのスケジュールを実行してください。
• Windows XP Professionalでタスクのスケジュールを実行する場合，Windows XP 

Professionalにログオンするユーザおよびパスワードが設定された環境で実行し
てください。ユーザおよびパスワードが設定されていない環境では，タスクのス
ケジュールが実行されません。

10.7.1　タスクの種類
Windowsのタスクスケジューラに設定された，タスクの種類，各タスクの内容，および
各タスクを有効にした場合のデフォルトの設定について説明します。

（1） タスクの名称と内容

各タスクの名称と内容について次に示します。各タスクで使用しているファイルは変更
しないでください。

●データメンテナンス
配布管理システムのデータベースと「Asset Information Manager Limited」のデータ
ベースのデータの整合性を保つために，更新された情報に合わせて，関連するほかの
情報を更新します。また，不要な情報を削除します。
このタスクは，「Asset Information Manager Limited」のセットアップが完了したあ
とで，必ず有効にしてください。
データメンテナンスで実施する作業の指定方法については，「10.7.2　タスク「データ
メンテナンス」で実施する作業の指定」を参照してください。

●履歴情報の削除
資産情報の履歴および変更履歴を，指定した期間の情報を残して削除します。
デフォルトでは，6か月以上経った履歴情報が削除される設定になっています。削除
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する履歴情報の指定方法については，「10.7.3　削除する履歴情報の種類と履歴情報を
削除するタイミングの指定」を参照してください。

●インベントリ情報の取込み
インベントリ情報を，「Asset Information Manager Limited」のデータベースに取り
込みます。更新されたインベントリ情報をリアルタイムに取得する場合は，このタス
クを使用する必要はありません。
オプションを指定して，すべてのインベントリ情報を再取得する手順については，
「10.7.4　すべてのインベントリ情報の取得」を参照してください。
また，インベントリ情報として取得できる情報の詳細については，「10.9　Asset 
Information Manager Limitedで表示できるインベントリ情報」を参照してください。

●ディレクトリ情報の取込み
ディレクトリ情報から，部署およびユーザの情報を「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースに取り込みます。このタスクを実行するタイミングは，
ディレクトリ情報が更新されたあとに設定することをお勧めします。
なお，部署およびユーザの情報が重複するおそれがあるため，ユーザインベントリ情
報と併せて取得することはお勧めしません。
ディレクトリ情報を取得する手順については，「10.7.6　ディレクトリ情報の取得」を
参照してください。

注意事項
ディレクトリ情報を取得する場合は，既存のデータを上書きするかどうかを選択
できません。引き当てられた部署またはユーザ名は，ディレクトリ情報の内容で
上書きされます。

（2） 各タスクのデフォルトの設定

各タスクを有効にした場合に，実行されるデフォルトのスケジュールの設定について，
次の表に示します。

表 10-7　各タスクを有効にした場合のデフォルトの設定

10.7.2　タスク「データメンテナンス」で実施する作業の指
定

タスク「データメンテナンス」を実行すると，配布管理システムのデータベースと
「Asset Information Manager Limited」のデータベースでデータの整合性を保つために，
更新された情報に合わせて，関連するほかの情報が更新されます。また，不要な情報が

タスクの名称 デフォルトのスケジュールの設定

データメンテナンス 毎日，午前 5時 00分

履歴情報の削除 毎月 1日の午前 6時 00分

インベントリ情報の取込み 毎週水曜日の午前 5時 30分

ディレクトリ情報の取込み 毎週日曜日の午前 0時 00分
515



10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
削除されます。

データメンテナンスで実施する作業の指定方法については，「(2)　設定ファイルの作成」
を参照してください。

ここでは，タスク「データメンテナンス」で実施する作業と，設定ファイルの作成方法
を説明します。

（1） タスク「データメンテナンス」で実施する作業

タスク「データメンテナンス」を利用して実施できる作業を次に示します。

●「抹消」状態の資産情報を削除する作業
資産情報の削除に伴って，関連づけられている次の情報も削除されます。
ハードウェア資産情報，ネットワーク情報，インストールソフトウェア情報，パッチ
情報，ウィルス定義情報，移管履歴，コンポーネント情報

●「返却」，「廃棄」または「仮廃棄」状態の資産情報に関連づけられている情報を削除す
る作業
次の情報が削除されます。
インストールソフトウェア情報，パッチ情報，ウィルス定義情報，ソフトウェア稼働

情報，コンポーネント情報，ネットワーク情報※

注※　ネットワーク情報で削除されるのは，IPアドレスだけです。

●操作画面で変更した部署，設置場所およびユーザ名に合わせて既存の資産情報に登録
されている部署，設置場所，ユーザ名を変更する作業
操作画面で変更した部署，設置場所およびユーザ名は，このタスクによって資産情報
に反映され，変更した履歴が移管履歴に取得されます。

● IDに対応する部署，設置場所およびユーザ名を，資産情報に設定する作業
資産情報に，部署 ID，設置場所 ID，ユーザ ID，管理者 IDおよび管理部署 IDが設
定されていて，対応する部署，設置場所，ユーザ名，管理者および管理部署が設定さ
れていない場合，対応する名称が設定されます。

●不要な IPアドレス管理情報を削除する作業
IPグループ情報の範囲外で，利用されていない IPアドレスの IPアドレス管理情報が
削除されます。

●インストールソフトウェア名が登録されていないインストールソフトウェア情報を削
除する作業

●管理レベルを「管理対象外」に設定したソフトウェアのインストールソフトウェア情
報を削除する作業

●部署または設置場所別の IPグループで，対応する部署または設置場所が削除された
IPグループを削除する作業

●ハードウェア資産情報の「IPアドレス」の値に対応する部署を，資産情報の「部署」
に登録する作業
516



10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
IPアドレスと部署との対応は，業務メニュー「IPグループ管理」で作成した IPグ
ループの設定に従います。この作業は，デフォルトでは実施しない設定になっていま
す。

●ハードウェア資産情報の「IPアドレス」の値に対応する設置場所を，資産情報の「設
置場所」に登録する作業
IPアドレスと設置場所との対応は，業務メニュー「IPグループ管理」で作成した IP
グループの設定に従います。この作業は，デフォルトでは実施しない設定になってい
ます。

（2） 設定ファイルの作成

タスク「データメンテナンス」で実施する作業を，設定ファイル（taskopt.ini）に記述し
ます。

taskopt.iniは，「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ ¥env
に格納されています。taskopt.iniを作成するときは，同じフォルダに格納されている
taskopt.orgを利用すると便利です。

次の内容で taskopt.iniを作成してください。

「IP_GROUP_ASSOC」は，ユーザインベントリの値が設定されている場合でも上書きさ
れます。すべての資産の「部署」を，業務メニュー「IPグループ管理」での設定に合わ
せて更新する場合に「OVERWRITE」を指定します。業務メニュー「IPグループ管理」
を使用して部署を管理しない場合は，「NO」を指定してください。

10.7.3　削除する履歴情報の種類と履歴情報を削除するタイ
ミングの指定

（1） 削除する履歴情報の指定

［タスク］タブの「実行するファイル名」で，ファイル名のあとに「-s TARGET=（削除

[DATAMAINTENANCE]
ASSET_ERASE_DEL               = YES
ASSET_ASSOC_DEL               = YES
SOFTINFO_ERASE_DEL            = NO
SOFTINFO_ASSOC_DEL            = NO
CONTRACT_ERASE_DEL            = NO
VOLUME_ERASE_DEL              = NO
USER_ASSOC_UPD                = YES
GROUP_ASSOC_UPD               = YES
LOCATION_ASSOC_UPD            = YES
IP_UNNECESSARY_DEL            = YES
INSTINFO_NOLIST_DEL           = YES
LICENSELINK_UNNECESSARY_DEL   = NO
SOFTINFO_CONSOLIDATE          = NO
INSTINFO_UNMANAGED_DEL        = YES
IPGROUP_NOOBJECT_DEL          = YES
IP_GROUP_ASSOC                = OVERWRITE
IP_LOCATION_ASSOC             = OVERWRITE
ATTACHFILE_DEL                = NO
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する履歴情報のコード）」の形式で指定します。削除する履歴情報のコードは複数指定で
きます。

なお，何も指定しないと，資産情報の履歴情報だけが削除されます。

削除する履歴情報のコードを次に示します。

• A
資産情報の履歴

• U
変更履歴

複数指定する場合は，「-s TARGET=AU」のように続けて指定してください。

（2） 履歴情報を残す期間の指定

［タスク］タブの「実行するファイル名」で，ファイル名のあとに，次の形式で指定しま
す。

• 資産情報の履歴
-s TARGET=A -s MONTH=（履歴情報を残す期間）
　
履歴情報を残す期間は，月単位で 0～ 120で指定します。0を指定するとすべての履
歴情報が削除されます。
なお，何も指定しないと，6か月以上経過した履歴情報が削除されます。
　

• 変更履歴
-s TARGET=U -s UMONTH=（履歴情報を残す期間）
　
履歴情報を残す期間は，月単位で 0～ 120で指定します。0を指定するとすべての履
歴情報が削除されます。
なお，何も指定しないと，すべての履歴情報が削除されます。

指定例
3か月以上経過した，資産情報の履歴を削除する場合の指定例を次に示します。
　
"C:¥netmdm¥jp1asset¥exe¥jamscript.exe"
-f "C:¥jp1asset¥scriptbatch¥RemoveRecord.txt"
-s TARGET=A -s MONTH=3

　
「C:¥netmdm¥jp1asset」は「Asset Information Manager Limited」のインストー
ルフォルダを示しています。

10.7.4　すべてのインベントリ情報の取得
更新日時が更新されていない情報も，すべて更新します。
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［タスク］タブの「実行するファイル名」で，ファイル名のあとに，「ALL」を指定しま
す。このオプションを省略すると，更新されたインベントリ情報だけを取得します。

指定例を次に示します。

"C:¥netmdm¥jp1asset¥exe¥jamTakeDMInventory.bat" ALL

「C:¥netmdm¥jp1asset」は「Asset Information Manager Limited」のインストール
フォルダを示しています。

注意事項
「ALL」を指定しないと，インベントリ情報の更新日時が更新されていない場合，そ
のインベントリ情報は取り込まれません。

10.7.5　タスクの設定手順
Windowsのタスクスケジューラでの，タスクの有効と無効の切り換え，タスクの実行ス
ケジュールの変更，およびタスクの削除の手順について次に示します。

（1） タスクを有効にする

Windowsのタスクスケジューラに作成された「Asset Information Manager Limited」
のタスクは，デフォルトでは無効になっているので，使用するには，タスクを有効にす
る必要があります。

タスクスケジューラに登録されているタスクの有効，無効を切り換える手順を次に示し
ます。

1. Windowsの［コントロールパネル］で，［タスク］アイコンをダブルクリックする。
タスクスケジューラの画面が表示されます。

2. 有効にしたいタスクを選択して，プロパティを表示する。
選択したタスクのプロパティダイアログボックスが表示されます。

3.［タスク］タブの「実行する（スケジュールされたタスクは指定の時間に実行されま
す）」チェックボックスをチェックする。

4.［OK］ボタンをクリックする。
タスクが有効になって，タスクのプロパティダイアログボックスが閉じます。
タスクの実行結果は，Windowsの［コントロールパネル］で，［タスク］をダブルク
リックすると表示される，タスクスケジューラの画面で確認します。
タスクスケジューラの画面を詳細表示に切り換えて，「前回の結果」に表示される戻
り値を確認してください。なお，内容の詳細は ASTMESn.logを参照してください。

各タスクの「実行するファイル名」の指定内容を次の表に示します。

なお，表中の「<INSTALL>」は「Asset Information Manager Limited」のインストー
ルフォルダを示しています。
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表 10-8　各タスクの「実行するファイル名」の指定内容

（2） タスクのスケジュールの変更

タスクを実行する日時を変更できます。また，スケジュールを追加することもできます。

●実行日時の変更
タスクが実行される日時を変更する手順を次に示します。
1. Windowsのコントロールパネルで，［タスク］アイコンをダブルクリックする。
タスクスケジューラの画面が表示されます。

2. 実行日時を変更したいタスクを選択して，プロパティを表示する。
選択したタスクのプロパティダイアログボックスが表示されます。

3.［スケジュール］タブの「タスクのスケジュール」および「開始時刻」を変更する。
4.［OK］ボタンをクリックする。
指定したスケジュールでタスクが変更されて，タスクのプロパティダイアログボッ
クスが閉じます。

●実行スケジュールの追加
タスクが実行されるスケジュールを追加する手順を次に示します。
1. Windowsのコントロールパネルで，［タスク］アイコンをダブルクリックする。
タスクスケジューラの画面が表示されます。

2. スケジュールを追加したいタスクを選択して，プロパティを表示する。
選択したタスクのプロパティダイアログボックスが表示されます。

3.［スケジュール］タブの「複数のスケジュールを表示する」チェックボックスを
チェックする。
［スケジュール］タブの上部に，スケジュールのドロップダウンリストと，［新規］
ボタン，［削除］ボタンが表示されます。

4.［新規］ボタンをクリックする。
ドロップダウンリストに，スケジュールが追加されます。

5. 追加されたスケジュールの「タスクのスケジュール」および「開始時刻」を設定す
る。

6.［OK］ボタンをクリックする。
タスクにスケジュールが追加されて，タスクのプロパティダイアログボックスが閉
じます。

タスクの名称 「実行するファイル名」の指定内容

データメンテナンス "<INSTALL>¥exe¥jamscript.exe" -f 
"<INSTALL>¥scriptbatch¥DataMaintenance.txt"

履歴情報の削除 "<INSTALL>¥exe¥jamscript.exe" -f 
"<INSTALL>¥scriptbatch¥RemoveRecord.txt" -s TARGET=A -s 
MONTH=6

インベントリ情報の取込み "<INSTALL>¥exe¥jamTakeDMInventory.bat"

ディレクトリ情報の取込み "<INSTALL>¥exe¥jamscript.exe" -f 
"<INSTALL>¥scriptbatch¥DMDirectory.txt"
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（3） タスクの削除

不要なタスクを削除する手順を次に示します。

1. Windowsのコントロールパネルで，［タスク］アイコンをダブルクリックする。
タスクスケジューラの画面が表示されます。

2. 削除したいタスクを選択して，「ファイル」－「削除」を選択する。
選択したタスクが削除されます。

（4） タスクの実行結果

タスクの実行結果は，Windowsのコントロールパネルで，［タスク］アイコンをダブル
クリックすると表示される，タスクスケジューラの画面で確認します。

タスクスケジューラの画面を詳細表示に切り換えて，「前回の結果」に表示される戻り値
を確認してください。なお，内容の詳細は ASTMESn.logを参照してください。

各戻り値の内容を次の表に示します。

10.7.6　ディレクトリ情報の取得
ディレクトリ情報のうち，部署情報だけを取得するか，部署情報に加えてユーザ情報も
取得するかを選択できます。

取得する情報は，マップファイルで説明すると，「OU ou 名前」に定義されている部署情
報，および「USR cn フルネーム」に定義されているユーザ情報です。

取得する情報は，「タスク」タブの「実行するファイル名」で，ファイル名のあとに次の
形式で指定します。

形式
-s OPT=処理内容の種別
　
処理内容の種別は，次のどちらかを半角数字で指定します。
• 1：ディレクトリ情報のうち，部署情報だけを取得する（デフォルト）。
取得した部署情報を，部署情報（GroupInfo）として作成します。

• 2：ディレクトリ情報のうち，部署情報およびユーザ情報を取得し，資産情報に引
き当てる。
取得した部署情報を，部署情報（GroupInfo）として作成したあと，管理項目「資
産情報 .部署」に引き当てます。

戻り値 内容

0x0 正常終了。

0x1 該当するデータが存在しません。

0x2以上 そのほかのエラーで終了しました。
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また，取得したユーザ情報を，管理項目「資産情報 .ユーザ名」に引き当てます。
ただし，ユーザ管理情報（UserInfo）としては作成されません。

指定例
"C:¥jp1asset¥exe¥jamscript.exe"
-f "C:¥jp1asset¥scriptbatch¥DMDirectory.txt"
-s OPT=1
　
「C:¥jp1asset」は「Asset Information Manager Limited」のインストールフォルダ
を示しています。

注意事項
• ディレクトリ情報から部署情報を取得する際，同一名称の部署が同一の階層に複
数存在する場合，そのうちの一つを取り込みます。

•「Asset Information Manager Limited」のデータベースの部署情報の「部署名」
および「ADGUID」で引き当たらなかった場合，部署情報が新規登録されます。
このとき，「部署 ID」は自動採番され，「部署（英名）」および「部署名（英名）」
には「部署 ID」の値が設定されます。

• ディレクトリ情報からユーザ情報を取得する場合，ユーザ名（英名）は引き当て
られません。
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10.8　部署単位で操作ログを集計するための設
定

［操作ログ集計］ウィンドウでは，管理対象の機器から収集した操作ログを，機器の管理
部署ごとに集計できます。そのためには，操作ログとは別に，部署の情報を管理する必
要があります。

ここでは，部署の情報を管理する方法について説明します。

機器の管理部署は，「Asset Information Manager Limited」のデータベース上で，機器
の属性の一つとして管理します。機器の属性に部署の情報を登録するには，次の 3種類
の方法があります。

1. IPアドレスを利用して，該当する部署を一括して登録する。
2. ユーザインベントリ情報を利用して，部署を一括して登録する。
3. 1台ごとに部署を登録する。

1.～ 3.の方法はすべて併用できます。これ以降で，それぞれの方法で部署の情報を登録
する手順について説明します。

10.8.1　IPアドレスを利用する
部署ごとに使用する IPアドレスの範囲を定義して，グループを作成しておくことで，IP
アドレスの値を基に，機器の管理部署を登録します。

インベントリ情報の IPアドレスを利用して，機器の管理部署を登録する手順を次に示し
ます。

1.「Asset Information Manager Limited」にログインする。
WWWブラウザを起動して，URLに「http://ホスト名 /jp1asset/login.htm」を指定
します。「ホスト名」には「Asset Information Manager Limited」をインストールし
たサーバのホスト名を指定します。
「ユーザ ID」と「パスワード」には「dm_admin」を指定してください。

2. 部署を作成する。
組織階層に合わせて，部署を作成します。部署は，業務メニュー「ユーザ組織管理」
で作成します。部署の作成方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「10.7.1
　ユーザと組織の情報を変更する（ユーザ組織管理）」を参照してください。

3. IPアドレスを部署ごとにグルーピングする。
手順 2.で作成した部署ごとに，IPアドレスの範囲を定義して，グループを作成しま
す。IPアドレスのグループは，業務メニュー「IPグループ管理」で定義します。部
署ごとに IPアドレスのグループを作成する方法については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「10.7.4　IPグループ情報を変更する（IPグループ管理）」を参照してくだ
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さい。

部署を作成して，部署ごとに IPアドレスのグループを作成することで，インベントリ情
報を「Asset Information Manager Limited」のデータベースに取り込む際に，各機器に
管理部署の情報が登録されます。

10.8.2　ユーザインベントリ情報を利用する
ユーザインベントリを定義して部署の情報を収集している場合，ユーザインベントリ情
報を利用して，該当する部署を登録できます。

ユーザインベントリ情報を利用して，該当する部署を登録する手順を次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」にログインする。
WWWブラウザを起動して，URLに「http://ホスト名 /jp1asset/login.htm」を指定
します。「ホスト名」には「Asset Information Manager Limited」をインストールし
たサーバのホスト名を指定します。
「ユーザ ID」と「パスワード」には「dm_admin」を指定してください。

2. 部署の属性を管理する項目に，ユーザインベントリ情報を引き当てる。
「Asset Information Manager Limited」で部署の情報を管理する項目（「部署情報 .部
署名」）に，ユーザインベントリ情報の部署名を引き当てます。ユーザインベントリ
情報の引き当ては，業務メニュー「インベントリ情報の引き当て」で実行します。
ユーザインベントリ情報の引き当て方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の
「10.8.5　引き当て項目の設定（インベントリ情報の引き当て）」を参照してください。

管理項目にユーザインベントリ情報を引き当てることで，インベントリ情報を「Asset 
Information Manager Limited」のデータベースに取り込む際に，各機器に管理部署の情
報が登録されます。

10.8.3　機器に部署名を設定する
「Asset Information Manager Limited」に登録されている機器の情報を編集して，部署
を登録できます。この方法は管理する機器の情報に一つずつ設定するため，IPアドレス
やユーザインベントリ情報を登録できなかった機器に利用してください。

各機器に部署名を設定する手順を次に示します。

1.「Asset Information Manager Limited」にログインする。
WWWブラウザを起動して，URLに「http://ホスト名 /jp1asset/login.htm」を指定
します。「ホスト名」には「Asset Information Manager Limited」をインストールし
たサーバのホスト名を指定します。
「ユーザ ID」と「パスワード」には「dm_admin」を指定してください。

2. 部署を設定する機器を検索する。
機器の検索は，業務メニュー「保有機器一覧」で実行します。機器を検索する方法に
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ついては，マニュアル「運用ガイド 1」の「10.2.2　機器を検索する（保有機器一
覧）」を参照してください。

3. 機器の部署を設定する。
検索結果の一覧から［機器詳細］ダイアログボックスを表示して，部署を設定しま
す。［機器詳細］ダイアログボックスでの情報の編集方法については，マニュアル
「運用ガイド 1」の「10.2.6　各機器の詳細情報の管理」を参照してください。
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10.9　Asset Information Manager Limitedで表示
できるインベントリ情報

インベントリ情報を基にして，「Asset Information Manager Limited」の対応する情報
が作成・更新されます。

また，JP1/NETM/DM Clientがインストールされていない機器からも情報を収集する場
合は，取得できる情報が限定されます。JP1/NETM/DM未導入機器から取得できる情報
については，「10.9.1(1)　JP1/NETM/DM未導入機器から取得できる資産情報」および
「10.9.2(1)　JP1/NETM/DM未導入機器から取得できるハードウェア資産情報」を参照
してください。

作成・更新される情報と，引き当てられるインベントリ情報との対応を次の表に示しま
す。

表 10-9　作成・更新される情報と，引き当てられるインベントリ情報との対応

注※ 1
セットアップでハードウェアに関する情報だけを取得する設定にした場合は，作成・更新され
ません。
配布管理システムから取り込む情報の種類を選択する方法については，「10.2.4　JP1/NETM/
DM連携の設定」を参照してください。

注※ 2
未適用パッチ情報を取得する設定にしている場合は，インストールが必要なパッチの情報も取
得できます。未適用パッチ情報を取得する設定の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「7.2　クライアントのパッチ情報を検出する」を参照してください。

「Asset Information Manager Limited」の情報 インベントリ情報

資産情報 • システム構成情報

ハードウェア資産情報 • システム情報

ネットワーク情報 • ユーザインベントリ情報

インストールソフトウェア情報※ 1 • インストールパッケージ情報

インストールソフトウェアリスト※ 1 • ソフトウェアインベントリ情報

コンポーネント情報※ 1 • Microsoft Office情報

パッチ情報※ 2 • システム情報
• インストールパッケージ情報

パッチリスト インストールパッケージ情報

ウィルス定義情報 ウィルス対策製品情報

部署情報※ 3 ユーザインベントリ情報

設置場所情報※ 3 ユーザインベントリ情報
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注※ 3
インベントリ情報の引き当てで，ユーザインベントリ情報の部署および設置場所の情報を登録
する設定にした場合に，作成・更新されます。

注意事項
• システム情報およびシステム構成情報を引き当てる際に，引き当て元の値が

NULLの場合，「Asset Information Manager Limietd」の情報は更新されません。
• 機器状態が「運用」，「在庫」，「仮廃棄」および「抹消」の場合に，情報が更新さ
れます。引き当てた機器の状態が「在庫」，「仮廃棄」または「抹消」の場合には，
「運用」に変更されます。

作成・更新される各情報の詳細について次に示します。

10.9.1　資産情報として取得できるインベントリ情報
配布管理システムのデータベースに格納されているインベントリ情報を基に作成・更新
される「Asset Information ManagerLimited」の資産情報の詳細を次の表に示します。

インベントリ情報の引き当てでの設定の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の
「10.8.5　引き当て項目の設定（インベントリ情報の引き当て）」を参照してください。

表 10-10　インベントリ情報を基に作成・更新される資産情報の詳細

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 新規作成時は自動採番されます。 ×

資産種別 「ハードウェア」が設定されます。 ×

資産番号 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 自動採番
• ユーザインベントリ
• ホスト名（ドメイン名を取得）
• ホスト名（ドメイン名を取得しない）
• 運用キー
• IPアドレス
• MACアドレス
• コンピュータ名

デフォルトは「自動採番」です。なお，「運用キー」とは，
ホスト識別子またはノード識別キーのことです。

○

部署 ID 「部署」に設定された部署に対応する IDが設定されます。 ○

部署 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 設定しない
• ユーザの所属部署を設定する
• ユーザインベントリから取得

デフォルトは「設定しない」です。

○
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ユーザ ID 「ユーザ名」に設定されたユーザ名に対応する IDが設定さ
れます。

○

ユーザ名 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 設定しない
• ユーザ名（ユーザインベントリ情報）
• ユーザ ID（ユーザインベントリ情報）
• メールアドレス（ユーザインベントリ情報）
• システム構成情報
• システム情報

デフォルトは「設定しない」です。

○

設置場所 ID 「設置場所」に設定された設置場所に対応する IDが設定さ
れます。

○

設置場所 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 設定しない
• ユーザインベントリから取得

デフォルトは「設定しない」です。

○

機器状態 コード ID「AssetStatus」のコードの中から，インベント
リ情報の引き当てで選択した項目が設定されます。
デフォルトは「運用」です。

○

登録日 インベントリ情報の取得によって，新規に資産情報の作成
された日時が設定されます。

×

DM導入状態 「導入」が設定されます。 ○

DMハードウェア更
新日付

システム構成情報の「システム情報最終更新日時」から取
得されます。

○

DMソフトウェア更
新日付

システム構成情報の「ソフトウェアインベントリ情報最終
更新日時」から取得されます。

○

DMパッケージ更新
日付

システム構成情報の「インストールパッケージ情報最終更
新日時」から取得されます。

○

DMユーザ更新日付 システム構成情報の「ユーザインベントリ情報最終更新日
時」から取得されます。

○

DM最終更新日付 システム構成情報の「最終更新日付」，および削除履歴情報
の「最終更新日付」のうち，最新の日付が設定されます。

○

引き当てキー システム構成情報の「ノード名」から取得されます。 ○

稼働管理種別 コード ID「AssetWorkKind」のコードの中から，インベ
ントリ情報の引き当てで選択した項目が設定されます。
デフォルトは「稼働管理対象」です。

○

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
528



10.　Asset Information Manager Limitedを使用するための設定
（凡例）
○：更新される
×：更新されない

注意事項
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで，「資産情報の引き当てキー」に「資
産番号を使用する」を選択している場合，資産番号の更新はできません。
［サーバセットアップ］ダイアログボックスで，「資産情報の引き当てキー」に「運
用キーに従う」を選択して，インベントリ情報の引き当て画面で，資産番号に「自
動採番」以外の項目を選択した場合，選択した引き当て項目に該当するインベント
リ情報の値が変更になると，資産番号も変更されます。ただし，次の場合は変更さ
れないので注意してください。
• 変更した値がすでに「Asset Information Manager Limited」のデータベースに登
録されている資産番号と重複する場合
資産番号の引き当て項目に「ホスト名」，「IPアドレス」，「MACアドレス」，「コ
ンピュータ名」のどれかを選択している場合は，重複するおそれがあるので注意
してください。

• 配布管理システムで最新の情報を収集していない場合

（1） JP1/NETM/DM未導入機器から取得できる資産情報

JP1/NETM/DM未導入機器から取得した情報を基に作成・更新される「Asset 
Information Manager Limited」の資産情報の詳細を次の表に示します。

表 10-11　JP1/NETM/DM未導入機器から取得できる資産情報の詳細

固有情報 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 設定しない
• システム構成情報
• システム情報
• コード（コード ID「AssetProperty1」～
「AssetProperty6」）
• ユーザインベントリから取得
• レジストリ情報から取得
• 固定値

デフォルトは「設定しない」です。

○

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 新規作成時は自動採番されます。 ×

資産種別 「ハードウェア」が設定されます。 ×

資産番号 自動採番されます。 ×

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
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（凡例）
○：更新される
×：更新されない

注※
「抹消」に設定されるのは，既存の資産情報が引き当てられた場合だけです。JP1/NETM/DM
未導入ホストテーブルの属性が「対象外」または「撤去」の場合，既存の機器と引き当てられ
なかったときは新規登録されません。

10.9.2　ハードウェア資産情報として取得できるインベント
リ情報

インベントリ情報を基に作成・更新される「Asset Information Manager Limited」の
ハードウェア資産情報の詳細を次の表に示します。

表 10-12　インベントリ情報を基に作成・更新されるハードウェア資産情報の詳細

機器状態 JP1/NETM/DM未導入ホストテーブルの属性が「対象」の
場合，「運用」が設定されます。「対象外」または「撤去」
の場合，「抹消」が設定されます。

○※

登録日 インベントリ情報の取得によって，新規に資産情報の作成
された日時が設定されます。

×

DM導入状態 「未導入」が設定されます。 ○

DM最終更新日付 未導入機器情報の「最終更新日付」が設定されます。 ○

稼働管理種別 「稼働管理対象外」が設定されます。 ×

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 該当する資産情報の「資産 ID」が設定されます。 ×

機器種別 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• システム情報の「OS」
• コード（コード ID「MachineKind」のシステム装置カ
テゴリのコード）

• ユーザインベントリから取得

デフォルトでは，システム情報の「OS」が取得されて，
OSの種別に従って次のどちらかが設定されます。
• PC
• UNIX

○※

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
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製造者 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• システム構成情報
• システム情報
• ユーザインベントリから取得
• 固定値

デフォルトでは，システム情報の「製造元」から取得され
ます。

○

製造番号 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• システム構成情報
• システム情報
• ユーザインベントリから取得
• 固定値

デフォルトでは，JP1/NETM/DM（06-71以降）のシステ
ム情報の「マシンシリアルナンバー」から取得されます。

○

名称 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• システム構成情報
• システム情報
• ユーザインベントリから取得
• 固定値

デフォルトでは，システム情報の「モデル」から取得され
ます。

○

CPU システム情報の「CPU種別」から取得されます。 ○

CPUクロック数 システム情報の「CPUクロック数」から取得されます。 ○

CPU数 システム情報の「プロセッサ数」から取得されます。 ○

メモリサイズ システム情報の「実メモリ容量」から取得されます。 ○

ディスク容量 システム情報の「全ディスク容量」から取得されます。 ○

空ディスク容量 システム情報の「空きハードディスク容量」から取得され
ます。

○

モニタ解像度 システム情報の「ディスプレイ水平解像度」および「ディ
スプレイ垂直解像度」から取得されます。

○

IPアドレス システム構成情報の「IPアドレス」から取得されます。 ○

MACアドレス システム構成情報の「MACアドレス」から取得されます。 ○

ホスト名 システム構成情報の「ホスト名」から取得されます。 ○

MBSAバージョン システム構成情報の「MBSA」から取得されます。 ○

OS情報 システム情報の「OSファミリー名」から取得されます。
OSファミリー名が無い場合は「OS」から取得されます。

○

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
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（凡例）
○：更新される
×：更新されない

注※　インベントリ情報の引き当てでの設定に従います。

（1） JP1/NETM/DM未導入機器から取得できるハードウェア資産情報

JP1/NETM/DM未導入機器から取得した情報を基に作成・更新される，「Asset 
Information Manager Limited」のハードウェア資産情報の詳細を次の表に示します。

表 10-13　未導入機器から取得できるハードウェア資産情報の詳細

（凡例）
○：更新される
×：更新されない

OSバージョン 機器種別が「PC」の場合，システム情報の「OSバージョ
ン」から取得されます。
機器種別が「UNIX」の場合，システム情報の「UNIXの
OSバージョン」から取得されます。

○

コンピュータ ID システム情報の「コンピュータ ID」から取得されます。 ○

固有情報 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 設定しない
• システム構成情報
• システム情報
• コード（コード ID「HardwareProperty1」～
「HardwareProperty6」）
• ユーザインベントリから取得
• レジストリ情報から取得
• 固定値

デフォルトは「設定しない」です。

○

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 該当する資産情報の「資産 ID」が設定されます。 ×

機器種別 「PC」が設定されます。 ×

IPアドレス システム構成情報の「IPアドレス」から取得されます。 ○

MACアドレス システム構成情報の「MACアドレス」から取得されます。 ○

ホスト名 システム構成情報の「ホスト名」から取得されます。 ○

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
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10.9.3　ネットワーク情報として取得できるインベントリ情
報

インベントリ情報を基に作成・更新される「Asset Information Manager Limited」の
ネットワーク情報の詳細を次の表に示します。

表 10-14　インベントリ情報を基に作成・更新されるネットワーク情報の詳細

（凡例）
○：更新される
×：更新されない

注※ 1
インベントリ情報とネットワーク情報は，MACアドレスで引き当てられます。配布管理システ

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 該当する資産情報の「資産 ID」が設定されます。 ×

ネットワーク情報
ID

新規作成時は自動採番されます。 ×

IPアドレス※ 1 JP1/NETM/DM（06-71以降）のシステム情報，または
JP1/NETM/DM（06-70以前）のシステム構成情報の「IP
アドレス」から取得されます。

○

サブネットマスク※
2

システム情報の「サブネットマスク」から取得されます。 ○

IP種別 「IPv4」が設定されます。 ○

MACアドレス システム情報の「MACアドレス」から取得されます。 ○

ノード名（ホスト
名）

システム構成情報の「ホスト名」から取得されます。 ○

DHCPサーバ名 該当する IPグループの DHCPサーバ名から取得されま
す。

○

デフォルトゲート
ウェイ※ 2

システム情報の「デフォルトルータアドレス」から取得さ
れます。

○

コンピュータ名 システム情報の「コンピュータ名」から取得されます。 ○

固有情報 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 設定しない
• システム構成情報
• システム情報
• コード（コード ID「NetworkProperty1」～
「NetworkProperty2」）
• ユーザインベントリから取得
• レジストリ情報から取得
• 固定値

デフォルトは「設定しない」です。

○
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ムから取得したMACアドレスに対応する IPアドレスが，すでに登録されているネットワーク
情報と異なる場合，配布管理システムから取得した値で，IPアドレスが更新されます。

注※ 2
配布管理システムから値を取得できなかった場合は，IPアドレスが所属する IPグループから
値が取得されます。また，IPアドレスが所属する IPグループに DHCPサーバ名が設定されて
いる場合，配布管理システムから DHCPサーバ名が取得されたときも，IPグループから取得
した値が優先されます。

10.9.4　インストールソフトウェア情報として取得できるイ
ンベントリ情報

インベントリ情報を基に作成される「Asset Information Manager Limited」のインス
トールソフトウェア情報の詳細を次の表に示します。

表 10-15　インベントリ情報を基に作成されるインストールソフトウェア情報の詳細

（凡例）
○：更新される

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 該当する資産情報の「資産 ID」が設定されます。 ×

インストール ID インストールパッケージ情報，またはソフトウェアインベ
ントリ情報に対応するインストール IDがインストールソ
フトウェアリストから取得されます。

×

プロダクト ID Microsoft Office情報の「プロダクト ID」から取得されま
す。
OSの場合は，システム情報の「OSシリアルナンバー」か
ら取得されます。
プロダクト IDがないソフトウェアからは取得されません。

×

インストール日 次に示す中から，取得したインベントリ情報の種類に応じ
て設定されます。
• インストールパッケージ情報の「インストール日時」
• システム情報の「OSインストール日時」
• Microsoft Office情報の「インストール日付」

ソフトウェアインベントリ情報の場合は，取得されません。

×

固有情報 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 設定しない
• インストールパッケージ情報
• ソフトウェアインベントリ情報
• コード（コード ID「InstalledInfoProperty1」～
「InstalledInfoProperty2」）
• ユーザインベントリから取得
• 固定値

デフォルトは「設定しない」です。

○
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×：更新されない

10.9.5　インストールソフトウェアリストとして取得できる
インベントリ情報

該当するソフトウェア名およびソフトウェアのバージョンをインストールソフトウェア
リストから検索し，該当する情報がない場合，インストールソフトウェアリストに追加
されます。

インベントリ情報を基に作成・更新される「Asset Information Manager Limited」のイ
ンストールソフトウェアリストの詳細を次の表に示します。

表 10-16　インベントリ情報を基に作成されるインストールソフトウェアリストの詳細

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

インストール ID 新規作成時は自動採番されます。 ×

インストールソフト
ウェア名※ 1

次に示す中から，取得したインベントリ情報の種類に応じ
て設定されます。
• インストールパッケージ情報の「パッケージ名」
• ソフトウェアインベントリ情報の「ソフトウェア名」
• Microsoft Office情報の「ソフトウェア名」

×

インストールソフト
ウェアバージョン※
2

次に示す中から，取得したインベントリ情報の種類に応じ
て設定されます。
• インストールパッケージ情報の「パッケージバージョン」
• ソフトウェアインベントリ情報の「ソフトウェアバー
ジョン」

• Microsoft Office情報の「ソフトウェアバージョン」

×

ファイル名 ソフトウェアインベントリ情報の「対象ソフトウェアを構
成するファイル名称」から取得されます。

×

ファイルサイズ ソフトウェアインベントリ情報の「対象ソフトウェアの作
成日時」から取得されます。

×

ファイル日付 ソフトウェアインベントリ情報の「対象ソフトウェアの
ファイルサイズ」から取得されます。

×

パッケージ元属性 インストールパッケージ情報の「パッケージャタイプ」か
ら取得されます。

△

パッケージ識別 ID インストールパッケージ情報の「パッケージ識別 ID」から
取得されます。

○

管理レベル コード ID「InstalledInd」のコードの中から，インベント
リ情報の種類に応じて次の項目が設定されます。
• インストールパッケージ情報，ソフトウェアインベント
リ情報，Microsoft Office情報，または OS情報の場合，
「管理対象」
• IEパッチ情報の場合，「集計対象外」

○

許可 コード ID「Permit」のコードの中から，インベントリ情報
の引き当てで選択した項目が設定されます。
デフォルトは「許可する」です。

○
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（凡例）
○：更新される
△：値が登録されていない場合だけ更新される
×：更新されない

注※ 1
OSの情報の場合，「インストールソフトウェア名」は，システム情報の「OSファミリー名」
から取得されます。「OSファミリー名」に値がないときは「OSサブバージョン」から取得さ
れ，「OSサブバージョン」に値がないときは，「OS」から取得されます。
Microsoft Internet Explorerのパッチに関する情報の場合，「Microsoft Internet Explorer 
Patch」が設定されます。

注※ 2
OSの情報の場合，「インストールソフトウェアバージョン」は，システム情報の「OSバー
ジョン」から取得されます。
Microsoft Internet Explorerのパッチに関する情報の場合，システム情報の「IEパッチ情報」
から取得されます。

10.9.6　コンポーネント情報として取得できるインベントリ
情報

Microsoft Office情報のコンポーネントを登録します。資産情報に該当するソフトウェア
のコンポーネントが登録されていない場合は，コンポーネント情報に追加されます。取
得したコンポーネント情報にない情報は削除されます。

インベントリ情報を基に作成・更新される「Asset Information Manager Limited」のコ
ンポーネント情報の詳細を次の表に示します。

表 10-17　インベントリ情報を基に作成・更新されるコンポーネント情報の詳細

種別 次に示す引き当て項目の中から，インベントリ情報の引き
当てで選択した項目が設定されます。
• 取得した情報に従って設定する
• コード（コード ID「InstalledKind」）

デフォルトは「取得した情報に従って設定する」が設定さ
れて，取得したインストールソフトウェア情報に従って次
の項目の中から設定されます。
• 一般ソフト
• Office
• OS情報

○

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 該当する資産情報の「資産 ID」が設定されます。 ×

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
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（凡例）
○：更新される
×：更新されない

10.9.7　パッチ情報として取得できるインベントリ情報
インベントリ情報を基に作成・更新される「Asset Information Manager Limited」の
パッチ情報の詳細を次の表に示します。

表 10-18　インベントリ情報を基に作成・更新されるパッチ情報の詳細

（凡例）
○：更新される
×：更新されない

10.9.8　パッチリストとして取得できるインベントリ情報
インベントリ情報を基に作成・更新される「Asset Information Manager Limited」の

インストール ID インストールパッケージ情報の「パッケージ名」および
「パッケージバージョン」に対応するインストール IDがイ
ンストールソフトウェアリストから取得されます。

×

コンポーネント名 コンポーネント情報の「ソフトウェア表示名」から取得さ
れます。

○

コンポーネントバー
ジョン

コンポーネント情報の「表示バージョン」から取得されま
す。

○

親ソフトウェア識別
ID

Microsoft Office情報の「ソフトウェア識別 ID」から取得
されます。

×

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 該当する資産情報の「資産 ID」が設定されます。 ×

パッチ ID システム情報の「IEパッチ情報」またはインストールパッ
ケージ情報の「インストール名」に対応するパッチ IDが，
パッチリストから取得されます。

×

インストール日 インストールパッケージ情報の場合だけ，「インストール日
付」から取得されます。

○

適用状態 システム情報から取得した場合は「適用」が設定されます。
インストールパッケージ情報から取得した場合は，「パッ
ケージ識別 ID」の先頭が「SUP」または「WUA-SUP」
のとき「適用」，「BSA」のとき「未適用」が設定されま
す。なお，「BSD」は対象外です。

○

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
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パッチリストの詳細を次の表に示します。

表 10-19　インベントリ情報を基に作成・更新されるパッチリストの詳細

（凡例）
×：更新されない

10.9.9　ウィルス定義情報として取得できるインベントリ情
報

インベントリ情報を基に作成・更新される「Asset Information Manager Limited」の
ウィルス定義情報の詳細を次の表に示します。

表 10-20　インベントリ情報を基に作成・更新されるウィルス定義情報の詳細

（凡例）
○：更新される
×：更新されない

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

パッチ ID 新規採番されます。 ×

パッチ名 「Microsoft Internet Explorer Patch」またはインストール
パッケージ情報の「インストール名」が取得されます。

×

バージョン システム情報の「IEパッチ情報」またはインストールパッ
ケージ情報の「インストールバージョン」が取得されます。

×

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

資産 ID 該当する資産情報の「資産 ID」が設定されます。 ×

ウィルス対策ソフト
ウェア名

ウィルス対策製品情報の「ソフトウェア名称（表示用）」が
取得されます。

×

ウィルス対策ソフト
ウェアバージョン

ウィルス対策製品情報の「ソフトウェアバージョン」から
取得されます。

×

エンジンバージョン ウィルス対策製品情報の「エンジンバージョン」から取得
されます。

○

常駐／非常駐 ウィルス対策製品情報の「ウィルス検出の常駐／非常駐設
定」から取得されます。

○

インストール日付 ウィルス対策製品情報の「インストール日付」から取得さ
れます。

○

ウィルス定義バー
ジョン

ウィルス対策製品情報の「ウィルス定義バージョン」から
取得されます。

×
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10.9.10　部署情報として取得できるインベントリ情報
インベントリ情報に該当する部署が登録されていない場合に，部署情報に追加されます。
部署情報に追加するかどうかは，インベントリ情報の引き当てで設定します。インベン
トリ情報の引き当てでの設定の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の「10.8.5
　引き当て項目の設定（インベントリ情報の引き当て）」を参照してください。

インベントリ情報を基に作成される「Asset Information Manager Limited」の部署情報
の詳細を次の表に示します。

表 10-21　インベントリ情報を基に作成される部署情報の詳細

（凡例）
×：更新されない

10.9.11　設置場所情報として取得できるインベントリ情報
インベントリ情報に該当する設置場所が登録されていない場合に，設置場所情報に追加
されます。設置場所情報に追加するかどうかは，インベントリ情報の引き当てで設定し
ます。インベントリ情報の引き当てでの設定の詳細については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「10.8.5　引き当て項目の設定（インベントリ情報の引き当て）」を参照してく
ださい。

インベントリ情報を基に作成される「Asset Information Manager Limited」の設置場所
情報の詳細を次の表に示します。

表 10-22　インベントリ情報を基に作成される設置場所情報の詳細

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

部署 ID 自動採番されます。 ×

上位部署 ID 上位部署がある場合は，上位部署の「部署 ID」が設定され
ます。

×

部署 上位からすべての階層関係を示した部署情報が設定されま
す。

×

部署名 ユーザインベントリ情報から取得した部署名が設定されま
す。

×

部署名（英名） 「部署 ID」が設定されます。 ×

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無

設置場所 ID 自動採番されます。 ×

上位設置場所 ID 上位設置場所がある場合は，上位設置場所の「設置場所
ID」が設定されます。

×
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（凡例）
×：更新されない

設置場所 上位からすべての階層関係を示した設置場所情報が設定さ
れます。

×

設置場所名 ユーザインベントリ情報から取得した設置場所名が設定さ
れます。

×

設置場所名（英名） 「設置場所 ID」が設定されます。 ×

場所属性 「エリア」が設定されます。 ×

項目名 設定される値 既存データが
存在した場合の
更新の有無
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付録 A　JP1/NETM/DMのバージョンアップと移行方法
付録 A　JP1/NETM/DMのバージョンアップと移行方
法

ここでは，バージョンアップする手順や，使用するデータベースを変更する場合のデー
タ移行の方法，PCリプレース時の移行手順など，JP1/NETM/DMの環境を移行する方
法について説明します。

付録 A.1　JP1/NETM/DMのバージョンアップ
JP1/NETM/DMをバージョンアップする手順と，バージョンアップ時の注意事項につい
て説明します。

JP1/NETM/DMシステム全体をバージョンアップする場合は，次の手順で，上位システ
ムのプログラムから順にバージョンアップしてください。

1. マネージャおよび中継マネージャをバージョンアップする。

2. データベースをアップグレードする。

3. 中継システムをバージョンアップする。

4. クライアントをバージョンアップする。

バージョンアップした場合，バージョンアップ前の既存の設定内容が引き継がれます。
インストール時の各ダイアログボックスには既存の設定内容が表示されるので，変更し
たい場合だけ設定し直してください。

JP1/NETM/DMをバージョンアップするときの注意事項については，「(5)　バージョン
アップ時の注意事項」を参照してください。

（1） マネージャおよび中継マネージャをバージョンアップする

マネージャおよび中継マネージャのコンピュータで，JP1/NETM/DM Managerをバー
ジョンアップします。

JP1 Version 7i以前の簡易データベースを使用している場合は，リレーショナルデータ
ベースを作成します。

（2） データベースをアップグレードする

JP1/NETM/DM Managerをバージョンアップしたあと，データベースマネージャを使用
してリレーショナルデータベースをアップグレードする必要があります。

なお，リレーショナルデータベースをアップグレードする前に，リレーショナルデータ
ベースのバックアップを取得しておくことをお勧めします。取得するバックアップにつ
いては，マニュアル「運用ガイド 2」の「5.9　トラブルに備えたバックアップの取得」
を参照してください。
542



付録 A　JP1/NETM/DMのバージョンアップと移行方法
JP1 Version 7i以前の簡易データベースを使用している場合は，データベースマネー
ジャを使用して，簡易データベースのデータを手順 1.で作成したリレーショナルデータ
ベースに移行します。

データベースマネージャの操作については，「7.4　データベースマネージャの操作方法
（Embedded RDBの場合）」または「7.5　データベースマネージャの操作方法
（Microsoft SQL Serverまたは Oracleの場合）」を参照してください。

また，「Asset Information Manager Limited」コンポーネントをバージョンアップした
場合は，「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャを使用して
「Asset Information Manager Limited」のリレーショナルデータベースをアップグレー
ドする必要があります。アップグレードの方法は，「10.3.2　データベースをアップグ
レードする」を参照してください。

（3） 中継システムをバージョンアップする

中継システムのコンピュータで JP1/NETM/DMをバージョンアップします。

JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM SubManagerを使用している場合は，JP1/
NETM/DM Client（中継システム）へバージョンアップします。JP1/NETM/DM Client
（中継システム）は，リモートインストール機能を使用して，JP1/NETM/DM Manager
から配布することもできます。

また，JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM SubManagerを使用している場合に，バー
ジョンアップと PCリプレースを併せて実施するときは，中継システムを JP1/NETM/
DM Client（中継システム）にバージョンアップしたあとで，「付録 A.4　PCリプレース
時のデータ移行」の手順に従って PCをリプレースしてください。JP1 Version 7i以前の
JP1/NETM/DM SubManagerで取得したバックアップは，JP1 Version 8の JP1/
NETM/DM Client（中継システム）では復元できません。

（4） クライアントをバージョンアップする

クライアントのコンピュータで JP1/NETM/DM Clientをバージョンアップします。リ
モートインストール機能を使用して，JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）から配布することもできます。

（5） バージョンアップ時の注意事項

JP1/NETM/DMをバージョンアップする場合の注意事項を次に示します。

● JP1 Version 7iより前のバージョンで，JP1/NETM/DM Managerと JP1/NETM/DM 
SubManagerの二つのプログラムがインストールされているマシンを，JP1 Version 8
へバージョンアップする場合は，JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM 
SubManagerをアンインストールしてください。
JP1 Version 8では，JP1/NETM/DM Managerと JP1/NETM/DM Client（中継シス
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テム）を同じマシンにインストールできません。

● JP1/NETM/DM 08-10以前のバージョンから，JP1/NETM/DM 08-11以降にバージョ
ンアップした場合，「Asset Information Manager Limited」の GUIで一部の業務メ
ニューが表示されない状態になっています。使用できる業務メニューをすべて表示す
るには，データベースをアップグレードしたあとに次の操作を実行してください。
1.「Asset Information Manager Limited」にログインする。
2. 業務カテゴリ「システム定義」から業務メニュー「利用可能業務割り当て」をク
リックする。
利用可能業務割り当て画面が表示されます。

3.「ソフトウェア適用管理」，「ソフトウェア適用状況」および「配布状況」のチェッ
クボックスをオンにする。

4.［更新］ボタンをクリックする。

●リモートコントロールマネージャをインストールしている JP1 Version 7i以前の JP1/
NETM/DM SubManagerに，JP1 Version 8の JP1/NETM/DM Client（中継システ
ム）を上書きインストールすると，リモートコントロールマネージャは削除されます。

● JP1/NETM/DM Clientに JP1/NETM/DM Client - Baseを上書きインストールした場
合，使用できる機能は，JP1/NETM/DM Client - Baseで使用できる機能の範囲となり
ます。

● JP1 Version 7iより前のバージョンで次に示すリレーショナルデータベースを使用し
ている場合は，JP1/NETM/DMを JP1 Version 7i以降にアップグレードする際に，リ
レーショナルデータベースもアップグレードする必要があります。
• Oracle8i R8.1.5または R8.1.6
• Oracle8
• Microsoft SQL Server 6.5

JP1 Version 7i以降へのアップグレードの際にリレーショナルデータベースをアップ
グレードする場合は，必ず次の手順でアップグレードしてください。
1. JP1/NETM/DMのデータベースのバックアップを取得する。
2. リレーショナルデータベースを，JP1 Version 7i以降でサポートするバージョンに
アップグレードする。

3. JP1/NETM/DM Managerをアップグレードする。
4. データベースマネージャを使用して，JP1/NETM/DMのデータベースをアップグ
レードする。
データベースマネージャを使用して JP1/NETM/DMのデータベースをアップグ
レードする手順については，「7.5.4　データベースをアップグレードする」を参照
してください。

● JP1 Version 7i以前の簡易データベースを使用している環境から，JP1 Version 8へ移
行する場合，インストール時に運用キーを変更するときは，あらかじめ幾つかの情報
を削除しておく必要があります。削除する情報については，「4.2.8(2)　キー項目を変
更する場合の注意事項」を参照してください。
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● JP1 Version 7i以前の JP1/NETM/DM Managerからバージョンアップする場合，
パッケージを分割配布するジョブが終了したあとでバージョンアップしてください。
分割配布するジョブの実行中にバージョンアップすると，分割配布の実行状況を示す
百分率 (%)が正しく表示されないことがあります。なお，配布への影響はありません。

●バージョンが 05-24より前の JP1/NETM/DM Clientを 06-00以降にバージョンアッ
プした場合，レジストリ情報が取得できなくなることがあります。レジストリ情報の
取得の前に，再度レジストリ取得項目を転送してください。

付録 A.2　データベースの種類の変更
JP1/NETM/DMで使用するリレーショナルデータベースの種類を変更する場合の，デー
タの移行手順と，移行できるデータについて説明します。

ここで説明する手順は，次のような場合に実施してください。

● Embedded RDBからMicrosoft SQL Serverに変更する場合

●Microsoft SQL Serverから Oracleに変更する場合

● Oracleから Embedded RDBに変更する場合

「Asset Information Manager Limited」を使用している場合の注意事項を次に示します。

● Embedded RDBおよび Oracleでは，デフォルトで大文字と小文字，全角と半角，か
たかなとひらがなが区別して検索されます。そのため，Embedded RDBおよび
OracleからMicrosoft SQL Serverに移行する場合，データベースの照合順序には
「バイナリ順」を設定して，大文字と小文字，全角と半角，かたかなとひらがなが区別
できるようにしてください。

●Microsoft SQL Serverから Embedded RDBおよび Oracleに移行する場合，大文字と
小文字，全角と半角，かたかなとひらがなは，移行したあとで検索時に区別されます。
ただし，Embedded RDBを使用する場合は，サーバセットアップの「LIKE検索時の
大文字小文字の区別（Embedded RDB）」の設定で，大文字と小文字を区別しないで
検索することもできます。

（1） 移行手順

リレーショナルデータベースの移行手順を次に示します。

1. 移行するデータをエクスポートする。
移行するデータについては，「(2)　移行できるデータ」を参照してください。

2. JP1/NETM/DM Managerをアンインストールする。

3. JP1/NETM/DM Managerを新規にインストールする。
インストーラで，変更したあとのデータベースをセットアップします。

4. データベースマネージャでデータベースを新規作成する。
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5. 手順 1.でエクスポートしたデータをインポートする。

（2） 移行できるデータ

移行できるデータと，各データをエクスポートおよびインポートする方法を次に示しま
す。

注※
配布管理システムを階層化している場合，マネージャで出力したファイルには，中継マネー
ジャ配下のシステム構成情報は含まれません。中継マネージャ配下のシステム構成情報を出力
する場合は，中継マネージャでシステム構成情報をファイルに出力してください。
また，システム構成情報を復元するときは，中継マネージャでシステム構成情報をインポート
したあと，マネージャから中継マネージャに対して「システム構成情報の取得」ジョブを実行
してください。

付録 A.3　OSバージョンアップ時のデータ移行
ここでは，JP1/NETM/DMがインストールされているコンピュータの OSをバージョン
アップする場合の手順について説明します。

移行できるデータ エクスポート方法 インポート方法

システム構成情報※ ［システム構成］ウィンドウで，
［ファイル］－［ファイルへ保存］を
選択してください。

［システム構成］ウィンドウで，［ファ
イル］－［ファイルから作成］を選択
してください。

あて先グループ ［あて先］ウィンドウで，［ファイル］
－［ファイルへ保存］を選択してく
ださい。

［あて先］ウィンドウで，［ファイル］
－［ファイルから作成］を選択してく
ださい。

ID ［あて先］ウィンドウで，［ファイル］
－［IDホストをファイルへ保存］を
選択してください。

［あて先］ウィンドウで，［ファイル］
－［ファイルから ID登録］を選択し
てください。

あて先グループおよ
び IDのポリシー

［ポリシーの設定］ダイアログボック
スで，［ファイル出力］ボタンをク
リックしてください。

［ポリシーの設定］ダイアログボックス
で，［ファイルから追加］ボタンをク
リックしてください。

パッケージ dcmpkgetコマンドを実行してくだ
さい。

dcmpkputコマンドを実行してくださ
い。

ソフトウェア検索リ
スト

［管理情報リスト］ウィンドウで，
［ファイル］－［ファイルへの保存］
を選択してください。

［管理情報リスト］ウィンドウで，
［ファイル］－［ファイルから作成］を
選択してください。

ユーザインベントリ
項目

［ユーザインベントリ項目作成］ダイ
アログボックスで，［エクスポート］
ボタンをクリックしてください。

［ユーザインベントリ項目作成］ダイア
ログボックスで，［インポート］ボタン
をクリックしてください。

ユーザインベントリ
情報

CSV出力ユティリティで，ユーザ資
産情報のテンプレートの CSV形式
ファイルを出力してください。

［システム情報］または［あて先］ウィ
ンドウで，［ファイル］－［CSVファ
イルを入力］を選択してください。

ソフトウェアインベ
ントリ辞書

dcmdiceコマンドを実行してくださ
い。

dcmdiciコマンドを実行してください。
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JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Clientがインストールされているコン
ピュータの OSをバージョンアップする場合は，バックアップを取得してから，いった
ん JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Clientをアンインストールする必
要があります。

JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）または JP1/NETM/DM Clientで「AMT
連携機能」を使用してホスト識別子を保管しておくと，データ移行後にホスト識別子を
復元できるため，上位システムから移行前と同じ資産として認識されます。クライアン
トのホスト識別子を保管しておく方法については，マニュアル「導入・設計ガイド」の
「6.5.1　クライアントでのホスト識別子の保管」を参照してください。

なお，バックアップの取得時および復元時には，JP1/NETM/DM のサービスを停止する
必要があります。JP1/NETM/DM Managerの場合は，Remote Install Serverサービス
を停止してください。JP1/NETM/DM Clientの場合は，クライアントマネージャからク
ライアントを停止してください。

次に，OSのバージョンアップ時の手順を示します。

1. JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Clientのバックアップを取得する。
必要になるバックアップ内容については，マニュアル「運用ガイド 2」の「5.9　トラ
ブルに備えたバックアップの取得」を参照してください。

2. JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Clientをアンインストールする。
アンインストールの方法については，「1.4　JP1/NETM/DMをアンインストールす
る」を参照してください。

3. OSをバージョンアップする。

4. JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Clientを新規にインストールする。
JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）または JP1/NETM/DM Clientで
「AMT連携機能」を使用してホスト識別子を保管している場合，アンインストール前
に使用していたホスト識別子が復元されます。

5. バックアップを復元する。

付録 A.4　PCリプレース時のデータ移行
PCのリプレースに伴い，使用中の JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）のデータを移行したい場合の手順について説明します。

バックアップの取得時および復元時には，JP1/NETM/DM のサービスを停止する必要が
あります。JP1/NETM/DM Managerの場合は，Remote Install Serverサービスを停止
してください。JP1/NETM/DM Clientの場合は，クライアントマネージャからクライア
ントを停止してください。
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（1） JP1/NETM/DM Manager（マネージャ）のデータを移行する

ここでは，JP1/NETM/DM ManagerのリレーショナルデータベースにMicrosoft SQL 
Serverまたは Oracleを使用している場合の手順を説明します。Embedded RDBを使用
している場合の移行手順については，「(4)　Embedded RDBを使用している場合のデー
タ移行」を参照してください。

JP1/NETM/DM Managerをマネージャとして使用している場合の，PCリプレース時の
データ移行手順を次に示します。

1. リプレース前の PCでバックアップを取得する。
必要になるバックアップ内容については，マニュアル「運用ガイド 2」の「5.9.1　
JP1/NETM/DM Manager（マネージャ）のバックアップ」を参照してください。

2. リプレース後の PCに JP1/NETM/DM Managerをインストールする。

3. 手順 1.で取得したバックアップを復元する。

（2） JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）のデータを移行する

JP1/NETM/DM Managerを中継マネージャとして使用している場合の，PCリプレース
時のデータ移行手順を次に示します。

1. リプレース前の PCでバックアップを取得する。
必要になるバックアップ内容については，マニュアル「運用ガイド 2」の「5.9.2　
JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）のバックアップ」を参照してください。

2. ホスト識別子を使用している場合，Windowsのインストールディレクトリ配下にある
netmdmp.hidのバックアップを取得する。

3. 手順 2.で取得した netmdmp.hidを，リプレース後の PCにあるWindowsのインス
トールディレクトリ配下にコピーする。

4. リプレース後の PCに JP1/NETM/DM Managerをインストールする。

5. 手順 1.で取得したバックアップを復元する。

（3） JP1/NETM/DM Clientのデータを移行する

JP1/NETM/DM Client（中継システムおよびクライアント）の，PCリプレース時の
データ移行手順を次に示します。

1. リプレース前の PCでバックアップを取得する。
JP1/NETM/DM Client（中継システム）で必要になるバックアップ内容については，
マニュアル「運用ガイド 2」の「5.9.3　JP1/NETM/DM Client（中継システム）の
バックアップ」を参照してください。
JP1/NETM/DM Client（クライアント）で必要になるバックアップ内容については，
マニュアル「運用ガイド 2」の「5.9.4　JP1/NETM/DM Client（クライアント）の
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バックアップ」を参照してください。

2. ホスト識別子を使用している場合，Windowsのインストールディレクトリ配下にある
netmdmp.hidのバックアップを取得する。

3. 手順 2.で取得した netmdmp.hidを，リプレース後の PCにあるWindowsのインス
トールディレクトリ配下にコピーする。

4. リプレース後の PCに JP1/NETM/DM Clientをインストールする。

5. 手順 1.で取得したバックアップを手順 4.のインストール先にコピーする。

（4） Embedded RDBを使用している場合のデータ移行

PCをリプレースする場合など，異なる環境に Embedded RDBを新規に作成し直す必要
があるときは，データベース移行時のバックアップに netmdb_unload.batコマンドを，
データベースの復元に netmdb_reload.batコマンドを使用します。バックアップの取得時
および復元時には，JP1/NETM/DM のサービス（Remote Install Serverサービス）を停
止してください。

データベースに Embedded RDBを使用している PCをリプレースする手順と，各コマン
ドについて説明します。

なお，［操作ログ一覧］ウィンドウを使用する場合，管理する操作ログの容量によって
データベースのバックアップおよび復元に時間が掛かるときがあります。

（a）移行手順

PCリプレース時の移行手順を次に示します。

1. リプレース前の PCでデータベースの移行用バックアップを取得する。
netmdb_unload.batコマンドを使用して，データベースの移行用バックアップを

取得します。
また，操作履歴退避ディレクトリのバックアップもあわせて取得してください。

2. リプレース後の PCに JP1/NETM/DM Managerをインストールする。

3. データベースマネージャでデータベース（Embedded RDB）を新規作成する。
データベースマネージャの操作方法については，「7.4　データベースマネージャの操
作方法（Embedded RDBの場合）」を参照してください。

4. データベースを復元する。
netmdb_reload.batコマンドを使用して，手順 1.で取得した移行用バックアップ
から，データベースを復元します。
また，操作履歴退避ディレクトリのバックアップも復元してください。

次に，各コマンドを使用するときの注意事項を次に示します。

●各コマンドの BATファイルの内容を変更しないでください。変更した場合，コマンド
が実行できなくなるおそれがあります。
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●コマンドを実行するときは，あらかじめ，［コントロールパネル］の［管理ツール］－
［サービス］で，JP1/NETM/DM Managerの「Remote Install Server」サービスを停
止してください。

● Administrator権限を持ったユーザでコマンドを実行してください。

（b）データベースの移行時に使用するコマンド

Embedded RDBを移行するときに使用するコマンドについて説明します。

● データベースの移行用バックアップ（netmdb_unload.batコマンド）

Embedded RDBの移行用バックアップを取得する，netmdb_unload.batコマンドに
ついて説明します。このコマンドは，JP1/NETM/DM Managerのインストールディレク
トリ ¥bin下に格納されています。

機能
データベースを移行するためのバックアップを取得します。パッケージファイルお
よび操作履歴格納ディレクトリのバックアップも自動的に取得します。

形式
netmdb_unload.bat  ポート番号
                   管理者ユーザID
                   パスワード
                   /i JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
                   /b 移行用バックアップファイル格納先ディレクトリ
                   /o 実行結果の出力先ファイル名

オプション
• ポート番号
データベースに接続するポート番号を指定します。

• 管理者ユーザ ID
データベースにログオンする管理者ユーザ IDを指定します。

• パスワード
データベースにログオンするためのパスワードを指定します。

• /i
JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリをフルパスで指定します。

• /b
移行用バックアップファイルの格納先ディレクトリをフルパスで指定します。格
納先ディレクトリは 150バイト以内で指定することをお勧めします。極端に長い
パスで指定すると，ディレクトリの作成に失敗するおそれがあります。なお，格
納先ディレクトリはローカルドライブを指定してください。また，格納先ディレ
クトリは，半角英数字，半角スペース，および次に示す記号で指定してください。
「:」，「.」，「¥」，「#」，「@」，「(」，「)」，「「」，「」」
• /o
実行結果を出力するファイル名をフルパスで指定します。

リターンコード
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netmdb_unload.batコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

注意事項
• netmdb_unload.batコマンドおよび netmdb_reload.batコマンドで設定する管理
者ユーザ IDは，同じ管理者ユーザ IDを指定してください。

• データベースのアンロードを実行すると，格納先ディレクトリに，以下に示す
ファイルまたはフォルダが作成されます。
・netmdbrepleceファイル
・「RESOURCE」フォルダ
・「MONITORING」フォルダ
バックアップする場合，格納先ディレクトリに指定したパスに上記のファイルお
よびフォルダがあるとき，これらは上書きされます。

• netmdb_unload.batコマンドのオプションは，形式で示した順序で設定してくだ
さい。

実行例
Embedded RDBを使用している場合に，移行用バックアップを取得する例を説明し
ます。
この実行例では，各ディレクトリを次のように指定しています。
• JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ

C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM
• 移行用バックアップファイル格納先ディレクトリ

C:¥NETMDB
• 実行結果の出力先ファイル名

C:¥NETMDB¥unload.txt

また，コマンドを実行する前に，移行用バックアップファイル格納先ディレクトリ
および実行結果の出力先ファイルの格納先ディレクトリを作成しておいてください。
コマンドの実行例を次に示します。
netmdb_unload.bat ポート番号 管理者ユーザID パスワード /i "C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDM" /b C:¥NETMDB /o C:¥NETMDB¥unload.txt

● データベースの復元（netmdb_reload.batコマンド）

Embedded RDBを復元する，netmdb_reload.batコマンドについて説明します。こ
のコマンドは，JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥bin下に格納さ
れています。

機能
netmdb_unload.batコマンドで取得した移行用バックアップからデータベースを復
元します。パッケージファイルおよび操作履歴格納ディレクトリのバックアップも

リターンコード 内容

0 正常終了

-1 異常終了
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復元されます。

形式
netmdb_reload.bat  ポート番号
                   管理者ユーザID
                   パスワード
                   /i JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
                   /b 移行用バックアップファイル格納先ディレクトリ
                   /o 実行結果の出力先ファイル名

オプション
• ポート番号
データベースに接続するポート番号を指定します。

• 管理者ユーザ ID
データベースにログオンする管理者ユーザ IDを指定します。

• パスワード
データベースにログオンするためのパスワードを指定します。

• /i
JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリをフルパスで指定します。

• /b
移行用バックアップファイルの格納先ディレクトリをフルパスで指定します。格
納先ディレクトリは 150バイト以内で指定することをお勧めします。極端に長い
パスで指定すると，ディレクトリの作成に失敗するおそれがあります。格納先
ディレクトリはローカルドライブを指定してください。また，格納先ディレクト
リは，半角英数字，半角スペース，および次に示す記号で指定してください。
「:」，「.」，「¥」，「#」，「@」，「(」，「)」，「「」，「」」
• /o
実行結果を出力するファイル名をフルパスで指定します。

リターンコード
netmdb_reload.batコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

注意事項
• データベースをアップグレードする前に取得したバックアップファイルは，アッ
プグレードが完了したあとはデータベースの構造が異なるため復元できません。
データベースをアップグレードしたあと，再度バックアップを取得してください。

• netmdb_unload.batコマンドおよび netmdb_reload.batコマンドで設定する管理
者ユーザ IDは，同じ管理者ユーザ IDを指定してください。

• netmdb_reload.batコマンドのオプションは，形式で示した順序で設定してくだ
さい。

リターンコード 内容

0 正常終了

-1 異常終了
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実行例
netmdb_unload.batコマンドで取得した移行用バックアップから Embedded RDB
を復元する例を説明します。
この実行例では，各ディレクトリを次のように指定しています。
• JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ

C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM
• 移行用バックアップファイル格納先ディレクトリ

C:¥NETMDB
• 実行結果の出力先ファイル名

C:¥NETMDB¥unload.txt

また，コマンドを実行する前に，実行結果の出力先ファイルの格納先ディレクトリ
を作成しておいてください。
コマンドの実行例を次に示します。
netmdb_reload.bat ポート番号 管理者ユーザID パスワード /i "C:¥Program 
Files¥Hitachi¥NETMDM" /b C:¥NETMDB /o C:¥NETMDB¥reload.txt

（5） Asset Information Manager Limitedを使用している場合のデータ移
行

「Asset Information Manager Limited」を使用している PCをリプレースする場合の移
行手順を次に示します。

1. リプレース前の PCでバックアップを取得する。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャで，「データベー
スの CSVバックアップ」メニューからバックアップを取得します。データベースマ
ネージャでの操作方法については，「10.3.3　データベースを CSV形式ファイルで
バックアップする」を参照してください。

2. リプレース後の PCに JP1/NETM/DM Managerをインストールする。
インストールするコンポーネントに「Asset Information Manager Limited」を選択
して，JP1/NETM/DM Managerをインストールしてください。

3.「Asset Information Manager Limited」のサーバセットアップで，「データベース情報」
の「ログイン ID」および「サービス名」を設定する。

4.「Asset Information Manager Limited」のデータベースを新規に作成する。

5. バックアップを復元する。
「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネージャで，「データベー
スの CSVリストア」メニューからバックアップを復元します。データベースマネー
ジャでの操作方法については，「10.3.4　データベースを CSV形式ファイルからリス
トアする」を参照してください。

「Asset Information Manager Limited」のバックアップの復元後，次に示す順でサービ
スを起動してください。
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1. JP1/NETM/Client Security Control - Managerのサービス（JP1/NETM/Client 
Security Controlと連携している場合）

2.「Asset Information Manager Limited」のサービス，コマンドおよびタスク
3. World Wide Web Publishing ServiceまたはWorld Wide Web Publishing
4. IIS Admin Serviceまたは IIS Admin
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付録 B　ターミナルサービス環境での JP1/NETM/DM
の運用

次に示すターミナルサービス環境に，JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインス
トールして運用できます。

1. ターミナルサーバが稼働しているWindows Server 2008およびWindows Server 
2003

2. アプリケーションサーバモードで構築したターミナルサービスが稼働している
Windows 2000 Server，Windows 2000 Advanced Server，およびWindows 2000 
Datacenter Server

JP1/NETM/DMのインストールは，ターミナルサービス環境にアプリケーションをイン
ストールする方法に従って実行してください。なお，ターミナルサービス環境に対応し
ているのは，JP1/NETM/DM Client（クライアント）だけです。JP1/NETM/DM 
Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）は対応していません。

JP1/NETM/DMはターミナルサービスに対応していないため，ローカルコンソールで使
用する必要があります。ローカルコンソールで使用する場合，クライアントの機能の一
部に制限があります。また，ソフトウェアのリモートインストール時には，ターミナル
サービスのモードを変更する必要があります。

ここでは，1および 2で示した環境のローカルコンソールで JP1/NETM/DM Client（ク
ライアント）を使用する場合の制限，およびローカルコンソールで使用している JP1/
NETM/DM Client（クライアント）にソフトウェアをリモートインストールする方法に
ついて説明します。

付録 B.1　ローカルコンソールで JP1/NETM/DM Client（クラ
イアント）を使用する場合の制限
ローカルコンソールで JP1/NETM/DM Client（クライアント）を使用する場合は，次に
示す制限があります。

●インストールセットを使用して JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストー
ルできません。

●一般ユーザ権限でログオンした場合で，次に示すときには，パッケージをインストー
ルできません。
• クライアントマネージャでクライアントを停止したとき
•［クライアント常駐・ポーリング］パネルの「クライアントを常駐する」チェック
ボックス，および［権限］パネルの「非常駐でジョブ実行またはパッケージセット
アップマネージャを使用する」チェックボックスの両方をオフにしたとき

●クライアントセットアップの［通知ダイアログ］パネルで，「NETM_DM_P スタート
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アップから起動失敗したショートカットの削除確認ダイアログ」チェックボックスを
オンにしても，実行できないアイコンやショートカットを削除するかどうかを確認す
るダイアログボックスは表示されません。

付録 B.2　ローカルコンソールで使用している JP1/NETM/
DM Client（クライアント）にソフトウェアをリモート
インストールする方法
ローカルコンソールで使用している JP1/NETM/DM Clientにソフトウェアをリモートイ
ンストールする場合は，インストール前にターミナルサービスのモードを「アプリケー
ションインストールモード」に変更し，インストール後に「アプリケーション実行モー
ド」に戻す必要があります。

！！！！ 注意事項
 

モードの変更はターミナルサービス全体に影響を与えるため，十分に注意してリモートイン
ストールを実施してください。

リモートインストールする方法は，次に示すように，ソフトウェアのパッケージ種別ま
たはインストール方法によって異なります。

• 他社ソフトウェア，または日立プログラムプロダクトをリモートインストールする場
合

• JP1/NETM/DM Client（クライアント）をリモートインストールする場合
• パッケージセットアップマネージャからインストールする場合

それぞれの場合のインストール方法について説明します。

（1） 他社ソフトウェア，または日立プログラムプロダクトをリモートイ
ンストールする場合

他社ソフトウェア，または日立プログラムプロダクトをリモートインストールする場合
は，パッケージング時に，インストール前後にターミナルサービスのモードが変更され
るよう指定します。

他社ソフトウェア，または日立プログラムプロダクトのリモートインストール方法を次
に示します。

1.［JP1/NETM/DM パッケージング］ダイアログボックスの［外部プログラム］パネル
で，コマンドを次のように指定する。
• インストール直前：「change user /install」
• インストール直後：「change user /execute」

2.［外部プログラム］パネルの［詳細］ボタンをクリックすると表示される［外部プロ
グラム用詳細設定］ダイアログボックスで，次のように設定する。
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• 外部プログラム処理結果の取得方法：「外部プログラムの終了コードで通知」
• 処理結果エラー時の取り扱い：「エラーとせずに処理を続行する」

3. そのほかの項目を任意に指定し，パッケージングを実行する。
ソフトウェアがパッケージングされます。

4. 3.で作成したパッケージを JP1/NETM/DM Client（クライアント）にリモートインス
トールする。
インストール前にターミナルサービスがアプリケーションインストールモードに変更
され，ソフトウェアがインストールされます。インストールが終わると，ターミナル
サービスがアプリケーション実行モードに戻ります。

（2） JP1/NETM/DM Client（クライアント）をリモートインストールす
る場合

JP1/NETM/DM Client（クライアント）をリモートインストールする場合は，パッケー
ジング時に，インストール前にターミナルサービスのモードが変更されるよう指定しま
す。また，JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールするジョブとは別に，
インストール後にモードを変更するジョブを実行します。その際，任意のファイルをイ
ンストールする必要があります。

JP1/NETM/DM Client（クライアント）のリモートインストール方法を次に示します。

1.［JP1/NETM/DM パッケージング］ダイアログボックスの［外部プログラム］パネル
で，コマンドを次のように指定する。
• インストール直前：「change user /install」

JP1/NETM/DM Client（クライアント）をリモートインストールする場合は，インス
トール直後に実行するコマンドの指定は無効です。

2.［外部プログラム］パネルの［詳細］ボタンをクリックすると表示される［外部プロ
グラム用詳細設定］ダイアログボックスで，次のように設定する。
• 外部プログラム処理結果の取得方法：「外部プログラムの終了コードで通知」
• 処理結果エラー時の取り扱い：「エラーとせずに処理を続行する」

3. そのほかの項目を任意に指定し，パッケージングを実行する。
JP1/NETM/DM Client（クライアント）がパッケージングされます。

4. 3.で作成したパッケージをリモートインストールする。
インストール前にターミナルサービスがアプリケーションインストールモードに変更
され，JP1/NETM/DM Client（クライアント）がインストールされます。
続けて，インストール後にターミナルサービスのモードを元に戻すためのジョブを作
成します。

5.［JP1/NETM/DM パッケージャ］ウィンドウで任意のファイルを選択し，［実行］メ
ニューから［パッケージング］を選択する。
JP1/NETM/DM Client（クライアント）にインストールしても問題のないファイルを
選択してください。［パッケージング］を選択すると，［JP1/NETM/DM パッケージ
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ング］ダイアログボックスが表示されます。

6.［JP1/NETM/DM パッケージング］ダイアログボックスの［外部プログラム］パネル
で，コマンドを次のように指定する。
• インストール直後：「change user /execute」

7.［外部プログラム］パネルの［詳細］ボタンをクリックすると表示される［外部プロ
グラム用詳細設定］ダイアログボックスで，次のように設定する。
• 外部プログラム処理結果の取得方法：「外部プログラムの終了コードで通知」
• 処理結果エラー時の取り扱い：「エラーとせずに処理を続行する」

8. そのほかの項目を任意に指定し，パッケージングを実行する。
ファイルがパッケージングされます。

9. 4.のリモートインストールが終了したのを確認してから，8.で作成したパッケージを
リモートインストールする。
ファイルがインストールされ，ターミナルサービスがアプリケーション実行モードに
戻ります。

（3） パッケージセットアップマネージャからインストールする場合

パッケージセットアップマネージャからパッケージをインストールする場合は，インス
トールを実施する PCで，ターミナルサービスのモードを直接変更します。

パッケージセットアップマネージャからのインストール方法を次に示します。

1. コマンドプロンプトで「change user /install」と入力し，実行する。
ターミナルサービスがアプリケーションインストールモードに変わります。

2. パッケージセットアップマネージャでパッケージを選択し，インストールを実行す
る。
選択したソフトウェアがインストールされます。

3. インストール完了後，コマンドプロンプトで「change user /execute」と入力し，実
行する。
ターミナルサービスがアプリケーション実行モードに戻ります。
558



付録 C　JP1/NETM/DMのクラスタシステムの構築
付録 C　JP1/NETM/DMのクラスタシステムの構築
JP1/NETM/DM Managerの「サーバ」および「Asset Information Manager Limited」
はクラスタシステム環境で使用できます。ここでは，JP1/NETM/DMのクラスタシステ
ムを構築する場合の環境構築手順および注意事項を説明します。

なお，リレーショナルデータベースに Embedded RDBを使用している場合，サーバ機
能とデータベースサーバを別々の PCに配置できないため，サーバとデータベースを互
いに監視させる構成はできません。

付録 C.1　クラスタシステムに必要なプログラム
クラスタシステムを構築する場合に必要なプログラムを次の表に示します。

表 C-1　クラスタシステムに必要なプログラム

付録 C.2　JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせる場合の
環境構築

JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせる場合の環境構築手順を次に示します。

項目 必要なプログラム

OS Windows Server 2008 Enterprise，Windows Server 2008 
Standard，Windows Server 2003, Enterprise Edition，
Windows 2000 Datacenter Server，またはWindows 2000 
Advanced Server

クラスタソフトウェア Microsoft Cluster Service

管理データベース • Embedded RDB
• Microsoft SQL Server

Microsoft SQL Server 2005 Enterprise Edition，
Microsoft SQL Server 2005 Enterprise x64 Edition，
Microsoft SQL Server 2000 Enterprise Edition，または
Microsoft SQL Server 7.0 Enterprise Edition

• Oracle
Oracle9i Enterprise Edition，または Oracle8i Enterprise 
Edition
フェールオーバー機能を使用する場合は，Oracle Fail Safe
が必要になります。バージョンは使用する Oracleのバー
ジョンに合わせてください。

管理データベースに Solarisクラスタシ
ステム環境上の Oracleを使用する場合

Solaris 7 ＋ VERITAS Cluster Server 1.1
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（1） Microsoft Cluster Serviceのクラスタアドミニストレータによるグ
ループ・リソース作成

JP1/NETM/DM用のグループを作成し，IPアドレスリソース，ネットワーク名リソー
ス，および共有ディスク（物理ディスク）リソースを登録します。

Microsoft Cluster Service初期導入時には，あらかじめ「Cluster Group」というグルー
プが作成されますが，これとは別に作成してください。また，実行系として動作させる
サーバを優先サーバに設定します。

作成方法の詳細については，Microsoft Cluster Serviceのマニュアルを参照してくださ
い。

（2） データベースサーバにフェールオーバー機能を適用させるクラスタ
環境の作成

Microsoft SQL Server 7.0をクラスタシステム上で使用する場合
Microsoft SQL Serverフェールオーバークラスタウィザードによるクラスタ化サー
ビスのセットアップが必要です。
クラスタを構成する実行系サーバのローカルディスクにMicrosoft SQL Serverをイ
ンストール後，フェールオーバークラスタウィザードでクラスタ化サービスをセッ
トアップしてください。Microsoft SQL Serverのインストールおよびセットアップ
方法の詳細については，Microsoft SQL Serverのマニュアルを参照してください。

Microsoft SQL Server 2000をクラスタシステム上で使用する場合
Microsoft SQL Serverインストールウィザードによるフェールオーバークラスタの
セットアップが必要です。
クラスタを構成する実行系サーバのローカルディスクにMicrosoft SQL Serverをイ
ンストールします。このとき，［仮想サーバ］を選択し，仮想サーバ名を入力するこ
とによって，フェールオーバークラスタのセットアップが実行されます。その後，
待機系サーバのローカルディスクにMicrosoft SQL Serverを「ノードの追加」でイ
ンストールします。Microsoft SQL Serverのインストールおよびセットアップ方法
の詳細については，Microsoft SQL Serverのマニュアルを参照してください。
なお，Microsoft SQL Serverをクラスタシステム環境で使用する場合，Microsoft 
SQL ServerとMicrosoft SQL Serverクライアント間の通信には，TCP/IPを使用す
ることをお勧めします。

Microsoft SQL Server 2005をクラスタシステム上で使用する場合
Microsoft SQL Serverインストールウィザードによるフェールオーバークラスタの
セットアップが必要です。
クラスタを構成する実行系サーバのローカルディスクにMicrosoft SQL Serverをイ
ンストールします。このとき，［インストールするコンポーネント］ダイアログボッ
クスで，「フェールオーバークラスタの作成」チェックボックスをオンにすることに
よって，フェールオーバークラスタのインストールが開始されます。その後，［クラ
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スタノードの構成］ダイアログボックスで，待機系サーバを「選択したノード」に
追加します。
Microsoft SQL Serverのインストールおよびセットアップ方法の詳細については，
Microsoft SQL Serverのマニュアルを参照してください。 

Oracleをクラスタシステム上で使用する場合
クラスタを構成する実行系サーバ，待機系サーバのそれぞれのローカルディスクに
Oracleサーバを構成するソフトウェアおよび Oracle Fail Safe Serverをインストー
ルしてください。その後，Oracle Fail Safe Managerでクラスタ化サービスをセッ
トアップします。また，Oracleデータベース・インスタンスは，共有ディスク上に
作成してください。Oracleクラスタ環境のセットアップ方法の詳細については，
Oracleの Fail Safeについてのマニュアルを参照してください。

（3） フェールオーバー機能使用時の環境作成

JP1/NETM/DMのフェールオーバー機能を使用する環境の作成方法を，手順に沿って説
明します。

（a）実行系サーバに JP1/NETM/DM Managerをインストールする

インストール，セットアップ，データベースマネージャの順に設定してください。

なお，インストールするコンポーネントの設定によっては，表示されない設定項目があ
ります。また，表に記載されていない項目については，通常どおりに設定してください。
インストール，セットアップ，およびデータベースマネージャの設定の詳細については，
次の個所を参照してください。

●「2.　JP1/NETM/DM Managerをインストールする」

●「4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする」

●「7.　リレーショナルデータベースを設定する」

JP1/NETM/DM Managerの「サーバ」および「Asset Information Manager Limited」
のインストール時に必要な設定を次の表に示します。

表 C-2　JP1/NETM/DM Managerの設定方法

プログラム 設定項目 設定内容 サー
バ

AIM 
Limite

d※

インストール JP1/NETM/DM Manager
の種別

「マネージャ」を選択す
る。

○ ○

インストールコンポーネ
ントの選択

「サーバ」および「Asset 
Information Manager 
Limited」のうち，使用す
るコンポーネントを選択
する。

○ ○
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インストールディレクト
リの設定

ローカルディスクを指定
する。

○ ○

データベースの設定
（Microsoft SQL Serverを
使用する場合）

Microsoft SQL Serverを
クラスタシステム上に構
築している場合は，デー
タベースサーバのホスト
名に，論理ホスト名また
は論理 IPアドレスを指定
する。

○ ○

データベースの設定
（Oracleを使用する場合）

Oracleをフェールオー
バークラスタシステム上
に構築している場合は，
データベースサーバのホ
スト名に，論理ホスト名
または論理 IPアドレスを
指定する。

○ ○

パッケージ格納ディレク
トリの設定

共有ディスクを指定する。 ○ －

ソフトウェア操作履歴格
納ディレクトリの設定

共有ディスクまたはネッ
トワークドライブを指定
する。

○ －

サービスの設定（新規イ
ンストールの場合だけ）

「スタートアップの種類」
に「手動」を選択する。

○ －

接続先の設定（リモート
インストールマネージャ）

論理ホスト名または論理
IPアドレスを指定する。

－ ○

Asset Information 
Manager Limitedの仮想
ディレクトリの設定

共有ディスクを指定する。 － ○

セットアップ ［クラスタ設定］パネル •「クラスタシステム環境
で使用する」チェック
ボックスをオンにする。

• JP1/NETM/DM 
Managerの論理ホスト
名を，ドメイン名付き
で指定する。

○ －

［稼働監視］パネル 「削除時に退避する」の
チェックボックスをオン
にする場合，「退避ディレ
クトリ」に共有ディスク
またはネットワークドラ
イブを指定する。

○ －

プログラム 設定項目 設定内容 サー
バ

AIM 
Limite

d※
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［監査ログ］パネル 「監査ログを出力する」の
チェックボックスをオン
にする場合，「監査ログの
出力ディレクトリ」に
ローカルディスクを指定
する（ただし，JP1/
NETM/Auditと連携する
場合だけ）。

○ －

SQL Serverクライアント
ネットワークユティリティ
（Microsoft SQL Serverを
使用する場合）

使用するネットワークラ
イブラリの設定

クラスタシステム上の
Microsoft SQL Serverに
接続する場合，接続の
ネットワークライブラリ
に TCP/IPを使用する。
SQLクライアント設定ユ
ティリティで，Microsoft 
SQL Serverの論理ホスト
名を使用した設定を追加
する。

○ ○

Oracle Net8 Assistantま
たは Net Manager
（Oracleを使用する場合）

ネット・サービス名の作
成

「NETM_論理ホスト名」
で作成する。
Oracleをフェールオー
バークラスタシステム上
に構築している場合，ア
ドレスの構成で指定する
ホスト名に，接続先の
Oracleの論理ホスト名を
指定する。

○ －

データベースマネージャ
（実行系だけ）

データベースの詳細設定
（Microsoft SQL Serverの
場合）

すべてのデータベース
ファイルについて，共有
ディスクを指定する。

○ －

表領域の詳細設定
（Oracleの場合）

○ －

データベースマネージャ
（Embedded RDBの場合）

クラスタシステム環境の
設定

「クラスタシステム環境で
使用する」をチェックし
て，「実行系」または「待
機系」を選択する。論理
ホスト名と実行系ホスト
名を指定する。

○ －

管理データベースの設定 管理データベース領域パ
スに共有ディスクを指定
する。作業表領域パスに
ローカルディスクを指定
する。
「自動増分を行う」チェッ
クボックスは，実行系
サーバと待機系サーバで
同じ設定にする。

○ －

プログラム 設定項目 設定内容 サー
バ

AIM 
Limite

d※
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（凡例）
○：コンポーネント選択時に設定が必要な項目
－：コンポーネント選択時に設定が不要な項目

注※　AIM Limited：Asset Information Manager Limited

すでに JP1/NETM/DM Managerをフェールオーバーさせない構成で環境を構築済みで，
JP1/NETM/DM Managerを上書きインストールした場合，［コントロールパネル］の
［管理ツール］－［サービス］から，「Remote Install Server」サービスをダブルクリッ
クし，スタートアップの種類を「自動」から「手動」に変更してください。

JP1/NETM/DM Managerインストール完了時に再起動を要求された場合は，ここでコン
ピュータを再起動します。

データベースの詳細設定 すべてのデータベース
ファイルに，共有ディス
クを指定する。

○ －

Asset Information 
Manager Limitedの環境設
定（データソース /ネッ
ト・サービスの作成）
（Oracleを使用する場合）

ネット・サービスの作成 Oracleをフェールオー
バークラスタシステム上
に構築している場合は，
「サーバ」に接続先の
Oracleの論理ホスト名を
指定する。

－ ○

Asset Information 
Manager Limitedの環境設
定（データベースマネー
ジャ）
（Microsoft SQL Serverま
たは Oracleを使用する場
合，実行系だけ）

データベースの詳細設定 すべてのデータベース
ファイルについて，共有
ディスクを指定する。

－ ○

Asset Information 
Manager Limitedの環境設
定（データベースマネー
ジャ）
（Embedded RDBを使用す
る場合）

クラスタシステム設定 「クラスタシステム環境で
使用する」をチェックし
て，「実行系」または「待
機系」を選択する。論理
ホスト名と実行系ホスト
名を指定する。
実行系サーバと待機系
サーバでは，同じポート
番号を指定する。

－ ○

データベースの詳細設定 格納先フォルダ名に，共
有ディスクを指定する。
実行系サーバと待機系
サーバでは，同じ「格納
先フォルダ名」および
「サイズ」を指定する。

－ ○

プログラム 設定項目 設定内容 サー
バ

AIM 
Limite

d※
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（b）クラスタアドミニストレータでグループを移動する

これによって所有者が待機系サーバになります。

（c）待機系サーバに JP1/NETM/DM Managerをインストールする

待機系サーバの環境を構築します。インストール手順および設定内容については，「(a)　
実行系サーバに JP1/NETM/DM Managerをインストールする」を参照してください。

（d）クラスタアドミニストレータでグループを移動する

これによって所有者が実行系サーバになります。

（e）クラスタアドミニストレータで，JP1/NETM/DM Managerのリソースを新規作成す
る

設定内容を表 C-3～表 C-7に示します。

表 C-3　「サーバ」を使用する場合のリソース設定内容

表 C-4　Embedded RDBを使用する場合の「HiRDB/ClusterService_JN1」のリソース設
定内容

登録リソース 設定項目 設定内容

Remote Install 
Server

名前 任意の名称を指定する。

リソースの種類 「汎用サービス」を設定する。

グループ Microsoft Cluster Serviceのクラスタアドミニス
トレータによって作成したグループ名を設定する。

実行可能な所有者 実行系および待機系の 2台のノードを設定する。

依存関係 • Microsoft Cluster Serviceのクラスタアドミニ
ストレータによって登録したネットワーク名お
よび物理ディスクを設定する。

• Microsoft SQL Serverまたは Oracleを使用し
ている場合に，RDBMSを同一グループに設定
しているときは，RDBMSのリソースを設定す
る。

• Embedded RDBを使用する場合は，表 C-4の
「HiRDBClusterService_JN1」のリソースを設
定する。

汎用サービスパラメータ Remote Install Server

レジストリの複製 SOFTWARE¥HITACHI¥NETM/DM

登録リソース 設定項目 設定内容

HiRDBClusterService_J
N1

名前 任意の名称を指定する。

リソースの種類 「汎用サービス」を設定する。
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クラスタアドミニストレータで，汎用サービスリソース「Remote Install Server」をオ
ンラインにします。以降，Remote Install Serverサービスを停止・開始するときは，ク
ラスタアドミニストレータを使用して状態をオフラインやオンラインにしてください。

表 C-5　「Asset Information Manager Limited」を使用する場合のリソース設定内容

グループ Microsoft Cluster Serviceのクラスタアドミ
ニストレータによって作成したグループ名を
設定する。

実行可能な所有者 実行系および待機系の 2台のノードを設定す
る。

依存関係 Microsoft Cluster Serviceのクラスタアドミ
ニストレータによって登録したネットワーク
名および物理ディスクを設定する。

汎用サービスパラメータ HiRDBClusterService_JN1

レジストリの複製 指定しない。

登録リソース 設定項目 設定内容

Asset Information 
Synchronous Service

名前 任意の名称を指定する。

リソースの種類 「汎用サービス」を設定する。

グループ Microsoft Cluster Serviceのクラスタア
ドミニストレータによって作成したグ
ループ名を設定する。

実行可能な所有者 実行系および待機系の 2台のノードを設
定する。

依存関係 • Microsoft Cluster Serviceのクラスタ
アドミニストレータによって登録した
ネットワーク名および物理ディスクを
設定する。

• Microsoft SQL Serverまたは Oracle
を使用している場合に，RDBMSを同
一グループに設定しているときは，
RDBMSのリソースを設定する。

• Embedded RDBを使用する場合は，
表 C-6の
「HiRDBClusterService_AM1」のリ
ソースを設定する。

汎用サービスパラメータ AssetInformationSynchronousService

レジストリの複製 指定しない。

登録リソース 設定項目 設定内容
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表 C-6　Embedded RDBを使用する場合の「HiRDB/ClusterService_AM1」のリソース設
定内容

表 C-7　「Asset Information Manager Limited」を使用する場合の Microsoft Internet 
Information Servicesのリソース設定内容

登録リソース 設定項目 設定内容

HiRDBClusterService_A
M1

名前 任意の名称を指定する。

リソースの種類 「汎用サービス」を設定する。

グループ Microsoft Cluster Serviceのクラスタアドミ
ニストレータによって作成したグループ名
を設定する。

実行可能な所有者 実行系および待機系の 2台のノードを設定
する。

依存関係 Microsoft Cluster Serviceのクラスタアドミ
ニストレータによって登録したネットワー
ク名および物理ディスクを設定する。

汎用サービスパラメータ HiRDBClusterService_AM1

レジストリの複製 指定しない。

登録リソース 設定項目 設定内容

Microsoft Internet 
Information Services

名前 任意の名称を指定する。

リソースの種類 次の値を設定する。
Windows 2000の場合

IIS Server Instance
Windows Server 2008およびWindows 
Server 2003の場合

汎用スクリプト

グループ Microsoft Cluster Serviceのクラスタア
ドミニストレータによって作成したグ
ループ名を設定する。

実行可能な所有者 実行系および待機系の 2台のノードを設
定する。

依存関係 Microsoft Cluster Serviceのクラスタア
ドミニストレータによって登録したネッ
トワーク名および物理ディスクを設定す
る。

パラメータ
（Windows 2000の場合）

フェールオーバーするサービスに設定す
る。「IIS」で「WWW」のラジオボタン
を選択状態にし，「IISサーバー」のコン
ボボックスで「既定のWebサイト」を選
択する。
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（4） JP1/NETM/DM Manager直下のシステムの環境構築の手順

JP1/NETM/DM Manager直下の中継システムまたはクライアントの環境構築手順を次に
示します。

1. TCP/IPの定義に，JP1/NETM/DM Managerの論理ホスト名と IPアドレスを設定す
る。

2. セットアップを設定する。
接続先上位サーバの設定に論理ホスト名または論理 IPアドレスを指定してください。

（5） 各コンポーネントを使用する場合の接続先の指定

JP1/NETM/DMの各機能を使用する場合に，インストール時の接続先には論理ホスト名
または論理 IPアドレスを使用してください。

各コンポーネントを使用する場合の接続先の指定方法を次の表に示します。

表 C-8　各コンポーネントを使用する場合の接続先の指定方法

（6） ファイアウォールを使用した環境での設定

JP1/NETM/DM Managerをクラスタシステム構成，かつファイアウォールを使用した構
成にする場合，通過アドレスには物理アドレスを設定してください。

（7） フェールオーバー発生後の対処

フェールオーバーが発生した場合のユーザの対処方法を次の表に示します。なお，リ
レーショナルデータベース環境に Oracleのクラスタ環境を使用する場合は，通信エラー

スクリプトのファイルパ
ス
（Windows Server 2003
の場合）

次の値を設定する。
%systemroot%¥System32¥Inetsrv¥C
lusweb.vbs

コンポーネント ダイアログボックス名 設定内容

サーバ本体機能 サーバセットアップ
（［AIM関連］パネル）

Asset Information Manager Limitedをフェール
オーバークラスタシステム上に構築している場
合，「AIMの URL」に接続先の論理ホスト名ま
たは論理 IPアドレス指定する。

リモートインス
トールマネージャ

接続先の設定
（インストーラ）

リモートインストールマネージャの接続先に，論
理ホスト名または論理 IPアドレスを指定する。

JP1/NETM/DM ログオン
（ログオン画面）

パッケージャ 接続先の設定 パッケージャの接続先に論理ホスト名または論理
IPアドレスを指定する。

登録リソース 設定項目 設定内容
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による再接続を行うことなく業務を続けることができます。

表 C-9　フェールオーバー後のユーザの対処内容

項番 フェールオーバー発生時に実行中の処理 フェールオーバー後の対処内容

1 リモートインストールマネージャ・インベ
ントリビューア起動中

通信エラーまたはデータベースアクセスエラー
のダイアログ出力後，JP1/NETM/DM サーバに
再接続してください。

2 ジョブ登録中 通信エラーまたはデータベースアクセスエラー
のダイアログ出力後，再度，ジョブを登録して
ください。

3 ジョブ実行待ち ジョブを再実行してください。

4 ジョブ実行中（20%） エラーとなったジョブだけ再実行してください。
（実行待ち・起動失敗・中断中・インストール／
収集待ち・インストール拒否・完了・正常終了
状態のジョブは対処不要）

5 進行度 20%以上のジョブに対するジョブ再
実行中

ジョブ実行状況のフォルダ「中継下ノード再実
行」下のジョブの状態について項番 3および 4
を実行してください。

6 IDの編集（ID管理中継，クライアントの
追加削除，パスワード変更）後

ジョブ実行状況のフォルダ「IDグループの編
集」下のジョブの状態について項番 3および 4
を実行してください。

7 JP1/NETM/DM Managerの［サーバセッ
トアップ］-［システム構成関連］パネルで
「システム構成情報の自動反映」と「システ
ム構成変更時の連携」の設定を有効にして
いる場合

ジョブ実行状況のフォルダ「システム構成情報
の編集」下のジョブの状態について項番 3およ
び 4を実行してください。

8 ジョブ定義編集中 通信エラーまたはデータベースアクセスエラー
のダイアログ出力後，再度，ジョブ定義を新規
作成してください。編集中のジョブ定義は，使
用できなくなっているため削除してください。

9 CSV出力ユティリティ実行中 通信エラーまたはデータベースアクセスエラー
のダイアログ出力後，再実行してください。
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付録 C.3　JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせない場合
の環境構築

JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせない場合は，マネージャ，中継マネージャ，中
継システム，およびクライアントを従来どおりの手順でインストール・セットアップし
てください。

環境構築時の注意事項を次に示します。

●インストールディレクトリおよび各種セットアップで設定するディレクトリにはロー
カルディスクを指定してください。

●フェールオーバー機能を使用しない環境のマネージャ，中継マネージャ，中継システ
ムが接続するシステムの接続先には，クラスタサーバの物理ホスト名または物理 IPア

10 データベースマネージャ実行中 データベースアクセスエラーのダイアログ出力
後，場合に応じて対処してください。
• 新規にデータベースを作成中の場合
データベースを削除後，再実行してください。

• 管理ファイルを移行中の場合
データベースを削除・新規作成後，再実行し
てください。

• データベース回復中の場合
バックアップからデータベースを復元し，再
実行してください。

• データベースアップグレード中の場合
バックアップからデータベースを復元し，再
実行してください。

• 資源をファイルシステムに移行中の場合
パッケージ格納先ディレクトリ上のファイル
をすべて削除し，再実行してください。

• その他の場合
データベースマネージャを再起動してくださ
い。

11 コマンド実行中 通信エラーまたは接続エラーを返却したコマン
ドを再実行してください。

12 パッケージャでパッケージング中 通信エラーのダイアログ出力後，リモートイン
ストールマネージャでパッケージングに失敗し
たパッケージを削除し，再度パッケージングし
てください。

13 IDへの登録・削除中 通信エラーのダイアログ出力後，再度 IDへ登
録・削除してください。

14 パッケージセットアップマネージャでパッ
ケージをインストール中

エラーの検知後，パッケージを再インストール
してください。

15 ［操作ログ一覧］ウィンドウ表示中 ［操作ログ一覧］ウィンドウを閉じてから，再度
表示してください。

16 「データメンテナンス」および「操作履歴の
取り込み」のタスク実行中

タスクが途中で停止した状態になります。タス
クを再度実行してください。

項番 フェールオーバー発生時に実行中の処理 フェールオーバー後の対処内容
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ドレスを指定してください。

付録 C.4　クラスタシステムを使用する場合の注意事項
フェールオーバー機能を使用した場合の注意事項を次に示します。

● JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理している場合，JP1/NETM/DM 
Managerは JP1/Baseと同じクラスタグループに登録してください。JP1/NETM/DM 
Managerの論理ホスト名には，JP1/Baseと同じ論理ホスト名を指定してください。

●アプリケーションエラー発生時に，「ワトソン博士」からエラーメッセージが通知され
ると，正常にフェールオーバーできないおそれがあります。そのため，エラーメッ
セージの通知を抑止する必要があります。エラーメッセージの通知を抑止する手順に
ついては，OSのマニュアルを参照してください。
なお，エラーメッセージの通知を抑止すると，アプリケーションエラーが発生した際
の情報取得に影響が出る場合があるので注意してください。

● OSがWindows Server 2003の場合，アプリケーションエラーが発生すると，
Microsoftへエラーを報告するダイアログボックスが表示されます。このダイアログ
ボックスが表示されると正常にフェールオーバーできないおそれがあります。そのた
め，エラーの報告を抑止する必要があります。エラーの報告を抑止する手順について
は，OSのマニュアルを参照してください。

●サービスを停止・開始する場合は，クラスタアドミニストレータで「Remote Install 
Server」の汎用サービスリソースをオフラインやオンラインにしてください。［コント
ロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］から停止または開始すると，リソー
スの設定によってフェールオーバーが発生するおそれがあります。

●「Remote Install Server」の汎用サービスリソースがオフライン状態の時は，レジスト
リ情報を変更しても変更内容が反映されないことがあります。このため，次の注意が
必要です。

JP1/NETM/DM Managerをインストールまたはアンインストールする場合
（Embedded RDBのとき）

「Remote Install Server」の汎用サービスリソースと「HiRDB/
ClusterService_JN1」の汎用サービスリソースをオフライン状態にしておく必要
があります。
また，「Remote Install Server」の汎用サービスリソースの「レジストリの複製」
の設定内容を削除してください。インストールまたはアンインストール完了後，
再度「付録 C.2　JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせる場合の環境構築」の
説明に従って入力してください。「レジストリの複製」の設定内容を削除しないで
インストールすると，インストールコンポーネントが正常に動作しないことがあ
ります。 

JP1/NETM/DM Managerをインストールまたはアンインストールする場合（Microsoft 
SQL Serverまたは Oracleのとき）
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「Remote Install Server」の汎用サービスリソースをオフライン状態にする必要が
あります。オンライン状態の時にインストーラやアンインストーラを起動すると，
リソースの設定によってフェールオーバーが発生したり，インストーラやアンイ
ンストーラがハングアップまたは異常終了したりすることがあります。
また，「Remote Install Server」の汎用サービスリソースの「レジストリの複製」
の設定内容を削除してください。インストールまたはアンインストール完了後，
再度「付録 C.2　JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせる場合の環境構築」に
従って入力してください。「レジストリの複製」の設定内容を削除しないでインス
トールすると，インストールコンポーネントが正常に動作しないことがあります。

セットアップによって設定を変更する場合
「Remote Install Server」の汎用サービスリソースがオンライン状態のときに，
セットアップを起動し，設定を変更します。オフライン状態の時にセットアップ
を起動し，設定を変更しても変更内容が反映されないことがあります。
このような場合は，「Remote Install Server」の汎用サービスリソースをオフライ
ン状態にしたあと，再度オンライン状態にしてください。

●実行系サーバのリモートインストールマネージャのウィンドウサイズ・整列パターン
や各種表示情報は，クラスタアドミニストレータの設定による「レジストリの複製」
の対象外のため，フェールオーバー後，待機系サーバのリモートインストールマネー
ジャに引き継がれません。

●フェールオーバーが発生した場合，リレーショナルデータベースサーバが自動的に
データベースを回復します。回復中はデータベースに接続できませんので，しばらく
待ってから再接続してください。

●クラスタシステムにリモートインストールマネージャだけをインストールして使用し
ている場合，［ユーザインベントリの編集］または［レジストリ取得項目の編集］の実
行中にフェールオーバーが発生したとき，実行系サーバ以外のマシンから［ユーザイ
ンベントリの編集］または［レジストリ取得項目の編集］が実行できなくなる場合が
あります。
このような場合は，復旧後，実行系サーバから［ユーザインベントリの編集］または
［レジストリ取得項目の編集］を実行してください。または，リモートインストールマ
ネージャが接続している JP1/NETM/DM Manager（Remote Install Serverサービス）
を再起動してください。

●クラスタシステムの直下のシステムをセットアップする際には，通信エラー発生時の
リトライに掛かる時間の合計（リトライ間隔×リトライ回数）が，フェールオーバー
に掛かる時間より長くなるように設定してください。
フェールオーバーに掛かる時間の方が長かった場合は，ジョブ実行中（実行状況：
20%）にフェールオーバーが発生したとき，フェールオーバー中にリトライが終了し
てしまい，フェールオーバー後にジョブが再開されないおそれがあります。

● OSがWindows Server 2003の環境で，Asset Information Manager Limitedを
フェールオーバークラスタシステム上に構築した場合，フェールオーバーで実行系か
ら待機系に移動したあと，再度フェールオーバーによって待機系から実行系に移動し
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たときは，「World Wide Web Publishing Service」サービスを再起動する必要があり
ます。

付録 C.5　クラスタシステム環境を再構築する場合の手順
クラスタシステム環境の JP1/NETM/DM Managerを上書きインストールおよび再イン
ストールする場合の手順を，それぞれ示します。

（1） クラスタシステム環境の JP1/NETM/DM Managerを上書きインス
トールする手順

クラスタシステム環境の JP1/NETM/DM Managerをアップグレードする場合，リレー
ショナルデータベースに Embedded RDBを使用しているときは，次に示す手順で，実
行系サーバおよび待機系サーバの両方のデータベースを上書きする必要があります。

1.「Remote Install Server」の汎用サービスリソースの「レジストリの複製」の設定内容
を削除する。
「レジストリの複製」の設定内容を削除しないで上書きインストールすると，インス
トールコンポーネントが正常に動作しないことがあります。

2.「Remote Install Server」の汎用サービスリソースをオフライン状態にする。

3.「Asset Information Synchronous Service」の汎用サービスリソースをオフライン状態

にする。※

4. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥BIN下の netmdb_stop.batコマンドを実
行する。
Embedded RDBが停止したことをメッセージで確認してください。

5.「HiRDB/ClusterService_JN1」の汎用サービスリソースをオフライン状態にする。

6. JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥jp1asset¥exe下の jamemb_dbstop.bat

コマンドを実行する。※

Embedded RDBが停止したことをメッセージで確認してください。

7.「HiRDB/ClusterService_AM1」の汎用サービスリソースをオフライン状態にする。※

8. 実行系サーバに JP1/NETM/DM Managerを上書きインストールする。

9.「HiRDB/ClusterService_JN1」の汎用サービスリソースをオンライン状態にする。

10.データベースマネージャで，「データベースをアップグレードする」からデータベー
スのアップグレードを実行する。
［クラスタシステム環境の設定］ダイアログボックスでは，新規作成のときと同じ設
定にします。

11.「HiRDB/ClusterService_AM1」の汎用サービスリソースをオンライン状態にする。※

12.スタートメニューから［JP1_NETM_DM Manager］－［Asset Information Manager］
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－［セットアップ］－［データベースマネージャ］を選択して「データベースのアッ

プグレード」からデータベースのアップグレードを実行する。※

13.「HiRDB/ClusterService_JN1」の汎用サービスリソースをオフライン状態にする。

14.「HiRDB/ClusterService_AM1」の汎用サービスリソースをオフライン状態にする。※

15.クラスタシステムアドミニストレータでグループを移動し，所有者を待機系サーバに
する。

16.待機系サーバに JP1/NETM/DM Managerを上書きインストールする。

17.待機系サーバで，手順 9.から手順 12.を実施する。

18.クラスタシステムアドミニストレータでグループを移動し，所有者を実行系サーバに
する。

19.「Remote Install Server」の汎用サービスリソースの「レジストリの複製」の設定を入
力する。
「付録 C.2　JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせる場合の環境構築」の説明に
従って入力してください。

20.「Remote Install Server」の汎用サービスリソースをオンライン状態にする。

21.「Asset Information Synchronous Service」の汎用サービスリソースをオンライン状態

にする。※

注※　Asset Information Manager Limitedを使用している場合に必要な作業です。

（2） クラスタシステム環境の JP1/NETM/DM Managerを再インストール
する手順

クラスタシステム環境を構築したあとで，実行系サーバおよび待機系サーバの JP1/
NETM/DM Managerを再インストールする場合は，次に示す手順で実行する必要があり
ます。

1. netmdb_unload.batコマンドを使用して，データベースのバックアップを取得する。

2. JP1/NETM/DM Managerを実行系および待機系サーバからアンインストールする。

3. JP1/NETM/DM Managerをインストールして，クラスタシステム環境を構築する。

4. netmdb_reload.batコマンドを使用して，バックアップしたデータベースを復元する。
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付録 D　HP-UX JP1/NETM/DM NNM連携機能のイン
ストールとセットアップ

HP-UX版 JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmと連携する場合，JP1/Cm2/NNM
ネットワーク管理マネージャに JP1/NETM/DM NNM連携機能が必要です。ここでは，
JP1/NETM/DM NNM連携機能をインストールおよびセットアップする方法について説
明します。

付録 D.1　JP1/NETM/DM NNM連携機能のインストール
JP1/NETM/DM NNM連携機能は，「Hitachi PP Installer」を使用して実行してくださ
い。「Hitachi PP Installer」は，スーパーユーザ権限で実行してください。

（1） 「Hitachi PP Installer」のインストール

「Hitachi PP Installer」がインストールされていない場合は，提供媒体をドライブにセッ
トし，次のコマンドを実行してください。なお，すでにインストールされている場合は
不要です。

tar xf デバイスファイル名
デバイスファイル名は，使用環境に合わせたファイル名を指定してください。また，
デバイスファイル名は巻き戻し機能がないファイルを指定してください。

（2） 「Hitachi PP Installer」の実行

ドライブに提供媒体がセットされた状態で，次のコマンドを実行してください。

インストールできる製品一覧が表示されたら，「JP1/NETM/DM NNM連携機能」を選択
してインストールしてください。

/etc/hitachi_setup -i デバイスファイル名
デバイスファイル名は，使用環境に合わせたファイル名を指定してください。また，
デバイスファイル名は巻き戻し機能がないファイルを指定してください。

付録 D.2　JP1/NETM/DM NNM連携機能のアンインストール
JP1/NETM/DM NNM連携機能のアンインストールは，「Hitachi PP Installer」を使用
して実行してください。「Hitachi PP Installer」はスーパーユーザ権限で実行してくださ
い。

なお，アンインストールする場合は，JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmのバッ
クグラウンド・プロセスが起動されていることを確認してください。
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付録 D.3　JP1/NETM/DM NNM連携機能のセットアップ
セットアップの手順を次に示します。

1. スーパーユーザでログインする。
JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmのバックグラウンド・プロセスが起動さ
れていることを確認してください。

2. /opt/NETMDM_NNM/bin/dmnnm_installコマンドを実行する。
JP1/NETM/DMのシンボル，およびメニューを JP1/Cm2/NNMまたは HP 
OpenView nnmに登録するために必要なファイルが登録されます。

3. /opt/NETMDM_NNM/bin/dmnnm_setup -sコマンドを実行する。
次の画面が表示されます。「(2) 設定する」を選択してください。

4. JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバのホスト名または IPアドレスを指定する。
JP1/Cm2または HP OpenViewと接続する JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバのホス
ト名または IPアドレスを指定して，［Enter］キーを押してください。次の画面が表
示されます。

5. JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバとの通信で使用するポート番号を指定する。
JP1/Cm2または HP OpenViewから，JP1/NETM/DMの管理情報へアクセスすると

$ /opt/NETMDM_NNM/bin/dmnnm_setup

** JP1/NETM/DM NNM連携機能セットアップ **

接続する JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバのホスト名または IPアドレス

現在の設定値：

1) ＊次へ

2)   設定する

3)   中止

－＞

JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバとの通信で使用するポート番号

現在の設定値：

1) ＊次へ

2)   設定する

3)   中止

－＞
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きに使用されるポート番号を指定します。JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバのセッ
トアップで設定するポート番号と同じ値を指定してください。［Enter］キーを押すと
次の画面が表示されます。

6. 設定した値を確認する。
「設定を有効にする」を選択すると，設定した値が設定ファイルに反映されます。

* 次の項目が設定されました *

JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバのホスト名または IPアドレス：

　　［ dmp195 ］

JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバとの通信で使用するポート番号：

　　［ 20049 ］

1) ＊設定を有効にする

2)   中止

－＞
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付録 E　インターネットオプションを使った JP1/
NETM/DMの導入

インターネットオプションは，JP1/NETM/DM固有の通信プロトコルを HTTPに変換す
る機能で，インターネットを介したネットワーク環境への JP1/NETM/DMの導入を容易
にします。インターネットオプションは，Internet GatewayとHTTP Gatewayで構成
される機能です。

付録 E.1　インターネットオプションの機能

（1） HTTPゲートウェイ

JP1/NETM/DMの任意のノード間に，Internet Gatewayと HTTP Gatewayを配置する
と，その間の通信プロトコルが，JP1/NETM/DM固有のプロトコルから HTTPに変換さ
れます。そのため，Webが利用できる環境であれば，複雑な設定をしなくても，イン
ターネットを介した JP1/NETM/DMの運用ができます。ファイアウォールでHTTPが
使用できるように設定されている場合，インターネットオプションを使用すると，マ
ニュアル「導入・設計ガイド」の「6.1.5　ファイアウォール環境での JP1/NETM/DM
の運用」で説明しているファイアウォールの設定は不要になります。

インターネットオプションを介したプロトコルの変換を，次の図に示します。
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図 E-1　インターネットオプションを介したプロトコルの変換

（2） SSLを利用したセキュア通信

SSLを用いた HTTPS通信に対応していますので，セキュリティのレベルを下げません。

（3） 転送データの分割

ご使用になっているプロキシサーバやWWWサーバによっては，一度に転送できるデー
タサイズが制限されている場合があります。このような場合には，JP1/NETM/DMが転
送するファイルデータを分割して転送できます。

（4） 自動ダイヤリング

ノートパソコンにHTTP Gatewayとクライアントを導入し，ダイヤルアップでインター
ネットに接続するような場合，ダイヤルアップ接続を自動で行う機能を提供しています。
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付録 E.2　インターネットオプションを介したジョブの流れ
通常，クライアントは，配布管理システムからのジョブの実行要求によって処理を実行
します。しかし，インターネットを介したネットワーク環境では，セキュリティのため
に，内部ネットワークを隠していたり NAT機能を用いてアドレス変換していたりするの
で，配布管理システムからクライアントにジョブの実行要求が届きません。そのため，
インターネットオプションを介した通信は次の契機で行われます。

• 中継するシステムおよびクライアントからの定期ポーリング時
• クライアントの［パッケージセットアップマネージャ］実行時
• クライアントの［ジョブ実行］アイコン起動時

ジョブは，これら下位システムからの要求に対する応答として実行されます。

HTTP Gatewayは下位システムからの JP1/NETM/DM要求をHTTPに変換し，指定さ
れた Internet Gatewayにリクエストを行います。Internet Gatewayは HTTPリクエス
トから JP1/NETM/DMの電文を取り出して，上位システムに送信します。また，上位シ
ステムの応答を HTTPレスポンスに変換してリクエスト側に送信します。HTTPの処理
にはWWWサーバ（Microsoft Internet Information Services）が使用されます。

インターネットオプションを介したジョブの流れを，次の図に示します。
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図 E-2　インターネットオプションを介したジョブの流れ

なお，上位システムからのジョブの実行要求は下位システムに届きませんので，上位シ
ステムのセットアップでは，「下位システムの同時実行要求数」を 0に設定しておく必要
があります。また，下位システムからの要求があったときだけジョブが実行されること
を考慮して，下位システムのセットアップでポーリングの設定をする必要があります。

上位システムおよび下位システムの設定については，それぞれ「付録 E.5(5)　上位シス
テムのセットアップ」，「付録 E.6(5)　下位システムのセットアップ」を参照してくださ
い。

付録 E.3　運用上の注意事項
インターネットオプションを使用するときの，JP1/NETM/DMの運用上の注意事項を，
次に示します。

● HTTP Gatewayを介したパッケージングはできません。

● JP1/NETM/DMでは運用キー（ノードを識別するキー情報）にホスト名，IPアドレ
ス，ホスト識別子を使用します。JP1/NETM/DMでは，運用キーに対して作成した
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ジョブを引き当てます。NAT機能を使用した場合はアドレス変換されてしまうため，
該当するクライアントに対してジョブが引き当てられなくなります。この現象は，
JP1/NETM/DM Managerから見た JP1/NETM/DM Client（クライアント）の IPア
ドレスと実際の JP1/NETM/DM Client（クライアント）IPアドレスが NAT機能に
よって異なってしまうことに原因があります。したがって，NAT機能を使用した環境
では，運用キーに IPアドレスを使用できません。ホスト識別子を使用する運用をお勧
めします。

● IPアドレス運用では，プロトコルに IPアドレスが付与されます。このため，IPアド
レス運用をすると，プロトコルに付与された IPアドレスが外部に漏れるおそれがあり
ます。したがって，ファイアウォールを使用する場合は，IPアドレス運用をしないこ
とをお勧めします。

● JP1/NETM/DMのシステム構成の自動登録機能は，運用キーに関係なく，プロトコル
に IPアドレスを付与します。このため，システム構成の自動登録機能を使用すると，
プロトコルに付与された IPアドレスが外部に漏れるおそれがあります。ファイア
ウォールを使用する場合は，システム構成の自動登録機能は使用しない運用をお勧め
します。

●基本的なファイアウォール構成では，セキュリティの向上のため，外部公開用のサー
バを設置するセグメント（非武装セグメント）と，プライベートネットワークを分離
するネットワーク構成が推奨されています。この構成では，多くの場合，非武装セグ
メントからプライベートネットワークへの通信を制限しています。このような場合に
は，WWWサーバと JP1/NETM/DMの通信ができるように，ファイアウォール製品
のフィルタリングテーブルで，次の設定が必要です。
送信側 IPアドレス：Microsoft Internet Information Servicesの IPアドレス
送信側ポート：1024-65535
受信側 IPアドレス：JP1/NETM/DM上位システムの IPアドレス
受信側ポート：NETMDM
プロトコル：TCPEST
向き：in

●インターネットオプションを介して，リモートコントロール機能は使用できません。

付録 E.4　システム構成
JP1/NETM/DM固有のプロトコルを HTTPに変換するには，HTTPを使用したい JP1/
NETM/DMの任意のノード間に，Internet Gatewayと HTTP Gatewayを配置します。
HTTPを使用する経路上の上位システム側に Internet Gatewayを，下位システム側に
HTTP Gatewayを配置します。

配置された Internet Gatewayおよび HTTP Gatewayは，配布管理システム上では階層
として認識されないので，透過的に扱われます。

なお，Internet Gatewayに直接接続する上位システムは，バージョン 06-71以降の JP1/
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NETM/DMを使用してください。同様に，HTTP Gatewayに直接接続する下位システム
は，バージョン 06-71以降の JP1/NETM/DMを使用してください。

インターネットオプションを使用する場合のシステム構成を次の図に示します。

図 E-3　インターネットオプションを使った JP1/NETM/DMのシステム構成

（1） Internet Gateway

Internet Gatewayに接続できるHTTP Gatewayの数は，Internet Gatewayが接続する
上位システムによって異なります。上位システムがマネージャの場合は 50～ 100台，サ
ブマネージャの場合は 20～ 50台を推奨します。

Internet Gatewayは，上位システムと同一マシンにインストールできます。
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（a）必要な機器構成

（b）適用 OS

Windows Server 2003，Windows XP Professional，Windows 2000，またはWindows 
NT Server 4.0です。

（c）前提プログラム

Microsoft Internet Information Services 5.0以上，またはMicrosoft Internet 
Information Server 4.0以上をインストールしておく必要があります。

この節では，以降，特に断らないかぎり，Microsoft Internet Information Services 5.0
以上またはMicrosoft Internet Information Server 4.0以上をMicrosoft Internet 
Information Servicesと呼びます。

（2） HTTP Gateway

直接接続する下位システムごとに HTTP Gatewayが必要です。複数のクライアントが存
在する場合は，HTTP Gateway直下に中継システムを配置してください。

HTTP Gatewayは，下位システムと同一マシンにインストールできます。

（a）必要な機器構成

（b）適用 OS

Windows Server 2003，Windows XP，Windows 2000，Windows NT 4.0，Windows 
Me，またはWindows 98です。

リソース 所要量

CPU Pentium II 300メガヘルツ以上。
Pentium III 500メガヘルツ以上を推奨します。

メモリ 1,000＋ 50× HTTP Gatewayの同時接続数（単位：キロバイト）

ディスク 5メガバイト＋ HTTP Gatewayの同時接続数×配布するパッケージのサイズ
ただし，分割配布する場合は，次の式で計算してください。
5メガバイト＋ HTTP Gatewayの同時接続数×パッケージの分割サイズ

リソース 所要量

CPU Pentium II 300メガヘルツ以上。
Pentium III 500メガヘルツ以上を推奨します。

メモリ 3000キロバイト

ディスク 5メガバイト＋配布するパッケージのサイズ
ただし，分割配布する場合は，次の式で計算してください。
5メガバイト＋パッケージの分割サイズ
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（c）前提プログラム

Microsoft Internet Explorer 5.01以上をインストールしておく必要があります。

（3） プロキシおよびファイアウォール

HTTP 1.0以降に対応する透過型プロキシが利用できます。透過型プロキシとは，プロキ
シへの認証やクライアント自身の証明を要求する以外にはリクエストおよびレスポンス
を書き換えないものを示します。また，HTTPを透過するパケットフィルタリング方式
およびアプリケーションゲートウェイ方式のファイアウォールが利用できます。

インターネットオプションは，クライアント側での設定が不要なプロキシやファイア
ウォールに対応しています。

利用できる代表的なプロキシには，次の製品があります。

• Microsoft Proxy Server 2.0
• Sun ONE Web Proxy Server

（4） システム構成についての注意事項

インターネットオプションを使用すると，上位システムからのジョブの実行要求は下位
システムに届きません。ジョブは，下位システムからの要求に対する応答としてだけ実
行されます。したがって，次の図のように，一部の下位システムだけでHTTP Gateway
を使用しているシステム構成の場合，HTTP Gatewayを使用していない中継システムと
マネージャ間（図中，四角で囲んだ部分）でも，ジョブは下位システムからの要求に対
する応答としてだけ実行されます。

図 E-4　一部の下位システムだけで HTTP Gatewayを使用しているシステム構成
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付録 E.5　Internet Gatewayの設定
Internet Gateway側の設定として，Internet Gatewayのインストールとセットアップ，
Microsoft Internet Information Servicesの設定，上位システムのセットアップを行いま
す。

（1） 設定手順

Internet Gateway，Microsoft Internet Information Services，および上位システムの設
定手順を次の図に示します。

図 E-5　Internet Gatewayの設定手順

（2） Internet Gatewayのインストール

インターネットオプションはプロトコルを変換するバックグラウンドサービスのため，
Internet Gatewayをインストールするとき，［スタート］メニューにアイコンを登録し
ません。インストールが完了したあと，必要な設定は［コントロールパネル］から行い
ます。インストールが完了したあと，Internet Gatewayは ISAPI拡張として動作しま
す。

Internet Gatewayのインストール手順について説明します。

1. Internet Gatewayのインストール媒体を CD-ROMドライブに挿入する。
［JP1/NETM/DM Internet Gatewayセットアップ］ダイアログボックスが表示されま
す。

2.［次へ］ボタンをクリックする。
［ユーザ登録］ダイアログボックスが表示されます。
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図 E-6　［ユーザ登録］ダイアログボックス

3. ユーザ名と会社名を入力し，［次へ］ボタンをクリックする。
［インストールパスの設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 E-7　［インストールパスの設定］ダイアログボックス

4. Internet Gatewayをインストールするディレクトリを設定する。
デフォルトでは，システムドライブ ¥Program Files¥HITACHI¥dmgwsvrにインス
トールされます（OSがWindows Server 2003 (x64)の場合は，システムドライブ
¥Program Files (x86)¥HITACHI¥dmgwsvr）。

5.［次へ］ボタンをクリックする。
［インストールの確認］ダイアログボックスが表示されます。
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6. インストール内容を確認したあと，［次へ］ボタンをクリックする。
インストールが始まり，完了すると［インストール終了］ダイアログボックスが表示
されます。

7.［完了］をクリックする。
［インストール終了］ダイアログボックスで「セットアップの起動」をチェックして
いた場合，［JP1/NETM/DM Internet Gateway設定］ダイアログボックスが表示さ
れ，引き続き，セットアップができる状態になります。

（3） Internet Gatewayのセットアップ

Internet Gatewayのセットアップは，［コントロールパネル］から行います。

［コントロールパネル］を開き，［JP1/NETM/DM Internet Gateway設定］をダブルク
リックすると，［JP1/NETM/DM Internet Gateway設定］ダイアログボックスが表示さ
れます。このダイアログボックスで，Internet Gatewayの上位接続先と，一度にダウン
ロードできる最大データサイズを設定します。

Internet Gatewayのセットアップには，管理者権限が必要です。

（a）接続先

Internet Gatewayが接続する JP1/NETM/DMの上位システムとポート番号を設定しま
す。

図 E-8　［接続先］パネル

接続先
Internet Gatewayが接続する JP1/NETM/DMの上位システムが，マネージャであ
るかサブマネージャであるかを選択します。また，接続する上位システムのアドレ
スを，上位システムが使用する運用キー（ホスト名または IPアドレス）で指定しま
す。設定は必須です。
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詳細設定
Internet Gatewayが通信するときに使用するポート番号を設定できます。デフォル
トでは，netmdmポートに「30000」，netmdmwポートに「30001」が使用されま
す。ほかのプログラムとの重複を避ける必要がある場合は，「詳細設定」をチェック
し，ポート番号を変更してください。上位システムが JP1/NETM/DM Managerの
場合は netmdmポートの値，JP1/NETM/DM Client（中継システム）の場合は
netmdmwポートの値が使用されます。

（b）HTTP設定

JP1/NETM/DMから送信するファイルデータの分割サイズを指定できます。

お使いになっているプロキシサーバやWWWサーバによっては，一度に送信（ダウン
ロード）できるデータサイズが制限されている場合があります。このような場合には，
JP1/NETM/DMのファイルデータを分割して送信してください。デフォルトでは 1,024
キロバイトに分割して送信します。

なお，設定値は，Microsoft Internet Information Servicesのメモリ確保性能やファイル
転送プロトコルでのフレームの転送数に影響を与えます。詳細については，Microsoft 
Internet Information Servicesのマニュアルを参照してください。

図 E-9　［HTTP設定］パネル

（4） Microsoft Internet Information Servicesで設定する場合の注意事項

Microsoft Internet Information Servicesでは，［インターネットサービスマネージャ］
を使用して，Internet Gatewayの仮想ディレクトリを作成し，アクセス権とログファイ
ル出力の要否を設定しておく必要があります。また，必要に応じて SSLの設定も行いま
す。

ここでは，設定する際の注意事項を説明します。［インターネットサービスマネージャ］
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についての詳細は，Microsoft Internet Information Servicesのマニュアルを参照してく
ださい。

● Internet Gatewayの仮想ディレクトリを作成する際，次のことに注意してください。
• 物理パスには Internet Gatewayをインストールしたディレクトリ下の binディレク
トリを指定します。

• Microsoft Internet Information Server 4.0の場合は，「読み取りアクセスを許可す
る」，「スクリプトのアクセスを許可する」，および「実行アクセスを許可する（スク
リプトのアクセスを含む）」をオンに設定します。Microsoft Internet Information 
Services 5.0の場合は，「読み取り」，「ASP等のスクリプトを実行する」，および
「ISAPIアプリケーションや CGI等を実行する」をオンに設定します。

●デフォルトのインストール先を変更して，wwwroot（デフォルトのWebページ格納
先）下に直接 Internet Gatewayをインストールした場合は，logと workディレクト
リに読み書きの権限を与えておく必要があります。
Windows NT 4.0の場合，logと workディレクトリは，Internet Gatewayのインス
トールディレクトリに作成されます。Windows Server 2003，Windows XP，および
Windows 2000の場合，logと workディレクトリは，OSのインストールドライブ
¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥hitachi¥dmgwsvrに作成さ
れます。

●通常，HTTPリクエストおよびレスポンスの状態がログファイルに出力されます。こ
のログが不要な場合は，Internet Gatewayの仮想ディレクトリの［プロパティ］ダイ
アログボックスで，「ログアクセス」のチェックを外しておきます。

● SSLを利用する場合は，［既定のWebサイトのプロパティ］ダイアログボックスを開
き，［ディレクトリセキュリティ］タブで［セキュリティで保護された通信］を設定
し，認証機関によって証明されたサーバ証明書のインストールを行う必要があります。
そのあと，必要に応じて，［Webサイト］タブで「SSLポート」の番号を設定してく
ださい。

●Microsoft Internet Information Services 6.0を使用している場合，「WEBサービス拡
張」でサーバ側インクルードの状態を許可に設定してください。また，「WEBサービ
ス拡張」から新しいWebサービス拡張を，次の設定で追加してください。
• 拡張名
任意の名称

• 必要なファイル
C:¥Program Files¥HITACHI¥dmgwsvr¥BIN¥dmgwsvr.dll
（Internet Gatewayが C:¥Program Files¥HITACHI¥dmgwsvrにインストールさ
れている場合）

• 拡張の状態を許可済みに設定する
チェックする
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（5） 上位システムのセットアップ

Internet Gatewayが接続する上位システムのセットアップ項目のうち，インターネット
オプションを使用する場合に注意が必要な項目について説明します。セットアップ方法
およびセットアップ項目の詳細は，「4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする」
または「5.　JP1/NETM/DM Client（中継システム）をセットアップする」を参照して
ください。

注※ 1
中継システムのセットアップでは，「中継システムカスタマイズオプション」です。

注※ 2
中継システムのセットアップでは，「中継／クライアントの同時実行要求数」です。

注※ 3
中継システムのセットアップには，この項目はありません。

付録 E.6　HTTP Gatewayの設定
HTTP Gateway側の設定として，HTTP Gatewayのインストールとセットアップ，下位
システムのセットアップを行います。

Windows NTの場合，HTTP Gatewayのインストールでは，HTTP Gatewayを
Windowsのサービスとして登録するための設定も行います。HTTP Gatewayサービス
の設定は，インストール後，必要に応じて変更できます。

パネル名 項目名 設定値 説明

サーバカス
タマイズオ
プション※ 1

下位システム
の同時実行要
求数※ 2

0 インターネットオプションを介したジョブは，下
位システムからの要求に対する応答として実行さ
れます。上位システムからのジョブの実行要求を
通さないため，0に設定してください。ジョブの流
れについては，「付録 E.2　インターネットオプ
ションを介したジョブの流れ」を参照してくださ
い。

下位システム
の起動を監視
する

OFF インターネットオプションは，上位システムから
のジョブの実行要求を通さないため，監視は不要
です。

運用キー アドレス解決
の方法

JP1/NETM/
DMのシステ
ム構成を使用
する

インターネットを介したネットワーク環境では，
アドレス解決できないおそれが高いので，JP1/
NETM/DMのシステム構成の情報を使用してくだ
さい。

アドレス解決
できないあて
先へのジョブ

エラーとしな
い

インターネットを介したネットワーク環境では，
アドレス解決できないおそれが高いので，アドレ
ス解決に失敗しても，ジョブをエラーにしない設
定にします。

ホスト識別子
の使用※ 3

する ホスト識別子運用を推奨します。
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（1） 設定手順

HTTP Gateway，HTTP Gatewayサービス，および下位システムの設定手順を次の図に
示します。なお，HTTP Gatewayサービスは，Windows NTの場合だけ設定します。

図 E-10　HTTPGatewayの設定手順

（2） HTTP Gatewayのインストール

インターネットオプションはプロトコルを変換するバックグラウンドサービスのため，
HTTP Gatewayをインストールするとき，［スタート］メニューにアイコンを登録しま
せん。インストール後，必要な設定は［コントロールパネル］から行います。

Windows NTの場合，HTTP Gatewayのインストールでは，HTTP Gatewayを
Windowsのサービスとして登録するための設定も行います。HTTP Gatewayサービス
の設定は，インストール後，必要に応じて変更できます。インストール後，HTTP 
GatewayはWindowsのサービスとして動作します。サービス名は「JP1/NETM/DM 
HTTP Gateway Service」です。

Windows MeおよびWindows 98の場合，HTTP Gatewayは常駐プログラムになりま
す。

なお，JP1/NETM/DMのリモートインストール機能を使用して，HTTP Gatewayを新
規インストールすることはできません。再インストールの場合は可能です。

次に HTTP Gatewayのインストール手順について説明します。

1. HTTP Gatewayのインストール媒体を CD-ROMドライブに挿入する。
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［JP1/NETM/DM HTTP Gatewayセットアップ］ダイアログボックスが表示されま
す。

2.［次へ］ボタンをクリックする。
［ユーザ登録］ダイアログボックスが表示されます。

図 E-11　［ユーザ登録］ダイアログボックス

3. ユーザ名と会社名を入力し，［次へ］ボタンをクリックする。
［インストールパスの設定］ダイアログボックスが表示されます。

図 E-12　［インストールパスの設定］ダイアログボックス

4. HTTP Gatewayをインストールするディレクトリを設定する。
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デフォルトでは，システムドライブ ¥Program Files¥HITACHI¥dmhttpgwにインス
トールされます（OSがWindows Server 2003 (x64)の場合は，システムドライブ
¥Program Files (x86)¥HITACHI¥dmhttpgw）。

5.［次へ］ボタンをクリックする。
Windows NTの場合で，新規インストールのときは，［サービスの設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。再インストールのとき，このダイアログボックスは表示さ
れませんので，操作 8.に進んでください。
Windows MeおよびWindows 98の場合も，このダイアログボックスは表示されませ
んので，操作 8.に進んでください。

図 E-13　［サービスの設定］ダイアログボックス

6. HTTP GatewayをWindowsのサービスとして登録するための設定をする。
HTTP Gatewayサービスがログオンするときに使用するユーザアカウントとパス
ワードを設定します。HTTP Gatewayは，設定したアカウントユーザに対する
Windowsの［インターネットオプション］の設定を利用して動作します。
ユーザアカウントを設定するとき，次のことに注意してください。
• アカウントユーザには Users権限が必要です。ただし，HTTP Gatewayをインス
トールする PCに Secure Socket Clientがインストールされている場合は，
PowerUser以上の権限が必要です。

• Windows NT 4.0の場合，HTTP Gatewayのインストールディレクトリに対して，
アカウントユーザに読み書きの権限を与えておく必要があります。

• 新規のユーザアカウントを作成した場合は，インストール後，いったんデスクトッ
プからログオフして，作成したユーザアカウントでログオンし直す必要がありま
す。

なお，HTTP Gatewayサービスの「スタートアップの種類」は，「自動」で登録され
ます。
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7.［次へ］ボタンをクリックする。
［インストールの確認］ダイアログボックスが表示されます。

8. インストール内容を確認したあと，［次へ］ボタンをクリックする。
インストールが始まり，完了すると［インストール終了］ダイアログボックスが表示
されます。

9.［完了］をクリックする。
［インストール終了］ダイアログボックスで「セットアップの起動」をチェックして
いた場合，［JP1/NETM/DM HTTP Gateway設定］ダイアログボックスが表示され，
引き続き，セットアップができる状態になります。

（3） HTTP Gatewayのセットアップ

HTTP Gatewayのセットアップは，［コントロールパネル］から行います。

［コントロールパネル］を開き，［JP1/NETM/DM HTTP Gateway設定］をダブルク
リックすると，［JP1/NETM/DM HTTP Gateway設定］ダイアログボックスが表示され
ます。このダイアログボックスで次の設定をしたあと，WWWサーバへのテスト接続を
行います。

• サーバ
• プロキシ
• セキュリティ
• 通信設定
• ダイヤルアップ

なお，インターネットオプションの運用を開始したあと，セットアップ内容を変更した
場合は，設定内容を反映させるために，HTTP Gatewayサービスの再起動が必要です。
Windows MeおよびWindows 98の場合は，PCの再起動が必要です。

（a）サーバ

HTTP Gatewayが接続する，WWWサーバと Internet Gatewayを指定します。また，
HTTPおよび HTTPS通信のポート番号を指定することもできます。
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図 E-14　［サーバ］パネル

サーバ
HTTP Gatewayが接続するWWWサーバのアドレスを指定します。設定は必須で
す。

URI
Microsoft Internet Information Servicesで，Internet Gatewayの仮想ディレクト
リを作成する際に設定したエイリアス名を指定します。設定は必須です。

ポート
HTTPおよび HTTPS通信で使用するポート番号を指定できます。デフォルトは，
それぞれ 80，443です。ほかのプログラムとの重複を避ける必要がある場合は，変
更してください。

ユーザ認証
WWWサーバでユーザ認証が必要な場合は，ユーザ名およびパスワードを指定しま
す。

（b）プロキシ

プロキシサーバを利用する場合は，「プロキシサーバを利用する」をチェックして，各種
の設定を行います。
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図 E-15　［プロキシ］パネル

インターネットオプションの設定を使用する
Windowsの［インターネットオプション］で設定しているプロキシ関連の情報を使
用する場合に選択します。Windows NTの場合は，HTTP Gatewayサービスに登録
したアカウントユーザに対するWindowsの［インターネットオプション］の設定が
使用されます。

以下で手動設定したプロキシ情報を使用する
「アドレス」と「ポート」で設定したプロキシ情報を使用する場合に選択します。

アドレス
プロキシサーバのアドレスを指定します。

ポート
プロキシサーバと通信するときに使用するポート番号を指定できます。デフォ
ルトは 8080です。ほかのプログラムとの重複を避ける必要がある場合は，変更
してください。

ユーザ認証
プロキシサーバでユーザ認証が必要な場合は，ユーザ名およびパスワードを指定し
ます。

（c）セキュリティ

SSLを用いた HTTPS通信を行うための設定をします。
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図 E-16　［セキュリティ］パネル

SSLを利用する
HTTPS通信を行う場合にチェックします。この場合，あらかじめWWWサーバに
証明書をインストールしておく必要があります。

証明書の警告
証明書に関して警告があった場合，エラーにするか，警告を無視して HTTPS通信
を行うかを選択します。警告を無視する場合は，対象となる警告の種類も指定しま
す。

（d）通信設定

JP1/NETM/DMの下位システムの接続を受け付けるサービスと，一度にアップロードで
きる最大データサイズを指定します。
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図 E-17　［通信設定］パネル

下位システムの接続を受け付けるサービス
JP1/NETM/DMの下位システムの接続を受け付けるサービスを選択します。下位シ
ステムが中継マネージャまたは中継システムで，同一マシンにHTTP Gatewayをイ
ンストールした場合は，「同一マシン上の中継システムまたは中継マネージャからの
接続を受け付ける」を選択します。別マシンにインストールした場合，接続する
Internet Gatewayの上位接続先がマネージャのときは「JP1/NETM/DM Manager」
を，中継システムのときは「JP1/NETM/DM SubManager」を選択します。
また，各サービスが使用するポート番号を指定できます。デフォルトのポート番号
は次のとおりです。ほかのプログラムとの重複を避ける必要がある場合は，変更し
てください。
• JP1/NETM/DM Manager：30000
• JP1/NETM/DM SubManager：30001
• JP1/NETM/DM HTTP Gateway：22295

ファイルの分割
JP1/NETM/DMから送信するファイルデータの分割サイズを指定できます。
お使いになっているプロキシサーバやWWWサーバによっては，一度に送信（アッ
プロード）できるデータサイズが制限されている場合があります。このような場合
には，JP1/NETM/DMのファイルデータを分割して送信してください。デフォルト
では 1,024キロバイトに分割して送信します。

（e）ダイヤルアップ

ノートパソコンにHTTP Gatewayとクライアントを導入し，ダイヤルアップでインター
ネットに接続するような場合，ダイヤルアップ接続を自動で行うことができます。これ
を自動ダイヤリング機能と呼び，［ダイヤルアップ］パネルで設定します。［ダイヤル
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アップ］パネルは，リモートアクセスサービスがインストールされている場合だけ表示
されます。

自動ダイヤリング機能は，次の契機で回線を接続または切断します。

• HTTPリクエスト生成時に，指定されたダイヤルアップエントリによる回線の接続を
確認し，接続されていない場合だけ，自動ダイヤリングを行います。

• HTTP Gatewayによって自動ダイヤリングを行った場合だけ，セッション終了時に，
回線を切断します。

• 複数のセッションが同時実行される場合，すべてのセッションが終了するまで，回線
を切断しません。

HTTP Gatewayの自動ダイヤリング機能を使用する場合は，下位システムのセットアッ
プで「ダイヤルアップ接続」をオフにしておく必要があります。ただし，HTTP 
Gatewayが下位システムと同一マシンにインストールされている場合，下位システムの
「ダイヤルアップ接続」をオンにし，HTTP Gatewayの自動ダイヤリング機能をオフに
しておくことでも，同様の機能を実現できます。

図 E-18　［ダイヤルアップ］パネル

自動ダイヤリングを行う
HTTP Gatewayの自動ダイヤリング機能を使用する場合にチェックします。この場
合，下位システムのセットアップで「ダイヤルアップ接続」をオフにしておく必要
があります。

エントリ名
使用するダイヤルアップエントリを選択します。新規にダイヤルアップエントリを
作成する場合は，［新しい接続］ボタンをクリックし，エントリを作成してくださ
い。
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認証情報
ダイヤルアップ接続時に使用するユーザ名，パスワード，およびドメインを入力し
ます。

（f） セットアップ項目の確認

［JP1/NETM/DM HTTP Gateway設定］ダイアログボックスで，すべてのセットアップ
が終わったら，［OK］ボタンをクリックします。次の確認ダイアログボックスが表示さ
れますので，［確認］ボタンをクリックして，WWWサーバへのテスト接続を実行してく
ださい。

図 E-19　［セットアップ項目の確認］ダイアログボックス

正常に接続すると，［JP1/NETM/DM HTTP Gateway設定確認ページ］が表示されま
す。
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図 E-20　［JP1/NETM/DM HTTP Gateway設定確認ページ］

このWebページが表示されない場合は，正常に接続できていません。セットアップの設
定を見直してください。また，SSLを利用する場合は，WWWサーバに証明書がインス
トールされていることを確認してください。

（4） サービスの設定

Windows NTの場合，HTTP Gatewayのインストールが完了すると，HTTP Gateway
はWindowsのサービスとして自動的に登録されています。登録内容は次のとおりです。

• サービス名：JP1/NETM/DM HTTP Gateway Service
• スタートアップの種類：自動
• ログオン：HTTP Gatewayのインストール時に指定したアカウント

HTTP Gatewayサービスの設定は，必要に応じて変更できます。

アカウントには，HTTP Gatewayサービスがログオンするときに使用するユーザアカウ
ントとパスワードを設定してください。HTTP Gatewayは，設定したアカウントユーザ
に対するWindowsの［インターネットオプション］の設定を利用して動作します。

ユーザアカウントを設定するとき，次のことに注意してください。
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• アカウントユーザにはUsers権限が必要です。ただし，HTTP Gatewayをインストー
ルする PCに Secure Socket Clientがインストールされている場合は，PowerUser以
上の権限が必要です。

• Windows NT 4.0の場合，HTTP Gatewayのインストールディレクトリに対して，ア
カウントユーザに読み書きの権限を与えておく必要があります。

• 新規のユーザアカウントを作成した場合は，インストール後，いったんデスクトップ
からログオフして，作成したユーザアカウントでログオンし直す必要があります。

サービスの設定を変更する方法は，次のとおりです。なお，サービスの詳細については，
Windowsのマニュアルまたはヘルプを参照してください。

● Windows Server 2003，Windows XP，およびWindows 2000の場合

1.［プログラム］メニューから［設定］－［コントロールパネル］－［管理ツール］－
［コンピュータの管理］を選択する。
［コンピュータの管理］ウィンドウが表示されます。

2. ウィンドウ左枠で「サービスとアプリケーション」下の「サービス」を選択する。

3. ウィンドウ右枠で「JP1/NETM/DM HTTP Gateway Service」を右クリックし，表示さ
れたメニューから［プロパティ］を選択する。
［JP1/NETM/DM HTTP Gateway Serviceのプロパティ］ダイアログボックスが表示
されます。

4. 必要に応じて，HTTP Gatewayサービスの設定を変更する。

● Windows NT 4.0の場合

1.［コントロールパネル］の［サービス］を開く。
［サービス］ダイアログボックスが表示されます。

2. リストボックスから「JP1/NETM/DM HTTP Gateway Service」を選択し，［スタート
アップ］ボタンをクリックする。
HTTP Gatewayサービスの設定が表示されます。

3. 必要に応じて，HTTP Gatewayサービスの設定を変更する。

（5） 下位システムのセットアップ

HTTP Gatewayに接続する下位システムのセットアップ項目のうち，インターネットオ
プションを使用する場合に注意が必要な項目について説明します。セットアップ方法お
よびセットアップ項目の詳細は，「4.　JP1/NETM/DM Managerをセットアップする」，
「5.　JP1/NETM/DM Client（中継システム）をセットアップする」，または「6.　JP1/
NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする」を参照してください。
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（a）中継マネージャの場合

注※
T1：1メガバイトのファイルを FTPなどで転送したときに要した時間（単位：秒）
Sp：配布が予定されているパッケージの最大サイズ，または収集が予定されているファイルの
最大サイズ（単位：メガバイト）

（b）中継システムの場合

パネル名 項目名 説明

接続先 上位接続先
ホスト名又は
IPアドレス

HTTP Gatewayを中継マネージャと同一マシンにインストールしてい
る場合，HTTP Gatewayおよび Internet Gatewayを介して接続して
いる上位システムのホスト名または IPアドレスを設定します。
HTTP Gatewayと中継マネージャを別マシンにインストールしている
場合は，HTTP Gatewayをインストールしたマシンのホスト名または
IPアドレスを設定します。

中継マネー
ジャと同一マ
シン上の
HTTP 
Gatewayを使
用して接続す
る

HTTP Gatewayを中継マネージャと同一マシンにインストールしてい
る場合，オンに設定します。

通信関連 ポート番号
JP1/NETM/
DM HTTP 
Gateway 
[netmdmgw]

HTTP Gatewayを中継マネージャと同一マシンにインストールしてい
る場合，HTTP Gatewayと通信するときに使用するポート番号を指定
できます。デフォルトは 22295です。ほかのプログラムとの重複を避
ける必要がある場合は，変更してください。
なお，netmdmgwポートは，［サーバセットアップ］の［通信関連］
タブで設定することもできます。

通信ソフトか
らの応答待ち
時間

Internet Gateway，HTTP Gateway，およびインターネットを介した
通信は，配布管理システムに直接接続する場合に比べて，通信時間が
長くなります。特にインターネット回線が細い場合のファイル転送で
は，この傾向が顕著となり，下位システム側で応答がないと判断され，
通信エラーとなるおそれがあります。したがって，システムの規模，
回線，および転送するファイルサイズを考慮して，値を設定する必要
があります。応答待ち時間は，次の計算式で概算してください。その
後，動作確認をして設定値を調整してください。応答待ち時間＝ T1
× Sp※

クライアン
ト常駐・
ポーリング

ポーリングす
る

インターネットオプションを使用する場合，上位システムからのジョ
ブの実行要求は下位システムに届きません。ジョブは，下位システム
からの要求に対する応答としてだけ実行されます。このようなジョブ
の流れを考慮して，「ポーリングする」をオンにし，利用環境や条件に
合わせてポーリングのタイミングを設定してください。ジョブの流れ
については，「付録 E.2　インターネットオプションを介したジョブの
流れ」を参照してください。

パネル名 項目名 説明

接続先 上位システム HTTP Gatewayおよび Internet Gatewayを介して接続している上位
システムの製品種別（JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/
DM SubManager）を選択します。
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注※
T1：1メガバイトのファイルを FTPなどで転送したときに要した時間（単位：秒）
Sp：配布が予定されているパッケージの最大サイズ，または収集が予定されているファイルの
最大サイズ（単位：メガバイト）

ホスト名又は
IPアドレス

HTTP Gatewayを中継システムと同一マシンにインストールしている
場合，HTTP Gatewayおよび Internet Gatewayを介して接続してい
る上位システムのホスト名または IPアドレスを設定します。
HTTP Gatewayと中継システムを別マシンにインストールしている場
合は，HTTP Gatewayをインストールしたマシンのホスト名または
IPアドレスを設定します。

複数の上位シ
ステムへポー
リングする

この項目をオンに設定する場合，優先順位 1位には，次のマシンを指
定する必要があります。
• HTTP Gatewayを中継システムと同一マシンにインストールしてい
るときは，HTTP Gatewayおよび Internet Gatewayを介して接続
している上位システム。

• HTTP Gatewayと中継システムを別マシンにインストールしている
ときは，HTTP Gatewayをインストールしたマシン。

なお，HTTP Gatewayを中継システムと同一マシンにインストールし
ている場合，優先順位 2位以降のマシンは設定しても無視されます。

中継システム
と同一マシン
上の HTTP 
Gatewayを使
用して接続す
る

HTTP Gatewayを中継システムと同一マシンにインストールしている
場合，オンに設定します。

通信関連 ポート番号
JP1/NETM/
DM HTTP 
Gateway 
[netmdmgw]

HTTP Gatewayを中継システムと同一マシンにインストールしている
場合，HTTP Gatewayと通信するときに使用するポート番号を指定で
きます。デフォルトは 22295です。ほかのプログラムとの重複を避け
る必要がある場合は，変更してください。

通信ソフトか
らの応答待ち
時間

Internet Gateway，HTTP Gateway，およびインターネットを介した
通信は，配布管理システムに直接接続する場合に比べて，通信時間が
長くなります。特にインターネット回線が細い場合のファイル転送で
は，この傾向が顕著となり，下位システム側で応答がないと判断され，
通信エラーとなるおそれがあります。したがって，システムの規模，
回線，および転送するファイルサイズを考慮して，値を設定する必要
があります。応答待ち時間は，次の計算式で概算してください。その
後，動作確認をして設定値を調整してください。応答待ち時間＝ T1
× Sp※

クライアン
ト常駐・
ポーリング

ポーリングす
る

インターネットオプションを使用する場合，上位システムからのジョ
ブの実行要求は下位システムに届きません。ジョブは，下位システム
からの要求に対する応答としてだけ実行されます。このようなジョブ
の流れを考慮して，「ポーリングする」をオンにし，利用環境や条件に
合わせてポーリングのタイミングを設定してください。ジョブの流れ
については，「付録 E.2　インターネットオプションを介したジョブの
流れ」を参照してください。

パネル名 項目名 説明
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付録 E　インターネットオプションを使った JP1/NETM/DMの導入
（c）クライアントの場合

注※
T1：1メガバイトのファイルを FTPなどで転送したときに要した時間（単位：秒）
Sp：配布が予定されているパッケージの最大サイズ，または収集が予定されているファイルの
最大サイズ（単位：メガバイト）

付録 E.7　Internet Gatewayと HTTP Gatewayの停止方法

（1） Internet Gatewayの停止方法

Internet Gatewayを停止するには，次の二つの方法があります。どちらも，Microsoft 

パネル名 項目名 説明

接続先 接続先 HTTP Gatewayおよび Internet Gatewayを介して接続している上位
システムの製品種別（JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/
DM SubManager）を選択します。

ホスト名又は
IPアドレス

HTTP Gatewayをインストールしたマシンのホスト名または IPアド
レスを設定します。

システム構成
を自動登録す
る

インターネットを介したネットワーク環境では，システム構成の自動
登録をしない運用をお勧めします。詳細は，「付録 E.3　運用上の注意
事項」を参照してください。

通信関連 通信ソフトか
らの応答待ち
時間

Internet Gateway，HTTP Gateway，およびインターネットを介した
通信は，配布管理システムに直接接続する場合に比べて，通信時間が
長くなります。特にインターネット回線が細い場合のファイル転送で
は，この傾向が顕著となり，下位システム側で応答がないと判断され，
通信エラーとなるおそれがあります。したがって，システムの規模，
回線，および転送するファイルサイズを考慮して，値を設定する必要
があります。応答待ち時間は，次の計算式で概算してください。その
後，動作確認をして設定値を調整してください。応答待ち時間＝ T1
× Sp※

クライアン
ト常駐・
ポーリング

クライアント
を常駐する

インターネットオプションでは，ジョブの実行要求を通しませんので，
クライアントの常駐は不要です。

ポーリングす
る

インターネットオプションを使用する場合，上位システムからのジョ
ブの実行要求は下位システムに届きません。ジョブは，下位システム
からの要求に対する応答としてだけ実行されます。このようなジョブ
の流れを考慮して，「ポーリングする」をオンにし，利用環境や条件に
合わせてポーリングのタイミングを設定してください。ダイヤルアッ
プ接続する場合は，課金なども考慮して，「時刻指定によるポーリン
グ」を有効に活用してください。また，「ポーリングする」をオフにし
て，クライアントの［パッケージセットアップマネージャ］実行時，
または［ジョブ実行］アイコン起動時だけ，回線を接続することも有
効です。ジョブの流れについては，「付録 E.2　インターネットオプ
ションを介したジョブの流れ」を参照してください。

ダイヤル
アップ

ダイヤルアッ
プ接続

HTTP Gatewayの自動ダイヤリング機能を使用する場合は，オフに設
定します。ただし，HTTP Gatewayがクライアントと同一マシンにイ
ンストールされている場合，HTTP Gatewayの自動ダイヤリング機能
をオフにし，クライアントの設定をオンに設定することもできます。
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付録 E　インターネットオプションを使った JP1/NETM/DMの導入
Internet Information Servicesを使用する方法です。

● Microsoft Internet Information Servicesのサービスを停止する

［インターネットサービスマネージャ］を使用して，Microsoft Internet Information 
ServicesのWebサイト自体を停止します。Internet Gateway以外にも仮想ディレクト
リが存在する場合，それらもすべて停止します。

● Internet Gatewayの仮想ディレクトリのアクセス制限をする

Internet Gatewayの仮想ディレクトリの［プロパティ］ダイアログボックスで，次の操
作を実行することによって，Internet Gatewayを停止できます。この場合，ほかの仮想
ディレクトリには影響を与えません。

1.［ディレクトリセキュリティ］タブの「IPアドレスとドメイン名の制限」で［編集］
ボタンをクリックする。
［IPアドレスとドメイン名の制限］ダイアログボックスが表示されます。

2.「既定では，すべてのコンピュータからのアクセスを」「拒否する」を選択する。

（2） HTTP Gatewayの停止方法

HTTP Gatewayを停止する必要がある場合は，コマンドラインで，HTTP Gatewayをイ
ンストールしたディレクトリに移動し，次のコマンドを入力します。「STOP」は大文字
で入力する必要があります。

dmhttpgw.exe /STOP
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付録 F　各バージョンの変更内容
付録 F　各バージョンの変更内容
（1） 08-50の変更内容

● Active Directoryの情報を配布管理システムに取り込んで，ジョブのあて先に指定し
たり，インベントリビューアから参照したりできるようにした。

●ソフトウェアの稼働情報として，Webアクセスログ，印刷操作および外部メディア操
作の履歴を取得できるようにした。また，印刷操作および外部メディア操作を抑止で
きるようにした。

● AMTに対応したコンピュータをクライアントとして使用している場合に，クライアン
トの BIOSをリモートコントロールできるようにした。また，配布管理システムに
セットされた FDから，クライアントに対して診断プログラムを実行できるようにし
た。

●適用 OSにWindows Server 2008を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●マネージャと中継マネージャで，下位システムから通知された稼働情報を保存するか
どうかを選択できるようにした。また，中継マネージャに通知された稼働情報を，上
位システムに通知するかどうかを選択できるようにした。

●稼働監視ポリシーをファイルに出力できるようにした。また，出力したファイルを読
み込んで，稼働監視ポリシーを追加できるようにした。

● OSが 64ビット版のWindows Vistaのクライアントに対して稼働監視機能を使えるよ
うにした。

●WSUS 3.0と連携できるようにした。また，階層化構成のWSUSと連携する場合に，
最上位のWSUSと下位のWSUSの同期，および下位のWSUSコンピュータグルー
プへのクライアント登録を実行できるようにした。

●Windowsのリモートデスクトップでの操作をサポートした。

●ソフトウェアインベントリ情報の更新日時を協定世界時（UTC）で管理できるように
した。

●Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientを中継システムと
しても運用できるようにした。

（2） 08-12の変更内容

● OSがWindows Vistaのクライアントに対して秘文連携機能を使えるようにした。ま
た，秘文連携機能を利用できる秘文製品のバージョンに 07-80，08-01を追加した。

（3） 08-11の変更内容

●WUA 3.0を利用して，クライアントのパッチ情報を取得できるようにした。
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付録 F　各バージョンの変更内容
●「Asset Information Manager Limited」から，業務目的に合わせてインベントリ情報
を集計できるようにした。

●Microsoft .NET Framework 3.0に対応し，無線 LAN環境のクライアントに対して
「AMT連携機能」を使用できるようにした。

●取得できるシステム情報に，セキュリティ関連の項目を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。また，各ウィルス
対策製品で常駐 /非常駐が判定される機能を記載した。

●ソフトウェア情報の取得時に，日立プログラムプロダクトの情報を「アプリケーショ
ンの追加と削除のソフトウェアを検索」で取得できるようにした。

● OSがWindows Vistaのクライアントから，ファイル操作の操作履歴を取得できるよ
うにした。

●操作履歴の格納先および退避先のディレクトリに，ネットワークドライブを使用でき
るようにした。

●秘文で取得した操作ログを，［操作ログ一覧］ウィンドウで管理できない旨を削除し
た。

●パッチを取得する機能で使用するデータベースの領域を，データベースマネージャで
作成できるようにした。また，パッチを取得できるプログラムの種類に，Windows 
Mailを追加した。

● Embedded RDBの，データベースの領域サイズのデフォルト値，最小値および最大値
を変更した。また，データベースマネージャで，Embedded RDBの作業表領域のサイ
ズを指定できるようにした。

● Embedded RDBのデータベース見積もり式に，稼働監視履歴の計算式を追加した。

●Microsoft SQL Serverのデータベース見積もり式に，レジストリ取得項目の計算式を
追加した。

●対象製品にバンドル版の JP1/NETM/DM Clientを追加した。

●インストール完了時に Readmeを表示するチェックボックスを削除した。

●ログの世代管理数およびエントリ数を設定できないログファイルを記載した。

●次に示す Embedded RDB用のコマンドで，リターンコードが出力されるようにした。
• netmdb_backup.bat
• netmdb_reload.bat
• netmdb_reorganization.bat
• netmdb_unload.bat

● JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する機能で，VPN環境などの探索経路上に
SNMPに応答しないルータがある場合にも，ホストを探索できるようにした。

●「Asset Information Manager Limited」のバックアップ手順を記載した。
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付録 F　各バージョンの変更内容
●ソフトウェア情報の取得時に，［アプリケーションの追加と削除］または［プログラム
の追加と削除］に登録されているソフトウェアについては，インストール日時を取得
できるようにした。

●テキスト入力のユーザインベントリ項目の場合に，「'」を入力できるようにした。

●あて先グループの自動メンテナンスを使用して，ユーザインベントリ情報を基にあて
先グループを作成する場合に，あて先グループ名として使用できる文字数の上限を，
半角で 32文字（全角 16文字）に修正した。

● JP1/NETM/DMにトラブルが発生した場合に，コマンドでトラブル情報を取得できる
ようにした。

●次に示すイベント IDのイベントログメッセージを追加した。
• 11026
• 11027
• 11028
• 16029
• 16030

また，監視をお勧めするイベントログメッセージに，イベント ID「16030」のイベン
トログメッセージを追加した。

●メッセージ ID「KDSF0098-W」の対処方法を変更した。

（4） 08-10の変更内容

● JP1/Baseと連携して，JP1/NETM/DMを使用するユーザを管理できる機能を追加し
た。

●ソフトウェアの稼働状況の監視機能で，クライアントでのソフトウェアの稼働時間を
取得できるようにした。また，取得した稼働時間を［ソフトウェア稼働状況］ウィン
ドウで集計する機能を追加した。

●［ファイル操作トレース］ウィンドウで，操作ログを追跡調査できるようにした。

●Microsoft社から提供される更新プログラムや Service Packなどのパッチを取得でき
る機能を追加した。

●クライアントへ HTML形式のメッセージを通知する機能を追加した。

● JP1/NETM/DM Managerの操作を監査ログとして出力できる機能を追加した。

●［操作ログ集計］ウィンドウで，部署ごとに操作ログを集計できるようにした。

●Windows Vistaに対応した次のプログラムを対象製品に追加した。
• JP1/NETM/DM Client
• JP1/NETM/DM Client - Base
• JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature
• JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature
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付録 F　各バージョンの変更内容
●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●稼働監視ポリシーにバージョンおよび世代番号を付けて，どのバージョンの稼働監視
ポリシーが適用されているかがわかるようにした。

●中継システムに直接接続できるクライアント数の説明を変更した。

●データベース容量を見積もるための算出式の説明を，計算対象が明確になるように改
善した。

●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0096-W」の内容を変更した。

● AITファイル作成時に，パッケージ情報ツールから PP識別情報ファイルを生成でき
るようにした。

● AITファイル編集時のメッセージ「AITG123-E」「AITG124-E」「AITG125-E」を追
加した。

（5） 08-02の変更内容

● AMTに対応したコンピュータをクライアントとして使用している場合に，次の機能を
利用できるようにした。
• AMTの電源制御の機能を利用したクライアントの制御
• AMT不揮発性メモリへのホスト識別子の保管

●秘文連携機能でサポートする秘文についての説明を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●［操作ログ一覧］ウィンドウから JP1/秘文の操作ログを参照できる対象製品として，
JP1/秘文 CG Proを追加した。

●あて先グループおよび IDの自動メンテナンスのポリシー情報が記述されたテキスト
形式ファイルを入出力できるようにした。

● IDの自動メンテナンスのポリシー種別に，ユーザインベントリ項目を追加した。

●「Asset Information Manager Limited」のセットアップおよびデータベースの作成方
法を変更した。

● Embedded RDBの一部のデータベース項目についてデータ型を変更し，作成される
データベース容量を削減した。

●運用キーにホスト名を使用したクライアントが接続先の上位システムを名前解決でき
ない場合に，受信した実行要求情報の IPアドレスを基に上位システムを名前解決して
接続できる機能を追加した。

● JP1/NETM/DM Clientをリモートインストールするときに，インストール中のダイア
ログを表示しないようにする設定を追加した。
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（6） 08-00の変更内容

●リレーショナルデータベースのプログラムにMicrosoft SQL Server 2005を使用でき
るようにした。

● JP1/NETM/DM Managerが標準提供するリレーショナルデータベースとして，
「Embedded RDB」を使用できるようにした。また，簡易データベースを未サポート
とした。

●［検索］ダイアログボックスで，ホスト名または IPアドレスをキーにホストを検索で
きるようにした。

●あて先グループの自動メンテナンス機能で，クライアントの OSのサブバージョンご
とにグルーピングできるようにした。

●ソフトウェアの稼働監視機能で，指定したソフトウェアおよびパスの起動を許可する
か抑止するかを選択できるようにした。また，指定した項目以外のすべてのソフト
ウェアの起動を許可するか抑止するかを選択できるようにした。

●ソフトウェアの稼働監視機能で，ファイル操作時の履歴を取得できるようにした。

●クライアントの稼働情報を［操作ログ一覧］ウィンドウで参照できるようにした。

●WUA 2.0を使用して適用済みパッチ情報を取得できるようにした。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。また，英語版のク
ライアントが混在する場合，英語版のMicrosoft Office製品およびウィルス対策製品
の情報も同時に取得できるようにした。

●秘文連携機能を使って JP1/秘文または秘文をリモートインストールしたり，インス
トール済みの JP1/秘文または秘文の詳細情報を取得したりできるようにした。

●［あて先の追加］ダイアログボックス，［パッケージの追加］ダイアログボックス，お
よび［ジョブの保存］ダイアログボックスのサイズを変更できるようにした。

●ユーザインベントリ項目の選択項目の上限を，255個から合計サイズ 51,254バイトへ
変更した。また，階層化されたユーザインベントリ項目の場合は，上位の項目と合わ
せて 102,509バイトの上限も追加した。

●パッケージの分割配布で，中継システムから下位のシステムへの実行状況を上位シス
テムで確認できるようにした。

●クライアントの接続先を自動で変更するタイミングに，ポーリング時を追加した。

● JP1/NETM/Client Security Controlとの連携時にクライアントセキュリティ管理を設
定する機能を追加した。

●WWWブラウザからの JP1/NETM/DMの管理機能，およびWWWブラウザからのク
ライアントインストール機能を未サポートとした。

●差分情報の配布機能を未サポートとした。
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（7） 07-53の変更内容

●WUA 2.0を使用して未適用パッチ情報を取得できるようにした。

●WSUSと連携して，更新プログラムを管理できるようにした。

●適用 OSにWindows Server 2003 (x64)を追加した。

●インストールディレクトリおよびワークディレクトリに「(」および「)」を指定でき
るようにした。

●システム構成情報に重複して登録されているホストを検索して，更新日時が古いホス
トを削除できるようにした。

●クライアントがポーリングを開始するタイミングを遅延させるオプションを追加した。

●ファイアウォール環境で JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Editionを使用す
る設定についての説明を追加した。

●取得できるシステム情報の CPU種別を追加した。

●ソフトウェア情報の取得時に，標準検索リストを使用するかどうかを選択できるよう
にした。

● UNIXのクライアントにパッケージを配布した場合で，外部プログラムを起動させた
ときに，外部プログラムの終了コードをサーバで参照できるようにした。

● JP1/NETM/DMからセキュリティ PCに，セキュリティ PC用のアップデートデータ
をインストールできるようにした。

●情報を取得できるウィルス対策製品を追加した。

●［ジョブの作成］ダイアログボックスの［オプション］パネルの「検索除外ディレクト
リ」，および［コレクトファイル］パネルの「収集パス名」に指定できる環境変数の説
明を追加した。

●リモートインストールマネージャでソフトウェア情報として表示されるときに，形式
が変換されるホットフィックスの名称を追加した。

●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0060-I」「KDSF0090-I」の内容を変更し
た。

●クライアントの基本ログメッセージに「KDSF0097-I」「KDSF0098-W」
「KDSF0099-E」を追加した。

● 64ビット版 JP1/NETM/DM Client Light Editionを追加した。

（8） 07-52の変更内容

●リモートインストールマネージャの［ジョブ実行状況］ウィンドウに，JP1/NETM/
CSCから実行した「メッセージの通知」ジョブを格納するフォルダを作成するように
した。
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●ホスト探索時にホスト名を取得するかどうかを選択できるようにした。また，ホスト
の情報を取得する範囲を選択できるようにした。

●オフラインマシンからMicrosoft Office製品およびウィルス対策製品のインベントリ
情報を取得できるようにした。

●抑止履歴および操作履歴のバックアップを取得する方法についての説明を追加した。

●イベント ID「19003」のイベントログメッセージを追加した。

（9） 07-50の変更内容

● JP1/NETM/Client Security Controlと連携して，システムのセキュリティ対策を強化
できるようにした。

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブで，コンピュータに適用されていないパッチの情報
を取得できるようにした。それに伴って，コンピュータに適用されていないパッチの
情報をリモートインストールマネージャで表示できるようにした。
また，保守コード「3000EF300000」のイベントログメッセージを追加した。

●クライアントのソフトウェアの稼働状況を監視して，ソフトウェアの起動を抑止した
り，操作履歴を取得したりできるようにした。それに伴って，抑止履歴および操作履
歴をリモートインストールマネージャで表示できるようにした。
また，イベント ID「16016」～「16020」のメッセージを追加した。

●管理者からクライアントへ，メッセージを通知できるようにした。

●クライアントで更新されたインベントリ情報が，自動的に上位システムへ通知される
ようにした。

● IDにポリシーを設定することで，新規に追加されたクライアントを自動的に IDへ登
録できる，IDの自動メンテナンス機能を追加した。

● JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Editionを追加した。

●ネットワーク上に存在するホストを探索して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出で
きるようにした。

● JP1/NETM/Asset Information Managerがインベントリ情報の更新を監視するための
情報を，データベースのテーブルに追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。また，適用 OSが
Linuxでバージョンが 07-50以降のクライアントから，ウィルス対策製品の情報を取
得できるようにした。

●リモートインストールマネージャで，ソフトウェア情報として表示されるホット
フィックスの形式を改善した。

●監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処を追加した。

●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0103-I」を追加した。
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●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0060-I」「KDSF0092-E」の内容を変更し
た。

● JP1/NETM/DMが提供する AITファイルを追加した。

（10） 07-11の変更内容

● JP1/NETM/DM Clientがインストールされている PCに，ネットワークを介さないで
ソフトウェアをインストールできるようにした。

●インストールセットを使用して JP1/NETM/DM Clientを上書きインストールできる
ようになったため，インストールセットを使用する場合とWWWブラウザからインス
トールする場合の違いを示す表から，上書きインストールについての記述を削除した。
また，JP1/NETM/DM Clientのセットアップ情報の設定方法に，インストールセット
を使用して上書きインストールする場合の記述を追加した。

●ネットワーク内に存在するホストの情報が記述された CSV形式ファイルを読み込むこ
とで，JP1/NETM/DMがインストールされていないホスト（JP1/NETM/DM未導入
ホスト）を検出できるようにした。

●取得できるシステム情報の CPUタイプに，7種類の CPUを追加した。

●ターミナルサービス環境での JP1/NETM/DMの運用方法についての説明を追加した。

● JP1/NETM/DMのクラスタシステムの OSとして，Microsoft Windows Server 2003, 
Enterprise Editionが対応していることを追加した。

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブで，コンピュータに適用されているパッチの情報を
取得できるようにした。
また，リモートインストールマネージャおよびパッケージセットアップマネージャで，
取得したパッチの情報を表示できるようにした。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●ユーザインベントリ項目の作成時に，コメント欄に指定できない半角記号を「;」（セ
ミコロン）だけにした。

●「ユーザインベントリ情報の転送」ジョブ作成時に，クライアントでユーザインベント
リを設定するダイアログボックスのキャンセルの可否，およびクライアントでユーザ
インベントリを設定したあとの動作を設定できるようにした。

●取得したMicrosoft Office製品およびウィルス対策製品の情報を，CSV形式ファイル
に出力できるようにした。

● AITファイルを作成および使用する場合の注意事項を追加した。

● 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能についての説明を追加した。

● JP1/NETM/DMが提供する AITファイルを追加した。
615



付録 F　各バージョンの変更内容
（11） 07-10の変更内容

● JP1/NETM/Asset Information Managerの操作画面から，ソフトウェアの配布および
配布状況の確認ができることを追加した。

●「クライアントWebインストール」および「スタートアップキット機能支援ツール」
がインストールされた PCに対しては，JP1/NETM/DM Clientをインストールできな
いようにした。

● Administrator権限を持たないユーザがログインしている JP1/NETM/DM 
SubManagerでもリモートインストールができるようにした。

●パッケージを上書きインストールしようとしてエラーが発生した場合に，上書きされ
る側のインストール済みパッケージの情報を保管できるようにした。

●ネットワークアダプタの優先順位の設定に従って，クライアントの IPアドレスを上位
システムに通知できるようにした。

●システム構成に含まれていないホストのインベントリ情報を削除できるようにした。

●取得できるシステム情報に，Intel IPFシリーズの「Intel IPF CPU」および「Intel 
Itanium 2」を追加した。

●取得できるシステム情報に，Windows Installerのバージョン情報「Windows 
Installer」を追加した。また，インベントリビューアで「Windows Installer」を集計
できるようにした。

● JP1/NETM/DMのクラスタシステムの OSとして，Microsoft Windows Server 2003, 
Enterprise Editionを追加した。

●リモートインストールマネージャから，登録したツールを起動できるようにした。

●Windows Installerを使用してインストールするプログラムをサイレントインストー
ルできるようにした。

● UNIX版 JP1/NETM/DM Client 07-10以降に対して，パッケージのインストール後
に，クライアントマシンを自動的に再起動するかどうか指定できるようにした。

●［ジョブ定義］ウィンドウで，［F5］キーを押して選択したジョブを実行したとき，確
認ダイアログボックスが表示されるようにした。

● CPUクロック数の取得方式を変更した。

●ソフトウェア情報として取得できるMicrosoft Office製品を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●リモートインストールマネージャで，ソフトウェア情報として表示されるホット
フィックスの形式を改善した。

●インベントリビューアで，「OSの言語」を集計できるようにした。

●次のコマンドを JP1/NETM/DM SubManagerで実行できるようにした。
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dcmcoll.exe，dcminst.exe，dcmjbrm.exe，dcmjexe.exe，dcmpkrm.exe，
dcmrmgen.exe，dcmrtry.exe，dcmstat.exe，dcmstsw.exe

●保守コード「300097140000」および「30009F070000」のイベントログメッセージの
要因と対処を変更した。

●監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処を記載した。

● JP1/NETM/DM Managerと JP1/NETM/DM SubManagerの機能差異についての記
述を追加した。

●Windows Installerのモジュールを配布するための AITファイルを提供した。

（12） 07-00の変更内容

●Windows 95を JP1/NETM/DM Clientの適用 OS外とした。ただし，07-00より前の
バージョンの JP1/NETM/DM Clientもバージョン 07-00の上位システムに接続でき
るため，OSがWindows 95の場合の説明をマニュアルに記載している。

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブの検索対象ソフトウェアに，「Microsoft Office製品
を検索」と「ウィルス対策製品を検索」が追加された。また，これらの製品名，ウィ
ルス定義ファイルのバージョン，およびウィルス対策製品の常駐設定別に，ホストの
台数を集計できるようにした。

●ソフトウェアのインストーラに自動応答するスクリプトファイル，AITファイルが作
成できるようになった。AITファイルは，配布するソフトウェアとともにパッケージ
ングしてリモートインストールすると，ソフトウェアを自動インストールできる。

●差分情報の取得および差分情報のパッケージングは，07-00以降の JP1/NETM/DMで
は未サポートとした（なお，07-00より前のバージョンの JP1/NETM/DMで作成した
差分パッケージを使用することはできる）。

●クライアントの情報をローカルシステムビューアで確認できるようにした。

●クライアントのシステム監視をして，異常発生時にアラートをローカル PCや上位シ
ステムへ通知できるようにした。

●クライアントから通知されたアラートを，上位システムのアラート情報ファイル，イ
ベントビューア，JP1/IMで確認できるようにした。

●クライアントセットアップのデフォルト値を変更した。

●［リモートインストール　クライアント］アイコンおよび［リモートインストール　ロ
グオンマネージャ］アイコンを，Windowsの［スタートアップ］グループに作成しな
いようにした。

●［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダの作成を選択できるようにした。

●接続先が未定の場合も，「?」を設定することで JP1/NETM/DM Clientが動作するよ
うにした。
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●ジョブの中断と再開について，以下のことをできるようにした。
• ファイル転送の中断ジョブおよびファイル転送の再開ジョブのあて先に，中継マ
ネージャを指定できるようにした。

• JP1/NETM/DM Managerのリモートインストールマネージャで，自システムとそ
の下位システムとのファイル転送を中断および再開できるようにした。

• UNIX版の下位システムとの間で中断および再開できるようにした。
• ファイル転送を中断および再開する dcmsuspコマンドを追加した。

●［ジョブの配布属性］パネルで，ファイル転送が中断中でもジョブを配布するかどうか
設定できるようにした。

●クライアントが非常駐の場合でも，一般ユーザ権限でログオンしたときに，クライア
ントでインストールできなかったパッケージをインストールできるようにした。

● JP1/NETM/DMの Version 7iへのアップグレードと同時にリレーショナルデータベー
スをアップグレードする場合の手順を追加した。

●ソフトウェア検索リストにバージョンを設定しない場合で，検索対象ファイルのバー
ジョンリソースからバージョンを取得できなかったときは，バージョンに「0000」が
設定されるようにした。

●ソフトウェア検索リストを使用した検索時に，サイズが 0バイトのファイルも検索で
きるようにした。

●［ジョブ実行状況］ウィンドウからインベントリビューアを起動し，あて先の詳細情報
を表示できるようにした。

●［システム構成］および［あて先］ウィンドウから集計を実行したとき，ホストおよび
あて先グループの選択状態が，インベントリビューアの［対象選択］ウィンドウに反
映されるようにした。また，［システム構成］および［あて先］ウィンドウから，テン
プレートを指定して集計を実行できるようにした。

●［JP1/NETM/DMアンアーカイバ］，［JP1/NETM/DMパッケージャ］，および
［Package Setup Manager］ウィンドウのフォントを設定できるようにした。

●Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientを，Windows CE .NET 4.1で利用できるよう
にした。
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付録 G　用語解説

（数字）

64ビット版 JP1/NETM/DM Client
JP1/NETM/DMシステムで，OSがWindows Server 2003 (IPF)のコンピュータを，クライアント
として管理するために必要なプログラムです。

64ビット版 JP1/NETM/Remote Control Agent
OSがWindows Server 2003 (IPF)のコンピュータを使用する場合に，リモートコントロールされる
側にインストールするプログラムです。JP1 Version 7iの JP1/NETM/DM Clientのリモートコント
ロールエージェントと同等の機能を持っています。

（英字）

AITファイル
専用のインストーラなどを使用して対話形式でソフトウェアをインストールするときの手順を記録
したファイルで，Automatic Installation Toolを使用して作成します。JP1/NETM/DMでは，一部
の他社ソフトウェア用の AITファイルを提供しています。また，ユーザが AITファイルを作成する
こともできます。

Asset Information Manager Limited
JP1/NETM/DMで取得したインベントリ情報および操作ログを，目的に合わせて集計，検索できる
GUIを提供するコンポーネントです。
「Asset Information Manager Limited」をインストールすることで，リモートインストールマネー
ジャからソフトウェアの稼働情報を管理するウィンドウを起動することもできます。
JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合の，クライアントセキュリティ管理用の GUI
も提供します。

Embedded RDB
JP1/NETM/DM Managerが提供する，組み込み型のリレーショナルデータベースです。JP1/
NETM/DM Managerのインストール時に Embedded RDBを使用するかどうか選択できます。

ID
複数のクライアントあてにリモートインストールをするために，クライアントをグルーピングする
方法の一つです。IDに所属するクライアントは，クライアントまたは配布管理システムで登録しま
す。

ID管理中継
IDジョブおよび IDに属するクライアントを管理する中継マネージャまたは中継システムです。ID
ジョブが実行されると，ID管理中継は IDジョブを自システムに保管し，この IDに属するクライア
ントに対してジョブを実行します。
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IDジョブ
あて先に IDを指定して実行するジョブです。

InstallShield環境削除ツール
インストール環境を初期化するツールです。JP1/NETM/DM Clientのインストール中にエラーが発
生しインストールが中止された場合，再インストールする前に実行します。

JP1/AJS2
JP1/AJS2は，業務を自動的に運用するためのプログラムです。処理を順序付けて定期的に実行した
り，特定の事象が発生したときに処理を開始したりできます。

JP1/Base
JP1/IMの基盤機能を提供するプログラムです。
JP1イベントの送受信や，ユーザの管理，起動の制御などをします。また，JP1/IMシステムのエー
ジェントとしての役割も持ちます。
JP1/Baseは，JP1/IM - Managerの前提プログラムです。

JP1/Cm2または HP OpenView
ネットワークの障害管理，構成管理および性能管理を実現するプログラムの総称です。

JP1/IM
JP1/IMは，分散システムを集中的に監視するためのプログラムです。分散システム内での業務の実
行状況や障害などの情報は，JP1イベントとして，JP1/IMに送られます。JP1/IMは，JP1イベン
トを登録，管理し，システム管理者の端末に表示します。

JP1/NetInsight II -PortDiscovery
ネットワークに接続している機器の情報を収集し，ネットワークの構成の一覧を作成するプログラ
ムです。ネットワークに接続されている機器の種別や IPアドレスなどの情報を一覧形式で確認でき
ます。また，定期的にネットワークの構成情報を収集したり，不正な接続を監視したりすることも
できます。

JP1/NETM/Asset Information Manager
ネットワーク装置を含めたハードウェア情報，ソフトウェア情報，契約情報などをデータベースに
一元管理することで，資産の導入，ソフトウェアのライセンス管理，機器の保守などに伴う IT資産
管理業務の合理化および管理コストの低減を支援するプログラムです。

JP1/NETM/Audit - Manager
内部統制の有効性を評価するために必要な証跡記録を一元管理し，内部統制の報告書作成や監査業
務を支援するプログラムです。ユーザ情報やシステム構成の変更などの証跡記録を利用して，業務
の正当性を確認したり，リソースへの操作やアクセス状況を監査したりできます。

JP1/NETM/DMシステム
JP1/NETM/DMがインストールされたホストで構成されるネットワーク全体のことです。

JP1/NETM/DM未導入ホスト
JP1/NETM/DMがインストールされていないホストです。
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JP1/秘文 CG Pro
Microsoft Office文書を暗号化して専用の USBメモリに格納し，持ち出したMicrosoft Office文書
を USBメモリにインストールされた専用ツールでしか閲覧・編集できないようにする製品です。
JP1/秘文 CG Proを使用することで，外部に持ち出した USBメモリからの情報流出を防止できま
す。JP1/秘文と連携して操作ログを取得する場合，管理対象のクライアントにインストールします。

JP1/秘文 IC
データを暗号化する製品です。JP1/秘文の操作ログを取得する場合，管理対象のクライアントにイ
ンストールします。

JP1/秘文 IF
データを外部媒体に格納して持ち出すことを禁止（または許可）する製品です。JP1/秘文の操作ロ
グを取得する場合，管理対象のクライアントにインストールします。

JP1/秘文 IS
ファイルサーバと連携して，ファイルサーバ上の共有機密フォルダに対するアクセスを制御する製
品です。JP1/秘文の操作ログを取得する場合，管理対象のクライアントにインストールします。

JP1イベント
システム内で何らかの事象が発生した際に，その事象に関して JP1/Baseに通知される情報です。

JP1ユーザ
JP1/Baseと連携してユーザ管理をする場合に，JP1/NETM/DMのユーザ認証に使用するアカウン
トの名称です。JP1/Baseがインストールされた認証サーバで設定します。JP1ユーザは，JP1/IM
や JP1/AJS2でのユーザ認証にも使用されています。

Microsoft SQL Server
Windows NT上で動作する，Microsoft社のリレーショナルデータベース管理システムです。JP1/
NETM/DMの情報を管理するリレーショナルデータベース管理システムとして，Microsoft SQL 
Serverが使用できます。

SQL
リレーショナルデータベース用の言語の一種です。構造化照会言語とも呼ばれます。

Visual Test
Windows環境で動作するアプリケーションプログラムのデバッグ作業を支援するプログラムです。

Wake on LAN
Wake on LANは LANで接続されたネットワーク上のマシンに対して，ネットワーク経由でほかの
マシンからリモートで起動するための規格です。

Windows CE版 JP1/NETM/DM Client
JP1/NETM/DMシステムで，OSがWindows CEの PDAを，クライアントとして管理するために
必要なプログラムです。

Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Client
JP1/NETM/DMシステムで，OSがWindows Server 2008およびWindows Vistaのコンピュータ
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を，クライアントとして管理するために必要なプログラムです。また中継システムとしても使用で
きます。

（ア行）

アーカイブ
複数のファイルを一つにまとめることです。

あて先グループ
複数のクライアントあてにリモートインストールするためにクライアントをグルーピングする方法
の一つです。業務や組織ごとなど配布目的に合わせ，配布管理システムからホストをグルーピング
します。

アプリケーションゲートウェイ方式
ファイアウォール実現方式の一つです。パケットの中継を禁止して，アプリケーションゲートウェ
イでアクセスを制御します。外部から内部にアクセスする場合には，ゲートウェイのログインとパ
スワードを入力させ，内部に直接アクセスできないようにします。

アラート通知
「アラート」とは，プログラムから表示されるメッセージの一つです。ユーザの操作によって，何ら
かの問題や重大なエラーが発生するおそれのある場合，ユーザに対して注意を促したり警告を与え
たりするために表示されます。
JP1/NETM/DMでは，クライアントのシステム監視中にハードウェアの異常などを検知した場合
に，ポップアップメッセージなどでユーザに通知することを「アラート通知」と呼びます。

アンアーカイバ
リモートコレクト時に，アーカイブされたファイルや，圧縮されたファイルを元の形式に復元する
ためのプログラムです。

インストールスクリプト
インストール処理の手順を記述したスクリプトで，クライアントで実行します。パッケージを作成
するときに，自動的に生成されます。ユーザ独自のインストールスクリプトを作成してユーザ固有
の処理をすることもできます。

インストールソフトウェア情報
「Asset Information Manager Limited」で，各機器にインストールされているソフトウェアを管理
するための情報です。
インストールソフトウェア情報は，配布管理システムで管理しているインベントリ情報などを
「Asset Information Manager Limited」のデータベースに取り込んで利用するための情報です。
そのため，ソフトウェアの名称およびバージョンは，JP1/NETM/DMなど，情報の取り込み先で管
理されている内容となります。

インストールソフトウェアリスト
「Asset Information Manager Limited」で，各機器にインストールされているソフトウェアの名称
を管理するための情報です。また，インストールソフトウェアに対する各種設定を管理するために
も使用します。
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インストールタイミング
パッケージをクライアントにインストールするタイミングです。クライアントの起動時にインス
トールする「システム起動時インストール」，またはパッケージがクライアントに転送された時点で
インストールする「通常インストール」を選択できます。

インストールモード
クライアントでのパッケージのインストール方法です。インストーラを使用する「GUIインストー
ルモード」，インストーラを使用しないでファイルのコピーだけでインストールする「バックグラウ
ンドインストールモード」の 2種類があります。

インベントリ情報
クライアントでのハードウェアの使用状況やインストールされているソフトウェアの種類など，ク
ライアントの管理に必要な情報です。インベントリ情報は，配布管理システムからジョブを実行し
て取得します。

インベントリビューア
クライアントから取得したインベントリ情報の表示や集計ができるウィンドウで，多様なレポート
機能を持っています。JP1/NETM/DM Managerで使用できます。

オフラインインストール
インストール媒体を使用することで，ネットワークを介さないでソフトウェアをインストールする
機能です。

オフラインフォルダ
オフラインマシンから取得したインベントリ情報および稼働情報を管理するフォルダです。［システ
ム構成］ウィンドウおよび［あて先］ウィンドウに，「{OFFLINE}」という名称で表示されます。

オフラインマシン
JP1/NETM/DMのシステム構成情報に登録していない，Windowsのクライアントです。例えば，
次のような PCです。
• スタンドアロンで使用していて，JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールしてい
る PC

• ネットワーク内で JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールしているが，JP1/
NETM/DMのシステム構成情報に登録していない PC

なお，オフラインマシンからもインベントリ情報と稼働情報を取得できます。また，オフラインマ
シンにソフトウェアをインストールすることもできます。

オフラインマシン情報
オフラインマシンから取得したインベントリ情報と稼働情報のことです。

（カ行）

外部メディア操作
ソフトウェアの稼働状況の監視対象の一つです。USB接続メディア，内蔵 CD/DVDドライブ，内
蔵 FDドライブ，IEEE 1394接続メディア，および内蔵 SDカードスロットを介した書き込みまた
は読み出しを，外部メディア操作として抑止します。
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また，これらの外部メディアの接続および切断（取り外し）を，外部メディア操作の履歴として取
得します。ただし，内蔵 FDドライブの操作は履歴取得の対象外となります。

稼働監視ポリシー
ソフトウェアの稼働状況を監視する場合に設定する条件です。起動を抑止するソフトウェアや，履
歴を取得する操作を設定します。

監査ログ
JP1製品が共通で出力するログです。「だれが」，「いつ」，「どのような操作を実行したか」を示しま
す。出力された監査ログは JP1/NETM/Audit - Managerで管理され，システムの内部統制の評価と
監査に利用されます。

キャビネット
配布管理システムにあるパッケージを保管するための領域です。

業務フィルター
「Asset Information Manager Limited」で，ユーザ権限に応じて，操作画面から実行できる処理を
制限する機能です。
各操作画面の構成要素（ボタン，検索条件，編集項目など）を，ユーザ権限に応じて変更します。

クライアント
JP1/NETM/DM Client（クライアント）がインストールされたマシン，または JP1/NETM/DM 
Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライアント機能がインストールされ
たマシンのことです。配布管理システムから直接，または中継するシステムを介してリモートイン
ストールされるソフトウェアを受信し，自システムにインストールしたり，インストール結果を配
布管理システムへ通知したりできます。

クライアント制御
ネットワーク経由で，手元の PCから離れた場所にある PCを起動したり，シャットダウンしたりす
る機能です。この機能を使って，JP1/NETM/DMでは，深夜や休日などの電源が入っていない状態
の PCに対してソフトウェアをリモートインストールできます。クライアント制御を利用するには，
PCが AMTまたはWake on LANに対応し，さらに自動シャットダウンに対応していることが必要
です。

検索パターン
［操作ログ一覧］ウィンドウで操作ログを検索するための検索条件を保存したものです。主な検索目
的に使用する検索パターンは，デフォルトで登録されています。また，デフォルトで登録されてい
る検索パターンを編集したり，新規に登録したりすることもできます。

更新プログラム
Microsoft Updateで提供される，OSやMicrosoft Office製品などの更新プログラムです。JP1/
NETM/DMで適用情報を収集できる「パッチ」も，更新プログラムに含まれます。

コレクトスクリプト
クライアントが実行するリモートコレクト処理の手順を記述したスクリプトです。Windowsの上位
システムからリモートコレクトする場合は，ジョブ作成時に自動的に作成されます。UNIXの上位
システムからリモートコレクトする場合は，クライアント側のユーザが独自にコレクトスクリプト
を作成することによって，ユーザ固有の処理をさせることができます。
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コレクトファイル
クライアントからリモートコレクトで収集したファイルです。

（サ行）

削除ソフトウェア管理テーブル
ソフトウェアインベントリ辞書から削除したソフトウェアの情報が登録される内部テーブルです。
「ファイルを検索」を指定して「ソフトウェア情報の取得」ジョブを実行した場合，各ホストから通
知されるソフトウェア情報が削除ソフトウェア管理テーブルに登録されているときは，ソフトウェ
アインベントリ辞書には追加されません。また，各ホストのソフトウェアインベントリ情報にも追
加されません。

資源登録システム
リモートインストールするソフトウェアを配布管理システムに登録するプログラムです。Windows
の JP1/NETM/DMシステムのパッケージャに相当します。UNIXの JP1/NETM/DMの用語です。

資産情報
「Asset Information Manager Limited」で，ハードウェアおよびソフトウェアを管理するための情
報です。

システム監視
あらかじめ設定した条件に従って，クライアントが特定のハードウェアの状態を監視する機能です。
システム監視中は，ローカルシステムビューアの［システム監視の状態］パネルに監視対象の状態
が表示されます。また，監視対象に異常が発生した場合は，アラートメッセージやアイコンの変化
によってユーザにアラートを通知します。クライアントが上位システムに接続している場合は，上
位システムへアラートを通知することもできます。

［システム監視］アイコン
タスクバーの通知領域に表示されるアイコンです。アイコンの状態から，システム監視機能の状態
とアラート通知の有無が確認できます。また，［システム監視］アイコンをダブルクリックすると，
ローカルシステムビューアを起動できます。
［システム監視］アイコンを表示するには，クライアントセットアップの［システム監視］パネル
で，「システム監視アイコンをタスクバーの通知領域に表示する」を選択します。

システム情報
JP1/NETM/DMシステムを構成するホストのハードウェアの情報です。配布管理システムからジョ
ブを実行して取得します。

自動メンテナンスポリシーファイル
あて先グループおよび IDの自動メンテナンスのポリシーが記述されたテキスト形式ファイルです。

集計
JP1/NETM/DM Managerで管理している情報の種類ごとに，該当するホストの数を表示する機能で
す。リレーショナルデータベースで情報を管理しているときに使用できます。

上位システムアドレス格納ファイル
ホスト名と IPアドレスの対応が記述された設定ファイルです。ホスト名運用のクライアントが上位
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システムを名前解決できないときに，上位システムの IPアドレスを認識するために使用されます。

ジョブ
JP1/NETM/DMの機能の実行単位です。ジョブには次の 21種類があります。
• パッケージのインストール
• 中継システムまでのパッケージ転送
• 中継システムのパッケージ一括削除
• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• 中継サーバからのコレクトファイル収集
• 中継サーバのコレクトファイル削除
• クライアントユーザによるインストール
• システム構成情報の取得
• システム情報の取得
• ソフトウェア情報の取得
• ユーザインベントリ情報の転送
• ユーザインベントリ情報の取得
• レジストリ取得項目の転送
• 中継サーバからの結果通知保留
• 中継サーバの結果通知の保留解除
• ファイル転送の中断
• ファイル転送の再開
• メッセージの通知
• ソフトウェア稼働監視の制御
• ソフトウェア稼働情報の取得

セキュリティ PC
ハードディスクや FDなどの外部記憶装置を持たない，最低限の機能だけを備えた PCです。エー
ジェントに接続してアプリケーションソフトやファイルをリモートコントロールできます。セキュ
リティ PC用のアップデートデータは，JP1/NETM/DMを使ってリモートインストールできます。

全あて先
あて先の種類の一つです。マネージャから中継マネージャ配下のホストすべてに対してジョブを実
行するときに指定します。

操作履歴
クライアントで操作されるソフトウェアおよびファイルの情報です。操作履歴には，次の種類があ
ります。
• プロセスの起動
• プロセスの停止
• キャプションの変更
• アクティブウィンドウの変更
• マシンの起動 /停止
• ログオン /ログオフ
• ファイル操作
• Webアクセス
• 印刷操作
• 外部メディア操作
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操作ログ
JP1/NETM/DMで取得した抑止履歴，操作履歴，および JP1/秘文 LogManagerのデータベースに
格納されているユーザ操作ログを，［操作ログ一覧］ウィンドウで確認する際，表示される情報をま
とめて操作ログと呼びます。

［操作ログ一覧］ウィンドウ
配布管理システムで取得したクライアントの稼働情報のうち，ソフトウェアの起動や印刷操作の抑
止履歴，およびソフトウェアやファイルの操作履歴を，さまざまな条件で抽出し，参照できる画面
です。

ソフトウェアインベントリ辞書
JP1/NETM/DMで管理するソフトウェアを設定する辞書です。「ファイルの検索」で取得したソフ
トウェアの中から，管理対象とするソフトウェアを選択できます。また，インベントリビューアで
ライセンスを管理する場合に必要な，ライセンス情報を設定できます。

ソフトウェア検索リスト
ソフトウェア情報の取得に使用するリストです。JP1/NETM/DMが標準提供する「標準検索リス
ト」と，ユーザが任意に編集できる「ユーザ指定検索リスト」があります。

ソフトウェア情報
JP1/NETM/DMシステムを構成するホストにインストールされているソフトウェアの情報です。配
布管理システムからジョブを実行して取得します。

（タ行）

中継システム
配布管理システムとクライアントの間で，リモートインストールやインベントリ情報の収集などの
ジョブを中継する JP1/NETM/DM Clientのことです。

中継するシステム
配布管理システムとクライアントの間で，リモートインストールやインベントリ情報の収集などの
ジョブを中継するプログラムの総称です。

中継マネージャ
配布管理システムを階層化したシステムで，最上位の配布管理システム（マネージャ）の配下に位
置する JP1/NETM/DM Managerのことです。配布管理システムとクライアントの間で，リモート
インストールやインベントリ情報の収集などのジョブを中継できます。

重複ホスト
ホスト識別子を使用して運用している場合に，ホスト識別子が再生成されたためにシステム構成情
報に重複して登録された，同一のホストのことです。

ディレクトリ情報
Active Directoryから取得するユーザ情報やコンピュータ情報のことです。取得したディレクトリ情
報は，ジョブのあて先に指定したり，インベントリビューアでクライアントの情報を参照するため
に使用したりできます。
627



付録 G　用語解説
データベースマネージャ
データベースマネージャには，JP1/NETM/DM Manager用と「Asset Information Manager 
Limited」コンポーネント用の 2種類があります。
JP1/NETM/DM Manager用のデータベースマネージャは，JP1/NETM/DM Managerのコンポーネ
ントの一つで，JP1/NETM/DMで使用するリレーショナルデータベースを作成したり，メンテナン
スをしたりできます。
「Asset Information Manager Limited」コンポーネント用のデータベースマネージャは，「Asset 
Information Manager Limited」のサブコンポーネントで，「Asset Information Manager Limited」
のリレーショナルデータベースを作成したり，メンテナンスをしたりできます。

ドメイン
ネットワーク内のホストおよびユーザを管理する単位です。

（ナ行）

認証サーバ
JP1/Baseを使用した，JP1ユーザのアクセス権限を管理するサーバです。一つのユーザ認証圏に 1
台設置する必要があります。このサーバを利用して JP1ユーザを一括で管理します。JP1/Baseと
連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する場合，JP1ユーザをこのサーバに登録する必要があり
ます。

ネットワーク構成情報ファイル
ネットワークに接続されているホストの IPアドレス，MACアドレス，サブネットマスクなどの情
報を記述した CSV形式ファイルです。

ネットワーク情報
「Asset Information Manager Limited」で，各機器のネットワーク上の位置を管理するための情報
です。ネットワーク情報は，「IPアドレス」，「MACアドレス」，「ノード名」，「コンピュータ名」な
どを表します。

（ハ行）

配布管理システム
リモートインストールするソフトウェアを保管し，リモートインストールの実行を指示するプログ
ラムです。リモートインストールの状況や結果，各ホストにインストールしてあるソフトウェアな
どを確認できます。

パケットフィルタリング方式
ファイアウォールを通過するパケットを制限する，ファイアウォール実現方式の一つです。内部か
ら外部へのアクセスは許可して，外部から内部へのアクセスは禁止するといった運用ができます。
また，インターネットにアクセスする端末を限定できます。

パッケージ
リモートインストールをするソフトウェアの単位です。パッケージは，配布管理システムのキャビ
ネットに保管されます。
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パッケージ種別
パッケージの種類を示します。「ユーザプログラム，データ」，「日立プログラムプロダクト」，およ
び「他社ソフトウェア」の 3種類があります。

パッケージセットアップマネージャ
配布管理システム，または中継システムから受け取ったソフトウェアを，クライアント側で任意に
選択してインストールするための機能です。インストールを拒否したり，インストール先のディレ
クトリを変更したりできます。

パッケージャ
リモートインストールするソフトウェアを配布管理システムに登録するプログラムです。

パッケージング
パッケージャを使用して，パッケージを作成することです。

パッチ情報ファイル
Microsoft社のサーバからパッチを取得するための情報が記載されたファイルです。JP1/NETM/DM
でパッチを取得する場合に必要です。パッチ情報ファイルは，JP1/NETM/DMが日立Webサーバ
に接続して取得します。Microsoft社からのパッチの提供状況に応じて更新されます。

日立Webサーバ
Microsoft社からパッチを取得するために必要な，パッチ情報ファイルを提供するサーバです。日立
Webサーバは，弊社サポートサービスが提供しています。日立Webサーバへの接続には，弊社サ
ポートサービスの契約による認証情報が必要です。

秘文連携機能
AITファイルを使用して，インストール済み JP1/秘文および秘文の詳細情報を取得したり，JP1/
秘文および秘文のインストール可否をチェックしたりする機能です。また，JP1/秘文および秘文関
連のログも収集できます。

ファイアウォール
インターネットと内部システムの境界に設置して，外部からの不正なアクセスが内部システムへ侵
入することを防ぐものです。

複数 LAN接続
複数の LANで構成されたシステムに対応する JP1の機能です。この機能を使うと，複数の LANに
接続されたホスト上で，JP1の通信に使う LANを設定できます。システムやほかのアプリケーショ
ンとは別に JP1独自に通信設定できるので，多様なネットワーク構成や運用方法に柔軟に対応でき
ます。なお，複数の LANに接続したホストを，マルチホームホストや複数 NICのホストと呼ぶこ
ともあります。
JP1/NETM/DMでは，次の複数 LAN接続の環境での運用をサポートしています。
• 複数のネットワークに分かれている環境
• ネットワークが多重化されている環境

部署情報
「Asset Information Manager Limited」で，資産管理システムを利用する部門など，組織を管理す
るための情報です。部署情報は，「部署名」，「部署コード」，「原価コード」などを表します。
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分割配布
ネットワークに負荷を掛けないためにユーザが指定したサイズで分割して転送し，かつ転送と転送
の間にインターバル（転送休止時間）を置きながら配布する方法です。サイズは，セットアップ時
とジョブの作成時，さらにパッケージの転送途中の中継地点でも指定できます。大容量のパッケー
ジを配布する場合に有効です。

変更履歴
「Asset Information Manager Limited」で，機器のメモリサイズやディスク容量の変更を管理する
ための情報です。CPU，メモリ，ディスクが物理的に不当に変更されていないかどうかを確認でき
ます。 
変更履歴は，「変更日付」，「ディスク容量」，「メモリサイズ」，「CPU」などを表します。

ホスト
JP1/NETM/DMでの操作の対象となる，ネットワークを構成する PCまたはWSです。

ホスト識別子
システム内でホストを一意に識別できるキーです。ネットワーク構成に左右されないため，システ
ム管理者がホストを管理する負担を軽減できます。ホスト識別子を利用するにはリレーショナル
データベースが必要です。

ホスト探索
指定したネットワークの範囲内に存在するホストを探索する機能です。JP1/NETM/DM未導入ホス
トを検出するときに実行します。

ポリシー
システム構成情報の自動反映機能によって新規にシステム構成に追加されたホストを，自動的にあ
て先グループまたは IDに振り分けるために，あらかじめ設定しておく条件です。

（マ行）

マネージャ
配布管理システムを階層化しているシステムで，システムの最上位に位置する JP1/NETM/DM 
Managerのことです。

マルチキャストアドレス
各マルチキャストグループに固有の IPアドレスです。マルチキャスト配布の送信側と受信側のセッ
トアップで設定します。

マルチキャストグループ
マルチキャスト配布をするとき，ジョブの配布先となる概念上のグループです。マルチキャストア
ドレスというグループ固有の IPアドレスを持っています。上位システムがマルチキャストグループ
にジョブのパケットを送信すると，そのグループに所属している各クライアントに，パケットが配
信されます。

マルチキャスト配布
ジョブの配布方式の一つです。IPマルチキャストプロトコルを利用して，上位システムから特定多
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数のクライアントへパケットを送信します。クライアントの数に関係なく，上位システムはマルチ
キャストグループ 1か所だけにジョブのパケットを送信すればよいため，通信量を削減できます。

未適用パッチ情報
クライアントに適用されていないパッチの情報です。JP1/NETM/DMでは，次の情報を未適用パッ
チ情報として扱います。
• Microsoft Updateによって提供されるセキュリティに関する更新プログラムのうち，クライアン
トに適用されていない更新プログラムの情報

• MBSAのmbsacli.exeコマンドを実行したスキャン結果のうち，最新のパッチが見つからなかっ
た情報（スキャン結果で「NOT Found」と表示される情報）

（ヤ行）

ユーザインベントリ項目
ユーザインベントリ情報の入力項目です。配布管理システムで作成したユーザインベントリ項目は，
ジョブを実行してクライアントに配布します。

ユーザインベントリ情報
クライアント独自の情報（氏名や PCの製造番号など）です。配布管理システムからジョブを実行
して取得します。

ユニキャスト配布
ジョブの配布方式の一つです。上位システムからクライアントへ 1対 1でパケットを送信します。
上位システムは，送信先のクライアントごとにジョブのパケットを送信する必要があるため，パ
ケットの送信数は，クライアント数の増加に対応して増大します。

抑止履歴
クライアントで，ソフトウェアの起動，および印刷が抑止された履歴です。

（ラ行）

リモートインストール
パッケージングされたソフトウェアを，配布管理システムからクライアントシステムに転送し，イ
ンストールする機能です。

リモートインストールマネージャ
配布管理システムの GUI部分のプログラムです。

リモートコレクト
クライアントにあるファイルを，配布管理システムに収集する機能です。配布管理システムから指
示します。

リモートコントロール
配布管理システムから，クライアントを遠隔操作する機能です。
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リモートコントロールエージェント
リモートコントロールで，リモートコントロールマネージャから遠隔操作される側の PCで実行さ
せるプログラムです。

リモートコントロールマネージャ
リモートコントロールで，リモートコントロールエージェントの遠隔操作を指示する側のプログラ
ムです。

リレーショナルデータベース
JP1/NETM/DM Managerの情報の管理に使用するデータベースです。Embedded RDB，Microsoft 
SQL Server，または Oracleを使用できます。

レコーダファイル
専用のインストーラなどを使用して対話形式でソフトウェアをインストールするときの手順を記録
したファイルです。JP1/NETM/DMでは，一部の他社ソフトウェア用のレコーダファイルを提供し
ています。また，ユーザがレコーダファイルを作成することもできます。

ローカルシステムビューア
クライアントのハードウェアやソフトウェアに関する情報が参照できるウィンドウで，システム監
視の状態，アラート履歴，システム情報，およびインストールされたソフトウェアが表示されます。
これらの情報は，クライアントが上位システムと接続していなくても閲覧できるため，クライアン
トユーザによるローカルなシステム管理に利用できます。
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検索したホストを [あて先 ]ウィンドウにコ
ピーする 360
検索したホストをシステム構成情報から削除
する 361
検索パターン（用語解説） 624
検索用接続コネクション数 445

こ

更新がないクライアントを自動的に削除する 
369
更新プログラム（用語解説） 624
コレクトスクリプト（用語解説） 624
コレクトファイル（用語解説） 625
コンポーネント情報として取得できるインベ
ントリ情報 536
コンポーネントの構成 4

さ

サーバ 595
[サーバカスタマイズオプション ]パネル 
113
[サーバセットアップ ]ダイアログボックス 
442
サーバ通知ファイルの送信タイミング 147
サーバをセットアップする 105
サービスの作成 240
サービスの設定 505
サービスの設定（HTTP Gateway） 602
サービスの設定（サーバのインストール） 42
[サービスの設定 ]ダイアログボックス 594
サービス名 444
サイトの追加（Microsoft Internet 
Information Services 6.0の場合） 507
サイトの追加（Microsoft Internet 
Information Services 7.0の場合） 512
削除したクライアントの情報を参照する 361
削除ソフトウェア管理テーブル（用語解説） 
625
削除日時 408
削除要因 407
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408
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資源登録システム（用語解説） 625
資産情報（用語解説） 625
資産情報として取得できるインベントリ情報 
527
資産情報の引き当て 1 454
資産情報の引き当て 2 455
資産情報の引き当てキー 453
システム監視（用語解説） 625
[システム監視 ]アイコン（用語解説） 625
[システム監視 ]パネル 208
システム構成から削除 361
[システム構成関連 ]パネル（サーバセット
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[システム構成関連 ]パネル（中継システム
セットアップ） 170
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350
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システム構成情報と IDを連携させる運用 
344
システム構成情報の削除履歴 123
[システム構成情報の削除履歴 ]ダイアログ
ボックス 407
システム構成情報の削除履歴を管理する 407
システム構成情報の自動登録方法 303
システム構成情報の自動反映（サーバセット
アップ） 122
システム構成情報の自動反映（中継システム
セットアップ） 170
システム構成情報の自動メンテナンス 369
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の注意事項 372
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ファイル 372
システム構成情報の手動メンテナンス 354
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システム構成情報のバックアップ 307
システム構成情報のリストア 307
システム構成情報ファイル 327
システム構成情報ファイルを作成する 307
システム構成情報編集時の注意事項 306
システム構成情報を作成する 300
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な TCP/IP環境の設定 303
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事項 304
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307
システム構成情報をファイルに出力する 309
システム構成情報を変更する 314
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システム構成変更時の連携（サーバセット
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システム構成変更時の連携（中継システム
セットアップ） 171
システム構成を自動登録する 188,203
システム構築時の注意事項 306
システム情報（用語解説） 625
実行要求を送信した上位システムを接続先に
自動設定する 187
自動メンテナンスポリシーファイル 397
自動メンテナンスポリシーファイル（用語解
説） 625
自動メンテナンスポリシーファイルの入出力
方法 397
自動メンテナンスポリシーファイルの編集方
法 398
集計（用語解説） 625
上位システム 161
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説） 625
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上位マネージャの指示による削除 408
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アップ） 206
[障害関連 ]パネル（サーバセットアップ） 
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初期化パラメタファイルのチューニング 241
ジョブ（用語解説） 626
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ジョブ保留機能 211
ジョブを削除する時刻を指定する 115
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[処理中ダイアログ ]パネル（クライアント
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セキュリティ PC（用語解説） 626
セッション情報の設定（Asset Information 
Manager Limitedのサーバセットアップの
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接続先（Internet Gateway） 588
接続先（クライアントセットアップ） 186
接続先以外からファイル転送の中断・再開
ジョブを受け付ける 116
接続先以外の定期実行ジョブを抑止する 213
接続先の設定（パッケージャ） 49,84
接続先の設定（リモートインストールマネー
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[接続先 ]パネル（クライアントセットアッ
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[接続先 ]パネル（中継システムセットアッ
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[接続先 ]パネル（中継マネージャセット
アップ） 145
[接続する JP1/NETM/DM Manager]パネル 
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設置場所情報として取得できるインベントリ
情報 539
設置場所別 IPグループを使用した設置場所
の設定 449
セットアップ項目の確認 601
[セットアップ ]ダイアログボックス 440
[セットアップの保護 ]パネル 225
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操作履歴（用語解説） 626
操作ログ（用語解説） 627
[操作ログ一覧 ]ウィンドウ（用語解説） 627
操作ログ一覧の検索期間の警告 450
操作ログの検索結果取得件数 450
[属性の変更 ]ダイアログボックス 316
ソケットコネクション 204
ソフトウェアインベントリ辞書（用語解説） 
627
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アップ） 112
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タスクスケジューラに登録されるタスクの設
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タスク「データメンテナンス」で実施する作
業の指定 515
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タスクの種類 514
タスクのスケジュールの変更 520
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中継システム（用語解説） 627
[中継システムカスタマイズオプション ]パ
ネル 165
中継システムであて先を誤って追加した場合
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中継システムでの IDの運用方法 334
中継するシステム（用語解説） 627

中継マネージャ（用語解説） 627
中継マネージャでの IDの管理 332
中継マネージャの基本設定をセットアップす
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中継マネージャの詳細設定をセットアップす
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中継マネージャ配下のシステム構成情報を取
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重複しているクライアントを自動的に削除す
る 371
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重複ホスト（用語解説） 627
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通信エラー発生時のリトライ回数 205
通信エラー発生時のリトライ間隔 205
[通信関連 ]パネル（クライアントセット
アップ） 199
[通信関連 ]パネル（サーバセットアップ） 
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[通信関連 ]パネル（中継システムセット
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通信設定 598
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[通信リトライ ]パネル 203
[通知ダイアログ ]パネル 192
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定期実行ジョブ 213
ディレクトリ情報（用語解説） 627
ディレクトリの参照の設定 512
データキャッシュ 237
データソースまたはネット・サービスを作成
する（Asset Information Manager Limited
のデータベースの場合） 494
データベースインスタンスの作成 240
データベース環境のチューニング 237
[データベース環境 ]パネル 107
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トアップの場合） 443
データベースの種類の変更 545
データベースの設定 35
データベースのパスワードを変更する
（Embedded RDB） 272
データベースの容量概算（Asset 
Information Manager Limitedのデータベー
スの場合） 478
データベースマネージャ 243,277,465
データベースマネージャ（用語解説） 628
データベースを CSV形式ファイルからリス
トアする（Asset Information Manager 
Limitedのデータベースの場合） 484
データベースを CSV形式ファイルでバック
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Limitedのデータベースの場合） 481
データベースをアップグレードする（Asset 
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スの場合） 479
データベースをアップグレードする
（Embedded RDB） 255
データベースを再編成する（Embedded 
RDB） 267
データベースを新規作成する（Asset 
Information Manager Limitedのデータベー
スの場合） 467
データベースを新規作成する（Embedded 
RDB） 245
データベースを新規作成する（Microsoft 
SQL Serverまたは Oracleの場合） 279
データベースをバックアップから復元する
（Embedded RDB） 265
データベースをバックアップする
（Embedded RDB） 261
適用 OS 2
転送休止時間（クライアントセットアップ） 
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転送休止時間（サーバセットアップ） 112

転送休止時間（中継システムセットアップ） 
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同時接続下位システム数の設定 44
同時接続コネクション数 445
同時に接続できる下位システム数 114
同時に接続できるクライアント数 165
同時利用ログイン数 446
ドメイン（用語解説） 628
トランザクションログ 239
トランザクションログの設定（Microsoft 
SQL Server） 239
取り込む情報の種別 456
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[名前の変更 ]ダイアログボックス 316
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認証サーバ（用語解説） 628

ね

ネットワーク構成情報ファイル（用語解説） 
628
ネットワーク情報（用語解説） 628
ネットワーク情報として取得できるインベン
トリ情報 533
[ネットワーク接続 ]パネル 135
ネットワークプロトコルの設定 236
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ハードウェア資産情報として取得できるイン
ベントリ情報 530
配布管理システム（用語解説） 628
配布管理システムからファイルを使ってクラ
イアントを IDに登録する 336
配布管理システムを階層化したシステムでの
IDの運用方法 331
パケットサイズ（サーバセットアップ） 119
パケットサイズ（中継システムセットアッ
プ） 170
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パケットフィルタリング方式（用語解説） 
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パスワードを設定する 226
パッケージ（用語解説） 628
パッケージ種別（用語解説） 629
パッケージセットアップマネージャ（用語解
説） 629
パッケージのインストールエラー時にインス
トール履歴を保管する 218
パッケージの分割配布（クライアントセット
アップ） 217
パッケージャ（用語解説） 629
パッケージング（用語解説） 629
パッチ情報として取得できるインベントリ情
報 537
パッチ情報ファイル（用語解説） 629
パッチリストとして取得できるインベントリ
情報 537
ハンドラマッピングの設定 512
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引き当たらなかった資産の新規登録 455
非常駐でジョブ実行またはパッケージセット
アップマネージャを使用する 228
日立 PPインストールワークディレクトリを
インストール時に作成・削除する 219
日立Webサーバ（用語解説） 629
日付によるホストの検索方法 356
必要なプログラムとシステム構成（リレー
ショナルデータベース） 230
秘文連携機能（用語解説） 629
表示件数欄の表示 447
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ファイアウォール（用語解説） 629
ファイルからあて先グループを作成する 322
ファイルからシステム構成情報を作成する 
309
ファイル転送バッファサイズ 200
ファイルを使ってクライアントを IDに登録
する 338
複数 LAN接続（用語解説） 629

複数の上位システムへのポーリング形態 197
複数の上位システムへポーリングする 
162,187
複数のネットワークアダプタを設定する 201
複数の配布管理システムで同じ IDを管理す
る場合 332
部署削除用の「ゴミ箱」部署 ID 447
部署情報（用語解説） 629
部署情報として取得できるインベントリ情報 
539
部署単位で操作ログを集計するための設定 
523
部署別 IPグループを使用した部署の設定 
448
不要なクライアントを削除する例 366
プロキシ 596
プロキシおよびファイアウォール 585
プログラムの適用 OSとコンポーネントの構
成 2
プロシージャキャッシュ 237
分割サイズ 218
分割配布（用語解説） 630
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変更履歴（用語解説） 630

ほ

ポート番号（クライアントセットアップ） 
199,222
ポート番号（サーバセットアップ） 111,118
[ポート番号 ]パネル（JP1/Cm2連携機能
セットアップ） 154
ポーリング 194
ポーリングする 194
ポーリングのタイミング 195
保管期限 331
ホスト（用語解説） 630
ホスト識別子（用語解説） 630
ホスト識別子の使用 126
ホスト識別子を使用する場合の注意事項 126
ホスト探索（用語解説） 630
[ホストの作成 ]ダイアログボックス 310
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ホストの属性を変更する 316
ホストの登録 324
ホストの編集 326
ホスト名が重複した場合 305
ホスト名の付け方 302
ホスト名または IPアドレスを変更する 316
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NETM/DMシステム 302
ホスト名を 64バイトまで設定できないシス
テムが混在する場合 303
ホストを移動する 314
ホストを削除する 315
ホットスタンバイ 197
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ポリシーの作成例 406
ポリシーをファイルから作成する 397

ま

マネージャ（用語解説） 630
マネージャでの IDの作成 331
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マルチキャストアドレス（サーバセットアッ
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マルチキャストアドレス（中継システムセッ
トアップ） 169
マルチキャストアドレス（用語解説） 630
マルチキャストグループ（用語解説） 630
マルチキャスト配布（用語解説） 630
マルチキャスト配布のジョブを受信する 222
マルチキャスト配布のジョブを送信する
（サーバセットアップ） 118
マルチキャスト配布のジョブを送信する（中
継システムセットアップ） 169
[マルチキャスト配布 ]パネル（クライアン
トセットアップ） 221
[マルチキャスト配布 ]パネル（サーバセッ
トアップ） 117
[マルチキャスト配布 ]パネル（中継システ
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ユーザインベントリ項目によるグルーピング
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ユーザインベントリ情報（用語解説） 631
ユーザインベントリ情報を利用する 524
ユーザ管理の設定 45
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ユニキャスト配布（用語解説） 631
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用語解説 619
抑止履歴（用語解説） 631
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リトライ間隔 205
リモートインストール（用語解説） 631
リモートインストール機能を使用して JP1/
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リモートインストールマネージャ（用語解
説） 631
リモートインストールマネージャ機能のイン
ストール手順 57
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限 555
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB


	JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用)
	変更内容
	はじめに
	1　 JP1/NETM/DMのインストー ルの概要
	1.1　 プログラムの適用OSとコンポーネントの 構成
	1.1.1　 適用OS
	1.1.2　 コンポーネントの構成

	1.2　 JP1/NETM/DMをインストールする
	1.2.1　 JP1/NETM/DMを新規にインストールする場合の手順
	1.2.2　 JP1/NETM/DMの上書きインストールについて
	1.2.3　 プレインストール機能を使用したJP1/NETM/DM Client（クライアント）の
	1.2.4　 インストールセットを使用したJP1/NETM/DM Client （クライアント）の
	1.2.5　 リモートインストール機能を使用してJP1/NETM/DM を配布する場合の注意事項

	1.3　 インストール内容を変更する
	1.4　 JP1/NETM/DMをアンインストールする
	1.4.1　 アンインストール手順
	1.4.2　 アンインストール時の注意事項


	2　 JP1/NETM/DM Managerをイ ンストールする
	2.1　 JP1/NETM/DM Managerのインストール手 順
	2.1.1　 ログオン
	2.1.2　 インストーラの起動
	2.1.3　 ユーザ登録
	2.1.4　 インストールディレクトリの設定
	2.1.5　 種別の選択
	2.1.6　 データベースの選択
	2.1.7　 コンポーネントの選択
	2.1.8　 プログラムフォルダの選択
	2.1.9　 ワークディレクトリの設定
	2.1.10　 データベースの設定
	2.1.11　 パッケージの格納先の設定
	2.1.12　 ソフトウェア操作履歴格納ディレクトリの設定
	2.1.13　 ネットワーク接続情報の設定
	2.1.14　 サービスの設定
	2.1.15　 運用キーの設定
	2.1.16　 同時接続下位システム数の設定
	2.1.17　 ユーザ管理の設定
	2.1.18　 接続先の設定（リモートインストールマネージャ）
	2.1.19　 AMT連携機能の設定
	2.1.20　 Asset Information Manager Limitedの仮想ディレクト
	2.1.21　 WSUS連携機能の設定
	2.1.22　 接続先の設定（パッケージャ）
	2.1.23　 JP1/Cm2連携機能の設定
	2.1.24　 JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバの設定
	2.1.25　 リモートコントロールエージェントの注意事項の確 認
	2.1.26　 インストール内容の確認
	2.1.27　 インストールの終了

	2.2　 リモートインストールマネージャをインス トールする
	2.3　 Asset Information Manager Limitedをイン ストールする
	2.4　 WSUSサーバへJP1/NETM/DMをインス トールする
	2.5　 JP1/Cm2ネットワークノードマネージャ へJP1/NETM/DMをインストールする

	3　 JP1/NETM/DM Clientをイン ストールする
	3.1　 JP1/NETM/DM Clientのインストール手順
	3.1.1　 ログオン
	3.1.2　 インストーラの起動
	3.1.3　 ユーザ登録
	3.1.4　 インストールディレクトリの設定
	3.1.5　 種別の選択
	3.1.6　 コンポーネントの選択
	3.1.7　 プログラムフォルダの選択
	3.1.8　 ワークディレクトリの設定
	3.1.9　 接続先の設定
	3.1.10　 運用キーの設定
	3.1.11　 ネットワークの設定
	3.1.12　 ダイヤルアップの設定
	3.1.13　 オプションの設定
	3.1.14　 AMT連携機能の設定
	3.1.15　 接続先の設定（パッケージャ）
	3.1.16　 リモートコントロールエージェントの注意事項の確 認
	3.1.17　 インストール内容の確認
	3.1.18　 インストールの終了

	3.2　 JP1/NETM/DM Client - Baseのオプション 製品をインストールする
	3.2.1　 オプション製品の前提コンポーネント
	3.2.2　 オプション製品のインストール手順
	3.2.3　 JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature
	3.2.4　 JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureのインスト
	3.2.5　 JP1/NETM/DM Client - Remote Control Featur
	3.2.6　 インストール内容の変更

	3.3　 JP1/NETM/DM Clientのインストールに失 敗したときの対処

	4　 JP1/NETM/DM Managerを セットアップする
	4.1　 JP1/NETM/DM Managerのセットアップの 流れ
	4.2　 サーバをセットアップする
	4.2.1　 ［データベース環境］パネル
	4.2.2　 ［通信関連］パネル
	4.2.3　 ［ダイヤルアップ］パネル
	4.2.4　 ［サーバカスタマイズオプション］パネル
	4.2.5　 ［マルチキャスト配布］パネル
	4.2.6　 ［結果記録オプション］パネル
	4.2.7　 ［システム構成関連］パネル
	4.2.8　 ［運用キー］パネル
	4.2.9　 ［クラスタ設定］パネル
	4.2.10　 ［JP1/Cm2連携］パネル
	4.2.11　 ［イベントサービス］パネル
	4.2.12　 ［障害関連］パネル
	4.2.13　 ［クライアントアラート］パネル
	4.2.14　 ［稼働監視］パネル
	4.2.15　 ［ネットワーク接続］パネル
	4.2.16　 ［JP1/NETM/CSC連携］パネル
	4.2.17　 ［WSUS連携］パネル
	4.2.18　 ［Directory連携］パネル
	4.2.19　 ［AIM関連］パネル
	4.2.20　 ［AMT連携］パネル
	4.2.21　 ［監査ログ］パネル

	4.3　 中継マネージャの基本設定をセットアップ する
	4.3.1　 ［接続先］パネル
	4.3.2　 ［上位通知］パネル

	4.4　 中継マネージャの詳細設定をセットアップ する
	4.5　 JP1/Cm2連携機能をセットアップする
	4.5.1　 ［接続するJP1/NETM/DM Manager］パネル
	4.5.2　 ［ポート番号］パネル


	5　 JP1/NETM/DM Client（中継 システム）をセットアップ する
	5.1　 JP1/NETM/DM Client（中継システム）の セットアップの流れ
	5.2　 中継システムの基本設定をセットアップす る
	5.2.1　 ［接続先］パネル
	5.2.2　 ［通信関連］パネル
	5.2.3　 ［ダイヤルアップ］パネル
	5.2.4　 ［中継システムカスタマイズオプション］パネル
	5.2.5　 ［上位通知］パネル
	5.2.6　 ［マルチキャスト配布］パネル
	5.2.7　 ［システム構成関連］パネル
	5.2.8　 ［運用キー］パネル
	5.2.9　 ［イベントサービス］パネル
	5.2.10　 ［リモートインストールマネージャ］パネル
	5.2.11　 ［クライアントアラート］パネル
	5.2.12　 ［AMT連携］パネル

	5.3　 中継システムの詳細設定をセットアップす る

	6　 JP1/NETM/DM Client（クラ イアント）をセットアップ する
	6.1　 JP1/NETM/DM Client（クライアント）の セットアップの流れ
	6.2　 クライアントをセットアップする
	6.2.1　 ［接続先］パネル
	6.2.2　 ［処理中ダイアログ］パネル
	6.2.3　 ［通知ダイアログ］パネル
	6.2.4　 ［クライアント常駐・ポーリング］パネル
	6.2.5　 ［ダイヤルアップ］パネル
	6.2.6　 ［通信関連］パネル
	6.2.7　 ［通信リトライ］パネル
	6.2.8　 ［障害関連］パネル
	6.2.9　 ［システム監視］パネル
	6.2.10　 ［ジョブオプション］パネル
	6.2.11　 ［インストールオプション］パネル
	6.2.12　 ［リモートコレクトオプション］パネル
	6.2.13　 ［マルチキャスト配布］パネル
	6.2.14　 ［スタートアップ関連］パネル
	6.2.15　 ［セットアップの保護］パネル
	6.2.16　 ［権限］パネル（Windows NTの場合）


	7　 リレーショナルデータベー スを設定する
	7.1　 必要なプログラムとシステム構成
	7.1.1　 必要なプログラム
	7.1.2　 システム構成

	7.2　 リレーショナルデータベース使用時の注意 事項
	7.3　 リレーショナルデータベースの環境設定
	7.3.1　 Embedded RDBの環境設定
	7.3.2　 Microsoft SQL Serverの環境設定
	7.3.3　 Oracleの環境設定

	7.4　 データベースマネージャの操作方法 （Embedded RDBの場合）
	7.4.1　 データベースを新規作成する
	7.4.2　 ファイルシステム上の管理ファイルを移行する
	7.4.3　 データベースをアップグレードする
	7.4.4　 データベースをバックアップする
	7.4.5　 データベースをバックアップから復元する
	7.4.6　 データベースを再編成する
	7.4.7　 データベースのパスワードを変更する
	7.4.8　 データベース上の不要なインベントリ情報を削除する

	7.5　 データベースマネージャの操作方法 （Microsoft SQL ServerまたはOra
	7.5.1　 データベースを新規作成する
	7.5.2　 ファイルシステム上の管理ファイルを移行する
	7.5.3　 データベース上の資源をファイルシステムに移行する （Microsoft SQL Se
	7.5.4　 データベースをアップグレードする
	7.5.5　 データベースを回復する（Microsoft SQL Server）
	7.5.6　 データベース上の不要なインベントリ情報を削除する


	8　 システム構成情報とあて先 のグループを作成する
	8.1　 システム構成情報を作成する
	8.1.1　 システム構成情報の作成方法の種類
	8.1.2　 JP1/NETM/DMでのホスト名の付け方
	8.1.3　 システム構成情報を自動的に作成する
	8.1.4　 システム構成情報をファイルから作成する
	8.1.5　 システム構成情報を［システム構成］ウィンドウで作 成する
	8.1.6　 中継マネージャ配下のシステム構成情報を取得する
	8.1.7　 システム構成情報を変更する
	8.1.8　 システム構成情報を作成するときの注意事項

	8.2　 あて先グループを作成する
	8.2.1　 あて先グループの作成方法の種類
	8.2.2　 グループ名の付け方
	8.2.3　 あて先グループをファイルから作成する
	8.2.4　 あて先グループを［あて先］ウィンドウで作成する
	8.2.5　 あて先グループを変更する
	8.2.6　 あて先グループの作成例

	8.3　 IDを作成する
	8.3.1　 IDの運用方法
	8.3.2　 IDの作成
	8.3.3　 クライアントの登録方法
	8.3.4　 IDの編集
	8.3.5　 IDを使用する場合の注意事項

	8.4　 システム構成情報とIDを連携させる運用
	8.4.1　 システム構成情報とIDを連携させるには
	8.4.2　 システム構成情報とIDの連携例
	8.4.3　 システム構成情報とIDの連携時の注意事項


	9　 システム構成情報とあて先 のグループをメンテナンス する
	9.1　 システム構成情報の手動メンテナンス
	9.1.1　 名称によるホストの検索方法
	9.1.2　 日付によるホストの検索方法
	9.1.3　 重複しているホストの検索方法
	9.1.4　 検索したホストを［あて先］ウィンドウにコピーする
	9.1.5　 検索したホストをシステム構成情報から削除する
	9.1.6　 システム構成情報の手動メンテナンスの例

	9.2　 システム構成情報の自動メンテナンス
	9.2.1　 更新がないクライアントを自動的に削除する
	9.2.2　 重複しているクライアントを自動的に削除する
	9.2.3　 システム構成情報の自動メンテナンスのログファイル
	9.2.4　 システム構成情報の自動メンテナンス運用時の注意事 項

	9.3　 あて先グループの自動メンテナンス
	9.3.1　 あて先グループのポリシーを設定する
	9.3.2　 あて先グループにポリシーを一括反映する
	9.3.3　 ユーザインベントリ項目によるグルーピング例

	9.4　 IDの自動メンテナンス
	9.4.1　 IDのポリシーを設定する
	9.4.2　 IDの自動メンテナンス運用時の注意事項

	9.5　 ポリシーをファイルから作成する
	9.5.1　 自動メンテナンスポリシーファイルの入出力方法
	9.5.2　 自動メンテナンスポリシーファイルの編集方法
	9.5.3　 ポリシーの作成例

	9.6　 システム構成情報の削除履歴を管理する
	9.6.1　 削除履歴の表示
	9.6.2　 削除履歴のCSV形式ファイルへの出力
	9.6.3　 削除したホストのシステム構成情報への復元
	9.6.4　 削除履歴の削除

	9.7　 JP1/NETM/DMがインストールされていな いホストを検出する
	9.7.1　 JP1/NETM/DM未導入ホストとして検出される条件
	9.7.2　 JP1/NETM/DM未導入ホストの検出方法
	9.7.3　 ［JP1/NETM/DM未導入ホスト検出］ダイアログボック スの操作
	9.7.4　 JP1/NETM/DM未導入ホストの検出
	9.7.5　 検出結果の更新
	9.7.6　 ホストを検出対象外にする方法
	9.7.7　 検出結果のCSV形式ファイルへの出力
	9.7.8　 ネットワーク構成情報ファイルの作成


	10　 Asset Information Manager Limitedを使用するための設 定
	10.1　 Asset Information Manager Limitedをセッ トアップする
	10.2　 Asset Information Manager Limitedのサー バをセットア
	10.2.1　 データベース情報の設定
	10.2.2　 セッション情報の設定
	10.2.3　 基本情報の設定
	10.2.4　 JP1/NETM/DM連携の設定
	10.2.5　 JP1/秘文連携の設定
	10.2.6　 インベントリ情報の引き当て方法の設定

	10.3　 Asset Information Manager Limitedのデー タベースをセ
	10.3.1　 データベースを新規作成する
	10.3.2　 データベースをアップグレードする
	10.3.3　 データベースをCSV形式ファイルでバックアップす る
	10.3.4　 データベースをCSV形式ファイルからリストアする
	10.3.5　 Embedded RDB環境でデータベースをバックアップ する
	10.3.6　 Embedded RDB環境でデータベースをリストアする
	10.3.7　 Embedded RDB環境でデータベースを再編成する
	10.3.8　 データソースまたはネット・サービスを作成する

	10.4　 仮想ディレクトリを設定する
	10.5　 Asset Information Manager Limitedで使用 するサービス
	10.6　 Microsoft Internet Information Services 6.0
	10.6.1　 WWWサーバの設定（Microsoft Internet Information 
	10.6.2　 WWWサーバの設定（Microsoft Internet Information 

	10.7　 タスクスケジューラに登録されるタスク の設定
	10.7.1　 タスクの種類
	10.7.2　 タスク「データメンテナンス」で実施する作業の指 定
	10.7.3　 削除する履歴情報の種類と履歴情報を削除するタイ ミングの指定
	10.7.4　 すべてのインベントリ情報の取得
	10.7.5　 タスクの設定手順
	10.7.6　 ディレクトリ情報の取得

	10.8　 部署単位で操作ログを集計するための設 定
	10.8.1　 IPアドレスを利用する
	10.8.2　 ユーザインベントリ情報を利用する
	10.8.3　 機器に部署名を設定する

	10.9　 Asset Information Manager Limitedで表示 できるインベ
	10.9.1　 資産情報として取得できるインベントリ情報
	10.9.2　 ハードウェア資産情報として取得できるインベント リ情報
	10.9.3　 ネットワーク情報として取得できるインベントリ情 報
	10.9.4　 インストールソフトウェア情報として取得できるイ ンベントリ情報
	10.9.5　 インストールソフトウェアリストとして取得できる インベントリ情報
	10.9.6　 コンポーネント情報として取得できるインベントリ 情報
	10.9.7　 パッチ情報として取得できるインベントリ情報
	10.9.8　 パッチリストとして取得できるインベントリ情報
	10.9.9　 ウィルス定義情報として取得できるインベントリ情 報
	10.9.10　 部署情報として取得できるインベントリ情報
	10.9.11　 設置場所情報として取得できるインベントリ情報


	付録A　 JP1/NETM/DMのバージョンアップと移行方 法
	付録A.1　 JP1/NETM/DMのバージョンアップ
	付録A.2　 データベースの種類の変更
	付録A.3　 OSバージョンアップ時のデータ移行
	付録A.4　 PCリプレース時のデータ移行

	付録B　 ターミナルサービス環境でのJP1/NETM/DM の運用
	付録B.1　 ローカルコンソールでJP1/NETM/DM Client（クラ イアント）を使用する
	付録B.2　 ローカルコンソールで使用しているJP1/NETM/ DM Client（クライアント

	付録C　 JP1/NETM/DMのクラスタシステムの構築
	付録C.1　 クラスタシステムに必要なプログラム
	付録C.2　 JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせる場合の 環境構築
	付録C.3　 JP1/NETM/DMをフェールオーバーさせない場合 の環境構築
	付録C.4　 クラスタシステムを使用する場合の注意事項
	付録C.5　 クラスタシステム環境を再構築する場合の手順

	付録D　 HP-UX JP1/NETM/DM NNM連携機能のイン ストールとセットアップ
	付録D.1　 JP1/NETM/DM NNM連携機能のインストール
	付録D.2　 JP1/NETM/DM NNM連携機能のアンインストール
	付録D.3　 JP1/NETM/DM NNM連携機能のセットアップ

	付録E　 インターネットオプションを使ったJP1/ NETM/DMの導入
	付録E.1　 インターネットオプションの機能
	付録E.2　 インターネットオプションを介したジョブの流れ
	付録E.3　 運用上の注意事項
	付録E.4　 システム構成
	付録E.5　 Internet Gatewayの設定
	付録E.6　 HTTP Gatewayの設定
	付録E.7　 Internet GatewayとHTTP Gatewayの停止方法

	付録F　 各バージョンの変更内容
	付録G　 用語解説
	索引
	数字
	A
	D
	E
	H
	I
	J
	L
	M
	N
	O
	P
	R
	S
	T
	V
	W
	あ
	い
	う
	お
	か
	き
	く
	け
	こ
	さ
	し
	す
	せ
	そ
	た
	ち
	つ
	て
	と
	な
	に
	ね
	は
	ひ
	ふ
	へ
	ほ
	ま
	み
	む
	め
	や
	ゆ
	よ
	り
	れ
	ろ
	わ


